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. 九 〇 六 年 (明治 一二 十九 年 

ファ ュ ー に捧ぐ 

八月 11 一十 曰。 〔 —— 九月 十三 n 迄 原文 英文〕 霧 深し。 於， 1 ュ！ ョ ，ク。 

いとしき ファ， 1 ，よ、 我が 夢の 織りな せる こよな き 者よ。 塵の 世の 汚れに、 ゆめ 觸れ ず、 1 まの 者、 君 を. i もて 見し ことな 

r- ま  、！ *J ぷ 

し。 た t 我の み、 否、 我 とてもた ミぉ 枕に 見し のみ。 され ども 君 在す、 眞に 我と 共に 在す。 君が 膨ぼ 我が 襟に、 君が 唇 は 我 

が！^ に 觸れ、 君が 胸 我が 胸に 觸る、 を覺 ゆ。 お  >- 君よ、 夢 か、 幻 か。 否、 怖ろ しの i サ 夢 あり、 然して 君 あり。 然して 

君い ます、 狂 ほしく も戀 しき 君よ。 君よ、 我 を 愛し 給 ふや。 かすかなる、 かすかなる 君が つぶやき 聞き も 得ず。 遙 かに 響 

き、 我心 凍る。 何と や、 何と、 何との 給 ふや。 口を出 づれ ど、 聞き も 得られず。 ファ -1，、 我 を 抱き 給へ 0 さなり、 さなり、 

S  く 抱き 給へ。 お、、 神の みぞ 知る！ 

ファ -1， よ、 永遠の 沈 默の內 に、 身 を 果てむ。 ゆめ 何人に も 知らすな。 

され ど、 いざ、 君の いとしく も 抱き 給 ふ 間に、 退屈なる 物語 をせ させ 給へ。 この 現世の 入の 世の 物語 は、 君が 腹 立し き 

までに 堪へ 得られぬ ものなら む。 さはれ、 憐み 給へ、 パン を 口にして 生く る この みじめなる 人間、 我 を。 

いとしき ファー 一 ー よ。 この 日記 は、 プリンツ ュス • ァ イリ， 'ン號 上に 於て、 筆を染 むる 心 組な りき。 され ど 今日、 何とな 
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く、 君に 語ら まほし き 心と はなり ぬ。 

我が 友に 會ひ、 別れ を 告げて、 シ ー ブライトよりの 歸る さ、 美しき もの を {4! に 見ぬ。 穩 かなる 水の面 を定る 渡船の 上な 

りき。 眼 を あ：.^ れば、 眞珠の 如き、 虹の 如き、 蛋白 石の 少女の 髮と、 幼 兒の頗 と を 見出で ぬ。 雲な りと 言 ひ 給 ふや。 陽 は 

正に 沈む。 さなり、 沈みつ. - あり。 將に 沈まん とする 陽と 相對 して、 死の 門のと ばりに ふさ はしき、 鈍き 鉛色の 大 いなる 

幕 を：！：^ 出で ぬ。 霧の 近づくな りと 言 ひ 給 ふや。 ひたすらに 我 は 見入りぬ。 

心安 かれ、 我が物 語 は 此處に 終る。 — 待 たれよ、 話變れ ど、 君 は プライ アン 氏 を 知り 給 はむ。 彼の 人 は、 プリン ツユ 

ス.ァ イリ ー ン號 にて、 一昨夜 この 地に 來 りぬ。 彼の 人 を 知り 給 はず や。 彼の 人 は、 大統領 候補者に して、 大雄辯 家な り。 

彼が 言說は 銀の 如く 響き， 彼が 政策 も亦然 りと、 世の 人 は 言 ふ。 人あって、 数千 年の 後に この 具 を 手に する や も 知らず。 

若し 鬧史を 編む 人 あらば、 ブライアンの 名 を 見出す ならむ。 その 名 を 如何に あっか ふべき や。  . 

如何 なれば、 君、 いと はしげ の 面 持し 給 ふや。 

八 3ー】 一 ヤー 日。 青。 -1 ュ ，《• ョ-ク 市。 いとしい ファー 一，' よ。 今日は さして 語る こと もない。 喧噪の 街 を さまよ ひ 歩いた ば 

かり。 ニ窗 (パッテン 著 「英國 思想の 變遷」 及び アダム 著 「歴史 文學の 形態」) を 求め、 日本に 绘附。 

喜び 給へ、 我が 天使、 日 は うら- - かに 晴れ渡り 行く。 月 は 次第に 圓味を 滑して 行く。 君よ、 我に 笑み を绘り 給へ、 レ" ド*セ 

エヂ、 賜うた 折りの 笑み を もって 我に 笑み を经り 給へ。 又會ふ 日まで。 

九 £alB。  土曜。 いとしい プア-一 To 此國 での 最後の 日が 来た。 數 限りない、 甘い そして 悲しい 思 ひ 出が 胸に 迫る。 此國 が、 

自己 を考 へさせ、 自由な 思索 をな さしめ た 事 を 何よりも 先き に 言 はねば ならない。 小兒の やうに 自由に 生活し、 自己の 建設、 

思想の 建設 等に 多くの 事 を爲し 得た。 自分に 取って これ 以上 難 有い 事 はない。 自己の 顔が、 他人の 顏と 異なる 如くに、 一個 

特異の ものと なり！？ 5 たの だ。 人間の 1 生に は 何等かの 特長がなくて はならない。 美し さも あらう し、 弱さ も あらう。 先人の 


歩んだ 道 を， 歩一歩、 ^く 生涯 を经 る位ゐ ならば、 生きて 居ない 方が 好い。 生活 ぢ やない、 死 だ。 ね、 さう でせ う、 ファ- 一.'。 

けれど ファー I » '、考 へて 下さい。 1 つの 事が まだ 出來 ずに 居る のです。 行 爲とは 言 はず、 思想の 11 立 を 得よ つと 努めて 來 

た" 然し、 依然として、 因襲 • 傳統 の奴隸 である。 因襲 • 傳統 を嫌惡 し、 恐怖す る- 何故に、 11 得て 彼等に^ 配され がち だ 

からで ある。 あ > -、 思想. 行爲 等に 於て 獨 立 自存と なり 得た 日が 來 たら、 どれ 程 喜ばしい 事で あらう。 その 時、 その 時 こそ、 

目的 は 達せられ たの だ、 そして、 狂喜して 叫ぶ であらう。 他に 一事、 個人的の 事 だが、 大切な、 此處に 言って おかねば なら 

ぬ^が ある。 始めて ぉ會ひ L た 夜を覺 えてお ゐでヾ すか。 うら 寂しい 夜の 散^から 歸 つて 來た あの 夜の 事 を。 戶ロを 入って 

戶 外の 寒さから 暖ぃ 爐邊に 入った 時、 あなた は戶を あけて、 私 を 先き に 入れて 下さった" それから なんです、 ファー 11、 あな 

しもく 

たの 僕と なった の は。 さう して、 心の奥底で 「見知らぬ 者なる 我 を， 君 導き 入れ 給 ひぬ」 と 叫んだ の は。 

プア -11 よ、 物知り 人達が 何と 言 ふと も、 人心に は隔 りのある もので はない と、 堅く 信じ 知り 得た のです。 人心と は、 同 

じで、 た V 1 つの ものな の だ。 人心 は、 限りなく、 凡てに 擴 がり、 凡てに 充満して 居る。 君 も 我 も、 この 人心 を 分ち 持って 

居る。 傳 統 と 肉の 衣 を脫し 去ったならば、 さう したならば、 その 時、 我等 は 皆 一 にして、 同じで ある。 國民 性と は何ぞ や、 

家風と は何ぞ や、 誤解と は何ぞ や、 思想の 懸隔と は何ぞ や。 凡て これらの もの は 消滅し 去って、 我々 の 魂、 我々 の 性格 は、 

不可分の 一 體に 融合す るので ある。 何時の 日に か、 眞の 愛が その 眞價を 示し、 凡ての 入 間の 思想 • 行 爲の 凡ての 結果の 内の 

最上の ものと なる 時が 來 ると いふ 望み を 抱いても、 ファー 一 ，よ、 あなた は 愚かな 男 だと はお 思 ひに はなり ますまい。 この 目的 

を 目指して 努めなければ ならない のです。 

私 は アメリカ を、 コロン ブスの 發： IE- した 國を 愛する。 自分に 缺 けて ゐ ればゐ る だけ、 アメリカ 國民 にある 博愛 *强 健. 寛大 

の 心に は 驚歎した のです。 この 國 民が、 何時の 日に か、 舊ぃ 傳統の 夢から 醒めて、 世 兄弟への 進歩の 先驅 となる、 と 云 ふ 

望 を 抱かざる を 得ない のです。 「時代 は 展開せ ねばならぬ」 と は、 現代の 進歩的 人心の 當然の 結論で ある U 問題 は、 如何な 

る 展開の 方法 を 採る かにあって、 何故に 展開す るかの 問題で はない。 アメリカ をして、 その 解決の 光榮を しめよ。 然して、 
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その 名 を 史上に 留めし めよ。 

プア-一， 'よ、 昨夜 は 眠り 得なかった。 君 を 想って、 頻りに 眠り を 破られた" 電枣、 汽車、 馬車、 荷車の 音 を、 終夜 聞きっ^ 

けて ゐた。 私 は 窓から、 明滅す る 電光 を 眺めて ゐた。 K 大な 都、 紐 育が あれな の だ。 喧噪に 耳 を 傾ければ、 その 锂に さ迷 ふ 

魂の 叫びが 耳 をつ いて 來 るので ある。 

今朝、 九 時、 プリンツ" ス. アイ リ ー ン 號に乘 船。 穩 やかな 天氣、 そよ との 風 もない。 船緣 は、 秋の 陽の 金 光 を 浴びて 居た" 

一等 船室な の は、 御存知の 箬 だ。 この 旅が、 贅澤： 活の 最後な の だ。 一等 船客の 氣 分に 觸 れる爲 めに、 九十 弗拂 つた。 

船が 波止場 を 離れる 時、 多くの 入々 が 涙の 跡 を にじませて ゐ广。 いとしい ファ 二，、 君と 共に ある 身の 幸 ひ を 思 ひ、 多くの 

入々 を 哀れんだ 事であった。 

ファー 11 よ、 今日 I 番 嬉しかった 事 を 告げよう か。 ァグ ネスから 手紙、 クロウ エルから 葉書 を 貰った 事 さ。 この 瞬間に、 自 

分 を 忘れぬ 人々 が 少なくも 數 入居る の だ" 神よ、 彼等に 惠を 垂れ 給へ。 ァグ ネスと 別れた の は 僅かに 二 箇月 前の 事 だ。 どこ 

と 取り立て、 言 ふ 程の 所の ない 人 だ。 だが、 私 はすつ かり 好きに なった。 ファニ ー、 きっと あの人 は、 私の 死んだ 妹 かもしれ な 

い。 心から 親切に して あげよう， あの人の 幸 ひ を 心から 祈る。 けれど、 ファニ  T  、君 は 我が 魂、 我が 心、 人生の 泉な の だ" 君 

なしに は、 生きて 居られな いの だ。 私 をす て& はいけ ない、 ファ 二-よ。 

船の めぐり を 飛び 廻る 海鳥の 姿 もない、 海上 遙 かに 来て しまった。 空 は、 この 上 もな く 澄んで ゐる" 

エマソンの 「英 國氣 質」 を大變 面白く 讚んで ゐる。 九つになる、 賢い、 い たづら な、 目から 鼻に 拔 けさうな 孃 ちゃんとお 

友達に なった。 その他に 老幼の 男性。 女性 は 皆 ii。 

九月 二 nr 晴天。 大洋 上に 於て。 

昨、 十一 時より、 今日 十二時までに、 iin 三 浬" 攝氏六 七 度。  _ 

船 は、 おだやかな 水の面 を 分け 進んで ゐる。 昔からの 話で も あらう が、 海 は 何ん と 女性の 姿に よく 似て 居る 事 だら う。 靜 


かな 日の 水に は、 恍惚たら しめる 愛撫が ある" さ^ 波 は 笑 建" 深さと 靜 けさ を 物語る 深 碧が 船 を 抱いて、 巴 里 娘が、 戀の酒 

盃を 飲み乾した 靑年を 連れ去る Si に、 運んで 行く。 ぞっとす る 程 魅力が ある。 嫌 はう が、 棄て 去る 事 は 出来ない。 人 を 思 ひ 

のま に も あら. -げ ずに、 だが、 一度 笑み かけられたら 生命に も か. - はる あの 笑みで、 動かす の だ。 あの 深い、 11 底の 

ない 深さ を もった 笑みで。 

乘り 合せて 居た 二人の 尼の 姿に、 眼 を ひかれた。 一人 は 老いて 肥え、 一入 は 若く 瘦 せて ゐる。 純黑の 衣が 二人共よ く 似合 

つて g る。 私 は、 尼 を 見る度に 何時でも、 特に 心 を ひかれる。 淸 きにしろ、 汚れた ものであった にせよ、 彼女 等の 過去が、 

私の 想像に 訴 へて 來る。 人 は 僧院の 生活、 特に 尼院の 生活 は、 けだか さに 心う たれる ものが あると 言 ふ。 無言の 聲が、 そこ 

を ベ 治めて 居る。 けれど この 二人の 尼の 顏を 見て 居る と、 そんな 話 は 信じられない。 御覽、 ファ 二-、 何ん て 身 を 委せ 切 

つた 面 持 をして 居る 事 だら う。 人 眼 を ひくの は あの人 達の 面 持な ので、 もって 生れた 顔付きで はない の だ。 あの人 達の 唯一 

つの みは 處女 マリアの や 5 になりたい 事で あらう。 あの人 達の 面 持で、 その 望みが 分る やうな 氣 がする。 いとしい プア-一 ，， 

あの人 達の. € 持から、 あなたの いとしい 面影が とら へられる から、 あの人 達をぢ つと 見つめて 居たい ので ある。 

多くの 人に 會ひ、 多くの 事 を 語った が、 我がい としき 思 ひ 出なる 君に 捧げる 頁 を 占める だけの 値 はない。 

常に 倍加す る 興味 を もって、 エマソンの 「英 國氣 質」 を讀 みつ^ける。 彼の 他の 眞 面目な 論說に 比して 決して 深い もので 

はない が、 この 霤 では、 樂々 と 自由に 事物 を 把握して 居る。 文 體も亦 飾りけ なく、 なめらか だが、 決して 單 調に 失する 事が 

ない。 生の ま- * であるの は、 入で も 物で も、 常に 人 を 魅す るの は、 大變 面白い 事で ある。 

今頃 森 本 は 何 をして 居る か 知らん。 ファー 一 ー、 あなた は、 彼に 同情なさい ましたつ け。 私 は、 あの 彼に 置いて 行かれた 娘フ 

二，' を 可哀相に 思 ふ。 私 は、 時と すると、 祈りの 力 さへ も 疑 ふの だけれ ど、 私の 力が 何の 役に も 立た なくなった 時、 私の 胸 U 

溢れて、 天なる 我等の 父に つぶやく のです。 これが 祈りな のか 知らん。 さう とすれば、 幸 ひだが。 

私の 友達が、 小さくても よいから、 純な、 固い、 透明な、 水晶の 樣 になりたい もの だと 言った 事が ある。 洋上の 生活 は、 
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入 間 を そんな 風に してし まふ" 

お休み、 プア-一 )! 

九月 三日。 月曜。 朝 晴れ、 夕方 曇り、 風 あり。 洋上、 111 五 七 浬。 攝氏七 五庹。 

船 は、 はてしなく 進む。 午前中、 二三の 靑 年と 後甲板で 遊び暮す。 我々 の 話 は、 ファ -1 ， よ、 あなたに 欠伸 を 催させる 程、 

平々 凡々 な ものでした。 I 番 面白かった の は、 廣ぃ 知識と 交際、 エマソン、 口， ゥ エル、 パァカ ー、 ロング フ H  口， 等と 交りの 

ある 老 偕との 話でした。 彼の 實 生活の 如！ E は 知らないが、 彼の 宗敎觀 は 甚だ 立派な ものである。 私 は 大好きになった" 

七 百 名の 伊太利の 勞働 者が、 穩 かな 船路 を樂 しんで 居る 下級 船室 を 見る のが 好きだ P なつかしい 思 ひ 出の 未だに 殘る 彼等 

の 故鄕を に、 伊太利に 歸れる だけの 金 を 得た の ださう だ。 大變 愉快 さう だ" ぎごちない 顔に、 どことなく 子供ら しい 無 邪 

氣な 表情が 見える。 これ 程の 單純 さ。 培 純な もの は、 美の 一 要素な の だ。 フ H ルトの 帽子 を 被った 靑 年が、 風 笛 を 奏で はじ 

めた。 圓く環 を 描いて、 人々 が 彼の 周閬に 集った" その 圓の 中に 二人の 男が 入って、 大變 原始的な 妙な ダンス を はじめた。 

皆の 顔が 持 前の 晴れ やかな 笑みに 輝き、 笑聲と 拍子 をと る 管と が 入り 混って 居た。 どうして 一 等 船客の 人達よりも 幸-雇な の 

だら う。 一 船客の 】 人が、 彼等 は單 純で 安 憤に 滿 足す るから、 あれ 程 人生が 樂 しめる の だと、 輕 蔑して 言った。 si さ、 

おとなしい 心 を もって 居る 事が、 罪惡 だら うか。 一 等 船客 は、 甚だ 奇妙な 論理 を 弄して 居る 0 

船中に は、 明瞭に 三 つの 社會が ある。 相互に くっきりと 區 別が ある。 一等 船客 は 貴族 だ。 音樂、 豐滿な 食事、 くだらぬ 饒 

舌が 彼等の 仕事 だ。 もし、 何處に 行く のか、 どの位 ゐ滯 在す るの かと 訊ねたら、 自分 は 海上に 今 居る のさと 答へ る だら う。 

彼等の 旅に、 これと 言って 目當 はない の だ。 行きたい 處へ 行く の だ。 船の 動搖の 一 番 少ない 中間 を、 彼等 は 占めて ゐる 0 

それから 二等 船客。 船の 後方に 居る。 船の 噸數 から 速度まで、 5- いて は、 船の 到着の 時間まで 知って 居る 程、 それ まど 事 

細 力な 旅の 計 霰 をた て& 居る 人達 だ。 無駄な 話 はせ ず、 實利賞 益に 滿 ちた 話 をす る。 自由に 振舞って 居る。 その 人達の 望み 

は、 何時か 一 等 船客になる 事に ある。 


i に 三等 船. 各。 彼等 は 種々 雜多 だ。 彼等 は 規律が 大嫌 ひ、 規律 だ てられ >r は、 機械的に 動かされる こと を 知って g るか 

ら。 そして 機械的に 動かされて は、 本能 を 自由に 揮ふ餘 地が 少しもな いの を 知って 居る から" 彼等 は 現在 を享樂 して 居る。 

日の 曰に 心ゎづ らふ 事 をし ない。 野の花の やう だ。 何時か は、 遲 かれ 早 かれ、 死の 幕に 被 はれる の を 知って 居る。 だから * 

iir 然 のま.^ に從 ふの だ。 何と 氣樂な 自然 さ だら う。 

そして、 不 議な 事に は、 これ 等の 三つの 階級 は、 船賃と して 拂 つた 金額で、 はっきり 區 別され て 居る の だ。 

夜に なったら、 海 は 荒れ 初めた 。雄々 しい 姿 を 表 はして 来た。 浪と霉 の 不思議な 姿 を 見つめながら、 十一 時まで 起きて 居た。 

いとしい、 こよな くいと しい ファ 二，、 戀 する 君よ！ 

九月 四 B。 火曜。 暴り。 洋上、 三 八 四涯。 攝氏七 八 度。 

n がさめ たら 頭痛が する。 重 くるしい 濕氣 だ。 鉛 は メキシコ 灣 流の 中に 入った の だ。 

フ， -11、 あなたと、 あの 11 の路を 一 緖に さ迷った 十一月の 星月夜だった。 あなたが 握る 强 さが、 私の手に-；^；；-^ひと^^ 

じて 來た。 あなたの 時折り の眼眸 に、 御 空の 輝きが いて ゐた。 冬 の 寒さが、 二人の 心の 溫 かさ を 物語って くれた" あの 

夜から あなた は 私 や 愛して 下さった。 それから、 愛する フ 7-1 1 よ、 二人の 情愛 は、 時の 進む につれ て 濃くな つて 行った 0 

君 は 心 深く その 愛を祕 め、 私も亦 同じ 樣に祕 しかくして ゐた。 二人の 間に 何が 起き たかは、 知る 人 もない。 お別れす る 時、 

ひと 知れず ひそかに あなたが 淚を 流された の は、 た ふとした 出来事だった のか 知らん。 否、 淚は、 かりそめに 流れる もの 

ではない。 ^は 如何になる とも、 君 我と 共に 在り。 入の 世の 歷史の 中で、 最大の 愛 を 示した 戀 人に 會 はう。 より 好く、 より 

S く はなく とも、 彼に まさって 深く 愛し 得る 事 を！^ せる であらう。 お \ 神よ。 心强 からしめ よ、 戀 の焰、 我が 全身 を燒 きつ 

くさん とすれば。 戀 して 止まず。 彼女 を 思へば、 叫ばざる を 得ず。 この 傷 を 癒す は 誰。 年 I 年、 戀に こがれて、 さう だ、 賺 

ひこ がれて 死ぬ まで、 思 ひ は 深く く 胸 を 鴨む。 . 

何 だ！ 又く だらない 事 を 。言 蒸と は、 戀の 無益の 使 ひで ある 事 は 知って ゐる。 フマ， T  、もう 二度と 君の 事 は 口にす まいよ" 
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昨日、 海が 荒れ はじめた と 言った。 今 B は尙 ほひ どい。 海 は. を 腕ぎ 菜て \ 見よ、 見よ、 海は異 つた 美 を 表 はし 始めた。 

然し、 彼女の 怒 は、 ^ほ 足らぬ。 おの あら はな 雄大 さ を 語る のに は、 荒れ狂 ふ 他日 を 待たねば ならぬ。 

みじめな の は、 御 費、 下級 船客 だ。 浪の 飛沫が 全甲 板 を 被 ひ、 そのし ぶき を 浴びて 人々 はずぶ 濡れ だ。 その 濡れた 甲板に 

ひどく 船 暈して ゐる 婦人が 臥て ゐる。 多分 その 婦人の 夫 だら う、 その 橫で やさしく 看護 をして 居る 男が ある。 この 有 樣が跟 

についた ので、 時々 その 場 をの ぞいて 見た。 その 度に、 男 は 女の 側に 居た。 プア 二-'、 あなたが この 場に たら、 卽 座に そ 

の 場に 行って、 鳩の やうな 眼 を、 怒りの 涙に 濡 しながら、 事務員に、 一等 船室の 上等のと ころへ、 二人 を 伴れ て 行く やうに 

言 ひつける ことで せう。 

物 わびしい 夜 だ。 心 悲しく、 心に しっかと 刻まれて 居る いくつかの 名 を 想 ひ 起した。 丁度 指の 數 ほど ある！ これが、 自 

分の 地上の 生活の 泉な の だ。 私 は 只、 その 人々 の爲 めだけ に 生きて 居る の だ。 

私の 性格 を恥ぢ る。 私 は 弱い。 ファ -11 よ， 憐れんでくれ。 

九月 五 B。 水曜。 稍 i 曇り。 洋上、 三 七 二 浬。 攝氏七 五 度。 

今日は 多分、 若い 尼さん 達の 眼が、 見られる であらう。 常に 純で しとやかな その 面 持 は、 私の 心を亂 して 羞恥 を覺 えさせ 

る。 けれど、 彼女 だけな の だ、 私の 心を牽 くの は。 

よく 觀 察すれば する ほど、 三等 船客の 善良 さ 寬大さ をより 深く 信じる やうになる。 實に 心に くい 入々 だ。 見る からに 全く 

の 伊太利 人種で はない 栗色の 髮、 黄色の 顏 のうら 若い 一 婦人が、 他の 船客に 交って 居る の を 見つけた。 三等 船客が 堪へ 忍ば 

ねばならな いやうな つらい 境遇に 平然として 居られる 程、 いかつい どの 顔が 彼女 を 魅す る 力が あつたの だら う。 その 婦人の 

生涯 を 面白く {t^ 想で 描いて 見た。 けれど、 ファ -1-、 書き 绘 るに は餘 りに 話が 長過ぎる。 

エマソンの 「英 國氣 質」 讓 了。 興味と 益す る 所が 甚だ ある ものと 思 ふ。 この 書中の 彼の 文 12 は、 完全、 中庸、 德富 氏の 傑作 

を 想 はしめ る ものが ある。 然し この種の 書物 を 執筆して、 彼の 全 時間 を 消費す る 事 は、 彼に 取って 爲す値 ある 事 か 否か 疑問 


である。 か 、る 仕事 は爲 すべきでなかった と 愚考す る。 讀了 後に 感じた 今 1 つの 事 は、 東洋. 西洋の 賢人と 呼ばれる 人の 間に 

存 する. ii!!: 異 である。 コ ンコ ルドの 聖 人工 マ ソン は、 健全なる 常識 を 多分に 持ち、 一方 東洋の 賢人 は、 傲慢 奇矯の 天賦 を 持つ 

て 居らねば ならぬ の だ！ 爪 を 生える ま  にのば して、 無爲の 生活 を 誇る 程、 無法な 事 はない と、 ク ロウ， -ル氏 は 言った。 公 

平な 言 紫 だ。 東洋の 賢者と は、 この 奇矯な 習慣の 副產 物で ある、 甚だ 嫌悪すべき もの だ U 

森 本、 ァグ ネス、 クロウ H ル 氏に 發信。 昨夜 は {仝 氣が どんより して 居た ので、 私の 眠り も 夢が 多かった。 森 本の 夢を見た、 

そしてお、 いとしい ファニ ー の 夢 を。 

九月 六 B。 晴。 洋上 in 五 〇 浬。 攝氏七 六度リ 

天氣 快晴に 赴く。 ともあれ、 浪の壯 犬な 眺め は 得られない。 

今 曰 は、 取り立て、 言 ふ 程の^ もない。 船中の 生活 は、 段々 單調 になって 行く。 船客 達 は、 チェス、 トランプ 等 を やり は 

じめ、 大半の 人達が のま.^ の 性格 を 見せ はじめた。 夜、 或る 婦人 達の 振舞 ひが、 「ゲイ シャ」 を 想 ひ 出さした。 ちょっと 見 

知り 越しな だけの 紳士の 首にから みつきながら、 「我 君を戀 す」 と 云 ふ 繰り返しの ある 歌 を 歌って、 「人間性， ni 然の 歌」 だと 

言って ゐる。 人間性 だって！ 

私 は、 W. ぺ ンの 「無位 無官」 を讀み はじめた。 旅 中の 讀み 物に は、 少々 ぎこちな いもの だ。 然し. 私の 少々 だらけた 氣分 

に、 訓戒 を與 へる 十分な K 劍 味が ある。 異敎 的、 不信 論 的、 不可知的な 論で あらう とも、 眞摯な 論 は、 誠 實な行 爲同樣 尊い 

ものである。 多分 明日の 朝 は、 歐洲 大陸の 姿 を、 はに めて 見得る 事 だら う。  . 

お休み、 ファ -I  ，， 可愛い 鳩さん。 

九月 七 01。 金曜。 快晴。 洋上、 in 五 五 浬" 攝氏七 六 度。 

起きて、 甲板に 出て 見たら、 眼前に 大きな 島影が 見えた。 入々 は 甲板に 出て、 まるで 紐 育の 眺めに 眼を靜 つて 居る 魚の や 

うに、 その 島 彩に 見入って 居た。 その 島 は、 Fayal ris と 呼ばれ、 ボルト ガル 領の ァゾ レス 群島の 西 端に 位ゐ する もので 4. 
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る。 間もなく、 遙か 東方に、 雪白の 雲の 環 を 雄大に 被った I 死火山が、 突如と して、 海拔 七千呎 のいた ヾ きを 現 はした。 直 

ちに、 富士山 を 想起した。 子供の 頃に 人の 得た 印象 は、 不可思議な、 强大な ものである。 凡ての 聯想 は 幼時に 歸 つて 行き、 

そこで 適 當の對 象 を 見出す ものである。 

海圖で 見る と、 群島 は 五つの 島から 出來て 居る。 卽ち Fayal r§ 島 (此處 に 我々 の 見た 大火 山が ある)、 SSo  Jorge  Graciosa, 

Tcrceis,  Sao  Migud,  Santa  Maria の 諸島で あろ。 Sso IVIiguel 島 は、 人口 一  萬 を 越え、 群島 第一 の大 島と 言 はれて 居る。 土 

地 は 決して 肥沃で はなく、 土地の 表面の 肥沃な 土壌の 流出す るの を 防ぐ 爲 めに、 傾斜した 壁 をつ くらねば ならない の だ。 私の 

1 瞥 した 所から 見る と、 主なる 農產物 は、 大麥、 小麥、 果樹、 特に ォレ ン， チ等 らしい。 SJTO  Jorge 島と Pico 島との 間 を 通過 

する 時、 SSO  Jorge 島の 間近 を 通った ので、 その 古風な 小ぎ れいな 町 を 見る 事が 出来た。 凡ての 建物 は、 著しく スペイン 風で 

ある" 白壁、 赤 瓦の 建物 は、 赤土のと ころぐ が 深綠の 草、 樹で被 はれて 居る その 周圍 と、 大變氣 持の よい 對象 をな して ゐ 

る。 けれど、 ファニ ー、 此處で 一 生涯 を 接る 氣 持に なれます か。 きっと 嫌 だと 仰し やる でせ う。 若し 私と I 緒なら ばい X けれ 

ど.^ 仰し やる かも 知れない。 けれど、 どうして、 この美し い 寂しい 島よりも、 ずっと 便利な 騒がしい 所の 方が お好き なんです 

か。 あなたが、 世間 的な 性質 だから か 知らん" と 言 ふの は、 人々 の 間 や あなたに 起った 出来事 を、 知り 知らせ 合って、 慰め 

られ るから か 知らん。 それとも、 あなたに 高い にしろ 低い にしろ 何 か 理想が あって、 同胞に 弘 めたい、 それに は、 小さい 島に 

居て は その 使命 を 架す のに 不便 だからな のか 知らん。 此處に 障害が あるの だ！ 男性 は 男性で あり、 人間 は 人間で しか 有り 

得ない。 我々 は、 我々 の 欲すろ 所に 從 ふの だ。 此處に 我々 の 弱さが ある。 けれど この 弱さ あるが 故に、 强大 になり 得る の だ。 

午後、 人界を 離れた 心に くい 諸島の 影 を 見失った。 そして 船 は 再び 涯て 知らぬ 洋上に 出た。 あの 子供達 は、 すっかり あの 若 

い 尼さん と 仲好くな つた。 黑 衣の 天使の やうな 若い 尼さん が 赤い バ ラの やうな 頼 をした 二人の 子供 を兩 手に つれて 居る の は 

太 當に 美しい 繪を 見る やう だ。 涙の 出る 程、 ^^激した。 

月 は 次第に かけて 行く。 今： 仪 は.. 九 時半 3- に 昇った。 月の 黄金色の 反影が、 洋上に 素晴 しく 散り敷いた。 私 は 眺め っ^け 


て 居た。 私の 心の 神殿 は、 あなたの 思 ひに 滿 たされた。 

九月 八 B。 快喑。 洋上 nlff- 三 浬。 ^氏 七 七 度。 

船 は、 依然として 洋上 を 走る。 リ トンの 「ボンベイ 最後の 日」 を讀み はじめた。 ボンベイの 生活 を 描いた 有 > な小說 で、 

今 B まで 手に しなかった もの だ。 最初の 頁から、 著しく、 著者の 學識を 誇示して 描かれて 居る。 英陶 紳士の 誇りで あり 缺く 

可から ざる 肩書で ある 入間智 が、 飾った 調子で 表 はれて 居る。 彼の J^ii のお かげで、 1 度は榮 えた その 都の 内的 外的の 生活 

に 就いて、 多分に 知る 事が 出来る。 その 場所に 自分が 行かう として 居る の だと 思 ふと、 興味 は 亦 一段と 掛 して 来る。 

午後 は 子供達と、 大半 遊び暮した。 夜 は 再び 讀寶。  ， 

九月 九 ED。 快晴。 洋上 Hi 四 三 浬。 Si^v-I^度。 

風が 變 つて、 逆風に なった。 それで 船の 進み は遲々 として ゐる。 今朝、 座談 室で 祈禱會 があった ので 出席した。 純然たる 

族 的の 集會 だった。 族と 云 ふ もの を、 アメリカ 流に 富の 高さで きめる とすれば。 嫌な 氣持 にさせられた。 この 時 ほど、 

お敎の 傅統的 形式 を、 敏く 感じた 事 はない。 

午前、 午後、 「ボン ペイ 最後の 曰」 を讀 む。 夜 は、 船客の 中の 一 靑 年と、 喫煙室で 談笑。 實際、 かう した 「談笑」 に は、 取り 

柄 は 少ない もの だが、 併し、 これが 社交の 重な 要素な の だ。 卓上で 談話の 人並す ぐれて 巧みな 人 は、 仲間から もてはやされる。 

談笑に ふけった 後で は、 私 はきつ と、 心中に 深い 後悔 を覺 えて、 i 忙 然とす るので ある。 

いとしい ファー 一，、 あなたの 魅力 は、 しっかり 私 を とらへ て 居る。 眼の あたりに せよ、 想像に せよ、 純な 心の 優しい 處女を 

兑る 度に、 ぐに 君 を 想起す る。 淚が兩 服を傳 ふ、 11 淚、 その 涙が 私の 心を淸 め、 私の 傷 を 癒して くれる。 君の 上に 惠み 

あれ！ 君の 眼に、 人の 世の 晴黑な 一面 を 見せ 給 ふな。 君が 汚れに 染 むからで はない、 君の 心 は、 か  >- る 恐ろしき もの を 目 

gj. する 衝^ を 忍ぶ には餘 りに も氣 高い からだ。 

夜が ふける。 私 は 身 を橫 たへ よ 5。 そして 君が 夢に 出て、 我 を なぐさめて 下さる だら う。 
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九月 十 3。 月曜。 快晴。 半日 洋上。 半日、 ジブ ラル タル。 洋上、 ni 五 二 浬。 攝氏七 五 度。 

歐洲 大陸 を 見得る のみならず、 午後に は 足 を ふみ 入れる の だと 思 ふと、 何だか 愉快な 不安 を 感じる。 何にもし なかった， & 

ら、 ファ， 一，、 午後の 四時に 上陸した ジブ ラル タルに 就て ども、 澤 山お 話 をし ませう。 

午前 十 I 時 頃、 スペイン 沿岸が 見える 地點 まで 来た 。多くの 地琛. 學者が 書いて 居る やうに、 ス ベイン 半島 は、 その 氣 1^、 地 

質、 荒漠 たる 地味と 云ふ點 で、 實質上 アフリカ 大陸に 屬 して 居る。 全く 沿岸 は荒凉 たる もので、 所々 に 森と 草原が あって、 そ 

の 附近に 白壁、 赤 瓦の 古風な 小 村が 在る。 あの 有名な 惡魔 のめ a は、 三哩に 亙って 立ち 列んで 居る。 間もなく アフリカ 沿： が、 

薄い 潮 霧の 幕に 被 はれて、 I 段と 神祕 に、 一 段と 高く 峨々 たる 姿 を 現 はして 来た。 これで、 フニ 一，'、 私 は 四 大陸 を 見た の だ 

— アジア、 アメリカ、 ョ 1 口" バと， そして アフリカ を。 

船は穩 かに 歩み を 進めて、 勇將 ネルソンが、 旗下の 艦險 に、 「英國 は、 諸君が 義務 を果 さん こと を豫 期す 」 と信號 した 不滅の 

物語 を 語る、 トラフ アルガ ル灣 口に 入った。 同船の 一英 人が、 私の 側に 来て、 殆んど 崇敬 せんば かりの 態度で、 灣を 指さして、 

海 戰の槪 略 を 物語って くれた。 フ M 一，、 私 は 戰爭に は 興味 はない。 けれど、 ネルソンの 全く 沒 自我の 半； 涯を 想起して、 私 は 

知らず 識らず 帽を脫 して、 時代精神 を 完全に 具現した 維々 しい 英雄に、 心からなる 敬意 を拂 つた。 

、船 は、 この 戰の跡 を 後に して、 タリファ 岬 (cape  Tarifa) を橫 切った。 この タリファと 云 ふ 名から "Taria-  (llgj と 云 

ふ 名詞が 派生した ので ある。 海に 突出した 小 地域で、 四 五 百 位ゐの 住民 を 有する 小 村が ある。 この 繪の やうな 場！^ で バイ a 

ンの 「コ ルセ， ル」 The  Corsair  、ひ の 頁から 拔け 出して 来た やうな 勇猛 果敢な 海賊の 一隊が、 この 地を橫 切る 船 を 待って 

Els て、 惠制 君主の やうな 權 力で 貢物 を强 奪した 樣を 想像しても 見よ。 年老いた 人の 世の 歷史 が、 未だ 黄色に 渦 卷く毛 髮を貯 

へて ゐた靑 春の 頃 を 想起せ よ。 あの 果敢な、 悔 ゆる 事 を 知らぬ 古代の 海國 民、 フ H  二 キア 人 は、 勇し くも この 海峽を 越えて 

船 を 進め、 ブリ トンの 銅 を、. 北方の 號珀を 持ち 歸 つたの だ。 水の 一滴に も その 歷史が ある。 

太古 を 想 ひめぐ らして ゐ ると、 突如、 「ジブ ラル タル だ」 と 言 ふ 叫び を 耳に して、 幻想から あからさまな 現實 二目 醒めた。 


見よ、 船の 先き に、 あの 世界に 名高い 岩 11 驚かされて 蓬々 たる 巨頭 を.' 雄 然と 半ば もたげた ライオンの や 5 な 岩が 立って 

！ g る。 英國 民の 強大な 齒の 一 つなの だ。 時 到れば、 歐洲の 咽喉 を むので ある。 歐洲は それ あるが 爲 めに 震 する、 さ 5 し 

て その 時 我々 はこの K はれた 地 を 責める ので ある。 

三時 頃 船 は 水上に 鋭い 力 ，グを 描いて、 灣の眞 中に 錨 をお ろした。 夏の 陽 は、 その 燦然た る 光り を 到る 處に 投げて 居る。 

靑ぃ 地中^の 水と ^^： の 上に も、 半 熱帶性 植物の 點 々として 生えて ゐる黃 色 味が k つた 白い 石灰岩の 上に も。 

若い バ大學 の獎學 生徒 ァ ウタ ，プリ.， チ 氏と、 少年 ゥ ユラ ー 君と 私と がー 嫁 をな して 四時 頃に 上陸した。 波止場に、 種々 雜 

多な 民族の Ins るのに は 驚いた" 我々 は 馬車 を やとった、 そして 果物 市場 を 通過した。 そこに は、 ムァ ー 入ゃァ ラビ ヤノ 力 

あの 非常に 美々 しい 衣服 を まとって 集って 居た。 英國 歩哨が 嚴 重に 警戒して ゐる門 を 通って、 大通りに 出た。 通り は 狭く 

曲折して 居て、 大體が 急傾斜 をな して ゐる。 どの 家に も 狭い 入口が あって、 建物に かこまれた 廣 場に 通じて 居る。 壁 は 白堊 

で、 赤い 丘と 淡綠の 掛けと 云ふ氣 持の よい 色調 をな して 居る のが、 屢 i 見受けられる。 驢馬が 主な 交通 機關 である。 可成 

りょく 荷 を 積んで 居た。 そして 鞭打つ 音が、 方々 から 聞え て 来た。 住民 は、 英人、 スペイン 人、 ムァ ー 人、 ァラ ビヤ 人、 瘤 

太 人 及び その他の 人種で ある。 豐な者 は 飾りつ きの 扇 を 持ち、 貧しい 者 はけば くしい 色の ショ ー ルを 掛けた スペイン 女 

ステッキ を 手に、 精子 を 頭の はじに のせた 英國兵 >  猫 脊の黑 衣 を まとった B 太の 法律 博士、 派手な 着物で 傲然と 異樣な 調子 

で濶步 する ムァ， の 商 入な ど を 見かける でせ う。 ねえ、 フニ 一  ー、 私 はこれ 程 面白い 光景 を 見た 事 はな いんです。 

我々 は si に 登って 行って、 五 百 呎の髙 所から 數 多くの 大砲が スペイン 國 境に 向って 突出して ゐる隱 現 砲臺を 見た" もつ 

と 高所の iS 臺は、 遙 かに 近代的な、 遙 かに 精巧な 砲 を備へ 付けて 居る と 言 はれて 居る が、 特別 許可 を？ おないで は 登る こと は禁 

じられ て 居る。 兵士 達 は 毎日、 III ガ tt ン の 雨水と 十五 ガ 口 ンの 海水で 生きて 居る。 雨水 を 集める 方法 は、 立派な ものである。 

百ェ， 力， の險 しい 土地が、 完全に セメントで 堅めて ある •  二 個所に 同様の 設備が して ある" 岩石 地の 長さが、 ニ哩 半と 言 

はれ、 三 個の トンネルで 通じて 居る。 各個 所の 設備 は、 仕事の 偉大 さと 永久性 を 示して 居る。 
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それから 我々 は、 岩石 地と スペイン 國 土と を區 別して 居る、 中立 地帶へ 車を驅 つた。 岩石 は、 スペインの 國 土に 砂上の 狭 

い 地 帶で績 いて ゐる。 中立 地 帶の幅 は、 六千ャ ー ドと言 はれ、 兩國 側に 番兵 所が 立って 居る。 スペイン 側で は 日中 は 歩哨 を 

おかないのに、 英國 側で は、 重々 しく 武装した 歩哨が、 傲然と 鼠 境 を巡囘 して 居る。 

所で、 ファ -11、 私 は 種々 雜 多な 記述 をして 來た。 けれど、 もう 二つの 事 を、 あなたに 話したい 11 それ は、 花と 子供達" 

花 は 美しく、 香り 高く、 子供達 は 暗い 顏 付で 跟が 大きい。 兩方 ともす ぐに 好きに なった。 

七 時 過ぎに 船に 歸 つた" 八 時 頃 船 は 港 を 去った。 船 は 地中海の 中部に 進み 入り、 私 は 夢の 國へ 行く の だ。 

プア 二  ?> 自分に もどう したわけ か 解らない が、 今夜 は ひどく 氣が ふさぐ。 

上陸す る 人達が 多かった。 

九月 十一 B。 火曜。 快晴。 二三 二 浬。 攝氏七 四 度。 

再び、 單 調な 洋上の 航海。 今日は、 プア-一，、 大して 話す 事 もない。 たや ひどく 憂鬱な だけ だ。 顏 見知りの 人達 皆 を 避け 

て、 中甲板 を^り 散步 した。 ふと 一羽の 小鳥が、 ね ぐらから 迷 ひ 出しで もした の だら う、 陸地 を 離れて 飛んで 来て、 船 上に 

疲れた 羽 を 休めよう としても、 船客 達の 歡聲に さまたげられて、 可哀相に それが 出來 ずに 居る の を 見かけた。 驚かされて は、 

疲れ切った 羽 を 二倍の 努力で 羽搏きながら、 船から 飛んで 行く。 けれど、 鳴 呼、 カは盡 き、 陸 影 は 見えず、 たおこの 無慈悲 

な 船に、 休み場 所 を 求めて 歸 つて 來る 外なかった。 

夜、 ヘイ フォ， 'ド 氏と、 宗敎に 就いて 長い 事 話した。 彼はュ  一二 アリア ン敎徒 だ。 彼の 意見に、 殆ど 大部分 賛成し 得た。 然し、 

彼の 宗敎 に對 する 態度が、 他人に とって 滿 足な もので あらう か。 人の 宗敎的 自然の 欲求が、 ュ -1 テリアン 敎の 如き 敎義 で充 

たされ 得よう か。 カソリ タクと か 所謂 正教 的 キリスト 敎は、 過去の 事で ある。 傳統 と儀禮 から 解放され た眞の 宗敎的 欲求 は、 

一 度、 セント * ァゥ ガス テン ゃル， テルに よって 叫ばれた 信仰に は、 決して 安心立命し 得ない の だ" それ 等の 敎義 は、 一 度敎義 

として 信服して みると、 笑止に も 現代の 思潮と は餘 りに 相反す る を 見る。 然 らば、 傳 疣の 束縛 を破壞 した 精神が、 如何して， 
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船 51  ボの爲 めに 何 一 つし な， かった。 夕方 海 は 再び 穩か になって、 私の 苦痛 もす つかり 去った の だけれ ど" 

明日 は ナポリに 着く の だ、 そして、 其 處で壬 生 馬に 會へ るの だ！ 

九月 十一 二 B。 木曜" 半ば 曇り。 洋上 三 四 六 浬。 五八 浬で ナポリ 港に 蕾く。 

非常な 期待 を もって 目覺 めた。 けれど、 陸は遙 かに 遠く、 船は涯 しない 洋上 を 進んで ゐた。 

十 一 時 頃、 陸 影 を 認める。 甕 食後に なって 明瞭に なり、 所々 に 古城、 人里の 散在す る繪の やうな 陸が 表 はれた。 それから、 靜か 

に 眠る グ-ス ピオが 舳に、 それから 1 對の門 石の やうに ナポリの 灣ロを 守って ゐる カプリ、 イスキアの 二 島が、 現 はれて 來た。 

それから 船が、 左の 方に 進路 を變 へた 時、 あの 有名な 伊太利の 港が 昆 る やうに なった" 

〔以下 邦文〕 古 劇場の やうな 形に 段 をな して 立てられた ネ， プルスの 町に 船が 鬨 まれる と、 小さな i が樂 人、 潜水 者、 果物 

商を乘 せて 近づいて 來る。 其 中に 壬 生 馬 を 見附けた。 

稅關も 町 も唯喧 まし ぃ歐な 心地で、 馬車で Via  t^aldenope と 云 ふ 海 沿 ひの 美しい 街道に 立てられた pension  Franoaise と 云 

ふのに 藩いた。 早速 森 本、 Agnes 其 他の 人々 に 手紙 を 書いて 居る 中に、 壬 生 馬が トランクの 處分 をして 歸 つて 來た。 母上、 

愛子の 寫露 及び 手紙 を 見た。 

窓から 見る と靑ぃ 海が 見えて、 左の 方に 古い Castellodeir  Ovo と 云 ふ 城が 海の 中に 立って 居る。 それ を 越えて Vesvio が 

見える。 壬 生 馬の 手紙に は 「ゲ， -ス ピオの 火 流る >U とあった が、 此頃 はよ く 眠って 居る ので 煙 すら 昇らない。 

夕食後 一寸 町 を 散歩した。 餘り遲 くなる と危險 だと 壬 生 馬が 云 ふから 歸 つて 寢に 就いた。 

九月 十四 B。 金曜。 晴" 石 疊の上 をガラ くと 見物人 を乘 せた 馬車が 走る ので 眼が 覺 めた。 八 時半で、 壬 生 馬 は旣に 起き 

て 居た〕 樂 なやう で 居て 船旅 は 疲れる。 陸に 上る と 自分に 歸 るまでに は 暇が る。 

昨夜 溝うた 案內 記で 順 を 立て、、 朝、 海 沿 ひの 公 街 を 東に P を 1 deir  Ovo に 出で、 Plazzo  Re 払 e と Piazza  Plebiscito を 見 


た" 離 .K は 文 典の ごてく しない 形で 惡く はない。 歷 代の {a 主が 門番の やうに ずらり と 立ち 列んで 居る 0 

riozza  riebiscito から S.  Francesco  da  rpola を： たの もい、。 低い Dome の 石の靑 いずつし りした 寺の 兩 側に、 廻： „g が 

S.I-ietro の 式で 出來て 居る。 それから 町 を 少し 歩いて 今日は 家に 歸 つた。 

1 體 と 云 ふ 町は大 1」 歴史の 古い 町で、 X 布臘が 時の 文明 を 支配して 伊太利の 所在に 楠 民 市 を 置いた 頃 出來た 一 つの 

町で、 初めは ニ邑 からな つて 居った。 Palaepolis と Neapolis と 云った が、 年の 移る ま、 に Neapolis が 遂に 市 全 t の 名 こ.， s 

ったと：f^ふ事でぁる。 灣の 形が 美しくて 水の 色が 殊に 靑ぃ。 野に は 葡萄と 無花果と 橄檔 とが 豐 かに 實る。 希臘 人が も 處に來 

ると 故郷の 思 ひ をな した 事で あらう。 それから 羅馬國 民の 威勢が 附 いて 来て、 奢侈が 社會 生存の 一 必要物の やうに 認められる 

時代が 來 ると、 Naples は 再び 立って 其 欲望 を滿 足せし むる 市街と なった。 }^ 臘 のと は 違って 成り 上りと 云 ふやうな 羅 馬の 文 

明が、 此市を 如何程 不潔に し たかは Petronius が r 墮 落せる 行動の 市」 と 名を附 けたので 判る。 然し 流石に Naples は Naples 

だ。 一而 此€ 名 を 受けながら 他面に は 「ほ、 ゑめ る 市」、 「 Idle  and  Learnedj と 云 ふやうな 名 を 持って 居た との 事で ある" 

確か 不品行 病と 云 ふ 病氣が 歐洲に 蔓延して 東洋にまで 及んだ の も、 其 起原 は此 市から だと 覺 えて 居る が。 

風俗が 大變 降り 坂に なって ゐる やう だ。 市 41. 體が雜 然として 狂氣の やうに 騷 いで 居る。 こんな 所で 大 仕掛の 商業 取引が 出来 

る もので あらう か。 New  York の 喧しい のと は！？ 神が 違 ふ。 まあ 道 を 歩く と 馬車の 御者が パ チンと 鞭 を 鳴らして 命令 的に 客 

を 呼ぶ。 靴磨き は 路傍で 破れさう に靴臺 を敲 きながら 怒った やうに 人 を 呼ぶ。 四 辻に は 必ず 人が 四 五 人 立って 居て 芝居 もどき 

に大 相な 手 0； 似で 立 話 をして 居ろ。 乞食が 袖 を 引かん 計りに 逼 つて 来る。 傍 を 通る 兵士の 佩劍が 危ない。 割合に 高く 建て. t 

ある 家々 は 頭から 砂塵 を 被って 窓 や 看板 や 壁に 寄せて 乾して ある 白い物が ゲラ くと 無意味に 笑って居る。 處 狭い 迄 多い 寺 

院は Ig^ に黑 ずんで、 物 やかましい 食客が ふざけ 散らす 家人 を 尻 腿に かけた 體裁 だ。 それから 泥棒 程の 面相 をした 人が 皆 僧 

衣 を まって 蛋の やうに 蠢 いて る。 賣 淫婦が 白々 しい 顔で 歩いて 居る。 馬車が 塵と 動 搖で缓 めつ 面 をした 見物人 を难 せて 縱 

横に 石^の 上 を 走る。 正直で 愚かし 相な 田舎の 娘が、 乳を賣 るので 山羊の 群 を 連れて 歩く の を 見て！ と 息をつき、 人の や X 
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少ぃ 海岸 を 歩いて 微かながら 潮の 香 を曉ぐ 時、 ほっと 息をつく 位ゐの もの だ。 僕 は Cliioago に 住ま ふと もこん な 市に は 住み 

度くない。 「死の 舞踏」 と 云ふ畫 がよく あるが、 此市を それに 比べて 見る のは餘 りに 思 ひ 過ぎた 沙汰 か 知らん。 

午後 は 少し 風の ある 日だった が、 麗しい 秋日和であった。 San  Martino と 云 ふの を訪 はう と 電車に 乘 つた。 

船の 上で 見る と、 白い 墓の やうに 靑ぃ山 を 染め 拔 いた 1 帶の 町から 飛び離れて、 岡の 上に 1 っ黑ぃ 重い 建物が 穴&の 新しい 

朝の 色に 際立って ゐ るの を 入に 問うたら、 よく は 知らないが 多分 は 僧庵 だら うと 云った。 嚴 かな 感じ を 起して 暫く 見やった 

のが 今から 思 へ ば此 Martino だ。 

岡 を 電車で 登りつ めて 少し 歩く と、 思 ふ 所に 出た。 寒い 程 古い 壁が 高く 聳えて 居る。 それ を 潜る と 左に 御寺が あって、 突 

き當 りが Mgeo になって 居る。 四時 迄と 云 ふに 旣に 三時 二十 分 程で ある。 室の 中 は 此所彼 所に 薄暗が 出来て 居る。 兎に角 

大方 はさまよ うたが 固より 心を籠めて 見る 事 は 出来なかった。 唯一 の此日 僕に 忘れられない 事 は、 初めて 古代の f-^esco と 云 

ふ もの 、尊 さ を&の あたり 見た 事 だ。 も 少し 立派な 眼識 を 持って 居たならば、 其 時の 感じ は 更に 深い ものであった らう。 然 

し 僕の 受けた の も 僕 丈け に は 十分の ものであった。 い、 もの だと 心から 滿 足した。 

^庵の 内庭 も 今からで も 直ぐ 眼前に はっきり 浮ぶ。 丁度 日本の 古い 寺の 庭 を 見る やうで、 折 柄の 秋草が 咲き 亂れて 居る。 

去年 自然が 落した 所に 種子 は埋 つて、 其 儘 今年の 花と なった。 

閉 された 門 を 態々 開いて もらって 院を 出る と 夕方の 光が 2PPHnw の灣に 照して 居た。 高い 處 から 見る と 可憐な 市 だ。 坊主 

の やうな 松の 樹ゃ、 仙 者の やうな 橄攬 や、 少女の やうな 葡萄 や、 豫言 者の やうな サイ ブラスが 處 まんだらに 市 を 彩って 意味 

のない 市の さ  やきが- ゥ * スビ ヤスの 方に 流れる。 

九 3 十五 B。  土 晴。 今朝 は 有名な National  iMuscsn を 見に 行った。 大理石の 伏 獅子 を 左に 見て 場內に 入る と、 羅 馬の 

捕 1 となった 蠻 1® 長の 立像が ある。 其 手と 足の 具合 を 自分で 擬 ねて 見る 程 熱心に 眺めて、 上作と 斷定を 下した が、 此位ゐ の 

上^ は 比 Museum に は澤山 有り 過ぎる から 急がねば ならぬ。 〔以下 日記 中絕〕  、 


十月 一日り 〔此 ：：！ 壬 生 馬〕 月曜。 晴。 今朝 は 月が 代った と 云 ふに、 暢氣 さう に 九 時 一 寸前まで 眠った。 松 尾 (Mazzoni) が カラ 

ブリャ に 今夕 立つ と 云うて 來て、 一時 は 中々 の 混雜で やっと 家 を 出た。 毎日 良い 天氣 だ。 コル ソも Via  wabuina も 馬鹿な 通 

り だ。 捜す と 云 ふのに 理髮屋 が 一 軒 もない。 月始めに は 十七 日 を 極め こむ のかし らん。 ナポリ 以來の 招 を Aqoa  Marcia で 

清いだ 後で w§ ヨ 一 のガ レリ を 見に 行く。 ムリ 口の 母子と 小さな バ ン ダイクの キリストの 死、 ル ウベ ンスの 肖像 等が あった。 

古い もので は、 F.Angel:co の 最終の 裁判、 昇天な どが 混って あった。 有名な 銅板 畫は 整理 中で 見られなかった のは殘 念。 古 

い 美術史 は 個人的で ない、 單調 になり 易い。 ボンベイ 流と 口， マ 流と ルゥ ブル 流と を 見たら、 民族的 1：； 術が 個人性に 移る 趣， 

が 面白い 事で あらう。 西洋人に 日本 畫の單 調が 氣 にならない 程に、 日本人に は 宗敎畫 の 千篇一律が 氣 にならぬ ものと 思 はれ 

る。 Monte  Gionicolo と .sla  Doria  Pontilj に 秋の 夕日 を樂 しむ。 

十月 二日。 火曜。 晴。 日記 を 壬 生 馬と 交代でつ けようと 云 ひながら、 今日 迄 延ばして しまった。 旣往は 追 はず、 今日から 

始める。 

昨夕、 莊司 とい ふ 海軍の 人に よばれて ス キヤ キの 馳走に なった 後、 Colosseum で 十四 夜の 月 を 見た から 寢坊を L た。 バン 

と 珈琲の 朝食 を^ ひ 喰 ひ 繪端書 を 二人で 三枚 書いた。 それから 歩いて Castelo  Santa  Angelo に 行った。 Tiber の 河 添 ひで、 

石で 出来た 古風の 撟 のとつ 、きに 黑く 立って 居る。 

橋^の 上 一列の 大理石 傺 あり。 道 を 越えて 門 を 入る。 人 未だ 到らず。 守衞と 兵卒と 相 徘徊す。 Beatrice  Cenci,  Geordano 

Bruno 等の 牢獄 あり。 Bruno の獄、 狭贐、 膝 を 容る& に 過ぎず。 食 は 石室の 一 角なる 一 孔 より 投入せられ たりと 傳ふ。 「我 を 

死刑に 處 せんとす る 卿 等 は、 我が^^ずるょりも深き恐怖もて宣吿の文を讀み給ふなる可し」 と 云 ひたる Bruno は、 此 處に幽 

闪の日 を：^ れ るなる か。 此 石室に 舊骸 犬せ て 新 想起り しなる か。 犬なる 思潮の 轉向は 一個の 史詩なる かな。 

此城は 初め Kadorian 帝の 墳墓な りし を、 後代 歷 代の 法王が 守兵 を 置きて 城壘 となせ るな り。 ラフ ァェ ル 霄 派の 人、 室内の 裝 

飾 をな せりと 傳ふ。 法王が 聖眠 せる 一室の 壁に は Psyche と Cupid が傳 記の 華々 しきが、 華々 しく 描きな されたり。 Romans 
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が 描きた る 辟{ 晝の rompeii 式なる は 重み ありて うれし。 

去りて Vatican 宮に Rap-haers  Stanze を 見る。 Stanza  dclla  Signatura,  Stanza  d、i:liodoro,  ^^P3NP  delP  Incendio 及び Sala  di 

Constantino の四閣 より 成る。 見た る 所は徵 かに 第 一 者と 第三者な りき。 殊に 第 一 者 は 各 壁の 色彩と 形體と 及び 其 凡ての 調和、 

「 ァゼ ンの學 派」 の 典雅、 「詩」 (pasassus) の 神韻、 Disputa の 莊嚴、 Prudence,  Fortitude  Temperance の 均整。 完 作と は是れ 

を 云 ふに や。 觀者 をして 安々 としたる 豐 かなる 心 を 起さし む。 Raphael を 見る 毎に 余の 起す 不可思議なる 精神的 作用 は、 深 

甚 なる 安 靜の思 ひなり。 家に 歸 りて 後、 暫時 午睡。 此處彼 處に壬 生 馬と 端 書 を 出す。 

〔以下 三 行 壬 生 馬〕 月、 十五夜 リ 夕食後 散歩。 St.  Augustine の 事な ど 語り合 ふ。 月が 日傘 を さして 居る。 圓 月は矓 ろげ にか 

すんで、 夜の 氣が 冷々 とする。 高い 家の 間 を 唄 ふ 美しい 隱の 人が ある。 

新聞に 八十 三度と 書いて あった。 一番^の 櫻の 蟲葉も 悉く 落ちて 了 ふ 頃 だが、 プ ラタ/は 未だ 命が あるひ 

十月 一 1IB。 水曜。 晴" 朝 MU8S  Nationale に 行った。 崖が 崩れた やうに ガラリ とした 古い 建築の 中に ある 所の もの これな 

りひ 廣 場の 噴水に 對 して 目 覺 むる 計りの 對照 なり。 Mar 一) le  statue  of  kneding  Youth  (頭と 手がない。 色が 綺麗な) Constanzi 

劇場の 壁鼙の 凡て、 殊に 第 八 室の 出口なる 女 像 (橫 向きて 椅子に か、 れる) Head  of  sleeping  ITrinys  (Medusa  Ludovisi と稱 

せらる >t もの)、 Juno  Ludovisi (は coethe が no  word  can  give  any  idea  of  it  ；  it  is  like  a  poem  of  Homer  - と 云へ る もの 、 

.H) 、其 他 彫刻の 數々 厭かざる <1_ゾ，，' f  * 形 體 更に 刻 精。 Barbizon 派の 彫刻家 某 (名 は 忘れたり、 warbizoll 派 

一一 と 云 はんもい か V〕 が 力と 生命と ある 刀 鑿の 規範 は、 此 あたりより 

^ 来れる にや。 

I  Museo 内の 廣庭、 Michael  Angelo が 設計に 成れり と傳 ふれ ども 其特 

j 色 は 認め 難し。 中央に 高々 と變 えたる cyplus も此 天才が 植ゑ たるな 

； りと 傳 へら るれ ど、 比 人 はかくの 如き 位置に かくの 如く 高く 育つ 樹 


もの 多し" 第 八 室 (Museo  Bov-  〔  \ 

oampazni) なる Satyr  posril お ヽ、 んパ ん 


Wine の Satyr が 足下に 口 開 

きたる 虎 は、 バビ ロン、 アツ シ ム f 

リャの 浮彫り を 思 はしめ て *  t  4 


を きたりと は 思 はれず。 され ども 庭 は 荒れたり" 薔薇、 野菊、 萩、 芙 ii がな どの 亂れ 咲きた る 哀れ さよ。 廊髓に 身 を 倚せ て 

靜 かに 立てば、 光 强く熱 弱き 日の目 豐 かなる が、 更に 荒 凉の感 を 加 ふ。 

十二 日 公使- にて 日 下部 氏の 馳走と なる。 我等の 外に 莊司、 今 井 夫 、藤 田の 四 氏 あり。 夕方お はぎ。 壬 生 馬の K を 見る。 

十月 四日。 木曜。 少々 暴。 夕晴。 昨日の 御馳走に 二人とも やられて 腹下し をした。 これまで 時々 大食 をし 過ぎた から、 腸 

の 掃除に は 好都合 だら う。 

朝 Vilh  Borghaese に 行って 見た が、 十月 十五 日まで は 修繕の ために 閉館す るとの 事で 失望した。 庭で 若い 人々 が 四 五 人 

tambrellino を 遊んで 居る。 ボンと 張りの ある 音が 木靈に 響いて 品の い、 遊び だ。 

什 方がない から Vatican の 博物館 を 兌に 行った。 十一 時から 三 時まで 傍 E も ふらずに 見たら 非常に 疲れた。 名作が 夥しい 

ので 一々 取り立て るの は 愚かな 事。 各 作物の S 象 すら 中々 明嘹 である 事が 出來 ぬ。 唯 目の あたり laoooon,  Apollo,  Niles, 

Zeus 等の 神品と 相對 した 事と、 Apollo の 前で 意味の 解らない 涙が  一 二 滴 こぼれた 事 を 記して 置かう、 

壬 生 馬 は 下痢の ために 籠城して 武郞の 肖像に 色を附 けた。 

夕 <A 後、 二人で 夏 目 氏の 新作 「草枕」 と 云 ふの を讀ん だ。 中々 而 白い 觀 察と 描 寫が ある。 純 客觀の ものが 書け る 人で はな 

いかと、 これ は 二人が 一致した。 

愛子から 端 書が 兩 人に 一 枚づ 、屆 いた。 輕 井澤から 出た の だ。 

が兑 もしない 中に 缺 けて 行く。 

十月 五日。 〔此ロ 壬 生 馬〕 晴。 パンニ 個に 對 する cafe  latte は 少し 不足の やう だ。 それ を 加減して 最後まで 少しな りと も 

- 残す 手際 は、 人間で なければ 出来な ぃ藝當 であらう 11 それ 程覺 えの よ い 吾々 も 未だ 旅行の 計畫が 出來な い の は 甚だ 心細 い 

事で ある、 —— 赤 丸に 乘 つて roro  caesmim の 前で 下りる。 米國の 夫婦ら しい 人と ：！ 處 から 處 まで^り 合った。 此 人が 同處 

に 行く と； K ふ 事 は 以心 傅 心で 解った。 先方 も 解って 居る ので あらう。 
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朝の 麗 日が 古蹟 を 輝かして 居る 樣、 雨よりも 風よりも 面白く 感じられる。 兄 上に 「あの 破壞 した 古 柱な ど は 古くから あの 

儘であった としか 考 へられぬ。 県-史家 は それ 等から 歷 史を揑 造した やう だ」 と。 余に 「シ， ザ，、 アン ト -1 ァス などと、 此 

頭なる 石 片とを 結びつけ るの は 難儀な 事で ある」 と 云 はれた。 傍で 「カタ コ ン ベの 古 ランプ 召せ」 と、 爺、 我等に 勸 める。 

自分 等 は 欲しい とも 別に 思 はぬ が、 日本の 誰か V こんな もの を 得たら ば 5 れ しがり さうな との 考を 起さ る を 得ない。 

Museo  capitouno に 入る。 余に は數度 目、 兄 上に は 初めて。 同じ 二つの 目で も異ら ざる を 得ない。 これからの 日記 も その 

通りで あらう。 先日から 疑って 居た 時代と 云 ふ もの は 必ず 進歩し つ- くもので ある、 例へば 動物 學の 或る 動物の 發達史 の 

如くに である 11 色々 の 事 實は人 を 偽る ものであるが 故に、 此 原理 を 信仰して 見るべし と 定めた が、 古代 技 1! の 高潮 はもう 

疑 ふの 隙がない。 人間の 趣味 も 技術 も晴： 落す る もの、 決して 硏究の 上の 硏究 が數字 的に 效架 を收め 得る もので はない。 歴史 

は 發達史 ではなく つて 凸凹 史 であると 云 ふ新說 でもなん でもない 事 を 確信す る 11 確信す るに は、 己の 趣味と 目と を 定規と 

する より 仕方がない。 その 定規の 狂うた 時 は 悲し さと 恥と を 感ぜねば ならぬ。 11 それ を覺 悟して 確信す る。 すると 何 か 新 

しい 眞理 である やうに 自分 丈け は 思 ふに 由って 認めて 置く。 餓ゑ たか、 近くの 狼が 濫の 中から、 物凄い 聲を 立て.^ 泣き叫び 

狂 ふ 間に、 吾々 は 古名 作 を ふ —— ス ケジチ をつ くる。 ドンが 鳴る。 寺院の 鐘 を 打つ。 博物館 を 出て シャイ 口/爺の 店で 午 

食 をす る。 秋の 葡萄の 粒 を 算用して 客へ 出す。 可愛い 子供で も 持ったら あ- -は ならなかった ので あらう が、 細君が 夜逃げ を 

して か らぁ 上 K ふ 風に なった とも 想像され よう。 

Mons  Palatinus に 入る。 Giulius  Hehus  Sutosa は 靴屋の 元祖 也。 其 石碑 あり。 DomlK  Tiberiana の 庭へ 上る 處に 新しい 階 

段が あって、 水が 流れて 瀧 になって ゐる。 レ アンドラ が^いて、 水草の 靑々 たる 中に たれ か.. - つて 居る 風情 は眞に 古い。 古 

蹟は 無理に 昔を您 ベと 八に 逼る やうで、 あの 幽かな 水の 音 は、 そ どろに 人 を 昔へ つれて 行く。 肉體 的に 疲勞を 感ずる 午の 酒 

の 故 も あらう —— 水の 音で 一 睡 したら よさ、 うな 肌合に、 風と 日と が靑 葉から 通うて 來る。 

クストゥ デに 案内され て 七 丘の 眺め、 Foro の 眺め、 St.  Maria  Antkmal  Tempiodi  Augustil  Bermolmj  Temps  Maslae 


AlaerlslDom 仁 viae— Templum  jaris  vstorilDomus  AusustasI '崖 を 下りて ExedralDomus  Augustlanalstadillm—Domus 

Scptinisi  scverilpaodaos ョ m と 云 ふ 順序に 一 々見物して、 時々^ を 上げて Caraoala や Circus  Maximus の 古蹟 を 望む のよ 愉 

快な^で ある。 殊に 思 ひ 出して 描く 時の 方が 一層よ い。 印象 も 未だ 鮮々 として 居る- スケ プチ をして 寺の 鐘が 幾つ も 幾つ も 

ぬる 迄 パラ チノの 丘に 居た" 今度 は 何時 誰と 見る 事が 出来る ので あるか 11 もう 見られな いの かも 知れない。 見 度い と 云 ふ 

念より 見られな いからと 云 ふ 念の 方が、 悲しく 思へば 思 はれる。 戀 人なら ば 見られな いと 云うて 悲しく も 感じよう、 菜 子な 

らば 兌ら れな いと 云うて 悲しく はなく、 見たい 噴 ひたいと 云 ふ 方が 先き になる" 三人 嬉 かきが 櫓 を 描きに 來た。 他 入の 镥を 

描いて 居る 處は、 何となく 馬鹿げ て 見える。 何故な わば、 目に は 一度に もっと 多い、 大きい、 美 はしい ものが 入る からで あ 

る。 理由に はなる まいが、 人 は 必ず 左 漾に考 へる。 

夜、^ 井が 話しに 来た。 大きな 聲で話 をして 近 室 は 迷惑 だら うが 興 は ある。 五 層 を 下りる 時間が あって、 大門 をと ざす 音。 

往來の 入 通り は少 くな つた。 秋の 凡てが 白 靑ぃ石 道の 上に あり。 滑 井の 精子が 歸 つて 行く。 喰ひ殘 した 秋の 實が 卓上に あり。 

笠の 疲れ は 休まないでも 過ぎて 終った 11 0 

〔以下 武郞〕 揷ん である ケ シの 花片 は Augustus  TabUnum の 前、 昔 は porch であった 大きな 圓 柱の 缺 けたの が轉 がったり、 

Corinthian  crown が 地に 跪いたり して 居る 所に、 たった 一 つ 咲いて 居た から 摘んで しまったの だ。 Rossetti の 「ビヤ ト リスの 

死」 で 眼 をつ ぶって 面 を や X ふり 仰いだ ゆかしい 人の 手に は、 此 花が 置いて あると 直ぐ 思 ひ 出して、 綺麗 だけれ ども 一 0«れ の 

い 花と つた。 これから どんな 所で 見ても、 此花は 今日の 聯想 を 以て 僕に 逼る事 だら う" 因緣 だ。 因緣だ (玆 にさ  やか 

な 仲 花 挿 まれて あり)。 

+ 月 六 or  土曜。 晴- 來る處 を 知り、 行く 處を 知れる もの、 心 は 悲しき かな" 秋の 雲 はかくて 我等が 眼に 悲しき なり。 

朝、 壬 生 馬 は ド部 氏と 共に 鑄 造 家を訪 ひたれば、 武郞は 獨 り 電車に 乘 りて Palazzo  Consctvatori に 到りぬ。 _ 鬼 集せられ 

たる 品物 は 甚だ 多く、 良惡 混合の 嫌 ひなき にあらず。 階 を 上りた る 中 階の 壁に 見ら る >f  M.  If の moment にあり し 

1 九 〇 六 年  11 五 


有 岛武郞 仝 第 4 が十卷  一一 六 

て ふ relief は、 帝國 末葉の 作品と して 心留む 可き ものなる 可し。 彫刻よりも 浮彫に， St 彫よりも || 畫 に心牽 かれ き 所以 は 

何なる 可き。 我等が 翫 貧の 力 後者に 慣れたる が 故 か、 將た I- 繫は 彫刻に 比して 一段 製作の 苦心 を耍 し、 含蓄す る所從 つて 多 

きに 依る か。 Space の經濟 前者に あらず して 後者に あるが 故に は あらざる か。 若し 其 原 WI を 第三者な りと すれば、 跨畫 は 彫 

刻に 比して 一 頭 地を拔 けりと 云 はざる 可から ず。 

Space の 經濟と は何ぞ や。 舉 純て ふ 事 實が美 を 構成す る 一要素な りと せば、 美の 顯成 のために は、 美術家 は 常に 視角の 收 

容し得 可き 區 域の 廣 狹に對 して 考慮す る 所な かる 可から ず。 古人が 箦を 作る に當り 適度に 區劃を 設けて 過大の 晝面を 成さ 

しめざる 所以 も、 要するに 此 原則に 基づけ るに 過ぎざる 可し。 過大なる 時間 ある 詩歌が 讀 者に 一種の 苦痛 を與 ふる 如く、 過 

大 なる { 昼間 ある 畫 圖は觀 者の 感興 をして 索然たら しむ。 是れ { 仝 間に 經濟を 要する 所以な り" 

此觀 念を眞 として 彫刻 を 見よ。 彫刻物に よりて 表現 せらる 可き 作者の 美觀 は、 一面 を 見た るの みに して 盡 くる 事 能 はず。 

作者 は 石の 一面 を 刻し、 次に 他面 を 刻み、 更に 又 他面 を 刻まざる 可から ず。 觀 者が 其 製作に 對 する 時、 與 へらる 15. き 印象の 

散. tl となる は理 の當然 なりと 稱 せざる 可から ず、 眼 を 閉ぢて 美 香 を かぎ、 鼻を蔽 ひて 麗色を 見、 而 して 面 を 背けて 齊 薇の 眞 

を歡 ばんと する は、 觀噪 同時にす るの 時と 何れ ぞ。 

靑 銅器の 室に 痛く 損じた る 馬 あり。 生きて 走らん とす。 

階上な ろ畫陶 室に は 最も 長く 留 りて 心 深く 見た る 作 多し。 Caravaggio の "Fortune-teller*- は忠實 なる 作なる 可し。 Guido 

Reni の "Blessed  Soul" は 其 半 成なる が 故に 注目 を惹 く。  vehzqsz の自叢 像 は 生ける 如し。 流れた る髮 影に ひたれる 襟の 

色な ど。 

例の 家に て晝 食す。 增井氏 も あり。 見る に 悲しき 面ば せかな、 生氣 なし。 かくても 世に 生く る、 世に 生きん とする、 あら 

ず、 世に 生きざる 可から ずと 信ぜん とする、 其 不可思議なる 力の 源 は何處 にある なるや。 此 同じき 力 亦 我 をも拉 して 世に 活 

かしむ" 我等が 此 世に 沾 くる を 見る に、 其 生く る 所以 を 明白に 解し 得 可し との 希望 だに あらず。 醉生夢 死と 云 ひけん 古人の 


<? 語 を、 誰か 先づ石 もて 打ち る も のぞ， 我玆 にかく 記して 而 して 明日： 冉び 床上に 股 を 開く 可し" 

き： に 葡萄した. -か ぬひて 壬 牛； 馬と 共に 公使 に 到り、 壬 生 馬の トランクより 彼れ 是れ 出して 眺めな どす。 彼が スケ プチ 帖、 

I 別 以来の 彼が 生活 を 叙して 餘蕴 なし。 薄明なる 物置の 一 隅に 坐して 展き 見る に 時の 移る を 忘る。 壬 生 馬 我に とて、 藤 村の 一 

「破戒. KV 出 だす。  一 

篩 宅して 少しく 讀む" マツ ォ -1 來る。 K. 阔心 沈む。 霰で も 描かば と 試む。  一 

兩に遇 はざる 雍 久しければ 戀 しうな りぬ。 二日ば かり 垂れ 籠め て濕 りたる { み も 面白 かる 可し。 雨な き 國の人 は 殘虐の 性 を 一 

ャ^-ひ成すとは、 聞かず とも 思 ひ 至る 可き 事なら ず や。 

夜！！ か。 壬 生 は 夏 成りし 詩の 淨 書に、 我 はこれ より 手紙 認む 可し。 

十月 七 nr  〔此ロ 壬 生 馬〕 日曜。 晴。 九 時半 松 尾と cipidouo の 丘上に 逢 ふ。 ルネ" サン スの、 剪りた てた る 如き 三 建築の 

上に、 晴々 したる { みの 高き。 其 間に 表 はる- - 光と 影 を 織りな す 線 は卽ち 力なり。 畫家 はこれ を明覺 して 描く 可し。 唯 一 つの 

紋を EE ひて 彼の に 移り行かば、 其 は 自然 を 知らざる ものと 云 ふ 可し。  一 

箱 馬 率 幾十輛 となく 照 場に 群がる。 市廳に 於て 結婚の 儀式 あるが 爲め なり。 我等 も 一 瞥を與 へぬ。 出入り は 自由にして、 一 

,111^ おの 數は 指折りて 數ふ べし。 其の 亂雜簡 se:. 思 ふ 可し。  . 

又此處の^^物！^を見て Foro  romano に 到る。 Saturn  Tempel II BasiHca  Julia I Kastor  Tempel I S.  Maria  trica I Vo\a-! 

ria—Atrium  vestaelArco  Titcsl より 一 廻轉 して 遙 かに Tempel der  Venus  undKcma の Colosseum の 前に 立つ を！^、  waBllilioa 一 

Castantino I Temp.  Sacrae  Urbis I remp*  faustiano  e  Antonius l Temp.  <li  Jul.  Kesare-JK-ostra  Julia に 上の Shakespeare の 一 ； 

節 や！ 一.i する を閗 き、 圓き石 適の F9.0  romano に 出で phokaslslulelumbilicus  rostralArco  Severus 等 順次に 見物す。 謂 

一石 片を 知る もの、 ために は、 菓卷の 史書に 勝りて 饒舌なる もの あるべし" 石片の 間に 老， 街 人の 午 貧せ る， 草木 を if へる あ 一 

り 11 夕 幕 は Acqua  Acetos にチ ベル 河畔に 行って 夕食 もした。 川の くれ、 酒屋の 村人、 水 汲の 勞働 者、 自分 等が 伊人で あ 一 
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つたら 如何なる 感 がする。 我 々と！： じで は あるまい。 訪 間した FidalnTS の 家 も えぬ 晴き 夜、 松 尾が 大きな 聲を 出して 歌 ふ。 

十月 八日。 月曜。 晴。 又 晴れぬ" 被 紙 を 二度 交へ たる i-aedeker 案内 記に 携 へられて San  Giovanni  in  Lateano に 遊ぶ。 

Basilica の 新しき ものに て、 alter を 除きた る 外に は 取り立て. ふ もの あらず。 i ざ 『- Moore の 顰に倣 ふとに は あら ざ 丄 ど 

も、 wasilioa 形の 離 整 は 人の 心 を 引きし むる 心地 あり。 1308 に燒 失せし 後、 client  V. 再興して 壁轚を Giotto に 造らし め 

たるが 1360 再び 祝 融の災 ありて、 百 代の 費 作 亦 灰燼に 歸 せし とぞ。 方 三 尺 計りなる 彼が 壁畫の 僅かに 其 厄 を 免 がれし もの 

aisle の 柱に 飾られたり。 片鳞 にして 靑 龍の 氣を吐 くもの。 後景に 用 ひられた る の 色な ど 尊し と 云 はば 稍 i ふさ ひたり や。 

Gothic  work なる Canopy も. 全體の 比例よ く 整 ひて、 見る に 眼の 苦しみな し。 

Palazzo  del  Laterals に The  Chrlstion  Museum を 見る。 初代 基督 教徒の 美術 を 窺知 せんに は 屈竟の 場所なる べし。 彼等が 

技術の ビザ ン チンの 臭味 を帶 びて、 開 展の餘 地な き 事な ど 語り合 ふ。 取る 可き は 小兒の 如き 單 純なる 行き方な り。 畫 室に は 

多くの 宽 集な けれども、 Benozzo  Gozzoli の St.  Thomas,  Fra  Filippo  Lippi の Coronation  of  the  Virgin  /,5 ど、. ：3 深く 打 4^ めヒ 

り。 壬 生馬敎 へて 云 ふ、 Gozzoli は Pre-RapliaeUtc8 を激 成せし 謦家 なりと。 「思 無 邪」 と 云 ふ 可き やな ど 我 は 云へ り。 

壬 生 馬 又 曰く、 爾後 發 達す 可き 縛畫の 進路に 二 あり， 自然主義 ならば 極端なる 自然、 王義、 理想主義 ならば 大膽 なる 理想 主 

義、 二者の 中間に 立たん とする もの は 倒る と。 

晝食 をした X めて 後、 米國 新敎會 堂 (S.  Faors  church) に wume  Jones の 壁畫を 見る。 Mosaic の 色 も 心 池 も 人目 を 敬つ。 

歸後、 Tiber 河の 畫に 着色 U 夕方、 壬 生 馬 は莊司 氏より 依賴 せられた る 法令の 反譯 に、 我 は マツ ォ- 一と タイ パ， 河畔 を 散歩 

す。 橋の あなた 馼り 分けて 赤き 星 一 つ 見たり。 名 は 何と 云 ふに や。 Caesar が 斬られた る 前の 夜に 顯 はれし も か. -る 光な り I 

にや。 

夜、 公使館に て 石 井と 云 ふ橫濱 第一 銀行と かの 支配人に 逢 ふ。 我の 嫌 ひな 人な りし。 甘ったるい 口 を 利く 入な り。 

+ 月 九 B。 火曜。 晴) 朝霧 立ち籠めたり。 秋の さだかに 来れる を 告げ 顏 なり。 秋 を 唯 美しき 季節との み 見て、 其 中に r ぬき 


悲哀 を 感じつ k、 四 李の 屮 秋に 越えた るよ き 時 は あらず と 思 ひたりし 日 は 若 かりし かな" かの 時に 比すれば 我 も 亦 世の 悲し 

み を小ノ しく 多く 知りぬ〕 慘の思 もて 秋を迎 ふる 毎に、 春の 来る を惡 みし 札幌の 過去 羨し き 事な きに あらず。 

朝！^ り Co:osseuin の 傍なる S:m  Clemente に 遊ぶ。 これ 亦 峻厳なる Basilica なれ ども、 調和 を 思 はざる 修繕の 跡 人 をして 

^.^5,^の股を蔽はしむ。 alter の mosaic 見つ 可し。 寺に 入りて 左側なる 寵 室の 壁 畫 Musaccio の 手に 成れる ものな りと 云 ふ。 

t.anta  Catharine の傳は 左に、 St.  Ambrose の傳は 右に、 中央に は 基督 磔刑の 畫 あり。 嚴烈 なる 筆 路は慘 としてた けな はなる 

秋の 如し。 思へば 文藝 復興の 氣を產 み 成した る もの、 希臘 文明の 西漸、 生" 活の 餘裕、 平和の 克復、 其 他 十指 を 折る に堪 へた 

る^々 の Si 因 あるべし と雖 も、 其 最大なる もの を 求めば 暗黑の 世と 稱 せられた る 中 世紀が 產 みたる 自由 都市の 精神な り。 人 

入 本來の 自己に 歸り、 個性の 续 嚴を覺 知し、 社會的 存在の 意義 は 生存 競爭 にあらず して 男らしき 相互扶助なる を敎 へられ、 

迷信と 然ら ざると を 問 はず、 眞 面目なる 宗敎的 本能の 指導に よりて 動きし 第 十三、 十四 世紀の 强き 精神 は、 第 十五 世紀の 母 

なり。 Giotto と Fra  Angelico とな かりし ならば、 Raphael と Angelo と は 如何にして 生まる 可 かりし ぞ。 鳴 呼 Asaisi. 我 は 

彼處に Giotto の 壁畫を 見る の 日 を 待ちて 餓 うるが 如し。 我が 伊太利 旅行の 月日と 放 資とは San  Francesco に 到る 事に より 

て酬 はる 可し。 我に とりて は Assisi は 宛ら 伊太利の 寶 庫の 如し。 

去りて Pantheon に 到る。 圓 堂の 頂きなる 阒 窓より、 {4! の 光 射 下して 冷き 石 を 明かに 照らせり。 物見高く 他所なら ば 詈り合 

ふ 可き 入 も、 兹には 靴の 踵 を擧げ て步む 可し。 時代精神の 其 遺物に 體 現せら る、 かくまで なる 可し と は 思 ひがけ ざり き。 暴 

君 Humbelt  the  First の 墓と Raphael と は相對 して 築かれた ケ。 暴君の 前に は 夥しき 花環 ありて 衞士 これ を 守れり。 Raphael 

のに は、 iii に 彼が 半身像 ありて card.  Bembo が 記した る 墓碑銘 (pope の 英譯) の 

Ille  liic  est  Raphael,  timuit  quo  sospite  v ョ ci 

R.erum  magna  parens,  A  moriente  morr 

ILivtng,  great  Nats.e  learecl  he  might  outvie 
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有 島武郎 令： eii-  i が十卷  ~s 

ner  wodc?,  and,  dying,  ftars  herself  say 

(Epitaph  osSir  G.  K:neller.> 

と 云へ るが あり。  - 

午後、 藤 村の 「破戒」 を讀む 間、 壬 半； 馬、 我 を 描く。 

〔以下 九 行 重 5 手紙き ， て莊司 氏, felll ち 行く。 午後 描く 事 あり， 五 時半、 鍾、 少年 f を 伴 さ fr. 

共に コル ンを 歩みて 歸る。 

夜。 II 人生に 直接に なれ" これに 酬 ゆると 云 ふ 事は議 等の 如何 を 問 はず 其 人の 起居、 画、 憤怒の 間に も ある 事な，， 

" 浮世より 綠 遠く 思 はる X 科 暴 者な ども 安立の 地 を 自家に 造り 得 可き ものな りとの 余の 見に、 兄 上 は- 無論 それ まあり n^H 

可き 事な； t ども、 偉大なる 人格 は 更に 世と 雲なる 位置 を 求む る ものにして、 某 人の 爲 めに 某 科 I 職 f 其 I 菅 S 

も I 足せし めざる ものな りと。 余 は i 己の 人格の 不足と 纏と に 苦しむ 間余§ り 山 居しても 衆生 報|§ に 責めら 

，事な かる 可し、 など 思 ふ 折、 糞 話し iif" 話の 後半 は 米 @ 於 ける 護の 生活し 5^ ベ 零 軍の 間 S り。 友の？ 

寳家 たるべき 野心 を 自ら 捨て、 11 悲しく 11 これ を 生活の 道と なさん とする。 佘は又 可な りと © ふ" 唯 余 は 彼の 生涯 こつ 

き & にっき、 何事 を も 眞實 なる 忠言 をな し 得ざる を 悲しむ。 人我が 忠 ならざる を 攻めん か。 我人の 恕な きを 攻めん か。 

十月 十 nr 水曜" 晴。 朝、 窓を排 すれば 再び 霧。 古市 壁の 少しく 白み、 Villa  wot の 松 遠く^り 猎.. しめ やかなる 【3 

疊の上 を 車の 昔旣に 忙し からん とす。 七 時。 

歩して Galleria  Pallavicini に騫を 見る。 知られた る は Guido  Reni の "Aurora- 花 を 日 神の 車 前に 撒く と 云へ る 天井の 壁 

蹵 なり。 其 摸 寫の其 下に 陳列せられ たる もの 一 點の 上に 出づ。 Titian の "Vanity>> と 云へ るが あり。 戲畫 ある 壁の 切り 拔き 

あり。 Alessa ョ 30 と 云へ る 甚-督 教徒、 驢馬の 苜を附 せられて、 十字架 上に ある 基督 を禮拜 せり。 其 下に 記して ョく、  Ales. 

sameno  Adora  Di 。一》 と。 


去りて Mgco  IClrcheriono に 人る。 Jesuit 僧 Kircher の 一鬼 集す る 處 にして、 今 はこれ に 加 ふるに wthnologlcal  and  prehistoric 

collections を以 つて 广。 Rthnolo お oal  collcolion はさした る ものに は あら ざれ ども、 Prehistoric  collection は 有益なる 鬼 集なる 

が 如し。 石、 銅， 鐵の各 時期 間に 於け る 我等が 父祖の 爲 せし 所 を 窺 ふに 足る。 

^食後 Pantheon 前に マツ ォニを 待ち、 共に ユダヤ人の 商へ る 古物 市場に 到る C 鷲鼻の 卜 品なる 人々 臭き 水な どの 溜れる 

石 © の 上に 小店 を 列べ て 費れ り。 古き 資金 屬 の 光り、 新しき 珠 石の 輝き、 チ ー ズの 臭、 赤き 頭巾の 色 雷き 緩 をな して、 其 間 

を M 手の いでたち 種々 なる が 行き交 ふ。 ocrky の 作品の 中な どに ある 可き 光景な り。 

此市？ 5 は cipo  di  Fiore と 云へ る 宵 物の 市場に 續 けり。 我等の 到れる 頃 は 其 日の 事 終りて 花 11 の 店と 野 楽な どの 切れ は 

し殘 りたり。 細長き 廣 場の 中央に Giordano  wi の 碑 あり。 此地、 此 我等が 立ちし 地點 にて、 此 硬骨の 哲舉 者は燒 かれた 

るな りと ぞ。 ？ S も 亦此處 にて 殺されし なるべし。 我 嘗て 彼の 傳を讀 みて、 其爲 人の 甚だ 人ら しかりし 事 を 慕へ り。 

今 目前 彼の 血が 煙と なりし 所に 立てば、 更に 彼が 昂々 として 節に 殉ぜし 跡を囘 顧せ ざる を 得ず。 我 は Fore  Romano に 立ち 

て Caesar と Antony と を髮鬆 する 事 能 はず。 而し てこれ 我が 深く 願 ふ 所に も あら ざり き" 而 して 今此 地に 立てば Bsno が 

俊咳ょ：^I:んど我が鼓膜を打たんとす。  Caesar と Antony との 世 は旣に 逝きぬ。 Bruno の 世 は If  く 曙光な らんと す。 今の 世 

に 生く る もの 誰か 彼に 於て 我と 同 じき 血脈の 搏 てる を 直感せ ざる を 得 可き。 塵に 等しき 我 をして、 衷心の 同情と 综 敬と を此 

大 なる 人格に 獻 ぐる を敢て せしめよ， 「眞 理は學 者の 有に あらず、 ^侶の 有に あらず、 眞！！ を 尊敬す る もの. -.1^ なり」 と 云 

ひて、 そ を 行 ひし 人 は 死す 可 けんや。 

ralazzo  Fascae は B2no が 銅像の 傍に 立てり。 威嚴 ある 建築な り。 夕暮、 寶人 町に Hugo  Ednasconi と 云へ る 壬 生 馬の 

友なる^^^家を訪ひて其蠻を見る" 高き 額 を 持てる 靜 やかなる 人な り。 其鎏は 特殊の 色 と 調子と を 以て 成り、 一度 受けた る 

印.. ^容 おに 忘れ 難しと * 壬 生 馬 我に 語れり。 爾か ある 可し。 歸路 vea  Borghesc の 池の ほとり を靜 かに 步 みて 家に 歸る" 此 

日 一 度 雲 稍 i 起り て 又 晴れ 終りぬ。 些事に 齷齪す る 事 を 止め ざれば 心細き 未来なる 可し。 
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有 島 武郎ム ^Jt:;^ 十^  一一 三 

談論 一 時半 迄〕 余 は 四時に 眠に つく。 

十月 十 一 曰。 〔此日 壬 生 馬」 木曜" Tivoli は Roma の 平原から 北に ある Sabine 連山の 一 角に ある 山村、 人口 一  莴 許。 瀧 

と 古い 別業の 跡と 眺望と で羅 馬の 一名 所に 數 へられて 居る U 程遠から ず TibUT の 古市が あって 古 口 ー マ 人の 苦悶の 歷 史を儸 

ばせ て 居る。 我々 は Porta  S.  Lorei から 出る 輕便鐵 道で 行く 0 今日は 莊司 氏が 御馳定 をとの 事で ある。 II 多くの 外國人 

の 游ー覽 ^を乘 せた る 列車 は Campagna の荒凉 たる 黄塵の 中 を 風 を 切って 走る。 白く 塵に 埋 つた 荷馬車な どが 追 ひ 越される と、 

天心から 落ちる 秋の Rr が、 再び 靑ざ めた 野草な ど を 幽鬱に 見せる。 .1 烈しい 天の 光が 物 を 幽鬱に 現出す ると 云 ふ 事 は、 僅 

力な 場合で あらう か 遠い 趣で ある。 Campagna に 於て は少 くと も 度々 この 現象 を 見る。 此野 はこ ぢ つければ、 古 英雄が、 じで 

いて 居る 感が ある" それでなければ、 古の 事を懷 ふに ふさ はしい 野の 樣 である。 © 川 は 唯一の Bagni  (dene  Acque  Albule) 

の 近くで 見た 許りで ある。 此溫泉 場で は 硫黄の 香 を^いだ。 日の 光と 此 香と 塵の 色と は破壞 された 土地と 云ふ感 がする。 大 

涌 谷の 湯の花 澤、 あの 邊に さまよ ふ 人の 心 を 今 汽車 中に ある 己の 身に 盛り 入れた やう だ — 吾々 の 見つ >f 走った 道 は 古、 - 

Via liburtna で菓； 地 (sepolero  della  fomiglia  rfanziaw 其 他の 遺蹟が ある — Vina  Adtiana に 行くべく，.^ 處で 下車す る。 Tivoli 

に 向 ふ 馬車が (鞭 をなら して ：>  二 HI 人づ X 乘 せて 葡萄畑の 間 を 走る。 前に 行く 馬車、 後に 來る 馬車、 其の 間の 距離 も 定かで 

はない。 黄色い 塵が 舞 ひ 上る とそれ に 日が 照る。 

此 七十 萬メ- トル 平方の 事 を 書く 事 は 中 々出来ない。 要するに Adrlano 帝が 休養の 別業と して 埃 及 及び 希醎 での 所見に 基 

い て、 壯大な 計 畫と雉 偉な 趣味で 作った ものであるが、 他の 羅 馬の 習慣と 趣味に 反く 事 は 出来な か つ た樣だ i  Teatro  Greco 

Ipoikilelsala  dei  $losfl—；Rotonda  (Natatojo  思 はれた の は 誤りで 寧ろ Triclinio  estivo の 方が 適當 であらう) —1 Palazzo 

di  AdnanclBiblioteoalTricliniolperiatilio  dorico—TricliniolBasilicalTermi  (piceoio  e  grondolraccademia  等、 多くの 

ものが 一個 をな して 居る 處は、 上乘の Villa と 云 はねば ならぬ。 —— 嗚呼 靜 かなる 秋の 午の 景色であった。 古蹟の 間に は必 

ず 古い 古い 橄攬の 森が ある" さもな くば チプ レスの 古木が 錄 えて 居る。 橄欖の 實は黑 くな つて 落ちた の も ある" それ を 口に 


入れて 苦い 味を樂 む。 nt の 光が 其の 獎を銀 光に 照らす。 照らす 許りで はない、 自由に 射し 人る。 此 木の 美し いのは 光線が 射 

し 入り ぃ處 にある" 枝づた ひに 鳥が 啼く。 小さくな つた 花が あちこちに 草の 問に 咲いて 居る。 風が 遙 かな 宵い 述山を 流れ 

て、 吾々 を 古い 階段の 上に 吹く。 あ- - たまらない 幸 ひな 日 だ。 僕の やうに 自然の 働きなら ばつ まらん 事で，. f 感心して 居る 者 

には此 上の 巧 fxj^ 悅び もない かと 考 へられる。 自然と 心中す る 狂者の 心と 餘り隔 り もない やう だ 11 村まで 馬車で； n 十分ば か 

り。 Tip;o  del!a  Sib ョ a の 下に は 料理 接が ある。 Subiaco から 來る 川が、 此處に 口，' マユ ャ に！： もる 水の 姿、 濕 氣の充 ちた 

^い^ 谷の 有 樣、 その ハ介を 飛び交 ふ 鬣 鳥の 樣を、 眺め 入って 酒 を かたむける。 喜ばざる を？ 俗ない。 假 令！^ St が 泣いて HI- よ 

うが、 の 如く まとうて 來 ようが、 天地の 悅びは 人の 悲 みに 勝ち得る ものである。 さなく とも、 詩人 や 赘家は 世人よりも 

く 恩 惠を享 くる 特權が ある ものであるから、 それで 吾々 の^ 界は耀 いて 居る。 圆く谷 を 車 行して 瀧と 深い 下の 流と 村の 有樣 

を n.: る。 Orazio が 詩を考 へたの も此邊 だと か。 Villa  cresto の薛 園 は 美しい 水と チ プレスの 舞 豪で ある。 

タ^の Campagna に は 羊が 居た。 十が 煙った。 六 時には 口， マに 着した。 點 燈の 頃で ある。 

十月 十二 日。 金曜。 喑" 昨夜、 大風 屋を遶 り、 今朝 は ちぎれた る 雲、 {昼 にあり しが、 やがて if き 碧 色の 秋と なりぬ。 朝 は 

出で立つ 可き 旅行の 計 寄： をな さんと て讀 害 す。 壬 生 馬 は 昨日 づヨー Adriana にて 得 來れる 大理石 片の 上に 描く。 

中 食後、 共に 旅費 1^ に 滞在費の 槪略を 計算す。 「而倒 臭し り Cook に 依頼 せんか」 「これ だから 旅は藥 になる」 など。 

夕刻 マツ ォ -1 來る" 例の 如く 共に 散歩して Porta  Pia に 到る。 今 九 時半、 これより 讀霤す 可し。 

十月 十一 11 日。 土曜" 晴。 朝、 武郞 一人に て Vatiaii の Library に 到る。 四 五十 入の 觀^、 一人の 導 若に 從 ひたれば、 共設 

叨 など 一 々^き 取り 難し。 蛇 は 第 十七 世紀の、 華に 過ぎて 按 下れる もの。 見る に 足らず。 名 ある 詩人が^^ せりと 傳 へらる > - 

Dante の" Divina  comedia- の 稿本な ども あれ ども、 讀み 得ざる 我に はさした る 感興 もな し。 I -ther が霄 翰な ど 其 當時を 想 ひ 

見ん 料に は 屈 竟 なる！？ し- 諸國の 王室 人民より 寄附せられ たりて ふ 稀 有の 品 も、 美術と しての 立場より 见ば 如何なるべき。 

唯一 つ 去り 難き 想 ひせし めし は Aldohrandine  Nuptials と稱 せらる >t 古名 壁畫 ある 一室な り。 何れの 蠻 にも 香 はん 計りの ゆか 
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しき 色彩 形式 あり U 惜 むらく は 永く 佇立の 暇 を ST さりし 事な り。 

び Museum に 入りて Laokoon 及び Apollo 其 他の 古作 を 見る。 前者に 於て は 縦横の 氣橫溢 せんとして 然 かもせざる 所、 

後者に 於て は 整 肅の體 典型に 陷 らんと して 然 かもせざる 所、 何等の 藝術 直覺の 高潮 ぞ。 何れ を 何れと 定めん に は St 滸の 業な 

る 可し。 され ども 我 は、 我 一 個の 趣味と して 後者の 單 純なる 統 I を 愛す。 

午後. 壬 生 馬、 齒翳 者に 到りて、 永く 彼を惱 ませし 齒を拔 き！^ る。 

すっきりと 蟲 齒を拔 きし 小春 かな 

我は痔 を再發 す。 半 H の 不快に 家に 籠りて 藤 村の 「破戒」 を讀 む。 此 書の 主人公 は、 若し 現世に あり 得 可から ざる 人格な り 

とする も、 確かに 證 者の 同情に 値する に 足れり。 これ 藤 村が 創作の 人物に 對 する 同情の 量 を 示す ものに あらず や。 彼が 麻し 

くして 然 かも 迫らざる 秋の 野 川の 如き 思想の 傾向 は、 此 書の 片言隻句の 中に も あからさま なり。 彼が 思量 は、 内觀的 考察 的 

にして、 これ を將ゐ るに 一味 遠 寂なる 情 を 以てする もの か。 未だ 讀 了せ ざれば 兎角 は 云 ひ 得ず。 

夕刻より 日 下部 氏の 夜食に 招かる。 さした る 事 もな し- 

十月 十四日。 〔此日 壬 .lif 馬〕 日曜。 雨" 兄 上 は 午前のう ち Vionazionale の 米 國敎會 場に 到らる。 われ は 家に 留 りて 古き 畫の 

訂正な ど 試む。 此朝 四時 頃、 日 下部 氏の 依賴 せる 畫の 下靈を 試みし が 成らず。 瞑目す る 時 は 明々 と美し き 形 色の EHI に 浮べる 

を、 描けば 何ん の 醜態 ぞ。 われ 思 ふに、 われ は 形より 入りて 想に 入る 可き 確實 なる 道 を 知らざる なりと。 畫稿を 破る。 

三時 半 Conte  Rossi を訪 ふ。 伴 はれて Vaticano に 行く。 法王 謁見の 件に つきて 許 を 得ん が ためなり。 其 筋の 人な きが 

ため 二 時間 を 宮中の 廻 .Mil 室、 法王の アツ バル タメ ントに 迄 到りて、 其 華美 靜肅 の樣を 見る。 恰も 雨、 夕日の 黃に 煙りて、 灰色 

の 形お ぼろなる 天蓋の 裡 より 稻 妻の 細き 流れ、 小 龍の 宠る陶 を 思 はしむ。 P.  di.  S.  Pietro も 小さく 形よ く 見ら る。 Tras.Tevere 

の マ.' チ箱然 たる 民家、 其 間 を：. t:  く 人の 黑點、 何となく 不安の 樣に、 基督の 終りの 日， 近き ゼ ルザ レ ムの 光景 も 忍ばる。 六 時 頃、 

燈 火の 海老 色に 照す 室のう ちに Mon  Sionor  Bi?lli に 逢 ふ。 未だ 年 もさまで は 老いぬ 人 なれ ども、 其お？ は 重要なる 地位に 


して Caldhule に 進む の 階段な りな ど、 聞かせり。 尙ほ濕 ぼき 雨 降る。 日曜 なれば 人通り はあり。 我等 を 紹介せ し Monsignor 

Rttoli  %.  di.  Gesfi の Palaz-Cend に訪 ふ。 丈 高き 品 ある 僧な り。 

£1； ほ 雨 降る。 風 は柬に めぐりて シロ ヴコは 止みぬ。 雨の 色 は 夜と 電光の ものに なれり。 壻 井の 前 をよ ぎる" 如何せ しぞと 

思 ふ。 岸" にて 何 かした. - めて 歸り、 今日の 事、 R 本の 文 f 者の 事 語りて 十一 時に 眠る。 雨尙ほ 止まず。 雨の 音、 街 上の 並 一 

木に 嗚 るが 聞 こ ゆ。 馬車の 音 もな し。  一 

+ 月 十五 曰。 月曜。 雨。 雨 一日 降り 暮 しぬ。 永く 願 ひたる なれば 我 は 嬉しと 思 ひぬ。 夏な りせば 更に 麗し かりし なる 可し。 一 

ク になり て は、 冬 時雨と も 云 はま ほしき 街路の 樣稍 i 心細し。  一 

朝、 壬 生 馬 は 霄： 布に 向 ひ、 我 は 心 籠め て Ruskin の "Lectures  on  Alt  - を讀 みぬ。 中 食後、 共に 額緣！ i に 到り、 又 寫眞屋 

に 到りて、 羅 馬に 保存され たる 古名 作の 寫眞 を購 ふ"  ， 

夕方 我 は 暫く 坶井 氏を訪 ひ、 家に 歸れば マツ ォ -I 氏 あり。 

夜 K: び Ruskin を 噴む。 藝 術と 倫理との 關 係を說 ける 所、 心 深く 讀 まる k もの 多し。 「i- 術が 其發 達の 高潮に 赴きし 時 は、 - 

民衆の 倫理的 傾，： r か 同 方向に 高進す る 時に して、 其 傾向 絕 項に 達して 統 一 的 均衡 を 失 ひ、 相互の 主張が 自己 を 辯 護し 己 を 一 

説明す るに 到りて、 魏 術の 衰運 來る」 と 云へ るが 如き は 傾聽す 可し。  ： 

壬 生 馬と 「鹿 右銘 j を讀 みて、 古人の 苦心 を 思 ふ。 奇徑 を經盡 して 坦々 たる 大道に 入りし 人の 云 ふ 所、 肅 然として 人の 肺 

腑を衝 くもの あ c。 

今朝、 隣室に 住める 新聞記者 なりと 云 ふ 人、 家人と 意 合 はずと かにて 他處に 移りぬ。 打ち 聞く に、 云 ひ 罵りつ. -荷を 造る 一 

昔 何と はなく 人の 心を牽 く。 窓の 外に は 雨し とくと 降り 居たり。 Ruskin を讀 みながら、 かの 人が 移れる 室に しめりた る 

荷の 着く  5::^ を 想像して、 石版に 徒ら 書きせ し 時の や 5 に …… 。 

十月 十六 日" 〔此 口 壬 生； g 火曜" 雨" 尙ほ雨 降る" 街道の 馬車 濡れ、 腹 者 臺の傘 重げ に 見 ゆ。 三 四 度 日光 徵笑を 示せし 一 
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が又晴 くな りて 雨 降る。 

Conte  I〈ossi の 好意より 砲兵 第 一 聯險と 1650 に 基礎お かれた る 11 聯險を 見る。 殊に 云 ふべき は、 小 なれ ども 記念館の 

設け ある 事な り。 雨の 兵 營の樣 は.' 鶴 の 雨に 濡る、 母屋の ほとり を 思 はしむ" 夕 ぐれ Corso に 出で. - 旅行の 計畫 などた しか 

む。 時間表 を 求む。 

此夕、 士 n 岡 氏に 宛て. 1 搏覽會 閉會の 時期 を 確む る 手紙 を， 兄 上 認めら る。 

十月 十七 13。 水曜 U 晴。 旅立つ 可き 曰 漸く 近づきた るに、 荷の 取纏めな ど 二人 なれば 思 ひ 知る 可し" 

朝 は 心 籠め て Ruskin の Lectures  011 Art  - を讀 み、 午後より Villa  Borghese の 美術館に 到る" Titian の 所謂 「犬 上 地下 

の 愛」、 Corteggio の ，.：Danae  メ  Raphael の 「基督の 葬り」 其 他 有数の 名鼙 と、 wernini の 腕 尙ほ若 かりし 時の 偉作と 稱 せらる 

る もの 多く 萸 めら れ たり。 日毎に 名作 を 見た る 我が 眼 は 盲と なりぬ。 日に 向って 臉 を閉づ るが 如し" 五彩 綾 をな して 眼 を 過 

れど、 何と そ を 云 ひ定む 可き。 思へば 同じき 人生 を稟 けて 人の 爲 したる 跡 を だに 追 ひ 難し。 

三時 半 頃 家に 歸れば マツ ォ -I 氏 あり。 壬 生 馬 其畫を 作る d 我 は Rsl^ ヨ を讀 みな どす。 彼の 線と 影と を說 ける 章 最も 注讀 

す 可し U 其 獪 畫の發 達 を 論じて Greek 及び Gothic の 二 派と なし、 其 特長 を說 ける あたり 我の 嘗て 知らざる 機警の 着跟 なれ 

ども， 尙ほ其 説の 當に 服さん に は 多少の 思索 をな すの 餘地 あるが 如し。 

夜、 日 下部 氏を訪 ふ〕 雜談十 時半に 至る。 歸途 茶に 醉 ひて 二人とも 眠る 事 能 はず。 壬 生 馬 は 起きて 手紙な ど認 む。 我も久 

振りに て澤 山の ssi けり。 S 一 th  Hall,  Fanny,  Andrew,  Elkinton, 松 平 保 男、 白鳥 庫吉、 宮部金 吾、 河 信 子 其 他。 

十月 十八 日- 〔此日 壬 生 馬〕 木曜。 兄 上 Gallera  di  Doria に 到らる。 今日は 閉 され たれば、 果し給 はず。 彼の Velasquez が 

名作 を 見で や 行き 給 ふべき。 サイ モン ズが 例の 伊太利 鈀行を 求めて 歸ら る。 うらやましき 事な り。 われ は トランク 賈 ひに 行 

けり。 一年の 間に トランク 一つの 荷 を 作れり と 見 ゆ。 . 

松 尾の畫 像 を 作る。 夜、 今补， 氏の 新居に トランクの 飾られん 許りなる を： る。 快談 夜半に 到りて 歸 宅す。 今夜 も 茶に 浮か 


されて e: 時 迄" 

十月 十九 nr 金曜。 喑。 今朝 は 忙しき 日 U 何せん 此 せんとて、 順序 を 定めた るに、 壬 生 馬、 日 下部 氏に， 逡る 可き 躉を 描き 

初めて 十一 時に 至り、 佘も亦 それ を 見て 同じき 時に 至る。 

午後 は 壬 牛： 馬、 マツ ォ -I と^に 買物 其 他 旅行の 準備 をな す (これ は 間違 ひ)。 

々方 余 マツ ォ -I に 伴 はれて Count  JRossi を訪 ひ、 pcpe と會 見の 件に 就て 話す。 Count 明日 余 を バチカンに 伴 はんと 約す。 

りたれば 十八 日よりの 日記 は Assisi に 着して 後記す 所な り。 心の み忙 はしく 爲 したる 所 を 忘れ sj^ て たれば、 日記と せん 

に はふ さはし からざる 日なる 可し。 

此夜^ 井 氏と 共に 夕飯 を 喰 ひ 活動 寫眞を 見る。 Fidalma を訪 ひて 畫像 を與 ふ" 

十月 二十日。 r 此日壬 生 馬〕 土曜。 晴。 今日の 出 發を思 ひ 止む。 

兄 上、 朝 Conte  Rossi と 伴 ひて Vaticono に 到らる。 彼等の 優柔 不 斷 なる は、 會見を 停止せ るの 原因 たるべし。 銀行に 到 

り 俗 W 手形 を 作り、 明日の 乘 車券 を 求め、 公使館よりの 兄 上と ス カジナ ボに會 し、 松 尾と 111 人に て 食す。 

巴 里に， 绕る 可き トランク は 三個旣 になり たり。 夕 ぐれ、 莊司 氏に 到りて 別れ を吿 ぐ。 夜食 は 日 下部 氏の もとにて 0 

今 井 氏より 字霤、 Merabiglia 氏より umci の 史を， まらる" 

天に 一一； 日月 あり。 余 は 1 年の ねんごろ なりし 口 ー マ を 思 ひつ >! 今宵 は晚 からず 眠 e り。 

十月 二十 一日。 日曜" 快晴。 ベネ チヤに てよ き 月見す 可し など 云 ひつ.,、 朝、 荷 を 造り 終りぬ" 壬 生 馬の 顔に は 11^ 半^ 

知の 地 を 去る 可き 苦しみの 色 ありき。 

^,  f= ^司 化 別に 来らる。 マツ ォ -I も 亦。 「道中 御大 切」 と 云へ る 語 を 昨日 習 ひ 置きて 諳. 誦した る 彼の 心 愛す 可し。 

十一 一は Count  Rossi、 增井、 日 下部、 マツ ォ -1 の 諸氏に 经られ て 羅馬を 辭すリ 

Tiber 河に 沿うて 北行す る 汽車の 窓より は、 羅馬 をめ ぐる 春の 波の 如き 野 漸く 覼 起して、 秋の 海の や.. 狂 ひたる 樣 となれ 
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る を 見る" 草の 色の 凋落の 時に 遇 ひて 一度 萠芽の 綠に歸 りしが、 今 は 其 力 も 失せて 乾きて 黃 となり 樺と なり 行く さへ あるに、 

赤き 色の 殊にな つかしく 眺めら る、 は、 秋の やがて 深 からん とする を 知る 可し。 形 圓く豐 饒の相 を 籠め たる 堆草 も、 家畜の 

料に 切 採せられ て 薪 然として 一 面峭 壁の 如く なれる、 羊 飼 ふ 野に 立てる 牧夫の 杖に 倚れる が、 物 哀れに 眺めら る \ な ども 亦 

歳の 老 ゆる を 語り 顏 なり。 9te より Tebere の 支流 Nera と 云 ふに 沿うて 稍 i 北東に 走る。 壬 生 馬が 急ぎ 購ひ來 れるパ ンと 

冷肉と を^ ひつ . ^尙ほ 過^の 風光 を樂 しむ。 〇 ま より 北 は 道 愈 i 山が かりて 住める 人の 心 も 思 ひ やられぬ。 Temi より spoleto 

の 間、 風光 殊に 愛す 可し。 我等が 過ぐ る處に は、 淸 くして 甚だ 瘦せ たる 溪流、 山 脚の 削れる が 如き 麓 を 走り、 山 壁 は 白最靑 

叢を衣して聳立せるが如く碧き秋の^^&を襲ふ" 銃を携 へて 徘徊せ る 少年 や、 岩の 上に 干された る 白き 布に も 入の 住める は 明 

かなれ ども、 家 は何處 にと も 分かず。 ふと 窓外 を 見れば、 小さき 家 岩の 蔭に あり。 岩に 倚りて 我等が 汽車 を 眺め 居た る 一群 

の 少女に、 汽車の 中なる 一女 客、 紙に 包める 色 種々 なる リボン を 投げ 與 へぬ。 少女 等の 眼 は 輝きて 聲 高く 「感謝、 謝」 と 

呼ぶ に應 じて、 車內の 女子 は 幾度 か 手 を 唇に 當て. -、 接吻の 意 を 通じぬ。 若し 都會の 塵の 中に、 此資 女と 此 少女と 相 見なば、 

貴女 は 11 慢の形 もて 少女 は 羨 嫉の眦 もて 相迎 へ相经 るなる 可し。 され ども 自然 は此强 執なる 障壁 を粉碎 せり。 少女 は 費 女 を 

怖れず、 貴女 は 少女 を卑 まず、 共に 交せし 歡 笑の 中には 平等の 外に 何物 も あら ざり き。 我は此 小なる 事實 のために 痛く 動か 

されぬ。 人 は 遂に 責む 可き ものに あらず。 可憐なる 彼等の 内 光が 其 牢獄の 晴 きを 厭 ふ 事の 如何に 切なる もの あるか は、 世の 

苦味 を 知らざる の 人の 思 ひ 到る 可き 境に は あらざる 可し。 

Foligno に 車 を 代へ て AsslHi に 達せし 時 は 午後 四時 十九 分な りき。 旅 宿の 薬 合 馬車 に^りて Assisi に 向 ふ。 馬車 は 葡萄畑 

の 間 を 走りて 橄欖園 を 過ぎ、 左に man  Francesco の 互 刹、 城の 如く 山背 を壓 一せ る を 眺めつ \  Leone に 着し ぬ。 

直に 導 者に 伴 はれて Saint  Clara の 尼院に 到る。 死せ るが 如く 靜 まりし 町 は淸淨 なる 鋪 石に 冷えて、 西の 签には 澄みた 

る Mi に 月の 光 あり。 寺 は 荒削りの 大理石 もて 建てた る 初代 ゴシ プク なり。 i 一. 樓の Lombardy 型なる が 殊に 古 香 あり。 戶を排 

して 内に 入れば、 夕 信の 白壁に 映ず る 色の 美し さ 云 ふ 可から ず。 左方の 一 寵に St,  Cbra が敎 友の 遺骨 ある を 見す ると 云 ふ 


に、 き 思 ひもて 待てる 間、 灯と もされた る 白 障の あなたに 入の 影 一 度 二度 動きた る 後 開かれぬ。 黑 衣して 苜 垂れた る 尼、 

金 擱に裹 まれて 色 さびれた る 髑髏、 地 は Assisi、 節 は 秋、 時 は 夕暮， 何と はなき 1}^ なさ、 心の奥 深く 沁むを 禁ずる 能 はず。 

階段 を 下りて St.  Clara の 遺骨 を 見に 行きし 時 も、 導 者の 燭火 さへ 覺束 なき 斗り 暗み たるに、 何處 よりと も 知らず 梵 の聲 

したる、 我 も 亦 あながち 捨て 栗つ 可き 心の みに て は あら ざり きと つら/ \- 思 ひぬ。 

寺 を 出で、 右に (此 寺に は 今 尼 二十 餘人 ありと 云 ふ) 公園に 沿 ひたる 道 を斜に 上りて、 遙 かに Umbrla の 平野 Tescio を 

狭み て 流る  を 見、 Amphitheatre の廣 場に 出で Duomo  (San  Francesco の 立像 Dupre によりて 作られた るが ある 處) の 古色 

を 党， Tempio  di  Minerva に 美しき 一 列の Corinthian  coluninade を 見、 更に Kicsa ヌ uova に S.  FSJCeico が 牛; n たる 跡 を 吊 

ひて 家に 歸れ ば、 日 は旣に 暮れて 靜 かなる 街に 靜 かなる 灯と もりぬ。 

嘗て Sebatier の S.  Erancls 傳を讀 みて、 我は此 聖者の 最も 基督に 近き 人な りし を 思 ひぬ。 S.  Benedict が 荊棘と 巖 角に 身 

を 割きて 修養せ しお 窖の 内に、 薔薇 を植 ゑし 人 は 彼な りき。 足れり、 世に これに 勝りて 美しき 事 をな す 能 はず。 Benedict の 

入 格 を 知り、 Francis の 天資 を 知り、 而 して 此蔷 薇の 事 を 思へば、 人格 交渉の 眞境凉 しくして 掬 はんに 餘 りたる かな。 

Assisi は 人口 五 千 ーー一 百 ni 十八、 Mt.  Sebasuno の 額に 位置し 海 を 拔く事 千 三百 四十 五フ， 'ト。 橄攬と 葡萄と に滿 ちた る um. 

び ria 平！^ の 西 遠く  resgia の 町 白く 輝き、 南に は Mt.  Falco の 連山、 两 北に は Teseio の 河床、 一 は靑く 一  は 白く、 鏡の 聲 

と 落日の 殊によ き 所な り。 Hotel  Leone. 

十月 二十 二日。 〔此日 壬 生 馬〕 月曜" 窓 を 押せば、 嘵光 天に 充ち だれ ども、 眼下の 平野 は 白 霧 波の 如く 贯り 渡りて 見えず。 

かに S.  Maria  degli  Angeli の 尖塔の 見 ゆるな ど 甚だ を かし。 

羅^ 附近の 村落に 比して、 道路- 家 尾 内 共 潔なる と、 木材の 使用 多き、 路傍の Madonna の畫 像の 無下に 卑しからぬ 陶 

器の 裝飾を 見るな ど 特色と 云 ふ 可し。 

今朝 は San  France§ 寺院 を 見る。 Toscana 前に 近き 初代 ゴシック 式の さびた る 建築な り。 材料 は此 地方より 出づる 卵色と 
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肉色の 火成岩より 成る。 表情 は單 純に して 稍 i 放漫な り。 之を縱 潢に區 劃す る 柱な どの 乏しければ ならん。 正面に ある 圓窓 

の 明確なる は 美しき 眼の 如し。 入口 はゴ シプク の 併行 柱の 形い と美し。 

同 寺 は 三階に 分た る。 我等 は 先づ其 中堂に 入り Cimabue の 唯一 の毁 はれた る Madonna と S.  Francesco の壁畫 を！ る。 蓮 

筆 は 伸びて 顏の 表情 は溫 和な り。 時には 愛す 可き gscioBa を 有せり。 色も單 調、 composizione も單調 なれ ども、 甚だしく 裝 

飾 的 傾き あり。 Giotto が師 より 異 りたる は 其の 意味な り。 其の Dpramatico の構阖 にあり。 實に 彼の 圖は 語らん が爲 めに 入 あ 

り、 木 あり、 家 あり、 然して 彼が 思 ふ 所 は 最も 熱心に 子供の 如く 語らる。 愛す 可き は卽ち こ. 1 なり。 Cimabue が 女性に、 天 

使に、 優れたる が 如く、  Giotto は 男性に、 聖人に 於て、 其 技の 最も 適せる を 見る。 

堂內は 暗く、 壁畫は あはれ に 損じたり。 地下に は此 聖人が 墓地 あり。 三階に は Cimabue,  Giotto 及 其 弟子 等の 壁畫 あり。 

破損 甚だしく して 全 體には 旣に效 架 を 缺く。 朝日に よりて ステンドグラス 実し く 光れ ども、 之 は 名作に は あらず。 

晝に 歸れば 平原の 霞 も 散りて 中 は 白く 日光 は 黄に 見 ゆ。 古く は convento なりし 長き 廊 上に 佇みて、 橄欖 畑と Tescio の 

S き 石の 河原 を：！：^ る。 描け るが 如き 街道 露 白な り。 彼の 述 山 迄。 あ  ><大 なる 野の 表情なる 哉。 此 翁の 人口 散 稀に て nomagna 

の 比に あらず。 ii 々たる は 農家なる べし。 此廣野 を 照らす 曰 は 又廊に 立つ 我等 を 照らす。 廊には 訪問の 人の 名な ど はりた る 

あり。 今 は 小 學敎師 の孤兒 を收容 する 學校 なり。 無邪氣 なる 靑 年の 黑き ラシ ャ服 つけたる が 来り 喰 ふべき 食堂 あり。 白き 貧 

車の 上に パン あり。 我等 亦 小學に 生徒たり き。 其 時 伊太利の 地 を 思 はず、 此 等の 少年 ある を さへ 想像せ ざり き。 

霰な ど賀ひ 築む。 —— 午 食す。 —— 驢馬に 跨りて 橄欖樹 畑の 間 を Monte  Subasio に 登る。 今秋 は 橄攬の 實の當 りて、 枝に 充 

ちたり。 未だ 靑 きもの あれ ど旣に 赤らみ、 黑 みたる も あり。 其 葉の 色の 美妙なる に、 此果實 をつ けたる、 其の 溫き 秋の 日、 

何と 云 ふ 可き。 此樹程 品 高く して 淸淨 なる は 稀な り。 材は 堅く して 十五 年た、 では 實を 結ばぬ と 云 ふ。 さも あるべき 事と 思 

はる" 

1 時間 半に して S.  Maria  della  Carceri に 藩す。 S.  Francesco が 樣 々の 奇蹟 を 遺した る傳 說を傳 ふ。 最も 人の 擁腑を 突く は 


其のお の 床と 木の 枕な り。 Bemardio は 後 幾 百年、 彼の 修行の あと を 兹に來 りて 習 ふ。 僧 は 四 人 僕 は 二人 住めり と 云へ り。 

S.  :nomia-o 寺院 を訪 ひて 歸舍。 夜 は 同宿の 英 人と 三人に て 散歩に 出づ。 p§gia は 岡の 上の 市 なれば かく， 5:>f  。 禺 光り、 

パ 山に 近く、 蟲 なく。 

十月 二十 1 二日。 火曜。 啧0 戶を敲 かれて 服を覺 し、 燭に灯 すれば 五 時半。 嘵の鐘 深く こめた る 霧の 中に うづ まき 鳴りぬ。 

面白き は 鹿.： 215 ちす る 旅の 心なり。 夜なら ぬに 燈 して 而洗 はんに 瓶の 水 は 冷えたり。 新しき は惡 し、 是を とて 乍 日 相 知と 

なりし 英 人に、 一昨日 燒 きしと 覺 ゆる バ ンを わけられて 香 ある 蜜に 朝食，；.， 終る。 

馬の 1^. 息 白む 程に 薄 寒き 朝な りき。 馬車 や 11 りて 山 を 下り 霧の 中に 入る レ 伴と なりし 英 人の 頗は殊 こ 赤く 「見よ、 彼リ老 

婆の 包み物 頭に 乘せ たる は、 我等よりも 夙く 覺め たり」、 r 此 園の 花 は 美 はしからず や」、 「厥、 膝、 二 匹 否 111 匹」、 「少女の きひ 

行く 眠げ なる 牝牛 を 見よ」 など 云 ふ。 

馬 はやが て 停 革 場の 傍なる Santa  Maria  degli  Angeli に 着す。 霧 を 分けて 尖塔の 十字 を 照らす 日の 影 美しな ど 云 ひて 入 

る。 打 たる 所大 なれ ども 稍 i 貧しき 心地な り。 圓 堂の 直下に S.  Francisco の 敬虔なる 母が 祈 を 籠め て 聖者 を 蓮み しと 傳" 

る 小^ あり。 rortiunsea と 云 ふ。 聖者 は 其 傍に 死せ るな りと ぞ。 棘な き禱 薇、 S.  wernardino が 祈り こめた る 小^な ど 3% る。 

僭の 與 へたる 紙片 を 見れば S.  Francesco が吿 白の 條々 あり。 

(一) 我が 神 我が 凡て。 (二) 我が 衷に 積まれた る 福祉 を 思 ふに、 あらゆる 悲哀 あらゆる 苦痛 親しむ に堪 へたり" (三) 神の愛 

は 人 をして 愛せし めず ば 止まず。 (四) 淸 からん とする もの は 世 を 捨てざる ベから ず。 (五) 神 階を蹈 まん もの 人 街に ある 可け 

んゃ。 (六〕 我を義 しとす る は 神の 責 むる 所と なるな り。 我を責 むる は 神の 義 しとす る 所と なるな り。 (七)試練に甚ふるは^^ 

を-立つ るの 道な り" (八) 惡 人に忠 ならざる もの 善 者と は 云 ふ 可から ず。 (九) 我 r 讃馬里 亜」 と 云へば、 大 {.^： 伏拜 し、 天使 喜 

悅し、 黄 地榮樂 し、 地獄 霹 動し、 惡魔駭 走すべし 

去りて 停車場に 到り 二十 分程遲 れて來 りし 汽車に 投 ず。 沿道の 平野 多く は 果樹と 野 榮を植 ゑたり。 古き Etrascan の士窟 
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の 墓 ある 所な ども、 remgia に 到る 前に は 過ぎた る 可き なれ ども、 何處 とも 定め 難 かりき。 九 時 近く  esgia に 着す。 

なだらかなる 岡の 頂に 甲 被せた る 如く、 町 は 東より 西に 亙りて 美しく 築かれたり。 古 來敢爲 と 血 氣とを 以て 名 ありと 傳へ 

らる。 E 車 岡 を 登り 盡 して Piazza  Danti に 到る。 直ちに Municipio の 古 趣 鏡 かなる Gothic 型なる を 入りて、 Pinaccteca に 

Umbrian  Arts を 見る- Fra  Angelico,  Gozzoli,  Bernardino,  Penigiiio,  Signorelli 等の 作品の 數 多く を 棄 めたり。 umbnan  Arts は 

Siena 市 を 中央と して 起れ る 寄： 派に して、 靜肅典 整 を 以て 旨と したれば 女人の 相、 殊に 芽出度き を：^ て 名 ありと 云 へ り。 ？." - 

f の靈品 殊に 高し。 Fra  Angelico に 到りて は、 美容の 中に 淸 純の 氣 聳え 其 作品に 變 化な けれども、 敬虔なる 心情の 流露 は、 

見る 入 をして 彼の 失 點 を 忘れて 彼 を 愛せし む。 され ども 彼の 畫風は 最も 發展 を缺 ける 畫風 なり。 宜 なり、 彼の 流 跡 遠き に從 

つて 愈 i 命な く、 遂に 顏 然として 形式に 篏 入せられ し 一族の 畫人を 生ぜし 事 や。 

Cambio  di  Banka を 見る。 Perugino が 畢生の 傑作なる 壁 霰の ある 所な り。 形體の 整肅と smpasition の 完結に 於て は、 殆 

ん ど完域 に 達せり と 云 ふべ し。 

中. 5n^^  S.  Bernardino に 到る。 Florence の 彫刻家 Ajostilio  Antonio  di  L-uccio が 建つ る 所 (145 7161:}。  rronte の 浮彫 は ini! 

村 光雲 氏の 諸 作 を 思 はしむ。 自在 縱橫 なる 衣 襞の 陰に、 Gothic の 趣味 を 含みた る 人の 形 あり。 音樂に 近き 行き方な り" 美術 

校 を も 參觀し たれ ども 云 ふ に 足らず。 

Universita こ 到る。 Museum  of  Ltrascan  and  Roman  antiquities と 云へ るに 有益なる 蒐集 あれ ども、 我の 乏 薄なる 智兌は 遂に 

其 露偎を 知る に 由な し。 

かくて 道の 上に、 二人 行 交 ふに 足る 計り 橋 を 架して 通路と なせる 古風の 街 を 通りて、 S.Sevcro に 到る。 一 壁畫に 1-apllael 

が 後年の 發達を 卜 ふ 可き 作と、 erugino が 顏老の 力 弓の 末の 如き を 一 つと せる が あり。 滿幅 泣ける が 如し。 SSO  (1. Prome 

に 到りて 下瞰、 東方 北方の 丘 や 原 や 秋の 日に 浴して 冷 かに 輝きた る を 眺め、 Cathe:lral を兒、 後 汽車に 投ず。 此 市海拔 125 

P 人口 一 一 葸餘を 有し Umbria 州の 首都な り。 


日 赤々 と夕暮 る. -SI;  Logo  Trasi を； f ぐ。 Hannibal が陣 して、 霧に 乘 じて 羅 1? 軍 を 清 走せ しめし 所な りと 云 ふ。 Tebere と 

レョ 0 と は此に 南北 相 分る、 なり。 

夜汽 jaj. の樣を 何と 云 ふ 可き など、 稍 i 風邪 を 得た る 壬 生 馬が 云 ふに、 「 一 言 もて 掩 へば 不定の 姿なる にや」 と 我 答 ふ。 「死屍 

を 搖る樣 なり」 と 彼 も 云 ひて、 二人とも 夢と 幻との 間 を 行く。 汽車 九 時 頃 ？>rence に 着す。 旅鉈の 馬車の 窓 を 悉く 閉ぢて 

外^の 襟 を 立つ、 ちらく と 街燈に 照らされ たる り §R5 の In; 影な どに 驚く。 如何なる 町と 定めん に は夜餘 りに 暗 かりき。 

Pensione  Lucctiesi,  ILlln や Arno  della  Zecca  No. 16. 

十月 二十 四 B  。〔此 日 壬 生 馬〕 水曜。 吾等が 宿りし は綠 茶の 濁りし 色の アル ノ 河に 臨める G ひ 一に Necca の Pensione  Lucchsi 

といへ るな り。 今朝 は 天晴れず、 白 霧 燥々 として、 この美 裝の 天才と 藝 術の 市 は 一 層の 輕 妙なる 調和 を呈 せり。 圓堂 と！！ 塔 

の 其 白 霧の 間に 幽かなる を 想へ。 其 下に は 古き 宮殿 あり。 宮殿の 裡には 千古の 名作 を藏 する を 想へ。 嘗て 幾 十の 天才 此 川に 臨 

みて、 我等が 想像し 得ざる 程 高遠 靈 妙なる 自然と 人生の 內部を 考察し、 美術に 潮の 如き 咸 《興 を 寄せたり II 其 後 幾千の 旅人 は 

今 我等の 如く 其 天才と 作品と を 愛慕して 来りし ぞ。 彼等 皆 死して 我等 殘れ り。 我等 去りて 又 誰か 来る。 來る もの 、来りし もの 

は 皆 その 知識の 戶を 開いて 此大寶 を 藏し歸 らんと せり。 然れ ども 石 上に 靜思 せし 人 (sasso  di  Dante) に 映ぜし Duomo の 高 

と大 とに、 Dattistero に ,Mio  bel San  Giovann て- と 嘆ぜし 美と 調諧 と、 亦 誰の 頭腦 にかう つる。 ヤー sue に 來り思 ふ もの は 

高遠なる 知識な り。 倦む 事 を 知らざる 考察の 理性な り。 彼等の 詩、 彼等の 美術 はかくの 如き 高さ ある ものな り。 彼等 は 人生 

の戰 場に ありて 悠々 として 勝利 を 得、 更に 智 5^ の 天に 放 遊す るに 似たり。 讃む 可き は 神、 讃む 可き は 神が 人 を 通じて 自然に 

觸れ しめたる 知識の 複雜、 高^^^る哉" 

Piazza  S.  Croce は 程遠から ず。 其 處には eantc の 立像 あり。 四つの 盾に 其 作品の 名 を 記せる が 彼 を 園め り。 近くに は 广 

deir  Antella 及び A お stlno  della  SeLa の 如き 活版 場な どに 當 てられた る、 又フ ロレン スの 富みた る を 知る 可き 也。 

ds30  (La  Cathedrale  di  Santa) に 入る" 堂 は 市の 中央、 其 偉大、 壯麗 一 々記す 可 き^なし (479 枚)。 圓 塔に 登る。 尙ほ霧 
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晴れず。 到れば 卽ち 口-' マの Pietro に 登りし 日 を 思 ふ。 效は單 に Campanile  di  G.otto 及び Torre  (li  ralazzo  vocchio の 

み にても 奇聳人 を 驚かす に 足る" Battistero  (477) と 其 銅 扉 Ibren.zo  Ghibcrti〕 の 作なる など 見て 歸舍 す。 

〔以下 武郎〕 Florence は 物 乞 ひの 多き 市な り。 世に 捨てられて 世 を 捨てず。 人の 憐みを 受けて 人 を 呪 ふ。 親 ありし ならん も 

今 は 他界の 入。 子な したらん に 今 は 相 知る 事な し。 夜々 に 物 思 ふ 事 多くして、 晝は 働く 可き 腕 を Ml しく 垂れたり。 我が 欲す 

ると ころ は 他が 欲する ところ ならず。 昨日 睦 びし 友 は 今日の 仇敵〕 歴史な き 過去 を 創り て 希望 定かなら ぬ 未 來を追 ふ。 要な 

き 暖き心 を 彼も與 けて、 たまさかに は人戀 ひつる 事 あらん も、 其 花 は 摘む 人 も 見る H もなくて 枯れ 调 みぬ。 訴を ig かんと 云 

ふ 耳なければ 其 口 はも だす。 其 股に は 日の 光 も 月の 色 も 只 1 つなり。 人の 噴 笑を賈 ふ 可き むさき 衣 をつ けて、 平然として 知 

ら ざる 如き 其 心 悲しから ず や。 我 は 物 乞 を 憐れむ。 

午後、 壬 生 馬 は 風邪の 爲 めに 宿に 殘り、 我 は ひとりに て Santa  Croce に 到る。 ダンテ、 ガレ リオ、 マ キヤ ベリ ー 等の mo- 

nument あり。 Giotto の fresco 大 にして 尊き が、 改 描せられ ていた ましき 限りなる が あり。 

十月 二士 五日。 〔此日 壬 生 馬〕 木曜。 醜矮 なる 我等 二人 は、 未だ 朝、 往來 のしげ き 頃、 傲然と して Ponte  vecch-.o を 渡る。 

橋の 左側に は 二階 をな せる 長廊 ありて Umci より Pitti 宮に 通ず。 其 下 及お 側に は 露店の 如き、 金銀 細工、 木 細工， 縛 端 書、 

寫眞 等 ありて 客 を 招く。 往来の 人に は 近在より 市に 入り 來る もの、 工場に 行く と覺 しきもの、 舉 校に 行く 生徒. 小さき を 

伴 ふ 下女、 買物に 出づる 主婦、 想像 以外に 多き は a:^ 物の 外國 人な り。 馬車、 自轉 車、 荷車 多數 にて その 樣 何と 評すべき。 しか 

も 其 間に は 中 世紀の 懐古 あり。 古き 縛卷 物に 市の 繁榮の 鬮 を 見る が 如し。 彼等 我等 を 見物す。 我等 彼等 を 愚物 視す。 彼等 微 

笑す。 我等 不快 を 感ず。 

Santo  Spirito 寺に 入る (1433190)0 フ ロレン スの 大部分の 寺院 は 外面の 剝脫 して 石 骨 を 表 はせ る、 これ も その 一 つなり。 

p-iilpino  Lippi,  natTaellino  del  Garbo など あれ ビ 14 り 》=r つヾき 作 こも あらず。 

Carmine 寺 (1238) に 到る。 數歩 のみ。 比 寺に は 彼の 有名なる Mossaccio 及び Filpis  lippi が壁畫 ある 唯一 の Cappelh 


を 残す。 他 は白聖 若しくは バ 口/の 畫を 以て 塗抹し 終れり。 大小. K 面. iS: 四面 は 左右に ありて 其大 さも 構 岡 も 注意 を牽 く" 

M. の ridro と $i 腹の 金、 及び F. の Pietro が 王子 を 蘇生せ しむる の 岡、 これに 對 して は I  ノ の 群羊 を淸 むる の 11、 其 下に 

F. の rlets の 十字架 あり。 窓より 入ろ 光線 も 多く、 阖も 最もよ く 保存せられ たる もの- - 一 つなるべし。 未だ Gitto の 面影 

も Cimabue が 香 も殘れ ども， 構圇 の複雜 となり、 明 唷の法 を 知り、 表情の 種類 を增 し、 個性 を 加へ、 色 法の 巧と なれる 當時 

にあり て、 大々 的 發兑迪 歩たり しゃ 云 ふを俟 たざる なり。 か.. 1 る歷 史的に 興味 ある 作品に 先づ 一 層の 尊敬 を 拂ふは 一般の 人 

情と 云 ふべき か。 

出で、 Galleria  Pitd に 到る。 繒賓の 名作 を 鬼む るル， ブル は 知らず、 伊太利 第一と なす。 多年 目に 觸れ， H ら蓄 へ， Hr らの 

mlii を 飾りし 圖 の原鱟 が、 目前に 表 はる 快味 はいかば かり ぞ。 一 々取りて 評價 する の 閑 だに なけれ ど、 要するに 復古 前期の 

作品に はよ きもの 少く (一 つ は 辟； 畫 皆無 なれば)、 後期の もの は 集め 得て 遺憾な し。 ラファエルの 十三 品、 アンド レアの 十三 品 

(達錄 なれ ども 好ましから ず)、 チ チア ンの 重要なる 作、 ぺ ルジノ など 1 つ 一 つ 玉の 如く 磨きた る 作の み 選びて、 善美の 宮中 

に藏 む。 羨望す 可き 事な り。 され ど眞の 美術の 風 はか、 る 中に あり 得 可き や。 

渐の 如き Ciallerla が、 か x る 縛 蠻を翫 賞すべき 方法に 適せる や、 是は 疑問な り。 少く とも 理想的の 陳列 法に は あらざる な 

り。 口 ー マ の 近郊に Villa  Madama を訪 ひし タ暮 は、 ラフ ァェ ルが 下竇の Asore が篑の いかに 耀？ たる ぞ。 

午 食 Acoademia  deUe  be:le  arti を訪づ る。 先づァ ン ゼロが Davido あり。 余 は 有名なる 程に 作の 値を認 むる 事 能 は ざり き。 

その 頭 は 犬に、 その 手は大 に、 其 表情 は 陰性 的な り (非 女性的)。 シ ニナ、 フ 0 レンス 派の 宗敎畫 (多く は <u 形 をな せる 金 代 

の 位牌 様の もの〕 あり たれ ども 千篇 一 律 的に して 數日來 幾 W を 見た る 眼に は 厭きたり。 要するに 宗敎蠻 家 も 壁畫に 於て こそ 

frT あれ、 位牌 を 描く 時 は あはれ なる ものな り。 宗敎が 僞善的 束縛 方便の あと 寧ろ 憤慨すべし。 

ベル ジノ、 ギル ラン， タイヨ も あれ ど、 鼓に は 唯一 っボ" チシ. -リが 「春」 を 記すべし。 我等 はこの 世界的 名作の 前に 立ち 

たる 今 R 此時を 全生涯 忘る、 事な からん。 これより よき 躉を 見る 事 又と あるべき か。 あり 得べき か" 恐らく は 疑問なる ベ 
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有 島 武郞^  iiSf  i$ 十卷  四 六 

し。 寫眞版 を 見た る もの は、 見ざる ものより 此原圖 を i ^像し 得ざる ならん。 か. -る 程度に 於て 我々 の 想像 を 超越せ り。 汝愚 

少、 畫師と 名のる を恥ぢ よ。 筆 をと つて カンパ スに向 ふ を恥ぢ よ。 汝の 理想の 低度なる を恥ぢ ょ恥ぢ よ。 而 して 今汝の 此畫に 

對し得たる喜びと惠みとをi^^謝し永へに思へ。 汝は偉 入に 逢 はんこと を 求めた るよりも 多く 何故に 此の 機 を 待た ざり し。 

それよりも 尙ほ 多くの 感化 を 得ん と 願 はざる？ 汝が心 愚 暗 なれば ならざる か、 三省せ よ。 

S.  Lorenzo の內院 のみ 見て アン ゼロが 晝 夜の 彫刻 は 見で 歸る。 夕食 は 七 時、 食卓に は獨、 露、 米の 御バァ サン あり。 きま 

りきつ た 話 をして 食事 をな す。 

氣候、 身心に 適すと 云 はざる 可から ず。 余の 風邪 も 診察の よかり しため 全快せ り。 

十月 二十 穴 B。 金曜。 晴。 朝 は 稍 5 深き 霧。 此 市に 羅 馬の 如く 心より 晴る ^日 とて あらざる が 如し" 

Basari によりて 造られし Palazzo  degli  umci なる Uffici  Gallery に 到る opalazzo  Vccchio の 望樓 を 背景に 見る； g 廊の 美しき を 

經て、 A30 より 行けば 右手なる 戶 より 入る。 古今 諸家の 自 畫像 あり。 Tre-Raphaelitics の 二 家 あり。 此賓 派の 畫を 見たり し は 

<^ 日が 始めて なり。 更に 形よ き 階段 を 昇れば、 東の 间廊 あり。 =m 線 を 用 ひざる 嚴肅 なる 構造に して、 一 端に 立ちて 他 端 を 望 

めば、 中々 に 趣 ある 家 匠の 苦心な り。 諸名寳 家の sketch  、石 彫像 及び 早き 頃の Florence 派の 畫を揭 げたり。 第 一 者 殊に 我等 

の 注 0 を惹 く。 两の囘 廊も亦 大差な し。 興に 入りて 眺め たれば sketch の觀覽 のみに て歸 旁す 可き 時は逼 りぬ" 僅かに 殘れ 

る is- を盜 みて Senole  Venete,  Sala  Toscana,  S.  d.  Nascita,  S.  d.  Lorenzo  Monaco を 見る。 Filipo  ILippi,  Eotticelli,  Leonardo  da 

Vinci,  Michael  Angeeo 等の 作 あり。 Sodoma の S.  SebasUano も 亦 あり。 Lippi こて ま "Annunciation-- の， 韶、 wotticelli こ- 

て は  rVenus の 誕生」 「聖母」 の 純 透 (此 二字に 大 なる 苦心 あり) Leonardo の 暗幽、 Angelo の 孤峭。 Titian 等 Venice 派の 

諸 作 亦 多し。 "Francesco  Maiia  CJella  Rovere つ Duke  and  Duchess  of  Urbino の 宵 像と、 Flora- と稱 せらる >! 美しき 作な ど 

比べ 見る に、 彼が 舊衣 を脫 して 新 衣 を 着けた る 跡 明ら さまな り" 觀覽 半ばに して 歸舍、 中 食。 

午後 S.  Marco と Monastery に 到る。 寺 はさして 云 ふ 可き 事な けれども、 Monastery は 我等に 忘る 可から ざる 印象 を與へ 


たり。 n を 入れば？ る、 に 任せし nollrt あり， 凡て 伊太利の 寺 は 日本の 本願 寺 流の それの 如く、 市の 中央に 建てられ たれ 

ば、 ぬ-:; 一 12、 禪 などの 神々 しき 境に ある を 見慣れた る 我等が 眼に は、 寺と 云 はんよりも 集會 所と 名 づけん 方 ふさ はしく 思 はる 

るに、 獨り Court のみ は何處 にても 布の 塵 を 受けず 顏 なる 寂び を 持てり。 大方 は 方形なる 中央に 井戶 若しくは 噴水 ありて、 

其、 に は 芝を植 ゑたり。 花 は ある も あり、 なき も あり。 取り 鐃ら された る囘廊 は、 趣 ある 柱の 列に 弯狀の 天井 を 張りて、 

1^1® の 秋 は 殊に 靴の 昔 高く 聞 ゆ。 周圍を 取り 繞ら したれば 日光 は 常に 囘廊の 半 部 を 照らす に 過ぎず。 彼方なる 隅に 若？  Co. 

mhiioan の 白衣 着けた る 尼 ありて、 十字架の 基督 を *M 生し つ i あり。 被 物 深く 着け たれば 顔 は 見えず、 手の 美しき 人な りと 

知りぬ。 

の 一 庵に 十字架 上の 基督 を 中-: K に諸聖 の^び 立てる を Angelico の 筆に せる が あり。 暗き 階 を 上りて Monastery に 入 

る。 Fra  Angelico の 名作 續々 として 我等 を迎 ふる は兹 なり。 

戶を棑 して 跟を轉 ずる 暇 もな く 向 ひたる i.: に は Anouciation あり。 天 法を受 くる 聖母の 面に は、 期待の 決意 あり。 膝 を 屈 

めて 恭しく 使命 を 奏する 天使に は 驚 美の 而 ばせ あり。 凸 回相< ！: ひて 僅かに も忽 せなら ず。 其 感情の 純淸 にして 虔微 なる、 

る 人の 心 をして， 溢々 として 深く 懸れる  一 11 の藕絲 をた どるの 想 あらしむ。 其 左なる 第一 の 小 室に は 「マグダレナの マリヤ 基 

^に 遇 ふの 岡」 あり" 雲、 木、 草、 人、 寸？ t? の 塵芥な し。 其 他壁畫 の數、 一 庵每 にあり て 十指 を盡 さんと す。 前に も 云へ る 

が. g  く、  Fra  A> お elico の 天 受は大 ならず、 又廣 からず *  くさへ あらず。 例へば 群 山の 懐に 湛 へられた る 小さき 池の 如し。 

共 池は容 く W 園を鐃 るに 足る 可し。 危 巖の聳 ゆる 事 もな く、 大樹の 立てる 事 もな く、 風の 落つ る 事 もな く、  iwi の 躍る 事 も 

なし。 唯-が 然として 淸き 水、 池の 四め るに 滿っ。 近づく 人、 水に 波紋 を 成さん 事 を 恐れ、 思 はず 足 を そばた て 袖 を 抱く 可し。 

^^^とは相知らず。 《嵐と は相關 せず。 され ども 自然 を 友と する もの 、股に は、 此 池は嚴 然として.^" 濤と顏 嵐と 共に 自然の 

儿 なり。 

サ ボナ U  ，ラの 庵室 あり。 三部より 成る。 耳に かすかなる 市の さ めき を 聞きて、 罪- 5:、^ と 奢侈と に 降り 行く 人の 世 を 嘆き 
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つ 、讀 みたり と覺 ゆる 聖書と 法話の 革 稿と は. 今 も其處 なる 古き 机の 上に あり。 姝に 我等が 想像の 力 をして 其 當時を 深く 想 

はしむ る は、 彼が 大道の 說 法に 揭 げたり と 聞く 手幡 なり" 「今 は 末法の 世な り、 昔に 歸れ」 と 云 ひて、 市民 をして 美 衣を燒 

き、 美音 を 遠ざけ. - 涙と 祈と に 親み て、 此 「花の 市」 を變 じて 基督の 磔 せられし エルサレムの 午後の 如き 寂寥に 入らし めし 

彼が 氣鋒 は、 宛ら 我が 日蓮 を 想 見せし む" 

後 Piazza  Michael  Angelo に 到る。 岡 上の 眺 と 夕陽と を樂 しむ。 

十月 一一 十 tor  〔此日 壬 生 馬〕 土曜" 朝、 昨夜の 雨の あとより 後、 晴れず 降らず。 

今朝 も、 昨日 兄 上の 細 記し 給へ る Umci 宮に 到る。 中には 今日 始めて 見た る もの あり。 Tribuna の 壯觀の 如き も その 一 つ 

なり。 智 Lippi の奇聳 なる、 IBotticelli の俊銳 なる、 彷徨す るに 忍びざる もの あり。 Sodoma の S.  sebwBtiano も 多年寫 に 

見し もの を H 前にして は、 轉た 感嘆の 傑き を覺 ゆ。 何ぞ 流る \ 泪の聖 くして、 その 肉體の 傷み あれ ども 輛き や" 色彩の 淸雅 

なる も 賞す るの 遑 なし。 われ は 目を拖 うて 去る" 

ニョ ベの 室 (古 口 ー マ、 一 一十 人餘 にて 1 群 をな すべき もの)、 l^ubens の 室、 Van  der  Gees の 室、 Batoccio の 室、 Giovanni 

da  S.  Giovanni の 室、 彫刻の 室、 デッサンの 室 を 見る。 一 々は 書く 折な し。 

午後、 アン ゼ" が 不朽の 作を藏 むる 聖 ロレンツォ (cappella  principe  e  nuova) に 到り、 去り 難く 靜觀に 耽る。 

Chiesa  S.  Maria  novella と 其 古色 掬す るに 餘り ある Chiostro に 到る。 黑き壁 1^ の 間、 繁き 草の 中庭 ありて バラの 紅なる が 

^けり。 

Or  San  Michele の 方形なる 寺に 入りし 頃 は夕閽 となりぬ。 親 は 子を敎 へつ 、案 W: をな す。 子 は 親に 習 ひつ 、案内 をな す。 

晴き 寺. 3： に 鋸す る 幾多の 老裴の 婦人と、 燭光と、 香と 煙と、 夕の 鐘と、 ステンドグラスの 色 合と を 思へ。 此寺は 十三 世紀の 

ゴ シ-^ ク にして、 内なる Andrea  di  Cione の Tabernakel と共に 名物の 一 つなり。 外 觀の古 純なる を 愛す 可し。 

アル ノの 岸に て 祭の 花 求めて 鼸る U おそく 迄 語り 更かして 眠に つく。 


十月 二十 八 B。 〔此： ZVl: 生 日曜" 暴り、 少し ir- 昨&、 屢 i  S.  SeboBthno に 似た る 入の 笞 うたれ、 泣き悲む惡^：气に袋 

はれた るた めか、 此朝 も氣分 勝れず。 未だ si の 川の面 を 去らず、 Colli  (所謂) の 紅獎も 白き： s-、  sli に 立ちて 川の 流の ゆるく 

下る を兑 る。 F 市 を 去る も 一 日と はなり ぬるよ。 一日 は Mamuc:i を 訪づれ たれ ども、 见る事 さどり き。 彼に は 逢 はざる 

べしな ど、 境に つれ 時に ふれて 人は考 ふ。 十 時には Badla に Filipino の 父と wotticelli の， へ. 化の 跡而 白き を 31^ 終りて MUAO 

Nationale に 到る。 武器、 石像、 印 石、 陶器、 織物、 銅像 (；Donatello の 作 多し、 アン ゼロの Davido と 彼との 比較) 紋章、 寰石 類、 

いと $3： きものな り (地獄、 極樂阖 中に ダンテの^ 名なる 像 あり。 彼の S.  M. プノ  vella の ものと 考 へんは 而 白き^ なるべし〕。 

Fiesole に 行く。 エト ルス カンの 古市な り。 フィ レンツ セェ の大豁 谷に 人家 花の 如く 白く 赤く、 寺 は 立ちて 語らん と 

する が 如く、 秋の 黄、 綠 なる 草木 茂りて これ を 何に か譬 ふべき。 寺、 佾院、 Museo,  Ttrme  romagna 及び etroBoas の 造 物 あ 

れ ども、 自然の 勝りた るに 若かず。 貧民 来りて 花、 麥翳 細工 を 費る。 

雨？ 一 If はフ ロレン ス 市の 上に、 大 谷の 上に、 アベ ュ ノの 山の 上に、 重く かさなり 合 ふ。 此ァ ル ノ 河に 臨める 岡、 ァ ぺ -1 ノの 

山上に 住みたり し 人民 は、 春の 萬 蒲、 夏の 百合、 秋の 紅 猿す る 花の 町 を 眺め、 其 美し さに 引かれて 彼處に 移り 住みたり など 

gj^ ゆ。 .slagmieri の 白き 壁 や、 低き 丘上に 見 ゆ。 Decimerone に 二十 人の； 才子が 集 ひて 彼の 物語 をせ しと 爵 かれた る 

は そこなり とか。 ベックリンが 晚 年の 作 を ものせ しその 眠りし 別莊も ありと よ。 

此 地に 愛らしき 子供の 集 ひ！ 二つ を 見たり。 一つ は花寶 り、 一つ は 「去る 美しき 日」 と 「蝶の 歌」 を 1； ふ 群、 一 つ は 花-未 

の 枝に さがりて 笑 ふ 群、 一 歩々 々我等は、子供の世2^:の別に偉大高尙なる區劃を宇宙の 一 隅に 保てる を 見る。 保てる を 信ず。 

而 して 我等の iC び歸ら ざる 悲しみ は、 これ を 見る 事に よりて 聊かの 慰藉 を 得ざる 可から ざるな り。 世の 父兄た らん もの は、 

如何に 細心なる 注意 を もって 彼等の 戲 むる、 日 を 保護せ ざる 可から ざる か。 I 度 破れた る 瓶 は、 遂に 新たなる もの を！：？ て 代 

へざる 可から ず。 - 

橄撹、 {!: 楊、 川 楊、 サイ プレスの 林と 葡萄、 花園の 間 を 急 下して、 電車 は 再び 市に 歸る" Ficsole は 依然として 北東に 見 
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P0  Duoino も^^：：も^れとも定めがたくて。 Arco  Trionfale—viale  Filippo  strozzij-viale  Umberto と 市の 東より 北、 西へ と 外 i 

郭を めぐ. C 家此も 凡て 新式 いして、 道路 も， 雎く 甚だ 衞生 的な り。 衞生は 近世の 誇りな り。 これ 丈け にて 彼等 は 生く るに 足る。 一 

道 傍に 殘 りたる 古 の あはれ：^ なる も 取り除くべし。 日本人が、 東京 市 を 悲しく も惡 化する にも 劣らざる 可し。 に pwcins.j 

に は 夕方の 散策なる べし、 日曜日の 事 なれば 群集 蛾 行す。  ， 

此夜は 明朝.，：. 立の ^度す。  一 

十 E: 二十 九日 月曜" 雨。 朝 四時 半、 點 りたる 電燈に 眼を覺 して、 wologna に 旅立つ。 汽車 は 六 時 近 かりき。 雨の そぼ 降： 

る 中 を、 我. マ は Florence のな つかし さと 別れたり。  i 

暗ければ 腕 こまねきて 睡る ともなく 眼 を閉ぢ て、 夜の 明け はなれた る 頃 窓外 を 望めば、 我等 は旣に W 一 wtoia を經て ApeniR 一 

の 山中に ありき。 ^太：？ の脊 骨と なれろ 此 連山が Alps となせ る 鋭角の 山懷、 Po 河 を さしはさみて 東に 開けた る L§bardi  、一 

Eirilia の大： 十： を 北に 眺めつ >• 立てる が Bologna なり。 蕾き たる は 十 時。 沿道の 風光、 足 柄 を 越 ゆるが 如き 心 あり。 そぼ 一 

降る 雨の 中に 立てる 小驛 に、 瘦せ たる 水 、早瀨 をな して 流れ、 小さき 家、 崖に よりて 立ち、 停 単 場の 倉庫に 鷄の うづく まり、 一 

路 行く 人の 足つ ま 立てた るな ど、 寒村に 秋 来りし 樣は 憐れなる ものな り。  一 

霞 車に て Piazza  V.  wrsnanuwle に 到り、 其 南に 立てる s.  Petronia を 見る。 市の 守護 聖を 記念せ る ものにして、 ェは K95 

に 起され、 當 時の 市民が 繁榮の 印と して 其大 いさ 伊太利 第一 たらん 事 を 期せし も、 其 抱負 は此大 建築 を 成就 せんに は餘 りに 一 

小さく • 業 半ばに して 其 企圖を II じて 大成の 運びに 至ら ざり しもの なりと 云 ふ。 內 部の 均衡 は Florence の Duomo を 凌駕 一 

する もの ありと： K ふ もの あれ ども、 我等が 眼 は そ li^ 發 見し 難 かりき。 内 籠の 甕 は Francia 等 Florence 畫 派に 對 して 僅かに 自！ 

支 をな し 得た る此 市レ畫 家に よりて 成れ ども、 一 見して Florence 賨派を 去る 事 甚だ 遠き を 見る。  一 

Museo  Civico を 見ん とて、 我等 は 計らず も Bologna が 誇りた る 舊大學 に 遊びぬ。 瘦 せて 丈 高き 人出で  我等 を 導き、 先づー 

其 阖書館 を：： i; せし む。 170,000 册の 書籍と 2700 の 草稿と は 其 中に 貯 へられた りと 云 ふ。 Irving が其輕 快の 筆に、 指して 學ー 


^|„;の？¥場と云ひしものも， 眼の あたり 之 を 見れば 尊 さに 心のと きめく を覺 ゆ。 塵 を 蒙りて 表紙の み 入の 目に 稱 る- - 幾百吩 の 

f . 血 もて 成りし 頭脳の 所^な りと 思へ。 若し 假 りに 此處 にうた、 寢 して 深更に 至らば、 我等 は 必ず： を 擧げて 或は 人に 

知られず して 世 を 去りし^ 者の 魂が、 交る ぐ來 りて 悲しき 物語 をすべし など 思 ふ。 壁に は 描き つめたる 紋章 ありて 各紋 

章の 下に は、 此 大^が^ 界的名 を 有せし 時來り 遊びし 學 生の 名 を 記したり。 来り 遊べる もの >f 中には 、プリ テン あり、 spg 

あり、 ゴ ー ル あり、 印度 あり、 -ps^ 米 利 加 あり、 支那 あり。 其 他 全部 精巧なる 木造の 解剖 室 あり。 當時其 道に I 條 の貢獻 をな 

したる： 者の 立像 は、 今 も J!g 然として 室に 入る もの を 見守れり。 C 此處 空白 J も 亦 戶を排 して 入る 左方なる 段 上に 立てり。 

婁 Jgluf へる 料理 ：® にて、 日本 を 好む 事 伊太利よりも 甚 しと 云 ふ 伊太利の 海軍 士官に 會し、 別る  >1 時 は 頻りに kiss さ r.- た 

り。 幼な かりし ゆ を 除きて kiss せられた る は 抑 i 之れ を 以て 嚆矢 とす 可し。 

Academia  di  belle  Art! に此 町の 畫^ が殘 せる 作物と Raphaol が S.  Secilia の Inl 畫を ：《^(£| 午前に は s.  piets をも兑 たり。 

市 第一 の 大^ 築に して 殊に 其 alter には肅 整なる 方 柱 を 用 ひて 捨て 難き ものな りき)、 再び 電車に 乘 じて 停車場に 到る。 雨よ 

小 休みな く 降り 續 けたり。 

Eologna の 誇り は 近世 的の 組織 を 有する 學 問の 淵叢と なれる にあり。 嘗て 市民法 王黨の 有力なる 股肱と なり、 獨立 市の 間 

に强大 なる 威勢 を 示した るの 外、 今日に 至り 尙眠 るの 外 を 知らざる 此市 は、 此ー寨 あるに よりて 眠れ ども 死せ ずリ 

ni 時 近く；^ したる 汽車 は 平原の 中に 入りて 山 を 望む 可から ずな りぬ。 日本の それの 如く 汎く 耕された る 加の 問に は、 規則 

正しく ビョッ ボ樹！ r ひ 楠 ゑら れ たり。 ^麻の ft 出 亦 多し と 云 ふ。 落日な どの 美しき 所なる べし〕 

Ferrari と 云へ るに て、 而 白き 旅の 伊太利 人 ミラノ 歸 りの 心 も 財 囊も輕 く、 車 を 降りて 家に 歸り 行く を 这れる 頃 は、 日^々 

と 暮れぬ。 暴り て 夜と なる R は、 希 なく 淋し さの 極みな りな ど、 壬 生 馬と 語り合 ひし は 暫く 前な り。 Padua は 綾目 も 分 

かず；^ きたり。 右 も 左 も 水。 饤の 寒く 映 じたる 中 を 汽車の 行く 音の み 高くて、 やがて Venice に 入りぬ" 睡り 入りた る幼兒 

な 接吻と 抱擁 もて 覺 さんと 努 むる 母の 美し さ を 見たり。 . 
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Gondola こ乘 るに ^は 暗くて 風 膚に逼 る。 壬 生 in! は Gondola の 極めて 詩的なる を 貧して 措かず。 寒さ を さへ 忘れた る もの 

の =:  一 0 我 t そし こも 增 して 開港 場の 人の 心の 厭 はし さ を 思ひ續 けたれば 快から ず。 宿に 藩せ る 後 は 二人とも 此 町の 人 を 憤 

りぬ" 

窓より 下瞰 すれば 狭き 町に 數 多の 人 行き交 ひたり。 夜 は 中々 に 寒 かりき。 Kctel  Cappcllo  nero  (press。 】 a  Piazza  di  S.  Ma§) 

十 BT 一一 一十 日。 火曜" 00 むつく り 起きて、 宿屋で 飯 を 喰 ふの が 厭 だと 云 ふので、 piszetta に 行って バン を かじった。 眼の 

前に S.Marco が、 柬洋 あたりの 宮 女が 酒に 輝いた §兀 で 長椅子の 上に 臥て ゐる樣 な 姿で ある。 鋪 石の 上に は 旭が 群れて 居 

る。 外衰を 着た 男と、 シ 31 ルを 羽織った 女が 問 遠に 珈辨 _s の 前 を 通る ♦ 

侮 岸に 出て 見る と 風が 藏塞く 波が 稍 i 騷ぃ で、 岸に は 形の 美しい Gondola が 舳を竝 ベて 居る。 Palazzo  Ducale は 直ぐ 右手 

に见 える。 Gothic 風の 柱 や、 ：c:-p:tal や 彫刻が 一 つ 1 つ 形 をち がへ て 美しく 囘 廊 を 形造って ゐ る。 上に もう I 階 其 上の 囘廊 

のない 三階の 大理石と が、 潮に 吹かれて さびた 色に なって 居る。 入口 を 這 入る と 中庭が ある。 Gothic の 下から 上へ 延びよう 

延びよう とすみ 其 各 尖端に、 形の い、 大理石 像が 立って 居て、 二つ ある 井戶の si の 側が 古い 鏽で靑 い。 眼 まぐ るし い 答の、 

立ったり115^たりした姿が、 此處 では さう でな く 其 中に 一 種の 諧調 を 感じて、 惡 くないの が 不思議 だ。 階 もい 乂。 階 を 登って 

1.7、 と Tintoretto,  Paolo  Veronese,  pairs,  Giovaae 等 Venetian 派 後期 を 代表す 可き 畫 家の 壁 畫に滿 ちた 室々 が ある。 メぎー oe 

と 云 ふ 所 は 何もかも 特有な 町で、 伊太利 全 體が趨 つた 軌道 を 共に しない 趣が ある。 縛畫 の.^ きも 確かに 特殊の 傾向 を 有して、 

.4^.3^ な 色彩と 渾碌な 錄路と 現^の 安樂と で 香うて 居る。 wotticelli の 宗敎畫 と 云 ふ もの は、 Bctticem の 作 を 宗教と して ， る 

人の^に のみ 宗敎 喪で ある やうに、 Venice 赘 派の 天闕は Venice 人に のみ 天國 である。 Venice は希臘 人を树 越して 東洋人の 

中に のみ ：n^ 出し 得る 程の 現^ 崇拜 者で ある 事が 判る。 單純 直截に 傾く 形體の 美よりも、 揮 積 絢燦に 赴く 色彩の 美を渴 仰した 

事 も 判る。 Lear の 町で はなく つて Antonio の 町で ある 事が 判る。 ophelh の 町で なくって Bianka の 町で ある 事が 判る。 

San  Marco よ 美しい 御寺 だ。 内部の mosaic の 天井と 壁 畫とは 他に 見る 可から ざる 絢爛 を 極めて 居る。 よかれ あし 力れ 其 


地力の 个精祌 が 残る^ なく 顯 はれた 所に、 微塵 も 他の 投擬を 許さ V る C か JFis せられて ゐる。 此 寺の 設；！ ^をした 人の ；糾腦 に 

は、 is 時の Venice が、 Venice の 全^が 小宇宙 をな して 居った 事で あらう。 

rak-zo  L>§lc で れ になつ.；. 舟橋と 云 ふ魏築 家と 一 處に 舟で Isolacli  S.  Gi。r ち の S.  Giorgia を兑、 それから La  Gindccoa 

の II  Rcclentore と 本 街の S.  Maria  clella  sakt" とを訪 うた。 最後の 一 列の 他の 異っ た圓堂 形なる 外に は 云 ふ 可き こと もな 

い。 1： に 上って から rt.  di  Kklllo を 見て 夕食 を Mc-rco の 近所でした >r めつ、 長話 をして から 別れて に歸 つた。 十九 度。 

十月 一一 一十一 B。  .K 曜" 雨" 朝、 船橋 君が 來て、 誘 はれて 外出。 S.  Marco の廣 場から E.j;sc で對 5li に 渡って Acoade ヨ ia  di 

Bella  Atti を た" 初代から. K 觀に 至る までの Venetian  masters の 作物が 大變 よく 集めて あって 非常に 而 白い。 此處の 齊 を 

兑 るに は Raphael や、 I  conardo や、 Giotto を 見る のと 同じ 心持ちで 見て はいけ ないだら う。 Vittcrc  cordaccio の繁 なぞ は歷 

史的^ 究には 殊に r 値の ある もので、 彼から 發展 した Venetian  School が^£:彩に形式に如何なる^^絡を保 つ て11^^るかを見る 

の は 非常に 倫 快 だ。 r-ao】o  Veronese の "Ihe  Supper  in  the  House  of  Levi,"  ruris  Bcr:one の 「漁 入璧馬 可より 得た る 指 <f を 

Dul^e に碎 ぐる 岡」、 其 他 Titian の Assumplicn,  Pieta  (彼が 九十 九 歳の 作、 最後の もの) 及び 「洗^の ョ ハネ」 など 稀 有に 

難 有い 作と 云 ふ 可き もので あらう。 

それから 壬 生 馬の 甕 友なる 伊太利 入に 導かれて、 丸で. 淡 一路の やうな この^の 細道 をう ねり 廼 つた 末 十二時 近く  Moss  Civico 

に 達した。 雨は依然として降って111^る。 Museo  Civico から Grand  Canal を 眺める と、 水の 色が 類のない 色 を帶 びて、 それ 

に 古い 建物の 色褪せた 赤 ゃ靑ゃ 黄な 色が 映つ る樣 は、 >i 河畔に のみ 比 鑄 を 見出し S!l 可き 眺め だ。 

Museo の cosrt-yotd に は、 古い Romanesque の 桂冠が 轉 つて 居る が、 一 つ 一 つに 見所が 多い。 階上に は 武器が 少し、 畫が少 

し、 謹、 スケッチの 類が 少々 あるが、 急ぎ 旅の^に は留り 難い ものが 多い。 分館に Michael  Angelo の Loda の copy が あ 

る。 技術と して はしつ かりした もの だら う。 

葡^棚が 家の 前にあって 窓から 透す と 紫が 美しい。 寺の 鐘が つい 近所で 聞こえる 所で 中 食 をした 、めた が、 多から ざる 寰 
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餉に 一 時間 を 館で 費した。 

S.  Frari と 云 ふ 寺が S.  Marco に 次ぐ 壯麗な 廣大な 御寺 だと 聞いて 三人で 詣 でた けれども、 修繕 最中で 何も 見る 事 カ出來 

なかった" 形 なぞから 云 ふと 矢 張 ごてく した 復興 後期の もの だ。 こんな 寺 を澤山 見て 歩いて 居る と 伊太利に 來た 甲斐が な 

くなる や， T だ。 

S.  Marco まで 來て 三人で 此 美しい 寺に 名 殘を惜 んだ。 の "Venetian  Medley -、 を讀 むと、 一夜 大水 Venice を 襲 

うて Palazzo  Ducale も S.  Marco も、 見る が 中に 水底に 沒し、 Campanile は 水の 上に 宛い 葦の やうに 戰 いたと 書いて あるが、 

Symonds の 夢に 戰 いた 此塔 は、 我等 i 現に は 形 も 影 も 消え失せて、 新たに 初められた 大工 事が 其 跡を據 して 居る。 暗くな つ 

たから 船橋 君と は獨 逸での 再會を 期して、 別れて 家に 歸 つた。 夕食後、 稍 i 激しい風 を 犯して 海 沿の 廣街を 散歩し つ &色々 

な 話 をした。 此近邊 し 一 つの 井戶 があって、 其 處に水 を 汲みに 來る 若い 女の 姿が、 優美で ある 事な ども 其 中に あった。 總じ 

て此 町の 女 は黑ぃ 色の シ 3， ルを 屑から かけて 居る が、 しめ やかで、 なよ やかで、 非常に 女に 似合 ふ。 途中で 雨に 遇うた。 

家に 歸ると 壬 生 11 の 知り合の Naples の外國 學 校の 日本語の 敎師が 来た。 餘程變 つた 面白、 人であった。 夜は晚 くまで 話 

をした 0 

十一月 IB 。木曜" 00 六 時半 頃 宿 を 出で、 被 ひ 物の ある Gondola で 停車場に 行った。 藩く と 立つ まで 雨で、 vesce では 

雨空の 外に 何も 兑 なかった。 羅 から 心頼みに して 來た月 も 遂に 見ずに 終った。 然し 若し く 3 一 oe を 「悲しい 市」 と 人の 云 

ふの が本當 ならば、 我等 は 泣いた Venice をよ く 眺めた 譯 である。 

七 時 十五 分に 汽車が 出て、 割合に 單 調な 沿道の 雨 を 見ながら、 十二時 少し 過ぐ る 頃 停車場に 驚いた。 直ちに 馬車 

を 俯うて、 サル トリと 云 ふ 壬 生 馬の 交 文 上の 友を訪 うたが、 宿が 變 つて 判らない。 仕方なし に Kotel  Falcone  (via  Falcone) 

に 投宿す る 事に して、 直ちに 博覽 曾に 赴いた" 日本の 水產 館で 日本 部の 委員に 遇 ひ、 美術 is を 見て 失望 を 贏ち て、 すごす 

ご雨の中を^！^に歸った。 早，が0  Hotel  Falcone  (via  Falcone)" 


十一月 二 曰- 雨。 今日 も 亦 雨。 朝、 サル トリ 氏を訪 ひ、 伴 はれて： 《ひ 博覽 曾に 到り、 終日 苗 場の 中に あり。 博覽會 

ほど IS 十九^ 紀的倾 向ぐ 暴露せ つもの は あらざる 可し。 佛國の 出品物に 至りて は、 注^ を惹 くもの 所在な きに あらず。 器械 

部 は^ 巧 を： f めて、 我等 其 道の 知識 淺 少なる もの をして 喫驚の 外な からしむ。 

夜 Corso に 散步。 £1 す 事な き^に 活 寫眞 など 見る" 犬なる Duio は 其 傍に {t^ を拔 きて 聲 えたり。 

十一月 一 H 曰。 十 曜" 雨。 亦 雨。 朝、 壬 生 馬、 頭痛と 嘔氣と を 催す。 朝、 サル トリが 周旋し れ たる 家に 移る。 夕に 至りて 壬 

生 馬の 忠を こたる。 我 は Symonds の "Skeldies  of  Italy*- など^ 讀す (く 一口  Asnello  6, ン。 

十一月 四 B。 日曜。 雨 勝ちの 鬓。 幾度 か 晴れ間 を 見せて 雲 は 忽ち ^を 閉ぢ ぬ。 世 は 秋 を 經て旣 に 冬。 黃 葉は尙 枝ながら に、 

人の 5^ かき 合せて 街を往 く樣、 哀れむ に堪 へたり。 

朝、 共に 迎れ 立ちて Cathedral を 見る。 我等が 此 國に來 りて より、 佛國 に？？』： 達して 其 極 ^を！； めし Gothic  ^の 純粹 なる 

もの 15- 見る は、 今日が 初めてな り。 凡そ Roman,  Rcma,.esque より renaissance に 至 まで、 伊太利の 建築 は 常に 北方の 諸 

國を 指^した りしが、 1^ り Gothic に 至りて は 其發達 全く 北方に あり。 此 K 院の 如き も 其 竣工に 長 日月 を耍 せし は、 偏に 獨 

佛^ の^^^に 協 ff 妥問 せし 事屢 i なりし が 故な りと 云へ り。 Gothic 建築の 本意 は 殆んゲ 極端に 至らん とする まで 音 樂的 

なる にあるべし。 而も その 樂.！ は單 純なる 樂 器の 出し 得 可き それに は あらず して、 まさに 合奏 樂の それに 似たり。 嘴 然とし 

て、 音色 を 異にせる 起り て f 氣を 捍っ拌 し、 一は 高く 上り、 一は 低く 下り、 他 は 滞り 一は 仲び、 上下 伸縮 n 在に 規矩 を 縦 

^して 而も これ を大 II すれば、 あらゆる 音色 を 賞 通す る無隱 の聲、 切々 として 耳 心 を 賞き 來 るが 如く、 立ちて Gothic の 寺 

院を. St, めば、 {仝 際 を かぎる 堆石の 上下 宛ら 一 個の 音樂を 聞く の 想 を 禁ずろ 能 は ざら しむ。 戶を 入れば、 內部は 暗み て 人の 面 

も 定かなら ぬに Stained  glass や 漏る. -晝の 光、 琥珀 を 溶きた るが 如き 色に 榮 えたり。 今日は安息日なれば ^！^づ る人々 多 

く、 永く  §S まり 見ん に は 便りよ からず。 一 亙り 見た るの みに て鍾を 返し、 Leonardo  da  Vlnici の monument ある Piazza を經 

て Palazzo  di  Brera に rinacoteca を 見る 0 
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Fresco の jsT: きもの 多き 中に rorgo い none,  wsrnardino  r^^^ などの 作 最も 注意に 値す。 すべて Luini の 作 は 自己の 發展確 

かにして 想像 も亦豐 かに 深く、 運筆に も輕々 しき を 加へ ざれば、 何れも 觀 者の 法 意を牽 かざる はなし。 尙 if  く 學ば气 彼 は 

想隊！ ^外に 美術の 大 觀を閛 くもの ある 可し。 Titlg の 三 作い つもながら 危なげなり。 r<.aphael が remsino の 桎梏より 超脫 

ぜし .i?; の 傑た.. ■ なりと 稱 せらる。 "Nuptials  of  virgin" は畫 家が 年少な りし 頃の 轡： 麗 なる 感情と、 肅 整なる 美意識と を 披髓し 

て餘^ なきものなる 可し と雖 も、 彼が 大 傑作と して， 彼に あら ざれば 成就す る 可から ざる もの 其處 にあり と 云 はん は 如何な 

らん。 Veronese の 諸 作 亦 注意す 可き もの 多し。  . 

や 食 M、 散步 して 第 十八 世紀に Rosa の ranthcon の 形に 擬 へて 作られた る San  Carlo を 見て 歸弯 壬 生 馬 は 就床して 夢 

に 遊び、 我 は戲靈 して 夕に 至りぬ。 

十一月 五日。 月曜。 雨。 依然として 雨。 朝、 齊發 して 武郞獨 り 博 覽暂に 到り、 終日 を鱟 して < ^部の 觀覽を 終る。 雜 然とし 

て 頭に 亂入 せみ 觀想を 記せん に は、 此 日記す らも 餘 りに 尊し" 

夜、 諸方に 端 書な ど認 む。 又 旅費の 槪算 などして つまらぬ 事に 驚く。 壬 生 馬の 風邪 は 快方 なれ ども 未だ-^ 癒せず。 夕刻、 

渡 邊氏來 る。 

symonds、 其 の The  Gondclier^s  wedding" に 於て Gondolier が： Jj.; 活の 一 般を 披露せ り。 其 略に 曰く、 蓮 河の 此處 彼處 に、 

.Gondola の 槃泊所 あり、 Tra^hetti と 云 ふ。 London に 於け る 客 馬車 待合 所に 比すべし。 第 一 目的 は 往来の 人 を 彼岸に 致す に 

あれ ども 求めに 應 じて は 其 繋 泊 を 離れて 蓮 河 を 上下す る 事 ある は 亦 彼の 客 馬車に 異ならず。 市 廳制規 して  一 Traghetto に は 

必ず ニ隻 以上の Gondola を備 へしむ。 今一 人の 壯丁 ありて Gondola の 生活 をな さんと 欲せば、 此{. ^位 ある Traghetto を 求め 

て 其 一員たら ざろ 可から ず。 彼 其 一員と なるや、 彼の 舟 は 一定の 番號を 受け、 彼 は 一種の の <^：： 員と なれる ものにして、 

年次 其 所屬の gug に 一定の 金額 を納 むるな り。 金額 は Tragi も to によりて 異る。 其收人 多くして 市廳の 課税す る こと 多き 

ものに ありて は、 會費も 亦 多から ざる を 得ず。 最高 を 二十 五 フランと して 最低 を 七 フランと せば 大過な からん か。 Sy ョ ends 


が 知れる H3i; 一  Ito の 中に 1^ ビ doniu  del  giolio と 云へ るが あり。 岸に 沿 ひたる 葡！？ 棚の 下に、 古く 寂び たる Venezia 派の 扁 

^か.^ れり。 好^^の人ぁりて奇價を^！めたれども、 估る^ をせ ざり しな ど 記したり。 

GcrKuier が 一 日の 收入 は、 所に よりて 差 ある^ S よりな り。 總 じて GKSd  Canal にある もの は 得る 所 多く、  Glndeooa な 

どに ある もの は Vencch の 市の iSl みを錢 ひて 安き 心 もな しと 云 ふ。 契く しき Gondola 持ちて 心 利きた る 若者が 一日の 收入は 

^に 十五 フ ラン を 過ぐ る さへ あれ ども、 時々 の 上下 ありて 頼む 可から ず。 されば 多くの Gondolier は 外遊の. お を 求めて、 月 

の 給に 入金-の ftw なる もの を 望む もの 多し。 一 日の 所得 五 フラン 內 外に 過， きざれ ど、 二三 年の 後に は 一 隻の新しき^-21- 

へ bla を睛 ひ、 妻 を 迎へ家 を 構 ふるに 餘り ありと 云へ り。 c-onclolier のかく 一入の 客の 常 他と なる ものと 雖も、 緒 を Tra;;hctta 

に^く は 其 誇りに して、 其が SI めに は Traghetta によって る 所な きも、 多少の 金 ：g を 人れ て其會 員た る を 望む と 云へ り。 

「i^ ？^」 「^岐 」 など 呼び 交せし 昔も傯 ばれて、 彼等の 間に 名 を 呼ぶ は 少なく、 多く は 所蹈の Tragho き の 名に 番號を 加へ て 

相 呼 腿す。 

新しき Gcndola を 求めん に は 千 フラン を I 女す IE- し。 其 古り て 用に 堪 へざる に 至りし 時、 木部の みを資 却 すれば 八十 フラン 

の惯 金 を 可し。 新しき 木部 を？ 4- んに はこれ に 二百 フラン を 補足せ ざる 可から ず。 Gondola の 生^ は 六 年より 七 年なる 可 

し。 Gondolier たらん とする もの は 多く は先づ 古き 船 を 二  フラン！ 2 外に 求め、 使用の 間に 補 旗す 可き もの は補愼 し、 木部の 

W をな さどる に 至りて 新しき 木部 を隨 ひ、 之に 蘐 在の 金羅 其： i の i: 飾 品 を 施して 新しき Gondola の 所持者と なるな り。 され 

ども Gondola は 不斷の 修復 を 要す。 ぬるみて 驟氣 の少き 海水 は 2;^ も 海藻の 發 生に 適し、 H の 間 は 必ず 四 13 に 一 度 其 船腹 を V がめ 

ざる 可から ず。 np? 一  度す る 锊に彼 は五フ ラン を拂 はざる 可から ず。 其 他 諸附蹈 品の 消耗、 船 Is. の统 代な ど數 ふれば Gsdolicr 

の 屑 を^む 可き 數 々の^ 多し となり。 

水上に 住みて 定家 する 所な く 常に 公衆の 群 中に 交りて 人と 相 交渉しながら、 Gondolier の 心 は Nap〕es の 舟人の 光の 如く 邪 

まならず。 sr^ なる 克己の 性に 加へ て 生活に 戲る& の餘澤 あり。 其 生活の if 度を窥 ふに 從 つて 詩に 滿 てる Veneda の屮 にも 

】 九 0 六 ：.i^  五 七 
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詩的なる 所以 を うて Symonds は 曰く、 「彼等の 生活 は 常に 窮迫の 體 ありて、 苦勞せ ざれば バ ンを 得る に 由な きも、 働けば 活 

き 得る の 希 は確實 なり。 冬の 察さ、 潮の 惡 しさ、 色々 に堪へ 易から ざる 障碍 あれ ども、 おしな ぶれば 其 市の 日の 光 は 凡て 

に 勝ちて 心 を S! むる に 足れり。 獲て 奢る の餘裕 なく、 苦鬪 して 致命に 及ぶ の 窮迫な し。 Gondolier て ふ 名 を 想起 すれば、 直 

ちに 確乎と して 他と 混 維す 可から ざる 一 種治樂 する に堪 へたる 人格 ある を 覺 えざる 能 はざる 所以なる 可し」 と。 

十一月 六 B" 火曜。 雨。 今日 も 亦 雨な りき。 

處を 異にし 時 を 隔て.^、 藝 術が 人文の 高潮に 達した る もの 三。 1 を ギリシャ 藝術 とし、 二 をゴシ サク藝 術と し、 三 を 伊太利 

復興 期の 藝術 とす。 凡そ 翳 術と 目標す 可き ものが 發 達の 高潮 を 示す 時代 を 見る に、 必ず 智的 方面が 絵 合 的 傾向 を 示せる 時に 

ある もの し。 ペリ クレスが 外敵 を 制し 所在の 市街 を 服し、 人心の 傾向 一途に 歸 して 適處ケ 確立す るの 必要 を 感じ、 辯 論 

の 哲學が 人事に 商觸 せる 宗敎的 本能に 陶冶せられ たる 時、 フ イデ ヤス、 ソフ. ^クレス、 アリス トフ 7 ネス 等の 大才 は濟 出せり。 

驚異す 可き 事體の 一致 は、 亦ゴ シサク 美術 發 達の 上に 見る 事 を sr へし。 久しく 東漸し 來る移 民の 動 搖に惱 まされ、 無法の 權威 

を 寅り し 法王 廳の蹈 制に 眠りし 北方の 人民が、 自由 市と guild の糾 成に よりて 獨立 自治の 覺醒に 遇 ひ、 常に 外來の 刺戟に 應 

ずるの 暇な かりし 人心が、 內 向の^ 裕を 得て、 一 個の 團體 (一 國 にせよ、 一 市に せよ) が 注意す る 所、 其 團！^ 内部 全體の 事に 涉 

る もの あるに 至りて、 講 然として ゴ シ /美術の 名花 は 綻び 初めたり。 復興 期に 於け る 美 賁識の 發展も 亦然ら ざる はなし。 若 

し 綜合 的 傾向 を帶び たる 希 1 盛代の 文明が、 フ ロレンスに 住みた る K 頭 を覺醒 する 事な かりし ならば、 而 して 此覺醒 が Leo- 

口 ardo  da  Vinci,  Wihcad  Angelo の 如き hianlBt を 牛： む 事な かりし ならば、 かくば かり 薪 麗 なる 入 心の 覺醒は 寒が 歴史 を 

飾る 事な くして 終りし ならん。 今 は 1 ある 三大 時期 を 軒輊して 何れ を 優秀と なすべき か は、 識者 も 亦 惑 ふ 所なる ベければ、 

物 知らざる 載の 嘴 を さしはさむ 可き 所に は あらざる 可 けれども、 一 事の 誰が 眼に も 否む 可から ざる は、 此三大 時期が 各自に 

發 揮した る 特色な り。 希 臘とゴ シ.' クとは 創造的 (creative) なり。 復興 期 は 大成 的な り。 されば、 前 二者に は 時に 單調 未完の 

悲 みあり て、 後一 者に は 誇大 不整の 嫌 ひ あり。 我 は Milano の Duomo を 仰ぎ、 これ を 復興 期の 建築に 比して、 直ちに 其 明晰 


なる 例 $ ^に遇 ひたる を 思 はざる 能 はず。 假 りに 一 如 裡にゴ シ/ 寺院 を 思 ひ？ ぶれば、 尖 頭の 長 tt^ 々として.：^ を 仰ぎ、 雜然紛 

然 一 ^Koi.^ の 意 を 禁ずる 能 は ざら しむる ものな きに あらず。 眼の あたり 見る 入に も此 感は尙 免れ 難し。 され ども 一 度 其 堂に 

入り：^ に 上り 細部 を^！ S し、 顧みて かの 復興 期が 產 みたる 建築 を 思へば 其雜駁 ん V 堪へ難 からん とす。 我等 は •  おび 裸 にし 

て 花 を 冠り たる アル 力 デャの 昔に 住まず。 心 漸く 複糾 して 自ら 華麗と 彩 潤に 親しむ。 ゴ シサク も 復與期 も 等しく 此 人心 潮流の 

需要に 應 じたる ものながら、 一 は 自ら 創り 他は假 りたる の 跡 遂に-否む 可から ず" 暫く ゴ シゾク が 走りし 極端なる 傾向 を恕 して 

大^の 倾， ：！： を^べ よ。 何ぞ 其の 自創 的に して 發展の 餘地裕 かに 而 して 美的 直覺の 花の 如き や。 不幸に して、 ゴシ. 'ク 的藝術 

を產 みたる 精神 は其餘 りに 高 かりし が 故に、 早く 花と ならず して 萎み 落ちぬ。 急 湍の勢 もて 走る 時代 は 其 萎 花の 上に 囘 古の 

文化. -樹 立し、 例- 大のカ もて 馳 せて 現代の 文化 を 生みな せり。 知らず、 ゴシ ぶの 樓 かに 蕾して ^しく 摧 かれし 文化 は、 其 種 

子 を 後. 代に 见 出し 難く して 止むべき か。 或は 現代が 繼承 せる 文 W 組織に 漸く 倦まん とする 人心 は、 涧流を 溯りて ゴ シ.' クの文 

化に、 新たなる活^I^を求め出づ！^きか。 我等が 來る 可き 藝術 (11 り！： 術の みに あら ざれ ども) の發 展に關 して、 不斷の 興趣 

もて i-- 祭す 可き は、 此點 にあり と 我 は 思 ふ。 

人 は 漸く 部分に 戯き 初めたり。 科 學 は 潮く 各 分科の 綜合す る 所が、 歷中， { の事寶 となす 角度に 就いて 學び 初めたり。 社^科 

は metaphysics と 交渉せ る 諸 點 に 注視し 初めたり。 人心の 倾问 は、 唁々 裡」、 前世が 知ら ざり し^ 界的 思想 を 求めつ k あ 

り。 新なる 11 術が 生る 可き 舞臺に は、 背； 帷幕の 備へ 漸く 成らん とする ものに 似たり。 開場の 夕、 袖 を 振る 優 入 は 復興 期 

の 人の 心 を 以て 舞 ふ 可き や、 將たゴ シザク の $1 の 意 もて 歌 はんとす る や。 

十一月 七 日 — 十一 B 

日の 照る 時 は 僅かで、 北 伊太利の { 人ん は 大抵 雲と 雨と で じっとり して 居た" 何と 云 ふ 事 もない ので、 日記 は 遂に 怠る 事と な 

つた。 

兑 たもの は Sta.  Maria  della  Grazie で、 Leonardo  da  Viaci の 悲しき 壁畫が 筆頭で あらう。 薄 寒い 朝 wramante の、 流石に 

1 九 〇 六 年  五 九  ， 
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1^ 惡の氣 のない 寺の 外 の、 冷えた 1^ 壁 を 見てから cost の 中に 這 入った。 細お い 室の 一端 を 占領して、 キリストが 首を垂 

れて 1^5 られ る" 痛ましく 缺 損した 此所： ^ 所 を 傍の 摸寫と 引き 比べ. て、 健かに 古 入の 筆^ を汕」 つた。 基督の 右手に は ヨハネが 

首を囘 して、 匕首 を 5^ つて 1 方の 手 を 其 肩に かけた ビ，' タ ー に 問いて 居る" ュダが 其 間に 挾って 机に のめる 機に S (髓 の狀が 

まれる。 右手に は ヤコ ブとト ー マス i-i^ したる 一徹 心、 一は 疑惑した る 自 賴心、 表情の 心理的な の は 云 ふ 迄 もない。 其 他 

弟子の 誰れ 彼れ も、 確かに 他人の 摸擬を 許さぬ 力が ある。 配 Si にも 非常な 苦心が ある 様 だ。 蕋督が 中央に 十二の 弟子が W 組 

の篥群 をな して 居る" それ，^. i で顯 はして 見る と (奴に 二 個の 略 繭 ぁリ。 關 式蛴 す) の^^になる。 基督 は全賓 幅の 中央 か 

ら 少し 右方に 描かれて 居る。 體の figure の 配合に 音樂 的の 傾向 はない が繒ま 的の 配合と して は實に 稀に 見る 所の もの だと 

思った。 又 Leonardo が 此晝に 云 はせ た 心地 を Gottls は解釋 して、 主と 十二 弟子が 一 夕 平和なる 小晚餐 

をして 居た 時、 主が 突然 例の 語 を；^ せられた ので、 弟子が 愕然と 騷 いだ 所 だと ある さう だが、 聖書 を讀ん 

で 見る と、 此晚餐 があった 時 は、 弟子の 間に 旣に 一 種 理由の 解らない 疑懼の 念が わ だか まって 居た 事が 朧に 

える 機 だが、 此變も 此名狀 す 可から ざる 弟子の 疑懼が 一 段の 解決 を 得て、 弟子の 驚愕と 一 軒 深甚な 疑懼 

と を惹き 起 すに 至った 場合と して 見た 方が、 更に 强ぃ 印象 を 受ける やうに 思 ふが どうで あらう。 壬 生 馬 は 

此鳖 中に 口 を 開いて 物 云へ る 人を算 へて、 Thomas 主に 語り、 シ モン、 マ タイと テ- ーォに 語れる 外な しと 

結 諭せり 。ベ テロ も 亦ョハ ネに 語りつ \ ありと は 我が 思 へ る 所な り。 他に 壬 生 馬の 觀 察せる 所 を 記せば ( 一 ) 

天色 31^ も 明かな り。 (二) 左より 右へ 光線 。(三) 主に； 1" れるは 一 人。 (四) 弟子に 語れる も 一 人な り。 (五) 他 

は 間き 若しくは 放心す。 (六) 他の ％s.es に對 して 心的 干渉な きもの はュダ 一 入な り。 (七) 髮の色 〔ぺテ 

口の 白と ュダ の黑〕 云々。 Leonardo の 审； ^ は Michael  Angdo の 齊. よりも 癍 かに 解ら な い やう だ。 一 は 其 表 

情 法が 始終 的 であるに も るの だら うし、 j は 彼 自身の 性格 や 智兑が 非常に 複雑な 關係 にあった 事に 

も 依る と S5 ふ" Dostoievsky の やうな 听が あるので は あるまい か。 


お！：：： £： で Ccovanui  Beoap.tine の逍维 を兑 たの も 記^す 可き 一 つで あらう。 壬 生： Ikl の 云 ふ 所に よれば、 此 arK 家 は 伊^人で 一 

ァ ル ブスの 山中に 孤： W して 線で 遊な 描いた 人 ださう だ。 其妻子を捨て、山に入り、紬心にして^1::然の研究に耽りながら、其作 

物 を兑 ると 惑 ふ 所の 多かった 人であった 事が^ 瞭に 判る。 其の あれから これ、 これから あれに 踏み迷った^ を 想像す ると、 彼 

の 牛： 涯が 如何に 悲壯 であった かと 云 ふ 事が しみじみと 思 ひ やられる。 苦 作 をしながら 迷 ふの は 力の 足らない 證據。 力が 足りな 一 

いで 苦 作 をす るの は 向上心、 少く とも 突進 力の ある 證摅。 突進 力が ありながら 中道に して 斃れ たの を 思 ふと 悲しい。 「大. ft 中の 一 

小さい！^ 式」 は 未成で あつたが、 心 持の 深い 作であった。 第一 此 ss. 曾の 害： では Segintini は 完全に 代表され て： ない らしい。 一 

もう 1 つ 記^す 可き は ouomo の 上に 登って ゴ シ" ク 寺院 建築の； 2> お を 兌た 事で あらう。 プ】 ilpno の Duomo は 宏大なる 寺; 

の 一 つで あると 云 ふ 事 は、 世界中に 名高い 事實 だから 此處に 其 大さを 現 はして 見る 必 ：5； ス. はない が、 最も 僕の： 任意 を牽 いたの は 

其 部分の 全^に 對 する 調和と 云 ふ 事だった。 伊太利の 中部から 北部に かけて 旅 をして ると、 常に 接する もの は 復興 期の. 還 一 

践 だが、 僕 はどうしても 其 建築の 中に 不 調和 を 感ぜざる を 得なん だ。 § な Briante の Palazzo  riE の 如き は、 さすがに 一 

初期 文お 復興 時代の 雄大な 氣^ と、 叫晰な 復古 的感 能と を表顯 して nig るが、 一 ^進んで 考 へて 見る と、 此建 1； の 中から Gotf 

の 分子 を収り 割いて、 これが 復興 期の 創作 だと 云 ふ 可き 部分 は どれ 程 だら う。 それが 下って Roma の S.  Pietro となり、 NaT 一 

pics の Sta.  Mr-ria となり、 wclogna の S. l-ktro となり、 "Venice の Sta.  Maria  della  craNie となり、 rlorence の ひ.  》i 

となり Milan の Sta.  Mar:a  delh  Passione となる に 至って は、 あの 華やかに 競 ひ 立った 復興 期の 末路の 平 さ、 g::^ なさに 痛 

ましい 思 をす る 程になる" 最も 有名な S.  Pietro を取って考へ て見ても、どぅも物足りなぃ不調和を感ぜずには111^られなぃ。ー 

^ 1 、 poroh の 整な Corinthian の 柱の 上に 飴^; 上の 様に ひねくれた 1 列の 像が 立って ゐる。 Friese も 高 過き る (壬 半； 馬の 云- 

ふやう に)。 ：S: 部の J^sv- と Nave 及 Transcept  aEe との 比例 はさす がに い  >- が、 もっと 細かい 部分 (例へば 角柱の 裝飾. Jsr 

柱と-川 拄 との 間の arch の frhse となす 關^、  alter の裝 飾〕 に 立ち入って 見る と、 小 細 ェ 人の しさ 5 な 下 凡な 失敗が 此应彼 腐 

に兑 出される。 それ を兑た 服で Milan の Duomo を 見る と、 遙 かに 心地の よい 魏築 である 事が 判る。 固より 此 寺院 は pthic 一 
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architecture の 例と して は 決して 完全な もので は あるまい。 造られた 時代 も、 長い間 か- 1 つて 新 奮-伎工の 優劣 も ある 事 だから 

おっかぶせの 評 をす る 事 は 無責任に 近い 話 だが、 此 建築が 體顯 しょうと した 表情 や 意味 や は、 全體 として 見ても 部分々々 を 

見ても、 直ぐ 胸に 答へ る 事 丈け は 確か だと 云へ よう。 同一 方向に 走って る 感情が 不自然の 屈曲な しに 進んで 居る 點は 否む 事 

力： d 来ない。 全體と 部分と が 始終 互に 1: み 合 うて 居る と 云 ふ 事が、 る 人に 美しい 安 意を與 へる。 あの 最も 不自然に：.^、， 裝 

飾 法 を 用 ひて、 最も 美感 を 殺ぐ 可き 直線の 助け を 借りて 而も 其 全體に 意味 を與 へ、 ^^45を與へ、 美 趣 を與へ 得た る. の、. ：！ 

の凉 しさ は 思 ひ やられる。 

Salton と 云 ふ 江 戶ッ兒 風な 伊太利 人と、 堀と 云 ふ 几帳面な 肺 を わ づらっ て 居る 靑 年と、 渡 邊と云 ふ 東洋 豪傑 的な 靑 年と は、 

僕等が此地の滯^^中の伴侶でぁった。 己れ の 事に 打 かまけ て 心ない 腹 立て や、 風の やうな 悲しみ やら、 罪のない 笑 ひや をし 

て 居る もの  > -、 時々 人の 身の上 を 思 ふと 馬鹿な 顏 はして 居られない。 

 ひ C  n  W  e 1 Z  

十一月 十一 B。 橐。 日曜。 朝， 十 一 時 近く 美 蘭を辭 す。 掘、 渡邊氏 來り经 る、 Lombardia の 平野 を 北に 登れば、 地勢 漸く 變 

じ 民情 亦從 つて ii る。 LagoMagiore の 風光 譬 へな きを 經 終る Alps 連山の 頂、 |t を 冠して 立てる を 見る。 (過 眼の 地 Arona 

より pailanza〕vorzo より gcg に 到る 間、 Sempion の大 トンネル 急行列車 にて 約 三 十分 を耍 す。 汽車 Rhone を 西 行す。 之に 沿 

うて 夕刻 Lago  Geaevae. を 見、 Montreiix を經、 シ ロンの 古城 水に 出で たる を樹 間より 眺めつ . ^七 時 四十 八 分 Lausanne に 入る。 

岩 下、 猪 原の 二君 來り迎 ふ。 Hotel  Eden に 投宿 。夜、 話盡 きずして 十一 時半に 到る、 多く は Hotel の 研究な り 。猪： S5 よく 談ず。 

十一月 十二 曰。 曇。 月曜。 朝、 入浴して Montreux 行 を 企つ。 汽船な くして 發 する 能 はず。 Shelley が投 したる LI 

Geneva に ぷ。 美人 あり 來り談 ず。 ^名して 「湖上の 美人」 と 云 ふ。 歸路、 岩 下の 家を訪 ひ、 夜、 球 突きす。 塞し。 

湖上 白鳥 ありて 遊ぶ。 婦人 小兒、 舟 遊を樂 しむ 事 甚だし。 沿岸の 秋、 まさに 最後の 名 殘を留 む。 

十 一 月. H 一一 nr  00 風。 火曜。 朝、 四 人 同行 Geneva に 遊ぶ。 Mil  Rath 及び 公園 市 w: を 見る。 Rhone 此 湖より 發し 


て 西 流、 ^£,藍靑の如し。 敎 育の 事、 工業の 事、 公共事業 2 設置 殊に 入 目を牽 く。 

タ 刻. 市 を辭 して Lgsie に歸 る。 夜、 論談。 

十一月 十 e;B。  Jgo 水曜" pthlal 及 市 を 見、 午後 二 時 十五 分此 地を辭 して WC3 に 向 ふ。 猪 原 氏 同行。 波 行す る 高原の 

^0 赤 ある sl^ 家。 四時 四十 七 分 Bern に 着し、 中 世紀の 遣 家 極めて 多く 噴水、 時計 樓其他 他 市に 見易から ざる 古 香 を 有せ 

る 叮を經 て、 Ilotel des  Boulansets に 着す。 此夜、 亦 猪 原 氏と Hotel の 研究す。 

ト  一 3 十五 B。 煢。 木曜。 朝、 市 S: を ：！^ 物す。 本 町 を經て Nodeck  Bridge に 到り Aare の 鋰下を 流る.^ を る。 草靑 くし 

て 落 紫 黄に、 金砂 子の 如しと 壬 生 馬 云 ふ。 橋 外の 態 を 見、 河の 右岸に 沿うて 此 町の 全景 (Gothic 的 古 香 ある) を 眺めつ >^徐 

行、 Historioal  Museum に 到る。 SchweU 中世の 室内 構造 及び 橇、 湖上 住居の 上 民の 遺體、 最も 我等が 注視 を 牽く。 

河 を 渡りて 國會 議事堂の 閉會 中なる を 見る。 議員の 用語 佛、 搦、 伊。 中 食後 >.-^  18 を兒 る。 Fellinand  Hodler の 

William  Tell、 『甕」、 「夜」、 「勞 れ」、 Arnold  B5ckUn の 「海の 靜 かさ」、 Miuet の 「wanner の 像」 StanfTer  (Eem) の Geneva 

Charles  Giron 等 注意す 可 し。 

夕 五時ナ 五分 發、 Ls«3e に 七 時 四十 八 分 着。 猪 原 氏 は wfdl に 別 わ、 Interlccken に 向 ふ。 Hotel  R5toli に 投宿。 

十一月 十六 曰。 曇。 金翟。 朝、 古 橋 を 渡り 亦 Kof  w^^l に 行く。 十 時 少し 過ぐ る 頃、 汽船に 乘 じて Lucerne,  Vierwald, 

Smter 及び Urner の 四 湖に 遊ぶ。 1 の 諸 山 ？ PI  stierhain,  Rigi, 其 他、 冠雪の 諸 山 を 見る。 Schiller^  Stein,  Tell、s 

Capperan を經 Fltten に 着し、 上陸して 少しく 散 ¥。 天 雨 降らん とし、 壬 生 馬、 來 年来る 可き 宿屋 を ねら ひ 置く。 山 色 明媚、 

k 態 透 潤、 奇峭を 極む。 夜 小兒來 る。 階下の 喫煙室に 町の 靑年 十數人 來りビ ヤノに 合せて オペラ を 練習す。 聲調 最も 聞く 可し。 

十一！ T 十 七日。 暴。 土 曜。 朝、 Thonvaldss の 岩 刻の 獅子 を 見、 氷河 園に 到る。 觀覽 、興 を 催す 事 多し。 に by ュ nth にて： 《 

田 <iC 者 時に 一 驚 を 喫す。 soch によりて 設計せられ たる 戰爭 平和 博物館 を兒 る。 印象 を受 くる 事 多し。 

午後 一時 七 分、 市を辭 して、 二 時 二十 一二 分 NI に 着す。 Buchmann 先づ 來り迎 へ、 次で P  Camper 及び A.  Sohmid に 
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會す。 M 人 を 伴うて KUnstlcrgut に 向 ふ。 Hodler,  B^cknD,  Keller の 作 を 集めたり。 第二 者 「 老」 最もよ し。 大 學附屬 5! 書 

館に 日^ 錦 緒の m 集 を 見、 後 Urich に 老：： 細 人の 家 SS ひて 茶の 御馳走になる。 

夜陰、 此 市を辭 して Sclui ョ： ausen  Hotel  Sohwaiien に 入る。 靜寂 古雅の 市。 此夜 Gamper 我等の 爲 めに づ iolin-cello を荸 

じ、 Hotel の 娘 Tildi、 瑞 西の 野 唄 を ふ。 

屮 一月 十八 日。 00  000 朝、 晚起、 旅の 勞れ を醫 す。 午後 G.  B.  S. と共に、 Singapore にて Inl 產を蓄 へ 得し Stutzencgger 

氏 を訪 ふ。 次男 Hans 氏 畫と樂 とに 長ず。 其 畫.：1{!| に 作 を 見る。 S 大の 作物 多く 亦 特長 あり。 家を辭 する 時 や >f 日 傾く、 Gamper 

il 中の 京 花 を 採りて 我に 與ふ。 

歸路、 畫 家が 名 づけて 「富士山」 と稱 する 山 項 を 平野の 彼方に 見る。 

夜、 Emma  i-orster の變應 となる。 Gampor の 兄、 Camper と p;ano と violincello との 合奏 をな し wmma 亦！^ IE す。 

十一月 十九 B。 曇。 月曜。 朝、 同行、 Minstct の Cloister と 有名なる Gloke と を 見る。 "Vivos  voco,  Mortuos  pla:.:o, 

FhlNuta  frag" と：}^ へ る Schiller が Das  Liel  von  der  Glodce の 題字と なせる 銘、 刻まれたり。 Goethe 此 #1 に 遊び 書し c 

Schiller に 经れる もの。 1448 の 鑄 造な りと 云 ふ。 

辭 して Munot 城に 登る。 樓 守に 鈴 を傳 ふれば 樓 上の 窓より 綱を俾 へて 鍵 を 渡す。 樓 上の 眺望 絕 i^o 寫眞 す。 後 Gamper 

の騫 幸： に歸 りて 其 作 を 見る" 水 彩繫と lithograph 多く を 占む。 

午後 相伴 ひて Falls  of  Rhine に 遊ぶ。 左岸なる 丘上に Schloss  Laufen あり。 瀧 は 幅員 125  yd、 高さ んど百 feet 、中歐 の 

1 大奇聽 たり ノ 一 行 小兒の 如くな りて 之れ に戲 る。 右岸の 小亭に 少憩して 歸 家。 

十 一 月 二十 or 暴。 火曜。 朝、 一 行 Tildi,  Emma,  Lili 等と 共に Schmid の 家 ある Dissl:ausen に，： 1： ひて 汽車 に^ず。 一 行 

の 目的 は 彼 所に 汽船 を储ひ I! 乘 して Sc:iuffhausen に歸 るに ありし も、 風 激しく して 行 を 企つ ろ 事 能 はず。 已むを 得ず 橋畔 

の 小 亭に會 す。 又戲 害： す。 Alps の 山より 來れ ると 云へ る 老爺 あり。 我等の 爲 めに 山中の 歌 數„ ^を吟 じ、 又 河畔に 出で >t 


Alps-horn を 吹く。 悲音溺 々として 入 を 傷まし む。 

タ刻風 止む" 卽ち 汽船に 乘ず。 雨 遂に 到る。 此夜 violin と viclincello の concert を hotel の 一 室に 聞く。 演ぜられし 所 

Mozart,  Kavden,  Bethoven,  schumann、 樂む事 甚し。 

liir 伊 國の花 Mimosa を 裔し歸 りて 我等に 贈る。 

十一月 II 十 1 B。 水曜。 曇。 朝、 Keimatschuty 發 行の 雜誌を 註文す。 

午後 Gampcr,  Buchmann に 伴 はれて 公共 小學 校に 到り、 第二 第二 年 級の 獨逸 語竝に 歷史講 座 を 見る。 曰 本の 切手 を 牛： 徒 

に與 ふ。 

辭 して LIU の 家を訪 ひ、 茶の 御馳走になる。 1^33a、 我等の 爲 めに 黄菊 白菊 を 贈る。 

夜、 Stutzenegger 氏の 晚餐に 招かる。 壬 生 馬 「花咲かば」 を謠 ひ、 我 「忍路 高 島」 を 唄 ふ。 

十一月 二十 一一 日。 木曜- 00 一行 及び Lili と Bale に 壬 生 馬の 友 Zubrel を訪 ふ。 汽車 途に Schwarzwald 及び Schakingen 

を經、 一 i  Karlbach の Koltherz  " 一  は SchafTd の "Trampeter  von  Sahakingen  " を 以て 我が 旣に 知れる 所。 過 限の 風光 

更こ醫 知の 思 あり。 Bale は 瑞西國 第三 位に ある 大都會 なり。 Pinaketaka. に Zubrel に會 し、 畫堂を 見る。 W ひ ckrb の 壁畫、 

Ho:bein,  B5ckllD の 諸 作 等 注意に 値する もの 頗る 多し。 

Munster 及び Rahthause 共に 頗る 人目 を 牽く。 

鼸時、 車中の 快 笑。 翳 宿せし は晚 かりき。 

朝、 Giper が镊 したる 作物 を 見る。 馬車 を驅 りて Re:senan 其 他の 郊外に 遊び、 又 Amsler 氏の 畫室 を訪 ひ、 Stutzneggei 

氏に 暇 乞 ひし、 Lily の 家に 暇 乞 ひし、 又 Emma の處 にて 晚 くまで 遊び 戲 むる。 

十一月 二十 I- 一日。 金曜" 晴。 朝 十二時 十分 sdufnlelsen を辭 して 涕淚 を垂 る。 

Gampcr,  Bu:htnonn 经 行して Znrioh に 出で、 Historical  Museum  (潤澤 なる 蒐集) を 見、 後山 上より 落日の Zurich 湖竝に 
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冠 M の Alps 逋山を 景情 共に 絕桂。 林 樾を經 て 市に 歸り、 點 燈時 slrick 夫人の 家を訪 ふ。 Bohmid,  Tildi あり。 茶菓。 

夜に 入りて 散策し 月明の 湖畔 を 行く。 月の 傍に 輝け るが Venus,  Elf 水中に 歌謠 して 人 を 誘 ひて 幽界に 陷 らしむ。 汽車に 薬 

じて 夜行く。 夢に 赤き 火の 機關 車に ともされ たるが、 遠く 更に 遠し。 好める は 秋と 春。 春に は 常に 期待 あり。 人 を 誘 ひて 何 

者 か を 求めし むれ ども、 我 嘗て 其の 何なる か を 知らず など Tildi 語る。 

夜食 後會 話" 家を辭 して 停車場に 到る。 十 一 時 二十 分に 發す可 かりし 汽車、 四十 分に 發 せり。 共に 別れ を惜 む。 

此夜、 武郞 の頭亂 る- -事甚 し。 車中に 呻吟 殆んど 一 睡 をな さず。 まゐ りたる 氣 味なり。 

D ひ utzland  

十一月 一一 十四日。 土曜。 P0 朝 七 時 Mtlnchen に 着す。 Hotel  Rcther  Halm に 入り 十二時 頃まで 苦しき 夢の 境 を 迎る。 

午後 Old  National  Museum に 到る。 陳列 品の 整然たるに 驚く。  Maximilian  B;lkke より Maxhnilineum を經、 八 ム園を 散策し 

て鼸 宿す。 

十一月 一一 十五 B 。〔此 日 壬ネ： 馬〕 日曜。 朝霧〕 晴。 當 市が 凡ての 富 を 積む とも 其 所有物 美術品の 萵僳 なる に 及ばず と 云 はる 

る も、 恐らく は此ー A  一  tea  Pinakothek を電 しとす るが 故に あらざる か。  - 

開館 は 十 時な り。 濃霧 か k りて 頰 塞し。 屋根の 黑き 山形、 枯 枝の 大木 ゆかしと 思 はる。 霧の 高さ は 僅か 三十 丈 も あらん か、 

塔の 項點に 朝日の 光る 寧な ども あるべし と 思 はる。 か. -る 暗鬱なる^ (此頃 七 時半 燈を 消し 五 時には 又 點 燈 せり) にある 

者が、 此 物質的 文明 を 築きた る眞に 赏讃す 可き なり。 又 それと 共に 美術的 智能の 幼穉 なりし を も咎む 可き に は あらざる べし。 

自然の 明快に して 樂み を與 ふるや、 其 民 遊戯し、 自然の 晴澹 たる や、 其 民先づ 自己の 保護に 忙しく して、 遊戯 を 求 むれ ども 

其 時 を 失 ふに 至らん。 伊太利の 國 民が 藝 術に 迷へ る は、 知識 的 素養が if 度なる 感情、 肉體の 遊戲に 打ち 負けた る 時代なる が 

故の み。 彼等が 錄 術に 遠く 見し もの は 今 地上に あり。 今 地上に ある もの は、 明日 何れに か 向 はんとす る や。 それ は 反問の 材 

となす に は 足らず。 思想の 偉材が 獨 逸國內 にあり て すら 南より 出づ ると 云 ふに あらず や。 此巿の 民を兒 るに 瑞 西の 如き 質： 朴 


の 性と 明^なる s= 的判斷 力と に宮 むが 如.，^。 彼^ は尙ほ 【刑 歩す 可き 旣約 あり。 未來 現今 は 15- に. 5、 角に も、 進歩す べキ 民、 ^ 

て 心地よ き 民な り。 悅 しく 思 はる >- 世の 一事な り。 徒らに 旣往を 顧み、 悅び 悲しむ 事な かれ。 これ 若き 民の なすべき 處 にあ 

ら ざれば なり。 唯^^：：き若き民ょと友の如くに讚めんと思へ！ 

和^ 陀$ ^家の 1 に は 富みたり。 レンブラントの 肖像 は 云 ふまで もな し" 其 製作 も 三 四 を 見たり， - 彼の 先 驅者を 1 砰べ 見る 

に、 旣に レ ンブ ラント の來 らんと する を 待てる が 如し。 彼 は 立ちて 寫實の 道より 其の 求めに 應 じたれ ども、 想像力 は 未だ 必ず 

しも 前代の 束 純を脫 せず。 思 ふに 凡て 藝 術に 寫 實の與 ふる 最大なる 恩惠 は、 自. S と 新鮮に 過き ず。 未だ 藝 術の 中心た るべき 

想像と 天才と を 左右せ しもの ある を 見ざる なり。 故に 天才 ありて 想像 饒 かなる 作者に は 寫實の 事 同意義に あらざる を 知らん 

乎。 バ ン ダイクと ゲ エラス ケスが 同年に 生れた る を 偶然に 知りた るが、 こ はいと 面白し。 稍 i 平く 先生 分な れどチ チア ンを加 

ふれば、 或點に 於て 三國の 似た る齊 家と 云 ふ を 得ん。 その 形の 似て 心の 同じから ざる 亦 "：^ 白い 哉 U 

I^ubens に は 中央の 廣き 一室 1^. 與 へられたり。 作の 數 三十に も 餘 らん。 Umci の 諸 作より 電耍 なり。 彼が 運筆の 妙、 お 彩の 

•H 山、 製作の 精力、 搆陶 の大皆 喜ぶべき に 似たり。 しかも 余の 好まざる もの ある は 何ん ぞゃ …… U 或は 其 作の、 目に 映りて 

智と 情と に 逼り來 る もの を缺 ける が 故に あらざる か。 彼が 肖像 を 見る に、 作 中の 人物の 肥 滿樂天 的なる に反して、 瘦 せて 蒼 

き闭色 をな せり， - これ 甚だ 考 ふべき 現象な り。 

太 利の iJtil に 入れば 故鄕に 入る の 思、 油然と して 湧き 來る。 伊太利の 恩惠 なくして 一 事 を もな し 得ざる 北 歐の諸 刷が、 今 

は 我が物 顏に其 末路 を 指す。 これ を 何とか； K はんや。 外にべ ニス、 スパ ニヤの 畫派 あり。 

西卞 X 派の 後世に 殘 せし 一 大罪 は旣 にべ ラス ケス、 ムリ 口に 表 はる &黑 色の 亂用 なり U デ 力の 畫は 或は 多く 西靈 派の 感化に 

は あらざる か U 疑を存 す。 

更に 興味深 かりし は、 初代の 獨逸 派の 作品な り。 我 は 殆んど 始めて 見た る 事 なれば 甚だ 愉快 を 感じたり" 獨逸 派と ii も 北 

|£卽 ち 白、 和の 感化が 曼に 入りし 跡な り。 今 鼓に は 略す。 
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畫 堂に 逍遙せ る 二人の 日本 學 生に 逢 ひて 歸途に 着く。 

m 曜の 事と て 諸方の Moseo 閉 され たれば、 停莩 場に 廻 遊 切符 を 間 ひ 合せた れど果 さず。 ィザル の 川霧 深くな りて 雨に 似 

た e ど EngUscIier  Garten を 見ん とて Siges  Thor より 電車 を 下る" 三 間 先 は 見えず。 夕方の 氣候 寒くな りたれば 僅かに 見て 

歸る。 か- -る 霧の 中に ありて 濕氣の 少なき は 怪しむべし。 

夜、 家 一 君の 紹介し 吳れ たる 大瀧 君を訪 ふ。 不在。 H 曜、 日本人 會 あれば 行って 見る。 留 is 氣質を 物すべき 種に もやな 

るべき。 霧 あがり 天黑 かりし。 Marien  Platz の 自動車の 客待ち もな く 人 通の 傘も少 く、 電車が 電火を 放って 例の 音 を 立て \ 

線路 を 走る。 靴の 底が じたくと なる。 

十一月 一一 十 穴 B。 月曜。 藝。 昨 曰 約し たれば 朝、 大瀧君 其 友 三 宅 氏と 共に 來り、 我等 を 誘 ひて Academy  of  Fine-art に、 

日本より 來學 の畫家 安田 氏を訪 ふ。 寢坊 して 來ら ず。 止むな く 彼 を 其 家に 訪 はんとして 途中に 相會 す。 再び Academy に 到 

る。 IF の 得る 處 なし。 Academy を辭 して K.em  Pinakotheka に 到る。 K:ar,-ba。h,  Lenbach,  Feuerbadi,  Herterich, 等 Munchen 

の畫 壇に 生命と 統 1 を與 へたり て ふ 人々 の 作 あれ ども、 最後の 一 人 を 除く の 外 は 甚だしく 我等の 注意 を惹 くもの あら ざり き。 

wscklin の Waves" は 傑作と 稱 すべし。 大波の 中に 男女の 人魚 游泳せ る もの。 他に Watts の 小作 あり。 彼の 作 を 見た る は 

今が 初めてな り。 

午 食後 二人に て Schack  Garbry に 到る。 階下 は 殆んど Becklin の 作 もて 滿 されたり。" The  ShephercTs  Complaint へ- "Villa 

on  the  Sea" 等 見る 可し。 階上に M.  vs  Schwind の 小作 十數 あり" 中に 就きて 搆 圖の淸 新なる もの、 漁 女の 湖面に 水 か r 

みせる、 神 女の にか X れ るな ど。 

家に 歸 りて 後、 銀行に 到りて 金 を 受取り、 夜 は 買物な どす。 

十一月 一一 十七 B" 火翟。 曇。 朝、 Frauen  Khche,  Pietrus  K. 等を訪 ひたる 後、 Bavaria  National  Museum に 到る。 鬼 集の 

多、 ひたすら 人目 を 驚かしむ。 若し 精細に 各 時代の 差異 特長 を 研究し なば、 我が 論文の 材料と なさん に は 屈竟の もの あるべ か 


りしな らん も、 餘 りに 多ければ 只 打ち過ぎぬ. - 

SchUler の W ひたりて ふ 机、 m 。へ ン、 遣髮、 B.smarck の 杖、 略帽な ども あり。 

午後 く 休憩して 後 雨 を 冒して Library に 到り、 久濶に して 靜讀の 小 時間 を樂 む。 Jirandcs の囘顧 錢英譯 されたり と 云 ふ J 

1 口 も：： 十く 兑 まほし きもの >1 1 なり。 Library の 建築 は rxatisbom 型の 最上の j 例な りと 云 ふ 。要するに 溶解せられ ざる 古代 

^築 結晶 片の築 合に 過ぎず。 

此夜大^！ぉに誘はれて日木に在留せりてふ 1細菌學者の 「日 太藝術 講話 j を さる 集會 所に 聞く。 語通ぜ ざれば 悲しく も 唯 

默す 可き のみ。 後大 瀧、 二 木、 安田、 一人の 镯 逸人と 共に 王室 附ビ ーャ； ，ルに 到りて 其 規模 を 見る" 六 千 人 を收む 可し と 

なり。 大 堂の 中樂聲 盛に 起り 殆んど {1^ 席な し。 {r^ 氣は蔑 煙と 酒氣 とに て 鉛の 如く 重く なれ ども、 かの Teuton の 子 はよ く 語 

り、 よく 笑 ひ、 且つよ く飮 む。 

^に 着きし は 十二時 稍 i 過ぐ る 頃な りき。 ビ， 'ャ .ポー ル にて 會 せし 二人の cn 本人 を 合せて 我等 七、。 

十一月 二十 八日。 水曜。 曇。 朝 六 時 二十 分 程の 汽車に 乘 ず。 暗ければ 汽車の 木椅に 凭りて うとく まどろむ。 漸く is 明る 

く なれる 窓外 を 望めば、 純獨逸 的の 風光 は 我等の 眼前に 開かれたり。 規則正しき 殖林、 平らなる 低 野、 低き 岸に 溢れ 曲 

りて 流る、 小川、 手 を 組みた る 如く 睦ま しげに 此處彼 處相隔 りて 立てる 村落、 瑞西 山頂の 奇峭は 此に來 りて 漸く 平凡なる 我 

^力 邪界の 風光と なりぬ。 松、 樺の 林 際立ちて 見やらる。 汽車 ッ， Uraberg に 着せし は、 午前 十 時半 頃。 Hotel  Victoria に投 ず。 

1^ ちに 病 を 出で &  Germanissche  Museum に 到る。 Carthesian  Monastery の 古 建築の 中に あり。 一 方 こよ， 舊壁障 をな して、 

Monastery は此 みき 都の 雨の 中に 暗く 立てり。 镯 逸の 市の 何れの Mseum に 到りても ひたすらに 驚かる >f は、 蒐集の 夥多に 

して 秩序 正しき にあり。 此館亦 其 例に 漏れず Romanesque,  Gotl.ic の 古 彫刻 は 殊に 熟視の 價値裕 かに、 此 市に 名高き 人 、玩 

具 及び 科 舉資驗 器の 古き 遺物 は 甚だ 目を牽 けり。 古代 服装の 模型に 代 ふるに 諸 名聱の 摸寫を 以てせる は亦此 館の 一 特色と 見 

る 可し。 縛畫に は獨逸 派の 作 多少 を收め たれ ども、 MKJrer 等 重要なる 人々 の 大作 は、 此 市より I&inchen に 移されて 今 は 多 
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からず。 

午 マ 凌 は 市 內の兑 物に 費す。 St.  Lorei:zo の 大厦を 仰ぎて 後、 ^^J^^  Market に " S い hSner  u.  Is^epturn  wrlamen  " を ：！：^、  St. 

Sebaldus に St.  sslTJCrs  Shr;ne  ("  Sebaliiis  Grab  d と稱 せらる \  Pet  r  VisAer が 十 一 年 を 費して 大成した る Shrine の 純^ 

逸藝 術の 高潮 を 示せる もの を： DT  grcr の 立像 碑を經 て其舊 IM を 訪れぬ。 鐵の 如く 冷やかに 黑く 立てる 城壁の 一門に 對 して、 

街角の 小 地積 を 占めたる. もの。 これ 彼が 霜 室に 招ゐ しと 云 ふ。 階下の 數 室の 古臭に 滿ち たる を經て 階上に 登れば、 其 客室と 

食堂と iill と あり。 彼が 用ゐ 慣れし もの- - 凡てと sketches の 珍ら かなる ものと 其 四 壁 を 飾れり。 更に 三階に 到れば 其 木版 

陳列せられ たり。 Melancholia  - と稱 する 一 木版 賫の reproluction を購 ひて 歸る。 あはれ Durer. 彼の 畫は 多くの 入に 解せ 

ら るべき それに あら ざり き。 北方の 塞氣 に！ g 曲して 育ちた る 如き 其- 大才 は、 厭 I 心 を さへ 催さし めんと する 形 體と表 想の 中に 

彼 入せられ たり。 され ども 彼が 筆の 中には 力 あり、 氣 あり、 熱烈なる 一滴の 涙 あり。 傲岸なる 潜 默の悲 みあり。 言肇顯 はし 難 

き 一 種 人心 深奥の 聲を 捕へ， 傅て、 其 作 を 熟視 すれば 我が 心 知らず して 搔き むしらる. - 如き を覺 ゆ。 我 は、 彼が 深刻 を 好む を 

禁ずる 事 能 はず。 

Dtirer の 家に 向 ひて 立てる Thiergarten  Thur を經て 丘上に 登り、 Burg の石墻 によりて 四 望す。 蒼 古の 景情" 

丘 を 下りて Egidien  platz に MelaadUoa の 立 隙と 其の 罰 立に か、 る Gymnasi  m を 見、 Tuchens*a.asse に 形 面白き court  二 

三 を兑、 Vordere-Insel を經 て歸舍 す。 點燈 時、 夜、 • 散歩。 

十一月 一一 十九 B" 木曜。 曇。 風。 朝、 電車 を Maximian  Piatz に l&i り、 Max.  Brllcke 上に 立ちて ヌ Umbsrg の 古き 兩 岸の 

家々 を 見る。 河の 水 黄に 濁り、 岸の 木黑く 枯れ、 古き 家々 の 瓦 は 朱に 赤く、 壁 は 灰に 黑 みたり。 { 人 なを 仰げば 溶と して 鉛の 如 

き 雲蕭々 たる 秋の 雨 をく だす。 

午前 十 時 某 分、 汽車に 难 じて Drcslen に 向 七 過^の 風光. 前路と 甚だ 多く 異る ことなし。 列車 漸く  cresden に 近 からん 

とする 走 丘の 線路に 逼 りて si を 遠く^ 下にした るが 如き 所 數¥ ありき。 曠野 時々 群 烏 ありて 亂れ 飛ぶ。 审中 sl,5alt 


より 來れ りと 云 ふ 一人の Dresden に 保姆た るべき 娘を携 へたる が あり。 會^ を 求め 西歐 の葡， 餡 酒な どを薦 む？ 我何ぞ 入に 近 

づき 親しむ を 厭 ふの 心 此の. S  く甚 しき。 好し 二：：； の 溫情を 心に しめて 曠野に 活 くる 人た るに 任ぜん。 

風 激しき 夕、 七時汽 {^  Dresden に 入る。 停. 单場 前の Central  Hotel に投 ず。 晚食後 散策して Kg?  Carola  BiUcke のまと 

りにまで 到る。 

十一月 三十日。 考 風 C 餘 りと 云へば 憤ろ しき 空よ。 我が 日記の ぺ ー ジを 繰り 見て、 汝は 若き 二つの 旅心 を憐 まざ 

る や。 

朝、 Alt  Markt を經、 Rathhcu,ie  Kiinigi.  PlaU を Hof  Kirche を 左に 見つ .1 wlbe 河に 出で、 左折して 1々0。」。0 建築の 精 if 

と稱 せらる、 Zwinger の Art  Museum を 見る。 其 鬼 集の 遍 きと 精なる とに 於て r^ci,  Pitti,  Louvre と 並び 稱 せらる、 もの 

是れ" 神々 しさの 極み を盡 したる Raphael の " Sisthe  Madonna- の ある 所 は 是れ。 我等が 想像の 達 境の 狭き は、 此寰に 見 

て 亦つ く，.： L\ と 思 ひ 知らる 可し。 打 見て 唯 驚く のみ。 かく ある 可し など 永く 永く 思 ひ 設けた る 空中の 樓 閣はバ ベ ルの 塔の 如 

く 跡 もな く 壊れ 失せて、 驚嘆の 限の 前に 神と 其 母と は、 #! 遍の 光明 常住の.：！ n 在の 中に 立ち 給へ り。 圓 かなる その 筆よ、 圓か 

なる 其 心よ。 

Titian,  Palma  Vecchio,  Veronese,  Claude  Lorrain,  Rubens,  Van  Dyck,  Franc.s  Hals,  Rembranit,  Horbein 等の f«.st. あり 0 一  々 

稱 -1^ すべき もの u 忙 はしく 晝食 をした >t めて 再び 館に 入れる に、 昨日 汽車の 中に 遇 ひたる 人に 遇へ り。 三時 館 を 出で て 彼等 

と Opera  llouss の廣 場に 遇 ひ、 電車に 禁じて Rochwitz の 丘上に 到りて cafTee など 飮む。 

^贫後 P  c§p" の 父の 家庭 を Lilian  gassi に訪 る。 一 家出で 迎 へて 歡待： 錫 知の 如し。 

十二月  一 nr  土曜。 暴。 朝 G.impcr 氏の 家に。 其令孃 Bertha と 再び At  M§§ に 到りて 新時代の 竄を 見る。 注意す 可 

きもの 甚だ 多し。 wscklin の "Dcr  K:rieg,-  "Sommer,"  Georg2  Courbel の s-,etn  luopfer,:  Clurks  clu  chavasles の 「海の 

夕 づき」 とも. ぶふべき 作 其 他。 
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Arnold  Picture  Exhibition を 見る。 現在 當 市の 美術家の 作 を 集めた る もの。 見る を恥づ べき もの。 

Zuringear 西方の 池 端より 丘上 を經て Gamper 氏に 到り、 中 食の 御馳走と なる。 Bertha、 我等が ために chopitv を彈ズ wertha 

はすな ほなる 心 持てる 若き 婦人な り。 

食後 老いた る Gamper 氏と 共に 停車場より 一 一時 十三 分の 汽車 を 取る。 Berlin に 着せし は 四時 や \ 過ぎ。 

Hotel  HolBteln に 入る。 
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根な し 藻 

ち、 は  >- のみ そばに さ  > "ぐ 

十二月 二日。 曰曜。 雨。 窓より 望めば Inhalter 停 束 場の 黄な ろ 煉瓦、 冬の 雨に 濡れて、 道行く 人、 馬車、 電車の 聲、 唯囂 

し U 自然 如何に 狂 ふと も 其 聲には 常に 破る 可から ざる 調和 ある もの を、 人 自然の 一 分子と 生れて 何故に しかく 自然の 調和 を 

破る に 巧みなる や。 朝、 Museum  fLir  VSlkerkunde を 見る。 例に よりて 蒐集の 汎き事 驚く に堪 へたり。 Mexico  土 蕃の石 こ 刻 

みし 彫刻物な ど、 其 技倆の 卓越せ るに 心牽 かる。 見 終らざる に 時 来りし かば 辭し 出づ。 

午後 寫眞 し、 大使館に 來書を 受取る。 中には 母上の 音信 あり。 他に 我が 許に は 森 本より 二通、 Fanny,  Agnes より 各 i 一通 

あり。 心燒 くが 如くな りて 歸途 歩みながら 貧り 讀む。 何れも 心 籠め たる うれしき 昔 信な り。 森 本 は 夫子 先生の 生 JKI の 樣と遠 

離の 悲みを 傅へ、 Fagy は 我に 新しく 生れた る 小猫に 名を與 へん 事 を 乞 ひ來り (我 は 「ふじ」 と 命じたり〕、 Agnes は Esther 

の 長 じて 歩み 且つ 語る に 至れる を 報じたり。 

何事 もさて 措きて 家に 歸り、 彼等に 经る 可き 手紙 端 書な ど認 む。 壬 生 馬に 高山 氏の 「想 華 及び 感想」 を 绘れる もの あり。 取 

りて^=^窗簡文を讀む。 彼の 情の 細かに して 且つ 其 生の 憐れむ 可き 跡な ど、 今日の 神 經昂れ る 我等に は、 中々 に讀 むに 甚へざ 

る もの あり。 
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有 ii^ 武 郞八ェ 集^ 十卷  七 四 

Gampsr 氏の 夕刻 此市を 去る を、 停車場に 送らん として 遂に 遇 ふ 事 能 はず。 

十一 一月-一  B。 曰曜。 雨。 朝、 National  Gallery に 遊ぶ。 Bsdin の" Chrbt  and  Mary,-  "  Meeresbrandung,- "  Ein  Frahlingsta2,、> 

-Der  Ere ョ it つ 一 ， A.  Becgn  mit  Tode つ- " Krszabrahme  chrlsto、  "  Dair.en  Bildung" 等 あり。 Has  von  Mare。s  (183:11887) 

の 諸 作 は、 其 技倆 甚だ 穉拙 にして 而も 風韻の 自ら 人の 心.^ 牽 くもの。 其 他 近代 諸畫 家の 作 多く 收め たれ ども、 さして 注意に 

値 する もの は 見當ら ざり き。 此所 にて 遇 ひたる wstcm の！： 浦と 云へ る 日 下部 氏の 同窓と 共に 中 食 を Friedrich  Brlicke の 

河 4? ひこし. こ、 め、 後 Hof ICirche を 見る。 Italian  Renaissance  style にして J.  C.  and  Julius  Raschdorf が 1894 に ェを蔔 め 

たる ものな りと 云 ふ。 內 部の 壁 賽其他 未だ 成ら ざ， C もの あり。 外面 全部の 形式 は 其 大體に 於て 大過な きが 如し。 歷 代の 帝王 

宫親 は院內 左方の 一 堂の 中に 眠れり。 規模 甚だ 豪壯 なれ ども、 藝術 として 其 價値を 批判せられ たらん に は、 若干の 傲 顏をか 

なし 得 可き。 

4 銀. 一. 了に 到り §0  franks  ^受取りて 歸舍 す。 さらぬ だに 短き 曰の 雨 さへ 降り 添へ たれば、 街頭に 灯と もす は 四^ 牛に 

滿 たざる 程より なり。 

夜、 話題 我等が 未来の 事業に 移り、 二人 耳の 熱する を覺 えず。 我等が 信念に 對 する 互の 觀想も 1^- 

十一 一月 四日。 火翟" 雨。 朝、 Post  01 に 到れる 後、 王宮 を： Gl^ る。 室に 入れば、 案內者 仁王の 荩鞋の 如き 上草履 を 持ち 來 

りて 我等に 穿た しむ。 我 は、 現在の 費 族 根性と は 滑稽 主義と 稱す 可き ものな りな ど 思 ふ" 

«^ 室の 鬼 麗は人 ni: を聳 つるに 堪 へたり。 Goblan 織の 座 枕、 純金の 脚 を 有せる 椅子 や、 一 々手 もて 縫 ひな ほせり て ふ 王座 

の f 握 や、 窓 を IP して 見える Unterder  Linden の 眺め や、 此ゃ彼 や。 入 は斯く 物事 を複雜 にして 活 きざれば えらから ざる 

なりと よ。 

大宮を 造りて 彫らし むる に ミー ohael  Angelo なく、 描かし むる に Rppllael なく、 已むを 得ず して 珠を 躍らし め 金 を 舞 2^ し 

む。 憐れむ 可き に 非ず や。 


Okl MlKci に 到る。 ペル 十六、 ト七 世紀に 成された る Persia, 印度 等の 彩賓 甚だ 我等が 興 越 を 促せり。 Arabia,  Egypt の 古 

陶§ ^も 亦 I：、！ り。 Fgypfg  Mus2um の 如き も、 其 陳列の 法、 鬼 築の 澤に 於て 範 を. 取る に 足れり。 後 perg,_.mon  Muscm に 到る。 

rcr^.lns の alter の 外郭の 腰に 彫られた る 彫刻 を、 運び 移して 此に S きたる もの、 缺損 中々 に甚 しけれ ども、 當年 これ を #3 

りし 人々 の 心の 優し さは 香 はん 計りに して- Grrek 自然 神敎の 全豹 は 宛ら 眠れる 豹の 我等が 前に 其跟を 開きた るが 如し" 希 

腿の 術に 心 潜めた る 入、 此 市に 此物を 見る は 如何なる 慰藉なる 可き ぞ。 

常 J 雄 に^じて CharlottenbLirg に 到る。 天 雪 ふらんと して 寒き 事甚 たし。 R 本人の 多く 住める は此 所な りと ぞ。 党る 可き も 

の も 兑 ずし て ぎ， 欢 に歸 る" 

父上 母上 共 他の 事し みぐ と 語る。 

十二月 五 or 水曜。 雨。 Frederich  Museun に 到る。 下に は 彫刻物 古器 其 他" 階上の 縛 畫館は 午後に 殘 して 中 食す。 Ne- 

rbknl 及び 獨逸賽 派の 諸 作 を も 見 終らざる 中に 時間 迫りし かば、 出で. 1 歸途、 土產 物な ど 買 ひ 家に 歸るリ 

今夜 王室 附 opera  House に str,ulss の rsals も、 演ぜら る  >-箬 なりし かば、 これに 到り たれ ども 切符 は 賢り 切れたり。 

S し Inuspiel  Haus に "IISlleL- を 党る。 我の 見た る もの 米國に 於て Ma.lsfidl と Sorah  wemhardt, 獨 逸に 於て Matkowsky. 

歸<^ 後大 に疲勞 す。 

十二月 穴 B。 木曜" 雨" 朝、 Frederich  Mus〕um に 到りて 殘餘の 陳列 品 を 見る。 Botticelli の 高き と Raphael の 尊き と は、 何 

の點に 於て 異れ るな ど。 Ribnmdt の 「兜 被れる 人」 と 云へ るも此 にあり。 

大使 誼に 到り 又寫眞 の 見本 を 見る。 大使館に は 又 諸方よりの 來狀 あり。 家に 歸 りて 其 返事な ど Sic く。 壬 生 馬に 中央 公論の 

「s 期 附錄」 を ^れる もの あり。 讀む。 特に 注意す 可き ものな し。 

+  二月 七 曰- 金曜。 雨" Gampsr の 友 Wcis と 云へ る畫 家に 遇 ひ 得 可き 山 もやと、 昨日 出發す 可き を 今 曰に 延ばし たれ ど 

も 込に 遇 ひ？， 1^ ず。 K-,sstge.verhe,  vslkerkslde  MUS2 ョ を 見る。 我等が 最も 注意せ る は 日本の ものな り。 歐洲の 中心に ありて 
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日. K の ものに 注意す る 我心に 注意す 可き なり。 

午後、 Tier  Garten に 到る" 獅子、 虎、 牝獅 など。  . 

夕刻 五 時 五十 五分の 汽車に 乘 じて 此 面白から ぬ 印象 を 受けた る Berlin を 去る。 車中 一 人の 絹 尚と 知る。 共に Central  Hotel 

に 宿す。 散歩す。 九 時 過ぎ 彼の 伴へ る 娼婦と 共に 夜食す。 彼女 栩撟と 云へ る B 本人 を 知る。 歸途黑 人の 南京豆 を贅る もの、 

我等 を 「我が 黨の 人」 と 呼びて 握手す。 

世の中 はか \る 可き もの。 か る 世の中と 交涉す 可き 我が 近き 未來を 思うて 膚に 粟す。 

十二月 八 B。  +: 曜。 晴。 朝、 Museum に 到る。 階下に は 彫刻 あり。 Klinger の もの 奇怪。 Mennier の 小作ながら 面白き ir- 

向に 行ける もの。 階上 Preller の "Landscapes  illustrative  of  the  Odyssey  - は歷 史的に 注意す 可き ものなる 可し。 Lenbach の 

Wilhel ョ， wismarck,  Moltke 其 他 は 彼が 作物 中 注意すべき ものなる ベく、  BScklin の " FrgingshymrKV-  "Island  of  the  yeacv- 

等此 にあり。 Van  Gebhardt と は 何人 ぞゃ。 "In  the  days  of  Reformation  " と 云 、る  一 Jp 今 こ 忘れ i し。 

M§§ の 中に Leipiger  ICiinstler  Verein の 展覽會 を 見る。 Ludlg  von  soffulann のお だけ 見たい な嬉。 Friz  Erler 氏の 

作 五 枚。 

郵便局に 到りし に Orga  Ditch の 母君より 手紙 あり" 同孃は ボナ サイ レスに ありと 云 ひ 越し たれば wonn に は 行かぬ 事に せ 

り。 Historische  Musei に 到り たれ ども 入る 事 能 はず。 吉田熊 次 君 を Albert  St. に訪 へば Lyon に 去りて 在らず。 Bucherge- 

werbe  IVIOaeu ョ に 到れば 日旣に 暮れて 半ばなら ざるに 閉 されたり。 直ちに Tildi の 兄 Ctto 君 を Ellsen  St. に訪 ひたれ ども 

不在" 夜 六 時 五十 分の 汽車に 乘 じて 此最も 忌むべき 町 を 去る。 汽車の Weimar に 着せし 時 九 時 十三 分。 停車 陽 を出づ Lf^ 

に は 雪の 名殘 あり。 夜 は 冴えて 冷 かなる 星の 輝き" 嗚呼、 我等 は Schweiz 以来 此處に 再び 溢き 人寰の 客と なりぬ】 sachsoni- 

sche  Hof  二 投窗。 

±1 月 九日" 日曜。 00 夕より 雪。 宿舎の 前に は 1488199 に 建てられ たる St.  Peter  and  St.  Paul 卽ち Stadt-kirche あ 


り" r;.:::. ム乙 はんとて 入れば、 正に 築きの 時に て 讚 ：！^ の 聞 ゆる 儘に、 蹄して 廣 場の Herder の Statue を 仰ぎ、 降誕 祭の 用意 

にと て かれた る 樅の 樹の綠 に、 粉雪の 散る を 歳の 暮れ行く に 思 ひ 副へ て、 Gsld.ducol  Palace に 到れば 此 も亦閉 されたり。 

11 ョ 河 を 隔て X、  Cioc:he が 設計に 成れり て ふ 公園 一 帶の 木立 を 望みつ >t、 去りて Mus  1 に 向 ふ。 なだらかなる 高低 ある 

街路の 屈曲 多き に、 物々 しからぬ 家屋 立ち 竝 びたり。 今日は 安息日 なれば、 少年少女の 雪 を 珍ら しと 遊び 戲る 、樣の 快活な 

るを樂 しみ 兑る。 Musei の 前に 立ちて 南方 ー帶の 市街 を 望めば 勾配 急なる 屋根、 木造 多き 家屋、 葉 落ち 盡 したる 林の た if ず 

まひな ど、 宛ら 和^ 風 畫 家の 作 を 見る の 思 ひ あり。 博物館 も 時間 尙早 かりし かば、 郵便局の 傍なる Kunstausstelllsg に 到 

る， 右方の 各室に は 日本 陶 漆器 畫の菟 集 あり。 左方に は此 地の 畫 家の 展覽會 あり。 大作と 稱す 可き もの は 多から ざれ ども、 

共 か：：！ に 於て 實 力に 於て 侮り 難き もの あり。 一 1 階 ni 階なる 古器 類に も 新しき 畫 にも、 此 町の 公爵が 世々 藝 術の 心掛け 厚 かり 

し 人なる * を 思 ひ 知らし む。 Monet の？ 面 あり。 

去りて MOBeos に 到る。 收 むる 所 甚だ 多から ず。 中世に 於け る獨逸 及び Netherland の畫 家の 作品 二 三 を 除きて は 階上な 

る Prellcr の 壁畫に 注意す 可し。 

去りて 直ちに 〇oethe  National  Musci を訪 ふ。 街路 を 南下して Wieland  Flatz に wielancl の 立像 を 望み、 坂が かれる 雪 

解の 适を 爪先き 下りに 右 すれば、 おに 建てる 家 こそ 是れ なり。 家 前なる 石 疊の廣 場の 中央より 稍..^ 遠く、 飾りな き Qcellen あ 

り。 家 は 灰 黄色の 色に^ りなされ たる 土壁に て、 白く さめた る 靑の窓 蓋 ある 三階 建てな り。 公爵の 詩人に 賜 ひし 所な りと 云 

ふ。 我^て 英^の 評論家 某 (其 名 を 失したり) の馕想 記を讀 みし 事 あり。 彼が weilgr に留學 せる 時の 條に Goethe が晚 年の 生 

活 の^を 描きて 曰く、 『日 を 定めて 英國 より 留學 せる 靑年を 集め 見る は 此光榮 の 主なる 詩聖の 喜びと する 所に して、 當 時其數 

少なから ざり し ブリテ ンの 子等 は、 I 夕 爐邊の 與會に 積 m 覉 旅の 寂寞 を醫し 得たり き。 詩人 Coleridge の 如き も 亦 其 一 人た 

りき。 我 は 頭 偏の 性、 か  る 席に 出 づるは 多から ざり しか ども、 一度 は 詩聖が 大： TH の 制服 を裝 ひて 可憐なる 孫 女に 经 られつ 

つ 馬 Is- に^らん とする を 見、 一度 は 其 家に 參 して 白 髮 銀の 如き 老 詩人が、 燃 ゆるが 如き 誹 衣を纆 ひ巍然 たる E 驅を 動かして 室 
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有. お 武郞仝 集 笫十卷  七 八 

より i 至に 過り 行ける.^ 見たり (此時 は つら ethe 公務の 繁多と 老齢の 自然と に 取り紛れて 英國學 半； の 招待 は 其 子息 夫妻 是れ に當 

りき)。 我 は 今に 至る まで、 かば かり 「時」 の 窮迫に 對 して 餘裕 ありし 人 を 見た る 事な し』 と。 我が！^ 中には 是 等の 光景 卒然と 

して び來 りぬ" 戶を 入りて 右折し GPAhe が 設計に 成れり と 云 ふ 階 を 拾 ひて、 其 鑛石類 を 集めた る 室に 入る。 細長なる 室 

の兩 側に 簞笥と 棚と を 設けて 其 中に 鬼 集 あり。 更に 階 を 上れば 二階に 到る 可し。 客間なる 四. 室と、 廣き 廊下め きて 彼が 客 を 

めて 會食 したりと いふ 一室と より 成る。 悉く 彼が 友 及び 己れ の 肖傺、 彫傺、 書： 友の 風景、 自簦の 風景 畫. 友の 贈物 もて 飾 

られ たり。 廊下 を 下れば 此に其 妻が 件み たりて ふ 狭き 二 室 あり。 其 戶を排 すれば 捨て 難き 生垣、 枝繁き 稍な ど ある 細長き 庭 

あり。 复葉繁 りて 薔薇な ど 香 ふ頃此 處に來 らんに はな ど 思 ふ。 庭の 一隅に は小亭 あり。 彼が 鑛 物の 採集 此 所に も貯 へられた 

りと 云 ふ。 Carlyle の 妻が 崇拜の 除り、 切りて 、幾り たる 頭 髮も亦 友の 贈物の 中に 收 めら れ たり。 三階に 上れば、 動物の 標本 室 

及び 理化學 實驗室 あり。 彼が、 頭骨の 構造 は 一 種 特殊の 骨より 成れる にあらず して、 脊髓 骨の 最上の 三 個 § 形して かく なれる 

ものな りとの 新說 も、 Newton の 色の 原理に 拮抗して、 凡ての 色彩 は 白色と 黑色 とがな す關 係の 如何に あるに 過ぎず となせ 

る假說 も、 此ニ室 より 出で たる を 思へ。 

階 を 下りて 鑛物標 室の 中央の 戶を 入れば、 此に 彼が 讀書室 あり。 右に は 一連の 書棚、 中央に は 素 木造り の大 なる 椅子、 

其 右なる 手枕の 上に 肱 を 持た^つ \ 向 ひに 坐 をる Eckermann に Faust を 口述し、 Hermann  und  o き thea を 口述し (Hermann 

u.  Dorothea は Jena に 於て 書かれた る ものなる 事を發 見せり)、 更に 人事の 百般に 亙りて 其 周到 該博なる 智 と 感情と を倾 

例せ し 所は此 なり。 書の 上に は、 試 驗の爲 めに 兩 ひられた る フラスコと、 藥劑の 入りた る罎の 置かれた る あり。 二つの 窓よ 

り は、 庭の 枯 枝の 廳 として 雪{仝 に 枝 を 交 はす 樣 grer の畫を 見る 如し。 床 も 素 木の ま \ なり。 J 

i 至の 左方に 戶 あり。 開けば 其廣さ 凡そ 六疊 なる 15- し。 窓 一 つ。 彼方の 一隅に これ も 素 木なる 小さき .li 二 つ、 緣廳 消して 

綿の 綻び 出で たる 被に 蔽 はれたり。 死す る 時 倚りて 其義 女の手 を-取りつ- - "M"hr  Lid 气、 と 呼びた る 安樂 椅子 は寢 豪の 傍 

にあり。 緣の色 は 悲しく あせたり。 椅子の 右なる 小 卓の 上に は珈群 茶碗 1 個、 藥罎 一個、 寒暖計 一個、 椅子の 後方の 壁 上に 


は 股 一  個、 他の 側の に は鑛物 標本 表 一 枚。 同じく 毛氈 もな きま： 床の 上に 此 人間の 王 は 眠りた るな りと よ。 

出で て Hotel  Weiss  Schwan に 中 食す。 處の樣 、客の 種. 我等が 心境 共に s」hafn«ulsell の樂 しき 團 is 時 を， i( 起せし む。 

Ilof  Theatre の：； M に は Ooothe-Schiller  Monulsnt あり 0 

家に SI りて 後、 壬 生 馬 我が 肯像を 描き 續く。 此夜 雪。 靜 かに 靜 かに 更けたり。 

〔以下 壬 生- ic! Mr 等が 室 は 北に 向 ひて 高く 小さき 窓 あり。 其 下に 二 段の 踏 St を 置きたり。 戸外 を 眺めん が爲 めか。 直ぐ 前に 

は洋， ％尾 (？) あり。 此 は 歳末に て 新たなる を 買 ふ 人 も 多き にや。 雪 降る を 往来に 曝した るな ど 何となく 景氣 よし。 その 二 

階； 一: 階 は 商家の 人々 が 住むな るべき か、 白き 力， テンの 奥に 寢臺の 頭な ど 見 ゆ。 壁 も 白く して 夜の 靑 白き 光に 見る とき 殊に 

美し。 我等が 窓の ガラス 一 霄 なる にかへ て 例の 二重 ガラス、 其 間に^ 花 を 置く を 俗と なす。 朝夕 ガラスの 汗ばみて 白き 時な 

ど 花 は 二倍に も ni 倍に も 美しく 見 ゆ" 兄 上 は 花 を 愛し 給 ふの 性より、 住む 人の 心 も ゆかしと 云 ひ 給 ふ。 や. - 右に 町の 寺 塔と 

長き ほ 极と見 ゆ。 初の 日 はま だらに 黑き瓦 を 見せし が、 今 は 全く 白うな りぬ。 心の奥まで 印象す るが 如き 純白の 色が 特々 の 

移り 變り は、 最も 生が 心を惹 けり。 難^なる 色彩の 感 のうちに て、 白と 黑 ほど 捕へ 難き はな かるべし。 されば か、 古 來の畫 家 

も黑 白に つきて-明確なる 覺を表 はせ しと 思 ふ は 少し。 彼の 土 佐 櫓な どに は、 驚く 可き 放膽の 調和 を 計れる もの ある を覺ゅ 

れ ども、 未だ 光線の 考 なき 時代 なれば 多く 云 ふに 足らず。 寺の 壁 は 鼠色 (土色) なり" 此の 畔に Tannenbaum の、 降誕 祭 MP 

にと て 積まれた るに、 雪の 鹿 子 まだらに 殘れ る、 眞に 詩境の 絕頂 なり。 賣れる 醯、 余 等に 購へ よと 云 ふ。 値 を 問へば 三 マル 

ク なりと 云へ り。 牛の 房の 如き！： 色の 實 幾つと なく 垂れたり。 物心 あるより 忘れ 難 かるべき 此聖樹 に する 歐洲 人の 感想 

と、 我等との 差 は 如何ば かり ぞ。 一樹 木に 對 して 旣に 同 一 ならざる 趣味 を 養 ふ、 is^ 西の 趣味 を 云々 する もの 多く §e 意せ ざる 

可から ざる や 明かな り。 

兑ょ、 人 は 自ら 1 を遙々 する ものに あらず。 ショ， ベン ハウ H ルが、 自然に 放 遊す る もの も 亦 一 卷の 書册を 要すと 云へ る 

心 12 じからず と雖 も、 裸々 として 自然の懐に 入らん とする 事 易き 業なる べき や。 況んゃ 新しき 自然の 秘言を 探らん とする に 
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於て を や。 「自然 を硏究 する は 詩人が 一生の 重荷な り」 と 云へ る 言、 「公開の 祕密」 と稱 せる 義、 自然 は 散策 すれば 自ら 眼中 

に 入る と 思へ る 徒に は 解し 難き 境なる べき か。 しからば 如何にして 自然 を 知らん か。 これ 疑問な り。 われ は畫 家な らんと 欲 

する が 故に、 わが 道 は先づ 自然と 古作 物との 關 係より 始まる。 而 して わが 眼と わが 作との 證 明に 聞き 次に わが 理性的 判斷に 

訴ふ。 然れ ども 更に 犬なる は 純 高なる 心理に 映せる 自然の 天啓なら ざる 可から ず。 而 して 總 ての 崇拜 すべき 作者の inspiration 

もこれ を 捨てざる 可から ず。 故に 先づ賨 家た る 前に 自信 ある 人と なら ざろ 可から ざるに 似たり。 或は 思 ふ、 自覺 ある 高き 世 

に 入らん が爲 めに 藝術 家た らんと する にあらざる か。 人た らんが 爲 めに 藝 術に 人る に は あらざる か。 

四周の 壁 は質惡 しき 白聖 なり。 なきに 勝れる 畫をか \ ぐ。 博物館に て屢 i 見た る 陶器の 大燥爐 あり、 溫 度の 永く 保つ 事 妙 

なり 0 

寢臺に は 白き 毛. 1^ 團 一枚の み。 これにて もさまで 寒から ず。 戸外 は 一度、 室 內も九 度と 云 ふなれ ど。 唯 羽毛の I 處 にかた 

まりて 團子 をな す は 閉口な り。 

洗面 臺は 例の 如し。 寢臺 二つ ある 室 なれば 必ず ニ對 あり。 夫妻と 雖も尙 ほ侗人 主義なる は 押して 知るべし。 その 壁に 白き 木 

綿の 幅 一尺 長 三尺 許りの 額樣の もの あり。 赤き 木綿の 絲 にて 幼 1: なれ ども 趣 ある 模樣を 縫 ひたり 0 例の クロ 1 バづ くし。 中 

央に TTaie  SUsB と 記さる。 われ は此 二字、 此模樣 を 見て 純然たる 獨逸、 純然たる ワイ マ 1 に 在る の 心地せ り。 純の 純なる 

カラク テリス ティ サ シ ュな る もの は 東西 を 論ぜず、 か \ る 片田舎の 日用品の うち に殘る ぞうれ しき。 

ワイ マ ー の 初夜、 せめて は兩 詩聖が 俤 にても 夢に 入れ かしと 祈りつ X 床に 就きたり し。 

われ は 夜中 父上の 新築に 火事 起り、 われ 家 根に 登り 試み たれば 足の裏の 熱し 堪へ難 かる を 夢み ぬ。 翌朝 兄 上に 語れば、 兄 

上 も 友に ハ ンカチ ，フを 乞 はれ たれ ども 汚れ 居た るに て 困 じたり と 夢み 給 ひし 由。 「甘夢」 も樂 しき ワイ マ-' の 二日 目の 大笑 

と はなり 終ん ぬ。 

十一 1 月 十 B。 〔以下 武郞〕 月曜。 朝晴。 夕 雪。 窓より 窺へば 壬 生 馬が 細に 記した る 小間物 店の 白き 屋根 を 越えて、 心行く 計り 晴 


れ たる は 宛ら^ 璃の 如かり しが、 更衣し 朝餉して 舍を. m づる頃 は、 北方の 習 ひや 此處 彼處 に雲蟠 りぬ" 

Schiller が菌 Jffi は； 1;^ も；^、 忙 なる schil-er  st-asse の 俗悪なる 近代 建築物の 向う 兩隣 りに 寂しう 立てり。 Goethe の 家の 如き 灰 

色の 壁 は 常時の 習俗な りしなる 可し。 戶を排 して 入れば 美しき 小猫 あり、 驚 立して 廊下の 隅に 立ち去る を 見た る 外、 鈴 を 引く 

事數 度なる も 人出で 来らず。 四 園 は森闞 として 鋪石も 壁 も 等しく 冷えたり。 卒如 として Schilkr の 人格 を 思 ひ 起し- 突よ， 苗 

を 呼びて 戯れん と： g したる 膝 を 立て  >1、 嚴肅 なろ 思 ひに 胸の 窄めら る \ が 如き を覺 えたり き。 

やがて 一 人の 若き 婦人い そくと 歸り來 り、 外衣 を 脫ぐ程 もな く 寒空に 赤き 頗を其 儘、 鍵 二  H を携 へて 我等 を 二階に 案 1^ 

しぬ。 言葉 も 心ば へも顏 まで も Avondale なる Margarete に似て 眺めら る に、 駱 背なる が 哀れ をヌ， ^へぬ" 

s」】if が 20sdcllers を 投じて 求めたり てふ此 家の 階下 は、 他の 用に 供せられ (一階 は 番人の 住 室 其 他、 二階 は Goethe-, 

Shakespeare の 研究 會 あり。 古く は 詩人の 家族 住せし とぞ。 三階 は展覽 所)、 階上に 其 遺品 を 集めたり。 階段に も 廊下の 比處皮 

處 にも 彼 を i^l ひて 贈り 越した る 花環に、 樣々 の リボン 掛けた る數 多し。 入りた る 部屋 は 切符と 記念品 を 賣 れり。 次 室 は 客間 

なる ベ し。 質素なる 家具 棋盤 など 置かれたり。 次 室 は 彼が 讀書 室な り、 稍 i 廣く して 二方に 窓 あり。 入りて 次の 隅に は pian) 

と き itar 様の 樂器 あり。 Schiller は 天性 音 樂に執 愛 深 かりし かど も 自ら 樂 する 能 はず、 妻の 奏づる を 聞き 喜ぶ を 習 ひとした 

りな ど 案内の 婦人 語る。 右方の 壁 際に は書笈 あり。 詩聖の 死後 諸方に 散佚して、 收容 せられた る 分 甚だ 少しと 云へ り。 二方 

の 窓の 間に 雷 机 あり。 Miinchcn の Musfnun にて 見た るに 酷似せ る 素 木の ものに て、" Wilhelm  Tell- の 如きよ *  ^らくょ.？^ 

机上に- された る ものなる べし。 今 は 彼が 自筆の 遺 紙 數枚を 陳列し あり。 其 後方に 彼が 永眠せ る寢臺 あり。 仰 慕の 人々 が 心 

籠め たる 花環 もて 埋められ Jagemann の Scliiller 畫像其 間に 据 ゑら れ たり。 床 傍に 小 卓 ありて、 彼が 最少の 小兒の biist を筐 

けり。 小 卓の 傍なる 戶を排 すれば また 一室 あり。 今 は 置き 餘れる 花環の 妻み 枯れ、 塵 を 被りて 處狭 きまでに 積まれたり 〔兹 

に G-  cthc の 害 资と死 室、 Schiller の 客間と 書齋の 間取阖 記し あり〕" 

scicr を；^ 顧す る は- 實 に悲壯 なる 守 城の 昔 談りを 聞く の 想せ ず や。 彼が 感じ 易く 動き！！：^ き 心と 身と を 持して、 獨 逸に 
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於け る文藝 興起の 大荣 に當る や、 内に 衣食 給せ ず、 外に 强敵 多く、 僅かに 占め 得た る 地歩 を！： 守す るの 苦 は、 我 思 ふに 時に 

彼 をして 殆 んど絕 望の 聲を發 せしめし ならん か。 而も 此 窮境に ありて 更に 奮激し 發 憤し、 肺 患 を？ お、 若く 死して、 而 して 後 潮 

く 3 みし 其 盡瘁の 世路を 思へば、 誰か 心 深き 同情の 涙な きを 得ん や。 ooethe の 大は人 をして 尊敬 を 捧げし むれ ども 同情 を 

與 へしめ ず。 s.hirer に 至りて は實に 我等が 居 (=e の 苦痛に 對 して 同じき 痛み を 有せし 人。 我等 彼に 同情せ ざらん とする も 

ず。 . ^を 愛せ ざらん とする も 得ず" Goethe を家康 の逼ら ざろ 泰 安に 比すれば SchUIer を 木 村長 門が 鋭敏な ろ 情緒に 比すべ 

し。 淸 くして 悲し かりし は 彼が 短き 苦悶の 生涯な りし かな。 

Schilkr が 家 前- ク書 W こ 入り、 壬 t: 馬よ， "Weimar,-  Goethe  und  die  lustige  Zeit  in  Weimar へ 一 von  August  Diezn づ nn を睛 

ひ、 我よ "GoetlKS  selbstzeugniss"  liber  s"ine  Stellung  zut  Religion  unci  za  re- igiokirchlichs  Frage.-  Th.  Vogel. 19 <0.  Druck  u. 

verla,-  von  R  G.  Teu,ner 及び " ScUlIer -Brevier  v。n  Kugo  〇s-ald ヽ Schust  r  &  LoefHer  i£05. を 購ふ。 

書 を ひたる 喜びに、 他に は 到らず して 直ちに 家に 歸り 打ち 開き 見な どす。 我が 購 ひたる は、 厚 君に 逸らん とてな り。 

午後 Friedrich  Hof に Goethe,  Schiller の 墓 を 見ん とて 行く。 雪の 中 を 町の 漸く 疎らと なりて、 小 兒の橇 など もて 打.^ 慮 力-た 

る邊 りに 入口 あり。 入れば 何處も 墓場 は 墓場な り。 まして 人の 来る 事 少なき 所 なれば、 白雪の 地に 布け る を や。 葬 寺の 壁に 

もた， て、 早 傾き 行く 午後の 日の 薄く 照らして、 空 氣の 白みた る 中に 立つ 小さき 常 磐 木 、犬なる 枯木 立、 綠 もて 被 ひたる 墓、 

ち もて 飾りた る 塚な ど？^ 眺む。 細逕を 廻り 廻りて Kof  Falsten  Kirche に 到る。 小高き 丘 際に 立てられ たる 希臘 形の 小 寺 

..ょ り。 階 こよりて 打ち 眺む るに、 小 禽の喈 々として 淡き 日に さ& 鳴く を 見る (さ \ 鳴く と 云へ る 語の 意 を、 今日 心より 了せ る 

を覺 えたり y 寺 背を閬 りて 累々 たる 墓 塋の間 を經、 彼方なる 鹿 野に 出づ。 渺茫 として 布 を 布け るが 如き 獨逸 平原に、 リ雲 低く 

垂れた る 眺め 何に か譬 ふべき。 寒氣を 忘れて 佇^ 顧 望す る 事 多晓。 更に 道 を：！ して 墳塋の 間に 入れば、 新 墓の 爲 めに 二人し 

て 掘りた る 穴 あり。 今日 此 土中の 人と なる は 誰なる 可き。 孔の周 圍に布 かれた る靑葉 土と 交りて、 白 を ii ずる 雪、 風 寒う し 

て 靴の 昔き しる" 道に して 黑衣、 花を携 へたる 幾 群の 老若に 遇 ふ。 Nietzsche  Archiv に 向 ふの 道に 數 人の 少女が 雪ヒ りせ ろ 


に 遇 ふ" g3 々たろ 其 笑 粥と 今兑 たりし 光景と を 思 ひ 比 ぶれば、 直ちに これ 解き 難き 入 生の 謎。 我-:^ せば、 @^りの石をき^： 

羊 蹄 山の^に 立て. -、 我が 亡 を 其 下に 塊め よと 我 壬 生 馬に 乞へば、 壬生馬は鹿^^^の上に眠らんと云ふ。 

>:rtz8che  Archiv に 入る 能 は ざり き。 歸路 Natural  Science  Mi 目 の 傍なる p ョ 寶展覽 w を 見、 後 Irs 河 を 越えて Goe,he 

が 設計に 成れろ 公 El に 入る" 河の J^i 匕」：^ 曲して 流る. -に、 山峡の 平地 を 利して、 實に 趣き 自 然を 兌る が 如き 園の た \ す まひ 

なり Goctls が 倚る を 愛したり て ふ "GenioIIClss  Loci- の 三 字 を 刻みた る 蛇の 石 も 過り 見たり。 夏に は 詩聖が 來り 宿り 

して ふ 質素な.： 小. が も 見たり" If を 見、 河 添 ひの 平野 を 見、 更に 北方の 木立の 樣を 見れば、 我が 五 年の 牝幌の 生活、 目 睫の 

問に 1^ ぶ) 

夜； 冉び靜 かに 靜 かに 更けぬ リ 

の； S 來。 〔以下 壬 生^〕 

僕に Is- つて は 伊太利の 風景より、 瑞 西の 山と 湖より、 此單調 荒寥たる 北歐の 景色が 珍ら しい。 Mfhen から werlin に 

行く 問旣に ゆるやかな 岡と、 造林の 長く 續 いた 原野、 それに、 流る、 岸の 低い 小川な どの 冬 枯の樣 を 見て 車窓 を 捨て 難く S 

うた" 然し A, 此淸 い^に 来て、 詩聖の 餘 香に 心 を 洗って 此 新しい 白い is^a れば、 更に 珍ら しい 物 を 見た かの^く 非常な 喜 

び を 受けろ" 

Goethe と：； ム ふお を 始めて 聞き 知った の は 幾 歳の 時、 何の 本で あつたか、 誰の 話で あつたか 覺 えて 居らない。 タク 分 格言 集 

などで ゲ， テと 雷いて あつたの を 見たら う。 其後舉 校の 讀 本に 小さな 詩な どが あった。 その 題 もよ く覺 えて 居る。 それから 

Werthers  Leiden と 云 ふ 本が ある 事 を 知り、 卒然として 崇拜 者の 列に 加 はった。 其 肖像 繫の寫 露、 其 全集の 美本、 其 傳記を 

見^きす るに つれ、 幾度 か 未だ 生きて ゐる 人の 様に 思 ひ 慕うて、 心祕 かに 指導者の 如くに 匸 たか —  wel.rs  leiden の 

如く 强ぃ 渴. も を 持って 臨んだ 本 は 未だない。 而 して Dorothea の 如く 渾 阊 たる 作と 思 ふの も 未だない。 その 中に 厳 元 氏の 5? 

や て、 詩聖が ©Hli 就いて、 より 確實な 意見 を 成す 事が 出来る やうに なった 。然し 渴 仰の 度 は 印度の 夏 を 見る につけ、 ギ リシ 
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ャの 古名 作 を 見る につけ、 種々 の 喜 憂 I ふに つけ、 益. * 犬す るかと 疑 はれる。 其 癖僕 は 別に 此 詩人 を 研究した 譯 でも 何で 一 

もない が 妙な 事が ある もの だ。 天然に 默契 でも あるかの やうに 信じて f 人々 に は 先代に 目標と すべき 天才が ある。 而 して 一 

僕 は Goethe のク ヂに當 つた 一人で あるか 急へ らる さで ある。 故に 僕に は 一種の 美しい である〕 僕 は 何も 一 

歷 史的 こ 其 人格 を 確め 其 經歷を 知る 要はない。 寧ろ 我が 學び 知った 善美な 考を もって、 此 詩聖 を淸 むれば よいので ある 1 一 

か、 る 人の 主んだ weilr の 夢の 如く 己れ に 迫り、 rf フ ヒィ」 の I 裏 ましが つたの は 無理 もない 事。 今 其 町に 来て 其 一 

裏薦甚 ひ、 籠 春 5、 其 人. I て 見し と 思 ふ 丘陵、 小川、 林 直て 5 の は I。 美しい 自 I 一層 美しく 見え 一 

るの も敢て 無理 は 云へ ない。 

嘗て 英 夫と^ 蟲に雪 を 見に 行って 失敗して 歸 つた 時、 母上に 歌 を 作られて 赤恥 を かいたので、 雪の 印象 は 甚だ 惡 い- も 一. 一 

つ 自分 は 降雪の 深い 國 などで、 生活す る 事 は 出来ない 體で あると 信じて 居た。 然るに 今 目前に 此 雪の 村 を 見て、 自分の 想像 一 

の 意外な のに 吃驚す る。  一 

雪 程 淋しい、 深い 淸さを 持って 地 を 被 ふ ものが あるか。 僕 は 吹雪に 呼吸し、 軟ぃ雪 を 踏みし める の を 甚だ 心地よ く 感ずる， 一 

面 を 北風に 吹かせても 思った 程の もので もない と 思った。 唯 春先、 雪の 溶ける 頃 は 厭な 事で あらう。 今でも 雪 水の 往來に 溜 i 

るの は 嫌 だ。 

家の 入口な ど は 箒で 除け る。 坂道に は 赤い 砂利で もって 往來を 撒く。 すべって 轉 ばぬ ためで ある。 雪國 では 每曰 一度 位 は 一 

降雪す る やう だ。 此 砂利 を 毎日 毎日 撒く と 雪の 溶ける 頃 は、 中高に 蒲鋅 形に 道が 出来る 事で あらう。  . 

屋极も 北 向 はもう 眞白 だ。 南 向に 黑ぃ 瓦、 赤い 瓦が 時々 見える。 一二 角 塔の や 5 な 高い 屋根の 赤 瓦 は 日本で は 見られな、 ； 

遠い 岡の 上の 細長い 森林 は づれの ポチく した 民家、 近い 林の 下道の 黑 いのな ど 北歐の 詩趣で あらう。 も 一つ 風車の 粉^ づー 

屋が ある。  j 

北歐の 人間 は沈默 である。 食堂な どで も 家族 的の 群と 思 はれる に、 會話 もしないで 食うて 居る。 男が 長靴で 雪の 上 を..^ 一 
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て 行く Js- は 實に沈 な 態度で ある。 中 學生は 例の 華やかな 色の 制 精に トン ビを 羽織って 歩く が、 

これ も 沈 清な 歩 を 運んで 少年の 嘻々 たる 群集 を さへ 顧み もせぬ。 

女 は 地味な 黑衣を 着る のが 多い。 毛皮の 帽子 も 時々 見る が實 によく 似合 ふ。 ツバの いのは 風 

の 吹く 時 不快な 感を與 へる。 少女 は 色の 濃い 頭巾 樣 3 もの を 被る が これ はよ い。 メル へ ン 的た。 

赤の ピロ ウド 最も 適せる が 如し。 女 は 顔の 形に 於て 伊太利 人の 敵に あら ざれ ども、 domestic にし 

て しっとりと 情深く 3^ ゆ。 體の形 は上乘 なり。 細く して 脚 長く、  を 前に か めて 急ぎ 林より 出 

で 来る など 惡し からず。 右手に て 裾 を 取る 手に 褐色の 手袋 も 似合 ふ。 時々 書籍 を 持てる 女に 逢 ふ。 車中 にても 讀書 若しく 

は 新^に：；：： を^せ り。 理窟 は 云 はね ども 知識 愁は 深し と 思 はる。 賴母 しき 事な り。 獨 逸人の えらくな りし は 女が 半分 金鷂動 

章なる べし。 日本の 若き 女 は、 より ラテン 的な 婦人た らんこと を 欲せざる か。 これ は 教育者と 時代の 罪に して、 元の 女性の 

本性 を考 ふるの 要はな きか。 

次に 少年少女の 群な り" 頼 赤く して 快活、 どこか 暢氣な 所 あり。 例へば、 雪 を投 ぐるに 急所 を 狙 ふ 事 を 知らず。 雪 を 固く 

する 事 すら 知らず。 投げつ けられて 泣き、 若しくは 怒る らしき 風 もな し。 笑 ひ嘻々 然 たり。 喧嘩 を 以て 遊戯の 一 つと 心得る 

日本の 少年 大に 反省すべし。 男 童 は 少女に 對 して 一段 尊敬 を拂 へる 如く、 少女 は 寧ろ 男兒に 親愛の 

^度 を 取る。 iiM 兒の群 は 家庭的 卽ち 兄弟 姉妹 か 若しくは 數 人の 男、 數 人の 女と なれり。 學 校に 行く 

に は ランドセル を 負 ふ。 歸り途は|^1をぃたづらしっ 、あれば、 中々 歸り 着かぬ 事なる べし。 彼等の 

戯る V は 自己 的な り、 獨立 的な り。 人に 束縛 せらる  >1 を 好まず。 束縛す る こと を も 好まざる が 如し。 

これ 大 に^に 立つ 特長な り。 彼等 は戶 外の 運動 を 甚だ 好む と兒 ゆ。 雰に對 して は 殊に 親愛の 情 ある 

もの 、如し。 夕 nc 旣に 落ちて 六 七 時 頃に なれ ども 歸ら ず。 それ は 彼等に 雪 滑りの 喜び あれば ならん。 

錢^ の ものと 木製の 炬健槽 的の ものと あり。 前者に は 三人 程乘 りて 少女の 引き 行く を 見たり。 輕き 
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ものなる べし。 後者 は 主に 坂より 滑り 落つ る 賠臂の 下に 置 くものに て 形 も 小な り。 誰さん の はよ し、 われの は惡 し、 此 度の 

クリスマスに 買 ひ 求め 度き は、 彼の 町の 彼の 店に ありな ど 云 ふ 事 も あるべし。 

町内の 坂道、 公園の 丘、 何處 にても お 構 ひなく 滑りた のしむ 樣、 屢 i 佇立して 去り 難き 可愛 さなり。 

我 は 彼等の 餘念 なく 同じ 事 を 繰り返しつ \ 嬉笑の 盡 くる 事な きを 見る 時、 潸 然として 心 泣かん とす。 美しき 國 あり、 われ は 

一度 其 門 を 出で たるに、 早 や 他の 人々 來 りて 住めり。 今 歸り來 りて 其 境內を 見る に、 此 等の 美しく 可愛らしき 少年つ どひつ 

つ 歌 ひ 舞へ り。 われ は旣 にわが 丈の 延びた るが 爲め、 其 城門に 入る 事 能 はざる を 知る が 故に、 此堪へ 難き 煩悶 を 胸に して 佇 

める 也。 彼等 は、 われ も 嘗て かくの 如き 樂 しき 民な りし を 思 はず、 われ を 見れ ども 知らざる が 如し。 われ 其 衣の 雪を拂 ひや 

れば 訝しく 思 ひ、 われ を汝が 友と せよ と 云へば、 此男 狂せ りと 31 ふ。 われ 汝 等の 心 を 知る 如く、 汝等 われの 心 を 知ら ざれば 

なり。 かくて は智 も亦耍 なきもの 哉 —— 少年の 甘き を 思 ふが 中に、 少年の 甘き 戀を 忘る、 事 能 はざる は 萬 人 皆 一 つなり。 

美しき 哉 君 等が 髮. 等が 長き 脚、 君 等が 赤き 顿、 君 等が 快活なる 天賦。 われ 亦 かくの 如く 樂 しき 日 ありき。 其 寶は奪 は 

れて 今唯此 身殘れ り。 いま/ \ しき 此身 ならず や。 

われ 君 等の 永く こ& にあらざる を 知り、 われ 別に 樂 しむべき 天地に ある を 知る、 知る と雖も われ 君 等に 恍惚と して 眺め 入る 

もの は 何ぞ。 わが 心 古り たる か。 君が 喜び 犬なる か。 われ は 君 等が 嬉笑に 勵 まされた りと 信じつ 手 を 伴 はれて 君 等が 滑ら 

かなる 坂道 を驅け 下りたり。 我 は此時 若くな り 得たり と 欺かん とせり  一 町に して 赤き 帽子 は. U り 下りたり  

二 町 目に して 振り返れる 時黑き 毛皮の 帽子 はヒり 下りたり  彼等 は餘 念な し。 彼の 林に は橇を 引きて 母に 伴 はれて 行 

く 少女 あり。 天 暗 からん とす。 ニイ チェが 狂死せ し 家 は 其 頂に 建てり。  われ 泣かん として 笑へ り。  

〔以下 武郞〕 覺束 なき 我が 兩 詩聖の 知識の l^i; 去 を 思 ふに、 雜誌小 本に て 得たり し朧 ろげ なる それ は 措き、 嘗て 白鳥 氏の 塾 

にあり し 、士 曜日 毎の 小話 會に 一 夜 氏 は S ゾ akespoare の獨譯 と、 Goethe の 詩集と を 持ち 來 りて 我等に 示した る 時、 我 は 稍 i 

强き Unpress:cn を 受けたり き。 札幌に 行ける 後に は 内 村 氏の 「求 安錄」 に、 cioethe が Fit の 夜の 默 想の 一 部 を 譯 された る 


を心！；^く^^^ぬ。 新渡戶 氏が , ^ 5  I〈csart ヨ- を 講じた る 頃に は、 pethe,  Schiller の 名 は 幾度 か 其 唇 頭に 上りて、 我等よ 龍 

げ ながら 其 E^r 人の 片々 を 思 ひ 見たり き。 次いで 彼と 我との 間に、 苦悶の 世 来りし 時、 彼が ー嫩 京より 購ひ 寄せた る Goothe の 

"Sorrows  of  Werthcr  » と uurke の "Beauty  and  15 と は、 我等が 跟には 天啓な りき 。「若き 悲み」 は 一 夜 は 皮の 手に、 

一 夜 は 我が^に 繙 かれ 曝されて、 其 表紙の 蒲き 紙 は 落ちべ ー ジには 赤 靑の條 、淚痕 を すら 留めたり。 次で 彼 は Schilhr の ，Re. 

sanation: に 執着し、 我 は ^1: じき 人の " Longing  " を覺 束な き 筆に 譯 しぬ。 一度 Goothe の <  二  Verthers  Leiden- を讀 む。 

Schiller の * まざ bcr- は {«1 ら 我が 友なら ざるべからず。 我 は鬪霄 館より その 英譯を 借り 来りて "suber,-  " Maid  of  Orleans,- 

MIyi  cf  Bell- 其 他の 詩篇 を 貪り 噴み ぬ。 殊に Mcore が、 かの uibc 河畔の 落日に 對 して、 少年の 時を囘 顧す る 一 節 

は、 八/も 我が 記憶の 中に §5 まりて 消え もやらず。 GO:.the の "Erlk61】lg,:  Schiller の "He き ung" など ll^iii したる もお 寺.， ぶ 

り。 §5 まの 末期に 我が 米國に 註文した る rFaus 二- の英 獨 對 文の ー册 は、 "おび 我等が 渴 を醫す 可き 犬なる ものな りき。 淺 

き^ 路の經 驗少き 文學の 知識 を 以てすろ なれば、 固より 此 大作の 趣 を 解す ろが 如き は、 願 ひても 及び難き 所な りし かど、 

憐れむ 可き Margarete が 窓に 倚りて 歌 ふ 小唄、 寺 門に 泣ネ. 倒る、 悲しき 煩悶、 牢獄の 悲劇な と は 我等が 激し 局， き 少年の 情 を 

励 かして、 彼が 白衣せ る Margarete を 其 室の 窓 被に マ ザく と 見たり しも 亦此 時な りき。 同じき 時に 註文した りし "Miscell. 

aneous  of  Carlyle  - に、 Schil:er,  01. の傳 あり。 Goethe の 死 を 哀悼す る 文 あり。 獨 逸文 學の 傾向 を 論ずる の 文 あり。 我ュ 

亦此 等に 多大の 興趣 や 有したり。 東京に 出で、 後 は <*Faust- と "Sorrows  of  Wcrther  " を 繰り返し 讚む を 以て 樂 となし、 

後者の 如き は 換讀八 1： に 至りし が、 其甯は 我が 米國に 赴け る 時、 遂に Feattle の 旅館に て 失 ひ 終れり。 惜しければ 書 を途り 

て 友 に 共 捜索 を 求めた れ ども 囘り 来ら ざ り き。 

にて 受 くる 文學の 講義 は 何時も あきたらぬ ものなる ぞ 不思議なる。 我が llaverford  college にあり し 一 年の 間、 二 詩 

sfi の 作に して 躋 ませられ しもの Goethe にて は" G{y  z  von  well  ichingen,"  "  Herrmnn  u.  Dorothea,-  Schiller こてよ r  Wilhelm 

Tell- なりし かど も、 我が 不足なる 獨逸 語の 知識 は、 よくこれ を^ 昧 する こと 能 は ざり き。 唯 "nermann  U.  Dorothea- は 
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Goethe が後年の傑作として^::|<  Idylic  sentiment の幽 奥」 して 滴々 淸 新の 味に 滿ち たる は、 我が 不足の 智も亦 拒むべからず。 

^餘 自ら 好んで 誦讀 せし^ 蹈 i なりき。 

去って Ilosra に 到れる は、 我が 滿 心の 傾向 は 痛く 變調 を來 して、 旣に 成りし 思想に 行きて、 其處に 慰藉 を 求めん とす 

るの 愁は 全く 盡滅 し、 我は渴 する もの V 如く 躅 逸當 代の 文學に 走りし かば、 我が 手 じみた る Faust も 開かる \ 事 稀な りき。 

Washington に 移りて よりも、 我が 生活 は 單に北 歐文學 を貪讀 する にあり て 他に あらず。 Goethe の "Apprenticeship  of  \vil- 

hel ョ Meister" を 讚まん とて： J?- たる 事 あれ ども、 我が 當 時の 腦 はこれ.^ 續 くる 事 を 許さ どり き。 古本屋 を 漁りて 得た る 

， correspondence  of  Goethe  and  Carlyle  " は 零細なる 手簡の 集 なれば、 不退の 興味 もて 初より 終りまで 讀み 終りぬ。 

我が 此ニ 詩聖と なし 得る 今後の 交渉 は、 如何な り 行く 可き か。 願く ば 我が 凡 劣なる 智 情の 火 を搔き 立て. -、 何時の 時に か 

彼等が II- 藥 のぼ 背 裡に近 造し る の 喜び を f おん 事な り" 

此 地の 電 1^ にて は Conductor なく 切符 を發寶 せず。 {^<は單に車中の小箱に金十錢を投ずるなり。 

十一 一月 十一 B。 火曜。 暴" 晚起。 朝、 雪の 中 を Goethe-scsler  Archiv  (189s 年 建築 成る) に 到る" II ョ 河の 彼岸に あ 

る^.; 9^ なる；^ なり。 內に 人れば 創立 間 もな きに や、 一 家 然として 無人の 居の 如し" 階上に は ooethe,  Schiller の MSS. 

〔ョ an5cripts〕 及び 其 友の もの あり。 Herder,  wieland,  wyr.s,  Heine,  C.  von  Stein, 其他數 多し。 Goethe が MSS. の 中には "wer- 

thefs  Leiden,"  "Faust"  "  Ita】iell:sche  Rei.e ヽ 。- Hermann  u.  Dorothea- 其 他、 Sch ョ er が MSS. の 中には " wilhelm  Tell," 

"Wallcnstein" 其 他、 Goethe  Society の ubsy 亦此 離-築の 中に ありて、 蒐集せられ たる 書籍 甚だ 少なからず。 高 橋 五郎 和譯 

"Faus 二- 及び 「視 逸奇譚 狐の 裁判」 など も 同列の 榮を 厚 うしたり。 凡そ 我等が 此の 如き 所に 遊びて、 只管 駭 心に 堪 へざる は、 

歐洲 の國民 がその 產 みたる 天才に 對す るの 熊 度な り。 Schiller が <  二 VilLelm  Tel マ、 の 原稿に は覺 束な き擎 にて 女？ 橫顏 一 つ 

描かれたり。 草稿 紙の 端に 「へへの の もへ じ」 など 書きし 類なる べし。 

鼸 X 梢し 中 食。 其 後 はな まけて 見物に 出で ず。 壬 生 馬 は， 昨日 見たり し 常 磐 木の、 雪の 中に 靑く 染め出され たる を 描き 試み、 


我 もつ まらぬ sketch に 色な すりて 日の 暮る、 程に なりぬ。 餘 りなり とて 出で  ><ム 園に 散歩す。 幾度 も 幾度 も畫 にした る を 

見て、 今 は 古臭 堪へ 難しと 思 ひ 居た る枯 林に ョ 沈む。 雪の 雲の 樣も 自然 其 物に 對 へば 盡 きせぬ 形 色 あり" 見ず ゃ矗々 として 

天 や 仰ぐ 幹、 枝、^ の 刻なる 喪 色、 沈み 沈みて 打 重なりた る 天、 黃の 雲の 後に ホト く憐の 如き 日の 光 ありて 彩 をな せる 樣、 

思へば if 甚 なる 休息の 心よ。 靜 かに、 され ども 速く 暮れ ゆく 冬の 日の 終り を 描き 盡し 得る 筆 あらば 祝福 さる 可し" 

夜； 一: 度、 靜 かに 靜 かに 更けぬ。 

十一 一月 十一 一日。 水曜。 If 朝、 I^esidcnz  rplatz に 到る。 門 を 入りて 左に Qlapel あり。 多く 注目 を拂ふ 可き ものな し。 

KerdeTS  zimmor, これに 隣り て あり。 J ュ ger の fresco あり。 それ を 左に 中央の 戶を 入れば Gsthe の それ あり ONeher の fresco 

入りて 左 こよ Wieland の それ、 1-reller の fresco, 右に は s」〕iller の それ。 seller の fre;co,  Raphael を賨聖 と 仰ぎて 苟も 其 

糊 を 出で ざらん と勉 めた る 流派の 人々 の 作と 覺し. - 

方の 一 長屋 は Goethe の design に 成れる ものな りと 云 ふ。 彼が 建築に 對 する 知識の 如何 は、 其 知識な き 我等の 推知し 得 

る 所に あら ざれ ども、 彼が 趣味 は、 文藝 復興の 中期 を 目 懸けた るに は あらず やと 思 はる。 M>sne と 柱との 調和 を 計りし Bra- 

mante が 失敗 は、 此處 にも 繰り返され たるが 如し- 窓の 線と 柱、 柱と 天 井との 關係 は、 Vatican にも 兑 ざる 肅 整の 趣味 ある 

が 如し。 Goethe は又此 建築の 中に、 一 も 純 M 逸の 趣味 を納れ じと 勉め たるが 如し。 (建築 材料 は 殆んど 木材と 錦 布の 類の み。 

唯 Maria  Paulnvna の 室が、 近在より 出づる 赤色の 花 3! 岩の 一 種より 成れる を 見たり。 伊太利の 石 中より 来れる 我等に は 珍 

らし) 其全體 が表顯 する 趣味と 感情 も、 希臘 文化に 浴した る 南方の それなり。 尙ほ 一 の 注意 を 要する は、 第 十八 世紀に 於け る 

佛 M の 好 尙に擬 したる 装飾品の 多く 用 ひられた る 事な り。 彼の 國が齎 し 慣れし 文學の 潮流に 掊抗 して 獨 立の 旌 旗を飜 へせし 

此人 も、 其染 潤の 致す 所、 遂に かの 浮華 嬌 麗 なる 傾向 を捨 つる を 忘れたり しに や。 

Maria  R ら lovvna  (J. 1S5 ど は 婦人な がらに 趣味 廣汎 なる 人な りしが 如し。 其の 露國 より 裔ら せる もの、 若しくは 設計に 成 

りし もの \ 中には、 中々 に 捨て 難き もの 多し。 
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突き 當 りて 左に 曲れ る 一 室に Leonardo  da  Vinci が 「最後の晩餐」 の study あり。 基督の 頭 は 見當ら ず。 舞踏室、 鏡の 間 

を 經て內 部の 廣 間に 入れば、 ー黉家 ありて 大 なる 畫 面に 對 して 製作し つ V あり。 傍に は 侍 人 一人 例の さだまり たる 姿に て 立 

てり 〔玆に Dichter  Zimmer 並に Gocthcs  Zi ヨ Irs- の 問 取 阖 を 記せり； T 

〔以下 三 行 壬 生； iil〕  Maria  Pauknvna が Karls  Friedrich の 配偶と して Weimar の 文 林に 貢献す る 所 ありし は 兄 上の 記し 給へ る 

^Lo 而 して 此文藝 運動の 導 火 者と も 云 ふべき Karl  August が 同 齢の 室、 花の 如き ui が 助力と 鼓舞 を も 逸すべからず。 

又 Sofia が 容色と 菓 集の^ さも、 此 宮 を 去る もの 、忘れ 難き 所なる べき か。 

〔以下 武郞 J  Library に 到る。 亦 公 © 家の 創立に か- -ろ 所" 二十 五 萬の 書、 八 千の 陶を 集めたり と 云 ふ〕 戶を排 して 內に入 

れば、 英語 を 最も 正確に 且つ 紳士的に 話し 得る 圖|1 係、 我等 を迎 へて 懇切に 案内 者 を 呼び 吳れ ぬ。 彼に 從 つて 藏霄 室に 入る。 

底冷えす る大 堂に齊 籍は麋 を 蒙りて 竝び 立ち、 白 K た 大理石の 肖 t- 及び 拙き 油 嫿の畫 像 は、 此處 彼處、 處狹 きまで 褐 げられ た 

ゥ 0 

Goeth„、 が Apollo の 如き、 Sdiiller の 後 頭 削りて 取りた るが 如き 华身 像の Dennecker によりて 造られた る も 亦 其 中に あり 

CMexgdcr  Fr:foli の 作？  Jagemann の Schiller が 死 顔の 原 畫も此 所に 藏 せらる)。 階上に は Goethe が 採集せ る 喬木の 標本， 

Frederick  the  Great が 用 ひし 杖 等 あり。 其の 向へ る 一室 は Goethe が 居りて 讀 書に 耽りし 所な りと 云 ふ。 窓に 對 して 廣 場の 

彼方に P  von  Ste:n が 住めり て ふ 長屋め きたる 一 楝を 見？ お 可し" 

尾 後に は 小 塔 あり (Amtase  Margareuawll671— の 刻字 あり)。 其 階 は 一 人の 罪囚大 なる 解 を 彫りて 造れる ものな りと 云 ふ。 

其 罪 は 何なりし か。 其 爲人は 如何な りし か。 唯 彼が^ 忍の 一 事業 は 今 も殘れ り。 

び Motel  Schwan にて 中 食" 一 賓を 成す。 夕食後、 I」szt  Museum に 到る" Goethe の 舊家を Wieland  Denkmal の 方に 眞 

直に 行けば、 家並の 盡 きたる 所に、 四角なる 二階 立の 家 ある は それなり。 內に 入れば、 三十 ハ牛 以上 彼に 侍したり と 云へ る賤 

しげなら ず 見 ゆる 老女、 我等 を 案内す。 


時 中には 誤たず 起 iif せし 人なる 事、 若く して 美しく 小さく 指 長き 手 を 持てる 人な りし 事、 日曜 (母に 文士 樂人滿 堂して 管 

の 戯れに 餘令： なかり し 事、 老いて は其髮 白く して 霄の 如く、 窓邊に 坐せ る 時 は 來往の 人 窓 下に 來り隼 ひて 其 仙容を 仰望せ 

し：^!-、 終：^; 人に： 小 機^の 貌を 示せし 窜 なかり しな ど 語り、 これ は 彼が 日曜の 集 會の後 倚りて 必ず 眠りた る 長椅子、 これ は 「基 

の 像」、 これ は *<S.  Fra.lcisco  - 此ニ物 は 彼が 床 傍の 伴侶な り、 これ は 彼が 小 影 妾に 賜 ひし もの、 床 傍なる 無絃の ピアノ は 彼 

が 夜 3^ 指 をなら さんと て ^ ひし ものな ど 語る。 彼女に 取りて は、 世に ust に まさりて 犬なる もの ある 事な し。 部屋 は 階上 

にあり て III より 成る。 最大なる もの は { ^室、 これに 隣り て 小なる is^ と 食堂と あり。 

家 を 出で て？. 一ん を 1^ 歩す。 雪 は 降らね ど 稍， * 厚く 積みて、 一 掬すれば直ちに好個の|^1;丸を得べし。 Liszt の 大理石 像 は 

^.t の 中に 白く 立てり。 

案內 を^て Fricdricli  llof. なる Fiirst-gruft に 到る。 

crurt 前の Jf^, 木の 道 は 美しき ものな り。 戶を排 して 入れば、 此鹿は 永久 薄暗の 世に て、 贈られて 凋みた る 花環 葉 環に 垂れ 

ドげる 赤、 白、 黄、 靑、 綠、 紫の リボンの 色 何と 云 ふべき。 やがて 萬 守の^ 下に 灯したり と 云 ふに、 降れば 唁き石 窟の中、 

幽かに ランプの 火點れ り。 古き 公爵 家の 棺槨は 宛ら 死者の 如く 累々 として 橫 はる。 其 中 階段に 最も 近く 樫の 大棺 二つ、 ひたと 

接して 相： IT へる は、 Gcetlie と Schiller の それなり。 棺の 一 端に は 事々 しからぬ { ^體 にて Goethe,  Schilhr とどかれたり。 頭 

の 方に 金 周 製の 月桂 葉 冠 あり。 Gosthe の は pchnd の 贈りし ものにして 白金、 Schiller の は Han.burg の 贈りし ものにして 

銀 (死後 贈物な ど はめった にせぬ 事な り。 これ を 見て 知るべし〉 

公 Is.i^ の にして "五 世紀に 屬 する ものに は、 面白き 形の もの あり。 橫斷面 確然と して 六角形 をな す。 

夜 四 度、 靜 かに 靜 かに 更けぬ。 

+  二月 十三 日。 木曜。 Si 、風。 朝から 晚 まで 畫 (精し く は 十一 時より 四時まで のみ)。 夕刻 散歩して Esriers  Garten の 小 池 

を 一 巡りす (s。hwan-scc〕o 夜は此 地の Goethe  u.  Sc 一  ilkr  Monument あろ 由緒 古き Theater  (めメ らしき 時に Slicike 一 eare 演 
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ぜ られ、 Goethe の <  Fans て- 後篇 1^ に Wagner の "Lohengrin" 初めて 試演 せられし 所な りと 云 ふ) に Schiller  "Die  Braut 

von  Messina" を 見る。 

夜 五 度、 靜 かに 靜 かに 更けぬ" 

十一 I 月 十四 金曜。 曇。 名殘を 惜しむべく 朝 四 度 Park に 到る。 水に 臨みし 林 を 眺めな ど、 行き 行きて 遂に Ober  Weimar 

に 到る。 地に 別る、 の悲 みに して、 此の 如く 切なる は、 我等の 多く 味 ひ 知らざる ところな りと 云 ふべ し。 

過ぎし 世の 煉 りなせ し阆ら かなる 珠、 日照ら せば 喜びの 色. 月 射せば 愁の 姿。 

Garten  Haus に 到る。 Goethe が晚 年の 七星 霜 を 過せ しは此 なりし とぞ。 簡素 單 一 、 かの 紛糾せ る 心情 を 抱きし 人の 住みし 

所な りと は、 訛 も 思 ひ 掛け 得ざる 可し。 北に 面せる 方に 彼が 寢室 あり。 旅 用の 臥床の 傍に 一 小 卓 あり。 Hartz? の 石 を 其 内 

に 嵌して 其 裏に は 

" ヌ ur  fort,  nur  fort  ！  MUssen  ncch  zu  grossen  Ehr ひ kommen,  elie さ ir  die  Halse  L*rechen  Titschbein  ； 

Vors  chug,  zwlschen  den  M003  t-edeckenschlupfrigne  J^elsstucken  k. ひ nnen  leicht  die  we  ne  stecken  Weiben! 

の 句 書かれたり。 

家に 歸 りて 中 食。 午後 二 時 三十 八 分の 汽車に 乘 じて wehgr を 去る。 

Tar:ngen  V/ald を 左に 見、 昨夜 見し 悲劇の 役者と 同車し、 三時 三十 分 Eisenach に 入る。 着 後 Luther  Denkmal,  Bach 

Denkmal,  Luthers  Hi 等 を 見、 散髮す (昨夜 兑し 役者と 同車 一 寸 妙)" 

窓 前 bolcony に 出づれ ば雪靠 々として 降れり。 街燈の 周 園 は 赤み て、 雪の 上より 下に 輕く 降り 行く 樣は. 寂し さの 極みな 

り。 巡邏の 人の 耀 ける 制服と 蔓々 たる 靴の 音。 十一 時 十五 分に して、 向へ る 家並の 燈は 凍えて 死す る 人の 如く フッ フッ とか 

つ 消えて、 やがて 天地 は憐の 如き 雪 明と なり 行くなる べし。 

十一 1 月 十五 or  曜。 曇りて は晴 る。 朝、 町 を 南に 下り 家並の 斑ら となれ る邊 より 右折して Reuters  Villa に 到る" 


Rcuter は Low  C に ni any の 詩人に して 1874 に 死せ りと 云 ふ" 我等 は 嘗て 其 /v: を だに 聞きし 事なければ、 從 つて 二階なる 其 一 

な， = に 對 して 多くの 感興 を 有する 事 能 はず- 察する に 彼 は 幸運なる 詩人な りしが 如し) 其 家居の 廣大 なる は、 我等が 今迄に 

見た る 詩人、 寄： 家、 音 樂 家の 何者 (恐らく は Ibwell の それ を 除きて) にも 勝れたり。 され ども 彼の 交遊す ろ 所 は 割合に 廣 

から ざり しが 如し。 彼 は 亦寳く 事に 巧みに、 自然 科 學に對 しても 多少の 趣味 を 有した るに 似たり ひ 

sr「：Ji^, に Wagner  Museum ありて 彼の 肖像、 友の 記念品 其 他 蒐集せられ たる もの なから ざれ ども、 我が 彼に 對 する 知識 も： 

亦-試 少 にして 多く 記し 得べき ものな し。 此 館内に て 一 人の 若き 镯 逸の 商人と 相 知る に 至り、 彼と 共に 出で 、 II に 向 ふ。 一 

Reuter  Si. を 尙ほ南 すれば、 道 は 漸く 爪先き 上りと なりて、 樹の 上に は 木鼠な ど を 見ぬ。 我等 は旣に ，？. 一 "gs  wpld の 一 部に 

人れ るな り。 森の 此處 彼處 T.  W.  V. と 云へ るが 樹上に 札せられ、 赤 及び 靑の 目標 も 亦 幹 上に 塗られたり。 樹木の 種類 は 縦 一 

最も 多き を 占め、 白 楊、 白 樫、 樫、 揍等其 間を點 綴せ り。 昨夜 積みし 雪 は、 風な き 儘に 今 も尙ほ 千條萬 枝の 簪 となり、 微風^: 

を 渡れば 條 然として 星 1^ となり 銀 塵と なりて 散る) 暫く は 人跡 ありし 細道 も 遂に は 鹿の 遊びし 跡の みとな り、 足 を 留めて 森 一 

閉 たる 森の 中に 啄木鳥の 聲を 尋ね 姿 を 求めな どす。 樅 は 喬木 中の 麻、 枝 を 水平に 擴げて 林立し、 打ち 透せば 立 竊模樣 なり。 _ 

ST 史に 美しき は、 疎らなる 木立 を 通じて 彼方に 日 を 浴びた る 山の背 を 望みた る 時。 

>ょ0 ^界も 漸く 開けて 我等が 穿ち 行く 森林の 盡 くる 處に は、 必ず 眼 も はるぐ と 波の，^ ねれる 山の背の、 木立 は 黑く雪 は 一 

白く 重き 空に 打ち 續？ て、 冬の 日の 幽かなる 光に 呼吸す るが 如き を 見る。 自由の 生ろ べき 處と はこれ か。 

迄た る 山の 雪軟 かき道、 一 度 は 老いた る 人の 一 人して 土 を 穿てる を 見、 再度 は 小 阿亭の 傍に 老 夫と 小兒 三人ば かりの 女 

の 籠 かたげた る を 見、 更に 勾配の 急なる を攀ぢ 行けば、 仰ぐ 計り 高き 邊 りに 城壁の 重々 しき 色 を 捕へ 得たり。 wisenach の 町 

より 高き 事 ft. 海 を 拔く事 J290  P なりと 云 ふ。 

城門の 橋の 上に は 兵士 ありて 守れり。 突き 當 りに は 旅亭 あり。 案内 者 を 此に储 ひて 城門 を 入る。 城の 建てられし は 10731 

Lewis  the  Springer によりて なりと 云 はる。 獨逸 現存の 中 世紀 城郭の 中 最善 最 美の 典型と して 指さ ^ れ たる もの。 形 は 英國ー 
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に發 達した る oastle の 外觀的 美容な く、 又 佛國の chateau の 肅整も あらず。 され ども Romancsqu; の 精神 を 寧へ て 其 外容の 

純朴 は 偶，. 一 極 好古の 思 を 動かす が 如し" 戶を排 して 入れば 小廣 き土閬 あり。 柱に は 猪の 首、 壁に は 牡牛の 頭 付の 皮 を揭ず 

たり。 門樓 には此 所より 登り 得べ し。 

更に 進みて 左 手な る戶 より 入る に 純 H-omanesque の 廊卩ぁ り。 Schwind の 描け る Andreus  II の 王妃 Elizabeth の 一 壁畫 

あり。 突 當れる 所に Qwrel あり" 皆. 砒 世の rcstclis になれ ども、 勉めて 當 代の 趣味に よりたる ものな りと へ. ま、 見て 

快から ざる はなし。 Sangersaal は當時 1! 逸の 卽興的 詩人 卽ち mf  rel の歌爭 ひの 畫と 、主 座の 彼方に は Darmstadt の Ri  ge:i 

及び Hoffmann の 詩の 一 節 もて 飾り あり。 Landgra、en  Zimmcr に は Springer に 次いで 此 城に 居りし Lpndgrafes の 家 おより 

七 個 を 選びて fVesco となせ り。 共に Schwind の 描く？^ なり。 

三階に は Cologne の Welter が Ritgen の 考案に 從 つて 描きし 裝飾 ある wanquet  Hall あり。 其 趣味の 花の 如くに して }m も 木 

强幼淮 なる、 當 時の 騎士の 心 を 形と なせる が 如し。 我 嘗て wasel の Raalhans に 期せず して 表現 せられし 室內裝 飾の 趣^ こ、 

ST 靱 なる もの ある を 認めし が、 今 此城を て 亦し かく 感ぜざる 能 は ざり き。 

Landgra 、さ haus は 全 室 Mosaic に 成り、 趣味 は 悉く  nolrbnesque なれ ども、 物眞 似の 厭氣は 如何にして 免る >f こと を l?f^ へき。 

Ritterhaus に Luther が 聖書 を飜譯 したりて ふ 一 室 も 見たり。 Cranach が Luther の 父母、 Luther,  Melanchton の 像の 唱. ナ 

られ ある 下に 頭 丈なる 机 あり。 椅子 は 反對の 壁に 置かれ、 机の下に は大象 (mammcth) の脊 骨の 一 つ 足 豪と して 置かれたり。 

入口に 近く 戶 あり。 窓より は Eisenach ー帶を 超えて 山々 の 形、 目も遙 かなり。 思 ふに 犬なる 思想 1 轉の 源. f をな せる …… 

云 はず もがな。 

辭 して. 冉び山 を 下り、 Agata 一  と 云へ る 細 I 鲂にド りて 山峡の 間 を 行く。 峽 漸く 逼 りて 巖 に相對 する 事 in 尺に 滿た ざろ 所 あ 

り。 仰げば 倒 蔽の樹 枝 を 超えて 一道の！ Mro 和 を 見、 S おは 悉く 咨と 奪と 氷柱の 衣 卞腐 たり。 Elf-grotto など 云 ふ も あり。 脚下 こ 

は 雪融けて 端 をな し、 足 を §1 めて 聞けば 淙々 の聲 をな す。 Grctto  Azuore 以来の 奇贵 とすべし。 行く 事稍ぷ 二十 分に して 峽 


.^ぐ^ゃ,ヒ稍-閒け、 仰ぎたる^^tの中を無ニにsれば、 や、 傾きた る 午後の 日. 雲 を もれ 林 を もれて 射す。 ^しさ 云 ふ 可から 

ず。 Hoh:  Sonne と：； ム へ ろ山 宿に 人り て 中 食す。 

II： 時 二十 五分 此. V 發し、 K: び 松柏の 間 を 賞き て 歸路に 就く。 逕路 に獸跡 多し。 小 鹿 二 頭 を 山腹に 見な どす。 雪に 沈み 行く 

タ 陽の 色) 

sdssl  Gr.pelsk-ppc に sli し、 山懐なる 村 や、 市 やにと もりた る 灯の 可憐なる を嘆稱 し、 II 逸の 友 を 停車場に 逡 りて 歸宿。 

1^ れ たる 靴 V など 乾しながら、 兵營 生活の 昔な ど 想 ひ 出で. -笑 ふ。 

十二月 十六 曰- H 曜。 暴 。朝 九 時 某 分 wisencxh を辭 して 汽車に 乘ず。 Ti.ringeu  wald  (llerz  Deutschland とも 呼ばる) は 

:K 然として 車窓の 兩 側に 释れ り" され ども 此大 森林の 核心と も 云 ふべき は、 西 は Eisenach を 南北に 貧く 線に 初 まり、 東 Wei ョ ar 

を 南北 に^く 線に 終る。 其 幅-ま 70m  X 6 -22 ヨに 達す。 Ilsenau を 南北に 賞く の 線、 其 地形に 於て ほに 此 森林 を兩 分す。 我 

は 未だ 嘗て 樹木に 滿 てる 砂漠と も 云 ふべき 此大 地域が 與 ふる 特殊なる 印象 を 云 ひ 表 はすべき 語 を 知らず。 日本に 於け る 森林 

が與 ふる 印.：^ と は 犬に 異れる もの あり。 其 輪廓の 茫漠 とし _iw 起の 定かなら ぬ， 一 稱陰 の氣 あり 而も 小兒 らしき 深刻 を. せ 

るな ど、 假り にこれ を M;irchen 的と 云 はん は 如何に 0 

Fraakf.rt 近くな りて は 地形 漸く 變 じて、 おしなべて 平原と 多く 異る 所な かりき。 汽車の、 歐洲 第一 なりと 稱 せらる、 停 単 

. ^こ裔 せし は 一 寺 前！！ 5^ なりし なるべし" 直ちに sot  二  Kaes【ner に 投じ、 朝 作り 置きし 腹 を 便りに 見物 を 初む。 

效に來 りて 直ちに： iidnw を 促が す もの は 風俗の 激變 なり。 啻に 風俗の みならず 、容貌 身の 取りな しまで、 我等 は旣に 純. 婉逸的 

風土の 中に あらざる を覺 らしむ〕 我等が 經來 りし Weimar,  Eisenach は 獨逸國 3- にあ りても、 殊に 歷史と WI みある 處 にして 

風俗 も 亦 今の 世に は 遠ざかれる 所 甚だ 多し。 其 印象の 反動 も 亦 我等が 驚愕 を 助けた るに や、 壬 生 馬 は •  科び 伊太利に 歸れ るの 

思 ひ をな したりと. K ひ、 我 は 町の 新たに、 何處 ともなく せ はしき 樣に、 米國 W 街の 面影 を 呼び 起しぬ。 

Kaiser- き .£30 を經て IIir8011::r」 き に Ooeth ゆの 舊 家を訪 ふ。 安息日 なれば 開かず。 家の 形は此 市の.^ き 部分に は 多 かるべ 
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き 構造に して、 其大 さは 尋常 以上と 稱 すべく、  Goethe の 父なる 人が 常時に 於け る 富有の 度 を 想 ふに 足る 可し。 Goethe 及び 

Schiller の Denlsal を 見 たれ ども、 兩 つながら 云 ふに 足らず。 唯大 なる のみな り。 

市の 東端なる Zoologischer  Garten に 到る 0 貴族的なる 鸚鵡、 老いて 甚だ 痩せた る 虎、 囀る 小禽、 默 して 腿と； 眉と を 張れる 

鵞鳥 類な ど、 見入れば 見入る 程に 興味 多し。 

p.llmegarien は 市の 西 端に あり。 酷烈なる 寒氣を 冒して これに 到る" 右手なる 大溫 室に は Pal3 屬 植物に 加へ て 人の 愛づぇ 

. き 花卉 種々 を 集めたり。 戶を排 して 入れば、 水氣 多き 溫き空 氣に爽 かなる 植物園 固有の 香 氣人を 包みて、 心 溶く るが 如き を 

覺 えしむ。 Tulip 、菊、 水 藻、 0. 蕙蘭、 櫻 革な ど、 夕暮の 日に 對 して 色え ならぬ もの、 花 前の 微風に 對 して 香 ゆかしき もの 

など、 紫色の 紅と 藍との 混合 色なる に 係らず、 其 光線に 對 する 反應の 不可思議なる を 壬 生 馬の 語れる も此 時な り。 

左手なる 大溫室 は純粹 なる ralm のみ を 以て 滿 ちたり。 これに 附屬 して 音樂堂 あり。 內に 入れば 據裝巴 里の 人 を 思 はしむ 

る 男女、 電燈の 光の 下に 色寳も 及ぶ まじき 葉 蔭 を^む。 我等 も 其 群に 入りて 小高き 處 にある 小 椅子に 坐し、 此熱帶 的 大觀に 

心 を 窓 はれぬ。 熱帶 植物の 特性 は 枝 少なく 装の 大 なる 事に して、 寒帶 植物の 特質 は 枝 細かに 葉の 小なる 事な り。 一は 優美 深 

邃の 姿に して、 一 は 勁 深刻の 形な り。 驚くべき かな、 神の 自然に 賦與 して 人 を 鑄らん とする の 熔爐。 

夕食 を 附屬の 食堂に なしつ 、階上の 管 絃樂を 聞く。  m 匙の 音 喧しくて 聞くべからず。 

十二月 十七 日。 月曜" 愚 r 朝、 再び Ooethe の舊 家を訪 ふ。 戶を排 して 左に、 其 母の 織り 慣れたり て ふ Lace を 作る 柄 鼓 

に 尺度、 Gsthe が 作りたり て ふ 其 母の 影像な ど あり。 これに 隣り て 厨、 甚だ 小な りと 雖も 器物 は 皆 低廉なる ものに あらず。 

階上に 至る 階段に は 父が 伊太利より 齎 したる 風景 箦其他 あり 〔#- に 家 の 間 取 鬪ニ個 記し あり〕。 

戶を排 して 入れば 其應接 室な り。 殊に 事務室の 椅子、 机 其 他 は 精巧の ものな り。 左方なる 圖謦 室に は 書棚の 中に Goethe の 

父が 編纂した る 市 法の 大集 あり。 

三階 は阖の 如し。 書. 室に は 平凡なる 畫 を 集め あり。 Goethe の 母の 室に は、 彼女が 劇 陽に 到る 時携 へたり と瞎 ふる 行燈ぁ 


り。 i^lr: 本 を 灯すべし 〔玆に M 収^ 1 つ 描け no。 

は 三本， 法律家 は 二 本、 庶民 は 一本 を 用 ひて その 階級 を 明かに する の 習慣な りしと ぞ。 次 室 は卽ち 此大特 

力 】7 さ 八月 二十 八 n に g: 々の を擧 げたる 所な りと 云 ふ。 Goethe の 13Uste 花環 を 冠して 此光榮 の 也 を 記念せ り。 

ほ は f  he が 活動の 王國 なり。 彼 は 二十 七 歳 (ft? まお.？ 間 力 居に にして 此布を 去り、 ま i に 移れり と； 5 〔玆 

に 取 M 一  つ 描け り： T 

是れ- おに 此 多情多恨 にして 容姿 神の 如かり し 詩人が、 其 少年の 樂 しかりし 時と、 靑 年の 苦し かりし 時と、 壯 年の 成功の 曙 

光 漸く 其： 私な g つ ん とせる 問 を 過せ る處 なり。 彼 は 此處に 住める 間に 於て " Werther ビ Leiderv-  二 cravifro,:  " Faust,"  "  wg. 

I. 等の 稿 を 終へ 若しくは 筆 を 起せし 所な りと 云 ふ。 質素なる 机の 周 園に は 十 數册の 小形なる 霄籍 あり。 中には 彼が 極め 

て， なる 折 家庭教師より 授けられ たりと 覺 しきもの あり。 壁に は 彼が 造りたり て ふ 其 友 等の 影像 飾られた"。 左方なる 

寢 室に は、 窓に 倚りた る 壁 際に 寢臺 一 個 ある 外 中央に 彼が 其 " Wilhelm  Meister  >、 の 初頭 こ擧 

げし 人形芝居の 舞臺 あり。 彼が 少年 時代の 好奇心の 如何に 奇拔 にして 而も 瞑想 的の ものな り 

しか は、 彼が 當時 描きし 疑惑の 表白が、 殆んど 深き 哲學的 質疑と して 我等の 耳 染を撲 ち 来る 

を 以て 知る 事 を 得べ し。 右方に は Goethe の 勉強 室 あり。 此は師 の 坐した る 所、 此は 彼.； a らが 

坐した る 所な ど 導 者 語る。 辭 して 階下に 下り。 裏口より 出で、 形よ き 井戸に 沿 ひたる H 垣 を 

潜れば Goethe  Museum に 到るべし。 其戶に 立ちて Goethe が 住ま ひし 四 階の attic より 其 父 

母の 居室 客間 さて は 厨 を 一 目に 見やる は 中々 に 捨て 難き 風情な り。 

Museum の 中には 小 なれ ども：^ 顧 頗る 多き 色々 なる もの 築めら れ たり。 Goelhc が 色彩 論の 

1 例に 擧 げられ たる 蛇の 寮 ある glass  cup, 詩人が Lotte に 贈りたり て ふ 頸輪、 詩 入が 少老の 小 影 色々、 死 面、 詩人が 兩 親の 

影像 其 他。 Go,the の 母の 面 は、 美 はしと 云 ふ 質に あらざる 可 けれども、 睿智 もて 輝く が 如し。 

1 ゴ 0  .k  .CH"  九 七 


有ね 武郞 仝. 集 第十卷  九，， ノ 

gmer は Rathi の別稱 なり。 Goethe の 家より 古 建築の 民家 多き 數衝を 過ぎた る 所に あり。 建築とし ては、 其 趣 

味の 純雅 喜ぶ 可し。 最も 慘 ましき は 古き 趣 築 物の 潮く 年 を經て 改築す るの 巳む を？.^ ざる もの 多き 事な り。 來年來 りて 此 市に 

遊ばん もの 我等が 見たり し 老屋を るの 喜びな かるべ し。 

比 市の 跪 築 法 (庶民の 家屋) に 於て 最も 注目 を 一 免く は、 "？- の 窓の 著しく 多くして、 相互の 間の 狭き 事な り。 oocthe の 家 

を、 後方より 見た る 時の 屋上の 如き は 其の 一例と すべし。 階上の 階下より 突出 づる 傾向 は 無き にあら ね ども、 さして 著し か 

らず。 壁の 組 木 を 表 iS に顯 はす は此邊 一 般の 風習に して、 後期に 於て は 必要 以外に、 裝 飾の 爲め支 木を揷 入した る もの 多し 

と 見受けたり 〔こ. -に 及び 二階の 窓と 壁の 組 木と を 示せる 圆 描け り〕。 l^sa,.er の 向 側に 立てる Pauls  Kirche と 云 ふ 風 

變 りの 寺 を觀、 per  Mainz  Brticke と；： ム へる 古風なる 撟を 渡りて、 汽船の 曳船した るが 上下す る MP 一 g 河の 淘 流の 河水に、 

冬の 風の 賤 しく 渡り 來るを 凌ぎつ 、、 Stadfiches  KSKt  Ilut の Musel に 至る 0 大 階段 を 半ば 上りた る 壁 上に W.Tisch- 

bein の 筆に 成りし G5cthe が 伊太利の 古跡 を 吊へ るの 大額 あり。 入 は 幅 廣き黑 の 帽子 を 頂き、 白の 外衣の 下に 赤色の 上衣、 

黄色の ズボン を 蕾、 水色の 靴下 を 穿ちて 崩れた る 大理石 片の 上に 倚れり。 若し 此畫の 主題 0 まさ ひ にあら ざり せば、 見ん 人 

の 多く は 注意せ ずして 看過し 去るべし。 0 ひひ まひ の expression に は 一種の 到達 あり" 

Rembra,.dt の ，： Blendung  Simons  - は、 大幅に して 出精の 作なる ベ けれども、 彼 は 到底 此 種の 畫 題の 作者た る 可き 資格 を 

缺 けりと 云 はざる 可から ず。 ！ ^"bss の 粗放 卑俗 なれ ども、 大膽不 鶴 自在なる 想像と 運筆 は、 Rl)3ndt の {r^ しく 絕 念して 

苟もき、 い を此に 動かす 可から ざり し 所なら ず や U  Goyen の ミ Igkmer  Meer  >、 は 其 銀 光 橄欖の 薬の 如き 色彩と、 拙 なげに 

して 而も 眞境を 捕へ 得た る 水の 活動と に 於て、 我等の 興會を 新たに せし む。 wotticelli の 一 ま adonna,  Christ,  John- は 骨肉の 

關孫不 ，こして 表 靑も亦 純なら ず、 凡作。 "simorletlu>- に 至りて は暗黑 なる 後景の、 表に 浮ぶ が 如く 右面 を 示して、 肩 ま 

で を 出せる 女性の、 筆路の 純一、 表情の 賴越、 彼に あら ずん ば 亦 誰か これ を 能くし 得べき。 

近 =5.1 の 繫家こ 於て は Ki  Thoma の 作 「自聱 像」、 「少女」 其 他、 自ら 開拓せ る 1 路を 示して、 我等の 同情を促す^！多し。 


1 さ の s  Vil::i  am  Meer  ： 血の 如き 暮色、 雲の 問に 漲りて、 荒れた る 例の 古 莊の岩 を 打つ 波路 を 輝かせり。 一:! じ榑圆 

にして 時 を wj; にせる 作を屢 i 見たり。 これ は 第三な りき" 

此夕汽 iaj- に ■ じて Mainz に 向 ふ" 明日 船 を 此處に 得て llhein 河 を 下り KSin に 到らば やと 2^ ひたれば なり。 汽車 Ma:nz 

に せし 時 は 點燈の 後。 Ilctel  Gcrmania に 到れば 暖 室 器な く ランプな し。 不平の^り 塞氣を EI して 市內 を縱橫 し、 Rhein 河 

の 塞 風に.；^ を 曝す^ 暫くに して 歸る" 二人共 稍， - 風邪に 冒さる。 

我等 は； 冉び Widn 河畔に 出で ぬ" Reinfall の 上流に 早瀨 をな し、 深綠の 水と なりて 滑 かなる 石の 上 を 走り. 更に 瀑 上に 到 

りて 一 倒千茁 1^ の， H 雪 を-吐 ざ、 山嶽 を 出で 》 は 獨逸 平野の 悠 和なる 流水と なりて、 其兩 5;^ に、 溫暖 なる 氣 候と 甘美なる 葡萄 

と 1^ 與 へつ >、 m らは 北海の 波 荒き 磯 際に、 此 想いと 深き 河に 遇 ひぬ" 

十二月 十八 B。 火曜) 晴。 昨夜 心を盡 して、 此處 より 船の K.Gln に出づ 可き か を 間 ひ .せ， きたれ ども、 要^ を？ おざれば、 

今朝 今一 度^^みんものをと河岸に出づ。旭日は將に我等が向ひ立てる河の右手遠く雲を分けて出で來れり。 雲 態光樣 Turner 

の <SS を 其 儘な り。 河 上に は寒識 長く 引いて 水 低く 流れ、 岸 上に は、 船人の 參々 伍々 面白き 群 を 造りて 相 語れり。 我 は 彼？ A に 

piopio の 規則正しく 相 連れる を 見、 水鳥の 啼 かずして 羽音 輕く 水上 を 行く を兑、 過ぎ行く 船 を！^、 橋 上の 人 を 《^ 、水郷の 冬 

の 朝の 面白き：^ 色 を 眺め 入りぬ" 我等が 入りて 問 はんとす る 切符 覽 捌 所より は、 旣に 一入の 靑年、 案內 ^i£携 へたる が 出で 行 

きぬ。 船の なきに 失望して 橋の 袂に 来れる に、 一 少女の 露 西亞帽 被りた るが、 足 を 巡らしつ、 つく，^ 我等 を 見て 過ぎぬ" 人 

少なに 乘せ たる 簏車、 橋 を 渡り 來 りて 右に 折れ 去りぬ。 橋の 上に は 霜 置きて、 キラく と 旭に 光る。 巡査の 赤き 鼻して 兩手を 

衣 獎に收 めた るに 遇 ひぬ。 だらく 坂 を 下り 切る 頃 商店 用の automobile 宛ら 疾風の 如く 我等 を 過れ り。 かの 忌む 可き 惡臭は 

凍る が 如く 我等が 鼻を^ ふ。 pplpce の 角に は 四 十 恰好の 男、 用 も なげなる に ほく そ 笑みつ、 立てり。 寒さ を 身に 沁みて g:," ゆ 

ろ 我等に け-その ほく そ 笑む が 面憎し" 兵士  二人 細長き 軍 W 車の 後 を 押し、 他の 一 人 は 手袋な き 手 を、 冷えて 凍りたり と兑 ゆる 

車の 棍棒に！：^々 と^せて、 勇ましく 傍 を 過ぎぬ。 かくて 我等 は 漸く 人影 繁き 町に 入り、 Do ョ を 見、 靑物 布の，^ の鮮 かなる 
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を 嗅ぎて Hota に歸 り、 停車場より 九 二十 三分の 汽审に 乘る。 九 時 五十 五分に 乘る方 都合よ かりし を、 宿屋の 客引きの 男 

の 年老いた るが 祟りた るな り。  . 

汽审 は先づ Wiesbaden に 入り、 更に 發 して slehl の 右岸に 沿うて 走る， • お 一は 晴れ si りて 定かなら ず。 河 は ピ】 を 

對 岸に 望む 5- より、 漸く 雙眸の 間に 收む 可くな りぬ" 河 幅 は 思 ひし 程に 廣 けれども、 深さ は 如何 かと 怪しまる。 唯其兩 岸の 

地勢 甚だ 平沮 ならず、 押しな ベて 云へば、 急斜 を 有する 二つの 丘 岡の 間に 挟り て 走る もの これ s^n なれば、 深度 も 思 ひ 

しょり は きに や。 河に 對 してな せる 斜面 は、 大方 は 耕されて 葡萄園 をな せり。 車窓より 見下す に、 直なる 枝 柱 を 規則正し 

く 立て通ね たる 果圃に 厩 肥 を 施した るに、 霜 置きて なせる 色の 土との 相 交りて、 紫に 似て 而も 異 りたる 潤 彩、 これに 述 りて 

枯林 練らに 立てる 牧場の 冬枯れん とする 綠、 更に それ を 超えて ー帶 重く 濁りて 見 ゆる sv-in の 流れ、 愛 望す 可し。 河に 沿 

ひ 岡に 臨みて 古城 塞の 荒 跡 あり。 蜂 火 すれば 望み 得る 距離と 覺 えし。 山 質 は、 屋根と なす 可き 石板の 逢 出に 適せる にや、 將 

た 石炭の 擴 脈なる にや、 此處彼 の 岸の 土黑 みて、 山の 根 を 穿てる 坑も見 ゆ" 曳船の 多くに 積みた る は 此黑き 物な り。 此河 


に 浮べる 小舟 は du  Chavane の r© しき 漁夫」 の それに あるが 如き 單 純の ものに 

ならず。 舵 は 其 形 稍 i 常の ものと 異れ り。 城塞の 形 は 我等が 見たり し Wartburg 

だ 佛國の chateau に 似た る もの あり。 山腹に は 樹木 甚だ 多 かるべし とも 亦 甚だ 大 

入りて 樹々 翠綠を 衣す る 頃に は、 山に は 薄化粧の 趣き ある 可し。 過 P 、の 村 布に は 

の あり。 新しき もの は 煉瓦造り にして 旅館 及び 汽船 問 尾 風の もの 多く、 古き 方 は 

場、 豪家、 寺な どの 塔 や 樓ゃ其 他 平和 を 守り 顏 なり。 家畜の 飼養 は 思 ひしに 反し 

我等が K{5ln に 達する の 前、 經 たる 市街の 主なる もの、 右岸に ありて は Neuwied, 

Bsn 等な り。 停車場に 藩せ し は 一 時 近くな りしな らん か。 停車場 を 出 づれば ひ 一 3 

等 を 園す。 Hotel  St.  rpul に 投宿す。 


して、 多く は 彩色 も 華 か 

の それと は 大に異 り、 甚 

なりと も 思 はれず。 夏に 

新しき もの あり、 古き も 

農家 漁家 これに 交りて 役 

て 物々 しからず。 

左 514 こ， あり て は 一 )lenz, 

IrL- 寺の 塔 頭 鬱然と して 我 


K 一り に 宿 を 出で、 M>o ョ を 兌る" 塔の 高さ 五十 九 間、 寺院の 長さ 52〕  ft. と稱 せらる。 形 は 純 Gothic にして aisle の OK 根 

は §.e ょりも^^3かに低く、 柱の 形 は 其 整 美に 於て Mihii を 凌ぐ。 外面に 於て は 11 殊に、 前：. g 後：. M より 見た る 場合に 於て 

-1 MiUui の Dom 1 段の 上に あるが 如し。 彼 は 其 技巧の 優雅 を 以て 勝り、 此は表 趣の San を 以て 優れたり とすべき か。 ^ 

材は iwl 白砂お にして 程遠から ぬ Rll§ 河畔の 山より 出せり と 云へ り。 wallsf-RichTtz  M ョ eu-tl を 見る。 皆ド こま 古今の 彫 

刻 物の 投作、 15- 作 少なからず あり。 就中、 古希 臘竝に pcmpcii 彫刻物の 模造に 色衫を 施した る — 其 常時に 於て なされた る 

ものと 假定 して —— もの を 見る。 其 色彩の 正確なる や 否や は 第二と して、 我等の 股に は 最も 新しく 興味 多 かりき。 云 ふ 迄 も 

なく IClinger の企阅 したる 所 も、 此 復古の 精神に ありし ならん。 

^上に は 縛 の展 一 あり。 Thoma の 「夏 量 色」、 gcklhl の 「^ 賊」 注意す 可し。 後者の 大膽 なる 構圖、 精緻なる 自然の 

理想化 的 描. お、 湾異 すべき 色彩。 

Knn と は 云 はず、 Mainz に 於て 我等 は旣に 市民の 中に、 水の 民の 分子 甚だ 多き を 認めぬ) 一種 快活の 氣、 自 恃の 風、 自 

ら 旅人の 心 を 打つ。 我等 は 永く 永く 地の 人の み を 見て 水の 人 を 見 ざり き。  . 

f と 端 書と を 求め、 旅 宿に 歸 りて 諸方に 手紙 端 書な ど認 む。 壬 生 馬は羅 馬に 荷物の 事に 就きて、 我 は ロンドンに 

郵船の 事に 就きて。 此夜 一 寸 散歩す。 

十二月 十九 or 水曜。 暴" 朝、 Rl-eln 河畔 を 東に 歩み、 十一 時 頃、 Dom の廣 場に 歸り來 りて、 Do ョの塔 上に 登る。 其 規模 

の大、 Ei. に 我等 島國 人の 心を駭 かす。 

午後 一: 時 二十 七 分の 汽 la}. に 1! じて 此地を 發す。 沿道の 風光 潮く 變 じて、 我等 は 時に 旣に Holland に 入りし かの 思 をな す。 

兑 ろ^も かなる 平原の 彼方此方に， 木 ありて、 地の 凹みに 水の 港 へられた る、 岸 « き 小川の 透 迄と して 流れた る、 風^の 

腕. ぱく^げ たる 皆 これな り。 樹木の 稱類も 漸く 異 りて elm に 似た る もの 多く、 松、 樅の 類 甚だしく 減少したり。 Frankfurt 

にても Kr>:n にても ElB2nach に 於け るが 如く、 降誕 祭の 爲 めに とて 樅 を 處狹き 迄廣 場に 置け る は 見 ざり き。 
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我等が 汽車 は 依然として さおに" 河畔に 沿うて 走れり。 され ども 其 風光 は 再び 兒 るに 由な し。 其 名 も 和 蘭領に 入りて は、 

Waal となるな り。 我等と 间車 せる 凡ての 人 は、 旣に獨 逸人に あらず して 和 蘭人な り。 森の 子に は あらず して 海の 子な り。 

msseldorf,  Dulsburg を經 て、 我等 も 亦 和 蘭 地域 內の 人となりぬ。 ctrecht に 着す る 少しく 前 Waal は 左に 我等 は 右に。 夜 は 

早々 逼り來 て 窓外の 異風 光 は 望まん に 由な し。 

汽車の Amsterdam に騖 せる 頃 は (遲延 して) 戶々 灯せる 事 旣に久 L かりき。 寒 園の 一般の 習 はしに 似ず 窓の 大 なると、 車 

窓の 右と 左、 水黑く 光りて 燈火を K 映す るが 見やらる \ のみ。 

Central  Station に 着す。 曰 本に て 云 ふ 赤帽 は、 此地 にて は 黑帽を 被りて， ：《 服 を 着けたり- 英、 佛、 獨、 何れの 國語を も 巧 

みこ 鬼る。 Hotel に 到る 沿道に て 見る 所の もの は 何となく 獨 逸と 異れ り。 往來 する 入の 容貌 服裝、 外圃 入に 對 する 態度まで。 

Ilotel  Suesse に 投宿す。 其々；！ を 愛で、 なり。 

十二月 二十 En。 木曜" 曇" nouani の 民が 家屋の 清潔に 對 して 心 燒く樣 は、 ョ onomanil と稱 すべし となり。 往來を 歩き 

見る に此處 彼處の 家の 窓に、 婢婦の 甲斐々々 しく 掃除せ る を： る。 家屋 外壁の 石 壁 すら、 一 々雜巾 掛けし つ K ある を 見たり 

さし ども 彼等 は其设 裝に對 して 他國 人よりも 淸潔 なりと は 思 はれず。 日本人が 入浴す る 事 si にして、 座敷の 掃除 頻繁なる 

が 故に、 直ちに 淸潔を 愛する の 民な りと 云へ りし 或 人の 說は 如何 あらん。 汚 據を其 儘に 見せた る 便所、 惡臭紛 々たる 下水 

衆人 R§ 浴の 風呂に たじろかざる 無 神經を 見れば、 實に 潔癖と は 一種の sonomania なる に 似たり。 

都 なれば、 風俗 も歐洲 中部の 風習 を傳 へて 異様なる もの ある を覺 えず。 され ども 和 蘭 は、 和 蘭特. 1^ の 容貌と 態度と を 有す 

る V 民 を 有せり" 彼等 は獨逸 北部、 Scandinavia 半島の 民と は異 りたる 祖先 を 有する もの.^ 如し。 其 毛 髮は黑 暗なる もの 多 

く、 鼻梁 は 其 頂. J いに 於て 尖り、 皮膚 は 時に 純 美なる もの を 見る 事 あれ ども、 多く は滑淸 なりと 云 ふ 可 力ら づ 丈け" 概 I て 

中 脊と云 ふ 可き ものなる べし。 擧動は 海國の 民に 似ず 槪 して 潑剌の 氣を缺 き、 表情 も 亦 稍 i 蓮 鈍なる が 如し。 唯 一 つ 今 も 彼等 

の 面 こ 印せられ て 失せず と 思 はれし は、 平の 如き 忍耐の 力と 獨 立 自由 を-節 ふ 心と なり。 是れ實 に此國 民が 有する 唯一 の 生命 


なる が 如し" 彼等が 勝利 を ろ 所に は、 自由 其 槍と なり、 忍^ 其榍 なりし なり。 

Amsterdam にに 九十の 島 喚 ありて、 三百の 橋梁 これ を 速 結す と 云 ふ。 以て 其 如何なる 所なる かを槪 想す 可し。 

^、  Hotel の 傍なる "a-n と 云へ る廣 場に 到る。 市民が Lgis  toonaparte の爲 めに 造りて 献 じたり て ふ 離宮の 立てる 所な 

り。 建築 は 所 li  Duich  Renaissance なる もの、 莊 重なる 外廓 最も 兑 るに 足る。 殊に 注意す 可き は 窓に 窓枠の なき 事な り。 此 

一 ^の風習は1^-に{ぉ殿のみならず、市；^^-の家にも艇{兒る所にして、我#が眼には2;5^も珍奇なる感情を與ふ" 此 宮殿の それ は 

(壬 生 HHT が 云へ るが 如く) 却って 建築 上の 成功 を 助けた るが 如し。 窓と 窓との 間の 方 柱 は 窓枠な きが 爲 めに  一^、 其 資質 的效 

を收め たるが 如し 〔玆に 窓 及び 窓と 窓との 間の 方 柱 を 示した る摊簧 描け り〕" 

に雞 りて Ryks  Mu.cum に 到る" 第 十六 世紀 前半に 於け る outc ノ  rlenlissmce  style に 型 取り VJ 1S77—85 に 建築 せら 

れ たる ものと 云 ふ。 

Tx-tch  Renaissance 其 他 建築の 用材と なる もの は、 ま煉- 丸に して 石 を 用 ゐる窜 甚だ 少く、 镯逸國 中に ては殆 んど务 市に 於て 我 

等が：！：^ 慣れたり し 石板 展根 も， 此 にて は 瓦と なれり。 煉瓦 を 用ゐて 建築物 全體の 品位 を卑 くす るの 不利益 も ありし なる 可け 

れ ども、 其 全 1^ の 形式に 於て 此 館の 價値は 稍 i 疑 はる 可き もの あるが 如し。 東方の 入口より 入る に、 glass  根の 廣き court 

に は、 武器 武具 並に #S 船械 民に 關 する 陳列 品 あり。 歷 史的に 細查 せば 植民 史を 講ずる 人々 に は 殊に 面 1:11 き 材料 あるべし。 長 

崎出^^-に於けろ^^<屋敷の小模型も、 亦此 中に 收 めら れ たり。 囘 に は 歴史、 寺院の 裝飾 物、 祭器な ど あり。 多く 注意す 可 

きものな し。 和 蘭 家具の 陳列 は 興味 ある もの 多し. >  如何に 多くの 東洋 趣 が、 彼等に よりて 西洋に 轍 入せられ しか は 驚く 可 

きもの あるべし。 凡そ Arabia,  Turky の 入寇 以^、 東洋の 美術 技藝が 西洋 を 感化せ しもの、 最 なる もの を 求めば、 指 を 和 蘭の 

1^ 洋に 於け る K 易に 屈すべし ^ 支那 趣味の 陶器、 度 趣味の 滅毯、 金具、 澳州 趣^の 模樣、 其 他 11 霰に 於け る 構阖の 如き も 

i! 殊に 其 風景 齋に 於て は 11  is^ 洋の流 風に 感化せられ しもの ありし に は あらざる か。 

^上に は 和 繭， {ni^if の 大喪 堂 あり。 凡て 和 蘭 派の 賓脈は *  二 時期に 別れて 其發 達の 高潮 を來 したり。 第一 期 は 第 十五 六 
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世， 把.. に發 せる ものにして、 多く 伊太利 文藝 復興 期の 影響 を 蒙りて 産れ たる もの、 第二 期 は 第 十七 世紀に 其 起原 を發 せる も 

のにして、 宗教改革、 米 國發見 以後、 形： 向上と 形而下と を 論ぜず、 社會の 風潮が 全然 新 方向 を 指して 走りし 時期に 產れ たる 

もの これな りと 云へ り。 され ども 此兩 時期 を 通じて 和 蘭 派の 畫家 をして、 伊太利 派の それと 全然 異 らしめ たる 一事 あり。 和 

蘭 霰 家 は 如何に 强 盛なる^ 太利藝 術の 感化の 下に あり. I じ 時と 雖も、 到底 自然主義、 寫實 主義の 壘を捨 つる 事 をせ ざり キ/ 伊 

太 利 賽派は 到底 ™f 想 主義な り。 Venice が產 みたる 驚く 可き 自然との 接觸を 以てする とも、 これ を 和 蘭畫の 最も 理想的なる 製 

作に 比して、 更に 理想的なる を 否む 能 はざる なり。 若し 歐洲の 藝術界 に、 伊太利が 希臟 より 傳承 せる 藝 術に 對 する 態度 放棄せ 

られ て？ これに 代る に寫實 自然の 傾向 著しく 加 はりし 事事 實 なりと せば、 而 して 此事實 が藝術 進歩の 障碍 をな したりと せば、 

和 蘭 派の 縛畫は 確かに これに 對 して 些少なら ざる 責を負 ふべき ものなる べし。 若し これに 反して 歐洲に 於け る 近世 藝 術の 傾 

向が、 此 自然主義 寫實 主義の 收容 によりて 更に 一 段の 進歩 をな すべき ものな りと せば、 和 蘭 派の II 畫は Shakespeare  weetlloven 

と共に 伊太利- 1 術と 月桂冠 を 分ち 被る の 所以 あるべし。 

されば 和 蘭 派の 櫓螯の 種類 を 最も 正 當に區 分 せんに は、 伊太利に 於け るが 如き 事 能 はず。 色彩と 形體 とが 表顯 する 咸 (情の 

類 を 以て 賓派 を區分 せんとす る は、 これ を 和蘭贅 派の 類別 法と なし 得ざる に 似たり。 固より l^ubens は Rubens の 色彩 形 體 

ありて 自ら 其 隨從者 を 作り、 Rembrandt は Rembrandt の 色彩 形體 ありて 亦 其 摸 擬者を 出したり と雖 も、 これ を 以て 和蘭畫 

全體の 分類 をな すに 當 つて 正當の 目と は爲す 可から ず。 I を 理想 派と なし 一 を寫實 派と なし、 苟も 伊太利の 潮流 を逐 うて 其 

傾向に 懐古の 意 ある もの を 一 流と し、 其筆路 如何に 南 歐の積 堆に負 ふ 所 ある も、 廻轉の 一路 を 開きて 新生と 走らん とする も 

の を 一 派と なさば、 卽ち 大過な きを 得べき か。 若し 此 則に 從 ひて 和 蘭蠻を 類別 すれば Van  Dyck の 如き は、 其 肇路に 於て 

色彩に 於て 伊太利 當 時の 畫と 多く 選ぷ處 なき も、 畫 板に 臨みし 糈祌 用意の 差に よりて 寫實 派に 屬せ しむべく、  Rubens の 如 

き は 其 technique に 於て 伊太利の 畫を 去る 亊遠 しと 雖も、 內容と 表情に 於て は 遂に 南歐の ものな りし かば、 これ を 理想 派に 

屬せ しむる が 如し。 此の 如く 類別す る 事に よりて、 和蘭賓 派の 特長 は 初めて 明瞭に 我等が 理解し 得る 所と なるべき にあらず 


ゃリ こに 定說 となさん は ^ ^りに 輕々 しさ ii 理 なれ ども、 和 蘭 派の 畫作を 見る に 際して 暫く 我 一 個の 用意と なさん とする のみ。 

現赏的 to 向 を|. お 成せし めし 動機 

(：) 宗教改革 

(二) 遠洋 

GO 1 五 円 九 Utrecht  union 會議 

(円) 一 六 四 八 Westpharh  ： 牛 和 會議に 於て 和蘭獨 立の 承認 

(五) 私的 生活 尊厳の 自覺 

(六) n 然科舉 硏究の 進^ 

(七」 新 文^の 勃興 •-— 卽ち 傳說的 文. 研究の 衰返 その他 〔參考 書 略す〕 

r 1 ご」 (hiker  0653〕 の 「狩りの 歸り」 は 特に 其の composition に 於 げ る 秀拔の 作と 稱 すべし。 此査家 ま 其 作の i^H 1- る 

もの 甚. た 多から ずと； K ふ。 Nic.  Maes の "Endless  prayer,-  "  sulnin",: " ()ld  Woman  working  at  the  spinning  tool,:  "  Drea- 

ョ-" - 等 は 肅 整なる 結構な り。 Ftans  Ilals の 箦は其 運筆の 自在と {nr 家の 特長 あるに 於て、 prard  TerLury の "Paternal 

Advice" 共 他 は 其 精緻なる 色衫と 一 種 classic なる 氣 性と を 以て 日常 風俗の 機微 を 書きし もの、 Gsthe の 賞翫に Kj ひし も.，， rl 

なりと：： ムふ 可し。 され ど 彼 並びに Dou 等の 畫 風に は 旣に退 縮の 氣 ありて、 絢爛 やがて 常^に 陷 らんと する の 傾向な きに あ 

にず。 G.  Dou の穀 にして 此館 にある もの は "Curiosity へ- "Evening  SAool " 其 他な り。 外 こ 七 二 家 こ 類し 一し、 其^ り ヒ 

と 構^の 特殊な 6 に 於て 一 頭 地を拔 ける ものに Pieter  de  Ilcoch あり。 彼は此 館に 於て " store-ro2<  -courtyard  of  Tavern つ 

等 を 以て 代表 せらる- 若し 夫れ 其 色衫に 於て technique に 於て 表情に 於て、 和蘭畫 派の 特徵 を善惡 共に 發揮 せる ものに は Js 

steej,  Ostade 兄^^等なりと稱すべし。 風景 賨に 於て 最も 我等の 變 nH に 値すろ もの は、 J.  va"  Ruysdnel,  HcbLei,  Jon  vs 

Ooyen,  Jan  van  der  Meer の 如き を 以て 最 となす 可し。 Ruysdael は 其 作 常に 一種の 形式の 中に あり」 色彩 も 亦 寒冷に して 時 

】 九 C 六た や  一 C 五 
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に 硬 執の 厭 ひなき にあら ざれ ども、 其 風景に は 必ず 一 種の 力 あり、 必ず 一種の 活動 ありて、 01 お S 一。 の 形骸の. 下に、 純 自然 

の强き 呼吸 を箦き 試みん としたる の 跡蔽ふ 可から ず。 風景 賨の .^Gronese と稱す 可き か。 Goys は 純然たる 風景 畫 家たり。 

彼に は 一 の pretention なく、 一  の 典型な く、 直ちに 自然の 印象 を 其 獨 得なる 筆に 捉 へんと したる もの、 畫面 全蹬に 雨上りの 

夕日の 如き 輝き あり。 物の 形 は sepia と靑 色と 朱と を 用 ひて 畫 きたる が 如し。 其 「老 柏」 の 鬪 の 如き は、 廣大 深刻 人 をして 

MilL.t の 作に 兑る 1 種 深甚なる 印象 を 思 ひ 起さし む。 vn  van  der  Meer は 其 色彩に 一 種 銀靑の tone ありて 寧ろ 糧 平 調な 

れ ども、 自然 を寫 すの 工夫に 於て 發見 する 處 極めて 深切。 後世の 畫 家に 影響せ しもの 多き が 如し。 cost の 銀靑も 或は 範を 

彼の 流 或に 採りし に は あらざる か。 Hobbema は旣に 知られた る 如く、 自然 活動の 瞬間 を 捕へ 得て 極めて 造詣す る 所 ある もの 

なり。 Jau  van  der  Meer は 其 色彩の 幅の 廣 さと 其 命題の 種類の 多 さに 於いて、 悠々 他の 諸氏 を 凌駕す る もの あり。 其 technique 

は 極めて 近世 的 なれ ども、 Goyen の 飄逸は 彼に 於いて 遂に 認め 難し" 

Rembrandt の 有名なる Nijhtwatch  " 其 他 を 見て (明 y の 記事) 後、 harbour を 見ん とて 停車場に 到る。 寒風 海 を 吹き 米 

りて 窓 さ堪ふ 可から ず。 税關 所在の 一 島に 到る 事 も 見合 はせ て歸 る。 凍る ばかりなる 儘に 「涙の 塔」 の 傍なる 一 珈辩 店に スり 

て 珈珠を 飲む。 宛ら 薄く 溶きた る しるこの 如し。 家 婢の面 は 汗み どろと なりて、 靴に て 上る 可き 床に 雜巾 掛け をな しつ &ぁ 

り。 素 木の 机に 素 木の 椅子、 湯 釜 三 個 は 流しに ありて キ チンと よくし まりたり。 黑衣 蕾け たる 老女、 幅廣き 古風の 精子 被り 

て、 愚かげ に 見 ゆる 少女と 共に 入り 來り、 隱 高く 云 ひ 罵りつ. - 珈琲 を 飮む。 溫 りたれば 辭 して ブ， Market に靑 物、 魚肉、 獸 

肉、 襟卷， ボンネット、 金具、 其 他の 市 を！ 《^ る。 賈 高く、 歳の市 を 見る 如き 彼方に は、 救世軍の 音樂 勇ましく 聞こえたり。 

塞き 儘に 此 日の 殘りは {iS に 籠りて 暮し 終る。 

和闞語 は、 其 構 字に 於て 發昔に 於て、 獨逸 語の それに 酷似せ る もの あり。 ；？edecker 案内 記の 記す る 所に よれば、 字の 種 

類 は 甚だ 多くして、 字々 が表顯 する 所の 意義 も 亦 深奥なる もの ありと 云 ふ。 

Palace に鏡樓 あり。 十五 分 毎に 一種 音 樂 の調諧 ある 音 を、 途り來 る。 唯 其 散漫に して 鐘聲の 趣な き、 我等 は 十五 分每 にして 


を^め たり。 

十二月 二十  一 B"  $0 暴。 朝、 再び Ryks  Museum に 到る" 昨日 見たり し Rclnlmsdt に 就いて 雜 記すべし。 

彼が "プ .ightwatch  .、 は Gu.ld の需 めに 應 じて 棗き たる ものな りと：： ム へば、 彼が 三十 六 歳の 時の 作に し 一」、 彼が 蕩來の 

祉 1、 ^^Ldl の 死 >y 加へ て 痛き. 囀， 挫を來 せし 時な り。 Rcmbidt の 作 は 二； 期に 分ち て 考察し 得 可し。 第 一 期 は 未だ 

.::;しの.^^:本分を？？：^^せざりし時^ 第二 期 は  一 is 瞻な る金褐 もて 暗 明の 極 美を寳 きし 時、 第三 期 は 1656 前後の 作に して、 

色彩 个：^ に 於て ハ； Mi 階 調 や 帶び來 り、 驚 家 は 此流癖 を 救 はんが 爲 めに 種々 の 濃 色 11 殊に 澄 紅の 如き 11 を 用 ひるに 至りし 

時&れ なりと 云 ふ。 されば 此 "NigUwatch" は、 正に 此 大家が txhnique に 於ても 亦 最高潮に 達せし 時の 作と 見る 事 を 得べ 

し" 打 向って 先づ 驚かる、 は、 我等が 嘗て 此 世に 見 ざり し潤微 なる 彩 光な り- 次に 驚かる、 は 其箪路 の大膽 自由にして、 到 

<;^円十の齢に達せざる 一 靑年1.!^3:とは思ひ及ばず。 光の 許す 限りに 立てる 人 二十 二人、 手 1^- 擧げて 語りつ \ ある 壯 漢と、 槍 を 

へて きつ、 ある 秀容の 人と は、 明ら さまに 光の 中に ありて 輝け り。 右 隅に ありて 太！！ 强く 打てる 鼓手， 旗の みは 光 を 浴 

びし めて 己れ は 陰の 屮に 立てる 旗手の 如き は、 半ば 暗き 光の 中に あり。 槍 を 遠く 伸ばした る 武士、  i;^ 痕 ありと 思 はる、 扁ゃ 

なろ： 激の 人、 鹅 持てる 少女、 甲 被りて 走る 樣 せる 少^、 其 他 は 光れる 影の 中に あり。 打 見やれば 1^ 然 たる 大寮。 これ 一 に 他 

の奇 なき 地上の 光景 なれ ども、 我等が 受 くる 印象 は 何と は 知らず 强甚 にして、 廣き人 牛： の 一部分 を 明瞭に 窺 ひ 得た ろ を覺ゅ 

ろな り。 Springer が Re ョ brauJt の 作 を 見て せらる k 印象 は、 Shakespeare 作 中の 入物に よりて せらる  ものと 略 is じき 

の感 ありと 云へ る は、 根據 ある 說と云 ふ 可し。 Rembrandt の 人物 は 常に 地上の 人な り。 而 して 其 意志 は 堅 K に、 其 感情 は 平 

等に、 其！；： 性 は 常識的な り。 而も 其 根 抵に當 りて 一種 dramatic なる 突梯 あり。 Shakespeare が 二 三 の 悲劇の 高潮 は 彼の 畫中 

に 求め 難 かるべき も、 其 劇中に 「ヮ キ」 として 現 はれ 來り、 其 性格 行動に 於て 主人公よりも 現 實舁の 入な りと 思 はしむ る 入々 

は、 5;^ ず 1 如と して 亦 Rcn.brandt が 霄. 布の 上に も顯 はれ 來る なり。 彼の " Syndics  of  tl.e  Guild  of  the  Cloth ョ ak、  rs  *-  亦 

矜 す 可し。 "ス ightwatch- の 如き drasatic  effect はな けれども、 其 親 調なる 色彩の 中に 疑惑な く 曖昧な く、 五 人の 人物 を 

1 九 〇 六 年  1〇 七 
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點 じて、 所謂 視る事 久しう して. M く 寧な きの 作 をな せり (P ヒーき d  in  1662)。 其 傍に ありし 「少女」 も 亦 見て 美しき 感興 を受く 

べき ものな り。 *~Brideaud  Br.degrosl  of  Jew  - は 未成に して 且つ 彼の 想像 的 能力の 缺如を 語る ものに は あらざる か" " wo- 

man by  a  W  rook  "  は 注意す 可き 傑作に は あらざる 可し。 i .composition は 彼の 常に 反して 甚だ 詩的な り。 Sentimentalist は 

そ を； 喜ぶ 事 もや あらん" され ども Rembrandt の 强„ ^て ふ 特色 は 認め 難し。 Elisabeth  Bas の 肖像 は 上作。 

.& 食の 後 Jewish  quarters を經て 動物園に 到る。 鮭 鱒の 人工 孵化 を 見ん とてな り。 寒氣 激甚な り。 半ば 永に て 張り つめたる 

池の 上に は、 熱 帶の永 鳥、 戰き ながら うづく まれり。 憐れむ 1H- し" 森の 葉、 四季に 其 綠翠の 色を變 へざる 地に 生 ひ 立ちし 樂園 

の 人 は、 今 地獄の 極 下 Iscariot の ュダと ブル タ ー ス とが、 首まで を 現 はして 齒嚼 みしつ、 ある 烈寒世 戸 ルの囚 に 翳 がれたり。 

人工 附化は 遂に 見る こと 能 はずして {<H しく 園 を 出づ。 暮色 早く 到りて 打 重なりて 沈みた る 雲 は 『死」 を 見る 如し。 珈珠 一杯 

に 勇 を 皺して 停車場に 荷物 を 受取りに 行く。 行き 違 ひ ありて 受取る 事 能 はず。 歸舍 す。 

十二月 二十 一一 BT  土曜" 朝晴、 午後 暴。 朝、 停車場より 税關に 荷 を 受取りに 行く。 關史、 親切に 我等の 爲 めに 周旋す。 我 

等が さ  >1 やかなる trunk は、 fi を つめたる 大 柳行李の 中に、 鍵 を 下して 蓄 へられたり。 馬車なければ、 大きなる 靴 穿き たる 

五十男に 荷 を 負 はせ て歸 る。 彼、 大道 を濶 歩して、 過ぐ る 人 若し 彼に 道 を讓ら ざれば 大喝す。 

Six  Muse.am に 到る。 Six 家の 當 代の 大祖父に 當る 人が、 死後 遺した る畫 作の 蒐集と、 他に 數 點 の 装飾品 を 集めたり。 

"Portrait  o「 wurgomaster  s:x,:  "Anna  weymer"  (mother  of  the  Burgomaster  six),  二 Jan  Six" 其 他 あり。 就中 第 一 者 は 1654 

の 作に して、 其 手腕の 大 膽縱潢 "Ni へ twatch- に似て 更に 俊 快なる もの あり。 肖像 繫家 として は、 彼 は Velasquez と 相 雨 立 

して寄：5,^:の霸者とす可し。 Young  H  lbeiii の 如き、 これ を 彼の 傍に 立た しむれば、 其深邃 はありと 雖も、 氣 象の 小なる に 至 

りて は 遂に 蔽ふ 可から ず"  ， 

中 食 を 例の 心よ き 老媪と 近眼に して 瘦 せて 小なる^ 鼠の 如き 少女 ある 珈珠 店に 濟 まして、 後 Mun.lcipal  Museum に 到る。 

f  MOBeurn の 前方の 第 十七 世紀 式なる 庭園の 彼方に あり 。繫 堂の み を參觀 す。 古畫は 多から ず。 尊から ず。 新 畫には Holland, 


^^f 及 *、 リ英佛 塔の ホ y ぶの 作 あり J  A-  Mauve,  Jos.  I.icral, \V.  H.  M つ sdcni,  zvill  Mar  s,  Ja-.  Maris 等 は 近代に 於け る Ne;her- 

Isa の 代表者な り。 迷へ る 羊の 如し。 彼の 濟々 たる 第 十七， 紀諸箦 家の 作 を 見て 此に 來れ ば、 「親が 苦 をして 子が 樂 をして 

孫が 河 is- で …… 」 なり。 —— 

.5^ 日よりの 日記 は、 巴 里に 藩して 後 一 週日の 後に 記す ところ なれば、 人の 記憶の 如何に 架敢 なきものな るか を證 する 材た 

ろに §1 まる 可し。 

Muaicipal  Ml?i を兑 たる 後 宿に 園り、 荷 を片附 けな どして 此 地を發 す。 過 眼の 風光 一 つ 一 つ 我等の 心を牽 く。 地 は縛卷 

な- Eg の 上に 打擴 げたる 如く 平にして、 溝渠の 水 岸 を ひたす ばかりに なりて 悉く 凍りたり J 隴献 の殘る 隈なく 耕された る は、 

我等が 故^に 知れる それの 如し。 樹木の 種類 は m 楊、 樺、 楡等 にして、 楡は 常に 一直なる 道の 兩 側に 其 指 多き 枝 を 擴げ、 川 

楊 は 川 添の 荜と 共に 生 ひ 延びて 鹽々 たる 枯條を 天に 捧げたり。 樺は屋 後の 翳、 水車の 陰な どに 其纖淸 なる 白き 幹 を ほのめか 

せり。 甫き {T^; に ふさ ひし 風 ：2|. 小屋、 家の 窓に 逼 りて 立てる 河 舟の II、 女の 被れる 白き 精、 小兒 のな せる 赤き 襟卷、 ほ 轉 車に 

^りて 行く 入な ど を 見る に、 それ も亦畫 中の ものな り。 Ruyscbel が 描きて 名 ある Ilaarem 近郊の 平原 を經 て、 海に 沿 ひつ 

つ Giif^ み 3- リ ども〕 南に 下り、 點燈 近く  The  Hague に 入り、 宿屋の 馬車に 乘り プノ  P  一  es の それに 似た る 石 • を搖 られつ 

つ、 Ilotd  Central に 入る。 市 第 I の 旅館なる べし。 此夕、 館內に 夜食す。 v-ien より 來れる 女樂人 合奏 樂を 奏す。 Mendelssohn 

の 『111^ の 歌』 を彈 ず。 思 ひ 出 づる事 甚だ 多し。 

此 十义ュ ？ 雨降り そ. -げる 儘に、 外出せ ずして 讀書 などす。 窓より 眺めば 道 を 隔て. - 1 人の 男 あり。 十 歳に は 足らずと 見 

ゆる 小兒を 肩に 負 ひて 歌謠 ふ" 其 歌 何の 意なる や を 知る 甶な けれども、 打 聞く に 悲しき 昔 あり。 我 は 冷えた る 硝子に 額 を あ 

て 、 これ を 見る。 行く さ來る さの 人 頻りに 錢を與 へ \ し 去る。 其 錢を與 ふる 人 一 人 一 人の 心な ど 夢の 如く 思 ふ。 

凡て 此 地の 人 は 歌 を 好む が 如し。 

十二 3* 二十 SOT  H 曜。 齊 s 不定" 朝、 Plcin とて 市の 中央なる 廣 場に 到る。 Holland 中央政府の 諸 {B 衙の ある 所な り。 
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Museu ョを 見ん にに 時尙早 かりし かば. 曙、 白鳥な どの 永の 上に 遊べる Vitver と 云へ る 池 を |H て wiuem^i  Ruk に到り、 

Jaco-) 寺 を 見 (云 ふに 足らず)、 再び 池に 出で、 そ を 一 周して winnen  Ilof と 云へ るに、 中世の 騎士 時代 を 想 ひ 起さし む 可き 

古 建築の 最も 興味 lif きを 見た る 後 Maurithius  Museimi に 到る。 見た る 諸家の 作物 を、 我が 分類法に よりて 分類し 試みた るに、 

次の 如き 結 架 を 得たり。  . 


Aelst,  Van  X 

werchem,  .Nicholas  X 

IBeveren,  Van  oo 

Both,  J. 〇 

rue し h 1, Jan  X 

rltnani,  C.  X 

cuyp-,  A.  XX 

Dou,  p  xo 

Dyck,  van  XXX 

caltzius,  II.  XX 

Goytn,  J.  Van 〇〇 

rials,  Fr.  X 


IlrteulJ  }■,!>•  X 

i  reemskerck  X 

Ilelst  X 

Hondecocler  X  X 

； fardin  X  X 

Ivoninck ノ  ^.  o 

Llevi,  Jan  o 

Meml ng,  IL  o 

Metsu  XXX 

Mieris,  (eldeo  o 

Moreelse,  P.  a571l:16H8:> 〇 

Ochtervelt  X 

Cstade,  van  X 


Polamedesz  ( ) 

pctter,  P.  X  xo 

lluysch 〇 

nuysdael  oo 

Scliny 一,  r\  xo 

stes,  Jan.  〇〇〇x 

leniers  (the  younger, 

161011090〕  X 

Terburg 〇 

Velde,  Van  oox 

verier.  Tan 〇 X 

VPS  M.  de  (15r52llG03) 

w-illehrcirts  (】6I4—；IG5;") 

witte.  P\  ck  X 

wonwerman 〇 つ oox 


X 

X  X 


(X は 理想的 傾向、 〇 は^ fs; 的 傾向」 

此 舉ー なる 結果 を 以てして は、 何等の 結論 を も 見出し 難き も、 暫く 此に 記して 他日の 參考 となす。 

此蛇內 にあり て 特に 尊 貢すべき 作物 は l々embrandt の <-school  of  Anatomy  "  (J  63」, 夜番の 畫に 先立つ 事 十 年)、" Susanna  " 

(】637)，  ；  Tie ん ntation  in  Temple  = (163】〕 其 他。 づ aii Vermecr の "View  of  Delft,-  Paul  Polter の "Rill" 等なる べし。 

Reinbramlt の Anatomy  - は 蓋し 彼が 完 作と 稱す可 きもの. - 1 なる 可し。 其 筆 を やる ゃ諫 にして 忽 諸の 態度 全くな く、 彼 

が 其 ledmique に 於て 前人 未 發の法 15,. 案出し、 親切なる 期待 を 以て これ^ 此 大書： 面に 施した る 跡 見つ 可し。 Van  vernr.eer の 

-view  of  oelf 二- は 驚異す 可き 作な り。 其 光線と 嫩に對 する 觀 察の 精緻に して 的確なる、 其 構 岡の 一 見 他の 奇 なきが 如く 

にして 而も T: 夫の 跡 多き、 其 精神に 於いて 肇 路に 於いて、 我等 第 十九 世紀末 葉の 賽に 接した る もの、 眼に、 淸 新なる 情 を 

资 えしむ。 此齊は 赏に當 時に 於いて 來る 可き 世紀 を豫 言せ る ものな り。 大 なる 努力と 實カ とが 常に 時代に 先驅 して 走る 實例 

の 一 なり。 Potter の "Bull" は Louvre にあり し 時、 全畫 堂の 中 第 四 位に 置かれし ものな りと 云 ふ" 唯 る 應大の 雷： 幅渾然 

として 一 個の 自然な り。 自然 は活 き、 物言 ひ、 創り 且つ 敎ふ。 其 自然な り。 

Gcmccnte  Museum に は ：1I^ るに 足る ものな し u 中 食後、 電車に 乘 じて Mestag  Museum に 到る。 Mesta.i は の畫 家に して、 

.Mallve 共 他 近世 Fie ョ ish 畫 家の 作品と 共に 諸 所の Musei 目にあり。 其 作 多く； ーム ふに 足らず。 然れ ども 彼の 蒐集の 中には 實 

に 他に 兑ろ 可らざる 佛^ 赘 家の 作品 多し。 殊に warbizon 派の 諸家、 Millet,  Danbigny,  Diaz,  Delacroix,  Roosseau,  Corot,  Troyoii 

等は^：^ほ辨未だ江湖に喧傳せられざるの前 Mestag 氏れ こ を鑑赏 して 買 集した る ものな りと 云へば 諸箦 家が 其： si 發 達の 順 

？を. U ら窥 ふこ 足る 可き 程の 蒐集 あり。 Millet の -Mill  at  Barbizon-*  (未成)、 "Fisherman-S  wife,-  "The  Re  urn  :  "Ilager 

andlsmael: (大作 未成)、 ccrot の 諸 風景 赘 (伊太利に ありし 間の 作と 思 はる  中には、 殆んど cost たる を 疑 ふ 程の もの あ 

り) Rousseau の風贵 並に 動物 畫 (Rousseau も亦然 り、 其 初期の 賓 風に 於て は saz 等と 相 距る事 甚だ 遠からず) 其 他 ！>up> 

cc-n.et 等佛 1 近代の 名家、 伊太利 Flemish 現代の 諸 作 も 亦 頗る 多し。 唯 其 家の 構造 不完全に して、 何れの 室に も 光線 足ら 
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ざる は 遺憾な りき 0 

嘗て Geneva の Museum に Millet の 肖像 畫 j 枚 を 見て より、 我等が 頭 裏に 徂徠 しつ- - ありし Barbizon 書； 派の 作品 は、 今 

日此に 我等の 渴望を i: す si- 少々 なら ざり き。 此 館の 監督 をな せる 老女の 語る 所に よれば、 Millet 等が Barbizon に據 りて、 

新 自然主義の 旌 旗を飜 すの 先驅 をな せし 者 は、 Georges  Kickel  (1764)  (？) にして、 彼 は Rembrandt の賨 流を奸 愛し 常に 其 作 

に 注意して 自己の 臀： 風 を 助成せ りと 云 ふ。 Karbizon 晝 派が 據 りて 來る ところ を ほ 導ぬべし) 

此 家に は賨 作の 鬼 集の 外、 陶磁器、 銅 }r 漆器 其 他 中々 に 多く、 一個人の ものと して は 確かに 秀拔の ものと す 可し。 Persia 

よりの さ 器の 如き 形象 共 に 酷 愛する に堪 へたり" 

家 を 出 づる頃 は 0 稍 5 傾き、 雨落ちて 鋪石を 凍らし めんと する 計りな り。 電車に 乘 じて 宿に 歸る。 夕食後 市中 を 散歩す。 

雨 は 依然として 小 休みな く 降り、 人々 は 降誕 祭の 準備に 忙 はしげ なり。 金色の 簪の、 白の 精に 透きて 見 ゆる 田舎よりの 女 も 

多く 交りたり。 

十二月 二十四日， 月曜" 晴曇 不定" 朝， The  Hague を發 す。 宿 を 出で て 振り仰げば、 我等が 後ろに は、 黄 薔薇の 霉、 夏と 

は趣異 りたる 樣 に むらがり 集りつ >t 、行 手に は 影と 日向と 驚く 可き 交錯 をな したる 雲、 各 i 驗間 にして 其 形 彩を變 じつ \ あり 

き。 雲の 色 形な どに 潜める 不思議の、 我等に は 解し 難き 事 多き 事な ど 語り合 ひながら 停車場に 到る。 

列車 は •  再び 繰り 擴 げられ たる 靡 の 如き 平原 を橫 切り 初めぬ" 

遠く 眺めら る、 楡の 並木、 近く 立てる 川 楊の 圃 など 驚くべき 風光な り 〔玆に 風景 畫 あり〕。 風車 も 亦處々 にあり。 小 兒等頻 

りに 遊 戲を樂 しむ。 

十 時 近く 汽車 は Rotterdam に 着し ぬ。 宿泊せ ずして 觀覽 せんと 思へば、 荷な ど は 停車場に 預けた る 儘、 停車場 を 出づ。 町の 

全 體が與 ふる impression は 甚だ 好 けれども、 町 は 港 なれば 人の 心 は 稍 荒み たるに 似たり。 此地 にて は、 昨日より 今日に かけ 

て 初雪 降りたり と 云 ふに、 小 兒の大 懼び思 ふ 可し" 往來の 到る 處雪彈 飛びて 動もすれば 凍えた る 耳な ど危 し。 堀 沿 ひの 道 を 


PJWf 一， 

^  .l^a ザ メゃ』 


行き 3ffi したる に贿場 あり。 小^校の 前 なれば 少年少女 1^ んに と戲 る" 傍に 古き 風車 機 あり。 形 1^ も 勝れたり。 第 十八 世 

紀の 半ばに S られ たろ 者に 似たり。 Leuvehavcn の 水 は 雪の 路と 築れ る 河 舟の 屮を 早く^れ て、 藍のお ちた る 茶色 をな し、 船に 

て 炊げ る 、河 面を细 ひて、 女房の 洗 物な どせ る樣も 眺め やらる。 永く 海の 景色 を兑 ざる 我等 は、 邊に 立ちて 飽く^な く 海 

に 似た る 所 多き 此 河の 舟人の 生活 を 打ち まもりぬ。 朝 は 晴れし に 今 は 雪 11 雪に は あらず、 籙 と；； ム へる がサラ /\ と 地 をば 

ち 出で ぬ。 ひて るに、 掌 上に も 解く る 事な く 可憐なる ものな り。 Goethe が メ Verthe 飞 S  Lcidea に 北 M の 冬の 先 IS とて サ 

^nn„„ ラくと^^ばの幾群の、 歸を蔽 ひて 急. g の. S く 

r 來り、 且つ 去り 行く など 描け る を 思 ひ 起す 

ヌ. = 可し。 

I  一一 一  tooymons  Niuseum に 到る。 Jccst  Van は eel の 

^  I,  一  一一  r  Mother, ス ursc  and  CI ヒ lev-  Hch ビヨ a,  K 二 ysdael 

1 二- 

の  "Riv し r-s。2ne  irar  torare-ht  :  (wotlderfully 

tlansparent),  Fred  wol の J? こ rt:ait  o「 a  Boy 

!；  with  Yellow  Dress,: 其 他。 多少！^ るべき もの 

；/  なきに あらね ども、 其 鬼 集 は 決して i! 多な り 


0 と 云 ふ 可から ず。 

雪中 を ゆして 八，、 園に 到る の 道 De  Maas 河 

畔を 過ぐ。 Rhi-le 河の 水の 幾分 を 含める 此河 

, は、 か  ろ 繁忙なる 船舶の 懐ろ となれ るか。 

. 唯 見る、 海の 如く 廣く 見やらる  > 河 沿 ひに、 歐 
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洲諸國 の 旗を飜 したる 船舶、 處狹 きまで 錨 を 下して、 汽船の 煤煙 は 重き 雲に 壓 せられて 登り やらず 機 を 掠めたり。 今日 も.^ 

雪の 小 休みの 暇に、 {仝 にあたり て 色々 の 雲の 形と 彩と を 見る。 勢し き 苔む したる 並木の 幹の 靑 きを. 美しな ど讃 へつ \ 公園 

こ 入りて、 人蹈 まぬ 雪 を此處 彼處打 歩み、 再び 町に 出で 中 食す。 魚 あり、 新鮮に して 肉の きしりよ き 事 日本 を 出で、 以來嘗 

てな かりし 所な り。 賞味 不斜。 

午後 i7 ぜ某 分の 汽ポを 取りて Aswerp に 向 ふ。 雪 遂に 繽紛 として 到る- 犬なる 自然 は、 再び 我等が 汽車の 窓外に 開かれ 

たり 0 ド眉視 多 時 こして &く事 を 知らず。 殊に 汽車 wiesbsch の 水上 を經 たる 時の 如き は、 我れ 思 はず 其 景の壯 大に打 たれて、 

幾度 か 眠； ふる 壬 生 馬 を 呼び 起しぬ。 wiesbosch は I42I の 大水の 時、 壞 きたる 堤 を 破りて 溢れ出で し 水の 形成せ し 所に して、 

其 水 七十 二の 市 村 を 埋め 十 萬 餘の生 民 を 殺し、 渺茫 たる 方 四十 哩の 大水 塊 をな し、 百の 小嶼を 園み て 今に 迨る も尙ほ 潤れ ず。 

河に あらず 湖 こ あらず、 固より 海に あらず。 沼に 近くして しかも 異れる 水の た \ ず まひ 形容 を絕 せり。 

^;4|も|^く暗くなり、 今 は 窓外 を 望まん にも 由な く、 折 合せて 同乘 したる 二人の 獨 逸人の， 英語 を 操り 得る もの ある を 求め 

て 1. 丧 は船乘 りに て 高き 位置に ある 人と も 見え ざれ ども、 其 知識の 博く 渉りて、 頭腦の 明晰なる は 流石に psssia 人な り 

——躅 逸に 於け る勞働 者の 狀態、 社會 主義の 勢力、 影響、 事業 等 語ら ひ 合 ひて、 汽車 >lsp に 入りし は 五 時 稍 i 過ぐ る 

io  ^^ポ場前なる Hotel  Terminus に 入る。 室に 溫室 器な くして 塞 冷 甚だし。 已むを 得ず 雪屮を 散歩して §§ly を： E 儿に到 

る。 佛蘭西 流の き- -高尙 なる comedy の idea を 得、 半ばに して 家に 歸り、 直ちに 就寢。 

十 113- 二十 五 B" 穴曜。 晴曇 不定。 Royal  Museum に 到る。 階下に は 近代 彫刻家の 作物 甚だ 少なからず。 vf.  Lambei の 

"Kiss" の 如き も 亦 其 中に あり。 他の 廊は 悉く  Rubens と Van  I の 大作の 木版， 銅板 もて 滿 ちたり。 一 々細視 せば 價値 

多き もの ある 可し。 階上に は 名家の 作品 約 八 百を收 むと 云 ふ。 の 作品の 中には 最も 興味 ある もの 多し。" Christ  csci. 

6ed  between  the  Two  Thieves"  (Le  Coup  de  Laace)，  "Christ  a*  la  PalUe" の 如き は、 其 意氣に 於て 運筆に 於て、 古 伊太 W. 

の 諸家と 肩 を 列す るに 足る ものと 云 ふ^し。 され ども 彼 は 到" t 彼た る を 免が る- - こと 能 はず。 或 人 を -5 し、 或ノを i 


かしむ。 

rieter  Brueghel と 云へ る 人 あり。 -564 に 生れ 16.38 に 死せ り。 其 螯おを 見る に 正に Jan  stec- の先驅 者た るに 似たり。 

^!く疑を#して他=の^!っ證に待っ。 

Jcrdaens の r- ^^1  of  Charity  -  (此： n 記 を i^Jl する 時 其畫の 如何なる ものな りし か は 記憶に 上り 來ら ず) Van  Dyck の " En- 

tombuieal, 一- Rembrandt の saskia,-*  wouwermas の ^^^aoHW  restmcr,"  IVIembim^ の ，ひ hrist  as  Iv ヨ^  oi  Heaven,"  Quinten 

Mat  ノ vs の <-Enlolnl>mcnt  of  Christ: の 如き は、 我の 喜び 見た ると ころな りき。 

设電 に 梨 じて Cathedriil に 到る。 其 構造 は 一 種の Gothic  style なれ ども、 塔の 高さと 大 さと nave の 屋根の 高さとの 均 

衔^：：^た^^^ならず。 蓋し 劣 作なる 可し 此 寺院 はかの Rubens の 有 c% なる Christ 十字架 を 下る の畫 ある を 以て 知られた る 

所な り。 今日5;^:稍卢|はく積みて、 靴 は 水氣に ひたされたり。 漕ぐ が 如くに して 寺 門に 達し， 中に 入れば、 藩 階の 間に 其篑懸 

れり" 彼の 作と して は、 砲 かに 傑作の 一 つに 數ふ 可き ものなる 可し U 傍に Van  Dyck の S.  Francis の 立像 あり。 無氣 力の 

作なる が 如し。 寺 を 出で し 頃 は 雪霏々 として 至りぬ。 

此日 午後 三 時 十七 分の 汽 求に 乘 じて 此 地を發 す。 雪 益々 甚し。 車中 一入の 白 耳 義人の、 かに 英語 を 操り 得る もの、 我等. 

にお 話 や-求め 來 り：^々 の 事 を 語る。 彼 は 此國に 於け る 某 大學の 卒業生に して Maeterlinck の 如き は 相 知の 人な りと 云 ふ" 白 

3^ のェ藝 .I 作の 成 I 大 なる 趣 を 語り， 其廣 く^ i に 知られざる 所以 は、 英國の 資本家が 其 產物を 買 入れて、 自 家 造 品と し 

てこれ を 轍 川す るに 山る と 慨嘆し、 白 耳 義は數 年来 外来の 國 人に 對 して. H 由なる 處謂 をな すに 至りし かば、 露國、 淸 、他 

の不命 家に して 此 地に 來り 住む 者 甚だ 多し など 語れり。 

Bmsscl に S5 せし は 六 時な りき。 彼の 老いた る人迎 ひに 來 りつ  ありし 其少 と共に、 我等 を 停 Isi. 場 前の Hotel  cos- 

mopolite に 案内し、 いそく と 出で 去りぬ。 

夜せ" 後、 市內を 散歩す。 風物 多く 他の 都會と 異れる 所な し" 道路の 泥潭。 
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試みに Kolland と lidgium と を 比する に、 前者 は 獨 逸に 近く 後者 は 佛國に 近し と 云 ふべき なり。 其國 語の 中に も 其 差別 

は 見出さる i が 如し。 容貌の 中に も 前者の 中には Teuton の type と 見るべき もの 甚だ 多き に 反し、 後者の 中には 廣 i  ra= 

民^^の vivacious なる expre.sion を 有する もの 多き を 見る。 風俗に 於て は Belgium は 殆んど 一 の 特色 を 有せざる 國と稱 する 

も 大過な かるべし。 風光 は 稍 i  Hollbld に似て 而も 平凡に、 衣裳 は 全く 佛國國 民の それに 等し かる 可し。 小なる 國 民の 悲し 

, も き は、 其 風俗、 習慣、 容貌の 何處 にか、 爭ひ 難き もの ある 事 常ながら、 

Holland の 人 は、 確かに 1! 往 的の 氣 象に 富める を 示し、 Switzerland の 人 

は 忍耐 堅牢なる 意志 ある を 示せる に反して、 此國の 人に は 何と 特に 我 

等 を 刺激す 可き 特殊の 氣性 ある を 見出す 事 能 は ざり き" 若し 一 事の 注 

意すべき もの ありと せば、 これ Latin 人種に 通有なる 生活に 遊 戲的倾 

向 ある ことに は あらざる か。 wras^el 市が 其 市を裝 飾す る 事に 於て、 大 

國も亦 中々 及ぶ まじき 企 阖を爲 せる が 如き は、 我等が Holland の 如きに 見ん とて 兑る 

能 はざる 所な り。 

十二月 二十 六 水曜。 雪。 此地 にても 珍ら しき 雪な りと 云へ り。 晝 頃よりか けて 繽 

紛 として 降る ~ 

W, 泥 獰の中 を 長 歩し、 道に 迷 ひな どして 辛く  I^oy も Museum に 達す。 Sculpture  (近 

代) と o:d  painting とを收 めたり。 此 Musei は 初めより 此の 如き 用に とて 造られた る 

もの なれば、 其 構造 は 最も 縛蠻 彫刻の 陳列に 適せる が 如し" 他日 我國 にて 蠻堂を 造る の 必要 起り し 時の 如き は、 確かに^ 考 

の 一 となす 可き 逮築 なるべし。 場の 中央 は 彫刻物 陳列 場に して 光線 は 天井の 硝子 を 通して 來り、 彫刻物の 間に は鉢植 ゑの 靑 

木 ありて、 新 群の 跑を 添へ たり" 階上 は 彫刻 品 陳列 場の 上に ありて 囘廊 もて 繞ら され、 囘廊は 階下に 對 して 打開き たれば 


もき」 二 


向 ひ の：^igのs!け^^.;^られたる榜輋を遠兌に眺むるも美しく、 澜に 倚りて 階下なる 大理石 ゃ鐵銅 やの 彫刻物が 靑藥の 中に 排 

列せられ たる を兑る も 純き 多し。  . 

此 iii の 彫刻物の 中には 晃 るべき もの 甚だ 少なからず。 Mennier の 作 も 少なから ず 陳列せられ たり。 彼の type の 中には、 

佛 1 の m;^. の 中に あるべき を模 したりと 覺 ゆる もの 少なからずと 雖も、 其 一種 他に 異 りて 或る 意義 を ヌ-展 せんと 試みた る 努力 

は、 多と せざる 可から ず" wraecke の " Recondliation  "  C.  Duho.s の "Seated  Fisse  of  a  Lady,"  Van  Hove の ： Revengeful 

Slave,"  Rodia の **The  T- inker* 其他我等に！^き^^興を與 へ しもの 多か りき。 

^上に p.cture  ga に y あり。 此 館に は Flc ョ ish 畫 派の 作品 甚だ 麁多 なれ ども、 朝 來の雪 は， ぉ十 屋根 を 埋め やおして 日の目 を 

兑ず。 施した る 色彩 さへ^々 しく 見る 率 能 はざる に 失望したり" ズ U 一」 ens の ものに は 大作 多 かりし も、 勝れて 秀拔 なりと 思 

る i ュ， - 少し 0 

他の 岡 は 暗き^に、 よく 見るべき 勇氣 もなくて、 ^^中を中食せんとさまょふ。 二人とも 滑 路に轉 倒す る事數 度。 

中 食後 Musoc  Moderns  be  Peinture を る。 特に： 托 意すべき ものな し。 此市 現存の 諸 繫家展 il^u. 曾 も 亦 あり たれ ども、 其 製 

作 は^ U の 跡 ありて 他 市の それに 比して 下 凡なる が 如し。 此館內 にて、 日本人と 3- ゆる I 婦人に 會 して、 壬 牛： 近づき 問へ 

ば、 Java 人と 和關 人との 維 種なる 事 を 知り たり。 資に和 蘭 は 人種の！ esc た 多き 地なる が 如し。 

出で k  Palace  of  Justice の^ 穴なる 魏築を 兌る" 此 市 が 1,800,08  1. を 投じて 竣工せ る 所な りと 云 ふ。 ぬ材に 2f;^ 色の 砂岩 

か 川ゐ、 一帯の impression は Eisenach の 町 端に 兑 たる 學生 碑の それに 似たり。 苦心の 跡 は 到る 處に 見やら るれ ども、 決し 

て 成功の 作と は 云 ふ 能 はざる が 如し。 

ポ に^じて 此夜 英國の 一 婦人と 知る。 族 等 は此 地を辭 して 英國 に歸 り、 己れ は Frankfurt に 到る A- なれ ども、 

Amsterdam より： 倣るべき 荷物の 到裔を 待てる ものな りと 云 ふ。 母を佛 人に 持ち，： EI ら亦佛 入の 快爽 ある を 以て 誇りと なす。 

十二月 二十 七日 木曜。 1^1.。 朝>=本公使砣に到り留舉生吾孫十氏、竝びに書記官大烏.：1^に而會す。 後 ：！；^ 初に 思 ひ 設けたり 
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し Industrial  Museum に は 到らず して、 ぬかるみ 路に、 而 白き 形せ る 馬車の 石炭した X かに 積みて、 Minniere のに 似た る勞働 

者の そ を 追 ひ 行く を- 靈 となし 可し など 打ち 眺む。 ェ謹 製造の 盛大なる にや、 空に は 常に 煤 烟の氣 籠り、 雪 は 泥の 外なる 

黑き 色に 染まりたり。 阪を 下り 行けば、 汽車の 梁々 しく 道の 中央 を 走り 行く 谷^の 如き 所 は、 些かなる 公園の 外 なれば 裝ひ 

もな く 佇める を 左に折れて、 ぬかるみ 路を 暫く 泳ぎて 小阪を 登れば、 登り 切らぬ 折目に wieltz  Museum あり。 一 生 を 交友 

少き畫 室の 一隅に 過し、 其の 製作せ しと ころ は 一枚 だに 賢り し 事な く、 自ら 賽界 の. 顧 王 を 以て 任じ、 遂に 狂して 後す ベての 

人と 同じき 死の 門を潛 りて 去りし 稀 有の 蠻 家の 住家 は是れ なり。 戶を 人れば 右に 彼が 賓室 ありて、 今 は 其の 造せ し 大作 もて 

滿 されたり。 突當 りなる それに は 其 dsiga 及び etude 等を收 めたり。 石の 階に 雪ゃ& 凍りて 足下の 危ぶまる、 を 登りて よ 

り、 华ば， g 子に て 張れる 表戶の 「把手」 を 外より 握りて 来し 道に 踵 を：！ せし まで、 我等 は 思へば 我等が 住みつ & ある 世と は 

遙 かに 隔てた る 他の 世界に ありし なり。 實に 泥つ ける 足 もて は 蹈み能 はざる 世界 あり。 我等が 所謂 悲喜 は、 彼處 にて 其 意義 

を變 ずるに 似たり。 畏懼す るに 堪 へたり。 

wrfel 市の 内郭を ii んど 心臓 形に 美しき teonlevard 一  巡りせ り 11 此市は 凡て 巴 a の 好^ を、 B はんと 勉む るに H も 亦 足ら 

ざる もの X 如し 11 我等が 今日 屮食 せる 所 も其處 にあり" 竊 りつ 、あろ 旅館 も 亦其處 にあり。 

此 日の 午後 は、 かの 相 知と なりし 英人を 伴 ひて 植物園に 行き、 氷. U 遊戲を ：！！^ んと 心組み たれば 直ちに 歸 〈せせ しも、 彼女 は 停 

茚 場に 到る 可き 用事 ありとの 事に、 我等のみにて武石と：f^へる彫刻家の此地にぁるを訪れぬ" 公使館員の 云 ふ 所に よれば、 

氏は此 市に 學 ベる 事旣に 四ハ 牛、 成績 拔群 にして 犬に 有望の 士 なりと なり。 道 を 謬り て 雪中に 彷徨す る 亊クカ 時、 辛く  vsa  Twa 

と； K へる 日本 趣味の 家に 其 入に 會す。 壬 牛； 馬と 暫時 溫談レ 點 燈の 後歸舍 す。 遂に 彼の 英 人と 約せ し 時間に 間に合 はず。 リ 

此夜 公使館の 晩餐に 招かれて 到る〕 吾孫子、 高 橋の 兩氏亦 あ、 大鳥氏 ほ^ 入 種學の 知識に 通ず。 色々 の 珍談 珍説 を 聞く 

を 得り。 

此問 一日の 相違 あり" 何處 にて 失 ひたり けん。 


十二月 二十 九 B。  土曜。 雪" 今日は 此 特色 多から ざる 市 を 去る と 云 ふに、 急ぎて 見殘 したる 市中 を兑 物す。 

Grand  Plooc に Hotel de づ ille を 見る。 Gothic の 而も 寺院の w ゐ たる 式 を 其 儘 か X る 官衙に w ゐたる ものにして、 我等 

は {i て Niimbetg に 於て 其 一例 を 兌た る 外に は 他に 見 ざり しと ころな り。 Jacob  von  Tihenen  (1405〕 及び Jacob  van  Ruys 

brocck  (I44S:- の相尋 いで 造營 する 所な りと 云 ふ。 最も 爾 整の 作。 Nctlier:ond に 入りて より 稀に 见る 所の 純淸の 建築な りと 

云 はざる 可から ず。 殊に 尖塔の 如き 露 正 Gothic の 表情 十分な りと； K ふ 可し。 Place に は 市場 ありて、 多く は 年老いた る媼 

涕す 、りながら、 ショ ー ル にて 頭 包み たる 女の 群 を 相手 に 商 ひせり。 

Hot  I  de づ ilia の 後方なる 小 街の 一 角に Mankiii  Fountain あり。 像の 高さ 約 尺 半なる 可し。 昔の 人の、 荒び たれ ども 無 邪 

氣 なる 想像が 蜜 物と なりし 一 例と して 興味 鰭 かなる もの。 此 虚心なる  一 兄 は ルイ 第 四^の 籠 を て 勳章を 授けられ たりと 

云 ふ。 され ども 彼 は 今 は、 近在の 市民が 事に 臨みて は 作りて 蕾す る 種々 の 衣装に、 た V ならぬ jt 足 を 感ずる もの、 如し。 買 

物な どして 家に II り、 大急ぎに て 荷物 を 纏め 直ちに 停車場に 到らん とする に、 彼の 英 人に 遇 ふ。 荷物 未だ 来らず とてみ，^ 方に 

^れ たろ に 哀れ を 催す。 

稅關に 到り 荷物 を りて 南 停車場より 汽車 に^ず。 三等に 乘 りたり しに、 そ は 直行 列車に あらず して 一!; 度 可き も 

のな りき。 夕 五^ 茶 分に は 巴 里に 入る 可し との 豫想は 全く 變 じて、 此夜十 時 近くなら ずして はと 云 ふに 一 方なら ず落膽 す。 

Baede-kcr なければ 猿の 木より 落ちた る も同樣 なり。 何處を 走りつ \ あると も 知らず、 唯！ f 眼の 風光 を 窓より 望み 見て、 山 

河の た \ す まひ 纏て 嘗て 見た ろ 逸 西方の それに 似た るな ど 懐かしむ のみ。 

耳：： is は 漸く 佛語 に變 じたり。 我等が 汽車の s:4 をな せる 人 僅かに 獨逸語 を 解す。 停車場に 動務 終れば 我等の 室に 入り 

來 りて 談笑す。 1H 勞働 する 事 十一 時 問、 月に る 所 二：. C 法、 妻子 を 扶養す るの 苦 慘堪へ 難しと 云 ひて 笑 ふ" 彼 は 常に 不平 

すろ |^-： 大. ぶの 一 人な りき。 
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rn 舂く 我等の 隣室に は 一 際の 兵士 入り 來り、 我等の 室に は 四 入の 勞働者 入り 來 りぬ —— 我等の 夕 暮に經 たりし 地方 は. > 

H 業の 盛大なる 所な りしが 如し" 所在 煙突の 聳 ゆる を 見、 亦 多 數の勞 働 者が 相往來 する を兑 たり 11 かくて 我等の 目前に、 

Gorky が 小說の lis: は 開かれたり。 白耳義 製の 粗 造なる 列車 は、 夕暮に 促が された る 如く 疾く 走り出で たれば、 其- -搖と 音 

響と は 人 を 病まし むる に 足れり。 頭上に は 揮； 性少き 汕燈ー つ 煙りて、 沈みた る {t^; 氣を 通じて 圓. 1 したる が 如き 若干の 旅心 

を 照せ り。 かの 兵士の 一際と 勞働 者の 一 群と は、 か& ろ光贵 の 中に 外方の 暗黑 より 突然と して 入り 來 りぬ。 後に て 聞けば 年 

五十 七な りと 云 ふ" 油染みた る 大黑帽 を、 旣 に白盡 したる 頭上に 戴き、 縞 は 見えぬ 服に 太き ズボン 蕾け たるが、 我が 左 斜め 

の 向 座に 坐りぬ。 他の 一一 一人の 勞働者 は 彼の 右と 前方と に。 

車に 入る と共に 罵 at の 如き 大喝 は 彼の 房々 としたろ 鬚の ド より 叫ばれぬ" 汽車 は 動き 出で.. -隣 りに は 兵士が 心 置きな く 謡 

ふ 軍歌の f 此處彼 鹿 漏れて 聞 ゆ。 

彼 は 向 ひなる や- -物 知りら しき 若き 男に 其 鋭鋒 を 指し 向けめ。 我は不 + にして 佛語 もて 語る 彼の 一 語 を も 解す る 能 は ざり 

しか ども、 其题 ini の 政治、 社會、 宗教にまで 亙りし 察 は かなり。 彼 は 其巖の 如き 拳 を、 聞かせん とする 男の 鼻端に 突きつ け 

て、 引く手 も 見せず 發 矢と 他の 掌に 打ち合せ、 其 瞬間に 唇 頭 は潑剌 として 轉 ぶが 如き 佛音の 罵聲を 漏し 來る なり。 一度 出で 

し駡 5 鰺 は 再び 腕と 拳との 助け を 借りて 强 張し、 罵り 終って 一 座 を 見廻した る 彼 の^は 輝くな り。 一 座の 一 人 これに 答 へんと 

して 僮 かに 屛を 動かせば、 彼の 拳 は M: び 待ち設け たる 如く 其 鼻端 を 掠めて 嗚り、 彼の 罵 聲 は囂々 として 率 聲を沒 し、 隣り に 

て 歌へ る 兵士  S 歌聲を SJ。 我れ は 快 笑 もて 此健氣 なる 一老 勞働 者の 雄：！ に 聞き惚れぬ。 彼 は 誤たず eanton の 再生な り。 

彼 は 自信の 上に 論理と 理由と を 創り、 其 論理と 理由と を 以て、 他の 信仰の 灌 威に 絕對 的なる 否定 を 加 ふる demagogue の絕 

好の type なり。 され ど 彼の 自信に は 自信 あり。 彼の 性格に は 純 I なる 所 あり。 かくて 彼 は 動かす 事 を 得るな り。 見よ、 彼 

が 其 裂きて 破りた るが 如き W 形の 蔭に、 何：！^ 强 鞍なる 吸引の カを蓄 ふる ぞ。 

かくの 如くに して 行く 事 暫時の 後、 三 人の 勞働者 は 車を辭 して、 彼 一人 殘 りぬ" 彼 は 車の 隅に 孤 坐して 煙草 を嚙 みつ \ 


^々s 如 さ f  f し i ぐ 汚れた る 唾 裏 僭ず f でありし が、 fsiss 界 ぎて 彼 は 笑 ひで 立ちず 

ぬ。 何 f かすらん AI もな く  如 S は 破れん 計りに 板 f 叩きて、 sf る S 佛國 sfji ひ 初めた 

り。 I： は 甲 f りて やがて S の讓 f えぬ。 老いた る 勞働者 はこれ に 耳 を も假す 事な く il ナ たり。 ^t? 

べき 纏 I したり。 麓に して i ぼ 彼の 音調に 合して、 i§i として 起れ り。 打 I り 向きた る 彼 は 我 をき 

\fn を 吐きて、 再び 其 凝の 如き 拳 を 舉げて 羽目板 を 度 叩きて 大口^き て 笑 ひたり" 

窓の I つ 壊れた る 室に 入り たれば §^ 氣堪へ 難し。 -Sf 西より^ 逸に かけての 三 等 は、 總て よくして 且つ 淸潔 なれ ども、 

和！ S に 入れば 大に 劣り 白 耳義に 入れば 更に 甚し。 

汽 SE: 里 市 停 is に 八り し は 正に 夜の 十？ りき。 出迎 所に は、 讓 になり たるら し I ま迎 へんと て 來れる もの 堵 

の .5 し 

New  H。tel と； おへ る 古き I に 入る。 f に 焚き 入る A の、 中々 に 溫み皇 に は？ さず して、 ？ ，、しむ。 1 

fi 腹、 £ ^に 就く。  rv^ 

十二月 一一 一十 曰。 R 曜。 io 我等が 苦阔、 此 曰より ぞ初 まりけ る。 

先づ 求むべき は Baeded さ なり。 先 づ代ふ 可き は Hotel なり。 我等 市の 北に ありと 云 ふ を 便りに、 朝、 南に 向って Hotel 

を 出つ。 今より 思へば 2.  de  stras-l を 南下して NI  Di  I ぎた るが 如し。 謹 店 I むれ ども 曰， なれ I 

ぢたる 所 多し。 f ね 多 あにて 巡査に 問 ひ、 僅に I 店 を 求め f り。 かくて H は 我等 編 裏の 珠 となり ュ。 

次に 求むべき はよ き 旅 f り。 殆んど 匿の 如く 彼 處の靈 § の 11 と 歩き 廻り たれ ども、 これと I しき は 求め 

0i 腹立たしき 中に 兑 たる 巴 里 は、 女の 事 さきより 男の i なる まで、 憤りの 種なら ざる はなき いこ、 saiue  の， 

?K れ HHiv 綠の色 は、 1^ く 我等が 港し き 旅心 を 慰めたり。 . 
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きかくて 曰疆く 事 を 全く  f て 今 曰 (一月 二十 五 sli 至りぬ。 我が 小なる 001 は大な I 言 人る 毎に、 其 秩序 

と 謹と 臭 ひ 去るな り。 人と 云へ る もの も、 人の 集 塞と 云へ る もの も、 其 個性 を 謹して 見ら る、 は 都會に 於て にあら 

ず。 田園 li きて は 人 は 慕の 画 者な り。 響に ありて は 人 は 人文史の 醫者 なり。 慕との 交涉 にあり て は 人々 各 i 

の與る S り。 人 i との 交渉に 於て は卽 ち然ら ず。 史上に 代表 せらるべき 華 少數の 頭 顧 I くの 外 は、 萬 人 千 f 人文 

史 との 交 f- 有しながら 宛ら 11 の 如くして 去る。 此の 如 11 集の f  5 の 中 に沒 人し、 此 より 一 個の 秩序 裏 

出せん とする よ 殆んど 不可 蒙なる に 似たり。 I を 顧る 時 擊は其 跡 轍 を 追憶し、 響の 犬なる 力 と其沾動 の 方向と を觀 

取し 得ざる にあらず。 され ども 目前に て 都會に 接すれば、 宛ら 1 個 苦悶せ る S 一 を兒 るの 想 あり。 何の 苦悶 そ。 何 力 故の 

1. 其 苦悶 を ff は 何なる べき ぞ。 絕 えて 知る に 由な し。 11  >f  。 の 沈痛なる 議 S き 見る が 如し" 

幾度 か. R..^ を 代へ たる 後逸 こ Hotel き Louvre に 落ち 付きぬ" ppris にあ りても 大 なる 旅館と せらる 可き ものな り。 先、 つ 

§」n 本人 I 量な りき。 彼 S 形 I 想の 傾向 は 委しく 壬 崖より 聞 I たれば、 我 は 氏 i ふ を 以て f 興味 ある 事 

こ m 叉り。 彼 は 一個の 天才なら ざれ ど 確かに 一個の- if り。 菌は逸 才 3 常の 如く 輝く 事な けれども、 其學に は裕か 

こ {全 想と 巴诗の 力 籠れり。 美しと に は あら ざれ ども、 特趣 ある 厚き 唇より 1^ にかけ て、 彼 は 云 ふ 可から ざる を 有せ 

り。 _ 一  方问に 走れろ 强き vitality は、 彼の 性格 を 引力 ある ものたら しむ d 伴 はれて 最も 美しき 街 t 最も 繁忙なる 町 郭とを 

3-^0 近 ^刻めの 陳列せられ たる ものと Louvre 館內 なる decorative  arts の 陳列 所と を 見たり。 日本 陶器 模造品の 若干 を 

除きて はさして 驚き はせ ざり き 〔以下 日記 屮絕 せり〕 


一月 十七 〔以下 文 英文〕 晴。 風。 

今朝 八 時 二十 ff^. 分、 汽难 はガ， 'ル っト*  ノル ドを發 して カレ， に 向 ふ。 モ生 馬、 見逡 りの^め 停ポ 場に 來る" 佛^ にて 彼に 

お ふ は、 これが 3:^ 後なら む。 彼 も 亦 その 心地なる が 如し" されば、 我等の 別離に 一 脈の わびし さあり き。 

に、 フランス 北部の 眺めに は、 驚く 可き もの あり。 眼を轉 ずれば 何處 にも、 ミレ. 'の 描く^ {^ら の 風 t ん. あり。 漠 たる 

0. 此處 かしこに、 浪の 如く 高低 をな す 1=  十 原、 群 をな す 家畜. 羊、 小さき 牧場. 羊の 檻の わびしき 人影の 如く、 野中の 心安ら 

かなる^ 所に 立てる これらの ものが、 物 わびし けれどい と 心な ごむ 眺め をつ くり 成せり。 ^くるが 如き 陽の 光り は、 冬の 日 

の かさ もて、 范物ゃ 被 ひぬ。 歐洲に 於て、 フランス のこの 地方、 或は 佛國 全般 を 見る も、 農夫が 弁 GT に 心 好き 牛： 活を營 み、 

£1ほその上に非常に役立っ少額の，餘分の收人さへも5^^と言ひ、 最も 農業 地域と して 有 なりと 柳 せらる。 クロポトキンの 

記述に よれば、 歐洲に 於て、 最も 十分に 耕作の 行き 涉れる は 此の 地方な りと。 然して そが 生 達 力 は！ ii に 白 耳^に 一歩 をゅづ 

るの みなり。 

アミアンに 乾きし は 午 近き 頃な りき。 本 寺と 博物館 內の Piivis  de  chaveniies の Fresco とは余が心を動かす こ と^：^しく、 

，i^ 在せ むか と の 心 励け る 程な りき。 

特に 人 を、 ひきつく る ものと て は …… 〔以下 本文 缺〕 

二月 二十 一一 一 or  〔以下 二十 七：：！ ま 文^ >>〕 晴。 

二月 二十四日。 晴" 穩か。 

一九 〇 七 年  1 二！： 一 
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二月 二十 五日" 晴" 午前 十 時 頃より 波 荒る。 夜 三時 頃 靜穩。 ， 

二月 二十 穴 日" 喑" 環 

二月 二十 七日。 晴、 朝 曇、 穩か。 十 時： より M 出で \ 波 甚だ 高し。 

一 I 月 二 + 八日。 快晴- 午前より 夜に 至る まで、 天氣 頗る 良し。 近く、 我等 は 左の 方に ジブ ラル タルの 姿 を 見得たり。 夜、 

月 は- 月、 洋卜： 靜穩 にして 深. 51- なり- オリオン、 ペガサス、 大熊 星、 及び 無 數の星 は、 彼等の 女王の 如き 地球 を めぐりて、 

歌うた ふが 如し" 

今，；^、 悲しき X グを て、 叫びぬ。 十字 を 切って 祈る。 

二 五 。哩 N.  36 二：)、.  W.  3。47/.  、 


第 十 一 卷  一 

一九 〇 七 年 (明治 四十 年 ：- 〔承前〕  一 

 ，フ みく 力  .  一 

=1 月 七 or  〔以下^ 文 英文〕 晴。 寒し。  i 

隣り の if: の 入：： で、 ボ， ィがボ ー ト. サイドに ぢき 着く ところ だと まって ゐる聲 に ：！！： が 醒めた。 暑さ が^して 來 たせ ゐか、 一 

船室 は 非常に 蒸し暑い。 甲板に 上って 行く と" 丁度； t  0 船が 澄いた ところで、 海：. m は浪 立って 居り、 黄ばんで 居り， 港 近 一 

いこと を 示して みた。 船の 前方 is- の 方に、 長い 灰色の 波止場が 見えた。 白波が その 土臺に 泡立ち 碎 けて ゐた。 更に 向う に は、 一 

海邊の 別^地ら しい 一列の 家が 並んで ゐた。 船客 は 皆、 申 板の 上に 集って、 陸地の もの は 一物たり とも 兑 逃すまい として ゐ 

た。 彼等 は ダ屮 だった。 習慣と は 何と 不思議な もので あらう、 陸地の 牛： 產 物で 半： きて ゐる者 は、 常に 陸地 を，：！ n 分の 半せ であ 一 

ろかの やうに 考 へて 居る。  一 

キア ナル 

やっと 船が 港に、 と 言 ふより は、 運河に 入った、 と 言 ふ 方が よさ \ うだ。 我々 は^ 錨 中の 大きな I！ 逸 船 や、 石炭 積みの 一 

那船 や、 せ 風な 帆船 や、 建造 5- の 他の 波止場な どの 傍ら を 通った U 水 は 更に 黄色 を IW びて は 行った が、 ずっと 滑らかに なつ 一 

た。 Zli の h に は、 エジプト 人、 ァラ ビヤ 八 や、 その他の 國 民が、 それぐ特有の衣服を^^て. 往來 して ゐ たり 私に 取って， 

地 はお 知の 七-地で あるので、 立ち上って、 彼等 ヶ觀 察し、 あらゆる^ 作 をスケ プチせ ずに 居られぬ ほど、 好ジ ぼの 心が 烈しく 湧 一 

かずに；^ られ なかった。  」 

船が^ を. 卜ろ す や 否や、 船側に ボ ー トが むらがり 集って 來た。 それで、 a- る 服に は 益，. - 興味 をまして 來た。 ァラ ビヤ 風の i 

1 九 〇 七： や  二 1 五 
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人達 は 11 華 車で あるが 骨ば つて をり、 氣 持よ く黑ぃ 皮膚 をして ゐる 11 ぞ ろり とした 着物 を 着て、 赤い トルコ 精 を 被り、 

顏 1 面に 笑 ひ 乍ら、 我々 の 船に 近づいて 來た" そして、 彼等が その 場合々々 に 適する と 思 ふと、 英語、 镯 逸 語、 佛蘭西 語、 

又は.. H 語で、 我々 に 話しかけて 來た" 此地 程、 多くの 異 つた 人種の 集まって ゐる處 は^ 界 になから う。 忽ち、 石炭 人夫が 乘 

つて 来た、 すると その後から ー團の 行商人が やって 來た。 彼等の 内の 一 人 は 私に 一 枚 一片で エジプトの 切手 を 賢った" この 

切手 一枚 あれば till 何 處 でも 葉書 は 出せます よと 言 ひながら。 然し、 後で、 これらの 切手が 半片の もので、 どれに も、 も I 

枚 足さねば ならない ことが 判った。 この 町の 三つの 有名な 思 ひ 出 は、 無恥な ii 畫と、 竊盜 と、 何だかもう 一 つ だと、 入々 は 

私に 語った。 

私 は 石 川 氏と 上陸した。 我々 は先づ 船頭と 喧嘩し、 それから お出かけ 先き までお 伴し ませう とロ說 きたてる 案内 人 共 を 追 

拂 ふので 怒り狂 ひかね ぬ 程- 举 つた" 

私が 下船す る 腐 前に、 私よりも 先に 此處 にと 父いて ゐた 一束の 手紙 を 受取った。 その内に は 壬 生 馬からの 葉書 もあった。 

可愛い 子供の と、 お別れの 短い 詩が 雷いて あった。 他の は、 グム ペル、 ブ-フ マンと 二人の ゥリ リヴク からのであった。 

ティルディ は、 禁書と 手紙と 寫眞三 葉を经 つて くれた。 何と 云 ふ 馬鹿で あらう。 私 は！ 譯も なく、 淚が頗 をった つた。 涙 を 

流した のを氣 恥 かしく 思 ひながら も、 自分で、 自分の 行 爲を辯 解して ゐる 私であった。 ティルディよ、 お前 は、 私の 友達で あ 

るかの やうな 手紙 を くれた。 

友達！ これ は 何と 云 ふ 妙な 言 紫で あら 5。 ブル ー タス は シ， ザ ー を 友と 呼んだ。 ァ ント ユイ は ブル 1 タス を 友と 呼んだ。 

又 臆病な 卑怯な 二人の 愛人 は、 お 互 ひに 友達と 呼び 合 ふ。 友達と 云 ふ 名 は、 屢 i 卑怯者の 避難所で ある。 私 は それ を 知り 過 

ぎて ゐる、 そして 又お 前 を 友達と 呼んで ゐる。 

我々 は 日本人の 商店に 行って、 土 逢 物を少 々買った。 そこから 他の 日本人の 船客 達と I 緒に なって、 町 を Hs〕 物に 出かけた。 

1 番苻； ^な 建物 は 郵便局で あるが、 それ も パリ や ロンドンの 景物 を晃 なれた 眼に は、 單 純で 平凡に 見える。 税關が 多少 變っ 


てゐ て、 ァ？ ビヤ 入の 製 寺院に、 不暴 に似て ゐた。 街路 は 不潔で 、狭く、 家 は 小さく、 住民 は S の 群れの やうに 見える。 

し.：：. ら、 ごの 半 熱帶的 都市に は、 何 か 云 ふに 云へ ない 魅力 も ある。 人々の着物の^^5方. ァカ シャの 街路樹、 赤 瓦の ぎ づ 

さい ァラ ビヤ -ir 愚鈍 さうな 驚、 風 變り| かけ、 I、 瞿な 役人、 瘦 せた 犬、 赤く 盛り あがった 大地、 バナナ ゃォレ 

ノ. ンの瞰 き改ら された 皮、 藥：^ と 肉屋から 匂 ふ變な 香、 M 赤な 雲、 蒼 一.^、 漆 1.^ の 白壁、 奇妙な 衣装の 女、 ブラく 歩き 廻つ 

てゐる もの、 嫌な 擎 にさへ、 町の 囊に 調？ る ものが ある。 謹 は、 人 を鍾か I 端に 驅り 立てる だら う。 ある 時 は 

卽 座に、 この 胝な町 を 去らう と 思 ふだら うし、 又 ある 時 は、 あの人々 の 生活様式に 非常な 興味 を 感じて、 彼等と 自然 を、 更 

に 綿密に 研究す るた めに 暫時 留 つて ゐ たくなる であらう。 

三 iHl-BT 船 は 動き 初めて、 間もなく スエズ 運河に 入った。 兩 側の 草木の ない 堤防の 上に は、 信 號標と 電柱が 點々 として 

^t7^  てっぺん サ I チラ イト 

夜 4- 一時 頃、 我々 の 船 は、 三艘の 汽船 を やり 過す 度に、 止らなければ ならなかった。 どの 船 も、 船の 天邊に 探照燈 をつ d 

てゐ た。 それが 月夜の 濃い 碧り を 通して、 太陽から さまよ ひ 出た 1 本の 光線の やうに、 くっきりと 輝いて ゐた。 四 邊は全 

く靜 寂、 時た まボ， トゃ 綱の 水 をう つ 軍、 蒸氣 iii の グイく I る 音、 航海 長の 置い 命令が 靜 けさ を 破った。 私 は 

船尾の^ 達が、 默々 と 働いて ゐる 最上 後甲板 を さまよって ゐた。 運河 は强ぃ 電燈に 照らされて、 不知火の 流れの やうに 見 

えた。 驚いて 飛ぶ 鳥の 姿 さへ もが、 その 光りの 中に 來る とい 6 幻 ぃと兑ぇ た。 ァラ ビヤ 入の 船員 達 は 小さな ボ 1 トに乘 つて 

我々 の 船の 傍で、 土語で 何 か 話して ゐた。 私 は 今までに、 此時 ほど 不思議な 感慨 を 味った こと はない。 私 は、 自分が ァ ラビ Z 

ャ 物語の、. モ-人 公の やうな 氣 がした。 その 夜 は 肌寒い 位だった。 

資八 曰" 天 M 甚だよ し。 暖0 私が 起きた 時、 船 は 丁度、 ビタ， 湖の 波 を 分けて ゐる處 だった" 我々 の 船が 進む につれ て 

景 は (倫 i 面白くな つて 行った" 全然 薄 赤い 砂から 出来て ゐる 堤の 向う に は、 こまやかな 紫色の 陰影の ついた、 一脈の ズ, U 

が 連って ゐた。 1 船. ^ の 話で は、 夜になる と 時々、 射が 汽船から 投げす てる 食物 を もとめて 洞窟から 出て 来て、 堤の 上を徘 

1 九 〇 七 年  ニー  H 


有 島武郞 集 ^十】 卷  ニー 八 

徊 する さ. うだ。 運河 を 七十 八 1= 航行して、 十 時 頃 スエズに 着いた。 陽 は旣に 高く、 萬 物 は 色樣々 に 輝いて ゐた。 この 驚く ベ 

き蚩色 を、 少しで も 傅へ 得る 者 は マネ-の みだ。 單 色が 互 ひに 混り 合って、 そして 色彩 寄： 家に 取って、 單 色が 決して 不十分 

な 道具で ない と、 人々 に 信じさせ るに 足る 程の 效 果を 出して ゐる。 

スエズ は 名ば かりの 都市 だ" モ ー ゼが 移り 住む 人々 を 引 連れて 通った 場所 は、 こ >- から 餘り 遠くない やうに 思 はれる ひ 

物 費り がボ， ト* サイドの 時の やうに、 我々 の 船の 周圑に 集って 来た。 然し、 その 時より 數 はずつ と 少ない。 彼等 を 眺め、 

陽 氣な笑 聲を而 白く 聞いて 居た。 あの 妙な 格好の 帆船が、 こよな く淸ぃ 海上の そよ風に 追 はれて、 あちこちと 走って ゐた。 

向 ひの 陸地に、 日 木の 「梅」 の やうな 木に 花が 咲いて ゐる のが 見え、 そして 物賣 りが、 レモン、 棗の 實、 珊瑚， 海綿 その他 骨 

董品を 賢って ゐる のが 見えた。 

我々 の 船 は 他の 船 後に 績 いて、 東南に 航路 を 取って 進んで 行った。 水 は 次第に 靑く、 岡 は 次第に 赤くな つて 來た。 {人 么は 

か やく 霞で 眠たげ に 見えた。 暑さが 急に 坶 して 來た。 私 は パナマ 帽 をと り 出した 〔玆に 運河の スケッチ ぁリ〕 0 

私 は 移り 變る 么色を 31^ ながら、 終日 過した。 シ ナイ 山が 水平線 上から、 我々 に挨 扱した。 スエズ 灣の 赤い 不毛の 岸 邊が正 

義の 神の 選民の、 な 移住 を傍觀 する 人 を 思 ひ 浮べ させで もす る やうに 廣々 と擴 がって ゐた。 子供 や 老人 を ひきつれた、 

働き 疲れ切った 奴識の 一 群が、 不平 を こぼしながら も、 尙ほ まだ 救世の 希望に^ りながら， 放牧の 父モ- 'ゼに 導かれて、 燃 

ゆる やうな 土地 を 歩いて 行く。 私 は その 光景 を そこに 見た、 目の あたり 見る やうに 思 はれた。 

夜、 星 はこよ なく 輝き渡って ゐた。 涯 しなく つどく 國 土に 輝く 明るい 星月夜 は、 I 祌敎に 似合 はしい^ 籃に ちが ひない。 

か X る宗敎 は、 ギリシャの やうな 非常に 變 化の ある 自然に は、 成長し 得よう 箬 もない。  , 

お休みなさい。 私に 因 線 ある 入よ、 人達よ！ 

ni 月 九日。 晴犬。 暖。 又 陸地が 見え なくなった。 船 は、 人々 が 「紅海」 と 呼ぶ、 碧 綠の海 を 航行して ゐる" 私 は、 ト ルス 

トイの 「アンナ • カレ ニナ」 を讀ん で、 彼の 文學 上の 識 M の 深い 泉に た if 驚かされて ゐる。 實に、 彼 こそ、 人 の 心 を 讀み取 


つた ものである。 然し、 その 題材の-取扱 ひ 方に は、 恐らく ツル ゲ ネフ か、 或は フランス 作家の 克明な 模倣の 跡が ある" 晩年の 

彼が さう であった やうに、 この スタイルから 飛躍すべき である。 彼の 正確な、 丹精 を こめた 心理 研究 は、 彼の 上衣 11 卽ち 

口 マ ン ティ シズム によって、 磨かれる どころ か、 寧ろ 妨げられて ゐる。 ツル ゲ ネフに 對 して は 彼 は 反對の 態度 を 採った が、 前 

^の 才能に 負 ふ所大 なる ものが あるに 相違ない。 彼の 特性 11 正確な 心理 研究 さへ も ツル ゲ ネフの それと 同じ 傾向 を 有して 

ゐる。 ツル ゲ ネフが この 作 (ほ？? レ。； 1") を、 限りない 熱心 を 以て 讀み、 彼を來 るべき 時代の"^ 導 者 と^んだ の は、 決して： 小 

思議な ことで はない。  ♦ 

プリンス. ス テフ アン. ォ ブロン ス キイ は素晴 しい。 アンナ は、 その 取扱 ひ 方が 派手で あり 力強く はあって も、 何處か 曖昧 

である。 ェカテ リナ はもつ と、 生きく と 書かれて もい.^、 トルストイの 小說 中には 端役の 人物が ゐ ないやう に 思 はれる。 凡 

ての 者が、 動き、 呼吸し 、それぐ 特有の 情熱と 理智. > 附與 されて ゐる。 これらの 人物の 中から、 ス コプトの 小說 中の 凡ての 主人 

公 11 似雅 で、 勇壯 では あるが、 この 世に は 居り さう もない 主人公 達に、 十分に 匹敵し 得る 名前 を樂に 指の 數程 擧げ 得られる。 

夜、 大氣は 暑く、 蒸しく する" 我々 は 船尾の 高 甲板に 腰をおろして、 凉ま うとした。 あるかな いかの 微風で。 

星の 美し さ を 實感し 得る の は- 議 蒼た る 木の さ 父め きの やうな、 熱帶の 天地 を潢 ぎった もの- 1 みで ある。 星 は 歌 ひ、 舞 ひ、 

下界 を 冷たく 見下ろす ので はなく、 微笑みかける" 私 は 水の 中に 不知火 を 見た" 

ひどく 咳 をして ゐる 二人の 子供 を つれて、 子供達の 爲 めだと 云 ふので、 船室に 閉ぢ 籠って ゐる 若い 母親が ゐた。 彼女 は 夜 

になる と？ しばらくの 間、 凉 しい 空氣を 呼吸す る爲 めに 甲板の 上に 出て 來た) 彼女 は 頭痛が すると 云 ひ、 その 顔 は 額まで 赤 

味を帶 びて た。 彼女の、 疲れて はゐ るが、 きりっとした 顏付 は、 非常に 私の 心を牽 いたい 何處 か、 ティルディ に似て ゐて， 

非常に 優雅な 白い 襟 頸 をして ゐた。 いかなる 種類の 獻身 でも、 見る 眼に は 美しい ものである。 その 顏の 内に は 何 か 神聖な も 

のが あり、 假令 どんなに 見る 股に は 汚くな つて 行っても、 墮 落の 手 は 及び さう もな く 思 はれる。 

ョ月十 or 日曜) 晴天。 氣候は 刻々 と 陵くな つて 行く やうに 思 はれる。 水 は 常に 靑 いが、 {仝 は 多分 濕氣が 稀薄に なった せ 
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ゐだ らう、 靑 みが 少し なくなった やうに 見えた 0 

朝、 「アンナ」 を讀ん だ。. 獨 逸の 溫泉 場での キティの 生活 は、 生きく と 描かれて、 讀 者を牽 きつける。 ゲ r レン 力 は 各 頁 

に 光彩 陸離と 輝く 端役 人物 中の 一人で ある U レビンの 所有地での 生活 は、 その 生活に ふさ はしい 自然 や 田園の 美し さに 贖 む 

者の 心 を 奪 ふ 程、 續書； 的で、 眞に 迫って ゐる。 

お C 'と 

勤行に 列った が、 全くい やだった。 何故、 人 はかくまで 僞善 をな さねば ならない の だら う" 彼等の 勤行 をす る 動機 を考へ 

て 見よ！ 仲間の 者 を 嫌 厭の 眼 を 以て 見 乍ら、 勤行 をす る位ゐ なら、 全然 奉仕し ない 方が まし だ。 ある 者が 罪 を 犯す 場合に 

おっとめ 

も 少なくとも、 惡事 でもしょう とする 一 本 氣な處 が ある。 然し、 もし あんな 態度で 邀行 をす る やうで は 全 然不眞 面目で ある。 

彼の 唯一 の 野心 は 正しい と 云 はれたい ことで ある。 

午後、 事務長の 勸め によって、 一等 船室に 移った。 これで、 私の 同室の 者 は 多少 廣々 とする だら う。 

吸 木 鳥と 騰が 船の 周り を 飛び 廻って ゐ るの を 見た。 それら は、 マストの 上に 留 らうと して ゐ るの だが、 船客の 騷 ぎに 驚い 

てゐ るので ある" ！s 愛 相な 鳥よ！ 隊木鳥 は 遂に 見え なくなった。 波に 洗 ひさら はれた のか、 何處か 甲板の 上に かくれた の 

か、 私 は 知らない。 朦 は、 私が 夕食に 下りて 行く 時まで、 飛び 廻って ゐた" 二 とも、 どうな つたの かわからない。 數 頭の 

五島 鯨と、 小さな 魚と が 見えた。 

ボ ート. サイドから、 ギリシャの 一 少年が 乘 船して ゐた。 今晩、 船尾 高 甲板で、 その 少年が、 色々 な 歌 を 口ずさみ 初めた。 

我國の 子守唄の やうな ものであった" 私 は 歌 聲に耳 を 傾けて、 深い 感慨に 打 たれた。 

H 月 十一 nr 月曜。 東南の 強風。 一 等 船室 は大變 暑くて 蒸しく する ので、 私 は 夢を見つ どけて、 よく 眠ら わ-なかった。 

昨日 見た 二 羽の 鳥 は何處 かに 行って しまった。 朝、 シス モンディの 「イタ リャ 共和 國」、 午後、 トルストイの 「アンナ/ 夕方、 

1 等 船客と 二等 船客の 問に 綱 引が あって * 後者が 負けた。 シス モンディ は 非常に 面白さう で、 且つ 敎 へらる 》 所が ありさう で 

ある。 讀み續 けよう。 


或る時 は、 陰聽な 感情に、 又 或る時 は 何 か 夢の やうな 想像に 捉 へられる。 今日、 私 は、 自分が- ゥ アイ オリ ン である やうに {昼 

想して ゐ たら、 まるで. ゥ T ィォ リンの やうな 氣 になった。 私 は， ある 大昔 樂暂 で、 非常に 樂 IV の ある 中年の 婦人に 扱 はれた。 見 

た 所、 婦人 は 沈んだ 氣 持で 居る らしい。 その 弓が 私の 弦に 觸れる 度に、 私の 心臓 を 賞く やうだった。 そこで 私 は 彼女の 感情に 

合 はせ て- を舉 げた。 彼女が 奏で 進む につれ て、 私の 感じ は 更に 深くな り、 最後に 私 は、 彼女の 中に 身を沒 し、 私の 中に 

彼女 を 見出した。 それから、 言葉で は それと 云へ ない が、 どうして 彼女が 沈んだ心 持に なった か 解った。 それ は、 次の やうな 

ものであった" 彼女 は 若い 時には 非常に 綺麗であった。 そして、 夢の やうな 生涯 を绘 つて ゐ たが、 不意に、 彼女に 一 人の 男 

か 現れて、 そして その 男が- ゥ アイ ォ リンに なって しまった。 その ゲ アイ オリンこ そ 私な ので ある。 彼女 は、 その グ アイ オリ ン 

を く 寺 こよ、 大變 大切に 取扱った が、 招 ひない 時には、 塵と 埃の 山の 中に 捨て. - おいた" 私 は、 彼女が 立派な 聽 衆の 前で 

31  こな 1W- 

演奏し 終った 後で 受けねば ならない この 苦しみ を 想像して ゐた" 不意に、 私の 夢 は、 不圖 した 物音で、 粉々 に碎 けた。 甲板 

の 上で、 まるで 蟋蛑の 鳴く 音 そっくりの、 物の きしむ やうな 音が 聞え た" その 音 は 人に 樣々 の 事 を 想 ひ 起させる。 

〔以下 四 行 邦文〕 〇 一 兩ニ兩 の 雨と： K ふ 字を處 によって は 雨と 讀む。 

〇 い たづら 息子 酒に 醉 ひしれ て 父 家に 歸る。 父 脅威して 曰く、 「放逐 せん」。 子 曰く、 「こんなぐ るぐ る ま はる 家に 居られる 

もんか. T 

〇 魚 に 行司の 司の 字 を 聞く。 彼れ 曰く 「わけはありません、 同じく と 云 ふ 字 をさん めいに おろして 骨 付きの 方 だ」。 

1 一一 月 十二 日。 火曜" 東南 風。 嵐。 船 は 紅海の 入口 近く を 走って ゐる" 波 は 非常に 高い。 今日は、 イギリス 出發 以來、 一番 

荒れた 日で ある。 多くの 船客 は 船 最 にか.. - つた。 然し、 私 は 至って 健全、 丈夫であった。 

朝 は シス モンディの 作品 を、 午後 は 「アンナ」 を 讀んで 過した" 誰かの 話す ところでは、 波 は 時々 マストより 高くなる との 

ことで ある。 それ は、 莊嚴な 眺めに ちが ひない。 若し、 その 爲 めに、 身 を 亡す にしても、 一生に 一度、 そんな 眺め を 見て み 
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たい もの だ。 夕方までに、 二つの 島の 傍 を 通り過ぎた。 夕方、 風 は 凤 いで 來た。 私 は 非常に 理に合 はない 人間で ある" 私 は 

生きて ゐ ると 云 ふ 事 を 不可思議に 考 へる 事が ある。 そ I て どうしても その 氣 持から ぬけられない。 時々、 私 は 抑へ つけられ 

たやうな 心 持に なり、 憂 li になる。 眞に 馬鹿な こと だ。 

一 II 月 十 nIB。 水曜。 晴。 六 時 頃、 我々 の 船 は 「十二使徒の 島」 を 通り If ぎた。 凹凸の 多い、 骨ば つた やうな 島で ある。 そ 

れ から、 九 時 頃、 遙か 向う に、 アデン を 見た。 それから、 陸 も 見え なくなった。 我々 は 印度洋 上に ゐ るの だ。 朝、 シス モン 

ディ を、 午後 は 「アンナ」、 そして 四 五枚ス ケ-チ をした 0 

一一 一月 十四 B" 木曜。 晴" 夕方 少し 荒る。 朝、 我々 は アフリカ 海岸の 近く を 通って ゐた。 正午 頃になる と、 海岸 は 段々 近く 

なって 來た。 凹凸の ある 何も 植 ゑて ゐ ない 自然の 高い 壇が 遙 かに 廣々 と擴 がって、 アフリカの 中央部に 雨雲の 侵入 を 防いで 

ゐる。 五島 鯨 や 嫁が 見えた と 云 ふ 話で ある。 

朝、 シス モンディ、 夜 は 聖書" 

*r つ 

自ら、 虚ろな 生活 を 憎め。 我が 魂よ、 我が 心よ、 抱く に 足る もの を 抱き、 それ を 自らの 全 生命 内に 沸き かへ らしめ よ。 何 

の 仕事 もない 生活 を 僧め。 {1^1白でぁるょり、 むしろ 眞黑 であった 方が 遙 かにい > -。 

昨夜、 甲板で ダンスが あった。 石 川 君と 私 は、 踊って ゐる 人々 の 傍 を、 話しながら、 あちこち 歩き、 眞 面目な 問題 を 論じ 

合った。 彼の キリスト 敎に對 する 不動 堅固の 信仰のお かげで、 私 はこの 宗派の 現狀 について、 敎 へられる 所があった。 石 川 

君 は 慎重な 性質の 人で ある。 彼 は 多くの 實際 生活 を經驗 したやう に 見える。 そして、 風俗 習慣の 人に 及ぼす 壓倒 的の 力の 如 

何に 强 いか を 知って ゐる。 私 は、 彼の 意 3!^、 行爲に 同意す る こと は 出来ない。 さう した 者に 對 して、 私 はとても 堪へ 忍び 得 

ぬ やうに 見える。 世間 は 彼の やうな 人 を 必要と して ゐ るの だ。 彼 をして、 彼の 道 を 歩まし めよ。 私 は 我々 の 社 會に彼 を 持つ 

こと を 慶賀す るのに 人後に 落ちる 者で はない。 

一等 室に は 一條 家の人々 の 他に 船客が ーー一 人 居た。 彼等と 私の 合 ふ 點はー つもない。 彼等 は、 私と 全然 異なる 天地に 住んで 


t。 導 は 正しい のか，." 知れない。 然し 私 は、 e の 立場 I 守せ ざる を？ い。 神に 謝す、 I 性格 も、 近頃 ま 7? 

ほどに §ゃぅ であった ものが、 V 方面へ か、 惡ぃ 方面へ か は、 自分に も わからな いが、 とにかく、 段々 鬵 こなって お 

てゐ る。 出 f だけ 早く 全く 自己 そのものに なりたい ものである。 個性 S 現、 これ こそ、 私の 切實& たいと のぞむ もの 

である。 

午後、 馬鹿な 話 を 喋べ り 合った。 恥し い 事 だ。 

昨夜、 彼.^, 1 つて ゐ るの 直て、 いやしい 人 だと 思った。 けれど、 今日、 今朝、 私が 本 を讀 んでゐ る 時に やって 來て彼 

女 は、 私 を ちらと 見て 微笑んだ U 私も徴 笑み 返した。  " 

夕方、 波が 次第に 荒れて 來た。 我々 は、 沈み 行く 夕陽と、 去り 行く アフリカに、 最後の i 皇 つた。 明 曰、 我， よ 印度 

洋の 8: 中に ゐる だら う。  (I 

一一 一 月 十五 or 金曜。 喑 。着し" 朝、 シス モンディ。 午後、 「アンナ」。 別段 變 りなし， アンナ は、 その 麗 のこと を、 

色々 考 へて ゐる。 夫 はこの 間 題に ついて、 冷淡に 振舞って ゐる。 レビン は、 國の 財政に 立 入って ゐ るし、 そして 凡てが、 平 

凡で あり ふれて ゐる。 作者 I はよ く 知って ゐる 事に しても、 ^^の筋に，關係のなぃ雲に深入りすることま、 ト ルス 

トイの いつもの 缺 ii だと 私 は 思つ て ゐる。 

夕方、 幻燈。 

啧。 藝し。 まだす つかり、 夜の 明け 切らない 內に、 雲 は 散って しまった。 朝、 シス モンディと. ミ 

シェルの np 民」、 午後、 「アンナ」。 レビンと キティが 新しい 氣カを 出して、 彼等の 愛情 を 新たに した。 あちこちに、 f 

-EliiL 心 S 研究が ある。 あちこちに、 甚だ 忠實な 寫實的 描寫が ある。 

私 を 霧に する もの は 何で あらう。 今 曰、 私 は淚が 出て、 留める こと さ/も 出來 なかった。 而も どうしたの かも わからな 

、。 恐らく、 自分の 內に、 不思議な 矛盾が あるの だら う。 私 は、 時々 非常に 純に なり、 時々 非常に 不純になる。 或 I ま、 
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非常に 同情 深くな り、 又 或る時 は、 不合理な 位ゐ 利己主義になる。 この 性質の 矛盾が 何時か はなくな つて 欲しい もの だ。 然 

し 私 は、 今 この 矛 质の範 圔が廣 くと も 遺憾 だと は 思 はない。 どケ か、 一個の 人間と して、 生きさせて くれ" 他人の 批評なん 

か 無視して、 私の 心の奥底から、 い- 1 こと、 惡 いこと (もし 余に 惡 いこと が 出来るなら) を させて くれ。 何でも 《面目に させ 

て くれ" 假令 それが 罪な ことで あっても。 

叫 日、 宗敎 的な 集り をし、 石 川 君に 説敎 して 賀ふ やうに 取り決めた。 どう； K ふ 風な 結果になる か はわから ない。 恐らく、 

私 は 愚かな こと をして ゐ るの だら う。 私 は 親切に なりたい。 た^それ だけで ある。 

壬 生 馬 はどうして ゐる だら う" 光 は、 ^田 は、 ファン ニイ は、 ティルディ は、 信 子 は、 愛子 は" 彼等 は 私の こと を 思って ゐ 

る こと だら 5。 あなた 方に 感謝し ます、 私 は 無爲に 生きない、 然り、 必ず。 

1 二月 十 4inr  H 翟。 晴。 蒸 暑し" 朝、 何 をした か覺 えて ゐ ない。 考 へこんで 過した にち が ひない り 午後、 二等 船 .1 で會が 

あった。 會に は， 翳 師の山 田 氏、 その他 十 人の 船員が 來た。 石 川 君 は 仲々 うまく 話した。 私 は、 好奇心 や、 哲舉的 思索の 爲 

めで はなく、 た t 精神の 糧を 得る 爲 めの 目的で、 會に來 た 人々 の： ル" 直さうな 顏付を 見て、 大きな 喜び を 感じた" 農民 を 限り 

なく 信じた トルストイ は 正しい。 然し、 悲しい かな、 子供の 天地から、 遙かに隔たってゐるゃぅに自分は全く異った^2.^:に 

住んで ゐ るの だ。 

月 は 五日 位ゐ だ。 夜、 H. 板上を 歩き 廻って、 物 思 ふ 多し。 

1 一一 月 十 AOT 月曜。 f" 暑し。 朝、 ミ シェルの 「國 民， T 午後、 「アンナ」。 ジ 3 ン ソン 氏が、 モ -» ゼ についての 異敎 徒の 見 

戶外 を攻擊 L た 腿フ" 物 を 貸して 下さった。 題して、 「モ， ゼは 間違って ゐ たか。」 恐ろしく • 不合理な 無智な ものである" キリ 

スト 敎の 敎師 達が、 これらの 書物 を、 眞の キリスト 敎耩神 普及の 躓く 石と して， 排斥し ない 限り、 今後の キリスト 敎も、 今 

まで 通りの もので あらう" 

正午 toe; 妓を 引いて、 航行 出來 さう もない 船に 出會 つた。 こんな 小さな ことが、 總船： 各 を 輿 奮 させた。 


大洋の 色 は 次第に、 純藍& になって 來る。 それ を！ -てゐ ると、 靜 かに、 奥；^ い、 けれど 物悲しい 感じが する。 波よ 屑ら か 

で、 ^につく 程の 浪の碎 けさへ 餘 りない。 月 は 次第に 大きくな つて 行く。 

又、 B. 板で 舞踏が あった。 彼女が 元 ，ビ 踊って ゐ るの を 見た。 私 は、 船室に 閉ぢ こもって、 「アンナ」 を？ g み摄 けた。 レビ 

ンと キティの 場面が、 非 〔吊に 樂々 と 描かれて ゐ る。 

一一 一月 十九 日。 火曜。 晴。 甚だ 暑し。 今日は ロンドン を つて 以来、 一番 暑い 日に 違 ひない。 朝、 ミ シェル。 彼の 文 I- は、 

ュ.' ゴ ー の 作に、 大に I されて ゐる。 少く ともさう は 思へ る。 讀 者に 淚を流 させる やうな、 悲しい 數行も ある。 然し 大！ - 

に 於て、 虎 飾の 痕の ある こと を： 杏む ことが 出来ない。 G 夫人と 話して、 朝の 大半 を した。 彼女 は n 一人の 子 持で、 尙ほ 明る 

い 少女の や 5 である。 彼女の 身 體には 生命が 脈打って をり、 それが 彼女に、 人を牽 きつける やうな 魃 カを與 へて ゐる。 

午後、 「アンナ」 及び デヴキ • ピリア，' ド。 夜、 日記と 手紙。 

一 i 一月 二十 一 曰^ 木曜" 啧. 暴り。 船室の 中が ひどく 暑かった ので、 朝 三時 頃 起きた。 プ の顯 干に 行った， 空 は 叢 

雲に 被 はれて、 恐ろしく 暗かった。 時々 響橫 切って 烈しい 稻 光りが した" きらめいた 後 は § こと 暗い。 i^^I 

泡で 厲 白い。 ありと ある 物が さわ 立ち 動いて ゐ る。 そして 私 も その 影響 をう けた。 不意に、 私 は、 悲しい^ じこ 襲よ もこ。 

私 は く 握って、 その 感じ を 追ひ拂 はう としたが、 駄目だった。 私 は 特に ティルディ S を考 へて ゐた。 コロン ボ から 

彼女に 手紙 を 出さう として ゐる こと、 その 手紙の 內容 のこと、 私が 彼女の こと を考 へて ゐる 時に、 彼女 は 何 をして ゐる だら 

5 と 云 ふこと など を" 私 はほんた うに 彼女 を 愛して ゐる のか 知り。 又は、 單 なる、 一時の 感情な の だら うか。 彼女の 思 ひに 

沈んだ、 あどけない、 信頓し 切った 顏 付が、 目について ならない。 私 は 再び 眠る ことが 出来なかった U そして、 雲の 移り 變 

りゃ^きつ &、 心 L 曰く つめて ゐた。 私 は、 我に もな く 同じ 質問 を 繰り返して ゐた" 私 は If 牲 になるべき か、 そ，， ^とも、 竊 

牲を請 ふべき か。 永久に 解けない 謎！ 

段々 に 紅い 一線が 1^ の 方に 忍び寄って 來た。 そして 朝が 來た" 雲 はありと ある 色を帶 びた" 然し、 それ は 私の 悲しみの 
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度合 を增 すだけ だった。 赤色 は 愚弄し、 靑色は 嘲笑し、 黄色 は 嘲弄す る。 ぁ丄、 何時に なったら、 私 は、 神の 子に 似つ か は 

しい 靜 かな 決意と 安心 を 得る ことが 出来る の だら う。 永久に、 神祕の 天地の 眞 中に 立ち、 繰り返し 失敗しつ^ けながら、 自 

らの足 を 何 か 健實な もの. i に 置かう と 努める。 父なる 神よ、 私 を 導き 給へ。 神よ、 御手に は あらず とも、 せめて 衣の 緣を 

持たせ 給へ。 悲しく、 雲， 1 い 中に その 日 は 明けた。 船の 前方に 低い 島の 擴 がって ゐる のが 見えた。 セィ ロン だ。 その 岸は揶 

子樹の 廣大な pr; 被 はれて ゐる。 我々 は 埠頭 を 過ぎて、 帝國 軍艦 をニ隻 (筑 波、 千 i 認めた。 それから、 内港に 投錨した 〔こ 

こに 上の 物賣 りの ボ ー トの圆 あり〕。 

忽ち、 我々 の 船 は、 物 賢り のボ ー トと 子供の 游 水夫 達に 取圑 まれた。 ボ， トは 非常に 變っ たもので、 

普通のと は 全然 異なり、 その 先が 扇形に 造られて ゐる。 子供の 潜水夫 は 筏乘と 一緒に やって来 

た。 彼等の 皮膚 は眞黑 である。 彼等 は、 お金 を 投げて 下さい、 捕へ ますと 叫ぶ。 彼等 はかの 有名な 「タ 

ララ. ボンディ ェ」 を 無茶苦茶に 歌った。 彼等の 生活 振り は、 人ら しさの この 上な くない ものである。 

彼等 は、 恐らく、 兩 親に 世話され ず、 憐れに 育てられた 子供達で あらう。 私 は 彼等 を 見つめて、 殆ん 

ど 泣き出さん ばかりであった。 

船 を 去る 人達に 別れ を 告げてから、 九 時、 ランチに 乘 つて 岸に 向った。 船 を 見る と、 ガス リイ 夫人 

が、 私に、 ハンカチ を 振って ゐる のが わかった。 私 は 手 を 振って、 それに 答へ た。 二 H 前、 彼女と 話 

して ゐた 時、 彼女 は、 自分の 夫 をもう 愛 I てゐ ない、 彼等の 結婚 生活が 返 屈に なって 行く、 と 打ち明けた。 私 は 心から 彼女 

を 憐れんだ。 彼女 は 明かに、 同情心と、 明るい 晴 やかな、 正直な 魂 を 持って ゐる。 彼女 は 何處か ティルディ に似て ゐ るから 私 

は 彼女が 好きだ。 彼女が 三人の 子供の 世話 をして ゐ るの を 見る と、 私 は 彼女に 同情す る。 今や、 彼女 は 私に 联 つて、 生きた 

人間 ぢ きない。 彼女 は、 私の 記憶の 中に 長く ある だら う、 恐らく、 も 5  二度と 再び 會 ふこと はなから う。 

：!^ よ 石 川 君と 上陸して、 人力車 を 雇 ひ、 マ リガ • カンダ (Malgia  Kanda) に 行った。 先づ 第一に 何よりも 私 を 驚かした の 


は、 新綠 の！ E の 葉で ある。 それ は 私 を 蘇らし めた。 揶ナ 樹が繁 り、 又、 綠 がかった 宵い 水で、 白衣 を 洗って ゐる 男の ゐる小 

の 上に 立つ 赤： A 白べ ンキの 家で 緣 取られた 湖水に 沿って、 我々 の 人力車の 行く 時、 私 は Ml 氣の 美し さ を、 肺の 奥. まから ほめ 

叫ばざる を 得なかった。 殆んど 大抵の 木 は、 素晴 しいよ い 匂 ひと 色の 花で 飾られて ゐる。 この 上 もな く氣 持の い X 徴 風が、 

車上の 私 を 撫でる。 萬 物は豐 かで、 なごやかで —— ツル ゲ ネフの 「春の 潮」 の 女 主人公 を 思 はせ る ものが ある。 約 三十 分、 

乘 つたと ころに 寺が あった。 曹洞宗 の 僧で、 此處 で旣に 三年 研究して ゐ ると 云 ふ 橘 氏に 會 つた" 彼 は 白い 洋服 を 着て ゐて、 

非常に 簡單 であるが、 淸 潔で 凉 しい、 彼の 庵に 我々 を 導き 入れた。 彼 は大變 聰明 さうな 靑 年で、 佛 僧に 特有の、 幾分の 控目 

を 持って ゐた。 庭の 形 は、 どこと 言って 美しい 所 もない。 けれど 陽の 光の 與 へる 感銘 は 驚くべき ものが ある。 物 蔭の 色は孔 

蜜の 羽の やうに 見え、 ぎら く 光る 太陽 は 赤地に、 綠の 葉に (その他に 何が あらう)、 その 光線 を 浴びせ かけて ゐた。 

彼の 話の 斷片。 

1、 一 年中で 最も 暑い 季節 は 四月で ある。 

二、  ^して 云へば、 この 島に は 七 種族 ゐる。 卽ち、 シン ハ リセ、 タミル、 ム T ァ、 マ レイ、 バ ルガ (和^ 人と マ レイ 人の 

雜 稀)、 英人 及び 其 他。 

三、 行政 は 立法 團 によって 行 はれて ゐる。 その 代表者 は、 入口 數に 比例して、 各種 族から られ てゐ る。 

四、 小 乘怫敎 が 島の 主な 宗教で ある。 その 敎本は 凡て パリ ー 語で 書いて ある" サン スクリプトで 書かれて ゐ ると 云 ふ 大^ を 

if 迦 直接の 敎 へと 云 ふの は 正しくない。 それ は師の 福音 を 普及し ようと 努めた、 彼の 弟子の 書いた ものに 違 ひない" 

五、 僧侶 は嚴 重に 「一 日 一食」 で暮 して ゐる。 卽ち、 正午 前に 堅い 物 を 食べる が、 午後から 夜に かけて は、 た r 水 を 飲む 

ばかり だ" 三 衣 一 鉢" 

六、 ^侶の 身 持 は iH 叩に 守られて をり、 その 結果、 人民の 無限の 尊敬 を？ >w てゐ る。 

七、 一般人の 品格 も 概して 高まって ゐる。 殆んど 酒を飮 みに 出かける ものがない。 男女の 關係も 非常に 嚴格 である。 大牛 
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の 者 は 宗教に 凝り固まって ゐる" 

それから、 彼 は 我々 に 寺 を 一巡 させて くれた。 この 地の 人々 の藝術 趣味 は 甚だ 低級に 思へ る。 佛像 は、 その 出來榮 え、 甚 

だ 拙く、 その 持ち もの、 裝飾、 配置 も、 甚だしく 沒 趣味で ある。 tower  (塔 I 支那、 日本で 

は pago.ia と 云 ふ) の 形 はこの 國 特有の ものである。 それ は、 下 阖 の 樣な形 をして ゐる 〔玆に 

中央 下の 如き 塔の 11 あり〕。 この 形の 原々 のお こり は、 佛 僧の 三つの 大切な 道具、 卽ち 三つの 

「架、 裟」、 椀、 錫杖から 形どられ たの だと 云 はれて ゐる。 庭に は 大きな、 貴い 菩提樹が あり、 

石の 垣で 取圜 まれて をり、 樹の 幹に は、 祭壇が 設けて あり、 そこに は 供物が 捧げて ある。 土地の人 

は、 この 上 もない 尊敬 を 以て この 樹を 眺め、 葉 を 摘む とか、 樹を害 ふやうな ことのな いのは 勿論， 宗 

敎的 畏怖の 念 を 以て、 この 樹に會 11 する さう である" 私 は 樹を兒 上げた" またとない ほど 優雅な 姿 

だ" 樺の 木の や 5 な 白い 幹と、 しなやかな 枝、 太陽の 光りが 麗 はしく 輝 やく 下で、 輕 やかに きらめ"" 

くハ， ト 型の 葉。 私も亦、 その 優美な 姿の 前に 頭 を 垂れ、 佛陀に その 終極の 悟り を 開かし めた この 

樹に、 心からの 尊敬 を拂 ふやうな 心 持に なった。 人々 が 佛陀の 面影 を 宿す 

もので なくと も、 かう した 熱誠 こめて 眺めて ゐ ると 云 ふ こと を 知る の は、 美しい 心地の する もの だ" 

汎神論と でも、 何とで も 好きな やうに 呼んで よい。  . 

我々 は 再び 人力車 を 雇って、 そして 博物館に 行った。 特に 注意すべき もの は 何にもない。 然し、 

自然の 美し さは 到る 處 にいた く 人の 心 を そ. -る。 土人 は、 至って 簡單な 生活 をして ゐる。 彼等 は 衣 

裝ゃ、 豐 かな 食物な ど を 要しない ので ある。 家 は 小： t 位ゐの もの だ。 動物園、 植物園 は 面白い、 特に 前者 は。 植物の 成長 は 

潑剌 たる もので、 非常に 生きく として をり、 その 綠の葉 は、 染められ たかの やうに 見える。 土人 達 は、 我々 を 「主人」 と 

呼ぶ" 彼等が 英國 政府の 統治の 下で、 如何なる 屈辱. を 受けて ゐ るか r 解る。 


我々 は 港に り、 五 時半 頃、 船に 屍った。 潜水夫 達 は、 まだ 船の 周りに くつ.^ いて ゐた。  一 

タカ、 雲 は むらがり、 何とも 言へ ぬ ほど、 壯大 な、 色彩 形状 を 表 はした" それ は 夏の 雲の 色、 形 をして ゐる。 あの 一見、 一 

不可能に 兑 える 色の 組合せ は、 明かに 夏 雲で ある"  一 

夜. 風 は 美しく 凉 しい。 我々 は 船 ：！^ の 高 中 板に 腰かけて、 港の 燈 火の きらめく 樣を 眺めて ゐた。  . 一 

時々、 悲しい 咸. 情が 私 をお つて 來、 浮き雲の やうに 通り過ぎた。 どうした 譯だ らう。  一 

船お の 多く は 船から 出て ゐた。 子供達の 元 氣な隱 が 聞えなかった。  一 

1 二月 二十 二 B。 金 IT 凉し" 曇。 朝、 上陸。 . ^し買 物。 午後 二 時半、 船 は 港 を 出た。 港 を 離れる につれ て、 棕櫚の 樹 で鬱ー 

と蔽 はれて ゐた ー帶の 砂地が、 次第々々 に 魃刀を 滑しながら、 その美し さ を 表 はした。 風 は 荒れ 氣 味で、 雲 は 密^し、 數： 

知れぬ 幾多の 形 を 採る ので ある。 私 はこれ までに、 こんな 素晴 しい { 仝の 景色 を 見た ことがない。 稻妻、 n 沒、 月光、 雨、 風、 

そして その他 さう した もの。 美-  一 

タ方晚 く、  ^地 を 見失 ひ、 再び 我々 は 大洋の 眞 中に ゐた U  i 

^？^ょ^地にぁこがれる。 然し、 一た び 上陸す ると、 不純 を 嫌 ふ 心に とら はれて、 そして 再び 大きな， 純な 大洋に あこがれ 一 

ろ。 f. ガス リイ 夫人に、 私 は 大海の 懐ろ に 埋葬して 欲しい と 話した ことがある。 その 時 彼女 は、 死んだら、 何 處にゐ る 一 

のか 解ら なくなる の だから、 何處へ 埋められて.^ 構 はない と 答へ た" 彼女 は 最早 こ. -にゐ ない の だ。  一 

海 ほ， 碧に なって 來た" 雲 は 依然として 美しい。 雲の 美 は、 鳥 近くの で、 一番よ く 見られる やうに 思へ る。  丄 

三月 二十 三 土曜。 暑し。 暴" 海 は 荒れ 氣 味であった。 夕方、 烈しい 雷雨。 我々 は、 「はやて」 と 云 はれて ゐる 1^ 特ー 

別の^ 雨が、 Hi 起る 地方に 入って ゐ るの だ。 遠くの 群雲の 中に 雨の 幕が 見える" すると、 それ は 非常な 速力で 近づいて 來； 

て、 が g 降りの 兩 を 船に 注ぎ かける。 1 瞬間に して、 それ は 通り過ぎ、 我々 に 見える もの は、 遠くの 雨の 幕と、 濡れ 切った： 

と、 あしく 凉 しい 微風と である。 

1 九 〇 七 年  ニー 一九  ： 


布 鳥武郞 仝？！！ - 第十卷  1四0 

夕方、 凄い 雷鳴と 稻妻。 船の 通路に、 不知火が か やいて ゐた。 私 は、 「アンナ」 を、 限りなき 滿足を もって 讀み 了った。 

これ は實 に素晴 しい 作品で、 讀 者に 大きな 刺戟 を與 へる 程カ强 く、 淚を催 ほさせる 程 美しい。 私の 印象で は、 それ は、 その 

髙尙な 調子と、 呵責な き據獄 と、 凡て を 抱く 同情心 ある 點に於 V て、 ダンテの 「神曲」 に 十分 較べ 得られる ものである。 人の 

性 を 見拔く 彼の 跟は廣 くて 深い。 自然 は、 トルストイの 筆 を 通して、 自ら を 表 はした やうに 思 はれる。 人間性の 二つの 流れ、 

1 つ は 一般の 道に 逆ら ひ、 他 は 正道に 從 つて 行く ものが、 互 ひに 驚く ほど、 はっきりと 並び 進み、 果て は 同じ. 運命に 終って 

ゐる。 讀者は アンナ や キティの 蓮 命 を 知る 事 は出來 る。 然し、 トルストイの 心理 解剖 を 信じて はじめ あれほどの 同情が も 

てるの だ" キティの 一生 は 所謂 幸福な ものである。 學 ぶべき もの、 賞め るべき ものが、 數多 ある 11 心の 貧し さ、 感情の 卒 

直さ、 曇りの ない 截智、 調和の とれた 情緒、 世 入に 對 する 合理的な 態度な ど。 アンナの 場合 は 異なって ゐる。 彼女の 生涯 は 

嵐の やうで ある。 否、 暴風雨で ある。 彼女 は、 もし 弱者に 會 ふなら ば、 それ を 打 挫く であらう し、 强 者に 會 へば 自ら 打 挫か 

れる であらう。 而も 彼女 は、 雨 者 を 避けようと はしない 所 か， その どれ かを捉 へる 事 を 寧ろ 好んで ゐる。 

神 はか. -る 人類 を 生み出す。 そして、 それ は、 必ず 苦しむ。 憐れな 魂よ ー 生れな がらの 征服者で あると 同時に 生れな が 

らの 敗北 者 11 この 世の中の 最も 悲劇的な 逆說 である。 世人 をして、 か X る 魂 を、 その 常識と 云 ふ 低級な 尺度で 測らし める 

こと 勿れ。 世間 は 彼女 を 知って ゐな いの だ。 彼女 はこの 世に 屬 して ゐる もので はない の だ。 11 子の 天使と でも 云 ふが よ 

からう。 可愛 相な 魂よ！ 

n 一月 二十 iinr 日曜。 f  0 晴" IIK の 新しい 船客が 二等に やって 來た。 二人の 男と 一 入の 女、 皆な イタ リャ 人で ある。 

この 他に、 三等へ は、 セィ ロンで 修業して ゐた 日本人の 一 僧侶と、 小アジアから 来た 二人の 宣敎師 が乘り 込んで 來た。 僧侶 

の 名 は 平 井と； K ひ、 眞言 宗に屬 する もので、 コ ロン ボで約 三 年 修業し、 病 を 得て、 その 爲 めに、 豫定 より 早く 引き上げねば 

ならない のだった。 彼 は 利口で、 元氣 さう に 見える。 けれど、 何處か 狡る さ.^ な樣子 もないで はない。 

午後、 集會" 石 川 君 は 「我々 に 必要な 力」 と 云 ふ 題で 話した。 その後で、 いくらかの 質問が あった。 I 君 はメチ -I コフの 


「入 性 論」 を 返して くれた。 私 は それにつ いての 彼の 意 兌 を 訊いた。 が 然し 彼の 答へ に は、 何等 物に とら はれぬ 考究 をな した 

跡がなかった。 

一二 月 二十 穴 曰。 火曜。 し。 喑" 右手に ス マトラ 島が 見えた。 色彩 は、 靑 から 綠に變 つて 來てゐ る。 ^ 甲板 上に 腰 を 下 

し、 s 光の 神？ i な 流れの 下で、 夢現の 心境に 入った。 夜 は 非常に 蒸 ：5i?i い。 船員と 話 をす る。 彼等 は ひどく 單純 である。 私 は 

彼等が 非 に 好きだ。 

三月 二十 七日。 水曜〕 晴。 蒸 暑し。 夜が 明ける と、 非常に 蒸 暑い。 左手に、 マ レイ 半島の 胛が 見えた。 何百と 云 ふ 蝶が、 

風で 島から 吹かれて 来て、 船の 上に 集まった。 初め、 それら は 無數の 紙片の やうに 飛んで ゐた。 それから 船に 下りて 來て、 

甲板に 留まらう とした。 然し、 その 多く は、 再び 風に 吹き 拂 はれて、 海の 中で 死んで しまった。 あんな、 華奢な 翅が、 こん 

な 辛い 目にあ ふの を 見る の は 悲しい こと だ。 後で、 たった 一羽の 蝶が、 恐らく 凡ての 內で これ だけ だら うが， 船の 橫 腹に 翅 

を 休めて ゐ るの を 見つけた。 この 運命の 幸せな 廻り 合せに 愉快に ならざる を 得なかった。 然し、 私が かく 思って ゐる； 2： に、 

忽ち それ は 飛び去って、 一瞬の 後、 波の 貧 慾な 口に 捕 へられた- 蝶 は 六 頁 前に スケ プチして ある 〔蝶の 繭 を 略す〕" 

午後、 曰 記 を 書き、 デプキ • ピリア ー ド をして 過した。 

夜、 平 井和尙 と、 稍 i 烈しい 議論" 畢竟、 彼 は獨斷 論者で ある。 彼の 知識 は 大して 深 くもなく、 議論し C ゐろ その g| 度 は、 

厲 理に對 する 敬虔 さ を 示して ゐ ない。 

壬 生 馬と ティルディへ 手紙" 

I- 一月 二十 八 B" 木 暇。 晴。 暑し" 五 時半 起きて 甲板に 出た" 船 は 緩やかに、 シン ガボ ー ルの 入口に 向って 進んで ゐた。 

あちこちの 燈臺 が、 蹺の {- ^に、 微かな 光ヶ 投げて ゐた。 凡てが 穩 やかで ある。 我々 は 離れ 岩の 上に 建って ゐる 燈臺を 通り 過 

ぎた。 こんな 所で、 一 月 か 二月 暮 すの はきつ と 面白い 事 だら う。 他人の 眞の 同情が 得られない 時には、 全くの 孤獨に 避難所 

を求めるのは人の^？だ。 全然、 何の 同情 もない 人の 群れの 中に 交って ゐる こと は、 出來 得る もので はない。 
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船が 他 炎 を 通って 進む につれ て、 & 13- 色 は 更によ くな つて 来た。 適度の 間隔 を 置いて、 程よ ぃ隔り をと つて 散在して ゐる小 

島 は、 新鮮な 綠の 紫で 蔽 はれ、 薄 霞に 氣持 よく ぼかされた 朝日の 光 を 浴びて ゐる" シン ガボ ー ル 地峡の 內部 は、 果てしない 

美し さに 恵まれて ゐた。 土人の 村。 土人の ジャンク。 

我々 は 八 時 埠頭に 1® いた。 船荷 を 卸す かまびすしい 物音が 旣に 始まって ゐた。 黑 人と 支那の 苦力が 多く この種の 什 事 

に從 事して ゐ るり  J 

I 君と 一緒に、 町 を 見物に 出 操け た) 港から 三 哩程 離れて ゐる 街まで 電車に 誰った〕 町の 主な 住民 は 支那 人で、 全人 口の 

約 七 五 パ，' セント を 占めて ゐる" 街路 は 支那 人で 一杯で ある- 金 持ら しいの もゐれ ば、 勞働 者ら しいの もゐ る" 件 家はコ a 

ンボ のより 遙 かにい >^。 住民 も 恐し くき ちんと して ゐる。 植物園に 行く。 執、 帶 植物の カ强ぃ 成長 力 は 驚くべき 程 だ。 我々 は 

湖水の 傍を步 き、 丘 を 廻り、 植物 栽培所へ 行き、 日蔭で 休んだ" 數 人の 日本の 婦人、 明らかに 私娼と 思 はれる ものに 會っ 

た。 

博物館と 圖霄 館に 寄って 来た" 別に 云 ふ 程の こと もない。 それから Y*M*  C- A の 支那 支部に 入った。 午 食。 午後 休憩。 

雷鳴、 暑氣" それから カソリック 敎會、 日本人の 私娼窟、 海岸な ど を 見物した" 五 時半、 車で 歸船。 

夜、 凉し。 美しい 月" 荷 卸しが、 夜の 十一 時， ゆまで 續 いて ゐ たい 

！! 一月 二十 九 晴〕 暑さ 甚し〕 朝、 再び 上陸。 先づ、 鳳山夺 と 云 ふ 支那の 佛 寺に 行った〕 その 寺 は、 町 を 一眸の 下 

に 見下す 小山の 頂きに ある。 一 僧に 會ひ、 讓談 をした。 それから ヒンズ ー 敎の 寺に 行った" そこの 人々 は 我々 が 靴の ま、 寺 

に 入る こと を拒絕 し、 罰楚 プピ 狒 へと； K ひ 張った。 腹が立つ たから 出て 來た。 三度 目に は、 囘敎の 寺に 行った。 そこの 人々 も 

亦 我々 の 入る. 事 を 招んだ" ロン ズト敎 の 寺の 建築 は 特殊の 形 をして ゐて 奇怪と 愚鈍 こそ その 特性で ある。 最後に、 監 督 

に 行った。 そこへ、 凉 しい 微風が 海邊 から 吹いて 來る。 少し 歩いて から 電車に 乘り、 埠頭に 歸 つて 來た。 非常に 暑く、 

荷車 を曳く 牛が 二 匹. B 射 病で 斃れ てゐ るの を兒 た" 


午， 俊ん 内に 客に 凡て 乘 船した。 n: 本人 は 餘りゐ ない" 支那 人、 印度人、 その他 各國人 U  < 

六 時 頃、 船 は 波止場 を 出發 し、 小さな 丈夫 さうな 水 一え 案内 船に 導かれて、 地峡 を 通った。 港口の 夕 ：I!D^ は 何とも 言へ ぬ 程 美 一 

しかった し 十五夜の 月が 丁 as^ 昇り かけて ゐる 所だった。 夕立 後の 雲の 形 は 非常に 美しく、 凡ての 人々 は その美し さに 魅せら 

れて 立ん つくした 程だった。 私 は、 眞晴 になる まで、 甲板の 上 を 去り 兼ねて ゐた。  一 

シン ガボ ー ルの鴦 は 特殊で ある" 頭が 白い。 夕 近い 港の 水の 色 も 亦、 草綠に 近い 特殊の 色 をして ゐ る。  一 

〔欄外に 次の 句 あり J  一 

糜世蒼 桑 多瞎劫 故 鄕理亂 不關心  一 

爲愛天 南 好 風景 空. 勞 歳月 易蹉跎  I 

鳳 山寺 (祈 廣澤 尊王) 聯  一 

一一 一月 n 一十 曰。 土曜- 晴。 凉し。 一等 及び 二等 船客 は、 殆 んど滿 員で ある。 我々 の 船室に は、 他に 二人の 船客が あり、 他の 

船室に も 同じく、 澤山船 .：5^ が乘り 込んで ゐる。 二等に は 日本の 男女 各 二人 づ -1 と、 四 五 人の 支那 人が ゐた」 ライオン 齒！： 鋪 

の 主人の 小 林さん も、 我々 と 同じ 部屋で 眠る 箬 である。 私 は、 所謂 日本人が、 特に 嫌 ひだ。 彼等 は 大變氣 取って 居り、 大變 

行儀が 惡ぃ。 私 は、 心から 彼等 を 憎む。  ： 

私 は 「國： J -」 を 讚み 初めた。 非常に 暗示に 富んだ 個所 を 見出した。 殊に 中 世紀と 文藝 復興 期の 變遷を 論じて ゐる 所な どで 

ある。 この 作者 は、 私が 心の中で 考 へて ゐた考 へと、 そっくり 同じ 思想 を、 的確に： K ひ 現 はして ゐる。 午後 も、 ミシ ヱルを 

?S む。 デッキ. ピリア， ド。 小 林さん と 少し 話 をす る。 日記 を 書く。 

支那 人の 船客の 行 E:! の 亂雜と 怠惰に は 驚いた。 彼等 は、 せいぐ この 上 もな く 忍耐 心の 强ぃ國 民で あると： K ふ 美點が ある 一 

のみで ある。 

一一 一月 一一 一十一 B。 日曜。 晴" 風 あり。 船 は 大體、 a 北に 向って 進んで ゐた。 あちこちに 點在 する 島が 見えた。 興味 ふかく、 一 
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「國 民」 を讀ん だ。 然し、 私の 心に ふれた の は、 過去の 時代の 時代思潮だった" 思想の 流れの 變化は 不思議な もの だ。 或る 1 

つの 思想 は、 その 最 深の 力 を もって、 或る時 代の 入 心に 潜入し、. 各人 をして 時流に 從 つて 思索せ しめる のみならず、 思潮 を 

感じせ しめる ものである。 

月 は 段々 小さくな つて 行く。 午後、 いつもの やうに、 宗教の 集會。 T 君 は 「新生 命」 と 題して、 小 林さん は、 自分の 精神 

實驗 について 話した。 私 は、 後者 を、 非常な 尊敬の 念 を 以て 聞いた ノ 眞 の經驗 から 出た 言葉 は、 どんな 言葉で も 無限の 値が 

ある。 一等 船室の 女畫 家が 「ロダンの 生涯」 を 持って 來て、 我々 に 見せた。 その 中には、 彼の 獨自の 作品の 挿 が ある。 私 

は 彼に 壬 生 馬の 縛 を 見せた。 それで、 彼の 事 を 思 ひ 出し、 急に 彼の 思 ひ 出が、 私の 心を捉 へて しまった" 

四月 一 B。 月曜。 暴0 風 あり。 海 は 正午に なって、 荒れ 出した。 あの 禪 僧が、 余に 「肉 彈」 と 云 ふ 題の. K を 貸して くれた。 

私 は 辛い 思 ひで 讀ん だ" 余の 考 へから 見る 所では、 これ 程 非常に 厭 はしい 日露 is, 爭の 記錄 は、 今まで かって 讀んだ ことが な 

かった。 此本 を讀ん でみ て、 更にく 深く、 戰爭の 不合理な こと を 信じた。 國家 は戰爭 などで、 國民を 死に 晒す 權利 なんか 

ない。 國家は その 存續 の爲 めに も 或は その 榮譽 ある 存續 の爲 めに さへ も戰爭 する ので はない。 つまらない 虚榮 心、 宥し 難い 

利己心の 爲 めに 戰 ふの だ。 そして、 この 目的 を 達する 爲 めに、 國 民に、 くだらぬ 愛國 心を說 き、 或は 又、 彼等 を 人道主義に 

反する 人生 觀を もって 塌動 する。 もし、 宗敎、 倫理、 科學、 交際、 凡ての 人間 社會の 光明の 一 面が、 人類の 友愛の 境地に 向 

けられつ . ^あるならば、 戰爭は 今までと は 全然 反 對の道 を 取る であらう。 

午後、 デサキ • ピリア， ド。 夜、 波 は 更に 高くな つた。 多くの 船客 は 船 暈に か i つたに 違 ひない。 

四月 二日。 火曜。 晴、 風 あり。 海 はま だ 荒い。 朝、 べヴド で、 ティルディの 思 ひ 出が、 はげしく 私の 心を捉 へた。 彼女 は 私 

の 前に、 その美 點 をのみ 見せて 現 はれた。 その 單純 さ、 同情 深い 心、 敎養 はない が、 豐 かな 理智 など。 私 は 彼女 を此上 もな 

く 愛した。 私 は 彼女 を 非常にい としく 思った。 然し、 結局 それが 何で あらう。 私 はこの 世の中に 獨 りで 生れた の だ" 私の 鼓 

動 は 誰のと も 同じく 打たない。 孤 獨 だ。 然し、 自由な 生活。 汝の孤 獨 を 破る 勿れ。 されば 自由 を 得ん。 


^、「肉，」 を 讚み 終った" あ、、 ファン- 1 ィょ！ 私 はお 前 を 愛す！ 

§1 月 一一 一日" 水曜。 0. 風 あり。 波 はま だ 高い。 船は& 4! から ：£ 北へ と 航路 を轉 じた〕 多くの 人 は船最 になった" 終日、 シ 

エリ ー を 讚んだり、 ^を 描いたり して 過した" 夜、 日本の 新聞" 私 は、 無限の 興味 を 持って、 波の 動き を兑 つめて ゐた。 波 

は 彼 側に 當 つて は 碎け、 しぶきで 不思議な 光景 を 現出して ゐた。 荒天の 曰の 海 は、 特殊な 色を帶 びて ゐる。 灰黑 色に 濃 碧 を 

添へ たやうな 11 見て ゐて 甚だ 怖ろ しく、 魔法 使の 狂女が、 氣：^ 惡ぃ呪 ひの 言 を 吐きながら、 互 ひに あざ笑 ひ 合って ゐるゃ 

うで ある" 

シ エリ ー は、 私に 非常に 興味が ある" 自然の 美 を 描く 辭 句に は、 特に 何 か 獨自な ものが ある。 彼の 自然 は、 常に 幻想 的で 

あるが、 而も 厲實 である。 我々 が 感じて はゐ たが、 適 當に云 ひ 現 はすこと が 出来なかった、 これまで 隱 されて ゐた 自然の 方面 

を、 彼が 兌た やうに 思へ る。 人性 を 洞察す る 彼の 不思議な 力 は、 又 明かに、 その "cenci- の 中に 示されて ゐる。 これ は、 

躜む li? に， 英國の 最古 典 劇 を 思 はせ、 シヱ タス ビアの 或 もの を さへ 思 はせ る。 然し、 彼の 作品 5- に 於て、 常に 見出される 缺 

點は、 彼の 見解 及び 人生の 3^. 驗の範 園の 狭 さと 云 ふこと は 姑く 措く としても、 その 確乎たる 精力 を 以て 作品 を續 けて 行く、 

十分な 忍耐力に 缺 けて ゐる こと、 否、 むしろ その 體カ のない と： K ふこと である。 彼 は その 詩の 中に 於て、 客觀 的と 云 はるべ 

きもの を 何も 持って ゐ ない。 彼 は主觐 詩人 中で 最も、 If, 觀 的な 詩 入で ある" これ こそ、 彼が、 限りなき 魅力 を 以て、 讀 者に 興 

味を與 へ、 その 心を捉 へる が、 少時 經 つと、 どの 讀者 も、 結局 完全に 一 個の シ エリ ー と！： じ氣 持に なり くな つて、 讀者 

を 把握す る 力 を 失 ふ 理由で ある、 等々。 

日本に 於ての 私の 將來の 職業に ついて 熟考した。 私 は 確かに、 一個の 獨立 人と して、 自ら 立つ 位の 能力 は ある〕 ^しこれ 

だけで は 十分で ない。 過去の歴史に！^接な關係を持ち、 將來の 人道に 不離の 關係を 有する ものに、 Ei- して 私 はなり 得る だら 

，「か。 人 は、 その K 撃な 賢明な 努力に よって、 全人 類と 自ら を 結びつけた 時に 於ての み、 初めて 不滅で ある〕 その他の 凡て 

の もの、 祈 f お、 信仰、 行"； I、 他 一切 は、 人 を 不死 11 卽ち、 至 幸に する のに 決して 何の 役に も 立ち 得る もので ない。 この 目 
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的に 達する まで、 休む 勿れ"  ； 

夜、 雲 は 大空 を 縫 ひ あげてし まひ、 波の 碎 ける 音 はもの 悲しい。 溫度は 非常に 下った。 印度洋の 極熱 は 今 何處に 行って し 一 

まった の だら う》 私 は 故 園に 近づきつ.^ あるの だ。 故國！ 故國は 私を迎 へる であらう。 が 然し、 悲しい かな、 私に は故國 一 

と 呼ぶべき もの はない。  一 

私の、、 1£1  く溫 かい。 それに 觸る >t もの は 幸福に 觸る. 1 もの だ 。心の 淸く、 單 純な もの \ み、 それに 觸る \ 道 を 知って ゐる 一 

神よ、 私 を 許し 給へ m  一 

四月 四 曰" 水曜- 曇" 凉し。 明け方、 船の 激動で 眼が 醒めた。 水先案内の ボ ー トが、 港 を 抜けて、 こちらに 來 るのと、 香 一 

港の 港口に ある 家の 朧げ な燈 二つと を 見た。 港 は 月の 光 を黑ぃ 衣で 封 じこめ た 雲に 被 はれて ゐて、 薄暗かった。 

我々 の 船が 港の 眞 中に 投 tl したの は、 三時 頃であった。 壬 生 馬の 船が こ.^ に 淀 泊した 時、 彼の 描いた 繪が、 彼の その 時の 一 

、ヒ持 を、 ^リ i.^ 語って ゐる。 海の 色 は 同じ や 5 に綠が X つて ゐた。 海中から 急に 突出て ゐる 凹凸の 山 や、 漂 ふ 霞に 蔽はチ -たー 

山の頂き も、 彼の 撸そ のま  である。 波の 形、 點在 する 家、 散在す る 家、 その他の もの も、 壬 生 馬の 畫 中の ものに 極めてよ 

く 似て ゐる。 香港の 全景 は、 函 館と 同じ 姿の やうに 思 はれる。 

究々 (I 君と チヤ バイ 〔chabai と あれ ど 不明〕) は 九 時半 -f; 上陸し、 山の 峯 まで 通じて ゐる ゲイ ブル. カァの 停車場へ 鐦、 一 

だ。 停車場までの 道 は、 麗 はしく、 淸 潔だった。 駕籠と 人力車が 到る 處で客 を 待って ゐた。 街路に は、 まるで 名前の わから； 

ない 各種の 植物が 植 つて ゐた" ケィ ブル • 力 ァで峯 まで 上る の は、 その 設備が 整って ゐて、 何の 事故 も 起きない やうに なつ； 

てゐ ると 聞く もの >t、 殆んど 冒險に 近い。 頂上からの 景色 は壯大 である。 それ は 大して 高く もなければ 低く もない。 ど パー 

な もの も、 はっきりと 指し示す こと も出來 るし、 非常に 廣ぃ^ 域 を 見渡す こと も 出来る" 元 氣に滿 ちた f の 子なる 英國 J 

よ！ 彼等 は その 足跡の 印す る處、 必ず 偉大なる 足跡 を殘 して 行く。 一名 ブル (牝牛) と 云 はれる 彼等 は、 必ず 物の 核心に 喷！ 

みつく。 そして 1 度喷 みつく や、 何としても その 强 情な 把握の 手 を 逃れる こと は出來 ない。 かくして、 支那が イギリスに 屈伏 一 


した： 初の^ 問に、 イギリスが 支那の 肩から 取った 荷 は、 南歐の 重要 地^. 香港であった。 尙ほ イギリス は、 香港の 直前に 

あり， や^こ 對 して 陸海 軍の 堅牢なる 根據 地たり 得る、 コ， ラン 半島の 後方の 地 を も 手に入れた" 町中の 凡ての もの は、 英 

國 民の 忍耐， 智慧 及び 活動力 を 示して ゐる。 例へば これ 迄 この 地 は、 多くの 疾患、 殊に ペストの 發源 地と 云 はれて ゐて、 全 

白人 こ：.^  L ら れてゐ た" 然し、 その 活氣 ある 衞生處 置、 豐 富な 水の 供給 及び 不毛の 山腹 を、 直ちに 密林に 變 じる 大規模な 殖 

林に よって、 氣候 及び 衞生狀 態 は 「今日で は、 極東に 於て、 此地 以上の 健 地 は殆ん どない。」 と 言 はれる 程變 化した 0 

我々 は 植物園に 行った。 半熱帶 的の 花の香と 色が、 た^ 我々 の 心 を 魅した r けだった。 それから 日本人の 埋葬され てゐる 

墓地 こ 行った。 俊し い 山間に は 楠 物の 深く 茂った、 切りた つた 谷が 狭まれ、 あちこちに 花 31 石の 岩が 點 在して ゐた。 墓地 は 

ハ 介 の 1^ こ ある リ ムュ、 今 は 亡き 日本人の 墓の 間に 立ち、 心中 一種の 苦い、 皮肉な 微笑 を覺 えた。 何故か 自分に も 解らない。 

それから、 日本の 賢 笑 婦のゐ る 町の 一角に 歸 つて、 「そば」、 「うどん」 の ある 家 を 見つけた。 我々 は 「餓鬼」 の やうに 食べた。 

そして、 ^^那芝111?を見る爲めに、 大通りに 行った が、 無駄だった。 日中だった ので。 そこで、 支那 街.^ 通らねば ならな かつ 

たが。 けれど、 其處は 我々 に は、 大變 面白かった。 支那 人 は 不思議な 國民 である。 11 彼等の 勤勉、 忍術 而 して その 體カ" 

支那 椅子 を 買って、 そして 五 時半 頃 船に 歸 つた。 夕方、 非常に 凉 しかった。 私 は ひどく 疲れた。 

壬 牛； 馬が 獎書を くれた" 彼の 心の 優し さ！ 私 はお 金が 少しもな いから、 誰に も 何の 知らせ もして ゐ ない。 二言、 三 言 云 

ひ りたくて ならない 人々 11 、  11 、 —— 、 . 1 0 

七-お 虽 がだんく と 高くな つて 來る。 眼に 見える もの k 姿が、 だんく と R 本と 密接な 關係を 示して 來る" 私 は 非常な 興 

昧、 敬、 嫌惡、 悲哀、 敵意 を 持って ゐる 土地に 次第に 近づきつ、 あるの だ。 

今夕 吾 艉歸故 土 他 朝 君 體也相 同 

香港 墓地 門 上聯 
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太 田 南 畝、 一家 を 訪ふ。 主人 不意に 梨 じて 南 畝 を轉輾 せしめ、 起く るに 及んで 一 首 を 請 ふ。 南献 答へ て 曰く、 

とんと つく、 ことん とこけ る、 すぐ 起きる、 何とて 歌が 詠める もの か は。 〔以上 四 行 邦文〕 

四月 五日。 ，$. 曜。 尋 今朝、 非常に 早く 起きた。 暗い 嘵 闇の 中 を 甲板に 上った。 山の 項 は 飛び去り 行く 雲に 蔽 はし、 は 

まだ 深く 眠って ゐた。 家屋の 中の やうに 一家 族が 住んで ゐる サン パンが 船の 周りに 集って 來 た。 その 小舟の 中の 人達よ 今お 

化粧 最中 だ。 澤 山の 入 達が 小舟に かう して 住んで ゐ るの だ。 彼等 は 「琵琶行」 の 中に 書いて ある やうな 種類の 人々 に 相違ない。 

槪 して 彼等 は 子福者ら しい。 彼等 をよ く 研究 すれば、 非常に 興味が あるに 違 ひない。 九 時半、 I 君と 私 は 上陸して、 少し 

買物 をした。 I 君と 別れ、 正午 歸船。 午後 は、 「國 民」、 「萬 朝 報」 その他 を讀 んで暮 した。 今日 大變 怖ろ しい 話 を 聞いた。 

昨夜 町で、 一人の 日本 入が 四 人の 同胞に 殺された とのこと。 午後、 警官が この 事件に 關 して、 船客 を 調べに 来た。 私 は 身溧 

ひした。 ぢっ として は 居られず、 ひどく 酵 いだ 心 持で、 甲板の 上 を 歩き 廻った。 今夜、 一 船客が 私に 語った 所に よると、 被 

^者 は、 無賴な 放浪者の 頭目で、 犯人 達 は その 部下の ものな の ださう だ。 彼等 は、 頭目に 不平 を 抱いて ゐ たので、 「ヤマダ」 

と； ぞ 4 日本人の ホテルで この 怖ろ しい 犯行 を 行った の だ" 四 人の 者 はう まくと 逸げ お ほせて、 或る 洋賢 宿に 身 を 潜めた と 

のこと である。 怖ろ しい こと だ。 非常に 怖ろ しい こと だ" 

壬 生 馬、 シャ. 'フ ハウゼンの 人達、 そして ティルディに 葉書 を 出した。 

夕方、 晴ぃ思 ひに 襲 はれた。 夜 は 雨。 

私 は アメリカに ゐる 日本人に は 嫌な 思 ひ を させられ つけて ゐ た。 然し、 それ は、 香港に ゐる 日本人の 墮 落に 比す， しば、 理 

のない 不滿 だと 云 ふこと が 今にな つ て わかった。 

四月 六 土曜。 暴〕 風 暴し。 船荷の 積 込みが、 昨夜から 今朝まで 鑌 いた。 おかげで * 此 船の 出帆が 四時のと ころが、 八 

時に 延びた。 

船 は 東口から 港 を 出た。 兩 側の 景色 は、 まるで 繪の やう だ。 多くの 小島が、 M 凸の ある 海岸に 沿って、 あちこちに 散在して 


ゐる u 1 風：^ べつた 怜 好の 帆 をつ けて 支那 跹の ジャンクが、 海鳥の 飛んで ゐる やうに 漕ぎ^って ゐた。 雲が 我々 の 上に 被 ひか 

かって ゐた。 非常に 暗い 日 だ。 大變 塞くな つて 來た。 午前と 午後、 「女性の 覺醒」 を む。 此書は 公平 だと： ふこと は 出 

來 ないし、 几 つ 確乎たる 科 ゆ 的 研究の 結 に 1= ^い 礎 をお いた 作品と 云 ふこと も出來 ない。 11 何故かと 言 ふと、 此 書の 中の 多 

くの K は、 理論に よって^ はなく、 假設 によって 證 明され てゐ る。 然し その 內に は、 讀 者の 法 意と 同情 を惹 くもの が あり、 

熱烈な カ强 さと 正直な 表現が 含まれて ゐる。 

1^, 山 田 氏、 そして 一等 船客の 一 婦人と デ.' キ*ビ リア， ド をした。 

g ユ^ 師と 話して 過した" 彼 は どちら かと 云へば 明快な 頭腦 と、 非常にい > 記憶力 を 持って ゐ るが、 個性と 云 ふ 程の もの 

は^ん どない。 その 雄 辯、 その 議論 はまる で、 單 なる 石の 機械から 出て 來る やうで ある。 彼の 心の 虚な 部分 は、 あの 論理 

的な 切り刻む 機械で 滿 たされて ゐ るに 違 ひない。 曄が 二三 羽 我々 の 船に ついて 來た。 紅海の 入口と コ ロン ボ との 間、 又は、 

コ ロン ボと シン ガボ， ル間 では、 私達 は 全く 見かけなかった。 

四月. per  n 曜。 暴。 風 暴し。 雲と 雨 を 伴って、 夜 は 明けた。 我々 は 再び、 晴ぃ雰 圜氣の 中に ある。 富士川 博士 編 「人性」 

を？ 3 んで 過した。 シン ガボ- ル から、 船に 乘 せて 連れて来て ゐる ゴリラの 一 匹 は、 窓 さに 負けて 死んだ と 云 ふ 話 だ。 

正午、 臺灣 海峡に 人って、 小さな 漁船が、 荒波の 白く 碎 けて ゐる 海上 を、 矢の やうに 早く IS ぎ 廻って ゐ るの を 兑た。 ^1^し 

い EI 險 生活 だ I 私 は それら を 見つめて、 身 體の內 に 力の 湧く の を 感じた。 尻：： ^ み をす る こと は 自殺 をす る ことで ある。 自 

殺 はたった 一度 すれば それまで だが、 併し 込みす る 者 は、 車 實何囘 も 自殺す るの だ。 これ 以上の 恥 1 はない。 而も、 余 は、 

Q.il- の 力 や 疑 ひ、 想像の 角 石に 躓く 人間で ある。 犬に 注意し なけれ ぱいけ ない。 

口 本に 着く 時が 近づいて 來 たので、 自分の 荷物の 整理 をした。 私 は ティルディの 寫 M を 兌つ けて、 烈しい、 けれど 美しい 感 

情に 捉 へられた" 

四月 八日 •  〔^略〕 
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四月 九 B" 火曜。 曇。 風 暴し。 船は黑 潮の 中に 入り、 溫度は 甚だ 上った。 「女性の 覺醒」 を讀 む。 甚だ 面白し。 「母と して 

の 女性」 の 章 は 特に 面白い。 母性愛の 立派な 心理的 論述 は、 すぐれた 小說 家の 見識 を 凌駕して 餘り ある ものが ある。 

正午す ぎ、 琉球 諸島の 小島が あちこちに 見えた" 惡石 島、 諫訪獺 島な ど。 初めて 日本の 島 を たの だ，、 ひどい H 凸だ 船 

はこれ 等の 諸島の 間 を 通って， 東へ と 航路 を 進めて 行く。 時々 大波が 舷側に うちつけ、 甲板の 上に 大量の 水 を 逃しら せる。 

見て ゐて 面白い。 

四月 十 B。 水曜。 暴。 風 暴し。 朝早く、 船尾 高 甲板の 上に 立って、 波と 雲の 絕 えず 變 つて 行く 有樣を 見つめる のが 今日 

までの 私の この 上 もない 樂 しみであった。 今日は この 樂 しみ を 味 ひ 得る 最後の 日で ある。 私 は 甲板 上に、 長く く 立ちつ く 

した。 私 は 世界中 を 七 箇月 間 歩き 廻った 旅行の 道程 を、 はげしい 思 ひに 浸りながら、 心中に 思 ひめぐ らして 見た。 神 は 力く 

も はる <\ と、 私 を 無事に 導き 給うた。 私の 將來に 於て、 神の 私に 望み 給 ふ もの は 何で あらう。 私 は 神の 足下に、 畏れ を 

のさ 0 

鳥の 一羽 は 遂に 死んだ U 茶色の 光った 羽と、 白い 胸 をした 美しい 鳥だった が。 それ は 波の しぶきに 水 浸りに なって 居た 

眼 を 牛ば 閉ぢ て … … 可哀相な 小鳥！ 

今朝 早く、 しとく 降る 雨の 中 を、 「つば くらめ」 が 甲板 を橫 切って 飛んで 行った。 私は淚 をと.^ め 得なかった。 

四月 十一 日。 木曜" 口 ー プを 投げる 音で 眼が 醒め、 港口 を 通して、 和 田 岬の 長く 延びた 土地 を 一瞥した。 神戶に 着いた の 

だ。 船が 近づく につれ て、 風景 は 次第に はっきりして 來た。 故 勝 氏が 造った 砲臺 や、 日 淸戰爭 で 分捕った 監査 船 「蘇 江」 が 見 

えて 来た。 水先案内 船 は、 我々 の 船を檢 ：4"醫 達に 任して 去って 行った。 

船の 上で、 その 時に 得た 最初の fli グ」 を 何と 現 はしたら Y だら う。 雲な 姿 をした 松の木の 霸 する 長い 砂濱、 曉の鏡 

の e うな 水面 を 滑らかに 進んで 行く 白帆、 まだ 眠って ゐ るかの や..' に 集って ゐる 一群の 小舟、 朝日の 新鮮な 光に 色と り 、 

に 彩色され た 日本の {4! 特有の 雲、 その 柔 かい 輪廓で 神 戶の町 を 園んで ゐる 長い 一 脈の 山。 これら 自然の 事象が、 絕 えず 移り 變 


ろ 印象 を 以て、 私の 眼に 集り、 私の 牛： 國の 美と 愛し さ を 賞 嘆 せざるを得ない。 11 いかに 智 的の S 對 があった にしても。 然り、 

知：： 以外の 何 かど ある。 もし それが、 過去の 習慣、 經 驗の總 和で あると するならば、 それ は、 他の 凡ての 感情 を 抑へ て、 人々 

をして 5:^ も 親しき ものと 感ぜし める に 足る 力が ある。 私 は それ を 否まう ともしな いし、 又 否む こと も出來 ない。 私 は 素 純で 

なければ ならない。 この 國の隋 ： 落に すっかり 愛想 をつ かす 日まで、 それとも、 この 國が 私の 振舞 ひに 怒る 日まで、 私 はこの 

國を 愛さなければ ならない。 

船が 内港に 入って、 小舟 ゃボ ー ト の 問に.？ g 泊した の は 七 時半 頃 だ つ た。 

ホテル •： シ ムラの ボ， ィが やって来て、 父と 直 良が 波止場で 私 を 待って ゐ ると 告げた。 驚いて、 ボ ー トを 雇って、 岸に 急 

がせた。 彼等に そこで 會ひ、 一 言.. -云 はずに 手 を 握った。 私の 父！ 私の 父！ 歳月と 境遇が その 生れな がらの 性質 を 幾分 

歪めた と は 云 ふ もの X、 あなた は尙ほ 地上の 最も 氣 高く 淸き魂 である。 私 は あなた を 誇る。 あなたが なさった やうに 氣髙 く、 

私の 前途 を 歩まし め 給へ。 

七月 二十 六日。 〔此 n 邦文〕 韓岗 王、 XX の 政府が XX を 韓國に 振 ふを訴 へる の 密使 をへ， ゲの 平和 會議に 派して より、 

事 あれ かしと 待ち設け たりし X  X は 急轉 直下の 勢 を 以て 其 施設 を變 じたり。 韓王は 内閣 大臣の 慫. 慂に從 ひ、 責を 引く と稱し 

A づ 

て 位 を XX なる 裏 太 千に 禪り、 皇太子 は 略醴を 選んで 其 日の 曉明踐 位の 事 を 果せり。 韓國の 民 これ を 知る に 及んで 所在 蜂起 

の 勢 を 示し、 在韓 の. K 邦人に して 害 を 被りし もの 亦 少なからず。 ロ實 は. H: 暴 自棄 を產 み、 自暴自棄 は 口 實を產 む。 かくて 韓 

！ S の 秕政は 底止す る 所な く、 日本の 權威は 漸く 韓國の 上に 加 はらんと す。 

韓國は に 瀕せり。 

人、 一介の 蟲の死 せんとす るを兒 て、 これ を 憐れむ の 心 あり。 一匹の 家畜の 死 せんとす る を 見て、 これ を 傷む の 心 あり。 一 

人の 人の 死 せんとす るを兑 て、 これ を 悲しむ の 心 あり。 一 個の 國の死 せんとす る を ：11^ て は、 恬然と して 知らざる もの 、如し〕 
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偽善者と は斯 くの 如き もの を 云 ふなり。 

政治家 は 好んで 云 はん、 韓國の 亡ぶ る は 其の 眞に 亡ぶ るに あらず。 我等 は 他の 國民を 扶助し 誘導して 彼等 をして 眞 王の 國 

政 * 眞 正の 保護の 下に 晏 如たら しむる にあり と。 實業家 は 好んで 云 はん、 韓國 の民當 今の： 活は眞 の 生活と は稱 丁べ からず。 

未だ 整然たる 殖康 事業の 基礎な くして 焉んぞ 人民の 休 安 を 云 ふべ けんや。 我等 は卽ち 我が 餘裕を 以て 彼等に 施し、 その 遺 利 を 

擧げ その 亡 益 を 起し、 以て 其 財源 を强 固なら しむる のみと。 軍人 は 好んで 云 はん、 歐洲 列强の 東洋に 對 する 飽 くな き 欲望 は 

萬 人の 等しく 認 むる 所， 而 して 彼の 自治の 精神 皆無と も稱 すべき 韓國の 存在す る 如き は、 是れ やがて 列强 葛藤の 基 を 東洋に 

置く ものにして、 病菌の 群 築す る 一 個の 腐敗 物を備 ふるが 如きの み" その 犯す 所と なら ざれば 甚だ 幸な り。 若し 韓國を 我が 

保護の 下に SM き 以て 自衞の 策 を 講ぜし むる は、 東洋 平和 を 保障 せんが 爲 めに 第一の 急務な りと" 其の 云 ふ 所、 等しく 皆 甚だ 好 

しソ され ども 我が 問 はんとす る は 實に是 等 皮相の 言質に は あらず。 彼等が 抱懐す る 心事に あり。 彼等 果して 韓國の 衰亡 を 見 

て 一滴の 淚を濺 ぎ、 その 死滅 を 悲しむ 事、 己が 親善の 人 を 喪へ る 時の 如き 情 を 動かせし もの あり や。 かの 政治家、 實業 家、 

軍人なる もの 等の 企圖 すろ 所 は、 その 最も 公平なる 心情 を 以てすら、 ほ國の 利益の 爲 めの 故に 眼 を閉ぢ て敢て 他國の 衰亡 を 

傍觀 する にある のみ。 彼等 は 再び 辭を 設けて 云 はん。 固より 韓國の 衰亡 は 我國の 利益な り。 され ども 亦 同時に 韓國民 入の 

利益なる を も 考慮せ ざる 可から ず。 卽 ち是れ ー擧兩 得の 策な りと。 若し 高利 貸が その 鳥目 を 貧民に 貸付し、 貧民 これが 爲め 

に 一 日の 食 を i:- たるの 事實を 以て 一 擧兩 得と 云 ひ 得べ くんば、 我れ 亦 躊躇す る 所な く、 かの 政治家、 實業 家、 軍人の 云 ふ 所 を 首. 

肯 すべし。 され ども 我 は 鳥目が 貧民 を 一日の 食に 救うて、 これ を 生涯の 苦痛に 死なし むる を 知る が 故に、 欺く の 如き を 以て 

1 擧兩 得と 云 ふ 能 はざる が 如く、  X  X の 政治家、 實業 家、 m 人の 爲 さんと する 所 を 見て ー擧兩 得の 策と は 云 ふ 事 能 はざる なり。 

少く とも 彼等が 眞 正の 意味に 於て、 韓國 とその 國 民と を 愛せざる は爭 ふべ からざる 事實 なり。 人 その 愛せざる ものに 對し 

て 何の 好意 を か與へ 得ん や。 我が 信ずる 所に よれば、 安心の 爲 めに する 布施、 名 譽の爲 めに する 慈善、 外聞の 爲 めに する 公 

共 事業 は社會 人心 を 腐敗せ しむる 最大の 毒素な り。 最 劣の 心情 を 以て 最高の 行爲 をな すが 故な り。 斯 くの 如き 知行の K 離 


偶 i 人心 を^;^ となし、 偽^と なし、 as- なる 人間の 標本 を 作る に 止まりて、 亦 何の 補 益す る 所な かる 可し。 愛な き 好意、 も 一 

に斯 くの 如く むべ く 厭ぶべく 耀 るべき もの は あらず 。今の 政治家と 實業 家と 軍 入と は 平然とし てこれ を爲 しつ ，, あるな りで 

X  X  X が 所.！ ix  XXX  X する の 時 は ある 可し" 韓國の 人民が 富みて 逸樂に 耽る の 時 は ある 可し， 韓 2^ の晨 夫が 日本より 資本 を； 

て、 f,^f? 擅 まに する 時 は あるべし U され ども 彼等が 日本の 誘導に よりて、 敎肯 あり 修養 あるの 紳士たり 得る の 時 は 遂に： 

來 ろ^あら じ"  ； 

玆に 於て か、 彼 の^者の 徒は哂 つて 云 はん。 汝も亦 馬鹿正直な るかな。 一 國の勉 むる 所 は. ての 國の 霄强 伸張に あり。 焉ん； 

ぞ 他の 成敗 を 顧慮す るに 暇 あらん や。 汝. か 捕へ て 喋々 すろ 所の 日本の 宣言の 如き は、 單に 皮相なる XX に 通ぎ ず、 列 國互こ 

縦横の 策 を 講じて 日 も 亦 足らざる の 現 時に ありて、 何者の 愚か，：： 己の 心情 を 暴露して 他の 猜を牽 くの 愚 をな す もの あらん や ュ 

我が 政治家、 家、 武人 等の 唱道す る 所 は 舉 に 一個の 對外 廣吿に 過ぎざる のみ。 赤裸々 なる 露 ® は xy こ あり、 XXXX 一 

にあり。 何の 暇 ありて か^の XXX を 思 ふの 暇 あらん や。 そのこれ か を 云 ふ は 列强の 理想 を 思へば なり。  一 

^|1ぃかな1;ーー11ゃ0 これ 寧ろ 男らしき 告白な り。 これ 確かに 眞理に 近き の 言な り 0 然 らば 我は斯 くの 如き 態度に 對 して 如 tH- な 一 

る 態^ を 採るべき か。 我 は先づ 自己の 心 車に 歸 りて 一 考 する 所な からざる ベから ず。  j 

我： 小 $： と雖 も、 Sf 者を蹈 制して 恬然たり る 無血 漢た らんに は、 少しく 男らしき 心 を 有せり。 盜贼の 如く 掠 1^ を 事と せん 一 

に は、 少しく 正しき 心 を 有せり。 我は又；^|者を魔制し盜賊の如く掠,^^事とする人を見たらんには、 義憤 を發 して 彼 を詰資 

すべき 意：^ と 勇 氣とを 有せり" 獨り 我が XX が XX を XX し X  X を 事と する を！^ て、 平然として\!^Iをニとなし箪を枉げてそ i 

の X  X のな す 所 を 讚美す るの 卑陋なる 心事 を 有せざる なり。  一 

不，； ^は 如： 1： なる 時、 如何なる 處、 如何なる 人に 於ても 不義な り。 人 は 新の 如く 云 ふ もの を 詰って 融通の 利かぬ 人と 云 ふな 

るべ し" さらば 尊い 哉、 融通の 利かぬ 入 や。 

ミルトンの 筆 は 愛人の 政治家 ク 口 ンゥ エルの 爲 めに のみ 活 きて 動きし。 ビ， タ ー の 舌は大 なる 信仰の 戰の爲 めの 故にの み - 
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熱して 叫びぬ。 事の 表面に くらまさる \ 事 なく、 その 眞 底に 達して 我等 は 我等の 立場 を 定めざる ベから ず。 恐らく は 一の 爲ー 

す 所な くして 止まん。 され ども 百の 誤謬 を爲 すに 比すれば、 その 差 幾何 ぞゃ。 

さらば 韓國 nil 下の 窮狀を 救 ふの 法 は、 これ を 如何にすべき ぞゃ。 汝は 我等の 爲 さんと する 所 を 批難す る 上 は、 別に 良策 を 

施すべき もの あるなる べし、 乞 ふこれ を 聞かん と は、 恐らく は 彼等が 我に 逼 るの 言なる 可し。 我 は 謹んで 答 ふ、 我 は 一層 我 

が \ ^を 養成し、 我が 知識 を發 達し、 信仰 を强 固に し、 より 多くの 人 を 愛し、 より 多く 憎む を惡 まん。 我 は 亦 我 カ^ぎ を 純 

潔 高貴なる ものと なして、 我が 周 圍の人 を 善 化する を勉 めん" 唯斯 くの 如きの み。 

政治家と 實菜 家と 軍人と 舉 者との 中に、 心底より その 隣人 を 愛する の 人出 づ るな くんば、 韓國は 借て 措きて 自画の 救濟を 

すら 爲し 得ん 事 は絕對 的に 不可能 なれば なり。 我が 爲 さんと する 所 を 以て 迂遠な りと 云 ふ 人 あらば、 我 はこれ に 答へ て 然ら： 

ずと； 本はん。 孔子 は 百 代の 聖者な りき。 彼 は 經國濟 民 を 以て 本旨と なせり。 しかも 當 時の 秕政爲 すなき を る や、 彼 は 野に" 

下りて 子弟 を敎 育し、 g 祖國の 事 を 省みざる に 似たり き。 されば 孔子 死して 後 幾何なら ず魯は 滅亡の 悲運に 遇へ り。 キリス 

トは百 代の 聖者な りき。 彼が 四十 日の 荒 の 試練 は、 如何にして 貧民 を 救 ひ、 如何にして 大國を 建立し、 如何にして 畢術を 

進歩せ しめん かに ありき。 しかも 彼 人心 救濟の 最大 要務なる を認 むる や、 斷 じて 是等 凡俗の 眼に は 何よりも 必耍 なりと 見 ゆ 

る もの を 排除し、 以て 心 靈の救 濟に從 へり。 彼 死して 後 七十 年、 その 祖國 ユダヤ は 遂に 滅亡の 悲運に 會し たり。 され ども 是 

等の 聖者が 播 きたる 種子 は、 徐々 に その 鹿 芽 を 延ばし、 年を閲 する に從 つて 勢力 を增 進し、 彼の 政治家、 實業. 豕、 重 人が 賢 一 

げ に企阖 せる 所 は 建ち 且つ 倒る 間に、 聖者の 唱 へたる 犬なる 露理 は、 徐ろに 確實に その 基礎 を强 固に し 感化 を廣 めつ k あ 一 

る は、 何 入 も 疑 ふ 能 はざる 所な り。 かの 蘇秦張 儀の 跡那邊 にか ある。 かの フ r 丁 ンャの 商賈の 跡何處 にか ある。 かの ァ レキー 

サン ダ， の 跡 安くに か ある。 慧眼に 似た る 近 限 者よ、 汝は 橫に活 くるの 喜び を 知りて、 縦に 活 くるの 尊 さ を 知らざる なり 1 

我 こ 1 を 欲せば、 我 は尙ほ 面白 を かしき 日 を 暮し得 ざり しに は あら ざり き。 唯 我が 愁を 制する の 極めて 嚴 格に、 出所進退. 

を 熟慮し、 己れ の-;^ 恣を 以て 人に 加へ ず、 己れ の 憤怒 を 以て 人に 移さず、 名と 富と に 諂 はず、 弱き と 貧しき と を 侮ら ざら 一 


んと勉 むる もの^、 もに 立ちて 聊か 遠慮 ある 男らしき 生 をな さんと する が 故の み。 在天 願く は 我 を 鞭撻して、 我が 終生 を 通 

じて 殿 味ならざる 立場に 立ち、 永遠に 築かれん とする 礎に 對 して、 一 塊の 石 を寄與 する の榮を 得せし め 給 はん 事 を。 〔編者 曰 

リ—の日^-ょ、 記事より 见て 一 九 〇 七 〔牛の もので は あるまい と m ャて が、 同 1 手帳の 後部に あるから、 便-；！^ヒ此^^に入 
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第 十二 卷 

ーメ  C ゾ年 (明治 g 十一 年) 〔特に 斷り 書な きもの は 原文 英文〕 

一月 一一 十一 nr  〔以下 二十 七日まで 邦文〕 この 日記の 今日より 始まれる 如く、 我が 生涯の 今日より 始まる ものなら ば、 如 

何に 面白から まし- 我が 心 は 今 甚だ 和 かなり。 され ども 我に は 過去 ありて 我 を 離れず。 悲痛 は、 この 紙の 上に 筆 執れろ 今の 

我が身の 上に は あらず して、 筆 執りつ >t も 離れず 思 ひ 出 でら る..？ 過去て ふ もの \ 惡戲 なる ぞ 恨めしき U 

去年 四月 十四日、 伊豫 丸の 甲板 を 下り 小舟に 搖られ て 神 戸なる 埠頭に 立ち、 父と 直 良 君と に 面 を 合 はせ たる 時より、 我 は 

再び 日本の 地 を蹈む 可き 人となりぬ。 九月 一 日に は 兵營に 入りて、 その 夏 北海道の 旅路に 得た る 諸種の 囘想 を、 飾りな き 木 床 

の 夢に 結ぶ 身と なりぬ、 ！；— 留 鹿なる 稚き盲 按摩、 11 牝幌 なる 至誠 堂の 跡、 —— 山形 ；@ のた け、 11 瀨 川す ス.- 子の 成れの 

果、 —— 自殺 を 企て.. 1 基督 信徒と なりし 盲 按摩、 11 札幌 なる 舊 友が 身の上、 ，— 兵營 にある 間に 起り し 結婚の 問題 は、 お 

が 身に 籍す 可から ざる 深き 疵を與 へぬ。 森 本 君の 山 角靜子 氏との 結婚 も、 亦 深き 印象 を殘 しぬ。 安子の 身の上、 志賀の 悲劇、 

其 他 思 ひ 設けざる 事共 は、 我が 兵營 生活の 間に 起り ぬ。 十 1 月末 日に 兵營を 出で たり、 十二月に 至りて は 我が 札隧 農：^ 大學 

に 職 を 華ず べき りぬ。 * ら athersand  Sons" の 譯は此 間に 大半 稿 を 成せり。 十二月の 下句に 河 野 信 子 は 小 柳 津氏こ 嫁ぐ 

べき 約 整 ひぬ。 我が 東京 を 去りて、 人繁 からぬ 所に 住むべき 必要 は 愈 i 迫り 來 りぬ。 一 月 一一 一日の 夜、 突 は 東京 を 去，， -り〕 胸 

を 射られし 鳩 は、 その美し き 翼 もて その 班 を裹へ かくすと 云 ふに、 我 もこれ に 劣ら じと 思 ひ 定めぬ。 夜汽車の 淋しき 昧は、 

躅 逸 を 旅せる 時、 壬 生 馬と 共に しみじみ 味 ひ 知りぬ。 靑 森に 蕾せ し 時、 日 は 暮れて、 雪 は 街 上に 堆 かりき。 翌日 船 は 搖ぎ少 


く、  3 の 海原 を 横切りて、 六日の 明 三時 半、 半ば 凍れる 室 蘭の 港に 入りぬ" 滿大の 星宿、 水 岸の 燈火、 黑き 水に 輝きて、 

誰 やらが 成せし ctcu- お の 如しと、 襟 かき 合 はした C 厚 外 S の 中に 思 ひぬ。 其の 夕に は札幌 なり。 森 本 君 は 我. V 迎 へんが た 

めに、 五 度 iiisl. 場に 到れり と 聞きて、 凡ての 顧慮 を かい やり 捨て k 北六條 u  一丁目なる その 家に 入りし は、 やがて 夕の 六 時 

なりし なるべし。 稍：. ra やせて 見 ゆる 彼の 妻 は 美しう 佘を迎 へぬ。 

我 は 英語の 講師と して 學長 主事 を 兼ぬ る 身と なりぬ" 渚て 今日まで は 唯 面白く 暮し來 りしが。 

森 本； の 若き！ -11^ は みて 十六 日流產 せり。 彼の 實母は 十九 日茅ケ 崎に 永眠せ り。 

何 をな す 可き やと 云へ る 謎 は、 一 瞬 毎に 我が 骨髓に 迫る。 我が 齡を數 へ 見ん も 愚かなる 業な り。 何 をな す 可き や。 昨日よ 

り 稍 5 弱き 風邪に 冒されぬ 3 朝、 學 校に 出で て、 四時 間-寧 生に Carlyle の Hero-worship と LordI の " scienc"  - と 云へ る 

I とを敎 ゆ。 靑 年に 對 して 授業す る 時の みけ、 我 は 我が 力の 大部分 を 暴露し 得るな り。 午後^ 長の 訓示 ありと て 出校し、 

夜 は Kropotkin の " Rusian  Literature- を味讀 して、 俄かに 成就す 可き 札 幌燭立 敎會の 歷史の 執筆 を忽 せに しぬ U 

の みに 溶けた る $;-t 水の 垂滴、 家 根 を 漏りて 天井に 落ち、 更に 飛沫と なりて 熱した る 煖爐の 上に 落つ る 音、 時 を 我よ 

り^ひ 去らん とする 魔の 聲の 如し" 余 は 今 曰 早く 寢ぬ 可し。 

一月 二十 二日- 水曜。 昨日より 降り出で たる 雪 は、 霏々 として 今日 も 休まず。 衣に こぼる M を 見れば、 宛ら 霰の 如きが、 

小さき 粒と なりて、 風な きに 上より 下へ、 上より 下へ と 降り 來る なり。 その上より 下へ 降り 來る もの を、 E も 放たず 眺め 入 

れば、 身 は 亦 其 雪 粉に 誘 はれて 上より 下へ、 やがて 九 似の 底 深く 沈み 行く らん 心地す 可し。 

今日の 中に 書き終る 可き 獨 立敎曾 歷史の 材料 を 取り 擴げて 朝より 稿 を 起す。 興 俄か に^じ 來 りて、 夕の 五 時に： や： る 迄賓食 

の 外 は 殆ど 机 を 離れず U 我 は 凡ての 敎會を 愛せず。 現存す る 敎會の 制度なる もの は、 旣に 我等が 溫情を 瞹 むる に 足る 所なら 

ざるに 至りぬ" 羅馬 法王が 維持し つ. - ある 敎會 も、 Luther が 創立せ る 敎會も その 根本の aspect に 於て は、 誠に 大差 ある 事 

なけん。 現存の 敎會に 代りて 起る 可き もの、 卽ち旣 生の 人々 が 現存の 敎會 によりて 得來 りし {か 、慰と 獎勵と は、 我等 して 何 
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に 於いて 求め ST へき や は 切に 討究すべき 問題なる べしと 雖も、 少く とも 現存の 敎會 は、 如何に 改 ^2{進 歩す ると も、 遂に 今後 

に 生る generation の 要求 を滿 足せし むる 事 は 不可能 事なる べし。 我 は 一 日 も 早く 此敎會 の 束縛より 脫 逸せん こと を 希うて 

止まず。 我 は 遠から ざるに これ を宮 部、 內 村の 兩 氏に 計るべし。 され ども 獨 立敎會 がその 困苦の 中に 苦悶し つ \ ある を 見て、 

これ を捨 つる は實に 忍び 難き もの あり。 我 は 彼女に 貢 獻 する ことの 餘 りに 少な かりし を 恥づ。 我 は 彼女に 何物 か 彼女の 生存 

を强 固なら しむる もの を與 へて 彼の 敎會と 緣を絕 たん 事 を 希 ふ。 

夜、 敎會に 到りて 我が 草稿 を朗讀 す。 

歸途に 就きし は 十 時半な りしなる べし。 雪 は 尙ほ靠 々として 我 を 九饭の 底に 誘 ひ 行かん としつ X ありき。 この 雪の 爲 めに 

各地との 交通 は 再び 途絕 えたるな らん。 

妻ね てより 我が 著作の 事な ど 思ひ續 く。  Turgeniev は譯し 終りた る 部分 を淸書 せんか。 又は 後半の 飜譯を 始めん か。 我が 

歐洲 紀行 は 何と 云 ふ 文字 もて 筆 を 起す ベ き 

「我が 船 は、 君よ、 イス キヤ、 アマ ルフヒ の 山々 を、 双眸の 中に 收め 得べき あたり を馳 せつ \ あり。 船 跡の 穩 かなる 朝の 

海に、 白き 線 引きた るが 如き を 顧みて、 九日の 船旅の 跡 思 ひめ ぐらす 暇に、 眼 は 再び 前途 を 望み 見て、 彼處を 船の 一 轉 

せし 時 現 はれ 出づ べき ネ.' プ ル スの 風景 は 如何なるべき など ：：•• 」 其の 中に 夢と なりぬ。 

一月 二十 SB" 木曜。 我 は 未だ 尙ほ中 有に 懸れ り。 身 を 定めて 善 かれ しかれ 心すが くしくなる 迄 は、 我が 心 は 到底 休 安 

を 知る 事な。 この 休 安 を 知る 事な き 我が 心 こそ 尊 けれ。 これ 神が 余に 與へ給 ひし 恩 惠の中 最大なる ものな り。 休 安 は 或は 遂に 

來る 事な からん。 され ども 休 安 を 得ん とする 心 も 亦 失 はる.. t 事 あら じ。 こ を 失 ひ 去らん に は 我 は 自殺すべし" 休 安な き 人生 

は 悲痛な り。 然り、 この 意に 於いて 人 は 悲哀の 人な り。 人生 は 悲哀な り" され ども 休 安 を 得ん と勉 むる 心 は 何と 言ひ定 むべ 

き や。 或る 者 は その 取る 能 はざる もの を 追 ふ を 以て、 15- 憐 悲痛の 事と すべし" され ども 默 して 追 はざる の 悲哀の 心に 比 ぶれ 

ば、 我 は 働け る 動け る 悲哀 を 選ぶ を敢 てせ ざる 能 はず。 


トょ. y みて 空. H 塞く 冴えぬ" 出校して Socialism と Commimism の lE^ 別 を 講究す。 會食會 あり。 會 5. 宮部氏 Msdel 氏の 一 

^を-語る U 氏 は crging によりて、 種の 改良 返 化に 對し 一 新^^を起し、 现 時の 舉界 を風廳 せる ものな りと ぞ。 余 は 今日に 至； 

るまで、 そ を 知ら ざり き。 余 は そを學 ばざる 可から ず。  一 

安子 並びに 信 子より 手紙と 端 書と を 得。  _ 

夜、 社會 主義 研究 會に 臨み、 w.-sua の "UI  This  Last" の 講義 をな す。 逢阪 君、 社會 主義と 基督 敎の關 係 を 語る リ 

靜子 夜に 入りて び 宜しから ず。 彼女 を 憐れむ。 

一月 二十四日。 金曜。 又 雪と なりぬ。 出校して 一時間 土木 工科に 授業す。 三時 頃 迄 Library にあり て 家に 歸り 来れば、 佐 

山 君より 來書 ありて、 その 實 父の 死 を 報じ 來る" 又 死 報！  一 

夜、 逢阪 君 來訪。 敎會に 於け る 態度に 就き、 祈禱に 就き、 その他 宗敎 上の 諸 件に 對 して 談話" 余 は 彼の 性格が 斯 くの 如く 一 

mgu せられし を 憐れむ の 外 を 知らず。 それより 直ちに 佐 山 氏を訪 ふ。 通夜の 人 多し。 原 氏 亦 訪ね 來り旣 住の 事 ども 語り合 一 

ひて 話柄の 盡 くる 時 を 知らず。 原 氏が 基督 敎に對 し 信仰 を 養成せ る 事な ども 靜談の 中に ありき。 彼が 胸中に は 驚くべき 火 潜 

めり。 家に 歸り $15^ きし は 夜 I 時 頃な りしなる べし。 小 休みな く 降りしきる 雪の 中を歸 る。 直ちに 就寢。 

途を 行く に 林擒の 如き 小兒 少女に 遇 ふ 事 多し。 彼等 可憐に して 足 をと どめ 見. 逡 るに 足. -。 

一月 二十 五 曰。 土曜。 雪 は 依然として 降りしきれり。 

朝、 愛子 及び 安子に 書を認 む。 朝 speaker、s  Garlands を讀 む。 又 晨會に 長屋 氏を訪 うて 東北 農 大學科 設立の 寄附 金 をな す。 

後出 校し 農 1 科の 生徒に 倫理 講話 をな す。 「倫理 講話 を 聞く の 用意」 と 云 ふ 題な りき。 倫理 を 聞く は 倫理 學を驄 くと その 意 

義 全お 相 mi; れる 事、 倫理と は講 者の 經驗 (讀書 境遇 修養より 得た る) の說 話なる 事、 か- -る 意義に 於いて、 倫理 を 聞かん とす 一 

る もの は、 劍 ならざる ベから ざる 事、 reasoning  power を 善用して 講 者の 云 ふ 所 を 批判せ ざるべからざる 事、 批評 は 批評に 一 

止まらず、 その 批判より 歸納し 得た る事實 を 以て、 これ を. 目 己の ego に 問 ひ、 以て その 中に 反響 を 求むべき 等 是れな -. 
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午後. 佐 山 氏の 葬儀に 會す。 人々 と共に 棺を豐 平 橋まで 经 る。 毛の 外套 着た る 人 ありし が、 余 は 彼 を 美しき 男子な りと 思 

ひぬ" 徐歩し つ  >- 死に 就きて 種々 なる 事 思 ひめ ぐらす。 不圖 我が身の 死ぬ る樣 など 思 ひ 出づ" 瘦せ たる 手 を 以て、 愛する 人 

の 手 を 握りつ 、麻し く ほ ゑむ 面影な ど 浮ぶ。 家に 歸 りし は 三時。 

此 日朝、 圖齊 館に 於いて、 秦 ir が 裔し歸 れる壬 生 馬の 畫七枚 を 得たり" 僅かなる 時間 を惜 みて、 忙しく 開き 見た る 喜悅は 

譬 ふるに 物な かりき。 恐らく は 彼の 靈を 解し、 彼の 賓を 憐れみ、 彼の 鼙を 愛する に 於いて、 其 情 最も 强 きもの 余に I- ける は 

なからん。 俊 山 氏の 葬式より 歸 りて 後 も、 再び これ を 靜子 氏の 病床の 傍に 披き 見て 共に 賞翫す 0 壬 生 馬が 去夏瑞 西の 山中に 

彷徨して、 寮 板に 對 しつ. i 、例の 習癖なる 應を ひそめて 景色 を 見やる 面影、 宛らに 我に 逼 るが 如き を覺 えて 堪ふ 可から ず。 遂 

に 直ちに 端 書 を 裁して 彼に 经るリ 

四時より 同窓 倶樂 部に カメラ 會葉合 あり。 學長、 高 岡 氏 及び 學生數 人骨 牌な ど 弄び、 後に は 消費 龃合， 女子 勞働 問題な ど 

論ぜら る。 十時歸 宅、 森 本 君と 二人して 端霄を Asa  \\bg 及び Sauderlin に 寄す。 

我は寢 ねんと し燈は 暗し" 

四十 程に なりて" 死 を 熱 實に思 ひ 見るべき 齢の 來 るの 時 を 思 ふ。 若き 中に 勉 めず ば悔多 からまし。 我は斷 じて 時間 を 消費 

する ことな かる 可し。 

今日 倫理 講話に 要する 霱を 求めに、 阖書 館の 阖書 室に 入りし に宫部 先生 あり。 余 を 階上に 招き 佘の爲 めに 婚姻の 事に 就き 

懇々 と 話さる" 余 も 彼に 余が 是 迄の f 歴を 打明けたり。 先生 は 余に 1SW 氏の 第三 女を娶 らば 如何と 云 はる。 余 は 決心して 其 

周旋 を 彼に 依託せ り。 成る も 悲しから ず。 成らざる も 亦 悲しから ず。 余 は 又 この 序に 彼に 語る に、 余が 宗敎 上に 關 する 經過 

を 以てせり。 かくて 余が 心 は 稍 i 安き を 得たり。 余 は 余の 抱 .1 せる 所 を 人 皆 共に 知らん 事 を 希 ふ。 

一月 二十 穴 日。 日曜。 昨日より、 家に は 下女 あらず なりたれば、 余が 起床 前、 余の 爲 めに スト， ブを 焚きく る- 1 ものな し 

(余 は贅澤 なる 事 をし つ- 1 ありし なり)。 起床して 直ちに 再び 壬 生 馬の 畫に對 す。 曾遊の こと も 思へば、 彼 自身が 上の 事 も 思 


ひて、 余 ほら 余の 何 4ig に 住まへ るか を 忘； i 果てたり。 食物の 用 m などして 朝餐を 終へ し 時 は、 會 なる ：！： 曜學校 g 業の 時 tej 

に 過き たり。 急ぎ 結束して 之れ に 赴く。 余 は 強て 依頼せられ て 其の 學 校長と なれるな り。 業果て、 彼等の 歌 ふ 歌 を 聞きて 思 

はず 涙 下る。 彼&! S 啦に貯 へられた る 天上の それの 如き 美聲 は、 余 如何にも がくと も 再び 發 する 事 能 はず。 彼等が！ の 紅 

も 亦 我に 収 りて は、 入に 嫁ぎた る戀 人の 如し。 

竹 崎 氏の 說敎 平凡" ^拜 後、 總會 あり" 余 は 常 議員に 擧 げらる。 恥づ る事甚 し。 

^宅 後； W 時、 阪君來 る。 彼に 依賴 して 獨立敎 會略歷 を淨寫 す。 夕食後 eramaphone を 聞きて 感に 打た る。 美しき 樂を聞 

かざる Sif 抑 も 幾 H ぞ。 樂 より 慰藉 を 得る 機會 は、 此の 地に ありて は 皆無と なりぬ" 自らの 燈に 自ら 汕を 注がず ば、 余 は 平 

の 地に 投げ出さる 可し。 

夜 "Science  and  poetry" を讀 む。 一 日 空 晴れ 盡 しぬ。 今 正に 十 ！ 時、 橇の 鈴の 音 常 程に は 寒から ず。 

一月 二十 七 曰" n 曜" 稍 i 雪。 靜子 君の 病 漸く 怠る" 朝 出校して 四時 問敎授 し、 事務所に 柬 およりの 荷 を 受け取りて 家に 

歸り、 午後 は 明日 獨 立 敎會に 朗讀す 可き 敎會 歴史 を 書き、 並に 家 及び 壬 生 馬の 畫を. り 来りし 秦 氏に 手紙 を 書く。 夜. -亦醫 

き絨 く。 又ず. 5;ljH 器 を^き て 種々 なる 感想に うたる。 美しき 音樂を 聞き 度き の 念 燃 ゆるが 如し。 

一月 二十 八 or 火曜。 時々 If 

朝 出校。 ホイ.' ト マンの 「力， ライル 論」 を讀 む。 甚だ 面白い。 午後、 臺所 仕事 (女中が この 數日ゐ ない もの だから)、 荷 

物 や 解いて 過した。 それから、 我々 の 敎會史 の 原稿 を 書いた。 

リ リイ • バシュ リンから 紫 書が 來た。 グ スタブ • ガンバ， とブ， フ マン は、 今羅 馬に あり、 その 爲 めに 彼女 は 非常に 淋しい 

と；， ム つて 來てゐ る。 憐れな 少女よ！  ， 

夜、 獨立 の 二十 五 年祭が 行 はれた。 新渡戶 氏が 司 した。 當夜 招待され て 來てゐ る 他派の 牧師 達の：； £41 ふの は覺悟 

して、 敎肖史 を讀ん だ。 確かに 動搖 はあった が、 幸に も 破裂し なかった- 自作の 讚美歌 は 次の 通りで ある。 〔以下 八 行 邦文〕 
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稜 威と 榮光を 

みな 力ら くる 

天地 創り し 

かよわき 我等 も 

恐るな 荒^も 

義 しき 希^の 

€1、 唯 朽ち BiT てめ や 

よろこびの 聲 を 


二、 


三、 


第十卷  一六 一一 

我が 天つ 父に 

今日 を ことぶけ よ • 

其の 御手の 指に 

敎 へられた るぞ 

春 に は 花咲く 

唯 朽ち Ei^ てめ や 

義 しき 希望 は 

天地に 滿 てよ 

佐藤舉 長、 HI ランド 氏、 田 中 氏 (札幌 在住の 牧^ を 代表して)、 祝賀 演說 をす る。 

獨立 敎會 ー 汝は、 日本に 於け る數 百の 敎會の 中に あって、 rM,: 想 及び 金錢 上の 躅 立 不羅、 凡ての 宗诚を 合して 1 團 とする 

C*  independence  oi  Ihot^ht  aiU  money,  fusion  of  oU  sects  into  one  whcle  mass  」 と ノふ の 執 ー烈こ 擁護し ぶ.， しる 主義 を 以て 赫 

赫と 立って ゐる。 余 は汝が 各種の 艱難、 試練に 堪へ來 たれる その 忍耐 を 賞 嘆 せざるを得ない。 然し、 余に- 収 りて は、 汝の生 

命 も 終り を吿 げた 如く 見える" 余の 考へ では、 今日まで 使 はれて 來た 意味に 於け る敎. 曾 は、 最早 必 W 女で はない ので ある。 將 

來の 敎會は 更に 廣く、 換言すれば、 その 中に 凡ての 宗敎を 含む もので なければ ならない。 凡ての 宗敎 をして、 それらの^ 拜 

及び 說敎の 場所と して 一堂 を 持た しめ、 その 壇より、 それら 宗敎中 最もよ しと 思 はる >t もの を 叫ばし めよ。 この fflf 性の 時代 

に 於て、 宗敎 とても、 世間 一般の 批評に 超越 T るか、 又は その 境 外に ある こと は 出来ない。 人 をして、 彼等の 宗敎 として 最 

も 適する もの を、 多くの 巾より 選ばし めよ" 對抗を 避け、 そして その 信者の み 傲然と して 何の 益が あらう ぞ。 凡ての 宗敎を 

公然と 相 競 はしめ よ。 時代の 耍求を 滿す眞 の宗敎 は、 斯く する 事に よって 生れ 出る であらう。 余の 心からの 願 ひ は 獨 立敎會 

がその 先驅を なすこと である" 


^宅して 神に 對 する 强ぃ 謝の 情に 打 たれ、 淚を 抑へ る ことが 出來 なかった。 父なる 神よ、 爲し 5r へ くん は、 この 貧しき. 

魂 を W ひて. あなたの 御 心 を 履み 行 ふ 人々 の 助けと なさ L め 給へ。  _ 

一月 二十 九 曰 ^ 水曜〕 少し 暖かに なった。 かすかながら も、 待た る. - 春の しるしで あらう か。 此の 北 地の 長ぃ雰 多い 冬に 

つ いで 來 るか どや かしき ii!^ よ ー 柔ぃ 草、 雲雀の 歌、 小麥 畑の 畦、 家畜の a^々、 子供 等の 笑- 1 11 を 思った だけで も、 喜ば 

しい ときめきが 心臟を 脈打って 流れる 樣 な，；： 持が する。 ともあれ、 人間 は 暖かさ 1^ 求める ものである。 

朝、 お 物を片 づける ので 忙しかった。 森-木 は 親切に も、 彼の 本箱 を 中分 私に 提供して くれた。 それに 余 は.： ni 分の 愛 讀の書 

を め、 そして 大滿 足で 眺め 入った。 第一 段 は トルストイ 及び イブセンの 作品と ロシア 小說。 第二 段 は 力-ライルの 作品、 

ゲ ー テと 力. - ライルの 間の 書簡 雄、 ラスキンの 「近世 寶家 傳」、 クロポトキンの r  n シァ 文學」 及び その他。 第三 段 は、 バイ 

Q ン、 ゥ *1 ズゥ *1 ス、 ホイ プ トマ ン、 シ H リイ、 セル グ アン テス、 ダンテ CT 新生」)、 バックルの 「英 國史， -. ギゾ T の 「政治的 

0^. ミ シェルの 「國 民」 及び その他。 ^四 段 は、 聖ォ， ガス チン、 ルナン、 「ブル T ノ， 傳」、 ブランデスの 「イブセン」 

r シェク スピア」 及び 政ュ 5、 文學、 史方而 の 日本の 書。 第五 段 は、 「ジョ ージ*フ ホック ス 傳」、 ス ベン サ I の 「倫理 及び 心理 

舉說 r パ テンの 「英^ 思想： 發達 」、 プラト ー の 「リ パブ リウ ク」. イン ガ， ソ ー ル の演說 築、 ゾラの 「眞 理」， ホガ ッラ， 

(Fog-iazalo〕 の 「女性」、 ゴ 1, ル キイの 「物語」 等々。 何と まあ ごつ ちゃな ことで あらう。 これ は 正に、 余の 精神 生活の 醫 

である。 正しく 言へば、 余 は を 下ろすべき 港 を 持って 居ない の だ。 今も尙 ほ、 私 は 疑 ひつ- - あり、 そして 露理か 求める 貧 

しく 憐れな 乞食に 渦ぎ な いの だ。 

午後 * 今晩の 1^ 立敎會 での 說の 用意に のみ 時間 を 費して しまった。 余 は 熱心に 讀ん だが、 得ろ 所資に 少なく、 余の 知 溢 

乏しく、  少ない こと を、 結 ：！^ 知らされ たの だ。 實に、 貧しく 憐れな もの だ！ 然し、 余と <^然 同じ様に 脈う つ 若き 時代 

の 宵 年の 耳に、 訴 へろ 所 少なくな いと は 誰が 云 ひ 得よう。 

夜、 敎. ぼで 演說。 演題 「疑惑/ 眞攀と 同情 を 以て 約 一時間 話す。 然し、 余の 拙な き は、 自己の 心屮の 感^に 調 千 を 合 
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はし 得なかった" た t 吃る のみ。 畢竟、 余 は 舌の 人で はない。 竹 崎 氏 も 亦、 遙 かに 流暢な 辯 を ふるった。 彼の 演題 は 「生命 

の 終極」 と 云 ふ ものであった。 聽衆約 八十 五 人。 

舉 生の 大 石が 家まで 隨 いて 来た。 その 時 は 曇って はゐ たが、 大して 寒く はなかった。 蓄音器、 霉 溶けの 滴りお ちる 音 U こ 

れ から、 寢 るまで トルストイの 論文 を讀 まう。 信 子からの 葉書、 洗練され た 英語で 書いて ある。 いとしい 人 ー だって！ そ 

んな 愚かな 氣 まぐれ 事 をす るに は、 ^間と 言 ふ もの は 冷たす ぎる のさ。 そんな 事 は 口にしないで、 高々 と 笑 ふんだ。 

ク B イス タ I 

一月 n 一 +B。 木曜.^ 晴天。 大分 陵い。 朝、 在宅。 逢阪 氏 来訪。 大した 話で はない。 午後 森 本と、 余の 小さな 僧庵 を 飾る 爲 

に 力， テン、 テ， ブル • クロ 1 ス、 その他の もの を 買 ひに 出かける。 僭 庵！ 余の 庵 は 入口の 左側に ある。 家と 云 ふの は吉 

井 教授の 元の 住居で、 去年の 秋 森 本が 借りた ので ある。 廣ぃ 庭で 圑 まれて ゐて、 今 は 雪で 被 はれ、 たど 所々 に 地肌 を 見せて 

ゐる だけで、 松の木と り 込んだ 灌木の ある 露 の 曰 本 風の 庭で ある。 その 家 は 監獄の 向 ひ 側に あり、 出入りに 見上げる 度に 

余の 興味 を そ >- る。 家の 兩 隣り は 囚人の 爲 めの 辨當屋 である。 (その 內の 一軒の 名 は 「無罪！！」. 0 家の 右側の は 食堂と 臺 所に 

用 ひられて ゐる。 庭に 向いた 二つの 部屋に は 森 本家 族が ゐる。 余の 庵に は、 街の 方 (北側) に 開いた 窓が あり、 床の間と 違 

ひ 棚が ある。 今、 違 ひ搠は 我々 の 本箱の 役目 をして ゐて、 その上に、 ミレ ー の 「晩鐘」 がかけ て ある 。余の 書 机 は 窓の 側に 

あり、 中判の 若い ゲ， テの 寫眞、 口 ー マの デラ • テル ム 博物館の フ ユリア、 ボム ペイの I レスト ラントの 後 庭で 摘んだ 花と 

一束に した スイスの 高山の 花の 一 瓶な どの 寫眞で 飾って ある。 壁の 上に は、 グス、 ガム パ，、 壬 生 馬、 ワッツの 繪が掛 つて 

ゐる。 裝飾は 十分 だ！ 余 はこれ で 心から 滿 足して ゐる。 余に 取って 最もい 、装飾品 は、 余 を 過去に 呼び戻し、 差し迫る 苦 

痛 を 忘れし める 物で ある。 悲しい、 甘い 憶 ひ 出の 力で。 余の 庵、 否、 余の 天國を 見よ。 力 は此處 より 生れる であらう。 此處 

に 一人の 男 住み、 彼 は 人間の 正しき 評價に ふさ はしい 者と なる であらう。 

夕方、 原が 訪ねて 來た。 彼 は、 自分の キリスト教に 近づいた の は 余の 影響で ある こと を 告げて、 余 を 喜ばさう として ゐる 

やう だ。 又、 彼 は、 北方 文學、 特に イブセンに 興味 を 持って ゐる樣 に 見える。 然し、 不幸に して、 何とした わけ か、 余の 心 


持 は 彼の 心境と 一 致しない 樣に思 はれる。 彼との この 交際の 結果が どうなる か、 考 へて 見よう。 何ともい へぬ 余の 恐怖が、 

赏 となって 現 はれない 様に、 衷心 切望す る。 

夜， 敎會 「親睦 會， 皆な 余 を 喜んで 迎 へて くれた。 だから 余 も 出席し なければ ならなかった の だ" 時 は 貴い。 失 ふ 勿れ！ 

今日、 トルストイの r キイ っト* モウ パッ サン 論」 を 興味， 1 く讀ん だ" 余が トルストイ を 羨ましく 思 ふの は、 彼の 活；： w 的の 

純、 明白な ことで ある。 彼 は 自己の 確固 ろ 基 ヶ 持ち、 彼の 意見 は 悉く それから 迸り 出る。 モウ パプ サン 論 は 特に トル 

ス トイら しい もの & 一  つで、 つまらない 摸倣， 偽瞞， ^高く 1〔： 越して ゐる。 この 點 が、 彼の 最も 氣 高い 點 なので ある。 彼の 議 

論に は、 エマソンが 巧みに 言 ひ 表 はした 樣に、 自己の 周圜に 世界 を廻轉 せしめる 活力と 潑剌 たる 目的と が ある。 凡ての 强き 

人間 は，^ の 如くし なければ ならない。 

一月 三十 一 or 金曜。 瞹、 大分 暖か。 學 校で 四時 間 授業" 機械科で 厭な 惡戲 をされ て、 學生を 烈しく 叱った。 夕方、 社會 

主義 研究の 週會。 キリ スト 敎と 社會 問題との 關係を 論じ 合った。 

一一 月  一 B。  土曜。 暴。 小雪。 再び 烈しい 寒さ。 十 一 時半より 十二時 半までの、 森 本の 倫理 學の 講義 を 閗く爲 めに 舉 校に 行 

く。 それから 歸宅〕 ヘンリイ *ゼ ィムズ の 「ホ， 'ソン 傳」 を讀 む。 薪が 乏しかった ので、 小さい 一室に 集って ゐ ねばならな 

かった。 夜、 ？ぉ友 夜 ゆ 校で 話す。 余 は、 ォス 力， • ワイルドの 例へ 話 を 話した。 そこで、 瀨川 すゑに 會ふ。 彼女 は 今や 一；； 歳 

の兒の 母に て、 その 兒の父 は 一水 兵と して、 海軍 軍務に 服して ゐ るとの こと。 現在の 夫と 結婚した 如何 はしい 行爲 を、 私に 

向って 饿悔 する 溫順さ を 見つめて 居たら 憐れ を 催して 來 たので、 少し 勵 ます 言葉 を 言って やった。 可お さうな すゑ！ 汝は 

人生の n;^ も 辛い 運命に 會 はねば ならぬ 樣に 生れつ いた ものな の だ。 汝は思 ひに 沈んで はゐ るが、 情熱の 溢れん ばかりな 顔が 

それ を かに 告げて ゐる。 余 は汝を 憐れむ。 然し、 人間の 最大 特權、 卽ち 人生の どん底に わけ 入り、 最も い 悲しみ、 さて 

は 高い 喜びの 水晶の 樣な 滴り を 味 ひ 得る は、 汝 の特權 なので ある。 佘は汝 が 前者 を飮 むよう 運命 づけら れてゐ るた めに 汝を 

れむ。 され ど、 何 も 味 はず、 その生涯に不磨の^！を殘しもせずに、 一生 を 過し 去る より は、 せめて 悲しみで も 味 ふ 方が 
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どれ 程， おいか 解りない。 近く  w 會を 約して 此處を 去った。 何と 言 ふ 妙な 余の 性質 だら う！ いかに 强ぃ 印象が 余 を 捕へ たか、 

若し 余が 露 1E 目であるなら ば、 生きて ゐる 限り、 否、 魂の 存繞 する 限り、 この ill 命に 恵まれない 少女 Q こと を 忘れまい。 

歸 つて 兑 ると、 森 本、 靜子、 高 松が 倫 快に 話 をして ゐた。 直に 余 も その 仲間に 入った。 話 は あちこちに 飛び、 揚句 は 我々 

の 洋行 屮の憶 ひ 出と なった。 我々 は 心から 笑った。 

11 月 二日。 日曜" 蘗" 躞" 日曜 舉 校に 出席し、 幼ない 子供 等と 遊ぶ" 竹 崎 氏の 説敎 は、 特に 感動させる ものと は 聞え なか 

つた。 が濟ん でから、 械物 園の 後方 を 散歩。 彼處を その 昔 魔く 散 ゆした 頃から、 何と 言 ふ 大きな 變化 があった こと だら 

50 午後、 ホ， 'ソン 傳を 讚んで 過す。 

返 •  欺すべき 文 俊が 多い。 特に、 5^ 村 氏、 シャフ ハウゼンでの 友人 達、 壬 生 馬な ど。 先 m 宮部 博士 は 手紙と、 內田 氏の 令鱭 

の寫眞 を、 私に 渡した。 午後 その 手紙 を讀 む。 彼女の 人格、 性質 を 全く 知らないの だが、 何となく、 大變 彼女と；！ 婚 したい 

氣持 になって ゐる。 然し、 彼女 は 明かに 余に は 若 か 過ぎる。 あ- -、 誰も 余の 結婚！： 題に 關心を 持たず、 その 問 题を余 一入に 

任せて おいて くれたら どんなに 有難いだ らう。 さう すれば 結婚な ど考へ もせず、 一 牛： 孤 獨 で暮 すだら うに。 どうして かう も 

甚 しく 女性が 嫌 ひなの だら う。 女性の 内で 最も 優 契 從 順な もの を 選び出しても、 £^ 其處 では、 虑榮 心と 狭量の いやな 臭 ひが 

ぶんくす る。 女の 、心と は その 利己主義 を 意味して ゐ るの だ。 もし 女に 黄金と ぉ譽 ズビ與 へて おいて、 そして 諸君 mi らが貧 

しく、 人に 知られず にある とせよ。 彼女 は 殆ど 躊蹯 なく、 諸君 を 踏みつけ、 諸君 を 嘲弄す るで あらう。 、 

二月 11 一日" 月曜。 〔以下 一 六 八 K 二 行まで 邦文〕 

今夕 湿 川す ゑ 女 訪ひ來 りぬ。 余 は 夕食 を認 むる 迄 そ を 知ら ざり し。 

食物の 惡 かりし 爲め今 も 小兒の 如く 小さき 彼女 は、 身 を 屈めて 我が 室に 入り 來 りぬ。 余 は 彼女の 姿 を 見て、 我が 室の 餘り 

に赘澤 なる を 自ら 恥ぢ たり。 彼女 は 裁判官の 前に 引き出され たる 罪囚の 如く 室の 一 隅に うづく まりぬ" 余の 一 Is は 痛く 動け 

り。 され ども それと 同時に 憤怒の 心 も 亦 .1 けり。 何が 故に 公に 結婚せ ざり しか を 痛く 責め 其の 囘答を 求め たれ ども、 彼女 は 


は に 首 を れ たるま >r  i 言の 答 ふる 處 なかり？。  しと： ID^ ゆる 計り 束 わたる sni 髮は、 彼女が 情の 鋭く. 興ぶな る を 語り 顔な 

り。 一 昨 u の nfe に 余が £： ける 如く. 彼女 は 生れ 得て 熱き 情を惠 けたり。 IP かなる 心， P て は、 彼女の 一 舉 一 動 は 宛ら 意義な 

き.： n: 如の 如く 兑らる 可し。 され ども 埶、 情 もて 此の^に 生れた る ものに とりて は、 彼女の 悲し かりし 半 生涯 は 如何に 卖 しく 悲 

しく •： おれなる ものなる ぞり 思へ、 彼女 は 塵の 中に 生れたり。 彼女の 父 は 酒に 亂れ て、 其の兒^^.が儲一:來る凡ての金^を蕩鍵 

し 去るな り。 彼女に 些かな ろ 慰藉 を だに 與へ 得る ものと て は！ つ だに なかり き。 而 して 彼女の 天れ は 情： a 户くヒ したし. ま、 彼 

女 は^ 人 以上に 苦痛と を 感ずるな り。 而 して 切實に 彼女が 生命の {1^ 虛ゃ. 感ずるな り。 余が 與 へし 一 襲の せ 衣が 

*^ 河に 彼女に 印 #〈 を與 へたる か を 思へ。 而 して 彼女 はか. 1 る虛白 摸索の 餘地 なき 中； 活を 綾げ て、 最も 物に^ じ：：^ き 妙齢 

に 達した るな り。 ひ 似 女が 殘 培なる 戀の 慮と なりし は 誠に その 處 ならず や。 M 伏せられて 外 一 E 氷の 如く ありし 彼女の 熱意 は、 

将て 知ら ざり し冲： 大の歡 喜に て 彼女の 全身 を燒 くに 至りし なり。 彼女 は 其の 父母に 謀る^ なく、 其の^に せぐ る 事な く、 社 

會の 擠尽朋 § ^の 我が身の 將來の 運命 を だに 顧る 事な く、 其の 愛した る 人と ig! ちに 肉の 交り をな せり。 鳴. 呼、 TP ぞ 其のし 

の憐れにして^：^ハの事の^^^なるゃ。 かくて 彼女 は.： ni ら 求めて 悲慘 なる 境^に 陷 りぬ。 而 して 彼女 は 其、 のおみ し處 の. H:^ せる を 

以 つて、 之れ を 凡ての 苦：^ 讒謗に 更 へて 驚 かざりき。 憐れなる 日蔭 若 は 此の 問に 於いて 一 女子 を 生めり。 其の 女子 は 私生兒 

として 母に も 勝れる 曰 蔭. iq: なれ ども、 彼女に とりて か.^ る 事 は 何 か あらん" 其の 女子の 誕牛： は、 誕生せ る 女子の 產_ ほ は 彼女 

にと りて は、 見よ、 彼女の 行爲を Justify する 膝な り。 世界の 罵聲を 1^? りかへ す 利の 叫びな り 0 余 はかく 思ひ來 りて 殆ん 

ど 淚の隨 に 溢れ 米ろ を 禁じ 能 は ざり き。 余が 心 は 自ら 讚美す る 計り 寬大 となりて、 彼女の 行末に 就いて 心より 彼女の 衷情に 

訴 へたり しかば、 彼女 は 急に 涙に 破れぬ" 憐れむべき 其の 淚ょ。 其の 涙の I 粒々々 に 如何なる^ 味の 含まれた る や は、 神の 

外に 知る； < あら じ。 彼女 は 心 ゆく 計り 打ち 泣きて 歸り 去れり。 余 は 彼女 をして、 心 ゆく 計り 泣キ、 得る の 機き ゃ與へ 得た る を、 

神に^^謝せざる能はず" 彼女の 歸り 去れる 後、 余 は 切 貸に 彼女の 半 牛； を 羨みぬ。 愛 T る 人 を 心より 愛して、 無情なる 世 を 嘲 

わ 返した る 彼女 は、 羡 もに 堪 へたらず や。 思へば 我ば 甲斐な く 生れ 來れ るかな" 自ら 思 はざる に. おしき はの 繩；； ：： に^せら， 
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て、 自若と して 獨り 行く の 男らし さ を 失 ひ 去りぬ。 

«ち5 

嗚呼、 空しき かな、 動かす 可から ざる 「我」 なき 此の 身！ 尙ほ汝 の 心に 鞭たざる 可 けんや。 

二月 六日。 木曜" 晴。 0. ベルタ • ガム パ，' が 十月 三日に 死んだ と 云 ふ 通知 を 受けた ので、 頭痛 を覺 えた。 彼女の 兩 親が 私 

と 壬 牛： 馬 を 招待して くれた あの 宵に、 ショパン を 美しく 彈 いたの を 私 はま ざく と覺 えて ゐる。 それ は 薄暗い 夕で、 雪 は戶 

外に 降りしきり、 我々 は ドレスデン を 去る 用意で 忙しかった。 僅かの 時間 を さいて 彼女 はシ ョ パ ン 燭 自の あの 思 ひに 沈む 憂 

11 な 調子 を 迸り 出す 曲 を 奏した。 曲に 耳 傾けながら、 私 はやつ と淚を 抑へ 得た のだった。 彼女 は 日々 の 仕事に 細かい 心 を 使 

ふ、 上品な 少女であった。 物靜 かな 彼女の 氣品 は、 人心 を 直ちに 引きつけ るで あらう。 その 時 以來、 彼女 は 度々 私に 手紙 を 

くれ、 又 私も屢 i 便り をお くった。 彼女 は 最近の 手紙で は、 去年の 夏瑞 西で 一緒に 夏 を， 经 つた 兄の 勸 めで、 再び 繪筆を 採る 

決心 をした と 言 ふ、 その 檜 を 二三 枚经り ませう と 約束した のだった。 それな のに、 彼女 は その 約を果 さない 前に、 此の世 を 

去って しまった" 死 は 何と 不思議な 祕密を 解けと、 我々 に 提供す るの だら う。 彼女 はこの 塵の 世 を 離れた 時 まだ 二十 九 歳で 

あつたの だ。 

一一 月 七日。 金曜。 午後 雪。 登校、 四時 間 授業した。 「人生と 花」 が 今 着いた。 これ を、 就 住 二十 五 年 を 祝 はう として ゐら 

れる宮 部、 南兩 教授に 贈呈す るつ もり だ。 余 は 同書 をと びくに 讀ん だが， 恥 かしい 事に は、 著者の 主張しょう として ゐる 

こ とが 余に は 理解 出来な か つ た。 

余 は 最近 何 か 特殊 硏究で 身 を 立てたい と 特に 感じて ゐる。 余 は旣に 特殊 硏究の 基礎 は 積んで 来たと 思って ゐる。 次に 採る 

べき 手段 は、 當然 余に 最も 興味 ある 分野 を、 更に 深く 研究す る 仕事に 身を捧 ぐる ことで ある。 よい 機會が 有り 次第、 ロシア 

に 行って、 ロシアの 思想 及び 文 學の倾 向 を 詳しく 研究した いと 云 ふ 妄想が、 しげく 起きる。 出來 たら、 どんなに 好いだら 

50 とにかく、 日々 の 仕事 を孜々 と 努める ものに は、 道 は 開けて 來る であらう。 余 は 出来る限り 廣く讀 まなければ ならない。 

時々、 余の 將來 が、 夢の 中で 何と 燦然と 輝き渡る こと だら う！ 健 嵌 も ある、 魂 も ある、 獻心も ある、 根深い 野心 も ある。 


さ 5 して 余 は 何が 出來る 事で あらう。 萬 E_ 成就 ー 歡喜！ 何故の 喜び？ それ は、 それ は汝の 露の 才能 を 實證し 得た し、 i 

そしてい かなる 程度まで、 汝の 個性の 要求 を、 恐れな く 確信して 擴充し るかの 證據 となる であらう。 力 ー ライルが 巧みに 

云った 如 、、 「余 は 一 個の 男性に 非ず とする も、 少 くも I 入の 人間で は ある。」 余 も 亦、 自己の みのもの であり、 他人の 侵入 

を 一 步も 許さない 王阀の 王座に 自己 を 確立す る 聘利を 獲る であらう。 

二月 八 or  曜。 If 登校、 圖書 館で、 r シィザ ー 傳」 を讀 む。 學 長の 倫理？ -の 講義に 出席" 彼 は 最近. ゥント を 研究して 

ゐる樣 に 兌え る。 彼の 道德 標準の 觀念は 進化論 的で ある。 歸宅 後、 森 本と 少々 入用 品 を 買 ひに 出た。 岡 博士の 「思想 史」、 昇 

^^^かの「„1 シァ文學概說」を買った。 夜、 前者 を讀ん だ。 各 時代の 急進 論者に 親しみ 深いと ころから 見る と、 著者 は 確かに 興 

味の ある 入物に 相違ない。 熱 海に ゐる 父上より 葉書 來る。 夜、 梁 川、 大内 及び その他に も 5 1 人來 客。 梁 川 は 前途 有 の靑 

年の 樣に 思って ゐる。 彼の か やく 眼 は、 始終 夢み て ゐる樣 で、 彼の 言 紫に は 深味が ある。 もし 彼の 研究が 熱心と、 正しい 

の 下に 續 けられるならば、 彼 は 過去に 達し 得なかった 何物 か を 成し 得る であらう。 

一一 月 九 T3。  tr 曜" 朝、 敎會。 rr 曜 校の 幼い 子供達と 遊ぶ。 竹 崎の 說敎 U 午後 は 敎會の 控室で 過した。 そこ は、 甚だ 靜か 

で人氣 なく、 余 は 近 珍しく 孤 躅を樂 しむ を 得た" 時々、 人の 交 はり を 離れて、 沈默と 瞑想に 浸る 事 は 何とよ いこと であら 

50 余 は 長い 事閉ぢ こめて おいた 淚を、 溢れる ま、 に 流した。 「聖書 之 硏究」 を讀 む。 沈思した。 嚴 肅な數 時間であった。 夕、 

竹 崎 夫妻の 夕飯に 招かれた。 彼等 は 二つの 小さい 室から 成って ゐる 牧師館に 住んで ゐる。 我々 が 丁度、 罪と 云 ふ 問題に つい 

て 論じ 合って ゐる 時に、 訪客が あった。 ところが その 客が 原で あつたの だ" 竹 崎 氏の 神學 上の 立場 は 非常に 都合の い X もの 

である。 1^ が 夕の £"拜 に 説教 をした U 彼の 說く所 は 明かに、 十分に 洗練され てはゐ ない ものであった U それ故に、 胸中の 思 

想 を 表現， しょうと 彼が 努力しても、 彼の 說敎 は、 感銘と 明白 さを缺 いて ゐた。 

さう だ、 本當に 一人で、 好きな こと を考 へ、 世俗の 騒ぎに 亂 されずに 居る こと は、 大きな 慰： 女で ある。 それ は 新しい 生命 

カを與 へ、 人 をして 1 步 理想に 向って 步を 進めし める ものである。 風 もな く靜 かなる 日に 蒔かれた る 種 は 幸 ひなる かな。 そ 
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れは、 適 はしき 地に 落ちる。 それ は 安全で ある。 さ，^ なったら、 風で も、 雨で も、 他の 何でも 來る がい X。 それ はた^、 種 

には惠 みとなる ばかり だ" 

岩 倉 夫 入に、 大學 に勉强 して ゐる 子息の ことに 就いて， 手紙 を霤 く。 家に 葉 欝、 他に 一通 やゑに。 

一 1 月 十日" 月曜。 登校、 二 時 問 敎 5^" IT ひ、 マ. 'タス .ノ ルド ー の 「逆 說」 を讀 む。 その 「愛の 博物 學」 は 何時：！ ん でも 面 

白い。 ^^良から手紙) 愛子から 莫子、 壬 生 馬と ティルディから 藥窗。 午後、 ホ ー ソンの 「古い 牧^館の 苔」 を讀 む。 この 作者 は 

私の 趣^に は 餘り合 はない。 彼 は 物語 作者と して は餘 りに 現 實に卽 し、 現資 的の 作 をな すに は餘 りに 幻想 的で ある 様に 思 はれ 

る。 ァ.' グ イング は、 ^を 執れば 常に、 終始 幻想 的 夢幻 的で あるので、 彼が 、「失 戀」、 「ウェスト ミンス タ ，• アベ-」 の樣な 

日常 平凡の if 活を書 けば、 凡，」^ 幻 的になる ので ある。 ぉ伽噺 やその 種の もので は il も 1^ 逸の 作者に 及ばない 樣に 見える。 

^^良に手紙、 ティルディと 家に iF 書 を 書く。 いと はしい もの は 女性 だ！ 

二月 十一 曰。 火曜" 紀元節" 愚 r  00  〔1^ 略〕 

一 I 月 十二 水曜。 朝より 雪， 夜まで 續く。 

學 校に 行き、 「リ テラ リイ .ダ イジ-スト」 の 最近 號を讀 む。 その 中より 次の 如き 詩 を 選び出す。 

op^^^  .oark, ひ eas  and  lylnds. 

r  by  Herbert  Trencll) 

yark,  dark,  the  s.as  and  lands 

w.,tween  lis  He  !  . 

And  to  tauni:  iliese  .batLshed  MandB 

Han^  mountain  high; 


Yet  to-n だ ht  your  VCIC"  from  hosp 

Most  stran 叫。, and  clear. 

Over  the  ^ulrs  l.bth  CJme 

c.onous  near! 

Lc-n"  ice,  desert 、s  heat 

1 swoonod,  I  fell, 

.To  fiiKl  your  Icve  at  my  feet 

like  tlie  tleserfs  well, 

Isow  Lfuer  a-Kl  more で rofculKl 

.5  (？、 -  the  ^awll  at  sea, 〔原文 il ？  p- ァリ〕 

\  our  sprit,  like  h. ひ. tvenlv  sou:icJ, 

Delivers  mc! 

「シィ ザ， i^」 を M む。 午後、 丁！ ^倫 瑰會雜 誌。 壬 牛； 馬より 手紙。 ょく8!?^れた、 お前 は隨分 長い 問 便り をし なかった ぢ やな 

いか。 彼が^ やすに 封して 深い愛情 を 持って ゐる こと を 知って、 大變に 慰められた。 彼が どんな 坊： 遇の 下に 苦しんで ゐ るか 

をよ く 知って ゐる ，21 分に 取って は、 彼の 言々 句々 は 心に 迫る ものが ある。 特に その 英 夫への 手紙 は、 まるで 余. ：I!I.;55-is いた 樣 

に ひびく。  ロシア 文 ゆの 研究の 樂 しい 希 ST  ロシア語 によって、 ョ， 口 ツバ 文明 を檢 討す る侦 法-私と 彼と は、 知ら X,  くこ 

同！ の ャ：； 3 をルん でゐる 様」、 我々 の 傾向 は！ S じ 方向に 向って ゐる 様に 思 はれる。 彼が、 人 問 の 獨，； ni 性、 卽 ち.： w 我 そのものと 
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成るべき 天職に、 大 なる 價偵を 認めて 居る 事 を 知る の は、 甚だ 愉快な 事で ある。 彼 は 云って ゐる。 「名聲 ある 入の 眞似 をす る 

より は、 獨創 性の ある 泥棒に なった 方が い X、」 と。 これ こそ、 私が 先き に 數頁を 費して 書いた ことで ある。 

夕方、 敎會で 委員 會〕 色々 論じ あつたが、 私に 關 係の ある こと は、 殆どなかった。 

二月 +1 一一 日。 太曜- 殆ど 終日 中 雪。 學 校に 行く 頃に なって、 { 仝 は 丁度 晴れ 初めて ゐた。 美しい 太陽の 光線が、 大地、 家、 

樹 その他 有りと ある もの を 被って、 降り 積んだ ばかりの 雪の 上に か r やいて ゐた。 それ は おごそかな 眺めで、 私 は、 讃 嘆の 

餘り 立ちつ くさずに は 居られなかった。 一時間 授業。  - 

我々 の 敎會の 牧師 其 他 少數の 人々 に途 るべき 手紙の 封筒 を 書く。 のぶからの 葉書と 手紙、 英 夫から 手紙が 來てゐ た。 彼女 

は 幾度 も 便り を 寄越して、 私 を 慰め 樣と 大變 努めて ゐる。 彼女 は 子供ら しい 冗談で、 自 分の 事 を 可笑しく 書いて それ を讀む 

； を 数め ようとして ゐる。 私 は 彼女 を 可愛 さう に 思 ふ。 彼女 はほんた うの 子供で あるに 過ぎない。 彼女が、 私の 立場 を 十分 

二 理解し、 私に 對 して 適 はしい 同情 を 抱く 事が 出来る や 5 になる に は、 まだ 大分 時が か \ る。 私の 探して ゐる もの  流れ 

る樣な こだ はりの ない 愛情 を. 彼女の 中に 見出せな いのは 殘念 である。 彼女 は 未だ 女で もない し、 否 乙女です らもない。 彼 

女 はもつ と 多く、 苦い を 干させられ るに ちが ひない。 この ii で、 私 は 彼女 を 憐れむ。 

英 夫の 手紙 は 非常に 氣 がきいて ゐる。 

夜、 社 1： ：卞義 研究 會。 私 は アメリカ 滯 在中の 手工業の 經驗 について 語った。 彼等に 大いに 興味 を與 へた。 

今日から 又ゴ， ル キイ を讀み 始めた。 實 生活 を 知り 盡 くして ゐ るのに は 感心した。 

平凡 11 人 は 平凡と 考 へられる こと を、 輕視 しがち である。 人々 は、 それ は 睡氣を 催させる もの、 偉大 さと 何等 相 通ず る 

ものがない と考 る。 然し、 實際 は、 偉大なる 者を驅 つて、 成功に 向 はしめ るの は、 實に 平凡 そのもの なので ある。 或 者が 

何 か 異常な もの を 見出した から. その 人が 偉大なる 仕事 を 成就す るで あらう と 思 ふなら ば、 そ は 痛々 しい 誤謬で ある。 異常 


な もの を 動かさう と考 へて ゐる 人の 手で、 異常な もの- - 動かせる もので はない。 異常な ものと 思へ る 境遇よりも、 身 を 高め 

て、 異常な ものと 思 はれる もの を、 平々 凡々 の 事物に 還元せ ねばならない。 n  n ン バスに 取って 大陸の 發見 は、 後に 彼が 一 

撮みの 壟の 上に 卵 を 逆さに して 立て  見せた 樣に 甚だ 普通な ことで あり、 二 ュ- トンが 引力の 法則 を發 兌した の も；！ 樣、 決 

して 不意の 成功ではなかった ので ある。 -1 ュ ー トンが 林檎の 地上に 落ちて 來 るの を 見た 時、 非常に 不思議， ゲ 感じた と； K ふこ 

とに は、 殆ど 疑はなかった らう。 然し、 刻苦 精勵 の硏究 によって、 引力の 法則の 發 見に 成功した 時、 この 現象 は、 彼に は 極 

く 普通な 法训 の. H 然な 結果と 成り果て たの だ。 自ら を 先驗的 普遍の 範圍に 迄 高める とい ふこと は、 換言すれば 自ら を眞の 

iw: 太に する 秘訣で ある U 

二月 十四 金曜" 甚だ 寒し。 今日は この 冬で 一番 寒い 日だった と： K ふこと である。 溫度は 氷 點 下 二十 三度まで 下った。 

熱心に 四 組で 教授す。 歸宅 後、 ゴ ー ル キイの 「オル Q フ とその 妻」 を讀み 始めた U 讀み 終らなかった が、 大いに 面白 かつ 

た。 明朝の 倫理 f 講義 の^め、 トルストイの 「例へ 話」 と 力 ー ライルの 「開會 の辭」 を讀 む。 

11 月 十五 or  + 曜 U 暴" や 、暖 し。 十一 時 登校。 豫 科に 倫理 學の 講義 をし、 今後の講^^の豫定ゃ發表厂。 その 豫定は 次の 

通り 11 

「ぉ敎 と s^」， 「友情」、 「愛」、 「ョ， 口 ツバの 4=11 礎 的 二 思潮」， 「畫 家、 ミレ， の 生涯 r 「平凡と 非凡」、 「主義 レ. 趣味」、 「北方 

の. 继 11 トルストイと イブセン」、 「^史 」、 「先驅 者」、 「人生 探究の 範圍」 、「靑 年の 三時 代 11 混亂 たる 奮鬪 時代、 盲 H 突進 

の 時代、 整理 時代」。 

午後、 W びゴ ー ル キイの 「オルロフ」 を 讀んで 過す。 無限の、 そして 有益な 滿足を 以て 讀み 終る" 美事に 書け て ある。 此 

くの 如く 余 も 書け るなら I この 文盲で は あるが、 储 康に惠 まれた 夫婦の 描寫 は、 服の 當り 見る 樣 である。 心理 描寫 は、 a 

者 をして、 この 夫婦が 眞賁 生きて； IS つたので あり、 誰か 普通 入 以上の 洞察力 を 持って ゐる ものが、 夫婦の 心の奥底に 隱れて 

|55てぁれ程緻|^に觀祭したのだと思はれる程深ぃものがぁる。 又、 著者の 不偏の 同情 も 驚くべき ものである。 彼 は 誰も 害し 
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ない。 主入公も女主人公も諮_^_?も。 讀 者の 爲に、 彼等の 缺點 を， 著者 は 瞳 面な く 描き出す、 と 同時に 彼等の 長所 美 點に對 する 

著者の 無限の 同情 は、 1: 者 をして 彼等の 生活 を 羨ましく 思 はせ る 程で ある" 男 は、 その 血の 1 滴まで 自己に 誠實 であって、 

而も その 結 si< は 救 はれ 得ぬ 沒_洛 なので ある。 女 は、 その 人殺しの 夫に、 身 も 魂 も 捧げて ゐて、 尙 はだかい ので ある。 何と 憐 

れな氣 高さで あらう U 如何して、 無慈悲な 世間 は、 如何したら 世間が 渉れる か を 知らない 人々 を喷 みさいな むので あらう。 

「人道」 と 「歷史 地理」 を 受け 収る。 蹶 田より 手紙" 美しい 月。 

一一 月 十六 日" 日曜" 朝 晴れ、 夕方 恐し い 吹雪" 敎會に 行く。 竹 崎 の 說敎は 「安心立命」 とい ふの だった" 上 出來) 聖瞀 

研究 は、 海老 名の 「キリストの 奇靖」 と： K ふ 題の 論文に ついて 父あった。 竹 崎の 論 は會得 出来る と 云 ふ if だけで は、 大變ょ 

く 出來て 居る。 山 田夫 人 を 訪問 U 家で 寫筒を 撮る、 その 仕事 夜に 及ぶ。 

余 は、 毎日が 早く 過ぎて 行く 如く 感じる" 余が 厲 資 自我 を 確立す るまでに は、 凡て 必要な 知識 を 集め 得られる か。 汝の智 

力に 鞭打て。 それ を 少しの 間. - 眠らし めるな。 時 は 飛んで 行く の だ" 氣を 付けよ。 

二月 ャ 七日" 月曜。 晴 U  ^0  二 時間 校 梁。 レ" キイの rm, '口 プパ道 .1 史」 を 研究す。 余 は、 哲學的 推論 を 敏活に 理解し 

る樣 に、 自分の 心を改 する 必要 を 感じて ゐる。 換： 目 すれば、 余 は 鋭敏なる 頭腦を 得なければ ならない。 明快な 頭 腦をも 合 

せ 持って SS なければ、 正直で あっても、 少しの 價値 もない。 木 偶坊は 破廉恥と 同じく Ji. 辱で ある。 

夕方、 同^ 俱樂 部に て、 佐 藤、 野呂、 及び 琴 似の 聖人の 歡迎の クラス 會。 彼等の 內の 幾人 かけ 眞の田 舍紳. H に、 ある もの 

は 似而非 ハイカラ になって ゐる。 實際 とつち がい >t のか、 余に はわから ない。 努力せ よ、 努力せ よ。 努力 を電 ねる の だ ー 

一 步誤れ ば、 汝は 淵に 陷る であらう。 

夜 は 雲な く、 た^ 月が 美しい。 

二月 十八 IT 火曜" 暴 り 溫和。 直. ：12{ と 河 野 夫人より 手紙。 一 日、 レサ キイ を 讚んで 過す、 餘り 進まない。 敎會 出版物の 件に 

つき {C 部. 士訪 〔以下 四 行 邦文〕 


憐.^ なる す if は、 遂に 何處 にか 失せ去りぬ。 W 女 は 約 二！！ n 前より 〔水に 来れるな り。 歳 十五な りと 云 ふに 時計 を 正確に li 

む^すら 能 は その 耳 は 特別に 犬の 如き 形 をな せり。 彼女 は 殆ん， > 野 獸に 近き 本性 を 有したり。 此の 家の 簡易なる^ 働に 

飽？ たりと 兑 ゆる 亊 ニー 一! 日な りしが、 突然 家 を 去り 其の 母 代りて 家に 來 りしが、 今日 遂に 彼女 は 其の 母に も， 行：^ を吿 ぐる 事 

なく 家出した りしと ぞ。 殆んど 一 厭 惡の念 を發 せし む" 

二月 二十 B。 太啦。 暴 ひど も暖。 I 時 M 授樂。 朝から 夕方まで、 研究室に て、 宗教と 社會 主義の 關係を 研究して 過す。 フ 

ライの 「社^主義と 社- 改-? sKi は 甚だ 而 白い" 讀齊中 ある 考が 不意に 浮んで 來た。 それ を まぐ ノ ー トに 15： きとめた が、 今度 

からこん な 風に 思 ひついた 時 は 何時- -、 窗 きとめて おか 5 と 決心した" 夜、 社會 主義 研究 會の ii 會 U 大 西 の 「良心の 太 質」 と 

「現代 想概 ：1」 ゃ購 ふ。 

街 上の に 溶け 初めた。 蕾が 膨らみ 初めた。 

二月 二十 一日。 曜 U 奸晴" 暖く て、 スト ー ブ 殆ど 不耍" 校で 三時 問。 ォ ー ガス ト* サバテ イエの 「宗敎 哲^ 槪論」 を B 

む。 彼はハ ル ナックの 後繼 者と 云 はれて ゐ るが、 併し 余に は 稍 i 理に合 はぬ ものと 思 はれる。 何と なれば、 彼の 宗教に 對 する 

^^.瓜は、 辨 分祌祕 的で、 彼の 宗敎、 哲. s、 科 舉の區 別の 試み は、 だ 明瞭で あると け 言へ ない。 ジ ヨルダンの 「^^主義 哲 

g-J を S3 む。 サ パテ イエのより 遙 かに 公平な 意 思 はれる。 ジ ヨルダンが 人性に 對し てこれ 程の 見識，^ 同情.^ 持って ゐょ 5 

と は 余の^ 想し なかった ことで ある。 彼の 作品 を 更に 讀 みたい。 ホルムズの 「朝 < ほ： 卓 物語 集」 と テゥ， < インの 「新 天路歴程」 

A-isH りる 0 

森 本 夫人 は 非 によくな つて 来て、 前より ずっと 阔色 がい- -。 彼女の 爲に 神に 咸 〔謝す" 

余は-：；：ら^！^！な氣持でゐるのを感じてゐる。 思 はぬ 時に、 時々 來 つて、 余 をし つかりつ かみ、 殆ど 1^ 慄 ひせざる を 得ない 

程の、 あの 不思 151 な 思 ひ は 何で あらう。 余が 智力 競 に 敗れて ゐる ためな のか、 それとも m?: らしく 忍ぶ 力がなくて、 失戀の 

みじめな 地に あるた めな のか。 何と 可哀 さうな 憐れな 男で はない か、 入々 が 余 を 粘液質の 吞氣 者と 思って ゐ る^に、 余 は 
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內 心に あらゆる 傷 を， 1 く 受けて、 外面で は 笑って ゐ なければ ならない。 凡ての 苦痛 を 明るみに さらけ出して、 隣人の 淚を耍 

求 出 來る者 は 羨ましい 限り だ" 否、 その 人を羡 むまい。 その 人を輕 蔑す る。 その 人 を 憐れむ U 自分が 一 侗の 人と して 生きて 

居るならば、 余の 道 は 間違って はゐ ない の だ。 凡ての 傷の 痛み を汝の 心の底に 受け 忍べ。 忍び 得る だけ それだけ、 汝は 成長 

する の だ。 汝は 偉大に、 完全に ならなければ ならない。 汝の 小さな 周圑の 標準にまで、 身 を 落す こと 勿れ。 世間 は汝を て 

ゐる、 汝も眼 を 大きく 見開いて 世間 を 見通さなくて はいけ ない。 遂に は 余 も 偉大と なる であらう。 偉大に なると 云 ふこと は 

社 會に盡 くす 最良の 道で ある。 

二月 二十 一 lEDQ  土曜" 曰 中、 晴" 夜、 雪。 午前、 倫理 學 一時間" 午後 は、 讀書 數册、 原、 飯 嫁、 ニ學 生 その他の 訪客に 接 

して 過す。 夕、 同窓 俱樂 部に 集會" それより YMYCA 宿舎の 集 會へ。 後の方の 集り は 愉快だった。 余 は、 アメリカの 學窓 

生活に ついて 語った" w( かな 洪 笑と、 陽氣な 歡樂。 

二月 二十 11 一 B。 日曜。 午前、 ！！：曜^：校と敎會" 午後、 足 助 我々 を 訪れて 來る。 足 助が 去る とすぐ 宮部 博士 來訪。 あの 老寡 

婦の山 田 は 怪しから ぬ 女で、 あらゆる 種類の 破廉恥 行 Ef に 身 を 任して ゐる。 彼女 は 中 江 を 誘惑し、 彼と 不倫な 關 係に 陷り、 

それ は、 彼が 現在の 妻と 結婚す るまで 續 いた。 それから 彼女 は ある 靑 年に 目 を くれ、 今日の 日まで 彼 を 罠に 陷 入れて ゐた。 

考 へて 見る がい  >-。 社會 は、 その 裏面に 一瞥 を なげて みると、 全く 表裏 相反して ゐる。 この 世 はまこと に 情ない もので はな 

いか。 镶 かな 罪 を爲す もの は、 その 僅かな 爲に 罪人の 典型と して 引證 され、 大きな 罪 を爲す もの は、 その 大きい 爲に 一朝 顛 

が 明るみに 出たら、 死 を 選びた くなる 程、 好い 取り扱 ひ を 受ける。 此 くして、 容易なら ぬ 偽善 は道德 世界の 基礎 を 覆へ し、 

結局 人道 そのもの を さへ 破壞 する。 余 は、 人の 性質の 弱さ を考 へて、 心中 何とも 言へ ぬ 悲しみ を 感じた。 

家へ 手紙、 信へ も 一通。 信への は、 彼と 私との 交際 を絕 たうと する 宣言で ある。 余 は、 今 書いて やった 手紙 は 彼女への 最 

後の ものと なる かもしれ ない と 云 ふこと、 彼女が 再び 余 を その 兄弟と 考 へて くれるな と 云 ふこと を 書いた。 これで 彼女の 未 

來の 夫に 對 する 余の 義務 を果 した。 これで 全く 彼女から 手 を 引いて しまった。 今後 彼女 は 私に とって 全然 他人で ある。 私に 


この 決心の 出來 たこと ケ 祌にぽ s^, す。 余より 凡ての もの を 取り去り、 しかる 後 凡そ 人の 苦しむ 最大の 悲しみの, に 余 を 試し 給 

へ" 父な ろ 神よ、 この を受 くる を？ おしめ 給へ。 淚！ 涙-. 汝は余 ，31 身の 偽りな き跟 より 逃り 出る" 而も 尙、 汝は余 自^の 

肉^ 以. ゆ. の 他の 源より 出で たる 如く 兌 ゆ。 天國 からか、 地獄から か、 余 知らず" 神の 殺も跷 しむ、 而も 最も 愛する？^ よ！ 

二月 二十四日。 Hil。 晴.' 暖。 丸 善より ゴン チャロフの "Common  story" を 受け取る" 兩親、 ァグ ネス、 エディ ス. ホ， 

ル より 來.； ：^。 ェデ， -スを 思へば、 心 慰められる ものが ある" 彼女 は 余の 知れる 限りに 於け る、 最も 純潔な 少女の 一人で ある。 

彼女の 娅： 邪；： おな^い 視線 は 今 も 余の 心の 上に ある。 今日は 特に 變 つたこ ともなし" 

二月 二十 五 or 火曜 好晴" 暖" 學 校で 四時 間 投業" 午後 敎師 gr 壬 生 馬より 魏書來 る。 トルストイの 「宗教と 道德」 を 

み 初む U  ^し、 今夜 は 眠くて、 十 時半と 云 ふに 巳に に 入った" 夢 五つ 六つ。 のぶより 手紙。 

マキシム ル キイの 「宗敎 と社會 主義 論」 0. 社會 民主、 王義」 十】 卷十號 ) II 

ぉ敎的^£情とは、 自分の 1 する 所」 は、 人と 宇 { 由の 間に 介在す る 喜ばしい、 誇るべき 融合 感 である。 それ は^ 人に 共通な 

人^ 固；^ の 綜合 的 傾向に 依って 生ずる ものである。 それ は經驗 によって 發 達し、 先づ 第一 に、 入が 宇宙、 人生 II に 於け る そ 

の位& 3、 その 役割 を jr! 識 する ことによって 自ら 現れ、 次に 入に、 本來の 自由と 云 ふ 喜ばしい 章  1 を 呼び 起しつ. 1、 物の 哀れ 

を 思 はしめ るに 至る ので ある。 物の 哀れと は、 必ず 宗教 的な 情緒な ので ある。 人生 象 5 無. g の變 化、 人生の 神秘 を 了解し 

解決 せんとす る 入 間の 努力の 美し さ、 自由、 麓理、 正義 を 求めん とする 創造力、 完成に，： 1: つての 人間の 通々 たる、 され ど 確 

な、 〔おに ゆ； 度 を 滑し つ \ ある 向上の 歩み、 —— か X る ものが、 入 間に 物の 哀れの 情緒 を 誘 ふので ある。 

入 ii  Si 本質と は —— や ^5 な 心 を 持つ 人々 に は 言 ひたい こと を 云 はして おくが よい —— 精神的 完成に 向っての 前進で ある。 

その 進步 のお 識が、 凡ての 健全なる SI 神の 人に、 宗敎 的な 感情、 自らの 力 を 信仰し 信 鎖す る 完全な 創造的の 感情、 勝利 を 希 

求す ろ 感情、 人生を愛する感情、彼の魂とこの入生との問に介在する不思議な明澄な調和の前に欣喜する^^情を起さしめる。 
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佘は思 ふ。 我々 は、 新しい 心 .1- 的 一 典^が 發 達に 向 ひ 始めて 居る 傾向 を M 擊 して ゐ ると。 11 余 は 將來に 於て、 ての Tr- 

能が 相 .1 相干涉 する ことなく、 矛 潜す る ことなく 調和して 發 達する 八 間の 姿を豫 想す るので ある。 これ を こそ、 余 は 完全と 

呼ぶ であらう。 

然し 乍ら、 人 問の 發 達の 爲に は、 完全に 同等な 立場に おかれた 人々 の 間の、 廣汎 にして 自由な 交涉の ある 事 力 必要で ある 

— この^ 態 はた 會. If, 義 によって のみ 保證 せられ 得る ものである〕 かう した 各人 問の 交涉は 各自に 與 へられ、 資際 はさ 

5 でない にしても、 經驗の 平等が、 理論 上 は 平等に 與 へられる であらう。 それ は 凡ての 人 を 互 ひに 理解せ しめる。 それ は 彼 

^の 間に 嫌 IT 嫉姊、 寅愁の 全くない 新しい 關係を 作る" それ は 各人に 他人の 經驗を 完全に 利用せ しめ、 萬 人 をして 各 I の 

經驗 によって 利益 ケ さしめ る。  j 

余の 所 經驗と は、 科學、 藝 術の 部門、 — 卽ち 我々 の智的 活動の 最も 高尙な 部門に 對 する 我々 の 創造的 活勸に 伎って^ 

た 知識の 總結 を 意味す るので ある。 

か. -ろ 經驗 を、 若し 大衆が 所持して 居たならば、 人間性 は 一段と 豐か になり、 人間に 咸嚴と 自尊の 意識. 創造的 活動に よ 

つて 過去の 時代の 人々 と 一 I- ひ、 來 るべき 時代の 人々 の爲 に、 更に 高き 標準 を 設けん とする 深い 欲求 を 喚起す るで あらう。 

こ..こ，^:^て、 人 ヒとは 創造の 道程と なり、 人間 は 過去と 己れ との 關係を 感ずる のみならず、 朱 來に對 する 彼の 精神の 影響 

を 明かに 認知す るで あらう。 此 實を 忘るべき ではない。 我々 の 意識 は 無限に 嬙 張し 得る ので ある。 

一一 月！ I 十セ 木曜。 早朝から 烈しい 吹雪、 風 は 殆ど 一日 續. いた。 

朝、 授 菜の 下調べ をして 過す。 午後、 授業。 それから、 トルストイの 「宗教と 道德」 を 非常な 興味と 一點 の 疑惑 もな しに 

讀む。 ティルディの 手紙 ケ 受け取る。 彼女から 便りの あつたの は隨分 久しい 前の 事 だ、 だから 彼女から 何の 便りに しろ、 便り 

のあった の は大變 うれしかった。 彼女の 余の 心を惹 くことの 强 さよ！ 彼女 は本當 にやさし い 娘 だ！ 

西 川から 逸って 來た數 の社會 主義者 新^ を、 その 內 のどれ かを豫 約しょう と 思って、 ^々に 考 へた。 宗 敎に關 する ゴ， 


ル キイの 小論 文 はこの の 一 つから 寫し たもの だ。 これ は 余 を 引きつけ る こと 冬大 である。 何と 彼は强 壯な樂 天、 If, 義者 であ 

0-1 彼のう ち 出す は 凡て 明かに 男性的な ものである。 直に ホイ ブト マンの 一 面 を 起させる。 ^代 何人と 雖も、 根據 ある 

1^ 鳩な 樂- 大、. rf,i;^ の に 於て、 この 二 に 並ぶべき もの はない。 

す どの は 遂に 姿を消し、 その代りに 靑森 生れの 二十歳の 少女が 履 はれた。 此處 の舆樣 のお 氣に 召して、 奥様の 荷 を輕く 

して あげろ 探に のぞむ。 

！ Nycua  s  L-ove-scn2  - 

I 

1,11 ひ wind  and  the  ； Beam  loved  the  Rose, 

And  the  R.ose  icved  one; 

For  wllo  sleks  tlie  wind  where  it  blows? 

Or  love  net  the  sun? 

►^fcne  knew  wlicnce  tlie  humble  wiud  stole. 

Poor  sport  of  tlic  skiesi 

None  drca ョ t  that  tlie  wiud  had  a  sotJ, 

In  its  mourn  fnl s:?hs  ！ 

III  • 

Olx!  IIapp>y  weam .1 how  canst  thon  P3 ザ a 
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That-  Ijriiiht  love  of  thine? 

In  thy  liglit  is  the  procf  of  thy  love* 

Thon  hast  L>ut I to  shine! 

How  its  love  can  the  wind  reveal? 

Unwelcome  its  sigli; 

Mutelmute  to  its  Roselet  is  steal— 

Its  prcof  is—to  die! (アメリカよ リヨ—  口-' バ に 向 ふ 途中、 ブリン セ ス • ァ イリ ー ン號船 上に て 拔萃) 

二月 ニヤ 八 曰。 金曜。 曇。 暖。 〔お 略〕 

一 llaMJ 日。 ，H 曜。 曇" 瞹。 大した もな しに、 長い こと R 記な-書かずに しまった。 愚な 私！ 私の 沈滞した 生活に こ 

れと 云 つて 何も 特に 告げる ことが 起きなかった の だ。 鳴 呼！ 何故 私 はかう 鈍い の だら う。 汝の全 關を沽 動せ しめ、 警笛 

をなら し、 馳 せめぐ り、 ^卷 き、 そして その他 凡ての 活動 をな すの だ。 

か 5 して ゐる 間に、 余 1 三十 囘 目の 読 生は來 てし まった。 佘は旣 に 孔子が^に 立つ と 言った 時に 達した の だ。 汝に その 招 

意 あり t  ？^、 有り。 我に 有り。 糈神 的に も心靈 的に も ありと 云 ひ る。 如何なる 友 もよ し、 來れ。 さう だ！ 我に 獻せ 

の覺 あり。 

朝、 ^科の 宵 科で 講義" 午後、 長い 氣持 のい、 假睡。 「ス クリ ブナ I」 誌 (一九 〇 八 年 二月) 所載の ジ ユイ ムズ. フユ ー ネカ 

，が、 「終 情敎 育」 と； K ふ题 目の 下に、 パイル .ス タンダ ー ルを 論じた 一 文を讀 む。 彼 は 全身 生れな がらの フランス 人の 機に 

れる。 偽善者と 思 はれる 露 面 @ であり、 餘 りに 直情と 思 はれる 程 偽善 家であって、 大氣の 樣な靈 性と、 ひたむきな 肉 


悠耽 ii と を 織り ませて みる u 余 は、 これらの 型 を 地球上の 何物よりも 嫌惡 する、 然も Jcr 如 3： したわけ か、 その内の 可 か 

余 を 大いに 魅： ゆ iv- る。 それ は 何な ので あらう。  一 

ティルディ は- 余に クリス マ ス. ッリ T の 小さな 一枝 を 入れた 愛らしい 手紙 を喾 いて 寄越した。 信 は 私が 愛- 1 と 結婚す る cV 

もり かどう か、 t 右し その 意忠 があるなら、 お母さん は、 どれ 程； i$ ぶで あら-りと 醫 いてよ こした。 然し、 まあ 何とつ まらない 一 

こと を；： ム つて ゐ るの だら う。 よし/ \ 、余 は少々 皮肉な： |-持 になって る 様 だ。 こんな^^.は、 これ 以上つ まらない こと を巒 か！ 

ない 方が い 〔以下 八 行 邦文〕  1 

ft 降りつ みたる 川 添の； 倍 袖に、 形ば かりなる 屋毫店 あり。 煮た る は 何な らん、 £!i;oK 地 を： 追 ひて 寒 1:^ ^に 去り もやらず。 】 

眇 たる^なる 齒の IT 蚶も あせた る暖 護の 蔭に 坐して そ を 賢れ り。  i 

殴 1 の 山-に 包みた る顏 さし 入れた る もの あり。 酒氣を IT ひたる 若き 勞働 者な り。 揚氮頻 りなる 鍋の 中より  一. 拔 きて、 M 

を燒 かじと- IE き齒 あら はに 今： r り ひしが、 やがて 銅貨 一 つ 投げて 彼れ は 去れり。  一 

夜ば 落ちて 空 は となりぬ" 人の 往來 は絕ぇ 果てたり。  j 

媪 の なげなる 眸は、 とろとろと 風に 搖ぐ燈 の 下に、 鍋より 立ち上る 湯氣を 見据ゑ たれ ども、 何 を： 据 ゑたり とも 自.， a 

は 知らぬ なるべし。  ，ー 

古き 鍋の 傍に は 先き に 抛 げられ たる 銅货ー っ橫 はれり。 (三月 二日〕  一 

一 I 一月 十一 曰。 水曜。 午後から 烈しい 吹雪" 昨日と 今朝 だけ 靜 かな 天候が 績 いたきり だった。 この 數日、 これ 以外、 この 上 j 

もない 恐し い 吹雪の 黑ぃ 幕で、 おそろしく 被 はれて ゐ たの だ。 地球の nl^ 後の a が 近づいて 來 たの だと 思へ る 程. たった。 西南 一 

の から M が 何物 を も 容赦し ない 力で、 地上、 木、 家、 一切 を 掃って 吹いて 來る 時、 凡ての もの は、 降り 3« む 雪の 物の怪の 一 

な經 衣に すつ ぼり 包まれ、 世 は r 渾沌 そのもの. -樣に 見える。 

久しく 無沙汰して ゐた壬 生： a- に、 割合 ひに 長い 手紙 を 書く。 どうして、 今まで 便りが 出せなかった の だら う。 出校して、 ： 
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豫 科の 學か： に ホイ.' 卜 マンの 功績 を 紹介しょう。 彼が 日本の 敎 室で 紹介され るの は、 恐らく これが 初めで あらう。 余 は、 ： 彼 

等に 「開拓者、 お \ 問柘 者」 (rionoor!  0  rioncor!) を 紹介す. るつ もり だ。 余 は 最近、 特に 彼に 興味 を 持って ゐる" 彼の 强 

壯 さは、 余の 心 を ひたすら 驚かし， 捕へ る。 あれほど 健 厳に、 しかも あれほど 詩的に あり 得る ものが あらう か。 彼 こそ 確か 

に來 るべき 代の 喜ばしき 黎明で ある。 我々 は 彼の 內に新 文明の 非常に 明かな 意義 を 出す。 あの. ni 髮の老 詩人の 上に 幸福 

あれ！ 

余に 堪 へられな いくら ゐ 倦怠して ゐる。 汝は 他人に 驅 り.！"； てられる の を 待って ゐ てはいけ ない、 自分で 自分 を驅り 立てね 

ばなら ない。 然， C ，に汝 は 自分で.： ni 分 を驅り 立てない。 此 處に汝 の^ 界が 無意味 且つ 平板と 思 ふ 所以が あるので ある。 あ \、 

今 この 瞬 11 に 死ねたら！ 私 は、 愛に 見放されて ゐる" 

1 一一 月 十 li。 太 曜" 昨夕から 恐し い 吹雪が 暴れ狂 ひ、 今朝 は 全^界 を 全く 混亂と 變 じて しまった。 凡ての 街路 は 通行 出來 

ず、 大部分の 舉生は 登校 出來 なかった。 

ホ，' ソンの 「緋 文字」 を讀み 初め、 今 約半分 を讀み 終へ たの だ" 藝 術に 對 する 新しい 態度から この 作品 を 見れば、 この 作 

は その 價値を 減じて 來さ うに 思 はれる。 加 ふるに ホ ー ソンの 藝術 は、 決して 情熱 を 十分に 表. 州. -し 得て 居ない 樣に思 はれる。 

彼 はさう する に は 明かに 餘 りに 理智的 である。 彼 は 所々 で 最も 激しい 人間の 感情の 横溢の 場面 を 描か-つと 試みて ゐる。 その 

描寫は 順次に、 E. 者 を 相當に 感動 興 奪せ しめ、 躍如たる 面 a: を 示す が、 一度び クライ マサ クスに 達する や、 纖弱 となり、 その 

時まで 讀 者の 味って ゐた 凡ての _i 情 を 奪 ひ 去って 仕舞 ふ。 彼 は 凡ての^ 情 を、 非常な 線 密さを 以て 分析す る 事 は 出来る が、 

苦しむ ものと 共に それ を 感ずる こと をな し 得ない。 余 は、 未だ 此の 書 を讀了 はして 居ない けれども、 眞に價 値 ある 不滅の 書 

と 比. 眉し 得ない ものと、 思 はれる ので ある。 

内地との交通は全部^^絕ぇた。 

余 は 生きて ゐる 魂と 更に 密接に 接觸 したい。 余は眞 の， 間 を 更に 多く 知りたい。 その 中に 眞 直ぐに 飛び込ま，.' か。 他の 1 


切な. 够：； 視 して。 これ こそ 決定す るに は、 非常に 大きな 問題で ある。 畢竟、 入 は 紙と インキ だけで は 生きて は 行けない。 人 は 

己が 魂と 相觸る k 魂 を 必要と する もの だ。 

三月 十艽 曰- 嗎 ホ ー ソンの 「3?< 字」 讀/。 結局、 彼の Jsi に 比して、 寧ろ 失望した。 余が 十：： 日に sgi した 印 

今表现 したい ものである。 

朝、 nilE{ ん 校に 行き、 禮拜に 出席" 敎會が 終って から、 M 君と 「溫 室」 に 行く。 氣 持が よかった。 夜、 朱 知の 入が 建て i 

くれて、 教授と 一 絡に 借りる 害の 家の 設計 をした。 

一 II 月 十九 日" 木曜 j  s^r 窓し。 今朝、 寄病舍 に 引越し U あの 友達の 上に 惠 みあれ！ 彼と、 その 若い 思 ひやり の 深い 細 IV 

と は、 この 二 ヶ月の 間， 私の 安らかな 避難所だった。 余 を から 走らし めた 余の 心の 爭闞の @:只 屮に たった 11 りで 置 

かれて ゐた としたら どんなであった らう。 余の 友達 は 余 を 扱 ふに、 壞れた 花瓶の 如くし、 そして 余の 沈滞した 魂に、 あら ゆ 

る 親切と M 情 を 注いで くれた。 かくて、 やがて、 余 も 蘇生し、 遂に 今 は、 大した 苦しみ もな く 安らかに 1^ り 住み 得る 樣 にな 

つた。 森 本の 家に ゐた 間に も尙、 人性に 關 して ある 晴ぃ思 ひが 余に 起る ことがあった。 然し それ は、 この 數日 特に ひど かつ 

た。 緊張し： r きた 祌經 のせ ゐ であった に 違 ひない。 然し、 大丈夫、 余 は 人間性の 甚だ 不可知な 弱さに 驚く 程の 年齢で もない。 

ともあれ、 余の 友人の 1:^ 极の 下で 此く 長い 問 受けた 歡待 を、 た i-gj- い 感謝と 深 の 滿足を 以て、 想起し？. 2 るの みで ある。 而 

も、 余 は 森 本と その 心の t 化かな. 1 君との 調和した 間柄 を 兑て本 當に喜 ばし く 思って ゐる。 神よ、 彼等が 永久に、 永久に 榮ぇ 

ん こと を 1 

扨て、 余の 寄宿 <in 牛； 活 について。 余 は、 余が 偶人の 下宿： K よりも、 寄宿 <S: 生活 を 好む に 足る 理 出のお る こと を！ 出し、 大 

いに 喜ん， でゐ る- 部 は 二階に あり、 明るく、 廣く、 風通しよ く、 綺麗で、 特にい、 こと は靜 かな 事で ある。 二つの fir は 

いのお 物 は、 その 大部，〃 は 本で あるが、 門番が 上に 上げて くれ， 私 は 多少 If 足す る樣に それらの 凡て を、 愉快に 片付けた 寧 

であった。 部： K は 南に 二つ、 西に 一 つの 窓が あり、 ^の 木の 森 を 見下し、 遙 かに、 と 手稻の 山脈が， 礎いて ゐる" 
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春が 雲雀 その他の 敬 鳥に 喜び 迎 へられて、 靑葉ゃ 花 を 身に 篛け 初めた 時 は、 どんなにい  だら うかと 考へ ただけ でも 胸の 

ときめき 15^ 覺 える。 寄宿 <ee の 舉生は 約 百 五十人、 その 大抵 はよ く 訓練され たもの 達で ある。 

壬 生 馬から 藥霤を 受け取る。 大分 前に 彼に 逡 つて やった 曰 本の 古い 版畫が 着いた と 云って 来た。 父上から、 親切な lif い 思 

ひやり のこ もった 御チ 紙。 愛子に 關 する 信の 手紙 を 許して くれとの 河舒夫 入の 手紙。 やすから も 一通。 

余 は、 何 かしら 非常に 疲れて ゐる U まるで、 ，H 失して も 居る 觀な氣 持 だ。 佘を、 再び ひと 頃の Is;. 純な 一 學： if.: になら しめ 

よ。 余 は 靑卷を 望み、 あこがれる。 出來る 限り、 若 やかで ありたい もの だ。 あ、、 忌むべき 老年よ" 汝の顏 さへ 余 を 腹 立た 

しめる。 

一一： 月 一一 十日。 金曜。 00 朝、 nil 館で 讀霄 して 過す。 午後、 森 本に 會 ひに 行く。 それから 明 夕 M の 家族 ヶ 招待す る 相談の 

爲 め罾； 平 館に。 それから、 力 ー ネ イシ ヨン か 取りに 溫 室へ。 あ \、 力 ！• ネィ， ン ヨン！ お まへ は 美しい 奴 だ。 それ は 私の 質素 

な 部：^ を 飾  <,。、 たった 一 つの 氣 のきいた 装飾と なる だら う。 踵を轉 じて 家に 歸 りかけ ると、 可成り 烈しく 雪が 降って 來 た。 

母から 手紙" 父、 k 良、 岩波、 二 木に 手紙 を 出す。 メ， テル リンクの 「蜜蜂の 牛： 活」 を讀み 初める。 

金子から 便り。 こんなに 長い間、 彼に 手紙 を 出さなかった と は、 本 當に惡 い 事 をし：」 もの だ。 何とし 一し も 返事 を 出さな く 

て はならない。 

余 は、 つまらぬ 英窗の 耽讀に 貴重な 時間 を 使 ふ 傾向の あるの は、 非常に 惡ぃ癖 だと 思 ふ。 注意し なければ いけない。 

今夕 は、 座 古 愛子の 「伏 尾 の 曙」 を讀ん で、 甚だ 有益に く 過した。 時々、 淚が 服に 溢れて 來た。 彼女 は、 詩人の 心情 を 

もって ゐる。 彼女の 眼識 は 鋭く、 跟の當 り 見る かの 如く 明かに、 iC 者に その 場面 や 描き出さ しめる。 彼女の この 世なら ぬ顏 

付 も 亦、 余 を 魅す る 事 多く、 爲に余 は 彼女と 交 はり を 結び、 互に 友人に ならう と 決心した。 余 は 彼女の 中に、 理想の 女性 を 

見出した 樣に はれる。 頑固に 近い 程の 堅-固な 意 十； I を 持ち、 而も それが、 憐懲、 同情の 感情に よって 容易に 而も 美しく 柔ら 

げられ、 なごやかになる 女性 11 余 はかう した 類の 女性が 好きだ" 


Ill 月 二十 一 日。 十曜。 昨おから 恐し い 吹 殆ど 一日 綾く。 朝、 二三の^ 生に 而會 し、 二三 册の雜 誌 を IS んで 過す。 床の 

上に み 115 わて あつ.； 本. > 整理す る。 午後、 li- かった ので、 森 本に 會 ひに 行き、 其處で 子供の 如き 遊び をして、 夕方まで ag 

す。 . &、  g: た个砣 にて、 森 本の 家族と 高 松と 晚经" 十 一 時歸 宅。 商ぐ 就床。 

一一： 月 二十 二日。 n 曜〕 朝 快晴。 n 曜^ 校に 行く。 ジン 姨が 幼稚 組の 敎師 の 職を辭 し、 栃內 夫人と 和 3 が、 その代り にな 

る。 二人と，， 、若い 人達た つたので、 余 は、 tE 曜學 校の 敎師 は- それ <\.:In 分の 家 を 支へ て 行く 人で たければ いけない と眞劍 

に^へ た。 物の わかった W 年 達が 共通に 考 へて る樣 に、 R 曜日に 子供 を敎ヽ るなん て 事 は 何 か 非常に 老人 じみて ゐ ると 云 

ふ^^じを、 余 は 曾って 感じた こと はない。 然し 自分が か X る 汚れない、 可愛い- 1 生徒の 師 となる に 全然 適 はしくな いと 考へ 

ろ の は 甚だ 無考 へ な 事で ある。 

n 曜ゅ 校で 子供 ブビ敎 へる もう 1 つの W 難 は、 我々 は 我々 の 持って ゐる 信仰 を 彼等に 强 ひる こと は出來 ないし、 又强 ひて は 

いけない ことで ある。 信仰 は、 それ を 持って ゐる ものに は 神聖な もの だが、 それ を 疑 ふ ものに は 神聖な もので はない の だ。 

「疑. 亡 一 云 ふの は、 知識 又は 過去の 經驗 などで、 試めしてしまっては信じsl^られなぃと言ふ意味でぁる。 扨て、 子 ゆ 等 は、 

知- 1 と 云 ふ 問？ 3 に は 全く 無關 心で ある。 然し、 最も 簡單な 物に ついて さへ、 それ を 子供 等の 智 刀に：^ へる こと は出來 ない。 

然，. ^ば、 子供 等り 心に ii:^ 仰 を 無理 强 ひした 結 架 はどうなる であらう か。 どうにかして、 子供 等が その 信仰 を 受ける 佳 一 無二 

の 方；？； I は それに智^^^^認を與へなぃで、 そのま>|嚥み込んでしまふことでぁる。 これ は、 余に は亂暴 だ. ょュ る" こし 

>v て キリスト教の^ 信、 偽善の 始めで ある。 余 は、 ワシントンで ロバ ー ト (たしか、 當時 七つで あつたと 3- ふ〕 の 51； へお な 質 

に 心 を 打 たれた の をよ く覺 えて ゐる。 彼 は 私に かう 云って 尋ねた。 「キリスト は 墓に 埋められて しまったのに、 三 n! たったら 

き 返つ パし來 たんです か。」 それに 對 して 余 は 肯定の 答 をな した。 さう すると 彼 は、 私の 服をぢ つと 見つめながら 言った。 「そ 

いつ ぁ變 だな あ」 いかにも、 死人が InB 間 埋められてから、 輕り なんて 敎 へられて は、 子供から 見たら 變 であるに ちが 

ひな、 現代の 子供 は、 近代科^の 精神の 雰鬧氣 の 中に 育てられ、 彼等の 信念と 相 容れぬ もの を 信じさせられて ゐ るの だ。 

】 九 〇 ベ 年  一に 五 


有，；^ 武郞企 築 第十卷  一.， ノブ 

、い 弱、， もの は、 信ずる 様な ふり をして， 偽善者と なる。 又 心 卑しい もの は、 それ を 信じて、 迷信 的になる。 お 追 從も甚 しい。 

私 は、 今日、 W 巾 牧^と 學 校の 課程 を 決めろ 相談 をす る 様に 賴 まれた" 心中、 上記の 說ケ 持して ゐ たので、 彼と 圓^ 

こ^おす.，, めら れ たと は 思 はない。 而も 私 は、 こんな 仕 * に從 事して ゐ るの は、 寧ろ 時の 浪費 だと 思 ふ。 然し 他の 地から 

見れば、 この 仕^ は 私に 多少の 興味が ある。 私 は それ を 受けて なす 可き だら うか。 

竹 崎の 説敎は 甚だ 要 を たもの だった" 午後 は ひどく 寒く、 私 は餘骸 なく 室の 隅に 引 込んで、 一 蜜蜂の if. 活」 とゴ I ル キイ 

の "Rolling  Stone" を讀ん だ。 

夜、 睡氣 烈し。 七 時から ひぢ 掛け 椅子の 中で ぐっすり 寢 込み、 時々 股が 醒めた が、 殆ど 立て 續 けに 變な を 見て ゐた U 私 

は 烈しく 壬 生^,, 議論し.. 森 本と 1^ 論し、 誰 だかと 心から 笑 ひ、 誰か 部 嵐の 戶を 叩いて ゐた 時に も、 nuil を 開ける こ-, が 出 

來 なかった とか、 色々 その他の 事 を。 かくして 終夜、 私 は 催眠術に か、 つた もの k 機に 過した。 

ョ月 二十 一 1 一 B。 月曜。 風が 變 つた。 今、 南風で ある。 おかげで 瞹ぃ。 ー樣に 雪が とけ はじめた。 力- 'ネ イシ ヨン は、 今朝 は 

今までに なく 宰福さ 5 に 党え る。 私は此 花の 爲 めに 可成り 心 を 費して ゐる。 時々 毛布で 包んで やる、 時々 陽の 當ろ處 におい 

て やる、 又、 暖房 具の 傍まで 持って行って やる こと も ある。 此 花に 與 へる 愛の^ さよ！ 

大. € 協會 (rHniv.  society) に 手紙 を 書いて、 「愛轡 家の 沙 翁」 (Book-lstrs  Shakespeare) を 一 揃へ 註文す る。 契約の 仔細 は 次 

の 通り 11 

「拜 啓、 半 草 製の ブ f ク ラバ， ズごゾ ェクス ビア】 揃へ、 貴店の 特價 二十 五 弗に て、 小生 宛、 下見の 爲め、 蓮 赏先拂 ひに て 御、 经 

り 被 下 度 候、 もし 該齊籍 満足の もの なれば、 當着 五日 以内に 一 弗、 其 後 十二 ヶ月 間、 毎月 二 弗づ、 支拂ひ 申すべく 候、 もし 

完全なら ざ， C 時 は， ^ちに 御 通知.^ し， 貴店の 指阖 通りいた すべく 候」 

ニュ 1 ョ 1 ク. フィプス. ァ ビニュ 七 八 ュニバ 1 シティ • ソ サイ ティ 

午後 は 五 寺まで、 機 W: 科の 試驗に 出る。 余 は 生れて 初めて、 試驗を 受けて ゐる i! 生や」 監督した。 彼等 を法視 して ゐ ると、. 


今まで 驗 した ポ のない 妙な 感じが 起って 來た" 余に は、 學生達 は 甚だ 聱澤 な、 専制 的な 存在で、 そして 余. nr 身 は、 彼等の 

怪しから，. 则 者の 樣に わ はれて 来た。 妙な 感じ を^した の は、 實際は その 時で なく、 それより 以前の 事で ある。 暇ら しい 

若い 三人の ゆ 生、 ^が パイプ を 吹かしつ、、 流行の、 小 ざつば りした 子 をして、 早熟の^ 床のお の に 見える、 何 かの 雜 

誌の 口 縛 を a- た 時の 事で ある。 余に は、 彼等 は、 甚だ 赘澤- 非赏際 的、 つまらない 誇り を 持つ、 非生憲 的な、 の强 いも 

のに 见ぇ る。 贤 際さ うぢ やないだら うか。 

際 生活の 要な 眞： €：：11 な 例へば、 自己 11 立、 愛、 犠牲な どの こと は 言 はぬ としても、 飢ゑ、 狂 3^、 非 俗に 慣れぬ 

まで も 知らぬならば、 恥ぢ るが よい。 一 錳<? 【の樣 な 一生 を 過さない 樣に 注意せ よ。 

夜、 佐山來 宅。 今から 少し 讀ま 5。 十 時 牛で ある。 落寞 たる 夜で ある" 風は暖 い。 { 仝に は 虽くづ が 打ちつ けられて ゐる。 

fsl^ 鼓して、 名 を 成す 可き だ。 . I 如何なる Ji で 名 を 成す のか。 あらゆる ものに だ。 .HrJ を， 適：； i に.；：；； 名に する ものに は、 十 

分； ぱ すべき ものが ある。 名 は 怠惰なる ものに は 笑み かけぬ ものである。 怠惰な ろ もの 又、 名， 鏺ゃ迎 へろ に 笑顔 を 以てしな 

い。 ^^^は神のものでぁる。 〔以下 十九 行 邦文〕 

巷 ある 所に 大； 付な 饑錢 がありまして、 <K 物と；： ムふ <d ^物 は殘 るく まな く^ひ 盡 されました。 人々 は 血眼に なって 何處 かに 饑 

凌ぐ 食物 はない かと ね^ります 巾に、 不陶 其の 祖先が 建て- 1 殘 した 大きな 倉の 事 を 思 ひ 起しました。 其の < ；-に は 潤澤に 

< 炎 物が あろ 答です。 て 此の を 開く 可き 鍵 は I！ 一つありまして、 ni 人の 人が 別々 に 持って： 35 りました。 

第一 の 入は大 3is な 金持ちで it も 米 も 澤山蓄 へて 居りました から、 此の <=s 事 は 左程 心に も 留めませんで * 鍵 は； お垂れの 落 

ちろ 所に 投げ捨て >ts きました から、 此の 饑錢の 時 は 半分 は 腐って ：一；3 りました。 周 園の 人が 餘り せがむ ので、 共の 鍵 を 以て 

^に 參. f ましたが、 其の 鍵を錢 前に 入れて 廻 さう とします と 脆く も 折れて 仕舞 ひました。 其の 人 は 格別， てれ を氣 にす る樣子 

もな く 「私の 處には 朱 だ <： ^物が 餘程殘 つて 23 るから 大丈夫 だ」 と- 人の 痛 さは 蚊の 刺した 程に も 思 はぬ らしい 顔 付で^って 

仕舞 ひました。 

1 九 〇 八 年  一八 七 


有 岛武郞 -<J- 藥 第十卷  】八< 

第二の 人 は 中々 の 智慧 者で、 時々 食物の 蓄 への ある 人の 處 から、 甘い 事 を 云って^ 施に ありついて、 此の 酷たら しい 饑饈 

にも 兎も角 一日々々 は 過して 參 りました。 借て 其の 人の 持って 居りました 鍵 は 金の 鍵で 立派な ものでした。 人々 が 倉. > 開け 

て 吳れと 4"釈 みに 參 りました から、 「それなら 開けて やらない でもない」 と.^ 體を つけて 倉の 戶を 開けに か- <り ますと、 鍵の 形 

がしつく りと 合つ て； りませんで、 ^前！ 1^ に 頼んで 削つ て 莨 はなければ なりません かった。 其處で 其の 人 は 急に 金 を 減らす 

のが 惜しくな つて、 人の辛さには思ひ遣り..^なく行って仕舞ひました。 

^三の 人 は贫乏 で、 從 つて 雠 ゑに 饑 ゑて 居りました。 自分が 饑-^ て 居る 計りで はなく、 其の 妻.^ 兒.， 、朋友，^ 親戚 も、 其の 

入と 同様」 饑 ゑて 居りました。 其の 人の 持って ゐる鍵 は 銅鐵の 丈夫な もので ありまし たが、 倉まで 行く 程の 元氣 もない 程に 

讎 ゑて ISS りました。 然し 今にな つて は、 兎も角も 倉まで 行く のが 食： 物 を る 唯一 の 道です から、 其の 人 は奮發 して 出掛け ま 

して 色々 辛苦した 宋に、 漸く 倉まで 来て 其の 鍵 を^ 前に 入れる と、 饑の爲 めに 倒れて 死んで 仕舞 ひました〕 

しか， 其の あとから 他の 人が 來て、 其の 鍵 を 廻し ましたから、 倉 は 開きました。 そして 食物 はすべ ての 入に 施された う 

です。 

一一： 月 二十四日。 火曜〕 曇。 寒し。 豫科 一年、 實科 一 年の 試驗。 午後 センチ ユリ ィ誌 所載の ホイ プト マンの 憶 ひ 出 を拔萃 して 

過す。 甚だ 而 白く、 晴^に 富んで ゐる。 彼の 雜 な 樂天論 は、 その f 年に 美しく か y やき 出して ゐる。 人類に 對 する 彼の 好 

意-親切な 態度 は、 讀む者 をして、 淚を 催さし める 程で ある。 か&る 健康な、 何の 見榮 もない 生涯 を途 るの は眞に 美しい も 

の だ。 

夕、 佐 山 を見经 る。 彼 は 東京に 行った。 彼 は 近 藤 重藏が 書いた ものと 認められて ゐる 北海道の 地圖を 私に 貸して くれた。 

私の E:! めに、 札幌 病院の 一 忠 者から 借りて くれたの だった。 

n; 月 二十 五 日。 水曜。 晴れて 氣持 のい、 朝、 身 を 切る 寒さ。 

余 は、 一 99 山 登山 をしたら さぞよ からう と考 へた。 機械科ー年の：！^^驗〕 正午、 藻 岩山 登山の 計 畫を發 表した。 北海道の 地 


w を 5：： す £1 めに、 舉 生の J5-3、 丸 山の 助力 を 求めた。 答案 を •  採 した U 約 四十 名の： 生が この 遠征に 志：！ した。 早目にお 床 

に 入った。 殘 念ながら、 風が 出て、 ig つて 來 たので、 我々の遠征の計暨を延ばさi>.るを5!^.^ぃ。 〔以下 五行 邦文〕 

あろ 所に^ 淨 品と 殿 IS な 日 川 品と を 共に 賢って 居る 大 が ありまし たが、 思 ふ 様に 物が 捌けません ので、 他所の 店 はどう 

云 ふ 具合 かと 調べて 步 きました" 所が 一 つ 十^ 均一 店と-, ムふ のがありまして、 それが大1|^繁：；《:して居りましたから、 大店の 

主 入 は 心の中に ほく そ 笑みながら 歸っ て來 まして、 早 自分の 店 を 拾阊均 一 店と 致しました。 所が 誰も^ 似な： U 川 品 を 拾^ 

出して S ふ 人はありません かった が、 其の 代り 可 圆 も千圆 もす る 樣な齊 1: 品 は どんどん SA 手が ついて、 二三 曰の 間^ は大 

sr でした が、 四日目には閉；^^して仕舞ひました。 

三月 二十 六日。 今 ハル はま r 〔何てい やな 天氣 ばかりつ^く 事 だら う。 午前、 風、 雪、 霞 等々" 一 ロ中^^#乂：案の採點に過し 

た" 二^生 は 一生 懸命 に 地^ を t おして ゐた。 夕方、 我々 は 各自 その 仕^ を 終へ た。 

夜、 ^山 夫人に^ 鬭を 返す 爲め 出かける。 

三月 二十. PB" 金曜。 朝、 00 午後、 雪。 「伏 as の 曙」 の 著 1ql、 麼 古さん に、 一友 人と していた t きたいと： W ふ 手紙 を 出し 

た。 彼女が 余の み を、 末永く 績げて 行く こと を 許して くれる 返事 を くれ、 ばい- -が。 この 數日、 彼女に 對 すろ K 思.^ な、 

gs める おの 出來 ない 魅力が 次第々々 に强 くな つて 來る。 この 常なら ぬ 心 持 を 何と 名付けて 好い か 余に はわから ない" 想の 

£ ^に^しい ものと、 我々 の 夢想して ゐた 現實の 醜く さ を 娘って、 余の 心の 交り を^ 人の 内に 求めろ の は、 余と して は 八 丄く自 

然 の 成： 仃だ と 云 ひ る に ini 一 ひな い 。 

河 野 夫人に 手紙、 家と 愛子と 心 摩に 紫 書。 

午後、 ^^ニゅ期試驗採^？に過す。 夜、 獨立 敎會の 歴史 を 書く。 

一一 一月 二十 八 or  +: 曜" 稍 isF 

n 一月 二十 九 or  n 曜- sg。  降らず。 今朝 藻 岩山 登山 決行 Isf 生 達に 告げたら、 約 三十 ニ^の が 同行に Ik バ した。 三時 起 
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床、 四時 出發。 ^快な 駭氣〕 風 稍 i 激し。 舉^ 達 は 喜びに 溢れて ゐた。 我々 が 山に 近づいた 頃、 東の 方、 雲の 裂 m に HI 日月 

を 見出した。 finn 凡て 雪に 被 はれ、 大洋の 漠々 たる 中に ある 思 ひがす る。 資に _ ^激を 覺 える 眺めで ある。 我々 は溫 iT 水 場の 傍 

を 登り 初めた。 以前 余が 札视に ゐた當 時、 此處 ら邊り は樹々 に 隙間な く蔽 はれ、 奥深い 森に 特有の 濕；； li- の 香 を 放って ゐた。 

^し 今 は、 その 樹々 は 伐ら れ、 ー帶の 耕地に 變 つて ゐる。 期く して、 自然 は 年々、 人類に 從 へられ、 1^ に は 人類の 手の 觸れ 

ない 處は 無くなる であらう。 然る 後. この 地上に 生れた る もの こそ 禍 なる 哉！ 原始の 姿 その ま、 の- :!: 然の 見出し 得ぬ 環境 

に 置かれたならば、 如何なる 變 化が 人間性に 來 るか。 想像 さへ も出來 ない。 恐らく は、 その 時 こそ、 1£ び 悲しむべき 廢墟ょ 

り 救 ひ 出される ことのない、 人類の 完全な 腹 落の 時で あらう。 

^上より 橇 で 滑り 下りた こと は 學生達 を 限りなく 樂 しませた。 彼等 はまる で 文字通り 1^ 喜して ゐた。 

それから y 教會に 行き、 池 田 氏の 代りに、 女子 高等科 を敎 へた。 鱧拜の 時の 竹 崎 氏の 說敎 は大變 よかった" 論理 整然たる 上 

に、 多分に 燃 ゆるが 如き 熱 を 加へ たもので あった。 それから、 E 曜舉校 教師の 月例 會。 久保 田夫 入に お別れ を 告げなければ 

ならなかった。 

歸 i 七 後、 大石 來訪、 文舉談 をな す。 夜、 两 川の 機 關紙、 「東京 社會 新開」 を讀 む。 先日、 西 川 は社會 新聞から 片山を 除名し 

ようとして、 社會 主義者の 間 に 分！ _ 、を 生ぜし めた。 片山は 「社會 新聞」 の 編 輯 を續 け、 西 川 は 「東：； 社會 新聞」 と 云 ふ 別な 

もの を 出した ので ある U 社會 主義者 間の この 誤解 は、 彼等の 間に 有力な 統率 組織 をな す 者が なく、 一面に 彼等のう ちに 多く 

の、 非常に 多くの 歷亂 者が ゐる爲 めだと 思 はれる。 日本の 瓧會 主義が 堅實 なる ものと なる 爲 めに は、 爲 すべき 事 は 非常に 多 

く ある。 

11 一月 11 一十 日。 月曜。 雨と 風- 風と 雨" トルストイの 「入 半； 論」 を讀な 大久保 來訪" 午後、 「人生 論」 とル ー ソ ー の 「$; 白 

錄」 を 甚だ 與味 深く 讀む。 夜、 寄宿 舍內の 信者が 集った。 余 は 一 場の 話 をした。 

又しても 余 は 凝 聽 である。 限りなく 寂しい。 活力が 全く なくなった 樣な氣 がする。 自ら 弱さ を 感じる。 どうして かう 變り 


の £ らう。 兩.^ が 窓 を か， i;^ くとうち、 窓外 は 一 面の 闇で ある。 雜の 落ちた 楡の樹 は、 骨ば つた 魔法 使の 樣に 立ち、 S 

せこけ た 腕に 似た その 管 幻の 樣に搖 つて ゐる。 汝、 老いぼれ 奴、 余|弄し、§^弋か如くに、 何の 謹 を 使って ゐる のか。 

ま て、 あちこちに § く 姿を兒 せて ゐま地 は、 悉く 何 か 恐し いは 物の 不格好な 口の 樣に 見え、 余 I 弄しよう とて、 

そのに 出來る だけ 大きく 開いて ゐ るかの 浸 見える。 I が 佘を8 するならば、 余に け、 堪 へられない 苦しみで ある。 余 

は その 時、 凡ての 抑 制を 失 ふ。 汝、 i な 自然よ、 余 を 扉す る 勿れ。 汝の 知ろ 如く、 佘は人 牛： の港 し S である。 余に 味 

方し、 余を賤 しむる 勿れ。 汝の 胸に 余 を 抱け。 

一一 一月 一 一一 十一 日。 4 雨と 風〕 朝、 限の 興 ま 持って ル， ソ， の 「お- H 錄」 § 午後、 i の 管理に きて， ^ 

A ノ？ たく ひ、 本 31 れる。 彼 は 特に この 方 だから、 |事務 は 知つ 5 ろ だら、 つし、 纏し S ると 思つ 

r- ゐ た.；、 § よさう でもなかった。 それから 少し I をして 森 本の ま葡。 isi 以上た つて である。 棄夫入 

よ， こ さう に またので、 大いに 嬉しかった。 彼 S 親 sif 引 f て、 夕 飯を 食べて 行く 蠻す、 めて くれた 力 

ら、 喜んで 受けな それから 一人で 5,: かけ、 I 局の 技師 大 i の 家へ と 行く。 取りと めの ない f して、 夜更けて 歸宅。 

それから びル ー ソ，。 

四月 一日。 . ^曜。 晴大。 ほんた うに 春の 様な がする。 今日 1 日で、 木の芽 も 突し く 延びた に 違 ひない。 余 を 自滅に 驅り 

きる な J が、 、： £ 迫る-」 と 甚だしく、 余 はす ソ 11 みながら、 絕 えず 心赢 中す る こ あ 妨げられて ゐた" f 

知らず 5 の 手 を 止め、 余の 穩は 裏と 云ふ考 のま はり I つて ゐた。 余 は 大氣が 抑へ つける やうに、 息づま I に、 果 

U? はの ま-とめ li じられ た。 余 はもつ と、 自由に 呼吸が したい。 余に は 今 曰 心の中で 考へ ぬいて ゐ たこと を、 

かど- 「か はわから ない。 とにかく、 こんな 狀 態が 變ら ずに 續く ならば、 こんな i に堪 へる こと は 殆んど 出 來さ う も 

ない。 r、 余が 實 現の 手 f 採るならば、 それ は 少し は 遲れて 五、 六月になる こと、 これ だけ は 確かで ある。 年月の 余 を 

きと は、 はげしい。 佘が もし、 幸 ひに も 死神の 恐ろしい 手から 拔け 去る ことが 出來 るなら、 余 ま 41 に堪 i 
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る 程、 强く なり？ であらう。 余に して、 もし 堪へ 得ないならば、 何等 人生の 意義 を穩 する 事 S ず、 一 個の 幻影の 如く 

に： きのび て Is- るより は、 命， 3- 斷 つた 方が 如何にい、 か、 解り 切った 話で ある。 

ぁ气 余 は 何と 冷靜に S 的に、 余の 恐るべき 讓 I "じて ゐる 事で あらう。 且つ、 此の 隱に 於ても、 何故 余が 自ら 0 

破滅 を考 へて 怖れる のか、 理€ がない 樣に 余に は 思へ る。 槪 して 言へば、 I 权を 遂行す るの は 大して 唯し い 事で もない。 S 

意義な 入 牛： を， 逡る こと を考 へる と、 あ.,、 それの 方 こそ 恐し、。  • 

終" ヶソ， の 「吿 建」 を 讀んで 過す。 彼の 謹 さは、 實に 男らしい。 然し、 彼 は 病的 li はれる。 彼よ 幾分、 舅 

態 的で、 それが この 本の |£値 を 非常に 下げて ゐ る。  -  f 蟹 

あ \ 余 I りに 匪で ある。 誰も、 何物 も、 余 を なぐさ I ない。 余に して、 更に 雲に、 人間 I こ蠢 あし f 

こと さへ 出來れ ば！ 否、 人塑活 ではなく、 「ま」、 生命 それ 自身に。 余 は審ぁ| 涯皇 つて ゐ るので まなく、 死せ 

る 生涯 を经 つて ゐ るの だ。 厭 はしい、 牛； 半可な 坐 存に呪 あれ！ 

夜、 同窓 クラブで、 Inl^ 岡の 疾 別會。 

父から 手紙。 京都 附近 旅行 中の 志賀、 木 下、 英 夫より 紫 書" 

夢 多し。 

S: 一一 nr 木曜。 曇。 1010 式 は淚 をき め 得ぬ ほど 鐘强 いものであった。 余 は 余の 屍が 農 こ 持って来られ 

る爵 を菌 した li 分 森 本 は § して くれる だら う。 裏 博ま禱 を 讀んで 下さる だ" う。 誰 |§ に， J してく 

れ るたら うか。 S 浸、 喜んで 余の 棺 I んで くれる だ 言。 K 余の 爲に 泣いて くれる かしら。 5 長い間 余の 事を覺 

1 ゐて くれる 者 i であらう。 かま 恐し い 幻が、 全く 余の 想 ひ を 捕へ てゐ た。 余は豐 平まで 葬列に 從 つて 行った。 I 

鈴 子さん に會 つた。 

午後、 すソ， 裏な 夜、 余の 蓮で 社會、 編者の 集り。 柿 崎が 出席して、 曰 本に 於け る 社會囊思想、 社會 磨に 對 


すろ 彼の 態度、 社會 主義の 將 來に對 する 豫想. その他に 就いて 長 廣\ ^を 振った。 誠資 のこ もった 集會 であった。 

何か范 いものに 譲され てゐる 樣な氣 がして、 余 は 胸に】 痛み さへ を覺 えた。 詰らない！ 如何して かう も 憂 ii になる の だら う。 

四月 三 or 金曜。 朝、 雨。 午後、 晴。 東京に 發っ宮 部 博士 を兑经 る。 それから、 朝早く 起さた ので、 少し 假睡" Foggazaro 

の "woman: の數 節を譴 む。 如何した わけ か 解らない が、 余 は 何 かいらくして、 實 際何亊 にも 自分 を 打ち込み 得ない。 今 

これに 手 をつ けた かと 思 ふと、 すぐ 他の ものに 手 をつ ける。 

余 は 森 本の 家族と 輕 川に 行く 約. fSf がして ある。 彼等に 伴いて 行く のが 億劫に なって、 ど 5 すると も 決めないで 一時まで 過 

した。 それから、 長い間 考 へて I < ^は褒 11 な氣 分になる と、 厭になる 位 鈍 霜になる —— 彼等に 伴いて 行き、 一時 五十 分の 

汽車で 出發 する ことに 決心した。 然し、 輕 川に 清く と、 彼等が 丁度 歸る ところで あるの が 判った。 そこで 余 は 彼等に 別れ を 

小：： げて、 琴 似 村 を 通って 步. いて 歸 つた。 余 は 一 入になる と 忽ち 苦い 幻想に 捕 はれ、 甚だ 喑ぃ氣 持に なって しまった" 平凡な 

5^ 色が 如何して あ 、强く 自分の 心 を 動かした の だら う。 何 か 不思議な 殘酷， 悲慘な ものと、 思 はれ、 感じられた。 

札 幌に歸 つて 見る と、 森 本の 家族 は 未だ 歸 つて ゐ なかった。 夜に なって 歸 つて 來た。 鈴 子さん は 琴 を彈 き、 我々 は 色々 な 

^を 歌った。 然し、 余 はずつ と 沈んだ 氣 持で ゐた。 余 は それが 恥 かしく、 少なくとも 表面 だけで も 愉快 さう に 見えろ 様に 努 

めた が駄 n であった。 心の底まで 痛んで 家に 歸 つた。 烈しい 雷雨の 後の 牛 の樣 になって 11 

父が 余の 配偶者の 候補者に する つもりで、 二人の 娘の 寫厲 を绘 つて 来た。 そのうちの 一人 (森) は 御茶ノ水 高等 女 ml^ 校の 生 

徒で、 彼女の こと を 鈴 子さん はよ く 知って ゐた。 鈴 子さん は、 その 人 は活潑 ではない が、 しとやかで、 よい 娘さん だと 云つ 

た。 〔以下 邦文〕 

あかる 

设爐の 薪 稍 i 燃え 下り、 飮 みかけし 茶 は 冷えて、 其の 表面に は 塵 を さへ 浮べたり。 炳き ランプの 下に、 友と 余と は 相 向 ひ 

て 胡^し、 何事に か あり けん 論じつ  ありき。 

夜 は 龍く 更けて、 彼と 余との 外に 覺め たる 人 はなしと 覺 えぬ。 
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彼 は 冷 かに、 余 は 熱したり。 

熱した る 余 を、 彼 は 冷 かに 正視し、 一 語 を發 する 毎に、 右の 食指 もて、 左の 掌を輕 くお さへ つ  >1、 論理 を 進む >c 其の 蘑 漸 

く 低く 且つ 重くな り 行きて、 やがて は 我が 熱意 をも驢 して、 灰と なさん ずる やと 思 ふに、 余 はいよ いよ いらだちたり。 

細き 蔡縷の 如く なれ ども、 超然と して 絕ぇ やらぬ 彼が 辯 難の、 遂に 終りに 近づけり と 見て、 我が 滿 腔の i: 意 唇 を もれん と 

せし 時、 其の 瞬間に 二人 は默 しぬ。 

俄然と して 聰厢 を搖り 動かす が 如き 聲 あり、 前庭の 樹梢を かすめて、 枝 を 振ひ條 をた わめ、 寒，々 として 雪 を 蹴って やがて 

遠ざかる よと 思 ふに、 距 りて 聞く 砲 S 感の 如き 響と なりぬ". 

^然として 其の 聲の 起れ る 時、 彼 も 余 も 固より 其の 風なる 事 を 知り たれ ども、 彼の 夢み る 如き 眼 は 忽ち if きて、 余 は Is 

に 寒さ を 覺.. ぬ" 

彼 は 語を繼 がず、 余 は 聲を飮 みて 互に 面 を 見合せ たる 儘、 心 は 打ち ふる ひて 風の 行方 を逐 ひたり。 


第 卜 三 卷 . 

一九 〇 八 年 (明治 四十 一年) 〔承前〕 〔原文 英文、 編者 譯〕 

四月 SOT  土 IT この 文 を 七日に 書いて ゐ るので、 土曜日 は どんな 天氣 だった か 忘れた" 風が あって、 雨が 降って ゐた漾 

な ひお がする。 ル ー ゾ ー の ri^:; 白 錄」 硏究に 耽った。 余の 心は尙 痛んで ゐた。 父に 長い 手紙 を螯 いた。 

四 OT-£nl。 BM" 晴。 敎會に 行く。 竹 崎の 說敎は 大してよ くなかった。 モリ ヱ ル集03^野柴ニ氏譯)を買ひ求め、 歸 宅後讀 

む" 初めて、 この 甚だ 溫 和な、 人情味の ある 天才の ことに 就いて 知った。 

四月 六日。 雨〕 余の 憂 蘇な 氣持も 去って 行く 樣に 思へ る。 余 は 新しい 精力 を 得た" 然し 尙、 この 外面 的な 心の 安ら 

かさが、 び かに 苦い 感情と 變り はすまい か、 甚だ 心 もとない。 それ を 思 ふと 甚だ 不安で ある。 

朝、 モリ エル を 讀んで 過す。 午後、 道 廳の山 田に 會 ひに 行く。 それから 歸宅。 後、 森 本の 家に 行く。 夕食後、 彼の 弟の 

タカシ 君と、 社會 主義 及び 宗教に 就いて 長い 事 議論 をした。 彼 は 非常な 急進的な， HI 我 論者で、 彼の 信念 は ある 論理 を 持つ 相 

當 よい 根摅を もって Sis る。 彼 は 又、 嘗て は 敎會の 牧師であった から、 キリスト教の 致命的な 弱點を 知り 拔 いて ゐる。 自分の 

立^ は、 ？ 慮な く 攻撃され る だけの 事 は あるの だ" 余 は、 自我 主義が 終る 時に、 キリスト 敎が初 まること を 知る やうに なつ 

た。 余の 考 へた 問題 は 次の 通りで ある。 

(一) もし .：11！ 我 主義に 從ふ とすれば、 我々 の 生存に は 二つの 有機^ —— 卽ち、 個人 有機 體と 社會 有機 體 11 が あると 云 ふ 

こと を 1^ むこと は出來 ない。 一方の 利益 及び 便宜が 他の ものと 一致し ない 場合が 多く ある" か.. -る場 八 口に、 我々 は 何れの 有 

機！^ につくべき か。 もし 我々 が 個人 有機 體の 方に つくならば、 社會 有機 體は 個人の それより 遙 かに 大きく 强 いもので あるか 
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ら、 個 入 有機 體は、 必然的に 自己 破滅 を 意味す る 正反對 の、 社會 有機 體の 力に 依って、 容易に 壊滅され るで あらう。 もし 又、 

かかる 場合に、 我々 が社會 有機 體に つくならば、 その 實行 の爲 に、 如何なる 程度まで 我々 が 我々 の 個人 有機 體を抑 ふべき か 

と 云 ふ 問题が 起って 来る。 故に、 蜜蜂の 生活に 於て 見ら る k 如く、 々？： 個人 は社會 有機 體の爲 に は、 各個 人の 要求 を 抛棄す る 

樣な狀 態に 至って、 初めて 社會 有機 體が 最も 榮ぇ ると 言 ふ 事 は、 過去の 事實が 物語って ゐる。 もし 一匹の 蜜蜂が 他の 蜜蜂 か 

ら 別れるならば、 如何に 藻 分を與 へても、 如何なる 注意.^ 拂 つても、 それが たど 有機 生活 を 脱した と 云 ふそれ だけの 理由の 

爲に、 一 兩 日の 間に 必ず 死んで しま ふ。 もし 我々 の 有機 生活 も 此の 如き ものである とすれば、 我々 は 何處に 自我 主義の 眞の 

利益 を 見出し 得る の だ。 キリスト 敎と はこの 有機 生活の 別名で ある。 

(二) 自我 主義 生活の 唯 I の 目的 は 便 {且 と 言 ふ 點 にある。 もし 社會の 生活、 存在に 矛盾 しないと； K ふ條 件の 下に、 各人の 

思考、 行爲 が、 各 八の： Jli 活、 存在に 便宜が あるならば、 自我 主義 生活の 目的 は 完全に 達せられる" それでよ し。 然し、 どう 

して 我々 は 便 1ぜ とい ふこと を考 へる ので あらう か。 我々 は、 我々 の 思想、 行動の 直接の 結 架が 便宜 を裔 すの か、 それ 等の 終局 

の 結果が 便宜 を もたらす ので あらう か。 前者の 場合に は、 ひ1 會に 生存す る 事 は 決して 苦しみで はない。 何と なれば、 直接 結 

果 のみ 考慮に 入れられるならば、 大部分 他人に 損害と なる もの は、 個 入に 最も 便宜と なる ものである。 直接 結果 を 最後の 目 

的と 考 へるならば、 儲ける よりも 盜 むがよ く、 貯へ るよりも 使 ふが よく、 產み 出す よりも 殺す 方が よく、 造る よりも 滅ぼす 

がよく、 貯へ 積む よりも 使ひ盡 すがよ いこと- 1 なる。 自我 論者で も か >- る 生活 狀態 を是 なりと はしない であらう。 然 らば、 

後者の 場合になる べきで ある。 もし 然り とすれば、 一 個の 思考 又は 行爲が 終局に 於て どうなる か を 誰が 豫 見し 得よう。 又 そ 

れが 便宜 的に 終る かどう かも 誰に わからう。 こ に來 て、 誰もが 途方に くれざる を 得ない。 

故に、 自我 論者で さへ も、 理智 11 その 前に は、 漠 とした もの、 不確かな 何もの もない 理智 とい ふ 確た る 土臺の 上に 立つ 

てゐ るの だと は 主張し 得ない。 

四月 七 or 火曜- 雨、 後 暴。 一 日中 部屋に 閉ぢ こもって 勉强。 憂鬱な 思 ひしげ し。 座古孃 から 來信。 言語に 絕 する 喜び！ 


彼女 を 親しき 友と 思 ふ 事 を 許して くれたの だ。 湧き 立つ 思 ひが 胸に 逼り、 どうしてよ いかわから なかった。 汝、 憐れなる も 

のよ I 人の 情 を あてに して、 汝は 傷け る 獸の樣 に、 到る 處に 癒しの 泉 を 求め 歩く。 余 は 彼女の 宗教 上の 熊 度が、 甚だ 消 

極 的な こと を 知って ゐる。 而も 尙、 彼女と 宗敎 問題 を、 調子よ く 論じ 合へ るなら ば、 不思 .1 である。 それ にも拘らず 尙ほ、 

余の 心 は 彼女に 燃え、 焦れ、 思 ひ を^せる。 神よ！ 我 を 憐れみ 給へ。 

四 月 八日。 水曜。 晴リ 朝、 余が 歐洲 旅行 中 買 ひ 求めた 土 產の品 を、 家から 经 つて 来た。 部屋の 片 づけ。 ル ー ソ ー を 讀み續 

ける。 

十一 時、 寄宿 <f:i の 記念祭が あった。 ^長、 橋 本、 時 任、 森. H 出席。 611 長は大 へん 巧みに 話した。 夜， 餘興。 喜劇と 道化、 

wra と；^ 雑。 

£ 月 九 or 太 曜。 風强 し。 學 校が 始まった U 第二 學期 同樣 三組に 出講。 

敎审： で^ 生に 會ふ。 武者 小路より 「荒野」 を 受ける。 余 は 彼が 本 を 出版す る 計賓を 立て ><ゐ たこと を、 志賀 から 聞いて ゐ 

た。 これが さう だ。 裝 幀が單 純で さつば りして ゐる のが、 何より 一番 嬉しかった。 內容 十二分 滿 足な ものである。 著者の 生 

命と 個性 を、 生々 と 表現して ゐる。 思想が 若い と 云 ふこと は 否む ことが 出来ない。 然し、 それぐ の 思想に 信念の 恪 印が あ 

る。 それ は $ ^いこと である。 余 は 直ちに ペン を-取って、 大いに 赏讃の 手紙 を 害いた。 然し、 お 毋-辭 ではない。 この 小册 * 十 を 

受け取つ たと 云 ふこと で、 今日は 大いに 記念すべき 日で ある。 

夜、 社^主義者の 築り。 橘が 敎會 法；^ 締令 について 話す。 

四月 十 or 金曜。 風强 し。 各 組に 教授し、 W. ウイ.' ト マンの 生涯に ついて 語る。 興味 「荒野」 を讀 む。 森 木が 靜子さ 

ん のこしら へた 窠子を 持って 來て くれた。 夕方、 森本訪 間。 靜 子さん は 二三 日 前から 加減が 惡く、 今晩 もよ ささう に は 見え 

ない。 縢で， 森 本の 家で 變 な^ひが あった。 森 本の 弟 は、 余が 前に 述べた 樣に自 我 論者で、 高 松 も 在来の 信仰に 疑 ひ を 起さ 

うとして ゐる。 それに 加へ て、 靜 子さん の 心 はま だ 若い。 彼女 は、 無 邪氣な 好奇心 を 持って、 世の中の 樂 しみ を 求める。 だ 
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から、 この 流れ をせ きとめ、 自己の 主義で 一家 を 保って 行かねば ならぬ 者 は 森 本 だけ だと 言 ふ有樣 である。 然し 森 本 も 心の 

奥底で は、 世俗的 幸運へ 自分の 精力 を 向けた く 思って ゐる樣 に 見える" それでも、 古い 習慣と、 自ら 信じ 來 たった 事 を 堅く 

持して ゐ る。 外 の 誘惑の 何と 强 いこと よ！ 

余の 周 園 を 見渡し、 余の 味方と なるべき 友人の たお 一人なる 事 を 思 ふ" その 友 は危險 多い 大洋の 荒々 しい 航海に 出て 行つ 

てゐ る。 余と 彼の 心 は、 この 上 もな く 美しく 調和しながら、 鼓動して ゐ るが、 彼 は 自ら を 余の 友情に ふさ はしからぬ ものと 

考 へて ゐる樣 に 見える。 どれ 程 余 は、 彼 を 憐れみ、 敬 ひ、 慕って 居る 事で あらう！ けれど 凡て は 何の 效 もない。 他の 一人 

の 友 は 余の 傍に 住み、 每日 余と 交際し、 常に 余に 親切で あり、 常に その 寛大な 奉仕 を 余に 盡 して くれよう として ゐる。 然し、 

余 は、 彼と 余の 間に、 不思議な 溝の ある こと を 感じる。 どんな 溝 か、 自分自身 では 說 明が 出來 ない。 多分、 彼と 余 は、 今 は 

全く 同じ 嫌な 生活 をして はゐ るが、 二人とも それに 滿 足して ゐず、 そして 我々 が 將來经 らうと して ゐる 生活 は 同一 種類の も 

ので はない。 彼 は、 余と 全然 異なる 夢 を 築いて ゐる。 これ こそ、 余に 對 する 彼の 態度に 對 して、 心から 親しむ 氣持 になり 得 

ない 鎮の原 W ではなから うか。 余 は孤獨 だ。 

四月 十一 B。  土曜。 曇" 時々 雨。 が豫 科に 倫理 學の 講義 をす る 時間 11 十一 時まで 家で 勉强。 午後 再び 讀 書に 過す。 

夜、 前 田、 板 倉 • 小 熊、 來訪" 

四月 十二  B。 日曜。 曇。 風 あり。 敎會に 行く。 竹 崎の 說敎 は、 最近 特に 議論が 多くな つたので、 その 力 を 一般 聽 衆の 間に 

失 ひ はしない かしら。 說敎は 心の 體驗の 表現で なければ ならない と 思 ふ。 聽 衆の 理解と いふ 智的 方面に 訴 へる 說敎 でも、 深 

い 精神的 II 驗の 結果でなくて はならない。 さう でない と、 その 贯耍な 意義 を 全部 無くなす であらう。 

日曜 舉 校の 組 制度 稍 i 改良 さる。 

午後、 杉 村の 「大英 遊 記」 と、 西 川の 「革命 者の 心情」 を 讀んで 過す。 前者 は才氣 が^ 立って 居る が、 それだけの もの。 

後者 は、 生な、 冗漫な 文章 だが、 信念と 煽動の 火に 燃え、 甚だ 印象的で ある。 西 川 氏 は、 確かに 曰 本人に して は 非常に 面白い 


不思 な塑 である。 

夜屮、 烈しい 雨が 窓 を 打ち、 眠る を 得ず。 

今月 七日、 柬 京の 積雪 一尺 一 寸 なる 記事 を 新 S で 見て ー萼 實際、 地球が 無茶苦茶の 樣 である。 今年 は 非常に 變な年 だ。 

, 1^ 饉で 來 なければ よいが。 

壬 牛： 馬から 獎書" 

夜、 眠くて 十 時 や 就床。 〔以下 次 頁 六 行まで 邦文〕 

或る 所に 死ぬ の を 大層 恐れた 人が ありまして、 「死」 と は 醜い 怖い ものと 思 ひつめ て、 何 か 醜い もの か氣 味の 惡 いものが 眼 

に 入ります と、 逸^く 逸げ 出す のが 癖でした。 

或る時 此の 人が 山路 を 歩いて 居ます と、 前方に 美しい 花園が 見えました。 近づき ますと 其の 美し さは 眼 も くらむ 計りで、 

色の あざやかな 杳の 高い 形の さまざまな 花が 處擇ば ず^き 滿 ちて、 それに 聲の はで やかな 鳥と、 姿の 可愛 ゆい 獸 とがた はむ 

れ 遊んで 居りました。 其の 人 は 現世に はありと も 思へ ぬ 此の 景色に 見とれて、 暫く は 得 も 進まずに 居り ましたが、 やがて 矢 

も循 もた まらず 其 處へ參 らうと しました。 所が 不思議な 事に は、 容 に 行けさう であった 道が 急に なくなって、 其の 代りに 

35 角け はしい 蛆道 となって 仕舞 ひました。 欺うな ると 其の 人 は 益 i 其の 美しい 花園に 行き 度くな ります。 倒れて 膝に 傷 を 得 

たり、 躓づ いてつ まさきに， 皿 を 出したり、 あせり 瘙 15 いた 末に やがて 花園の 入口まで 參 りました。 そして 其の 入口に 這 入ら 

う として， 其の 人 は 面色 を變 へて すくんだ 機に 立ち どまって 仕舞 ひました。 見る と 其の 入口の 正面に は 「此處 は 死の 國 なり 

此處 まで 來た人 は 死なねば ならぬ」 と 書いて ありました とさ。  

や 魔 と 云 ふ もの は よく 惡戲 をす る ものです。 

或る時 悪魔が こん がらが つた 絲を 人の子に 與 へて、 それ を 解いて 見ろ と 申しました。 

人の子 は 一 生驟 命で それ を 解き 始めました。 
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先づ 赤い 絲を 解かう とします と、 靑ぃ 方の 絲がハ 僑 i こん がらが りました _* 

靑 い の をと 思 ふ と 赤い のが こん がらが ります。 

黑も白 も 綠も黃 も 同じ 樣 にこん がらが つて 解けません。 

如何しても 解けません。  ， 

解けません から 人の子 は、 鋏で 以 つて それ をブッ ブッに 切って 仕舞 ひました。 

あた 

それ を a- た惡魔 は、 惡戲が 思 ふ 11 に 中った と 云 はん 計りに カラカラと あざ笑 ひました。  . . 

四月 十三 日。 月曜。 今朝まで 降り っ^いて、 からりと 晴れた。 讎 かしい 曰 だ。 

登校。 二 時 問 授菜" 午後、 阖 街 館で 過す。 夕方、 下町の 方へ 少し 散歩。 歸 宅して 見る と、 父上からの 御手 紙が 來てゐ た。 

農場の 問題。 ウィング 氏からの 一通 は、 何時に 變ら ず、 親切な 激勵の 手紙であった。 

余 は 相 1: らず 凝鬱 である。 余の； 2： に、 相互に 斷然 相容れ ず、 敵對 して ゐる 二つの ものが あって、 余 を 苦しめて ゐる。 最近 

特に 余 は、 時々 我知らず 椅子から 飛び 上って、 別に これと 言 ふ 目的 もな く 部屋 を 歩き 廻る ことがある 程い らくして ゐる。 

精祌簿 弱〕 汝は、 誰もが 汝の 苦しんで 居る 樣な 苦しみ を 持って ゐる こと を 知らない のか。 汝の 知人 を！：^ よ。 彼等 は靜 かで 落 

着いて、 s; かにな すべく 蓮命づ けられた こと をして ゐる。 而 して、 汝、 汝 のみが、 氣狂 ひじみ て、 心 落着かず、 他人が 何で 

もない と 思 ふこと に 苦しめられて ゐ るの だ。 否、 否、 否。 彼等 は それ を 何でもな いこと とさへ 思 はない の だ。 彼等 は 深く は 

考 へて など ゐな いの だ。 彼等 は、 傳統 に、 卽ち 彼等の 先祖が しろと 敎 へた ことに 滿 足して ゐ るので ある。 それな のに 余に は 

出来ない の だ。 余 は、 肖 分 自身の 立つべき 土 蕞-を 自分で 見出す まで 休ら ふこと は出來 ない。 余の 考は 誤りで あらう か。 

然し， その 祖先の 意忠 について 行く ことの 結 はどうな るか、 一考して みるがい \。 地上に は 進歩が なくなつ てし まふ I 

靑年は 目 醒めなければ ならぬ。 靑年 は、 假令半 歩の 進歩で あっても 進 4^ の 爲には 自己の 生命 を 捧げなければ ならぬ。 

停滞に 滿足 する 勿れ。 


g: 月 十四日" 火曜" s^f 

四月 十五 曰。 水曜。 非常な 好晴リ 一 つくの 木の芽が 地中の 養分 を 吸って ゐる 音が、 誰に でも 聞え る 樣な氣 がする。 燕の 

お を く。 父上から 御手 紙 を 受取る。 余が もっと 農場 管理」 注意す る 樣に御 勸吿、 外に 二三 貴い 御言 紫 あり。 現狀の 社會に 

遇 進し？ おる 様に、 余 を 訓育 せんとし 給 ふ 父上の 意阖は 十二分に 了解して 居る。 然し、 不幸に して 余 は、 現代 社會 と相關 係す 

る 何物 を ももって 居ない 故に、 父上の 訓育 は、 余 を舊錢 的な ものと 急進的な ものとの 中間 物、 微溫 的な 狀態 にある 人間と す 

るので ある。 余 は 凡ての 嫌悪の 念 を 以て この 狀態を 忌む" 余 は 父上が この こと を 了解し 給 はんこと を 望む。 さもな く-よ、 悲 

しい 不合理で は あるが、 多年の ii 忍の 破れる！ U が 何時か は來る だら う。 

夕、 森 本 を 訪れる。 森 本の 弟 は 明日 歸 京の 豫定。 靜 子さん は 我々 に 挽 茶 を 御馳走した" 今夜 月 は 美しかった。 余 は 更に li- 

/  になった。 如何し たらよ いか 解らない。 

四月 十六 日。 木曜" 喑- 美し" 今朝、 信 子と その 母から 来信。 二人の 間に 通信 を 止めようと 私の 提議した 手紙に 對 しての. 

返事で、 彼女の 結婚式 は 今月 二日に 行 はれた と 云 ふこと を 知らせて 来た。 (その 日の 余の H 記 を 見よ。 あれ は 余の 豫感 であ 

つたの か。) ティルディから 手紙。 余の 淋しい 氣 持が 大變 慰められた 優しい 言葉 を绘 つて 來た。 

授 菜に 出た が、 然し、 何とした 事 だら う、 何に 手 をつ けても、 間 誤つ いて 大變 可笑しな 事ば かりして 居た。 遂に 森 本に？？！ 

談 して、 不眠と 衰.^ の 恢復す るまで 二三 H、 札幌を 去る ことに 決めた" 

夜、 社會 主義者の^ 合。 森 本と 靜 子さん は、 留守に 余 を 訪れて、 會に 行った と 云 ふので 歸 つたとの こと。 親切な 事 だ。 煮 

卵 一 打と 菜 子 を吳れ た。 

々夜 5^ 近頃に ない 最も 恐し い 夜 だ つ た" 

四月 十七 3。  4: 曜。 暴。 

余 は ii- 岩 溢. M に 行く ことに 決めた。 六 時 五分 札 幌發の 汽車に 乘る。 心の 髓 まで 痛む。 〔以下 二 〇 六 頁 十 行まで 邦文〕 

】 九 〇 ベ 年  二. -ー 
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こなし-. こる り バンこよ、 Turgeniev の "Dream  Tales  and  Poems  of  Prose  - と、 此の 曰 記」. 和服と 二三の 剩品 あるの み。 

汽車 室 內の乘 客 は 皆 余の 顔 をう ち 守りて 不審なる 樣 なり。 小 樽 停車場に 下車し たれ ども、 如何にして 赤 岩に 達し 得 可き か を 

知らず。 輕 からざる 荷を携 へつ、 中央 停車場に 到り、 又手宮 停車場に 到りて、 漸く 馬車 を 雇 ふ 事 を 得たり。 不可思議なる 馬 

鹿なる 事の み をな して 自ら 噴飯す。 色內 町に てハ ンケチ ほどけて、 森 本より 贈られた る 菓子 を 路上に 落して、 赤面 地に も 入 

り 度く 思 ひたれ ども、 如何なる 故 か，： HI ら 自若 を裝 ひて、 かの 往來繁 き 中に 荷 を 卸し、 泥に 塗れた る 菓子 を 一 つ 一 つ 拾 ひて、 

そ を 平然と 再び ハンケ チ に^み 終り、 悠々 として 再び 歩き 始めし 如き は、 今 そを囘 想しても 顔に 汗 せんとす。 

道を迎 りて 溫 il^ に 下る 可き 懸幢の 頂上に 到れる 時 は、 我れ ながら 快哉 を 叫ばざる 能 は ざり き。 温泉宿 は 懸輕の 直下に あり 

て、 前に は渺茫 たる 海原 を控 へたり。 懸 纏 は 容易に 攀ぢ 難く、 海原 は 何時 波瀾 を 起す 可き や も 知らず。 今の 我が身に 似た る 

situation かなと 吳れ も 思 ふ" 

中 貧後蔬 岩の 上を步 して 溫 泉に 到り、 其處 なる 老媼と 語らん とせし も、 兩 降り出で たれば 其の儘に 歸 りて の 

Militcl つ を讃 む" 事 思 はず も 我が 頃 来の 瞑想に 觸れ たる もの 多 かりければ、 貧り 食 ふが 如くに して 忽ち 全篇 を 通讀し 終る。 

今 CH 殊に 激烈な ろ 頭痛 を 感ず。 我れ はよ く 自ら 縦 令 居を轉 ずる も滿 足なる 心意の 變化を 得 可し と は、 初めより 思 ひ 設け ざ 

りき。 唯 余 は 傷 負 ひたる 猪の 如く、 兎にも角にも 現在 己れ が ある 所の 位置 を脫 逸して、 他に 到らん と 欲せし のみ〕 他に 到る 

事の 架して 現在の 位置より 善き か惡 きか は 固より 關 する 所に あらず。 我が 鼓に 數 日の 滞在 は、 或は 我が 神經を 一 匿 直線 的に 

一層 鋭敏に なす や も 知る 可から ず" され ども 我れ は 兎にも角にも 札幌に 在る に は堪へ ざり しなり。 我れ は 今 相當の 同情 を受 

けん 事 を 心より 惡む 、己れ の 良心 を滿 足せし めんが ためにな し吳 る、 同情 は、 我れ 之れ を 受けて 却へ て 益 i 不快と なる のみ。 

我れ は 永く 此の 如き 同情 を與 へ、 此の 如き 同情 を 受けて、 其の 最も 偎値 なきの みならず、 そ は 雄々 しき 惡德 なる 事 を 適切に 實 

感 せり。 我れ は 一度 死せ ざる 可から ざるが 如し、 一度 死 以上に 强く 愛せざる 可から ず。 我れ は 未だ 此の 如く 愛した る 事.，， "く 

比の 如く 愛さ，^ たる 事な し。 言を換 へて 之れ を 云へば、 余 は 未だ 正當 なる 意味に 於て 全く 此の世に 誕生し 来らざる なり。 


是れ 余が 凡ての 悲哀の 根源な り" 又 余が 世に serviceable ならざる 所以の 根源な り。 

識？ C の 間 は 或は 海 5- に 出で、 或は 廊下 を 徘徊して、 努めて 心 を 紛ら はさんと すれ ども 詮なし。 余 は 岸 近く を 漕き 行く 漁船 

中の 壯丁を て 心より 養 ましく 思 ひぬ。 彼等 は 櫓 を 手元に 引きた る 瞬間に、 一 方の 手 を 放ちて 一 種の 調子 を 取るな るが、 其 

の 放ちた る 手 を 高く 舉げて 我等 を 呼び 越しつ、 高々 と 笑 ひたるな ど、 余 はう ち 守りつ . '彼等の 心の 如何に {. ^明なる 可き か 

を 思 ひて^ ましく、 そ を 見たり。 

想 のせさ 

〇 愛せざる 可から ず 

〇§« おの^ 

四月 十八 日。 土曜。 

今： 牛な り。 昨夜 十 時半 床に 就き、 床上に 輾轉 せろ 我れ の 胆は五 時に 開きたり。 佘は適 ほ 書き 績け 書き 續く 可し。 昨夜 

の=-はへ^^りて兌ぇざりき。 今朝 は 晴れ たれ ども、 戶 障に 當る風 は 最も 强し。 表戶 を閉ぢ 切り たれば うるさし。 

故に 我が 神 經は然 かく 刺激 せられて、 味へ ど 其の 味 を 知らず、 眠れ ども 夢 安から ざる か。 余 は 初め そ を 信 子の 他に 嫁 

がんと する を豫 想せ る 事、 1^ に 信 子が 嫁ぎた るの 報に 一層 强く 驚かされし 事に 歸 せんとせ り。 され ども 怪しむ 可し、 今 は 余 

は 殆んど 彼女の 事 を 思 ひ 居らず。 余が 心に も 云 ふ 可から ざる 苦痛 を覺 えしむ る もの は、 余が 傾けた る强烈 なる 感情 は、 脆く 

軟き ものに 衝 りて 憐れに も碎け 散り 去りた る を、 冷笑し 且つ 憤恚 する の 苦痛な り。 余 は 其の 中心に 於いて 一 の swprd に 過 

ぎた るに あらず やとの 危惧 は、 余 をして 失 と 苦痛との 淵に 沈まし む。 余 若し 一個の C ョ vs.d に 過ぎざる ならば、 余が 生存 

の^^,?^は：1:處にぁりゃ。 

余3^ふに或る者は余が確かに 一 の coward に 過ぎざる を 信ぜる もの あるが 如し。 然 かも 彼等 は 余に 生存 を强 ひ、 余に 努力 

を 促が すなり。 何の E:! めぞ。 一は 彼等 堅： く 此の 事 を 信ぜる にも拘らず、 卑怯に も そ は 大膽に 表白す るの 勇氣 なきと， 一 に は 
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彼等 は 彼等 自身の 自信 を 欺きて、 余が sward ならざる 事 を 云 

ひ、 余 を かく 信ぜし むる を 勉めて、 愛人の 念て ふ 美 はしき 感情 

\ を裝 はんと はするな り。 今は他人の判斷を！^^て己れの眞性を 

^ 批判す 可き 時に あらず n 余 は 如何に か L て 余 自身 を 誤謬な く 判 

： 斷し 可き 4^; 準 を 求めざる 可から ず" 信仰 か 自覺か 之れ をな す 

は 何物なる 可き。 期く 思ひ績 くる 間に も、 余 3 心 は 容易に 他事 

、 に 紛れ 去る 事 を 得るな り。 愈 己れ の 心 を 矛盾な りと 云 はざる 

. 能 はず。 昨日 余の 隣室に 二 入の 商人ら しき 人來 りて、 女中 を 相 

1 手に〕；^ も 肉的なる 戲談を 弄し 夕刻に 歸り 行きけ り。 他の 室に は 

ー！一 入の 壯士 俳優ら しきもの 來 りしが、 金を携 へずと て 一 人はタ 

刻； 月 出づる 頃より 祝津 志に 船を艤 して 金 を 取りに 行き、 夜 九 時 

L1 り 來り飮 み 且つ 騷ぎ たる 儘， 十 一 時 頃歸り 去れり。 離れた る 室 

に 釆れる は、 二人の 男と 二人の 女な りしが、 余が 廊下 を 散歩せ る 

際不阖 跟を留 むれば、 一人の 男 は 一人の 女が 便所より 歸 り來れ 

る を 擁して 之 を 抱きす くめつ ありき。 彼等 は 今朝 何處に 行き 

しか を 知らず。 今朝 早く 一人 中年の 人、 二 入の 雛妓. を携 へたる 

が 投宿せ ゲ。 朝 入浴し つ. - ありし に、 其の 人來 りて 今朝 三 4 小 

襟 を 出で て來れ りと 云 ふ。 やがて 彼の 二人 は來 りしが、 年 もけ 

たる 方 は 恥 かしげ もな く 入り 來 りたれ ども、 若き 方 は、 はにか 


みて 入らず。 余 は 之 を 可憐な りとうち 眺めたり。 

午前 は 岩 《k に 到りて^ 想す。 余 は 生れて より 今に 至る まで、 嘗て 中心の 要求の 爲 めに 動きた る 事な かりき" 余 は 世間 體の 

E::! めに 動きたり。 若しくは 入に よく 思 はれん が爲 めに 動きたり。 余 は 或る if に 於て 人に 譽 めら れ、 人に 尊敬せられ たり。 され 

ども 彼等 は 余 を 眷め余 を 尊敬す る 間に、 余を輕 蔑せ り。 此の 如き 尊敬と 榮譽と を 贏ち 得た る 入 は 呪 はる 可き にあらず やな ど。 

午後， 二： >rcain  Tales  を讀 み、 又 遠く 辨慶 岩まで 散策す。 歸宿 すれば 浴客 は 皆 去りて 余の み獨 りと なりぬ。 今夜 は 月よ かる 

！ 3- しと 待ち設け たれ ども、 雲 ありて 出で ず。 

^に 就きて 長く 眠りに 入る 事 能 はず。 眠りに 入りて 又屢 i 惡 夢に 犯さる。 陰に 至りて きな 臭し とて 人々 その 原因 を 求む る 

蹈に眼 ざめ て、 又 眠る 事 能 はず。 

EI 月 十九 B。 日曜" 

うら うらと 晴れ渡りぬ。 實に 美しき 安息日な りき。 余 は 今日よ く 嘗てな したる ことなき 實 驗 をな しぬ。 

昨日の 海岸 を 反對の 方向に 散歩す Q 午後より 「米國 に 於け る 田 11 生活」 を 書き 始む" 來客 多し。 Turgcniev の -  Dream  " + 

r  rocms、、 を む" 余の 健康 は 聊か も囘復 せず。 され ども 余 は 最早 此地を 去らん 事 を 欲す。 

四月 二十日。 月曜。 晴大。 

「米网 に 於け る 田？^ 生沾」 を霤 き續 け、 TIeaie  く の "Clara: を讀 む。 來客 多し。 余 は堪へ 得ぬ 程なる 物憂 さ を 感ず。 

四月 二十  一 nr 火曜" 晴天。 

ziHK より 侮 上に 軋の I 乾 あり。 戶を排 して 見れば， 鰊 群の 此の 海岸 近く 来れるな り。 小船 右往左往、 漁 入 は 混亂の 街に あ 

る 勇士の 如く 働きつ & あり。 余の 覯 屈せる 精神 は 殆んど 反動的に 曰 R 奮し、 直ちに 船を艤 して^ 上に 漕ぎ出で たり。 大な るか 

な 海。 

觫の 出せる 精液、 岸！^^-き海面を被ひて水色は殆んど草色をなし、 四 園より 集り 來れる 海 鷗の羽 裏に 反映して、 余が 未だ 嘗 
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て 見る isf あらざる delicate なる 眞珠 色に 輝け り。 

V 須臾に して 鰊 は績々 網に 上り、 旅館の 電話の 鈴 は 鳴り 續 けに 鳴り、 魚 臭 漸く 鼻 を 襲ひ來 る。 

晝食後 余 は 此の 旅館 を 去りぬ。 再び 札幌に 人り て 余の 爲し 得る 限り を盡 さんと するな り。 何事 をな し 得 可き や は 余 之れ を 

知らず。 小 樽に 入れば 旣に 頭腦の 甚だ 重き を覺 ゆ。 札幌に 着せし は 七 時半 頃な りしに や。 直ちに 森 本を訪 ひて 夜食の 馳走と 

なる。 彼と その 若き 妻と は、 同情に 滿 てる 面持ち もて 余 を 種々 に 勞ひ吳 れぬ。 余 は 感謝して 其の 家 を 去り 寄宿 舍に 藩せ しに、 

室 は 余が 出で たる 時の 儘に 甚だしく 混亂 しつ. - ありき。 堅く なれる パ ン 二三 斤 は 机上に、 殘し 行きた る 蜜 W 一つ 其の儘に、 

其の 他 余が 憂の 名殘 まざく と 見やられて、 余 はっく <\ と 余 自身 を 憐れみぬ" 

家より 手紙、 武者 小路、 山 本、 其の 他よりも。 河 野 氏より は 菓子の 小包 及び 書 狀 一通。 余 は 此の 夜乂 留め 度な き 涙に 暮れ 

ぬ。 され ども 暫時の 旅より 歸り來 りて、 余 は 我が家に 歸り 着きし を 思 ひて、 心 は 和らげられ 安く せられぬ。 此の 夜 睡眠 稍 i 

甘 かりき。 

四月 二十 一一 日。 水曜。 天候 晴し。 今日は 授業な し" 買物の 爲め、 町 をぶ らくす る。 兆 殿 司の 木彫の 佛像 甚だ 妙な り。 

力 ー ライル 譯の 「ウィルヘルム • マ イス テル」 と マチ ユイの 「隨筆 集」 到着。 

四月 一 1 十 n 一 B。 木曜 U 晴" 四 迷の 「平凡」 を 求め 來 たり、 相當 面白く 讀む。 到る 處、 諷刺と 皮肉。 諷刺、 批評 的の 態度の 

多く 漂って ゐ るの は、 近代 文學 作品の 著しい 特徵 である。 一考に 値する 事で ある。 

夜， 「社 會キ， 義例 會」。 

四月 二十四日。 金曜" 晴。 ブランデスの 「十九 世紀 文 學 の 主流」 到着。 これでよ し。 

寄宿 舍の食 物^ 給 問題が 起った。 どうしても それ を 解決すべき ところに 至って ゐる。 委員が 選ばれた。 恐らく 自治が 一番 

い、 方法 だら 50  • 

四月 二十 五 a"  土曜" 曇" 朝、 【倫 Si: (宗教と 道 德)。 午後、 プラン デス を讀 む。 委員 會に 出席。 宮都 博士が 御 親切に も佘 


を 訪れて 下さった。 御 親切に も、 余の 結婚 問題に ついて 新渡戶 博士の 意見 を 尋ね、 余の 父に 會 つて 下さった。 宮部 博士の 仰 

しゃる に は、 新渡戶 博士 は 余の 爲 にある 娘 を 見つけた が、 その娘の家庭の樣子が^«りょくなぃとのこと。 

夜、 遠 友 夜 if 校での リンカ I ン會に 出席。 そこで 足 助と 末 光に 會へ るつ もりであった。 末 光 は その 妻の 父が 死んだ 爲 めに 

數日前 北海道に 來 たの だ。 會が 殆ど 終る 頃、 末 光来り、 我々 はお 互 ひに 淚を 流して 握手した。 彼 は 相 變らず 敏感な 男 だ。 余 

の 沈んだ心 は 大いに 甦らされて、 心から ほがらかに 話した。 

四月 二十 六日。 日曜" 雨。 〔省略〕 

ra 月 二十 4J 曰" 月曜〕 晴。 〔省略〕 

£ 月 二十 八日" 火曜" 曇" 四時 間 授業。 可成り 疲れた。 午後、 寄宿 舍で庭 作り。 夜、 敎會で 委員 會。 末 光来り、 自宅 敎授 

を しょうかと 言 ふ 相談が あった。 北辰 敎 會にフ イツ シャ ー の 演説 を 聞きに 行く。 愚說。 失望 限りなし。 

余 は、 人類の 進歩に 實 貢 獻し る 何 か 仕事が 出夾 るので あらう か。 

森 木が 返^し はすまい か大變 心配して ゐろ。 神よ、 余に 勇 氣を與 へ 給へ。 

i: 月 二十 九 B。 水曜。 曇) 北西の 風。 甚だ 寒し. - 今朝、 文武 會がフ イツ シャ- 氏に 學 生に 挨拨 をして くれと 賴み、 余 は司會 

*f として、 十一 時半から 會に 出席した。 彼の 演題 は 「ある 金持ちの 王子 達と その 社會 使命」 と 云 ふ ものであった。 何とつ ま 

らな いこと を、 聽 衆に 述べた てた もの だら う。 あんな {4! つぼの 頭で、 日本の Y*  M*  C.A の 幹事になる なんて 恥 かしい こと 

である。 日本 入の 學 生の 頭 は、 少なくとも 彼より 一段と 進んで ゐる。 キリスト 敎は どん底まで 腐敗して ゐる" 我々 がた ^ 傳 

統 的な 輝 ..s から、 彼 を 現在の 役員と して 居ねば ならぬ と は 厭 はしい 限りで ある。 余 は、 今日の この結果 を 見て は、 氣も狂 は 

ざろ を？^ ない。 

午後、 セ リグ マンの 「歴史の 經濟學 的 解釋」 を讀 む。 それ を社會 主義者の 會で說 明したい と 思って ゐる。 吹 田 來訪。 文學 

について 話す。 彼 は 現代 文 學に熟 通して ゐて、 その 志望 は 小 設を霤 くこと ださう だ。 然し、 彼 は 根本的な もの —— 卽ち 個性 
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の 力に 缺 けて ゐる樣 に 思 はれる。 

夜、 森 本の 家で 祈 禱會" 余 は 甚だ 激しい こと を 話した。 キリスト 敎の 復活 精神が 長い間 へて ゐる。 不 K の 世の中！ 

四月 II 一十 B。 木曜。 晴。 格別 變 つたこ ともなし。 夜、 瓧會 主義の 會。 余 は 歷史の 經濟學 的解釋 について 論じた。 吹 田と 原 

がゐ た" 

五月  一 Ia。 金曜。 强 風。 襄烈。 學 校で 三時 間 gjr 歴史の 經濟學 的 研究 を續 ける。 

五月 二日" 士曜" 朝、 晴れて 暖か、 春の 如し。 

余が 顔 を 洗って ゐ ると、 ニ學 生が 鶴の 籠 を 持って来る のが、 窓越しに 見えた。 彼等 は 余の 眼の 前に それ を 置いた。 11 ゆ 

に は、 白と 黄色の 雛鳥の 一 群れが あった。 まるで 絹の 樣な下 毛の 塊り の樣 で、 柔ぃ絲 草の 上 を 妖精の 樣に ころげ 廻り、 よろ 

よろしながら 土から 餌 を あさって ゐる。 牝鷄 は 母ら しい 優し さと 熱心 さで、 1 心に 氣を 配って， 番をして 居る。 余 は 長い 事 見 

つめて 居た。 我 を 忘れて しまった。 不意に、 夢から 醒めた 樣に 我に 返る と、 すぐ ある 考 へが 浮んで 来た。 余 は 云った。 「人 

に は その 生活 を績け 得られる 天地が 十分に あるの だ。」 淚が 流れ 初めた 。余に は その 譯 がわから ない。 雛鳥と 何の 關 係が ある 

のか。 あ > -、 然し、 幸福に 滿 ちた 瞬間であった。 

朝食 後、 農場の 後ろへ 散歩に 行った。 春 はもう 忍びやかに 地中に 身 を ひそめて ゐる。 草が 萌ぇ 初めた。 樅 は その 綠の 若芽 

の 房 を 枝 一 面に つけて ゐる。 見よ！ あの 碧 色の {tH の 中に 雲雀が 囀って ゐる。 余 は 立ち止まって、 嚴 肅な感 にう たれて、 彼 

等の 歌に 聞き入った。 余の 心 を 動かして ゐる もの は、 確かに 希望で もな く、 幸福で もな く、 喜びで もない。 何 か、 もっと 悲 

しく、 更に 甘い./ \ ものである。 恐らく は 死の 囁きで あらう。 

倫理 舉の II 義" 

午後、 西 村 夫人に 會 ひに 行く。 それから 溫 室へ、 それから 原、 それから 森 本の 家に 滞在して 居る、 末 光に 別れ を 告げに 森 

本の 家へ。 がっかり させられた。 この頃 森 本と 私 は、 氣 持が 離れて ゐる やうに 思へ る。 森 本 は 深入りした 話 をしたくない 樣 


に 見える。 二つの 心の 間に は 相 觸れる ものが 何もない。 靜 子さん の 性質に も， 厭 はしい ものが あるのに 氣 付いた" 環境が 彼 

女 を そんなに したの だ。 彼女の 本來の 性質 は陽氣 なの だ。 それで 結構な の だ。 だが 然し 彼女に は 全然、 崇高な 向上心が 缺け 

てゐ る。 彼女の 視^ は 世間並みの 樂 しみに 限られて ゐる。 余 は 彼女 を 憐れむ。 

i! 非常に 恐し い 籤引 だリ 

五月 一一 一 B。  R 曜。 00 稍 i 霞む" 朝、 敎會" 竹 崎の 說敎は 明かに 平凡な ものに なって しまった" 彼は餘 りに 理窟つ ぼい 硏 

究に 耽り 過ぎた ので は あるまい か、 と 思 ふ。 

午後 大石 來訪。 彼 はこの 頃の 余の 精神 狀 態に 同情 を もって くれて ゐる らしい。 彼 は、 余が、 ともす ると、 あら はに ではな 

いが、 非常に 褒 il な 顔 付 をす るの を 見受ける と 言った" 彼 は 何かと 忠告して、 余 を 慰め 勵 まさう として くれた。 余 は その 親 

切 はわかった が、 受ける こと は 出来なかった。 彼が 余の 所に ゐる 間に、 森 本は靜 子さん や 高 松と 共に、 學 校の ぐるり を 散歩 

にやって 來た。 森 本 だけが 先に 來、 他の 入 達 は 後に なって 農科の 建物に やって 來た。 森 本と 余 は 草の 上に 橫 になりながら、 

他の 人達の 來 るの を 待つ 暫くの 間、 人生 問題 を 論じて 過した。 森 本 は 余の 憐れな 狀態を 笑 ふの みで、 餘り考 へ 過ぎない がー 

番藥だ と勸 める だけだった。 

暫くしたら， 他の 人達が 橋 本 敎授の 令孃、 縫 子さん と秀 子さん を 伴れ て やって 來た U 秀 子さん は 八つで、 元氣 で、 無邪氣 

な、 頼の 赤い 愉快な 子で ある。 その 罪のない 態度と 話し 振りに は どんなに 慰められた 事で あらう。 余 は 彼女に 余の 妹に なつ 

て くれと 輯ん だ。 その 瞬間、 余 は、 實際 そのつ もりだった。 

長い間ぶ らくして から、 森 本の 家に 寄った (余 は 家の 1W: に 入らなかった〕。 それから レストランに 行って、 家に 歸 つて 見 

ると、 足 助が 入口で 待って ゐ るの を 見つけた。 氣の 毒な 男 だ。 又 職 を 失って しまった" 我々 は、 彼が 獨 立して 生活す る 何 か 

方法 はない かと 相談した。 十 1 時まで 話した。 

今 s、 ビス トル を 買った。 佘の魂 は 余から 離れて 行く。 余の 魂 は 余の 最も 嫌 ふこと をす る。 怖ろ しい 事 だ" 
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「心の 苦しみ は 心み づ から 知る、 その 

よろこびに は 他人 ぁづ からず。」 (葳言 第 十四 章 第 十 節) 

五月 四 曰。 月曜" 雨。 朝、 學校」 足 助 は 余め 許に 一宿、 今朝 小 撙に歸 つた。 

午後、 敎科書 を 讀んで 過す。 非常に 難しくて 理解し 難く、 夕食の 頃まで か. - つた。 夜、 「太陽」 を讀 む。 河 野 夫人に 發信" 

|^.月五3" 火曜。 曇" 時 々雨" 登校、 四時 問 授業" 午後、 職員 會。 夕食後、 佐 山 を 訪問" 彼 は 理想の ない 男で ある。 憐れ 

むべき 人間 だと 思って ゐた。 今日は， 幸福で 元氣 さう に 見えた。 實際社 會と實 際 生活の 煩雜 さから 常に 尻込み をして ゐる卑 

去 者 ことって、 屢 i 理想が 避難所と なること が ある。 然し、 佐 山 は 人生 を 十分 樂 しんで ゐる樣 に 見える。 彼は爲 しても 大し 

た 便宜 も 得られな いから、 惡ぃ； 55? しないの だ。 自らよ ぃ氣 持が する から 善 を 爲す。 それだけの 事な ので、 何の .1 想 も 持つ 

てゐ ない の だ。 今では、 余 は 寧ろ 彼が 羨ましい。  ， 

夜、 ラスキンの 「此の 後 至る 者に」 と、 相 馬の 邦譯の 「その 前夜」 を讀 む" 非常に 下手な 手際。 

朝日 新聞 所載の 藤 村の 「春」 を 讀んで ゐん。 靑 木が 自殺しょう として ゐる。 自分に は、 讀 むに 堪 へぬ 程切實 に、 その 心 持 

がわかった。 

五 a- 六日" . ^翟" 雨" 影。 陽の 光り。 11 雨、 やさしい 滋藥分 を 持って、 木の芽 を はぐくみ 育てる 雨 だ。 今日は 授業が な 

いので、 家で、 「歴史の 經濟學 的 解 驛」 を 大いに 勉强 する。 余 は 漸く 纖 かながら、 何 か をな し 得る と 云 ふ 信念 を 取り 屍して 來 

た 樣な氣 がする。 メ ー ベルが くれた、 彼女の 寫眞 の. 裏に 書いて ある 數 行の 言 句が、 大 變に勵 まして くれる。 夕食後、 森本訪 

問。 今夜 彼等 は、 余に 非常に 優しくして くれた、 と 思った" それから モルガン 氏の 家へ。 可哀想な 人達！ 時には、 一 週間 も 

訪問客な しに、 坐" 續 けて ゐる ことがあ ると 言って ゐた。 余 は、 彼等に もっと 愉快に してやらなければ いけない。 余が ァメ 

リカ 滞在中の 人々 の 親切 を 思 ひ 出す と、 モルガン 家に 何の 注意 もしなかった のが 恥 かしい。 そこで、 我々 は 水曜日の 夕方、 

1 緒に 會 つて 英詩 を 研究す る 約束 をした。 確 宅 後、 再び 經濟 の勉强 をす る。 セ リグ マン は 理論の 批判と なると 平凡に なって 


しま ふ. s に 兌え ろ。 余 は 多くの 人に 手紙 を 出さなければ ならない の だが、 何 やか やで 怠って ゐる。 

五月 4S" 木曜) 00 風 あり。 時々 雨。 朝、 寧 校 0 夜、 社會 主義者の 集會。 余 は 歴史の 經濟學 的 解釋の 批判 を 論じた。 會 

が濟ん でから 吹 W はしば らく 殘 つて ゐて、 余と 文學 について 話し合った。 夜， 余 は、 毎 H 曜日の 夜、 會を 開いて、 何 かの 

論題に ついて 講義 をす る こと を提 した。 そこで 吹 出 は 「悲劇 を樂 しむ 動機」 と 云 ふ 題で 話す 約^ をした。 余 は ゴチック 雄 築 

について 話^う。 

五月 八 B" 金曜。 0. 雨。 朝、 寧 校〕 豫 科に 「花」 と 云 ふ 題で 小論 を 初める。 午後、 「アンナ • カレ- 1 ナ」 を 非常な 興味と 

^|:^な(八^とをもっ て讀み出した。 

父上から 手紙。 少し 調子が 荒い。 父上 は 又、 余の 父上に 對 すろ 態度に 疑惑 を 持ち 初めた ので はない かしら。 余が、 新 渡戶、 

部兩 博士に、 結 問^に ついて 助力 を 求めた と 云 ふ 事が、 御 心を惱 ましたの だと 思 ふ。 余が 父上の 御 心 や 主義に 對 して、 

謀叛 を 企んだ とお 思 ひに なった に 違 ひない。 余が 家から 離れて、 父上の 事な ど 念頭に 置かずに， 獨立 しゃすまい かと 御 心配 

なさって ら れる樣 だ。 又、 露骨な クリスチャン となり、 父上の 支配 を 避けよう として るので はない かと 御 心痛の 樣 であ 

る。 あ、、 最愛の 親切な 父上よ！ もし あなたが、 余 を 信 鎖し、 裏：. 1 からで はなく、 適當な 方面で 余 を 解剖して 下さるなら 

ば、 かたくな V 惡者 ではなく、 どうにかして 父上と 妥協しょう。 如何にしたら、 つまらない 者で は あるが 好かれと 祈る 息子 

の 意志 を、 一 番 よく 父上に 理解して 頂か 5 と 内心 努め 苦しんで 居る 心 貧しい 息子で ある 事が お 解りになる であらう か。 父と 

して、 何とい、 方で あらう。 この 上な く 純な 御 心で、 たに その 息子 達の 成功と 安樂と を 望んで Sl£ られ る" それ を 十分に 理解 

しないな どと 言 ふ 事 は 決して あり 得ない U 然し、 闲 るの は、 自分に は 父上の 生活 態度に 全然 12 意 出来ない 事で ある" あ、、 

余 は 何とすべき であらう" もし 父上が 余 を 叱責し 鞭打ち 給 ふと も その 責めに 堪 へる こと は 出来る。 然し、 淚と 苦悶の 鞭に 對 

して は！ 忍び 得ない。 從 ひたく さへ も ある。 神よ、 援け 給へ。 

余 は、 出來 得る 限り 父ヒを 慰め， 父上の 疑惑 を 晴らす つもりで 返事 を 書いた。 それが 父上 をお 慰めす る 役 ni: を 架して くれ 
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れ ばい. -が. *  . 

五月 九 B。  士曜。 曇 0 暖。 演習で 休日。 リ リイ ンマ、 ティルディ、 行郞に 手紙 を 書く。 

夜、 舉 生が s: 人會 ひに 來た。 皆 可愛い、。 眞 面目に 話した。 

五月 十 or 曰曜。 朝、 敎會。 午後、 在. 3V。 烈風の 上に 懇氣。 夕方、 湯 池と 西 E を訪 間。 

母上から 來信。 本當に 優しい 愛に 滿 ちた 御 便り だ。 父上が 再び 例の 病氣に なられた ので、 旅行して 環境 をお 變 へに ならな 

ければ ならない との 事。 ぉ氣の 毒な 父上！ 母上 は、 父上に 頑 强に抗 うて くれるな と 懇願な さらん ばかりで ある。 余 は 深い 

悲しみ を覺 える。 自分 は 稍 i 荒々 しく 抗 つたので はなから うか。 余の 爲に父 を 殺す なんて！ 余 は左樣 して 祖母 を 殺した。 

五月 十一 Bo 月曜。 晴。 風 あり 0 演習の 爲め、 2f なし。 父上の 御病氣 のこと を考 へて は、 家に ぢっ として 居る ことが 出 

來 なかった。 豐平 堤に 行く。 と 5 く 春が 來た。 樅 は 若芽 を 出し、 鮮 かな 綠 色を帶 びて ゐた。 櫻が 嘴いた。 蒲公英が 現れ 出 

した。 遠くに は 霞。 河の さ t めき。 女 は 愛に 滿ち、 男 は 希望に 滿 ちて。 

その 昔、 瞑想に 時 を 過した 所 は、 殆ど 變 つて ゐ なかった 。柳 も 小石 も 今も尙 ある。 

歸宅後 ラスキン を讀 み、 それから 佐 藤學長 を見经 りに 停車場へ 行く。 

夕食 後宮 部 博 土に ぉ會 ひしに 行く。 植物園に 居られた。 余 は 初めて 植物園 を 見、 その 樊 しさと 靜 けさに は 驚いた。 博士 は 偉 

犬な 王國を 持った もの だ。 唯 一 の 主人公な ので ある。 其處の 凡ての 者 は 彼 を 知って 居り、 彼 も 亦、 凡ての もの を 知って ゐ る。 

それから 星 野の 處へ。 其處 では 赤坊が 生れて ゐた。 

相變ら ずの 晴ぃ思 ひ。 

五月 十二 日。 火曜。 so 甚だ 塞し" 學 校で 四時 間。 午後、 ョ ー 口 ツバ 建築 史の 研究に 耽る. >  夜、 水 摩 科の 一 級。 父上と 母 

上と に 手紙 を 書く。 母上が その 母性愛 を 以て 余の 心 を 溶かす 樣な 優しい 手紙 を 書いて お寄越し になった もの だから、 余は自 

ら、： 弱い と は 思 ひつ  も、 眞の內 心の 感情 を 母に 云 ひ 現 はさ 父る を 得なかった U 


五月 十 HB" 水曜。 a5。 塞し。 今日 授荣 なし。 終日、 ョ ，口て ハ 建築 史の 研究に 耽る。 夕食後、 モルガン 氏の 許に 行き、 

パ ，ンズ の "Cotle*s  Saturday  Night  = の 硏究" 興味深し。 

祌川 師^ は 朝鮮の 暴徒 鎮 壓 の爲め 同地に 赴いた。 湖鲜 八の 侖魅 けの 蜜鬪は 憐れに も氣の 毒で ある。 誰も 何の 注意 も 同情 も 

拂 はない。 各^が 榮 えて、 I::! ひに その 榮華 を爭ふ 一方に、 小國 朝鮮 は斯く 無視され て、 忘却の 淵に 沈んで 行く の だ" 

五月 十四日。 木曜。 慈 ：1" 綠草を 培 ふ 蜜の 樣に 降って 來る。 楡の 花が 咲き出した。 揄の愼 しみ 深い 小さい 花 を 知る ものよ 

殆どない。 

午後、 ョ ー 口 ツバ 建築 史の 研究" 夜、 社會 主義者の 集會。 柿 崎 は 大いに 話した。 面白し。 

五月 十五 曰。 金曜" 00 風。 三時 間 授業。 午後、 入 學試驗 委員 會。 夕方 原の 宅で 晚餐" 彼は函 館へ 行く の だ。 竹 崎、 4y 山 

も 招待され てゐ た。 原 夫人が 琴 を 美しく 彈 いた" 大變而 白かった。 

クロ ルと 父から 手紙。 ファン ニイ は 少しも 手紙 を くれない。 彼女 は 私に とって 常にい としい 者で ある。 

五月 十六 B。  土曜。 晴。 森 本の 倫理 學。 午後、 f 築 5- 研究、 寄宿 舍で、 夜講。 吹 田の 「何故 悲劇 は樂 しまる  >1 や」。 余の 

「ゴ チプク 建築」 U 聽 衆多し" 

S 月 十. POT  n: 曜" 強風。 朝、 敎會。 竹 崎 は キリストが 神の 子なる ことにつ いて 話した。 彼 は、 キリストが 神 自らなる こ 

と を ずるの は 誤りで あり、 キリスト は 最，， ？ 高き 人格 ある 一 個人 間に 過ぎない と 主張す るの が 正しい と 主張した。 4^- は V ェ 

スは 神の 子 キリスト だと 信じて ゐる。 余 は 彼の 論理が よく 理解 出来ない。 余に は、 キリスト 卽 神の 子な りとの 彼の 思想 は g 

對 的な もので なく、 相 的の もの、 樣に 思へ る。 午後、 學藝會 の 委員 會。 夜、 前 田、 河 上 訪ね 來る" 

ティル ザィと 逢阪より 葉書。 可哀想な 人 だ。 脚氣を 癒す 爲に、 轉地 しなければ ならない の だ〕 先夜 彼 は その 失戀を 白した" 

ル， ソ， を讀 む。 吉 田の 「寫生 旅行」 興味 少なし。 

余 は 前に ティルディに あんな 手紙 を 出した こと を 後悔して ゐる。 恥 かしい。 何故， 余 は 感情 を 抑へ る ことが 出來 なかった だ 
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らう。 實際. 甚だ 烈しい 調子で- 愛情 を 彼女に 告白した の だ。 實 際さ 5 感じた のか。 さう だ、 あの 手紙 を 書いた 時には さ 5 

であった。 然し、 この 數日餘 りに 衝動的であった" もう 一度、 彼女に 手紙 を 書いて、 前便に 窗 いた 凡て を联り 消さう" 

五 3- 二十 4JB。 水曜。 こんなに 長い間 何も 書かなかった。 怠けた 上に、 書くべき 事が 餘 りなかった から。 父上と お 上 は 

父上の 病 氣の爲 めに 修義 寺に 行かれた" 母上 は その 地から、 非常に 優しい 手紙 を. 下さった。 手紙 さし 上げた が、 父上の 疑お 

を 心酏 して、 母の 宛名に しなかった。 志 摩に 母上に お渡し、 て くれる 樣に たのんだ。 志 摩 は 話 を おだやかに すます 樣 にと 大 

變思 ひや りのある 手紙 を くれた。 志 摩 は、 少なくとも、 I^x と S 共る 性格 を 持って ゐる。 

びき C 子から 手紙 を 貰った" 神經 衰弱で 今尙、 病床に ゐ ると 言って よこした。 彼女に 直接 返事 を 書かないで 母 f を 通して 

出した" 

トルストイの 「家庭の 幸福」 を 非常な 興味 を 持って 讀ん だ。 此の 話 は イブセンの 「小さき アイ ョル フ」 と 一味 通ず る 力 

ある。 而も この 现 代の 二 大作 家の、 結婚、 娘娠の 問題の 取拔ひ 方が 如何に 異 つて ゐる事 であらう。 イブセンの 取扱 ひ 方に G 

深い 劇.. 2： の 鼓動が あり、 トルストイのに は强ぃ 倫理的の 熱が ある" どちら を 選ぶ 可き か、 余に はわから ない 然 I、  I 

により 多く 惹 かれる 樣な氣 がする。 

日本に 來て 新渡戶 さんの 所に める リビ ン コプト 孃 から 來 信。 

ずっとい やな 天氣續 きだった。 今日 も 曇って、 暗く、 寒い。 何だか 物憂い。 何が — 自分で も 判らない。 然し 何 力 余 を は 

げしく 謎し つける ものが ある。 汝は此 くして 生涯 苦しみ、 そして、 ^に、 恐らく 何も 爲し 得ない 者に 過ぎない 事 を 知る だら 

5。 憐れなる ものよ！ 

否 ー 余よ 立ち上らねば ならない。 余に は尙 力が ある" 余に 力の ある 限り、 余 は 如何なる 誘惑に も從 はない。 神よ 余の 

祈り を 聞き入れ 給へ" 余 は 新時代と 共に 苦しまねば ならない。 新時代 は 何に 頓 るべき か を 知らない。 その 爲に 苦しんで ゐる 

のに こ。 だから 自分 もさうな の だ。 それ を 感じつ. -尙、 余 は冷膽 に、 滿 足して 行ける だら うか。 否、 余 は 新しき 生存へ と 進む 


出口 を兑 つけ 出さなくて はならない。 その 時まで、 停るな ー 

校に なし。 ラスキンの 「この 後 至る 者に」 と、 ブランデスの 「^十九^ 鈀 文^」 を is む" 後者 殊に-興味 多く、 余の 

今まで 知らな かつ た 新しい 知識 を 得た。 

五月 二十 八 B。 木曜。 晴" 授菜ニ 時間。 大 井から 電報が 來 たので、 停 寧 場に 迎 へに 行く。 大井は 相變ら ず、 快活な 人の 好 

い 男で ある。 然し、 彼の 性質に は、 何 か大變 卑しい 點が ある" 屮島 公！ 1 その他に 連れて行った。 岡 W 公 51 の 花は滿 開で あつ 

た。 い。 彼の 歸 つた 後、 i: 心に、 「社 會キ： 義. 革命 .國 際 キ義」 の 研究に 耽る。 然し、 會の初 まる 前までに 終へ る ことが 出 

來 なかった。 大 恥 かしい 次第 だ〕 

夜、 「社會 主^ 例 會」。 

河 野 夫人から 來信" 雜 誌を發 行す る 計畫を 告げて 來た。 

「ク t ィ ツエ ル* ソナタ」 の 攻撃に 封す る トルストイの 辯 解 や. 讚み 初める。 彼のべ ン から 流れ出る 論 は、 常に、 懐 時代の 現代 

に は 珍しい 强ぃ 信念 を 持って ひどいて 來る。 相變ら ず徴溫 で、 何の 決然たる 事 も出來 ない 余に 恥 あれ" 〔以下 一一： 行 邦文〕 

のと もす 光 を、 露に ぬれた 黑ぃ草 紫が、 一寸 遮ったら 螢は 火の 樣に 怒りました。 

翌日 太陽が 其の 草 紫 を 照して 居ました が、 戶惑 ひし た^が 飛んで 來て 影に なりました。 けれども 太陽 は 屑 を も ひそめ ませ 

ん でした。 

五月 11 十九 B。  晴" 111 時間 業" 午後、 トルストイの 「暗の 力」 を 讀んで 過す。 甚だ 力強い 劇 11 。 梁 川の 「寸光 

ご *i れミら 

^」 を隨 ふ。 少し 讚む" 彼の 属 理に對 する 賦 面目な 態度 は 著しい もので あり、 ，HI 分の 長 患 ひに 對 する 態度 も赏 むべき もので 

ある。 兆お、 子規、 そして 彼 は 良き トリオ となる であらう" 

五月 づ 一十 曰。 土曜" 喑" 朝、 倫理の 授業" 「愛」 について 話す。 余 は 特に 「自慰 1 に 就いて 力を入れて 述べた。 彼等が 出來 

る だけ 早く、 その 惡德 なる を 知って、 止める 事 を 望む。 午後、 文武 會" 洋行 歸 りの 藤 村 氏 を 招待した。 彼はト n. 'ル 荣の 

一 *  0  A 年  ニー  五 


有 鳥武靠 全集 ^十^  •  一二 六 

話 をした。 非常に 爲 になった。  . 

今夜 余 は、 「北^^^の聲」と題し、 イブセンと トルストイに 關 する 講義 を 初めた。 今日は 一日 忙しい 日であった。 忙し いのは 

い. 1。 人 は 忙しい 間 は、 憂 li な 物 思 ひに 沈む ことがない。 忙しければ、 隣人に 對 して 和いだ 心 持になる。 自己 耽溺 は 弱さの 

象徵 である。 

五月-一十一 01。 HI 曜。 好天 氣。 朝、 敎會に 行く" 午後、 「暗の 力」 を 讀んで 過す。 夕方、 森 本家の 招待に 行く。 愉快な 1 夕 

であった。 

五月 は 行く。 

午後、 两村 來訪。 

古本 を購 ふ。 「ノ， トル ダム」、 「口 モラ」、 グリムと アン ダ， センの 物語、 r ゲ 1 テのェ ，ケ ルマンとの 對 話/モウ バ， サンの 

短篇、 「パスカルの 思想」 等 々0 價約十 ョ圓。 

穴 月  一 月曜。 晴" 學 校で 二 時間。 變な話 だが、 〔縛が 書きたくて 仕方がない。 余 は スケッチ 帖を 取り上げて、 時の 過ぎ 

て 行く のも氣 にせずに、 手な ぐさん だ。 實際、 余 は 紫の 他 色に 及ぼす 不思議な 影響に 大いに 興味 を 持って をり、 紫と 他 色と 

の 上品な 調和 を 見出さう と 努力した。 或 程度まで は 成功した と 思って ゐる。 紫と 不透明な 靑の 混合 は、 死 を 思 ひ 出させる 樣 

な、 非常に 神祕 的な 印象 を與 へる" 紫と 不透明な 靑が 混じる と、 何とも 云へ ない 不 3|議 な 深みが 出て 來て、 太陽が 明るい 空 

から 照って ゐる 時に、 霧に 包まれた 或る 對象 物の 深い 影で も 見る 樣 である。 とにかく、 紫色と いふの は、 非常に 面白い 硏究 

材料で あると 思 ふ。 何日 か、 もっと！^ く 調べて 見よう。 

余が 總を なぐさみ にやって ゐ たら、 半澤が 細君、 諫 早孃、 高等 女學 校の 生徒 三人 を つれて 来た。 彼等 は臺 所と 食堂 を 見た 

いのだった" 寄宿 を 一 覽 させ、 納： を 見せた。 諌 平 孃は 甚だ 氣 取らない、 よく 氣の つく 婦人で ある。 彼女 はきつ とい. t 先生 

になる であ. らろ。 


兩 親と 河 野から 来信。 母上の 優しい 手紙に は 泣かされた。 

夜、 トル ス トイ。 

六月 二日。 火曜" 雨。 四時 問 授業" 午後、 各 科會。 部 fej に歸 つて、 「晴の 力」 を讀 むのに すっかり 時間 をつ ふす。 夕食後、 

水 產枓の 英語 會。 それから 又、 「暗の 力」。 讀了。 

この Era 劇 は 疑 ひもな く、 トルストイ 晩年の 有力な 代表作の 1 つで ある。 彼の 倫理、 宗 1 はこの 一篇 の 到る 所に 漲り、 而 

も 甚だ 人の 心に 逼る ものが ある" 然し 乍ら、 最も 驚くべき は、 農民 生活に 對 する 彼の 銳ぃ 識見で ある" 地方色 も 完璧に 達し 

てゐ る。 特に 主人公の 性格 は 素晴らしい。 彼 は、 無智な 若い 農夫の 裏面 を 現す のみでな く、 人間の 虞の 心理 11 外見 は惡黨 

に 見える が、 その 心の中 は 噫 病で 良心的な、 例へば- 1 キタ の樣な 11 を 現して ゐる。 一 方 女 主人公の 性格 は 女の 奥底の 最も 

つら 

恐し い 性質 を兒 せて ゐる。 11 眞の 無智が、 上っ面の 皮 一重の 智力と 混合して ゐて、 1 を 得、 男 を 手； 土に とりたい と 言 ふ 

最も 卑しい 野心に られて 動いて ゐる。 男と 云 ふ もの は、 甘やかされた 子供の 樣に、 あちこちで 惡戲 をす るが、 if い 惡戯と 

まで は 行かず、 過ぎたら すぐ 忘れよう とする。 然し、 時々 自分の 氣 がっかなかった 罠に 自ら 捕 へられて、 少し 戯の 度が 過 

ぎ、 それ を 忘れる ことが 出來 なくなり、 泣き もがく。 そして、 自分の した こと を 凡て 償 はない 限り、 拔け 道を兑 つけ 出し な 

い。 女と 云 ふ もの は 甘やかされた 子供で はない が、 然し、 非常に 快樂 的な 早熟な 子で ある。 女の 欲望 は、 不思議な 魅力で、 

何 をお いても ひた 向きに 突き進む 事に あるので ある。 然し、 女 は實際 は、 どうしたら 男 を 自分の 意志に 從 はしめ？ おる か 知ら 

ないし、 又 目的が 到達され たら、 どんな 事になる のか 知らないの だ。 其 處で女 は その 目的に 達する 爲に、 あらゆる 種類の 計 

略 を W ひる。 それが 活動力 を^さないで、 大いに 狹ぃ範 園に 限って しま ふので ある。 更に 惡 いこと に は、 心から 熱心に 欲し 

てゐた その 目的に 達して みても、 その 目的物 は 彼女が 常に 期待して ゐた その 望ましい もので もない のが 常で ある" か \ る 結 

果に 失望して、 更に 別な 仕事 を 成し遂げよ うとして 前進す る。 然し 悲しい ことに は それ は 以前の 試みの 繰り返しに 過ぎない。 

4aC かかく 努力して ゐる 問に、 女の 精神 上の 行爲の 前進力 は 全く 阻害され、 その 爲 めに 最も 厭 はしい 狀 態に 追 ひ やられる。 — 

1 九 〇 八 年  二 1 七 


有ね 武郞 令：^  i= ^十卷  二 

媚を 賢る 者、 樂^. 誘惑 者、 魔女、 そして 殺人！ 

六月 Ills" 水曜" 雨。 寒し。 余の 授業 はない ので、 朝 中、 「この 後 至る 者に」 の 研究に 耽り、 讀み 終へ る U 畢竟、 此書は 

當時 流行の 經濟 理論に 對 する、 甚だ 眞 面目に して 熱心な^ 論で あり、 而も 多くの 核心に 觸 れてゐ るので、 人に 訴 へる 所が あ 

る。 然し、 彼 は、 論理 を 冷たい 方法論 を 以て 運ぶ に は餘り 熱が あり 過ぎる。 時々、 彼 は 滅法な 飛躍 をす るので、 讀者 をして 

その の 跡 を迪る こと を 不可能に する。 この 點に 於て、 彼 は 現代の 科學 精神から かけ 離れて 居り、 彼の 同情者に すら 彼を理 

解す る こと を 難から しめる。 

各？ it 會 U 足助來 訪" "Tolsto/s  School  Experiments-- と 「ゲ， テのェ ゥケル マ ン との i^. 話」 數章讀 む。 後者の 終りの 

あたり 面白く、 敎 へられる 處 多い。 夜、 モルガン 宅で バ， ンズ 硏究。 "Highland  Mary- と " To  Mary  in  Heaven ミ 

諫 早から 感謝の 手紙" 

農場の 事に ついて、 父上に 手紙 を 暫く。 

六月 四日。 木曜。 曇。 授築ニ 時間。 今日は 雜閙、 混雜 から 離れて、 心 和ぐ 氣持 がする。 武者 小路に 手紙 を 書き、 札幌 に、 

复中 過し て は 如何 か とす V め る。 

六月 五日。 金曜。 好天 氣。 授業 三時 間。 午後、 部屋の 中に ぢっ として 居られず、 圓 山の 方面に 散歩。 烈しい 午後の 日光 

が、 春の 呼聲. i 目 醒めた 萬 物 を 照らして ゐる。 人々 は 幸福 さう に 見える。 そして 馬 も 牛 も、 猫まで が 犬と ふざけたい 樣に見 

える。 余 も 亦 幸福だった。 —— 否 幸福で はない 一 . 然し、 心の中に 何の 感じ もない。 實際は 余の 全身が 全く 春に 溶かされた 

機に 思へ る。 あ V 圓山 よ！ 余の 愛する 所よ！ あ X、 幾度 余 は、 余の 心、 頭、 魂に 多くの 思 ひ を 抱いて. • こ. -を さ迷 ひ步 

いた こと だら う！ 入口に 來て 立ち どまって しまった、 そして 生命 を 呼吸して ゐる樣 な、 人に 迫る 眺めに ぢ つと 見入った！ 

何と 素晴らしい 香 A 色で あらう！ 余は餘 りに 多くの 感嘆符 を 使 ひ 過ぎて ゐる。 然し 何とも 出來 ない ので ある。 余 は、 幾度 も 

輕を 下して そ ろなる 思 ひに 耽った あの 池畔に 行かう と、 流れに 沿って 歩いて 行った。 . 道 は 何とも 言へ ぬ 程 美しい。 ー綠の 


icf^ は 新鮮 そのもの である。 鳥 は 欲 ひ、 蟲は 飛び、 輝 は その 夏の 調べ を 初めた" 到ろ 所に 親しい 氣 分が！！！！ つて ゐる。 S に 余 

は、 曾てけ 柔ぃ綠 ic?. の 中へ ゲ< ナスが 1^ げた 鏡の 様な 池の あった 處へ來 た。 然し、 兑ょ" 池は旣 に何處 かへ 行って しまって 

ゐる" その a& に、 柳、 やはず ゑん どう、 蒲公英、 野生の， 尾， 艾が 茂り， ：^: ひ 紫った 草の 間に 小徑 がつ いて ゐた。 佘は その 

„s に き 果て k 立って ゐた。 あの 穏 かな 靜 かな 水が 乾 上った と は！ 不 思！！ な 悲しみの 情に 襲 はれ、 余 は 長い間、 思 ひ？^ れ 

て 立って ゐた。 それから、 ii:^ の 上に 坐り、 n ダを兑 よ-つと 思った。 然し、 夢見る には與 la し 過ぎて ゐた。 家に 歸 つた 時 は 殆ど 

五 時。 W 年寄 宿 <iJ: で 「忘れな草」 の 一 房 を， ャ 

足 助 來訪" 夜、 = Book  News  Monthly" 誌 所載の ァ，' チヤ， の 「イブセンの 思 ひ 出」 を讀 む。 

六月 六 曰。 土曜" 00 ぼ、 倫理 af- の授 菜。 午； 伐、 寄宿 舍の 同僚 達の ssfe る。 午後、 モウ パ， サン を 5^ む。 「惜 金」 け- 大 

！!. んょ いもの だ" 夕方、 自炊 制度の 祝賀 會- まだ.； t かなかった 樣な氣 がする。 然し この 運動 は 長い こと 續 いて 來 たもので、 遂 

にこの 制度が 確立され、 非常な 成功 を 示して ゐ 6。 夜、 十一 時まで 「スケ プチ. クラブ」 の會" 

六月 七日。 日曜。 朝、 敎會。 そこで 原に 會ひ、 共に 竹 崎の 家に 行き、 大いに 歡 待され た，、 まだ 書かなかった が、 原 は 

fS 蛇、 小 間の 線 を 監督す る 2^ めに、 函 館に 轉 任させられ、 昨日、 妻子 を 伴れ に歸 つて 來 たの だ" 彼 は、 鐵 從業 員が 義務 

を 怠って £5 るから、 いつ 何時^ 客」 危險を もたらす かも 知れない と 述べた。 佘は眞 .ga に、 傾 して ゐた。 もし、 此 くの 如 

きが、 一般 日本人 通お の行爲 であるならば、 此國の 將來は 悲しむべき ものと なる に 違 ひない。 

宅 後、 少し 讀書。 夕方、 森 本 訪問、 それから 夜學 校。 森 本の 家の人々 は 皆 達者だった。 休暇 中東 京に 行く の だと 話して 

ゐた。 

余 は 久しい 前から リンカ ー ン協會 の 集 會を學 校主 催で 開きたい もの だと 思って ゐ たの だ。 女. 皋生達 は 菓子 を 入れる 紙袋 を 

こしら へて ゐた。 余 も 亦、 他の 敎師 と共に それに 加 はり、 心中に 1^ 謝の 念 を 起した。 我々 が 學校を 出た 時 は、 雨が はげし か 

つた。 稻 光り も 亦。 
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午後、 余 は 椅子に 腰 を かけ、 うとくと して ゐて、 不意に 夢から 醒めた。 驚いて、 あたり を 見渡した。 實際、 夢 か 現 か は 

自分で 判らない が、 非常に 變な考 へが 頭に こびり ついた。 「何故 此處で 余 は 生存して ゐる のか」 と 佘は考 へて ゐた。 いや 余 

は その 考へ の 中に 生きて ゐた" 人生の 假定 目的 は 一 切 余の 考へ から 消え去り、 自分自身が 余と 何の もない 無數の もの -1 

間に 居る の を 見出した。 確かに、 これ は 未だ 經驗 した こと もない 感じで ある。 

穴 月 八 B" 月曜。 曇" 授業 二 時間。 午後より 雨、 いよく はげし" 原 は 午後 會 ひに 來、 我々 はよ もや まの 話 を 夕方まで し 

た。 それから 二人で 夕食 を 食べに 出かけた。 彼に 余と 調和し ない ものが 何 か ある。 何で あらう か。 彼と 別れて、 町に 行き、 

内 村の 「よろ づ 小言」 と 「太陽」 を購 ふ。 それから 佐 山の 家に。 

父上から 手紙 来り、 農場に 關 する 問題 を 宇 野と 共に 取り決める 機に 命じて 來た。 杉 田と 飯 田から 来信。 杉 田 は 結婚した。 

六月 九日" 火曜) 雨。 寒氣 激し。 授業 四時 間" 午後、 「よろ づ 小言」 と ブランデス を 讀んで 過す。 

秀 子さん (橋 本) が大變 可愛い 「鈴蘭」 を 一束 持って来て くれた。 本當 に、 香り 高い ものである。 夜、 水 產科學 生に 英語 

の 講義、 それから ブランデス を 讀んで 過す。 

六月 十 B0 水曜。 午前、 快晴。 午後、 及び 夜 曇" 

今 は 余の 授業な し。 朝、 熱心に ブランデス を勉强 する。 午後 も 同じ。 夕方、 森 本 来訪" 余 は 彼に ビス トル を 買った こと 

を $1 白した。 彼 は 云った。 「其處 まで 行けば い xc」 それから 彼 は ビス トルの 値段 を 聞いた 3 我々 はこの 問題 を 笑 ひ 去った 0 

彼に おげ た 事 を 自ら 恥ぢ る。 

愛する 父上 は、 余が 棄 鉢な 行 爲に陷 るの を 救って 下さった。 もし 父上が 余の 爲に 病氣 におな りに ならなかったら、 余 は 今 

はた t 數 人の 人の 憶 ひ 出に 殘 つて ゐる ものと なって 仕舞って ゐた であらう。 余 は 心から、 か \ る考 へが 二度と 余の 心の中に 

起らない 機に、 望んで 止まない ので ある。 

原 を 見；^ りに 停ボ 場へ 行く。 夜、 モルガン 宅で パ ー ンズの 研究" ("Tas  Qshanter"〕。 ブリン トンから 来信。. 比 前 りが 


あってから 隨分 久しい^で ある" 彼は相變らずの隠栖の聖^！^；：らしぃ。 1_;:-の隱栖を續け、^^し給へ。 現代 は 何 をす. るに も忙 がし 

すぎろ。 现代は その 行くべき 處 さへ 知らない。 案 円な き 盲人よ！ 地球 はよ ろく^いて ゐる" 

六月 十一 B。 太 曜。 晴。 二 時 問 授菜。 ^11 問题 相談に、 .亞 麻 製造 會 社の 宇 歸氏を 訪問。 彼 は 偉大なる 格の 持主で、 甚だ 

敏沾、 放謄に 見える。 余 は 談話 中、 彼の 牛： 活： m 的に ついて 考 へて ゐた。 彼の 唯一 の 野心 は、 大 SIlif 求に 出仉 し、 出來 る 限 

り 多くの 筑金 を？，：^ る ことに 違 ひない。 然 らば 何の 目的の 爲 にさう する の だ、 一 個の 野心の 最後の 目的 は 何で あるかと 考 へて 

來る 時、 そこに 非常に 妙な 感じが 起る ので あ ス，。 人々 は 子供の 樣に 盲目的に、 又は 軍なる 衝動に よって 動いて ゐる樣 に 見え 

て 来る。 それ を、 更に 考 へつ ける ので ある。 

歸 宅す ると， 足 助が 國木 田の 「運命」 を 置いて 行った のに 氣が ついた。 余 は それ を讃み 初め、 著者の 與 へる 深い 調子に 心 

打 たれた。 これ は 明治時代の 產んだ 珍しい 作品で ある。 

ブ ラ ン デ ス を躜 む。  、 

六月 十一 一 B  。金曜。 啧- 三時 間 授業" 午後、 我々 が亞痲 製造 會 社に 貸した 水道の ことに 關し、 會 社との 契約に 名す ろ 

は、 < ^社の 人と 出かける" 長い 時間 か k つた。 ブランデス。 原へ 告白の 手紙。 1； 木 田の 「運命/ 夜、 豫 科へ 牛： 徙の 質問に 

答へ る Ell め 出席。 S 上から 来信。 

六月 十一 一一 Bo  土曜。 0. 夜 は 晴れ、 月 は 甚だ 莊嚴。 

朝、 語學敎 授會、 次の 學 期に 於け る 英語、 镯 語の 教授法に 就いて 相談す る。 實科 一 年の 最後の 試驗。 ゴン チャロ フの" coilg 

Story  " を f„g み 初める。 彼の 寫^ 力 は 確かに ツル ゲ ネフ や トルストイに 比すべき ものが ある" 

夕方、， 夜懸 校へ 同校の 數 5^ の 教師の 送別 <ffi 出席。 少年 達と 大變 愉快に 球 をす る。 此數 日の 余に は 珍しい ことで ある。 

六月 十四 or  n 曜。 强風。 晴" 朝、 S ^會。 午後、 モルガン、 森 本、 余 は 琴 似に 鈴蘭 を 摘みに 行く。 我々 は 二 時 問ば かり 笑 

つたり、 冗跌を 云ったり して、 厥の 中 を步き 1! つた。 我々 と 同じ 目的で 來た 人が 隨分 多い。 

1 .K  0 八 年  ニニ 1 
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遠足からの 歸途の 汽車の 中で、 信 子に 甚だよ く 似た 婦人に 會 つた。 彼女 は 三 十 歳 位、 淺黑ぃ 顔 付、 鋭い 腿 付、 房々 とした 

漆黑 の髮 をして ゐた。 余 は 彼女の 後 姿 を た 時、 その美し ぃ髮が 非常に 短 かく 切って あるのに 驚いた。 彼女 は 明かに、 R 露 

戰^ で歿 くな つた 軍人の 靠婦に 違 ひない。 余は不 S 心議な 悲しみに 胸 を 打 たれた。 

歸 つたの は 約 七 時。 リンカ ー ン會 で演說 をす る爲 め、 夕食 も 取らないで、 急いで 夜舉 校へ 赴く。 余 は n 歩の 「非凡な ろ 凡， 

人」 を 階 誦した。 聽衆は 甚だ 傾 驄 して くれた。 

月 は 美しい。 今札幌 ではお 祭 最中 だ。 創 成 川に 沿って 見世物が 澤山 出て ゐる。 大變な 群衆。 

父上 か.，：' の 手紙 は 飯 田の 失敗の こと を 知らして 來られ たの だ。 父上 は 又、 不時の 災難 を 避ける 爲、 有 島の 保證 人になる こ 

と を 担んだ こと も 街いて 來て 居られる。 これ だから、 父上に 友達が なくなる の だ。 

六月 十五 日" 月曜" 曇〕 朝、 足 助と 森 本 來訪" 午後、 つまらな いもの を 靈 いて 過す。 それから 森 本の 招待で、 彼の 家へ 行 

く。 夕食後、 お 祭 を 見に 下町へ 行く。 〔以下 次 頁 十四 行まで 邦文〕 

森 本 夫婦、 下女 さき、 高 松、 及び 高 松の 同級生なる 岡 本、 余と 六 人の 同勢が、 一 列の 橫隊 をな して、 だ t つび ろい 喑ぃ札 

幌の 往来 を 南に 向った。 天が 晴れて たら 丁度 滿月 程の よい 月で、 祭 鱧に はふ さはし い 光景 を 見せる であったら うが 雲で 見 

えぬ〕 神社に 近づく と 漸く 雑^して 来て、 一 列 橫險が 一 列 縦隐. V なる。 神社の 人口まで 来たが 到底 入れさう にもない。 提灯が 

其 處此處 に 黄色い 光 を 放つ て、 唯眞黑 く 人の 群集が 押し合 ふ 間に、 香 袋 や 香水 や 汗 や 肉桂 水 や 薄荷 水 やの 香が 綠を なして 鼻 

に逼 る- 僕が 發 起し 遙 拜で濟 まして、 見^物 小屋の ある 方に と 向った。 僕は靜 子さん と 並んで 語りながら 歩く。 靜 子さん が 

東京に 行く 機に なった と 云 ふ 事、 高 松： 一;^ は 十 曰 位まで は殘 つて 居る だら うと 云 ふ 事、 僕の 結婚の 事 は 如何な つたと 云 ふ 事、 

そんな 車 を 友の 様 な 稍 i 姉の 樣な 態度で、 侯に 問うたり 話したり する。 僕 も 今日は 心 隔てが 取れた 機で、 本 統に身 肉に 話しし 

ながら、 不 圖.？ sV 曲る と • かつと 明るくな つて、 太^ や 銅鑼 ゃ拆 木ゃコ ロネ.' トゃ 三味^ や、 短銃 や 喝采 や 其の 他 群集の ある 

所 i4 は i: つて 起る 一種め おめきが 氣を やら/ J-^ させる 樣に饗 く。 劇 成 川の 水お 晴く 流れて IW1 るので あらう。 其の上に はみ出 


して 席の 小： r か 架けて ある u ー带 規模の 大きい のが 1, 業、 其の 次が 猿芝居、 其の 次が 劍 舞と 云 ふ樣に 連って 居る。 橋 を 渡る 

と 其の 角に あるの が 1, 業 だ。 森 本 は 「面白さ.^ だな」 と 云った が、 「小兒 が 見たい と 云 ふから 見よう」 と 云って 入って 見る 事に 

なる。 札 を 買った が 丁度 入り 替 りの 處 であるので 外で 待って ゐる。 今 は 藝當が 樂な處 なので 内と 外と を 隔てる 幕が 開いて 居 

る。 樂隊の 人が 四 人た V 無意義に 曲 を やる。 「我れ は 官軍」 の 次に、 「いそしみ 播け」 が 出る。 西洋の 婦人が 二人 通譯の 女^生 

を從 へて 立って て る。 幕に 書いた 英語に は 驚かされた らう〕 此 S 一 y を 摘みに 行った 時、 停車場で 遇った s^i を はやし 

た mEW に 似た 人の 節 も 群集の 中に 居る。 興行 者と 兌 ゆる 四十 四 五の 醜い、 然し 何處 かに カを貯 へた 男が 11 輞業 ：！ の 着る 肉 

^仲の 汗に 汚れて しっくり 身に つかない の を 着て 居る 11 いと はしい 程 かすれた 聲の鐘 を りながら、 外方 を I 寸 向く。 舞 

祭 の 左方の ペンチに 列んで 坐って 居た 四 五 人の 小さい 女の子が、 足に 唾 をつ けたり 髮を なほしたり 猿股 を ゆすり 上げたり し 

て 立ち上る と、 內と 外と を 隔てた 幕が 下りて 什 舞 ふ。 僕 等 は 漸く 中に 入る 事が 出来た。 

「何處 で 見ても 同じ だよ、 さあ 緩ち やん 坊ちゃん、 もっとず つと 前にい らっしゃい。 向，^ の錢 敷が 明いて 居ます。 さあ 遠慮し 

ないで ずっとつ めて 入って お 吳れ。 代 は 取り やしないん だから」 と、 例の 興行師の 樣な 男が 怒鳴る は、 ヒタ とか すれて 居 

る。 戰 つて 戰 つて 戰ひ拔 いたと 云ふ聲 だ。 寧ろ 勝ち得た 處を あらん 限りの 沈溺に 費し 終った と 云 ふ f ほた。 僕 等 も 舞 峯： の 正面 

に 行った。 晴れが ましい と 云 ふの も を こだが、 往來の 人から 正面になる。 「板の間から すうく 河の 風が 來る」 と 高 松 君が 云 

へば、 「僕 は 暑くて たまらん」 と 洋服 を 着た 森 本が 云 ふ 11 

六月 十六 B。 火曜。 暴" 今 H 授業な し" ゴン チャロフの Common  Story  " を 痛烈な 興味 を以 つて 讚む。 何と 慨殘 にも、 

彼 は 人世の 裏面 を 露 はすこと だら ，つ。 然し 余 は、 これ は 今日の 讀 者に 取って 偉大なる 强壯劑 であると 思った。 それ は 所謂 自 

然， 王 義と云 ふ、 少々 狂的な 熱 を 冷ます であらう。 

文武 會報發 行 さる。 

六月 十 4JB。 水曜。 暴。 今日から 試驗初 まる" 武者から 來信。 二人が 思って ゐ たよりも、 早く 札 幌に來 たい、 と 告げて 來 
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た" 來る樣 に 返事 を 出した。 壬 生 馬より 葉書。 サロンの 寫 眞を绘 つて くれた 由。  ，. . 

穴 月 十八 B。 木曜" 暴。 暴風。 今日は 何の 試驗 もない。 興 農園に 行き、 輕 井！： に经る バタの 相談 をす る。 r 從軍 三年」、 「想 

霞 療法」 共に 大して 余の 心を惹 かない。 然し、 後者 は その 非常に 洗練され た 文體に 魅力が ある。 然し ー體、 紅 紫 その他 磁友 

社の 人々 に は、 その 思想 文體 に、 氣 取った 洒落 氣 があって、 それが 大嫌 ひなので ある。 

川上 眉 山の 自殺 を 新聞で 讀む。 よしく、 戰ひは 段々 烈しくな つて 來る" 各人が 戰 線から 放り出されない 様に、 强大 にず 

裝 しなければ ならない。 

刈り こまねば ならぬ 程、 もう 草が 繁 つてし まった。 

母上から 來 信。 

六月 十九 B。 金曜" 暴" 暴風。 最も 厭な I 日。 今日は 授業がない。 朝、 試 驗間題 を 刷って 過す。 午後 は ブランデスの 「1^ 

十九 世紀 文學」 を讀 み、 最後の 卷を 無限の 滿足を 以て 讀み 終へ る。 彼 は、 何と明快な精|^な頭を持ってゐる事だらぅ0 彼の 

ベンに よって 現される もの は、 悉く その 眞相 を讀 者の 前に 示す。 同書 はル， ソ， や マダム スタ 1 ルの條 に 魅力が ある。 

夜， 佐 山 を 訪問す る。 九 時まで 話す。 父上と 山 本に 手 絨を霱 く。 


1 九 〇 八 年 (明治 四十 一 年) 〔承 前〕 〔原文 英文、 編者 譯〕 

六月 二十日。 土曜" 强風。 いやな こと だ。 

朝、 ^科 一 年の 試驗" 八 時半から 十二時 半まで 敎 室に 出て ゐ たので、 その 問 中、 ゴン チャロフの "comms  Story" を謓 

む。 ：s だ 面白い。 彼の 厭^的、 厭人 的の 調子 は 刺す 様に 鋭い。 讀密を 殺さん ばかりで ある。 それ を飜 譯 して、 だら しのない 

感 u?、}^, 義に捕 へられて ゐる 今日の 讀書 階級 11 ピ ェ ト 口  .ィ* ゥニ 二. チ ならば 恐らく 「瀧な 十淚」 とで も 云 ふで あらう 彼等  

に 投げ 與 へたい と 思 ふ。 實際 彼等 は 或 種の 鎮靜劑 を 必要と して ゐ るの だ。 彼等 は 道德ゃ 宗教の 云 ふこと を 聞かない し、 又 今 

日 一般の 習慣に も從 はない。 彼等 をして 現實 に目醒 ましむ る 唯一 の 方法 は、 彼等に、 彼等が 世界に 於て 最上 唯一 の資 重なる 

ものと 思って ゐる もの 上 51- 面 を 見せしめる ことで ある。 實際 この 書 を、 A, 日の il. 書 階級の 爲に、 飜譯 して 見た く 思 ふ。 

午後、 ブランデスの 「第 十九 世紀 文學」 の 第二 卷、 獨逸 マン 主義 を 讀んで 過す。 相 變らず 面白く、 敎 へらる- - ところ 

が 多い。 

夕方、 綠の 草木の 生 ひ繁る 植物園の 中 を 散歩す る。 美しく 靜か である。 此處の 多くの 場所 は、 自分の 過去の 思 ひ 出と 連な 

つて ゐる。 到ろ 所に 親しみ を覺 える 程で ある。 

ぶ、 1W び ブランデスと "Kngliall  Review  and  Reviewrs き 

ブランデスの 考へ によれば、 第 十九 世紀の II 逸 口 ー マ ン、 王義の 最も 顯 著なる 特性 は、 當 時の 政治 狀 態に 封して-" i^: 然無關 心 

であった こと、 (この 特性 は 同 運動の 最もす ぐれた 先驅 者であった ゲ， テの 生活 及び 作品に 著しく 見られる ことで あり、 獨逸 
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に 於け る 最も 歷^ 的、 tllp 的な 詩人と 兑 做されて ゐ るかの シ ルレ ル さへ、 決して 當 時の 政治 運 i; に 關心を 持って ゐ なかった： > 

もう 一つの 特件 は、 フィヒテの 哲 祭に その 源を發 して ゐる、 ほ 我の 無限の 擴 張と 云 ふこと である。 故に、 I！ 逸の 口，' マン、 ま 

義は 幻想 文學の 別名で あると 云 ふこと を、 誰も 容易に 想像し 得る。 その内に 於て は、 智力と 想像力と は 相 混ず る 故に、 想像 

力と は 決して 創造す る もので なく、 制作 品の 改造、 變形 力で あると 云 ふこと を、 人々 は 殆ど 氣づ かない。 

風 は 夜に なって やんだ。 靜か だ、 本 當に靜 か だ" 余の 故知らぬ 憧れ は 何 を 求めての 事 だら う。 不斷に 不安で ある" 如何に 

すべき かわからない。 今 も 砂上に 家 を 築きつ、 ある。 岩の 如き 礎 は何處 にある の だ。 人生に 不拔の 目的 を 持って、 暮す 

ことが 出來 さへ したならば I その 時、 人生 は 何と 力強くなる であらう。 その 時まで、 幸福よ、 さやうなら。 

六月 二十 一 or 日曜。 非常に はげしい 南風" 晴- 

雨 を 伴 はない 風 は 實に厭 だ"  それ は、 がさつな 氣 質と、 無慈悲な 天罰、 刺す 様な 諷刺、 嘲笑 的な 皮肉、 自暴 自 紫な 嫉妬、 

淚 のない 毀り 泣き、 媚の笑 を 思 ひ 起す 様で ある。 何よりも かによりも、 それ は 余 の^に 大いに 惡ぃ。 

朝、 敎會に 行く。 日曜 學校 生徒の 寫眞を 撮る。 あの 頑健な、 5^らしぃ黑3;氏に會ふ" 森 本、 田 中と 共に 植物園に 行く。 風 

があった ので 面白くな か つ た" 

明かに 風邪 を 引いて しまった。 頭と 喉が 痛い。 午後 ツル ゲ ネフの "HolKe  of  Gentle  Folks- を讀む u 彼の 作品と して は、 

少し. えない もの 、樣 な氣 がした。 然し、 我々 は 音樂家 レムの 不思議な 性格に 心を惹 かれる。 彼 は 素晴らしい。 又 "common 

Story  - を 讀む。 

夜、 眠かった ので、 十 時半 就床。 あ  > -、 何て 暢氣な 奴 だら う。 汝は、 急ぎの 用事の ない 時 はいつ も、 倦怠に か >r る。 元氣 

を 出して、 力の 限り 邁進す るの だ。 

六月 二十 二  B" 月曜。 昨日と 同じく 南 M 烈し。 は 1= れてゐ る。 

大學の 記念日。 朝、 阔霄 館で 祝賀 會。 それから、 職員、 事務員 全部 は 中島の 近くの 西 ノ宮で 園 遊 會を爲 しに 行く。 平凡 • 


コン チヤ n フの ，rommon  Story" を-讚 .r," 偉大 だ" 余 は 嘗て 此 くの 如き 小說 を^んだ こと はない。 彼の 冷たい 

公平 さは、 時としては.慰^|<?をして、 その 作に 屈に 感ぜし める" 皮肉に 響き もす る〕 然し、 余 は それ を. 誠み$ ^一つてから、 彼 

は 厭 入 家で はなく、  ii^ は、 藝術 家に 普通な 1 種の 情熱に 缺 けて ゐ ると 云 ふこと を 信ずる に 至った" その 爲に、 彼は、，5^KW的 

に、 その 明！^ な 識 兌と、 琪 件 の 論理的 發展 によって 讀 者に 訴 へねば ならなくなる。 トルストイ、 ツル ゲ ネフ、 ドスト ェ フス 

キイの 様な 作. 家 は 情熱 を 持って 居り、 彼等の 作品 を 好まない 人々 を も、 彼等の 思想で 引きずって 行く。 例へば、 トルストイ 

の 「復活」 を、 その 小説 形式に 於て は、 鬼婆が 型に はまった クリスト 敎 を說敎 する 機な もの だと 非難し、 ドスト ェ フス キイ 

の 「罪と 罰」 を、 變態 者の 心理の 無趣味な 表示 だと 非難し、 ツル ゲ ネフの "Clara" を 正統 ロマン主義の 粉 色した 芽生えに 

過ぎぬ と 非^す る 若 は 多い。 然し、 一 度 人々 が それら を 讀み 初める や、 彼等の 膽惡の 念 にも拘らず、 作 中の 事件の 誘 ふま. t 

に、 獎. M し、 ハ^ 笑し、 み 終らざる を 得ない。 然し、 ゴン チャロフの 場合 はさう ではない。 彼の 溫ぃ 意. 藝術的 熱心が あ 

ろ にも拘らず、 彼 は 謂 者 を 熱に よって 引き入れる ことに 失敗す る。 故に、 彼に 殘 された 唯 一 の 道 は、 讀者を その 作品に 對し 

て は 冷靜な 態度 を 採らせて おいて、 批評 的 見地から 彼の 思想 を 理解せ しめよう とする ことで ある。 

これ はゴン チャロフの 大きな 缺 點 である。 何と なれば 彼 は、 讀者を 微妙な 思索に 誘 ひ 込まう として、 その 文學的 魅力 kV 失 

くす る^ きがある。 他の ii では、 彼の 人 問 及び 自然の 描寫 は、 ツル ゲ ネフ や トルストイの 如く 寫實 的で、 手に入つ たもので 

あるし、 その心理的の描^：^にはドストェ フスキィの樣に深昧がぁる。 この 點に 於て は、 彼 は 一流で ある。 とにかく、 余よ、 

彼の もの を讀ん で、 大いに 得る ところがあった。 

夜、 ツル ゲ ネフの "liouBC  of  Gentle  Folks. ミ 

^は、 "rathersand  sons.- の 飜譯を 出版しょう かしらと 思って ゐる。 何の 恐怖す る 事が ある もの か。 

六月 二十 三 or 火曜。 終 曰 風。 夕方から 曇り 出し、 風が 止む と 雨が 降り出した。 驟： 则の樣 に 降って ゐる。 鳴 呼、 i^" しい 寧 

だ。 赤ん坊の 額の 上に、 母が 接吻す る樣 に、 雨 は 地上の あらゆる もの >f 上に 降り注いで ゐる。 萬 物 は顏を 上げ、 ^笑んだ • 
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余 も亦然 り。 雨後、 手稻 山の 後の 夕映え は 素晴らしかった U 余 は 長い間、 こんな 感じ を經驗 しなかった。 空氣も 全く 淸 めら 

れ たに 違 ひない。 

1 日 を試驗 答案 を 讀んで 訂正す るのに 費した。 非常に 倦き くす る 仕事 だ。 合間に ツル ゲ ネフの "I さ o【 lo^. 

を 讀む。 

伊藤から 来信。 ァ， サ クロウ エルと 壬 生 馬より 雜書" 壬 牛： 馬の 筆 は 何と 巧みな こと だら う。 彼の 一語々々 は、 十分な 意 

味 を 以て 響く。 祌ょ 彼に 幸福 を與へ 給へ。 

六月 二十四日- 水曜" 風" 然し 昨日より はい-。 

一日中、 外に 出ないで 部屋に 閉ぢ こもって ゐた。 余 は變な 男に なって 行く。 試驗の 答案 を 少し 調べ、 そして ツル ゲ ネフの 

•aiouse  of  Oontle  Folks." を讀 む" 彼の 魅力 は 段々 失くな つて 行く 樣 である。 余 は 前の 機に はげしい 興味 を 感じ なくなって 

來 た。 彼の 窗 き 方に は 多くの わざとら しさが ある。 それ は實に 巧く 書かれて あって、 普通の 讀者 は、 それ を 正しく 天才の 作 

品で ある と 間遠へ る 程で ある。 然し、 綿密に 調べて 見る と、 讀者は その 粉 黛 彩 S3 に氣 がっくで あらう。 然し、 余 は 彼の 

天武 の才、 そして 甚だ 巧みな フランス 氣 質の 作爲 11 それ あるが 爲に 悪く も あるの だ 11 を 否定す るので はない。 此の 點に 

氣 がっくと 彼の 興味 は 減少す る。 

夕方、 大 竹が 岩 倉の 問題で 話しに 來る U 岩 倉 は 専門 學 校に 入る 資格 を 無くした のらし い。 費 族生 估の 憐れなる 犠牲者よ！ 

それから 集會 室で 水 逢 科の 會。 彼等 はい K 靑年 である。 

窓 を 通して 綠の紫 を 見る の は 美しい。 何と 新鮮で、 氣 持の ぃ&こ とだら う。 

六月 二十 五 B。 木曜。 晴" 風 少し。 然し 大して 吹かず。 有難い。 

朝、 機械科の 試驗。 午後、 ツル ゲ ネフ を 讀んで 過す。 夕方、 吹田^^來訪。 七 時まで 大いに 話し、 二 入で アリア ィ* レスト 

ランに 夕食 をし に 行く。 それから 再び 吹 田の 家に 行き、 藝術、 人生、 道德 など を 論じ 績 けて 十 時 牛まで ゐた。 か、 る 話題 を、 


余-い： T!.^ と 熱む？.^ て 論じ る もの は、 た 彼 あるの み。 彼 は 見かけに よらず、 精^な 性質が あり、 物 寧に 對 すろ 識見 も W 

is にある。 余 は 彼と 共に あると、 非常な 興味 を^ じる) 

宗教と お. 術の 相反 馳。 如何にし てこの 二つ を 和解せ しめ 得る か。 可能性の ある 解決法 は 宗教 上の 信仰 を藝 術の 點 まで 進め 

るか、 ^術 上の 信念 を 信仰の^ 準にまで 高める かで ある， - 

C: 殺 は それ，！ E 身 罪惡 であるか。 否、 肖 殺の 罪惡 であるの は その 附隨 的の 事情 如何に 依る。 義務 ズ M ほって 自殺 を 行 ふと 云 ふ 

こと —— 然る 時 は、 卑怯者と 非難 されても 致し方 はない。  . 

n ね 愛と 友情。 友情に は i お 並に 於け る 以上の 忍苦の 要素が ある。 戀愛と は 自己. 檢牲の 利己主義" 友情と は 利 已主+ 狭 的の 自己 

竊牲。 此 くお 義す るの は、 餘 りに 物事 を 整然とし 過ぎる と 非難され るか も 知れない が、 一面の 厲. 1 が あると じる" さう で 

はなから うか。 

^力の 進歩に よって、 影 ISL せられ、 時々 その 形を變 ずる 樣な 信仰 を 諸君 は 何と 云 ふか。 ー體 これ を 信仰と 云 はれ 得る か 否 

^0 もし： 一:;^ 仰が 智力の 變化 によって 變 化しない とすれば、 信仰 目 身 は 智力と 何の 關係 もない こと、 なる" そんな 事が あり 

ようか。 

初めから 化 舞 ひまで 夢を兑 て ゐられ たら、 甚だ 好い。 徹 頭徹： r 夢を見な いと 云 ふこと も堪へ 得る ことで ある。 然し 乍ら、 

へ ない こと は、 時として は 夢 を： a、 時として は 醒める こと。 更に 惡 いのは、 夢が 年と 共に 少なくな り、 遂に は 夢が 全く 

m え 去り、 夢の 1^ か 或は 又 悲しい 思 ひ 出の み殘 ると 云 ふこと である。 

余 は、 大いに、 大いに 活力の ある 何 かに 觸れ たく 思 ふ。 

人の 純驗 から 考 へて みると、 その 又は その 夫に 絕對の 信用 をお くに は餘 りに 懐疑 的で あるに 相違ない。 彼等の 云 ふ" は 節 

と 云 ふのば、 確かに 稍 i. 腿い 意味に 於け る 偽善で ある。 人 は 自らの 不 を 無視して、 他人に 貞節 を 主張 十る。 その他 人 は、 

又 他の 人に その 返報 をす る。 此 くして、 人生 は 平和に 美しく 進んで 行く。 神 は ほむべき かな- 
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人が B を 祝 ふ 時、 A は B を 愚弄して ゐる〕 

六月 二十 六 or 金曜〕 風 あり。 朝、 家で 勉强。 吹 田の 書いた 論文 を讀 む。 非常に 巧く 書け てゐ るの も ある。 

午後 逢阪と 松 本の 经 別會" 余 は 彼等に、 ゴン チャロフの "Common  Story ご のこと を 話した。 感銘 を與 へた 事と 信じる ひ 

家に 歸 ると、 大隈、 前 川、 岩 倉が 訪ねて 來てゐ た。 岩 倉 は 我々 の 申し出に 同意した。 然し、 彼の 決心が 全く 決められた かど 

うか は、 余に はわから ない- 

夜、 寄宿 苦の 最後の 集會。 余 は、 余の アメリカ 滞在中の 夏の 什 事に ついて、 話した。 

武者 小路より 雜誓來 り、 二十 八 曰 當地蕾 を 知らせて 来た。 

六月 二十 4Jnr  土曜 U 晴" 凉し。 朝、 ツル ゲ ネフ を 讀んで 過す。 その 前後の 部分 (リザ 〕 は、 非常に 精妙な ものである。 午 

饺、 豐 平！^ に 於て、 農政 經濟 科の 卒業生の 绘 別會。 

夕方、 敎會で B 曜學校 制度に 就いての 講義。 鶴 飼と W 村が 講師。 前者 はく だらなかった が 後者 は 甚だよ かった。 

余の 頭に K.EC 議な考 へが Si んで來 た。 余 は それ を具體 的な 思考 形式に 造 6 ことが 出來 ない。 星月夜 は 美しく、 神祕 的で あ 

る。 余 は、 默 つて 余の 後から ついて 来る 二人の 女性が ゐ なかったら、 も 少し ぶらつき たいと 思って ゐた。 

國木田 躅 歩が 死んだ。 

六月 二十 八 or 日曜。 晴" 風 あり。 敎會に 行く。 三時から、 組合 敎會 で、 m 曜學校 敎師會 があった。 出席した。 河 合 夫人 

と W 村が 話した。 田 村の 話 は 例によって 面白い。 夜、 再び メソジスト 敎會に 於いて 會。 

余の 爱 議 な 日が 来たらし い。 可哀想な 奴！ 汝か汝 の 凡ての 疑惑 を 除き 得て、 太陽の 進む が 如く 穩 かに 生活し 得る 日 は 何 

10 來 るの か。 

六月 二  + 九日。 月曜" 晴。 風 あり。 採 點 の 日。 八 時半に 事務所に 行き、 殆ど 終日 そこで 仕事 をした。 武者 小路 は 正午に 來 

た〕 彼の 來 たこと を 神に 謝す。 來 なければ、 余 は 恐し く 暗い 一 曰 を 過した であらう。 


にぽ f さんが 花と. 湘國を 送って くれた" 暖ぃ心 は 常に 我々 を輕ら せる！ 

六月-一十 nr 火曜" 微風の 晴れた 日" 一日 採！^ で 過す。 いやな 仕： 拳 ー 夕方 • 武者と ：！ 山 公園の 方へ 散牛ソ をす る。 今、 深 

が w.ii^ に滿 ちくて ゐる。 タ暮の 風、 飛び交 ふ蟲 等、 寂 翁、 溫情。 

ゎづら 

七 月 一 or 晴。 河 夫人より 來 iH。 信 子が その後ず つと 患って ゐて， 入院 か鸫地 をし なければ ならない と 告げて ゐる C こ 

の 知らせ は、 余 を 心底から 驚かせる。 我々 の 運命 を 天に 任せよう。 余 は 自ら 如何にすべき か を 知らない。 

八 時 中より 敎 授會。 一 時まで 續く。 家に 歸り、 武者と 話して ゐ ると、 不意に^ 長から 务科會 に 出席す/様 にと 呼ばれた。 

余 は それが 今日の 午後 あるの を 忘れて ゐ たのだった。 if 長 は 卒業生に 與 へる 訓辭 を、 余に 書いて くれと 頓んだ U 

タ^、 博物館 公 E1 に 散歩す。 それから、 モルガ ン の 家に 行き、 共に バ ー ンズの ，For  a さ at  and  a ビ ut  " と "To  Ihc  Mouse- 

を^む。 

に歸 ると 納 富と 平野が 寺 本の 問题を 話して ゐた。 可哀想」、 彼 は 遂に 「生： 仔 競 〔ゆ」 に 失敗した" 半： 存競爭 と は 何 か。 社 

會は^ m- に その 趣味に 據 つて 出 來 上って ゐて、 もし その 趣味に 從 ふことの 出来ない ものが 現 はれる や、 直ちに その 若 は 牛： 存 

1^ ゆに 敗れる。 この 問題 を、 も 少し 考 へて 見る がい. -。 その 對應策 は 何 か。 

余 は 何と 孤獨な 活 をして ゐ るので あらう。 實際 自分 を 憐れむ。 

七月 二 曰。 木曜〕 晴〕 變った 事な し。 

七月 三 曰，、 金曜。 晴。 夕方、 觀平 館， 於いて 田 所 (文部省 參 事官) の歡 迎會" 余 は 皮肉な 興味 を 持って、 あの 日の出の 勢の 

人が、 宽大 になって、 を 持てな して ゐる樣 子 を 兒てゐ た。 家に 歸 つたの は 殆ど 十一 時。 

七月 四 or  4- 曜" ^0 風 あり。 卒業式の 日。 武者 は 豐平川 を 溯る と 云って 出かけて 行った。 式 は 簡單に 行 はれた。 停単榲 

に 森 本 夫婦 を りに 行く。 それから 豐平 館で 卒業生の 歡 迎會。 非常に 厄介な 事 をお こして ゐる の 事に 就いて、 納富、 

平 肝と；^  くまで 話す。 
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壬 生 馬より 書 二： 迎。 彼 は ルアン を 旅行して ゐ る- 彼を羡 む。 一緒に 行けたら な あ！ 

4J 月 穴 nr 晴 U 武者と 神 川へ 小 旅行。 旭川に 一 泊" 

4- 月 4Jnr 晴、 朝、 內田氏 を その 農- %に 訪問〕 終日、 彼と 奥樣 にもて なされた。 愉快な 日だった。 夕方、 旭川に 歸り、 ヮ 

ガノ 訪^。 女の子 は、 美しく 大きくな つて ゐた" 夜 遲く札 幌に歸 る U 

七月 八 晴〕 終日 在宅。 (余 は 森 本の 留守中， 彼の 家に 引越した。) 武者 を 豐平學 校に 連れて行く。 

七月 九 or 晴" 本 H より、、 余 は 入 學試驗 事務で、 宮部 博士の 手助け をし なければ ならない。 〔以下 三 行 邦文〕 

神 を 知らざる が 故に 信ぜざる は濱祌 にあらず。 

祌を 知りて 信ぜざる、 神 を 知らず して 信ずる、 之れ 潰 神な り。 

信ずる 迄に 疑 ふ もの は 少し" 疑 ふ 迄に 信ずる もの は 更に 少し。 

九月 十一 or 朝、 武者 札幌を 去る。 {t^ は 曇 つて 来て、 時々 雨 を 降らせた。 久し振りの、 全く 久し振りの 雨で ある。 余 は 非 

常に 嬉しかった^ 穴 r! 氣は めら れた。 何よりの こと だ。 

思って ゐた 通りに、 武者 を歡 待出來 なかった のが 殘念 である。 武者の 性格 は 自分の 思って ゐ たものと はや、 異 つて ゐる • 

結局、 彼 は 苗床の 植物で あるが、 洞察力と、 感情、 理性の 調和した 力と に 人並 以上に 惠 まれて ゐる。 

セ 月 十二 nr 日曜。 雨" 朝、 敎會。 午後、 余の 家で、 IM 曜學校 教師 會- 竹 崎、 池 田、 早 川- 諫 早が 出席した。 諌半孃 は 非 

に氣 のきく、 思慮の 深い 娘で ある" 

ファン ニイより 手紙。 心 をのの きながら 讀み 終へ た。 何と 私の 心 を强く 捕へ る 乙女で あらう。 可 い. - 少女よ！ 

ュ， ゴ ー の 「レ • ミゼラブル」 を讀み 初め る。 

： 悟， S と智 刀の 關： g に 就いて、 竹 崎と liii。 余に は； 1： としても わからない。 〔以下 三 行 邦文〕 

失望した ければ 何時でも 出來 る。 


^»て此ょり鮮血迸りて痛み堪へ難かりき。 而 して 今 は 癒えて 一 痕の 〕.！ となれ り。 之れ に觸 るれ ども 痛み を だに も覺 えず。 

悲しき かな 此の 痴 みなき 一 の .：^" 

七月 十三 nr 月曜。 闹。 朝、 入 學試驗 の 準備〕 そして 二人の 訪問者 を 大€- に 案内した。 午後、 下町に 行く" 夜、 寄宿 舍の親 

しい 人達が 會 ひに 來た。 全部で 十二 人" 非常に 愉快。 

あの^し い 白い \ ^が 遂に 死んだ。 彼 は 昨日 黒 兎に 嚙 まれ、 さき子の 親切な 手當の 甲斐 もな く、 今朝 息 を 引取った。 彼は柔 

いむく 毛と！ 3 愛い 股 をして ゐた。 彼 を兑る 程の もの は 皆 彼に 馴染んだ。 余に 取って 悲しい 知らせだった。 余の 考へは 亂れ、 

半； 存の $ ^鼓と 云 ふ 問題の 園り を さ迷って ゐる。 こんなに 早く、 死ぬ だけの 爲の樣 に 生れて 來た あの 兎の 生存に 何の 意義が あ 

るの か J 

七月 十四 or 火曜。 暴" 今 曰 から 入 學試驗 が 初 まった。 余 は 試驗に 出る のが 嫌 ひで ある。 若い 人達 か、 不安と、 長い間の 

努力 に 疲れ 架て i、 瘦せ て 蒼い 顏 をし てゐる の を 見る の は 無慈悲な 事 だ。 

夜、 ^太 〔？〕、 原、 足 助 來訪。 足 助 は 十二時まで 話して 行った。 二人とも さめぐ と 泣いた U  二人に 取って は、 赏に^^面 

自な^ 肅な 時間で、 余に は 久し振りの ことだった" あ X！ 靑 春よ！ 汝は 正直な 魂に 何と 烈しく 鞭打つ のか！ 

汝のロ を閉ぢ よ。 正 鹿な 魂に は、 悉く  口に は 表し 得ない 悲しみが ある もの だ。 我々 は その 悲しみの 本質 を 知らない。 我々 

め 祀 先の 悲しみと 5 非が、 我々 の 心に 結 "叩した 嫌に 思へ る。 凡ての 悲哀 はこの 根本 原因から 發 する。 これ は殘 酷な 琪實 では ある 

が、 否む ことの 出來 ない 襄實 である。 我々 はこの こと を 認めて、 生-きて 行かなければ ならない。 こ  > "に 人生の 意義が ある。 

ー兑、 余の 云 ふこと は 論理に つて ゐる樣 であるか も 知れない。 形式論 者の 云 ふ 論理なん かに 缺 けて k もい、。 余 は 經驗の 

lif い 魂 は、 この 亊實 を、 我々 の 生！ t が^ 實 であると 同樣 に、 露實 であると 認める と 信じる。 我々 は 心中に か、 る 悲しみ I . 

我々 が 我々 の 最も 親しい、 最も 近い ものにさへ 傳 へる ことの 出来ない この 悲しみ を 持って、 生きて 行かなければ ならない。 

こ、 に 人生が ある。 勝てる 者 を も 負けた 者 を も、 天は受 t 納れ給 ふで あらう。 然し、 それに 屈 從す るの は 卑怯で ある。 決し 
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て、 決して 從 ふな。 

今夜、 余の 心 はいと 朗らかで ある。 全く 祈りたい 程の 氣持 である。 

モ月 十五 曰" 水曜。 曇" 朝、 國漢の 試驗。 午後、 讀 書に 耽る。 r レ：、 、ゼラ ブル」。 愛子、 兩篛、 大石、 やす、 飯 田 等に 手 

. 紙 を 書く。 座 古の 「伏屋の 曙」 續 編を讀 む。 

七 月 十六 or 木曜。 喑" 朝、 英語の 試驗。 午後、 答案 を 調べる。 彼等の 英語の 力 は 恐し く 貧弱で ある。 中 學校敎 育に 何等 

-, かの 缺陷が あるに 相違ない。 

タ方、 精 を 出して、 草の 生えた 庭 を 掃除す る。 この 運動の 結果で、 氣持 がよくな つた。 夜、 「レ* ミゼラブル」。 

やすと 山 本より 來信。  . 

憂鬱！ 遂に やって来た。 物悲しい 氣分 だ。 

内閣が 代った" 桂が 再び 首相で ある。 後藤が 大臣に なった。 

七月 十七 or 金： 曜。 朝、 雨" 日中 は 晴れて、 風 吹く。 

物理， 化 if の 試驗。 東京の 試驗 答案が 今日 驚いた。 東京で は缺席 八十 三人あった。 午後と 夜 は 「レ ：、、 ゼラ ブル」 を 讚んで 

過す。 不思議な こと だが、 時代 は 全く 美的 趣味 を 改造す る。 非常に 人の 心 を 打つ、 大いに 眞を 描いた 文句が 多い のに も拘ら 

ず、 我々 は その 話が 我々 の 内部 經臉 から 響き 出させる ものと は、 似 もっかぬ もの、 樣に 感じる。 

來信、 發信 共に なし。 

, セ月 十八 B。  士曜" 曇。 試驗の 最終日。 動植物の 試驗。 午後、 「レ* ミゼラブル」 を讀 む。 足 助と 橘が 會 ひに 來た。 足 助 

は、 淺場 〔？〕 SK 樹圔の 苺 を 持って来て くれた。 夜、 「花 袋 第」 を 幾分 興味 if く 讚む。 彼の 題材の 取扱 ひ 方に は 確かに 眞 面目 さ 

が ある。 然し 一 個の 作品 は 必ずしも 腐丽目 のみ を 以て 創ら れ 得る もので はない。 味 ひ ST へき 文學 作品 を 作る のに は遙 かに 多 

くの 要素 を 要する ものである" 彼の 情熱 描寫 は、 生々 として ゐて 信ずる に 足る が、 余の 印象で は M 嚴に缺 けて ゐる。 彼 は 題 


材を 記述す るに 當 つて、 陽の 光りの 如き， 玲瑠 にる 良心 を もって、 描いて ゐ ると は 思 にれ ない。 彼 は その 必要 を 感じて ゐる 、一 

然し ある 中； 義の 人が その 主義に 對 する 時の 様に、 彼の 題材 を 成嚴を 持って 取り扱 ひかね て 25 る樣 である。 又 彼が、 漠然と 自 

然卞^ 作 《水と 云 ふ 名で 呼ばれて： 115 るョ， n てハ 作家の 影響 を、 深く 受けて ゐる事 は 明かで ある。 彼の 調子に は何處 か、 外 闕的ー 

の ものが ある。  一 

七月 十九 nr  m 曜。 朝、 li り、 後 晴れ、 風 吹く。 午前、 日曜 學校。 それから 試 驗の用 車で 大學に 行く" 諫¥ 娘 は缺席 だつ 

た U それ は 彼女の^ 校の^ 長が、 他 校に 榮轉 したの が餘 りに 悲しくて， m 曜舉 校に 出席 出来なかった の ださう だ。 午 後宮， 郎ー 

それから、 子供が 手に 花 を 持って ゐる、 余の 大好きな 檜 を 諫早孃 に 上げに 行く。 余が、 それ を 彼女に 持って行く 一 

動機が，： ni 分で はっきり わからない。 だから、 彼女に 會 つた 時、 どんなに どぎ まぎし たかは 商ぐ に 想像し？ おる だら う。 余 も殆ー 

ど 3： も 彼女と 話さず、 威 かされた の 様に 飛んで 歸 つた。 通りで、 愛媳 のよ いそのお 母さんに 會 つた。 西 村 を 訪問。 ^ 

悔 と？^ 恥の 中に 過す。 余 は 何故 あんな もの を 彼女に 持って行 つたので あらう。 終夜、 答案 採 點 に 過す。 

七月 二十 B" 月曜。 晴。 風 あり。 〔^ 略〕  一 

七月 二十 一 or 火曜) 喑" 正午、 森 本 一家 を 停車場に 迎 へる。 試驗の fflr 躅 歩の 「病床 錄」 と 「國木 田 II 歩」 を 求め _ 

る = 我々 は、 彼 を S ？、  ^5^<として立った最初の文學者を得たのでぁる。  一 

余が 彼 を 〔u 嘆す るの は、 彼が その 生涯 を 全く 彼の 信ずる 所に 從 つて 送った、 その 堂々 たる 態度で ある" 彼 は 人生の 凡ての 

傅統 的、 ぉ惯 的の 謂 誠 を 無視して、 自己 11 特の 主篛を 創造し ようと 努めた。 勿論 彼 は 自らの 主義 建設 に^して、 多くの 誤謬 

を 犯した が、 時の 流れに つれて、 半ば 腐れ か \ つてし まった 舊ぃ 習慣に、 卑怯に もく つ、 いて ゐる 人々 よりも どんなに 氣高ー 

い e あら 一つ。 現代の 如き^ 沌 たる 時代に 於いて は、 我々 も 亦 彼の 如き 人 牛： 觀を 持たねば ならない。 併し 更に 成功の 可能 性と、」 

AHi:- 性 を 持った もので ありたい" 先づ 我々 は SR 敢 でなければ ならない。 我々 は 他人の 風評 や、 批評に 負けて はならない。 

森 本の 家族と 愉快な 一夕 を 過した。 靜 子さん が 森 本のお つ 母さんの 所から 來 たとい ふ 卵 を 持って 來て くれた。 —— 彼女の 
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心からの 贈物 —— 余 は 何物よりも 嬉しく 味った。 

セ 月 二十 二 B" 水曜" 晴。 心 好い 一 日" 朝 平く if 校に 行き、 終 H 採 ii をし、 夕刻 終了。 

諌早鎮 から 來信ー 

七月 二十 八 BT 火曜〕 喑。 朝、 校" それから、 札 幌驛發 十一 時 四十 五分の 汽車で 狩 太に 行く。 農場 を 訪ねて、 一年中た 

まった 用^ を片 づけよう として ゐ るの だ。 余 は 此の 仕事 を 半信半疑 を 以て 見て ゐる。 一方」 於いて は、 澄んだ 良心 を 持って 

所有 主で あり 得る の だが、 ； i 方に は 余の 主義が それ を 否む 樣な氣 がする。 心中に 不安 感じて ゐ るので、 此の 仕事に か、 る 

こと は、 余に とって は 常に 恐し く 不愉快で ある。 停 革 場で 吉 川の 父に 會ひ、 事務所に 行く。 この 春魏 にか.^ つた 建物 は 出 

來 上って ゐ た" 二 室 (六 叠と八 ® より 成り、 我々 の 住む 爲 につく つたので ある。 どちら かと 云へば 貧弱な 農場の 中に、 こん 

な 綺麗な 家が 晃ぇ るの は、 余に は 恥 かしい。 然し 實際 のこと を 云へば、 我々 は 東京で も札幌 でも これ 位の 程度の 半： 活な樂 し 

んでゐ るので あるから、 こ X に ゐる時 だけ、 貧コ Z 暮し をす るの は 却って 氣 まぐれな ことになるの だ。 この^ 物の itt さ を か 

れ これ 言 前に、 .：nl 分の 生活 を 全然 1 へなくて はならない。 己が 主義に 從 つて 生活して 行く と 云 ふこと は、 か， 「言った 風に 

難しい ことなの だ。 

此處の 耕作 攀 何に 處理 して 行かう かと lif. く考へ 乍ら、 事務所の 方へ 歩いて 行った。 自然に トルストイの 「若い 地主 

の 朝」 を 3 心 ひ 出した。 辦 しい 心 持に 捕 へられた" 

吉川 家の人と 十一 時まで 話して、 熟睡。 

+月 二十 九 or 水曜。 曇" 甚だ 蒸 暑い。 朝、 農場 を 視察に 行く。 昨年の 夏に 比する と 非常な 進歩。 それから、 不意に 中 名 

に ゐる田 島に 會 ひに 行きた くな つた。 十 時 四十 分の 汽車に 乘 つた。 彼 は 農場に ゐ なかった ので、 余 は その 細君に 會 つた。 元 

氣 のい、、 勤勉な、 陽 鎮 な 細 ^である) 彼女 は 余の 爲に部 尾 を械 いて、 茶 菜を勸 めてから、 余が まるで そこに ゐ ないかの 樣 

に、 ，H 分の 仕事 を 初めた。 W 島 は 何と 似合の 妻 を 持って ゐる こと だら う。 田 島 は風變 りな 男で ある。 人 牛； に對 する 彼の 平凡 


な、 ？^5^な、 勤勉な 態 は 現代の 靑 年に は 珍ら しい。 夕方、 其處を 去り、 磯ハ 介に 通ず る 道 を 歩いた。 余 は おひ、 深い 思 ひ 

沈んだ。 令よ 一 々具體 的に 醫ドす こと は出來 ない が、 樣々 のこと を 思 ひそして 考 へた。 時々、 小川の 邊 りに 立ち 停って、 自然 

の 化亡靜 f 中に 聞え る 時鳥の 鳴 聲シ眞 似したり した。 遂に 余 は 道に 迷って、 五時ニ十五分の狩太行きの汽^&り遲れ、 

^は^の 傍の 宿^で 十二時まで 待たなくて はならなかった。 その 宿屋に は 十五 歳 位の 少女が ゐた。 余 は その 少女 を 大變に 可 

愛い、 ふ 思 ひ、 遂に 彼女 を 捕へ て、 接吻した。 彼女 は 余に 抗ふ所 か、 明かに 余に すがって 来た。 自由な.： n: 然兒 となって、 彼 

女に したいだ けの ことが 出来たら どんなにい \ たらう。 あ \！ 余 は 何と 云 ふ 變な譯 の わからぬ 者で あらう！ 時には、 余 

は 死ぬ まで も嚴肅 であるかと 思 ふと、 時には 非常に 惡戲^ が 多く、 元氣 一ば いで、 余の 上に 重荷と なって ゐる 凡ての 評判、 

1^^ を かなぐり 捨てる 事な ど は 何でもない 樣な氣 がする" 

十二時の 黑松内 行きの 汽車に 乘る。 若い 婦人の 傍に 腰 を 下す。 彼女 も 亦 美しい と 思 ひ、 出來る だけ 彼女に. 犲體を やせせ よう 

とした 程、 .UI 分 は 好色な ので ある。 然し、 今度 は 非常な 養 恥と 墮 落の 氣 持が 伴った。 遂に 余 は、 怖れと 嫌惡を 持って、 彼女 

から 身 を 5^ けた。 资際、 自分自身 を 怖れ、 腹立たしく 思った。 黑松 内の 宿 で、 ちょっと 眠った。 

七月 iii 十 木曜。 昨夜 遲 くから 恐し いき 雨" 暗澹たる 風と、 時々 降る 雨 を 伴って 夜が 明けた。 四時に 起き、 五 時 二十 

五分の 狩 太 行きの 汽 率に^る。 石澤 夫人に 會ふ。 停車場で 吉 川に 會ひ、 ホテル 滞在中の 室 蘭 局の 大谷、 野 村に 會 ひに 行く。 

皮^は 余の 場が 私有 財 藍と して 許され 得る ものな り や 否や を 視察に 來 たので ある。 それから 農場に 行く。 然し、 雨 力 ひど 

く 降って、 農場 を視 〈する ことが 出來 なかった ので、 用事 を 明日まで 延ばした。 

午後、 吉 川き S の 仕事に 就いて 話し、 少し 午睡" 夜、 吉川老 の 無益な I り。 佘 はすつ かり 疲れ切って しまった。 

七 月 11 一十  一 or 金曜" 昨夜より 雨。 赏に靜 寂。 

士！ 1 川 I 妻 は 昨夜 加減が 惡 かった〕 彼女 は 二三 度 卒倒した。 〔以下 四 行 邦文〕 

自殺 をな す もの あれば、 直ちに 意 11- の 薄 ：！^ を以 つて 之れ を 貴む。 情事 をな す もの あれば、 直ちに 肉 性の 喷落 を以 つて 之れ 
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を賈 む。 不敬と 柳す る もの あれば、 } はちに 狂暴 を以 つて 之れ を責 む" 責 むる もの 思へ らく、 此の 如くせ ずん ば 自殺者、 溺惑 

者、 不敬 漢の績 出す る を 如何せんと。 憐れむ 可し、 此の 腐敗せ る 老婆 親切。 彼等 は實に 最低 度の 腐敗 を 藤さん とする ものな 

り。 我 は 此の 如き 偽善 をな さどる 可し。 此の 如き 偽善 をな す を 死より む 可し。 

八月 一 曰" H 曜。 啧" 甚だ 暴し。 (華氏 八十 六 度)。 視察 官が十 時半 頃 農場に 來て、 視察し 初めた" 小 林 農場の 支^人と、 

我々 が 同伴した。 ひどい 暑さ。 仕事 は 六 時半 迄 か \ つた。 夕方、 太陽が 二つの 山の頂に 沈み、 凉 しい 微風が 吹き 初めた 顷に 

なると、 邊りは 幸福 に^ちた 景色と 變 つた。 マ カリ ヌブリ 山の頂き は、 雪の様に白い 美しい 雲の 精 を 戴？、 他の 連山 は靑昧 

^だ ひた 帶の影 11 いろくな 穀物の みのる 豐 かな 野を蔽 うて ゐる その 影の 中に 消え去った。 余は麥 畑の 骘ぃ こ 立ーリ て、 恍 

惚 として あたり を 見渡した。 彼方、 南の 向く、  III 日月の 樣な 白く 光る 輪が か やき、 あちこちに 時 烏が 鳴いて ゐる。 甲蟲 

力 おごそかな 大氣の 中 を 飛び 廻って ゐる。 (甲蟲 の 飛ぶ の を これ 程 面白い と 思った の は、 初めての こと だ 0 他の こよ 

見られない 感じ を與 へる。) 蝶、 蜜蜂が 相變ら ず、 花から 花へ と 忙しく 戯れて ゐる。 遙か 彼方に は、 あちこちで、 燃える 難な 

牧革の 原 力ら 出る 薄 紫の 煙が、 人の 住んで ゐる こと を 物語って ゐる。 あ \、 雄大な 自然よ！ 如何に 汝は、 その 仲 こ撿 

てられた、 汝の 息于を 慰めて くれる 事 だら う！ 

歸 つて 来たら、 疲れ切って しまった。 吉 川の 妻が 又惡 い。 その 1 番 下の 子供 はまる で 無邪氣 で、 病氣 がどう 云 ふ もの か を 

知らず、 母の 懷 ろに 入って、 ^を 吸 ひたがって 仕樣がない。 いけない と 云 はれて、 一夜中 聞く 人の 心 を さく 程、 泣きつ.. け 

てるた。 

今 私の 心 は あらゆる 田舎の 人の 嫌に 單 純で ある。 眠りに は 夢が なく、 仕事に 何の 野心 もない。 然し、 余が この 狀態を どれ 

位續 けて 行く ことが 出來 るか は 疑問で ある。 大多數 の 友人と 比較 すれば、 余に はか X る 生活 を續け る 可能性が あると は © 

ふけれ ど" 

余に、 これまでの 余の 生活 を^ 然 放擲して、 新しい 道に 余 自身に もま だはつ きりして ゐな いが、 全身 を 捧げる 時が 近づき 


つ 、ある こと を 知る。 とにかく、 余 は 余の 生活 を 唯 一 の 人生の： ：11 的に 向ける まで 滿 足しない。 か、 る 動向 を、 神が 余に 與へ 

仏^ひし1:1§^大の$3:^5:なる惠みと2心ってゐる。 神よ、 御 心の ま- -に余 を If き 給へ、 余の みは、 たヾ 自我 を 生かし SB れば 足る" 

八月 二  n 暇。 实 しく 夜が 明けた。 野 村が 九 時半 s„ ；來 た。 一時、 小 林と 我々 との 間の 境界， 粉の 測 バ别を 終へ る。 鮮村は 我 

我 所で 甕 食 をした。 彼 は、 II 立 敎會に Ig して ゐた ことがあ ると 云った。 彼 は 泣廳の 新規 則 を 示した。 それ を 夕方まで か >f 

つて $1$ した。 それから gs^ 場を兑 に士： ： 川と 出かけた" 今 曰から 七夕で ある。 どの 家の 前に も 飾りが ある" 色の ついた 短 册と花 

の. 卜って ゐる 柳が、 今 は 亡き魂 を迎 へる 0! に 立って ゐる。 こんなお 祭に は、 何 か 非常に 心 そ る 詩的な ものが ある。 こま や 

かなお 敬と 興味 を もって ながめた。 

風に 吹かれて、 枝が 動き、 樹が頭 を 垂れる のに 何と 心を惹 かれた ことで あらう！ そこに 俊し い 愛撫が ある。 ほんと に 美 

しぃ-^のだひ 

八月 一一 一 B。 月隊。 少- 暴り。 蒸 暑し。 朝と 午後、 小作人の 家 を 一軒々々 訪れる。 興味深し。 新しい 規則 を寫 す。 

八月 四 or 火曜" 尋 七 時 二十 五分の 汽車で、 農場 を 去り 札 幌に向 ふ。 一時 頃札幌 蕾。 直ぐ 森 本の 家 を 訪れ、 もてなされ 

ろ。 KH^ 舍に歸 り、 それから 佐 山の 所に 行く。 一緒に 農場に 行って、 吉 川の 妻を兑 舞って くれない かと^ スだ" 喜んで 引受 

けて くれた。 

八月 五 B" 水曜" 昨夜より 美しい 雨。 朝、 舉 校と 道廳に 行く。 森 本の 家で 晝 Ac それから 竹 崎の 家。 子供が 產 れてゐ た。 

13 劍な話 をした。 彼 は 現在の 地位に 非常に 滿 足して ゐる樣 である" それに 反して 余 は、 相 變らず 自分で それと はっきり 判ら. 

ない 何物 か を 焦り 求めて ゐる。 

夜、 部屋で 過す。 今晩は 蚊が ひどい。 殆ど 眠れない。 

この 二 三 日の 内に 恐し い 運命が 余 を 待って ゐる。 余 はこの 日記に、 烈しい 生死の 楚 闘の 記錄を つけよう として ゐる。 もレ 

何の 助け もなかったならば、 入よ、 汝の 信念と 勇氣を 以て 邁進し、 人生に 於いて 最も 慰み ある ものと 信ずる 事 を 敢行せ よ。 
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男に せよ、 女に せよ、 悲憤- 悲慘の 故に 死せ しむる も 可な り。 余 は 石の 樣に 冷膽 になるべき である。 主義 を 持ち- 其の 情熱 

をお つもの は、 時として は、 その 邪魔になる もの は 何でも 犧牲 にす る 位の、 暴君と ならな けれ， まなら な、」 

女の 樣な 同情と 憐感を 捨て去れ。 汝は 無慈悲に ならなければ いけない。 さめ と 泣く もの を、 屠 牛 者の 冷 かさ を以 つて 

眺めよ。 あ  > -。 あ. t! 

八月 穴 B。 木曜" 曇" 朝、 農場 問題で 宇 野に 會 ひに 行った。 彼 は 柳に 風と 余 を あしらった。 こんな 男に 抗 ふの は 余の 力 で- 

は 出來な  いと 思った。  彼等 は 異國に 住む 人 だ。 

森 本の 家で 晝食。 夜、 足 助の 所へ 行く。 我々 は 停車場へ 高 知 〔？〕 を迎 へに 行った が、 無駄だった" それから 逢阪の 所へ、 

それから アリア ィ. レストランに 行く。 そこ を 出た のは遲 かった。 余 は 蚊帳 を 持って ゐな いので、 蚊帳で 1 夜 を 過すべく、 奪 

阪の 下宿に 宿った。 風が ひどかった。 余 は 全く 眠れず、 四時 半 同家 を 出た。 

八月 七 nr 金曜。 曇" 八 時 頃 雨が 降り出した。 佐 山と 共に * 十一 時 四十 五分の 汽車で 狩 太に 行く U 六 時 同地 着- 

八月 八 曰。 土曜" 荒れ 模樣〕 終日 家に ゐて、 何もし なかった。 佐 山 は 病人 を 診た。 彼女の 病状 は 我々 の心酏 して ゐた 程で 

はなかった。 夜、 眞而 目な 話。 

八月 九 nr 日曜" 晴。 暑し。 (華氏 八十 七 度 )0 今朝、 佐 山 は 家に 歸 つたり 終日 規則 を寫 して 過す" 夜、 吉 川と 晨 場の 仕事. 

に 就いて 話す。 

〔此處 に 農場の 經營 に關 する 覺ぇ書 あり、 略す。〕 

八月 十 B" 月曜。 晴。 今朝、 東京に 向って 農場 を出發 する" 夕方、 函館 着。 末 光に 會 ひたかった が、 彼はゐ なかった" 

八月 十一 曰。 火曜。 好晴" 田 村 丸に 乘 つて 海峡 を 越えた。 卒業生の 鈴 木に 會 つて、 色々 話 をした) 靑森發 一時 四十 分の 汽 

車に 乘 つた。 夜、 美しい 月 J 

深更， 夜汽車の 中で 記す。 


八月 十二 nr  Air 烈しい 雨" 雨中、 上野に 十 時半 is。 御兩親 及び 英 夫に 會ふ。 夕 2inl が會 ひに 來た。 七 ヶ月：^ りに 家 

に35っての^1£じを、 詳しく？^：留め得る氣分になってゐなぃ。 

八 月 十二 日から 日記 を 捨て、 ゐた。 その 時から、 齊 くべき ことがなかった ので はなく、 結娇 問題で 心身 共に 忙しかった か 

ら である。 ^1  母に 起った 感じと 思 ひ を 1 々忠. に 書 §5 めて S かなかった こと を 甚だ 後悔して ゐる。 

s^:ipするゃ否ゃ、 稍 i 不安 を もって 余 を 待って ゐる 家の 中の { み氣を 感じた。 くらめ く 程、 敏く 感じた • 父上 は 余に 飯 田の 

^件の 詳細 を り、 敵に 對 する 父上の 計畫、 及び その 事件に 處 すろ 熊 度 をお 述べに なった。 余 は gs^ 場 問題 をお 話し、 更に 如 

何に して その 能率 を坍 進す るかに 就いての 余の 計 繫を說 明した。 然し か X ろ問题 以上に、 我々 二人の 間に は、 より 切迫した 

問^が あつたの である。 

遂に 核心が 現れた。 余 は 結婚と 言 ふ 恐る 可き 問题に 直面した。 父上 は、 眾 に 两 洋風の みに よって 嫁 を 選んで はいけ ない、 

蔽を 引く 探な もの だと 思って 滿足 しなければ いけない と、 繰り；^ し說敎 なさった。 父上が 結婚 させよう との 親 の懸ぉ をお 

つて 居られる の を 見ながら、 しかも 强く 昔風の 信念 を 罔 執して ゐられ るの を兑る 時、 余 はこの 二つの 態度に 挟まれて， 如： 1： 

に 身 を處 すべき か 大きな ディ レ ン マ に陷 つたので ある。 父上の 身 邊には 多くの 闲 難な 問題が 群って ゐて、 それら は 皆、 その 內 

の 1 つで もが 失敗に 終れば、 父上 を 全然 打ちく だき 去る 事の 出来る 程の ものであった" 事情が si^sl でさへ なければ、 喜んで 

出來5^る限りに自らを精牲にしょぅと思ふ程、 父上の 御 心 を 憐れみ 同情した。 然し、 事情が 非常に 惡 ければ、 結 架と して ど 

んな 不幸が 起ら うと も、 如何なる 艇 迫に も從 ふこと が 出来まい。 

候補 の 申出が 二 口 ある。 兩方 とも 申 分ない 樣 である" 多くの 人々 が 仲に 立って、 候補者 自身 やその 家族の 赏相を 探らう 

と 努めて ーゐ る。 1 入 は 一一； 浦 (海軍 士官) の 娘で ある。 然し、 彼女 は その 人の 本當の 娘で はなく、 ある： 卜 宿屋の 娘で、 そこに 彼 

の 息子が 住んで ゐて、 戀仲 になった 少女で ある" 三 浦 は、 自分の 息子の 妻と して は 他の 少女 を 選び、 問題の 少女 を萵等 師範 
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畢 校に 入れて 敎 育した と 云 ふこと がわかった。 それで この 方 は 駄目に なった" 他の 方 は神戶 在住の ある 富稾 (某 衆議院議員) 

の 妹で ある。 彼女の 姉 は、 土方 敎投の 妻で ある" 土方 は、 余が 彼女の 夫と して 適 はしくな いと 思った に 違 ひない。 それに 來 

た 返事 は餘り 香し くなかった。 此 くして、 多くの 人が 最上と 思って 選んだ 二 口 は 駄目に なった。 兩親 もい らくして ゐられ 

た。 然し、 余の 方 は、 假令 少しの 間にせ よ、 氣が樂 だった。 

御： iE 親 は、 お選びに なった のが 皆 香し くないので、 來 年の 夏まで この 問題 を 延ばさう として 居られた 所へ、 不意に 父の 古 

い 同僚の 一人で あるお 川 氏から、 今 I つの 問^が 起った。 石 川 氏の 話に よれば、 彼の 薛 仲間に 一 陸軍 十： 官がゐ る。 その 入に 

娘が 二人 あり、 姉 はもう 婚約 濟 であるが、 妹の 方 はま だで ある。 が、 石 川 氏 は どんな 娘 か 知らないと 云 ふので ある。 然し、 

も 少し 話 をす、 めて 見ようと ：}< ふこと になった。 話をす>^めてみると、 その 娘の 父の 申 分が、 余が その 娘と 知り合に なって、 

お 互 ひが 全部 知り合 ふまで 親しくし、 それでもし 雨 方と も氣に 入ったら、 婚約 すれば い. と 云 ふので あった。 これ は 余に 願 

つても ない 事だった。 余 は それ を 11 いて 喜んだ し、 父上 も 喜ばれた。 これ こそ、 余が？^ 强に 主張して ゐ たこと なので ある。 

此 くして、 見合 ひの 日 取 は 九月 一日と 決められた J それ は 二百十日であった。 夕方、 雨が 非常に はげしく 降って 来た。 兩 

親と 余 は、 日 比 谷 公園の 松 本樓に 行った。 ぐに、 石 川、 神尾兩 夫妻と その 娘が 来た。 我々 は 階下で 會 つた。 余 は、 その 晚 

は、 自分で も 驚いた 位、 氣 が落蓿 いて ゐて 大膽 であった。 少女 は 非常に 羞 しがって みる 様に 見えた U 余 は 時々、 彼女に 視線 

を.： 1： けて、 その 時々 に 彼女が どんな 考へを 持って ゐ るか を 讀ま うとした。 然し、 彼女 は 非常に 愼 しみ 深く 画で、 一度たり 

とも その 視 W を 余と 合せる ことがなかった。 然し、 何となく 彼女が 余に 好感 を 持った に 違 ひない と 信じた。 余は羞 しがり や 

で 氣 であるに も 拘.. ： ず、 あんなに うまく 振舞った の は、 全く 不思議で あり、 今でも わからない。 皆と 寧ろ 雄 辯に 話し、 極 

く， H 然に 笑った。 余 は、 その 夕 は、 どちら かと 云 ふと 批評 的であった。 穴の 明く ほど 见て、 その： g い 一夕の 間に 彼女の 性格 

をす つかり 知り 盡 くさう とした。 そして、 その 企てに ある 程度まで 成功した。 それ 以來、 彼女に 就いての 自分の 考へは 殆ど 

闘らない。 彼女 は 年の 割に 子供つ ぼく、 極めて 嚴 格な 家庭に 育てられた 娘 だと 思った。 彼女 は氣早 やすぎる としても、 どん 


な ことで も、 行 感知し 得る ほど^ 敏 である。 彼义は 汚れの ない、 澄み切った、 愛らしい 心の 持主で、 それが 彼女の 一番 

^いもので ある。 彼女 は 確かに 禁愁 的で はない らしい。 然し、 彼女の 優し さが それ を 補って ゐる。 彼女 は 決して、 强ぃ 意士ゅ 

、丁； 張 を もって ゐる 女で はない。 巧みな 暗示で 夫 や 助け、 思 ひ 設けぬ 様な 勇 氣を以 つて 夫 を 慰め る 女で はない" 然し、 彼女 

は 夫が に陷 つた 場合に は、 心 を 投げ出し、 同情の 淚， - 注ぎ る 女で ある" 彼女 はコ， デリアで はない が、 デス デ モナで 

あり、、 オフ H リアで ある" 彼女 は、 入を說 服し iJE る 様な 人格で 以 つて、 男を勵 まして 仕事 をさせる 女で はなく、 その 優し さ 

と服從 とに よって、 夫に 事を爲 さしむ る 女で ある。 女 は 女らしく して ゐる がい  >,。 余 は 女の 勵 まし を 必要と する 程！^  くない。 

寧ろ 余 は、 紐り なき 女性 を 翼の 下に 被って、 彼女 を あらゆる 攻擊 から 守って やりたい の だ。 安子 — 彼女の 名 を 安子と 云 ふ 

11 はこの 望みに かな ふで あらう。 

食 4 の 話 も 終って、 別れろ 際に、 安子 は 初めて、 素早く 余に 沁み 込む 樣な 視線 を经 つた" それ は 余が 容ガぷ にわかる 様な、 .， 

^いく 意味 を 含んだ ものだった" 然し、 余の心は彼女をs^^ぅと決心する程强く動かされましなかった" 

その 翌日、 二日に 神 尾 家の人々 は鹽 原に 鼓った" 我 々は！ 一一 日に その後 を 追った。 余 は 荷物の 中に、 メレ ジコ フス キイの 「へ 

ンリヴ ク. イブセンの 生涯と 作品」 と、 ダヌン チヨの 「バウ 口と フラン チェスカ」 を 入れた。 秋雨が 降り 續 いて ゐた。 御兩 親. 

は 時折り 眠って 居られた。 余 は E- 書に 夢中であった。 讀書 して ゐ たら、 心中に 異樣な fir が 湧いて 来た。 余 は 胸の あたりに 

戰慄 を&ノ えた。 どんな 情の 爲に、 かうな つたの か 自分で も說 明が 川 来ない。 

その 日の 薄暮、 福 渡の 和 ホテルに 着いた" あの人 達 も 同じ 所に ゐる ものと 思って ゐ たら、 後に なって 树屋に 宿って ゐる 

ことが わかった" それで、 その 夜 は 我々 はお 互 ひに 會ふ ことが 出來 なかった" 

このお 屋で 我々 の 給仕 をして くれた 若い 少女に、 余 は 心 を 留めて 見た。 彼女 は 非常に 入を惹 さつけ ると ころ かあつた。 顔 

が綺 鼯な爲 ではなく、 態度が 洗練され てゐ るからで ある。 彼女の 顔つきに は、 すぐに 跟 についた 素朴で 正直 さうな 所が ある。 

この 事 を 余は兩 親に 話した。 お 二人 も 亦、 彼女 を 注意して 御覽 になって、 心からお 氣に 入り、 柬 京に 連れて 歸 りたい とお 望 
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みこな つた 程だった。 けれと、 その 少女 はこの 宿屋の 娘 だと 云 ふこと が 判って、 さう する こと も 出来なかった 

四日の 朝 は 晴れて ゐ た。 我々 は桝境 旅館に 行って、 彼女の 父 (五十 五六の 頑健 さう で、 質朴な. 世間離れ のした、 開けつ 

ばな しの、 陽氣な 入〕 と 彼女の 姉の 愛子に 會 つた。 安子が あどけない 方と すれば、 愛子 は 沈み 勝ちの 方で ある。 愛 +は考 へ 

^く、 安子 は 快活で ある。 面白い 對照 だ。 我々 は 皆で 古町まで 行き、 フ セン 樓で 少憩した。. 

余 はこの 散歩 中 は 寧ろ 控へ 目の 方で、 彼女に 少しし か 話しかけなかった。 だから 彼女の 方 は 尙の事 余 以上に 默り がちで あ 

つた〕 ^  < この間 中に、 我々 はお 互 ひに 心を惹 かれて ゐ ると 云 ふこと を 知った。 歸 り途、 ひどい 雨に 遭った。 午後、 彼 

が 我々 の 方に 來て、 話した。 

夜、 余 は 彼等に 會 ひに 行った。 彼女の 父 は 非常に 丁寧に 余を迎 へて くれ、 夕方 一ば い 話 をして 來た" 彼女に 話す 機 會は殆 

どなかった。 A.^ は、 彼女と その 姉が 余 を 仔細に 注意 深く 觀 察する 襟だった。 確かに、 彼女 はさう したに 違 ひない。 然し、 

余 は それが 爲 にと 云って 特に 羞 かしく 感じ はしなかった" 

五日、 我々 はゥォ トメに 行った。 今日は 今までよりも ずっと 皆 親しくな つた" 途中、 余 は 高い 崖の 下に ある 不動" おに 下りて 

行った-、 余が そこに 少々 揭くゐ たので、 父上 は 何事 かとお 思 ひに なって — 父上 は 何時も 余の 奇癖 を 心配し、 余が の顕 

動で、 何 か 無謀な 事 をし さう だと 思って 居られる のだ—— 余 を 探しに 男 をお よこしに なった。 然し、 余 は 皆の 休んで ゐる所 

に 行く 途 a. で その 男に 會 つた。 余が その 家に 近づく と、 彼女 は 二階から 見て ゐた" 余 も 同時に 彼女 を 見た。 我々 はお 互 ひに 

その 視線 を 合 はせ た" 彼女の 眼に はたし かに 優しい 懸念の 情が あった。 彼女 は 余の 視線に 遭って、 たじろがなかった だけで 

なぐ、 赏際、 どうした のか 知らう として ゐる樣 子であった。 その 時の 彼女の 表情 は、 確かに 余の 心の 髓ま でしみ 入った。 彼 

女 を 党た 余の 視線に は 感謝の 情が あつたに 違 ひない。 

家に 歸る 途中、 愛子、 子と 佘 は！^" 華： i を 見に 行った。 我々 は 镜道を 上り、 危ぃ獨 木撟を 渡らねば ならなかった。 安子 は 

、つも 余の 助寸 こ. 鎚 つて、 上手に やっての けた。. 然し 乍ら、 我々 はお 互 ひに その 愼 しみ を 破る ことなしに 別れた。 


六日、 ^3^;2^に歸るべき日でぁる。 余 は 彼等の 先に 立って 歩いて 行き、 獨り樣 々の 物 思 ひに 耽って ゐた。 山の 麓の 小さな 寺 

の 所まで 來て、 彼等の ■ つて 来る 馬車 を 待った。 約 一 時間 程して 馬車 は來 た。 余 は 安子の 向 ひに 腰かけた。 余 は 彼女 をぢ 

つと！ 5」 ゐ たら、 强ぃ 愛情の 念に とら へられた。 見よ！ 遂に 余 は 彼女の 鮭 力に 捕 へられた" 余 は 胸に 不思議な 不安 を 感じ、 

くら 

彼女の 姿に 股が 眩んだ。 輕ぃ、 清い、 物悲しい 思 ひに 時折り 捕 へられた。 余 は、 彼女と 二人き りで をら れ たらと、 どんなに 

んだ であら 5。 . 1 此處 まで 書いて 来たら、 余 は 急に 彼女 をい とほし む 心に おそ はれて 來た。 資際、 この 數日、 冷やかに 

彼女 を 思って ゐた。 余 は 彼女の 寫 2d； を 取り出して、 それ を 抱いて、 • 烈しく 接吻した。 神よ！ 惠み を與へ 給へ。 彼女 を 愛し 

て ります！ 

汽_5?. の 中で は、 余 は 彼女の 傍に 坐り、 彼女と 寧ろ 雄 辯に 話した。 然し， 余の 深い 思 ひ を 彼女に 打ち明け るの は しい こと 

だと 思 ふ ST 急に ごく 打ち解けて 來る樣 になった の は、 上 に 着く 少し 前の ことだった。 

余の人カ車が^^^^5^.場を出る時、 安子 は 入口に 立って、 余 は 彼女の 全身の 王で あるの だと 信じ られる 程、 非常に 打と けた 

挨^ をして くれた。 

その 夜から 余 は、 長い 問 捨て. -ゐた 祈り を： 舟び 初めた。 彼女 は 余を實 に眞： 向 目に して くれた。 

その 夕から 十三 日の 夕まで、 余 は 彼女に 會 はなかった。 

銷納の 取り 交しが 十一 日？ に 行 はれた。 斯 くして 安子 は 形式 上 余の 半身と なった。 

十二 日の 夜、 我々 は 彼女の 家で 御馳走に なった。 我々 は 盗と 指輪 を 取り 交した" 余 はこん な嚴 鰌な 時 を經驗 した ことが な 

かった。 

十 三 日の タは神 尾 家の 入々 の 接待に 當 てられた。 その 夜から 安子 は 我々 の 家に ゐた。 • 

十四日の 朝、 安子と 余 は IK を散步 した。 正午、 余 は 彼女 を 余の 書 齋に伴 ひ、 余の！^ 會的、 個人的、 宗敎的 狀態を 悉く 說明 

し、 名. 战と时 窗を以 つて は 彼女 を滿 足さす ことが 出来ない こと をカ說 した。 安子 は 余の 云った こと を 理解し、 余の 申出に 同 
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意した。 余 は —— 初めて —— 彼女の 手 を 握った" 1 生 忘れる ことの 出来ない 感じ を 持って 11 

夕方、 我々 は 新渡戶 博士に 會 ひに 行き、 氣持 よく 話した。 

十五 曰、 余 は 荷造り をした。 安子 は 主婦の 樣に、 余の 手傳 ひに 来た。 我々 は トランクの 傍に 坐った。 我々 の 話 は、 二人の 間に は 

何の へだたり を も 忘れ去る 程、 心 好い 親しい ものだった 。余 は 彼女 をし つかり 抱いて、 接吻した 11 接吻した。 彼女 は 泣いた" 

夜、 余 は 札幌に 向って、 東京 を 去った 。十セ 日、 札幌 着" 

彼女の 最初の 手紙 は 二十日に 着いた。 第二の は 二十四日に。 

九月 ー1 十六 or  土曜。 暴" 今日 授業な し。 朝 中、 近代史 を讀む U 力， 'ライルの 「フランス 革命」 を讀み 初めようと 思って 

ゐる。 晝 食の 時、 吉 川が 農場 問^の ことで 會 ひに 來た。 彼の 考へ によれば、 小作人の 大部分が 何處か 公有地 を 買って 其處に 

移らう として ゐる らしく、 農場の 監理 上 大打擊 となる かもしれ ない。 

森 本が、 二十 3 日付けの 安子の 手紙 を 渡す だけの 爲に わざく やって来て くれた。 思 ひやり と 同情に、 心からの 感謝 をし 

た。 今度の 彼女の 手紙 は大變 心の こもった もので、 余の 愛情 を 再び 湧き f しめた。 

それから 足 助が 来て、 彼の 家庭 問題の 解決 を 余に 求めた。 彼が、 異常な 力で 身 邊に逼 つて 来る 困難に 耐へ るに 足る. たけの 

力 も、 十分に 强 固な 意見 もない の を、 憐れまざる を 得ない。 彼 は 全く その 境遇に 打ち 挫 がれて ゐる。 その 結婚 問題に も 非常 

に悲觀 的で、 彼の 健康と 富と を 持って して は 妻を娶 り、 子供 を 養 ふこと が出來 ない と考 へて ゐる。 

夕食お、 ぶ g 川と 大 西が 話しに 來た。 大西は 殆ど 九 時 過ぎ 迄ゐ て、 文學、 國 Sii 改良 問題、 その他； 額々 話した。 彼 は 確固たる 

僴 性を缺 いて ゐる。 彼の 全 存在 は 全く 感傷主義に 支配され てゐ て、 美しい 蜃氣樓 を る 以外に は、 何事 も 成就し 得ない 白 中 

夢 を 貧る ものである。 余 も 曾って は 正しく 此の 如き もので あり、 今 も尙屢 さう である。 他人の か、 る 態度 を 見る と、 余の 

心 は 烈しい 嫌惡を 以て 反撥す る。 而も、 余 も 亦、 詩的 感興が 高潮 を 示す 時 はか る 時で あると 思って， か 1 る 感情に 執着す 

る。 余 は、 過去の 感傷主義 を 抹殺し、 再び 淺 薄な 耽 第 主義に は、 決して 房りたくない ものである。 


^哀 想な ものよ ー 余 は 彼女の si: を懷 ろに 入れて 眠った" 

九月 二十 七日。 日曜。 天！； if 晴朗。 秋ら しき 好晴。 朝、 安子に 手紙 を 書く。 それから R: 曜舉 校に 行った。 あそこに も 何等か 

の改草 を 施さなければ ならない。 學校經 營上何 かの 進歩 をせ しめる 爲に、 余 は 出来る だ tr のこと をしょう と 決心した。 

g| 子さん の .Is^ls^ 舞 ひに 森 本 を 訪問。 彼女 は 昨日から 惡 かった。 余 は 彼女 及び 森 本 を氣の 毒に 思 ふ。 神よ！ 彼女に 健 

康を與 へ 給へ。 そして、 彼女が、 彼女の 人生に 對 する 明るい 態度に よって、 夫 を元氣 づけ、 勵 ますこと が 出来ます ように ー 

安子の 愛が 余 をして、 余に 接觸 する 凡ての 人に 對 して 同情 深く せしめた。 

森 本の 家 を 出で、 東區で 二！ n 軒 貸家 探し をした。 一軒 は 相 當に氣 に 入った が、 余 は、 長 山との 約束 を 破る ことが 出来ない 

と 思った。 

夕方、 リンカ.' ン協會 の 秋季 例會に 出席す る爲 め、 豐平 校に 行く。 荒 川と 逢阪が 話 をした。 逢阪の 演說に は 熱が あった. - 

彼が 社會. ェ義 宣傳の 仕事に 携 はるなら、 すぐれた 镅動 家と して 有名になる であらう。 

父上より 來 

九月 二十 八日。 月曜" 風 あり。 晴" ^校に 行き、 三時 間 教授" 余 は、 獨逸語 及び 佛 蘭西 語に 熟達す る ことの 必要 を 强く感 

じた。 少 くも その 內 I つ を：^ く 初めなければ ならない。 ゴスの 「イブセンの 生涯」 を 興味深く 讃み 初める。 

^場 問ぎ」 ついて 父上へ 手紙 を 書く。 安子に 葉書" 夕方、 借家の ことの 相談で 歸村を 訪れた が • 留守だった。 そこで 森 本 

の 所へ 行く。 靜 子さん は 何時もの 樣に、 話 をす る こと は出來 たが、 餘り 良い と は 思へ なかった" 其處 で、 八 時 過まで 話す。 

安子からの 歌 二つ 書いた 紫 書 を 受取る。 

家に 歸 つて、 再び 「イブセンの 生涯」 を讀み 初める。 河 野 夫人と 田 島に 手紙 を 出す。 隆 三と 神尾毅 一より-!^ 書來 る。 

纯^\ 怠惰な 生活より 踏み出で よ。 宵 年に 向って 開かれて ゐる、 かど やく 門が あるで はない か。 我々 の 内の 誰か V、 その 

糠 を 5§ る 可き である。 この 絕 好の 機-曾に 薬 じ 損ねし むる もの は、 噫 病と 怠惰で ある。 
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余 は、 實際 上？ 知識の 範陶 を擴げ て、 出來， 侮る 限り 廣ぃ 領域の 上に 余の 城 を 築かねば ならない。 この 條件 こそ、 我々 靑年 

に 要求され てゐる もの である。 

九月 一 1 十九 火曜。 雨。 夕方より 荒れ 氣昧。 朝、 氣の むくま. -にニ 枚 手當り 放題に 縛 を 書いて 見る。 全く 失敗" 「諸 所 

の 印资」 と 云 ふ 題で 螯か うと 云ふ 考が 浮んだ" 筆 を 大ざっぱに 使って、 余の 訪れた 場所の 「情緒」 (Sti3ing〕 を 現 はして 見 

ようと 田 5 リてゐ る。 

學 校に 行き、 ぶつ 續 けに 四時 間 授業した ので、 少し 疲勞 した。 午後、 足肋來 り、 二 時 近くまで 話して 行った。 それから 「マ 

グダ」 を讀ん だ。 數頁 進む まで、 この 劇の 卜：^ を アメリカで 見た の をす つかり 忘れて ゐ たの は 不思議な ことで ある。 ズ ー デ 

ルマンが、 イブセン は 扨て おき、 ハ T ブト マンと も问じ レベルに 立ち 得ない と 言 ふ 論 は正當 である。 確かに 彼 は、 人生に 對 

する 眞の藝 術 的 態度に 觖 けて ゐる。 彼の 作品に は、 「フラウ • ゾルゲ」 は その 不思議な 例外で あるが、 否むべからざる 皮相な 

作爲が ある。 r 聖 ジョンの 火」 をよ く 知って みる も 2 に 取って は、 今 云 ふこの 劇 は 前の 繰り返し である。 二つの 劇に 於いて、 

中心思想 や 出場 人物 は 全く 同 一 の 型で ある。 

ュ-ゴ ー の 作 少しと、 モリ エルの 日本 譯を 讀 む。 一つと して 特に 余の 心を惹 くもの はなかった。 

風が 彼女の 住んで ゐる 方から 吹いて 來る。 神よ、 彼女 を 護り 給へ！ 神よ、 余を淸 めて、 全く 新しき ものと なし 給へ。 

今日の 樣な 日に は、 悲しく 變 蠻 な 思 ひが 余に 襲って 來る。 自然の 諸々 の 原素が 調和して ゐ ない。 嵐が 革命 を 孕んで ゐる。 

嵐 を兑る と： ；ム ふ こと は 何 と 恐し くも 壯大な ことで あらう。 

九月 n 一十 日" 水曜" 終日、 雨。 朝、 ゴ ー ル キイの r 11 」 を少— 讀む。 (今、 T 度此 に 本 を 持って ゐな いので、 その 小說 

の 题が思 ひ 出せない。 ：- 興味 多し。 彼の 作品 は 何時も 躅特 で、 我々 が 日常 接して 居る 作物と は 趣 を 異にして ゐる。 彼の 率直に 

して 大糟 なる！ I： 情 心よ. *  . 

三時 間授 菜。 溝 淵 教授と 學牛： との 間に、 英語の^ 級 編制の 問題に ついて、 面倒な ことが 起った。 吹 田 と 語る。 我々 がお 


i»i ひに 話す 時 は 何 も、 我々 二人の 問に 親しい 共 感じる。 

午後、 ^^氣で^-年：^驗を巾止した四學生に試驗をする。 その 間ゴ ー ル キイ を 讀み續 ける。 

ぬに 入る。 官命で 洋行す る 坂 岡の 爲の经 別，^ に 出席- 歸宅 後、 非常に 詩が 讀 みたくな つたので 11 最近 珍しい ことなの だ 

が II ハイネ、 ボ， 及び 二 一 二の 小 詩人の 詩 を-泥と 深い 思 ひ を こめて 讀ん だ。 あ >-、 §、 子よ！ お前 は 何と 强く 私の 心 を 捕へ 

てゐ る^だら う。 お前の 名前 を 思 ふだけ でも、 涙に ひたる ので ある。 時々、 お前の 淺慮 故に、 私を牽 ざつけ なくなる sr 私 

は 冷 かに 疑 的になる 第が ある。 恐らくお 前 は、 餘 りに 子供 過ぎ、 餘 りに si. 純な ので、 私の 摯に 男らしく 捧げる、 烈しい 

を 理解 出來 ないで あらう。 恐らく、 私は餘 りに も 强ぃ思 ひ. V 抱いて ゐ るので、 何人も 私の 熱情に ふさ はしく 報いる ことが 

出來 ないで あらう。 安子よ！ お前の 爲に、 私 は 私の 冷たい 心 を 凡て 捨て去り、 た^お 前 を 愛し、 お前 を 抱く 爲 に、 私の 信 

顿と^£情を凡て注ぃだのでぁる。 お前が もし 私 を 理解し ない 時に こそ、 記憶せ よ、 悲しみ はお 前の 上に あらう。 お前 は -yKif? 

ん， 取り返し のっかぬ 悔恨に 追 ひやり、 私 を 何人も、 如何なる 力 も沮み 難い 絕 に 追 ひやる であらう。 さらば、 私 を 愛せよ、 

汝の 心 を 棒げ て。 

あ、 ー 5^痴っぼぃ^!1?ょ- 沙漠の 中に 眞珠を 求めよう とする 人間 だ。 地上の 最も 憐れな もの は 理想主義 者で ある" 理想 主 

義^!<?は、 人々 が 暗 sli- の 悪魔し か 見ない 所で、 天使の み 見る ものである。 この 矛盾！ 余 は 生れなかったら よかった の だ！ 

十月  一 or 术 曜。 朝、 日 太晴。 秋の 氣が 人の 心に！： 沁みる。 朽葉が 濺 める 水？ 底まで 靜 かに 沈んで 行く 様に、 萬 物が 何 かの 

まで ー济 ちて 行く 樣な He かする。 凡ての もの をして、 深く 沈めし めよ。 そこに 又、 何 か 人生の 別 E1 の 泉が あるで あらう。 

朝、 授榮に 出る。 午後、 水^^科に出るの1て」0れて、 限りなき 悔恨と 自責 を覺 える。 心ない 事 をした もの だ。 死ぬ まで 恥ぢ 

るべき である。 

夕方、 長 山の 所に 行く。 余と 一緒に 住む 辔の松 尾 が 今夕、 移る 箬 になって ゐた。 然し、 彼に.^ へなかった。 今 B 外遊の 途 

に 上ろ 坂！：^ 授を 見；^ つた。  . 
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河 野 夫人の 態が この 數日 非常に 惡 いとのこと を 手 嫁から 聞いた。 尙 詳細が 知りたかった ので" 電報 を 打った。 

プリンス. クロポトキンから 葉書" 非常に 貴重な 彼の 時間 を 余に 割いて くれる と は 何と 親切な 人 だら う。 余 は、 彼の 心の 單 

純さと、 善い 性格が、 本當に 好きだ。 入 は 彼の 樣 にあるべき である。 

たぶ 

安子の 父より 來信。 安子 はこの 一 二 四 日 何の 便り も くれない。 彼女 は 余が 出さない 限り は、 決して くれない。 この 點、 彼女 

が 甚だ 惡 い。 

神よ！ 彼女 〔河 野 夫人 を 指す ものと 思 ふ、 編者〕 の： Jj^ 命 を 延ば 13 給へ。 彼女 は その 人生 を 悲しみと 乏し さの 中に 绘 つた 

のです。 彼女に 惠 みか 垂れ 給へ。 彼女に 今一度 だけ その 健康 を 取り 昆 さしめ 給へ。 そして、 彼女が、 靈の 健全と 共に 身體の 

健 嵌の IS の 喜び を、 今一度 だけ 味 はしめ 給へ。 あ、！ 何と 彼女 は 勇敢であった らう。 もう 一度、 少しの 間で い. t から、 彼 

女に 會 ふこと が 出来れば！ 

結局、 余の 爲 すべき 最良の もの は 死ぬ ことで ある。 余 は 飛躍す る ことが 出來 ない。 余 は 跳躍す る ことが 出来ない U 匍って 

行く のみで ある。 恥 多き 人生よ！ 

十月 一 1B。 金， 午前 晴- 午後 曇" 朝、 學 校に 行く 前に、 自ら 「諸 所の 印象」 と稱 する、 ナポリ、 ソレント、 ボン ペイの 

搶をニ n 一枚 書き かけた。 皆な 駄目" 豫科ニ 年で 「レ ，ミゼラブル」 の譯を 初めた。 

午後、 ニイ チェに 關 すろ 評論 を 少し 讀む。 彼の 思想の 中には 非常に 暗示. 的の ものが ある。 彼 は 凡ての 現存の 組織に ついて 

に當る こと を 述べ て ゐる。 

夕食後、 川 島.〉 訪問す る。 (彼 は 留守)。 佐 山に その 家で 會ふ。 行旅 病 者に ついての、 悲しい 話 を 聞いた。 歸宅 後、 再び-一 

ィ チェの 思想 を 讀み續 ける。 

安子から 何の 手紙 もな し。 

宇 嫁から 常報來 り、 河 野 夫人の 病氣が 快方に 向 ひし 由" .8し。 


毅 一に 紫 fS3I を 出す。  、  一 

十月 11  一 or  曜" 朝、 晴れ。 午後 風 あり。 朝、 森 本： 来て、 九月 二十 八日、 二十 九日 附の 安子の 手紙 を 持って来た U 冷た： 

ぃ氣^^で*躐へはょんだが、 讀み 終って から 泣いた U 余 は 何て 意地 •€ なので あらう。 余 はこの 數 日本 當 に狂氣 じみて ゐた。 佘 

の 心 は、 一陣の風に 吹き まくられる 塵の 樣に、 不意の 衝動」 よつ.」 あちこちに 吹き まくられ るので ある。 憐れな 武郞 よ！  一 

汝はそれ程^^薄な人間なのか。 自ら 恥ぢ るが い- -。 

あ、、 可哀想に も 優しい 魂よ！ 余 は 何と 汝を 威した ことで あらう。 免して 吳れ。  二 

,1 淵の 倫 SMf の 講義に 出席し、 新 知識 を 得た。 宮部、 南の 二十 五 周ハホ 祝賀が 一 時半より 岡 書 館であった。 會が 終って から、； 

と戶^ が會 ひに 来た。 彼等と 豐平 館に 行った。 夕食が 濟 むと、 學 生の 提灯行列が 玄關の 所に 來て、 二 敎授の 萬 歳 をした。 ^ 

胸の 逼る 竭景 であった。 よい 事 だ" 實際 祝ふ價 値が ある" 

安子 は 毎日 手紙 を 出す と 約束し な 余 は 今夜、 彼女の 手紙 を 受取る つもりで、 我知らず 森 本の 家の 前に 立って ゐた。 然し、 

時 旣に遲 く、 余 は 入る のが 恥 かしかった ので、 明日の 事に した。 

十月 四 曰" n 曜。 雨。 陰 賺 な 天氣。 朝、 森 本の 所に 行き、 彼女の 三十日 附の 手紙 を 貰った。 森 本 はこの 數日 健康が すぐれ； 

ず、 ^子さん も餘 りょくない。 佘は寶 際 彼女 を氣の 毒に 思 ふ。 

安子 は 先月の 二十 九日から 身體 がよくな いと 手紙に 書いて ゐる。 彼女 は _|;-鬱 になって ゐる らしい。 愚かな 少女よ ー 

大元 一: ぬで、 n: 曜^ 校で 敎 へた。 午後、 安子に 告白の 手紙な 書いた。 夕、 舉 藝 部の 委 nESSU 

十月 五 B。  n; 曜。 塞 さきび し。 晴。 十月 一日 附の 安子の 手紙 を 森 本が 持って 來て くれた。 いつもな がらの 優しい 手紙。 彼 一 

女の^！^まな氣分も無くなって來てゐる。 返事 を 書いた。  一 

出校， 三時 間 授業 U 

午後、 足 助が 来て、 露 伴の 「轔 朝」 と 四 迷の 「s? をお いて 行った。 それから 原來 り、 相變ら ず 大きな こと を 話した • ， 一 
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彼と 赏驗 所の 方に 散ル し； ハ。 木の iff 旣に 鮮紅に 染められて ゐ る。 家に 鼸 り、 「太陽」 その他 を讀 む。  一 

夕食後， 高 岡 敎授訪 Ii:。 余 は、 官立 學 校で 敎 へる のが 厭に なつ だ。 それ は 或る 種の 研究 を 閉鎖し、 硏究の M 精祌を 暴君の 一 

如く 隨迫 する U 嘗 つて、 ブル ウノ ー がォ プクス ホォド を、 「知識の 古き 窓」 (an  old  -indow  of  intellect:! と 呼んだ。 日本の 大ー 

^が、 すぐれた 頭 を 持った 人々 から、 此 くの. き稱號 をつ けられない 様に 切 する。  ， .？ 

今日は 幸； 1 な 日であった。 手紙が ii! 山來 た。 ティルディ、 リ リイ、 ェム マから 翳。 母上、 信 子、 綿 ハ< ^から 手紙" 信 子 は 非： 

常に 憐れな 手紙 を 越した。 彼女 は 尙.： if- 體が惡 く、 ある^ 情の 爲に 夫と 當分 別居して、 近來 健康の すぐれない 實 母と 暮 して 一 

ゐる。 彼女 は 自分の 事 を、 「友達の ない 女」 と 呼んで ゐる。 彼女が 涯 しなく あはれ まれて ならない。 安子に 手紙 を霤 いて、 

信 子に 手紙 を 出して やる 樣に 鎮まう かしら。 可哀想な 少女よ！  一 

十月 六 or 火曜。 朝、 晴。 正午から EjT 彼女から 便りな し。 舉 校に 行く。 午後、 各 科會、 四時 华 まで 續く。 夜、 舉 課の 下 一 

調べと、 { か 、子への 手紙に 過す。  ， 

溫 度が 段々 下って 行く。  一 

余 は、 自己の 批判の 力 を 失つ た^は 事 實だ。 安子 は 今や 余に は、 凡ての 德と、 凡ての 美 を 具へ た 女の 様に 思へ る。 彼女の 

爲 なら 何時でも .la 分の 命 を 捨て 得る 程い としい 者と なった。 然し、 【白狀 する が、 同時に、 彼女が 余に 要求す る 以上の 愛 を、 一 

余 は 彼女に 耍求 する。 戀と云 ふの はこん な 利己的な 性質 を 持つ もの かしら。 それとも、 余 一人が か、 る 利己的な ものである 一 

のか しら"  一 

變な奴 だ！ 余 は、 これ 程與 蟹して ゐる 時に も、 これほど 冷靜 である。 もし 余が 天才であるなら ば、 自分自身の 感情 を さ： 

へ も、 冷たい 公平な 眼で 見つめて、 すぐれた 作品 を 創る ことが 出來 る。  一 

蛾畔 さへ も 鳴かない ひ 冬が 近づいて 來る。 夏よ、 さやうなら！ 神 は、 人々 がわび しさ 故に 死ぬ ことがない 樣に、 凡ての 一 

苦しみ に 十分な 慰め を與 へ 給 ふ。  一 


ともあれ、 余 は 幸 福 である。 否、 余 は 幸福で はない。 余の 將來に は 何 か 暗い ものが ある。 死ぬ ことが 最上の 道で あろ 様な 

t やが する。 死ねたならば、 その こそ、 余 は 至 幸、 至福の！ igf にある の だ。 余に 甚だ 逼 11 である。 自滅 でんる。 余の 人生 は 

巾^^牛端でぁる。 一時的の 安定 は 余の 奥深い 動搖を 慰める もので はない。 ぁ气 可愛い、 { か 、子よ ー 汝は 又、 余に 苦しみの 

を 忘れし めろ 玩具と して、 人形の 役目 を も し るの だ。 

十月 七 or 水曜" 陽の 光り、 雨" 荒れ。 何ん て はげしく 變る 天候 だら う。 秋の 天候が こんなに も 魔. -1^ るのに 氣の ついた 

事 は、 今まで にない^だ。 天地の Si 子に 何となく 非常に 不穩な ものが ある。 まるで 自然が 冬の 近づく の を 恐れて、 喘いで ゐ 

ろ！^ である。 

登校" 午後、 森 本から 手紙 を受 1^ る。 余の 引越しに 使 ふ 荷堆を 手に入れる 爲、 森 本と 納： M に 行く。  sf は 非常に 優しい 手 

紙 を くれた。 彼女 は 何と 可愛く、 心細 やかな 女で あらう！ 彼女の 獻 心 は 佘を强 くす る。 然り、 余 は 彼女が 望むならば、 佘 

の 命 を も？ $ んで 捧げる であらう。 早く、 彼女 を^の 當 りに 見たい もの だ。 

午後、 文武，^ 雜 誌の 表紙の 意匠 考案に！？？.。 夕方、 表紙 の if 查。 小 熊が 勝った。 

今^ 多し。 どうした わけ か 眼が 幾度 も 醒めた。 £ か 、子 か 河 野の 身の上に 變亊 があった ので はない かしら。 

十月 八日 d 太曜。 時々 雨風が 混った が、 うら  かな 秋日和。 

な 校。 「マ グダ」 を 讚む。 午後、 森 本の 家へ 行った が、 靜 子さん の 他に 誰も ゐ なかった。 少し 語る。 彼女 は 余に 安 >f- からの 

手紙 を 渡し. -た。 それから 下町へ、 簞笥 その他の 道具 やまめに 行く。 歸宅 後、 安子の 手紙 を 開き、 殆ど 死ぬ 程 成 かされた" 

彼，^ は 四 n 附の 余の 手紙 を 誤解して、 余が 彼女 を 捨てた と 思って ゐる" 手紙 は淚と 悲しみに 満ちて ゐる。 息 も 殆ど 詰る 思 ひ 

がした。 如何にすべき か 解らない。 可哀想な 子供よ！ 余 は 幾 もお まへ を おびやかして ゐる。 彼女の 惱みを 思 ふと、 ぢっ 

と 坐つ 一て ゐる ことが 出來 ず、 直ぐ 手紙 を霤 いて、 出しに 出掛けた" 靜 かな 夕方で、 I 片の 雲の 彼方に 月が 現れ、 その物 悲し 

い 光 を 放って、 人の^の 隅々 まで も 照して ゐた。 原 を 訪れて、 余の 不安 を： J0 れ ようとした。 然し、 少し 行って 急に：. 飒を へ 一 
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て、 物 思 ひに 耽り、 考 へに 沈みで、 i を P 歩いた。 余 は 自然の 裡 にた， 6 りだつた， 月が 唯一 人の 道. つれだった。 E 

の 思 ひが i 間 も 忘れ去り 得ない 程、 しっかりと 余 を 捕へ た。 悲し さの 餘 りに 死んだ 掌の、 天使の 樣な 屍の？ 立って ：； 

る 自分の 幻 直た、 き、 安子に 取っても、 今 死ぬ 方が 磨で あらう。 そして、 余に 取って は、 地獄の 底まで も 彼女 こ從っ 

^<n き、 安子よ、 お まへの 身 も 心 も 捧げた 愛情のお かげ を、 自分が どれ 變 けて 居る かきな^  . 

。ヲ J あ あらゆる もの を 報いて くれたのに、 私が お前 を 捨てる なんて！ おいで、 おいで、 可愛 V 需ょ！ 

るよ けれと .V の 時まで， お前の 悲しみに つれて、 私の 心 もどれ ほど 痛む ことで あらう。  I 

絕 えず f 見る。 惡ぃ蹄 だ。 泣いた、 泣いた" 幾度 も 泣いた。 憐れなる ものよ、 お前 は本當 にどう かし 一き るの， こ。 

i^i  I。 雨。 風。 "ゲれ から 好い 日和。 晋夜 附の挈 の 手紙 を 震る。 彼女が. I を f しな. すれ、 まよいが と、 

1、 に 心配した 程、 薩、 鬵の思 ひに 充 ちくた ものであった。 然し、 この 豫期 しない 事件に よって、 fi 

の 力 どれほど？ く、 憐れな もので あるか を 雲に 知る 事が 出來 た。 かう した 我 I れ ての 霸 さに は、 何とも 言へ ない 

美し さ 力まる もの だ。 それな のに、 自分の ft 返って みると、 自分の 現蹇 沽に對 する 利己的な 震 I しまざる 

な I 余 は、 彼女 を眞の 女らし さ に^き 行き、 その 眞の 天職 を 成就せ しむべき である。 

午後、 下町へ。 安子に 返事。 

士曜。 槪し て獎。 時々， 北 H 雙 HTn, 九 番地に 移轉0 守屋、 板 倉、 前 3、 證、 足 助 (i の 薦の弟 

力 七 曰に 死んだ〕 が 手 傅って くれた。 十二時 I 片づ く。 莩 から 1 りなし。 雲舍で 余の， I 禽 0  P? 

れ月 t ト 槪し" 晴 U 朝、 曰 蒙 校に wi、  I に 行く。 攀、 森 本 を 訪れ、 安子からの 垂匪 f。 一 

01  、- 1& に t みに f たもので あり、 他の は、 やさしい お詫びの 慕で 溢れる ほどで ある。 偉大なる 神よ，. 皮 女 

は 再び 余の 胸 ：，歸っ て 來/。 余 は 再び ft かすまい。  3"  ^ 

午後、 原、 震、 佐 山の 使、 その他 大勢 余の ま はりに 集り、 夜に なって i も來 た。 森 本が 夕食の 直前に 來て、 安子から 


の 手紙 を 渡して くれた。 非常に の 籠った、 同 時に 夢の 多い 手紙で おった。 

十月 十 11B。 月曜" 天氣は 數日來 同樣、 晴れた かと 思 ふと 雨、 雨 かと 思 ふと 風と 言った 調子 だ" 

文武，^ の  > 述^ 部卞： 催で、 ^5?:敎投及び^生の眞钩內 へ 遠足す る 計 髮がぁ つたの だ。 八 時 出校。 九 時^!^ 5： へ 出發。 眞 lif" 内 は 秋 

の 木の 紫で、 色 派手 やかに 彩 どられ て ゐ广。 本當に 美しい。 この.3^^は、 段々 と 引 込み 思案に なり、 鲜 紅の 木の下に 坐って、 

何の 邪. 陇も なく、 彼女の 上 を 思 ひつ t けて ゐた。 余が、 男性に 與 へられて ゐろ 限りの あら ゆろ 眞 さと 愛 悄を以 つて、 愛 

する もの \ こと を 考へ るの は、 ほんと に 快く、 そして わびしい ものである。 

あ.， 安子よ！ どうして、 お前 は、 私 をして お前 を 愛せし める 樣 にした のか。 お前の sw. 純な © ぼ な忡 質が、 お前の 入と な 

りの 奥底まで も 私 を惹 きつけた の だ。 安子よ、 お前 を 愛する こと を 恥と しない。 お前 は 私の 誇りな の だ。 幻な の だ。 天の 賜 

物な の だ。 神よ、 かく も氣 高き 赐物を 與へ給 ひし こと を 謝す。 彼女 は 私 を、 正しく、 立派な、 思 ひやり お. if い 人間に する。 彼 

女 を 凡ての 惡と 不幸より 護り 給へ。 これ は、 私自身の 爲 ではなく、 眞理を 世に あまねく 知らせる ES! である。 何と なれば、 彼 

女が 生^し、 私 を 愛して ゐ ると 云 ふ事貲 こそ、 この 世界に 眞理が 存在して ゐ ると 云 ふ 最も 確かな 證據 である。 

宅。 ^中、 森 本の 家 を 訪れ、 八日 夜と 九日 朝附の 二通の 手紙 を 受け取る。 特に 後者 は 人心に 觸れる こまやかな もの 

である。 彼女 は 信 子の 運命に 同情 を 表 はし、 彼女 自ら、 信 子の 姉妹と なって 彼女 を はげまし、 きし 日の 寓共を 拭 ひ 去り、 も 

つと 叨 るい 人生の 半面に 顔 を 向けさせる 爲に は、 自分が 最良と 考 へる 事を爲 さう と 計畫を 言って よこした。 彼女が 信 子の 境 

遇に 誰よりも 思 ひやり が 深から うと は、 容易に 豫期 出来る こと だ" けれども、 彼女 を 幸：！ にす る爲の 計畫を 言って よこした 

^で、 初めて、 彼女の 心の 機 轉レ- 理解力の ある 事を覺 つた。 表面 は單 純の 樣 であるが、 確かに その 心魂の 中には、 それが 一 

朝 花^けば、 人 問の つくり 出し る 最も 氣高 いものと なる 善い 種子 を 持って ゐる。 あ" -、 安子よ！ 心中 あれ 程までに はげ 

しく. B 疑 的な 態度 をと つたこと を 許して くれ。 今から は、 全心 を うちこんで、 お前 を 信じ、 愛しよう。 神よ、 彼女の 愛に 値 

する 5^ な 心 を 余に 與へ 給へ。 彼女が 余の 心の奥底 に 達する ことが 出來 て、 其處 からこの 長い ハ 小：^、 熱心に 護って 來た 甘い 泉 
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を 汲み 得さし め 給へ。 あ \、 愛よ。 何と 美しい ものな ので あらう！ 

學長、 今夕 驀灣に 出發- 家が 少しば かり 家ら しくな つて 來た。 余の 書齋 もす つかり 片づ いた。 

愛子より 手.， お 彼女の 結婚のお 祝 ひに 经 つた 品物のお 禮" 

十月 ±f 火曜。 f  ： 大氣" 登校。 缺 .1 多し。 森 本が 置な ので、 その 霧が とれない の だ。 放 画、 彼を歸 した 

ら、 靜子 さん 力 臥って ゐる その 同じ 部屋で、 床に ついて ゐた 0 道具 中に I 面に 散らばって をり、 二人と A しに 見え 

た。 余 は 心から、 彼と その 妻 を氣の毒 に 思った。 靜 子さん はこの i けた i がま だすつ か I つて ゐな いとの 事で ある。 

彼女 は、 森 本が 彼の Is I 段と ml くなる 爲の 苦い 誓 味 ひ はすまい かと、 いらぬ 懸念 を もた I る 程 蒼白な 顔 をして ゐ 

る。 否 ー こんな ことがあって はならない。 

同家で 安子からの 手紙 一 通 受け fo 何と 優しく 謦 いて ある こと だら う 0  〔s に 次の 二 行が 認めて ある、 編者〕 

(MH は箭 がす ぐれない 爲に、 札 f 去った。 彼 は 余に 御 禮の手紙を 謹して、 § 來の產 塞んで ゐる， 可 f う 

な 人 だ！) 

十月 十四 B。  I。 天氣 は、 靜 さ醫。 秋の 木の 菌に色 どられ た、 響の 塞の 屋、 萬 物の 霞 を な 鐘し 

さ ，陽な た、 冷たい 日影、 凡てが f 行く 年の 思 ひ 出 を I つて 居る。 此の 季節が、 安子が li きな 謹で ある i 

こォ d.,。 さうた、 彼女の 物靜 かな、 淑な 性質に は、 何 處か秋 を 思 はせ る 所が ある。 

登校。" 卜 urgeniev  an;l  His  French  Circle" を P? みま じ， Q 卜- 0  s;r;Hr/irt::-，、、<;h。  fe^Jzr>??rv,so  ,  ,  *  ： 

も ^2£<^:て入浴 #14 の 所で 夕食。 十 一 日附の { か 子の. 手紙 を受 

け 取った。 數： ：3 前に 見た 夢の うちあけ 話， 本當に 奇妙な めぐり 合せ だ， 

ナ 月 十？、  唷。 登校、 四時 i 業。 途中、 森 本から 彼女の 手紙 を 受け f。 た I 快な なんでもない 事が 書いて. 

あるた けた 力 彼女の.^^紙を讀む毎に、 嬉し さに 我 を 忘れる。 余 は 何と 愚物に なった ので あらう。 

夜、 我家で 社會裹 例會。 柿 崎 は 社會囊 に 就て 新しい 見 解を 述べた。 甚だ 與議 く、 敎 へら KM 所 多い。 彼 は 露 丁ぐ 


れた 思^家で ある。 その 資際 經驗 から 滲み出た 彼の 言葉に は、 命が 溢れ、 人の 心 を 打つ ものが ある。 會が 終って から、 1 

時まで、 社，^ 現象の 各種の 問题を 色々 と 話し合った。 

十月 十六 or 金曜〕 晴。 登校、 二 時間 授業。 舉生鈴 木の 病氣を 見舞 ふため、 1^ 院に 行く。 歸 宅して、 少し 假睡 して ゐる 

と、 森 本が 十三 日附の 安子の 手紙 を 持って 來て くれた。 

Grant  ,\llcn の "The  Woman  Who  did  - の 邦 譯を讀 む。 作者 は 現代の 女性の 心中の 爭ひを 描き、 女性 缓に 賛意 を 表す 

る^に 逮 ひない。 此作は 全く この 目的の ために 捧げられ たもので、 その 爲に 正確に 小説と は 云 ひ 得ない。 話の 仕組 や、 人物 

を1^る眼が5^薄でぁる。 此書は 人間の 憧愤 を眞に 研究した ものではなくて、 作者の 主張の 貧弱な 具體 化で ある。 余 は 全く 失 

望した。 

十月 十七 nr 十曜" 晴- 午後 風 あり。 寄宿 舍 生の 定山溪 行の 遠足に 加 はる 爲め、 七 時 出發" 山 鼻で 溝 淵、 コ. 'ラ -'、 內海 

に會 ひ、 IS 行して、 あの 忘れ 難い 溫 ？フ、 宿 佐 藤に 行く。 途中の 景色 は 美 そのもの である。 到る 處に、 華やかな 秋の 木の葉" 

十月 十八 曰" n: 曜。 今日 も 好 晴。 十お、 單身 定山溪 出發。 一 つに は、 少しも 休まずに 全道 程 を 歩き 續 けて、 余の 脚力 を 試 

めす 爲と、 一 つに は、 余の 甘い 愛情の 中に 懐かれて ゐる 八の 上 を 思 ひ 耽る 爲に である。 佘は非 55 に 早く 歩いて、 約 七 里 を 四 

時 問 半か& つて、 二 時半、 森 本の 家に 着いた。 森 本の 家へ 着いた 時 は、 殆ど 疲れ果て、 ゐた" 靜于 さんと 森 本 は. 余 を 招？ 

入れて、 牛 と 新鮮な 物 を 出して もてなして くれた。 靜 子さん は、 今： HI は 幾分、 氣持 がよ ささう だ" 11 本當 によかった 

11 けれど 彼女 は 見る からに ふさいで 居る。 あ  >1、 氣の 毒な 人 だ。 本當に 可哀想 だ。 森 本が、 これ 以上 死ぬ 程な 苦しみ を續 

ける の を るの は 酷で ある。 彼 はこれ までに 十分に 苦しんで 來てゐ る。 神 は 必ず！！ 子さん と共に 彼 を も 護り 給 ふで あらう。 

歸 宅す ろと、 母上から 一通、 安子から 二通、 吉 川から 一 通、 手紙が 來てゐ た。 母上 は 大變に 優しい 御言 雜を 下さった。 封 

中に 家の 具 を 買 ふ 爲に经 つていた^ きたいと 申し. 经 つた 百圓が 入って ゐた。 父上 は 毫灣總 督府の 招待で、 十五 日に 臺灣に 

御 出 s、 御 留守中 母上 は 湯 河 5- でお 暮 しのお つもりの 由" 心身 を 使 ひ 過ぎになる 位 使って 居られる の だから、 大層 結構の 事 
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と 思 ふ。 安子 は、 何時もの 様に 優しく 霤 いて 來た" 彼女と 別れてから、 實際は 一 と 月と 少しで ある。 然し， 非常に 長く、 事 

件が 澤 W あった 樣な氣 がする。 若し 今、 彼女に 會 へたら！ 定山溪 から 札幌 への 歸途、 彼女の 名 を 呼んで は 聞き入つ たこと 

は、 何と 氣持 がよく、 心 を 慰める もの. であった らう。 余 は 馬鹿者 だ。 けれど、 余 をして、 一生に 恐らく は 一度し かないで あ 

らう 戀！^ の 甘 い^を 見さして くれ。  . 

今夜、 父上の 御手 紙-落手。 御 心 深い 御手 紙 だ。 それに よれば、 壬 生 馬 は 元 氣で食 も 進む らしい。 

この 數！ H 來、 余 は 何と 幸福な 憩 ひ を 得た ことで あらう。 神は讃 むべき かな。 余の 胸の 愛の 奥 所に 於いて 彼女 を 抱いた から 

に は、 前よりも 更」 優しく 彼女 を 愛する こと を、 神に よって 學 ばねば ならない。 〔以下 六 行 邦文〕 

屮月 t 九 BT 月曜。 今日からの 日記 は 再び 日本 文で 書く 事に する。 ド 手な 英語 は 上達し ない。 思った 事 は 十分に 書け ない。 

是れが 理由 だ。  , 

今日は 朝から 曇って 雨と 思 はれた がー 日 降らずに 仕舞った。 風 は 一時 すさまじかった。 鼻端 も 赤らむ 計り" 例の 如く 學拉 

に 出て、 h: 時間 敎 へたが 興味 や 感じない。 是れは 僕の 敎 育に 對 する 興味が 薄弱と なった 結 架で ある。 飽きた のなら 早く 止め 

るが い \ が、 意 H 心 藩 弱で 早く 飽きた のなら、 斷 じて 己れ を 鞭撻せ ねばならぬ" まだく &i いて 居る ぞ。 もっと しんみり しな 

くて はいかん。 明快な 輪廓と 强 固な 內.：^ の ある 人格 を 造り上げなければ ならん U 

」 九 〇 九 年 (明治 S 十二 年、 於 札幌) 

1 月 H 十一 nr 日曜" 長い間 日記 を 書く 事 を 怠って ゐた。 余の 心屮に 皮肉な ものが 在って、 それが、 佘 自身の 生活 を 嘲笑 

し、 余 をして、 くだらない 日常生活 を記錄 する こと を 恥 かしく 思 はせ る。 確かに、 假令 余の 日 1^ 生- 活が つまらな いもので あ 


つても、 それ は^ 無で あり 得る 害がない。 余 は その 事件が 人類 生活の s< な 流れに^ 袋す るか 否か は 別と して、 何等かの 事 

件を以 つて、 時 • 空を滿 たして 行かねば ならない。 再び 日記 を 初めよう。 

八， 日 午後、 吹 田が 余の 家に 引越して 來た。 彼 は、 佘が 安子 を 連れて 歸 つて 來 るまで、 余と 一 緒に 居る 害で ある。 彼が 余と 

一緒に： んで くれる と 云 ふの を、 幸福な 事 だと 思 ふ。 人生 及び 1. 術に 對 すろ 彼の 露 面目な？.^ 度 は 余の 心を惹 く。 現代 文化の 

何 ft かの 進歩に 關心 持つ の 者 は、 この 札幌に 於いて 彼の 他に はなから う。 

湖^ぎ に 行く。 夜 も 亦。 この實^的な時代人に福音を說くと云ふ竹崎牧師の闲難な仕事に、最^^^佘は同情する樣になった。 

森 本の 家で 喪 食" 彼 は 相變ら ず 親切で 思 ひやり が 深い。 然し 二人の 性格の 相違から 来る へだたりが、 時の 經っ と共に 段々 廣 

くな つて 來ろ に 思へ る。 彼の 關心を 湧き 動かす 力の 余に ない こと を殘 念に 思 ふ。 然し、 結局 は、 今 彼の ゐる處 に その ま. * 

彼 を S3 いて おくのが い V ので あらつ。 あらゆる 幻 を 無くす の は 恐し いこと である。 夢見る ことの 出來る 人に は、 S か を 見させ 

てお くがい.^。 而 して 余 は 如何と 云へば、 余 はか \ る 狀 態で 滿足 する こと は 出来ない。 余 は 只管 &ひ 僮れ る。 而も それな の 

に その^の：： r 的、 結果 を も 知って はゐ ない ので ある。 憐れな もの だ！ 

余の 心 は 憐れに も、 最近 安子に 對 して 冷めて 來た。 余が 氣も狂 はんば かりに 彼女に 投げ かけた あの 劇しい 愛 は、 何 處に行 

つたので あら 5。  A, の^ 問に 於いて は、 凡ての 女性 は 厭 はしく. 獸の樣 で、 虛榮心と依！^むの結晶の樣に思へる。 蔦が 木の 

幹に すがる 樣に、 人生に 總 りつく 力の 他に 女に 何の 美德が あらう か。 余が 余の 心の奥底に 於いて、 女性の 本質的な 美と 獻身 

を 更に 深く 昧 はない 限り、 女性に 封す る 一時的な 向う 見ず な 熱が あっても、 余 は 依然として 女性の 德と 長所と に懷疑 的な も 

ので あるで あらう。 

八， 夜 は 美しい。 月は滿 月に 近く、  is に は 一片の 雲 もない。 然し、 月の 光 は 余に 熱を與 へない。 月 は、 入の 見て 居る 前で， 

1« をね；： * まげて 居る。 
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第 十五 卷 

1 九 〇 九 年 (明治 四十 二 年、 於 札幌) i 前： 〔原文 英文、 編 譯〕 

11 月 4JB。  R 曜。 風 あり、 寒し。 日曜 學 校の 管理ぶ り を 見に、 北 IjM 敎會に 行く。 特別に 心を惹 くもの もなかった" それ か 

ら敎會 に 行く。 安子より 二通. 母上より 1 通、 來信。 午後、 隨分 便り をし なかった 壬 生 馬に 手紙 を 書き、 トルストイの 「セ 

パスト ボル」 を 讀んで 過す。 余 は、 壬： 馬が 旣に佘 と 同じ 水準に 達して 居る の を 知って ゐる。 彼の 將來 に、 大きな 期待 を か 

けて ゐる。 彼 は それに 背かない であらう。 夕、 ファストの 硏究。 興味深く 聞く。 〔譯者 曰、 Llstend と あれば 講讀會 の 如き も 

の か〕 

佘は 安子 を 憐れむ" 彼女 は 自分の 意見と 云 ふ もの を 全然 持って ゐ ない。 彼女 は それ 程 子供つ ぼく 從順 なので ある。 彼女が 

更に 心 を 磨き、 自分自身の 意見で 萬 事判斷 する 樣に、 彼女 を 訓練し なければ ならない。 

余 は 不幸で ある U 余 は 相變ら ず、 依然た る 地 點に滞 停して ゐる 樣な氣 がする。 もっと 澤山 本を讀 み、 もっと！^く考へねば 

ならない。 旣に 腐って 仕舞 ふなん て！ みじめな 事 だ。 〔以下 七 行 邦文〕 

〇 Abr 匿。 と 云 ふ國の 昔の 市なる Ariti の 五の John の 治世の 時、 鐘 をつ るして、 誰でも 訴訟 をし よ 5 と 云 ふ 人 は、 其の 

鐘 を 引く 事に なって ゐ ましたが、 誰も 用がない ので 其の 緒 は 腐り果て たので、 葡萄 蔓 でつな いで 置きました。 或る時 一人の 

騎士の 乘 馬が 老いて 役に立たなくな つたので、 飼 ふの を やめて 放して やりましたら、 馬が 腹が i 人ない たもの だから そこら 中、 

食物 を 探した 後、 例の 葡萄 蔓を喰 はう とします と 鐘が なりました。 裁判官 は 集って 此の 馬 を 設議 し、 王 は 此の 騎士に 重い 罰 

金 を 課しました。 


〇 Macpls の Philip の處に 老女が 來て 何か訴 へる のであった が、 王 は 之れ に 耳 を 傾けず して 曰った、 「朕 は汝に 耳を^け 

る の 暇がない。」 老女 曰く， 「そんなら あなた は 王に なって ゐる 程の 暇 もない St だ。」 

三月 四曰。 木曜" 晴。 今日は 余の 誕生日で ある。 余 は 三十 一歳に なった。 その 間に 何 をした であらう。 全く 何もして 居な 

い。 か. -る： Ji.: 涯に値 打が あらう か。 死ぬ か^きる かの 渦卷 きの 中に 飛び こむ 方が より 贄明 である。 何故 余 は、 一 つの HI 的 を 

しかと つかみ、 その 目的に 執着し 得ない の だら う。 

Ef; 敢 になら うと 3^ つて は 居ながら も、 實際は 卑怯者で ある。 露の 意味の 平凡 人に なりたい ものと 思 ふ。 それな のに 余 は、 

自分の 天賦の 賜物と 思 ひこんで ゐる ものに 頼って 居て、 眞の 平凡に 到？ if する ことが 出来ない。 汝自ら を 偽る 勿れ！ 汝 の 「自 

己」 や id 視 して、 汝が笑 ふべき もので あるか 否か を 見よ。 

If: 月 十五 曰。 土曜。 强 風と 雨。 

朝. 詩 をつ くる。 結 娇以來 初めての 文舉的 作品で ある" 〔以下 十 一 行 邦文〕 

魍魎 ぞ驅 ける 家の 中 を 

北 向の 障子に 春雨 穴ュ の 光映り て 

裏 小路に 豆腐 寶る聲  , 

此の 詩 かく 机の 上に 

銀と 金との 時計 二つ 力 チカ チと 鳴り 

若き 妻の 疊 はく 音 

拽ー赏 のかな たに 聞 ゆる 

^響き 續 けんと 

暫く 案ずる 暇と めて 
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おそろし むごし 

魍魎 ぞ かける 家の 中 を 

學 校に 行き、 M 書 館で 勉强。 午後、 原來 り、 夕方まで 語る。 彼 は その 家庭 問題に 不平が あるら しい。 氣の 毒な 男 だ。 彼 は 

强ぃ樣 な叛り をして ゐ るが、 然し その 心の奥底 は 臆病な 3f: で、 つまらない 事 をと や 角 心配して、 いらくして 落着かないで 

ゐる。 

夜、 編輯 委員 會。 十 時まで 話す。 恥ぢ ろ！ 

安子 は 何時もに 似ず、 元氣 になり さう もない。 たしかに 心中 何か考 へて ゐ るに ちが ひない の だが、 うちあけて 話して くれ 

ない。 

何でもい >1。 余 は 自らの 道 を 歩まう。 迷 ひから 醒めて、 天賦の 仕事に つかねば ならない。 長い間 それ を 怠って ゐた。 

余はョ ー 口て ハの友 入 達に 多くの 文 債が ある。 それ を 思 ふ 度に 身慄 ひがす る。 恩知らず！ 汝は 今汝の 耽る 快 樂に醉 つて 凡 

て を 忘れて ゐ るの だ。 

幸福 は 長く 續く もので はない。 注意すべき だ！ 〔以下 二 六 六 K 七 行まで 邦文〕 

〔此虚 二  K 破棄し あるた めロ附 不明" 欄外に 鉛攣片 假名に て 次の やうな 走り 蒈 きがある。 —— タマ-一 曰記ヲ ォッケ 一一 

ナル卜 人 ノ惡ィ n トバ カリオ カキ 11 ナツ テ。 ドウ セヮ ルイ トコ ロバ 力 リノ 人 ナノ デス カラ。〕 

ではない かと 思うた が、 さう ではなく 他の 仕事であった。 

吹 W が 「妻」 と 云 ふ もの を 書いて 見たい。 妻が 天才 を 引ずり おろさう とする 所 を 書いて 見 度い と 云うて 居た。 〔欄外に 紛 

筆 女文字に て 「御氣の^^樣」 と あり〕 十 時 頃に 吹 田の 所を辭 して、 豐 平のお 岸 を 通って 家に 歸 つた。 

考 がつ いたかと 閗く と、 「僕 を 愛して 僕の 心 を 疑 はない が、 自分が 居て は 皆さんに 御 惑 を かける 計り だから、 何處 かに 行 

つて 仕舞った 方が い  >1」 と 云 ふ。 「未だ 考が 足りない。 もう 一 II 考 へる がい  >-」 と言うた けれども、 安子が 二十 二 だと 思うて 


それつ きりに した。 

可 時で も 後で は 弱い 器 を ひどく 取拔 つた 氣 がして (sicacy を 害 ひ はしまい かと 可哀想で 堪らなくなる。 

是れは 昨日 迄の 襄を暫 いたの だ" 

今 §^菅 原す ゑから 手紙 をよ こした。 中々 面白い^が 書いて ある。 

「あ. - 如何に 苦しく いらっしゃいました か、 其の 事 を 思 ひ 切り 遊ばす までの 御 苦痛、 あ k 如何程で 御座いまし たらう。 又 方 

方より はと やかう と 御 心苦しき 事 を 仰せ 給 ふ 事 も 御座いま したでせ う。 あ、 私 も 其の 一人で 御座いまし たから どうぞ 御 許し 

ド さい。 

ほんと に 愛な き 私、 御 苦しみ を も 察する 事が 出來 ずに 唯 悲しみの あまり 躇 無き 窜を 致しました" 

あ  ほんと に 日々 の 御 苦痛 如何程で いらっしゃいませう。 最も 親しく 御 慰め. &す者 は 我等 信徒で なければ なりません。 あ 

あ^^ならば 如何にし 給 ふか。 あ、 ほんと に 愛な き 我等、 先生 御 許し 下さい ませ。 

何卒 信徒 を以 つて 神 を 見る is^f なく、 主の 光なる 十字架 を以 つて 神に 近づきた きものです 11 。」 

^は うれしく 思った。 

信と 云 ふ 人の 「我が 生活」 と 云 ふ 本 を 原から 借りて 來て 讀んで 見た。 作 爲と云 ふ 事が まざまざと 《^ られ る。 此の 人 

も宋 だほ 己の 生活が ありの ま \ で、 同時に 一筋道に 行き 得る と、 迷信して 居る としか 思へ ない。 一 筋^に 行かう とすれば、 

人爲 的に 强ひ てこ ぢ！^ げ るより 仕方がない。 ありの ま.. -に 行かう とすれば、 凡ての 矛盾に 滿ち ると 云 ふ^を 條件 としな けれ 

ばなら ぬ" ^现的 人生に は 筋道が あるが、 徹底的 人生 は 矛盾で ある。 

理法 は 我等が 數理 的の axiom を 許す 以上、 正確な ものと し缺 點 なしと せざる を ないか も 知れない が、 それ を 用 ひて 人 

生の P 釅と云 ふ ものに 對し、 I 種 close した 結論 を 引き出さ 5 とする の は不！ E 能の 事で ある。 若し そんな 所に closed  logic 

が ありと すれば、 それ は accident か 又は artifice である。 
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一九 一 〇 年 (明治 十三 年) 

六月 二  4.HB。 木曜。 

東海 追に 兑附と 云ふ處 があって、 其處 に、 やな ひめ 神社と 云 ふ 荒神が ある。 毎年 舊 八月の 十 一 日に 御 興の 渡御が ある 相 だ 

が、 それが 中々 奇拔 だ。 

先づ 其の 祭 禮に加 はらう と 云 ふ 人 は、 一 ヶ月 前から 齋 戒 沐浴 をして 殊に 海濱 まで 身を淨 めに 行く。 行く に は 河 舟で 河 を 下 

るの だが 其の 河 舟が 他の 村に 這 入る と、 其の 村の 人が 翳な 束に したの を 橋の 上まで 持って来て 居て 「！^ 附の 馬鹿 やろ や ー い、 

藁 買 はね ー か」 と 怒鳴る の だ 相 だ。 見附の 村民 は豫め 用意して ある 単； 芋の 煮 ころがしの  一. を 出して、 ？ 束づ. ^と 交換し 

て歸 つて 來る。 

纏て 祭^の 當日 になって、 夜の 明 方 月が 隱れる や 否や 一 番 鐘と； K ふの が 鳴る と、 村 内 一 同が 灯と 云 ふ 灯 を 一度に 消して 仕 

舞って、 それ こそ 眞の 闇と なる。 第二 群 鐘で 御輿が 靜々 と 渡御になる の だが、 眞 先に は 純白な ITif を 道 幅 一杯に 擴げて 行く と、 

其の 跡から 赤裸々 な 男が 例の 交換で 得た 翳の 腰卷 一枚 をし めて、 輿を擔 いで 行列して 來 るので ある 相な。 本社まで 十 町 も あ 

る 所 だ 相で、 纏て 本社に 着く と 第 三番 鐘が 鳴って 村內の 灯が 一時につ くと 云 ふ 事 だ" 近鄕近 村から： n^. 物の 人 は堵を 築く 計り 

で、 其の 日に 例の 裸與は 見世物で も 何でも 金な しで 見る 事が 出來 ると 云 ふ 事 だ" 之れ は靑雜 君の 話" 

七月 十六 日。 +, 曜リ 

午後 安子と 東 橋の 方まで 散歩 をして 後、 IT り マ ルを從 へて 河原に 出た。 初夏の 午後の {<1 は 一 面に 灰 53 がかった 塗りつぶした 

樣な 雲に 蔽 はれて、 藻 岩山の 半：^ 以上 も 削いで 収 つた 樣 に隱れ て 居る。 河原の ころた 石 は 流：.？ に ほてり は 持って 居る もの --、 


さびた の 色に ふさ はしい 塞い 陰氣な 色に なって、 見渡す 限り 連って ゐる。 河原の 中程と 思 ふ 程に、 施 餓盥の 杭と も 思ふ樣 

な 新しい 杭が 立てられて、 それに 「石 礫採收 許可 地 向 ふ 二百 四十 日間 北海道 廳」 と 書いて ある。 Q 分 は 立ち 止って ずっと W 渡 

した。 ^：^ハの死灰の色をなした河原の彼處此處に、 藍色の 塊が 蠶 いて 居る。 之れ が 砂利 拾 ひで あるの だ。 多くの 窮 おは の 間 

此の 仆車を やって 生計 を 立てる ものが 多い。 地表に ある 大形の 石 礫 を 片付けて 地面 を 少し 掘り ドげ ると、 小 砂利が 出 だして 

凡そ 四 五 尺に 及ぶ ので ある。 自分 は勞働 者の 群の 一 つに 近づいた。 老いた る 夫婦と、 小學： の 制帽 を 被った 少年が 一 國 をな 

して 働いて ゐる。 地：. S が 掘り 低められて 麵の樣 になった 其の上から 窺いて 見る と、 妻なる 五十 近い 女 は 一延の 上に 12^ 鞋の儘 端 

坐して 11 狩を壎 らして 居た。 六十 近い 夫な ろ 大男 は、 鼠色に なった 手拭 を 頼 被りして 腰から 下は厲 裸に 脚紗 ばき で、 大きな 

がさつな 手で 上^の 大石を 掘り起して、 けった る 相に 四 五 尺 彼方に 抛って 居る。 石が 石と ぶっかり 合 ふ 鈍い音が 其の 度 I 母に 

饗 いて 來る。 古い 鲋 がすり を 裾 短 かに 白帶 でた くし 擧 げた 少年 は、 大目の 砂利 篩で 頻りに 砂利 を 挺って 居る。 其の 頭に は 何 

處 かの 小^校の 正 憎が 架って 居た。 やがて 煙草 を 吸 ひ 終った 内儀さん が、 丁寧に 煙管 を 煙管 筒に 收 めて 立ち上る と、 細 N の 

砂利 篩で 少年 が^ひ 出した 砂利 を 篩 ひ 始めた。 どたりと 親爺が 抛げ る 石の 石に ぶっかる 音の 間に、 齒を 浮かす 樣な 小石の 摩 

れる fjH が 交って 聞え る だけで、 三人の 勞働者 は 服 も 働かせずに 機械の 樣に 動いて 居る。 而 して 此の 5i な 築 團が此 臈 にも 彼處 

にも 见 渡す 砂利 1^ に ii 錢 して、 其の上に どんより した 雨 もよ ひの 雲が 懸っ て 居る ので ある。 自分 は 疲れ Ei^ てた 勞 慟^の 樣を 

眺め 人つ て、 不思議に 久し振りで しみじみした 哀感 ゃ覺 えた。 

.H 分 は 佇立した 儘で 永く 此の 光ュ a- に 見とれて ゐた。 物の 三十 分 も かう やって 居る と、 不阖 活潑に 動く 刺戟の 强ぃ 色が 自分 

の 右の の 視角 外に ある 事 を 感じて、 其の 方に 眼 を やる と， 赤い 帶を しめた 十； n 歳 位の 少女であった。 左の 腕 を 仲して 水平 

に 支へ た 木箱の 中には、 豆 入りの 大福餅が IT へて 這 入って 居る。 少女 は身輕 さう に圓 石の 上 を 飛び飛び 近づいて 來 たが、 ふと 

内；：^ さんの 傍に 立ち 停って、 先づ 物資り らしい 愛 II 笑 をして 優しい 聲で、 「餅 買 ひません か」 とかう 云った。 内儀さん は 一寸 

手 を 留めて やさしく 「まあ 買 ふまい よ。 姉さん 餅 を 費る にや もっと 早く 來 ね，' ぢゃ K れめ ！• に」 と、 自分の 子に でも 云 ふや 
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うに 云った" 少女 は 更に ほ. >- ゑみ 返して、 健氣 にも 復た圓 石の 上 を 飛び 始めた。 豆々 しい 姿が 灰； の 自然の 中に 躍動 r る樣 

は、 ^入れした 荒 畑の 中 を 野鼠が 行く やうで ある。 親爺 は 始めから 振り向き もせぬ。 內 儀さん は 笑ま しげに 跡見经 つて 再び 

せっせと 篩 を 動かし 始めた。 小學 校の 帽子 を 被った 少年 は、 母と 少女との 問答 を 佇立して 聞いて 居た が、 少女が 遠く 去った 

後 も 時 々働く 手 を やめて 振 返った。 

少女 は 又 他の 一 群に 近づいて 同じ 素振り を兑 せて 居る" 

夏の 日 も 遂に 蒼然と して 暮れ 初めた。 對 5ii の 例の 二階家に 裸燈 がー つ 見え 出した。 

自分 は 堤防 を 登って 靑く 塗った 門 を 潜って 家に 這 入った。 

- 九 一 三年 (大正 二 年) 

九月 十八 B。 何んと；11^ぃ間生沽の記^を^1-って居た事だらぅ。 この 問 中、 特に 云 ふべき ことがなかった からの 様に 見える。 

され ど 否！ 余 は 何 か 云 ふべき-健 値 ある 仕事 を 自らな し 能 はざる 結果、 自己の 價 値に 絕 望した こと を吿白 せざるを得ない。 

然し 乍ら、 余 は 將來の 生活に 假令 微かな りと も 光明 を？ おんと、 全力 を盡 して 努力して 來 たので ある。 余 は、 不動の 確 心を以 

つて、 W 進し 得る 地 11 には尙 殆ど 達し 得ない。 而も 余 は 生活 を續 けて ゐる 以上、 nn 記 を 齊 き 初める の は 當然の 事と 思 ふ。 . 

佐 久間こ 語る。 彼 は 毎 土曜 iu、 彼の 家で、 個人的に 「建築と 人： JiT 造型 鶴 術」 の 講義 をしょう と 云った。 出席す るつ もり 

である 0 

余 は、 今^ ハヰ は豫科 三年、 豫科 一年、 水康科 三年、 水 產科ニ 年に 敎 へる である。 この S 一つの 敎科 富が 未だ 當 地に 蕾 か 

ない。 —— 恥 かしい こった。 三學 年に は Thomson の "the  Bible  of  Nature ミ 一 學 年に は Cooper の "Last  of  Mohicans  - を 


r ばんだ" 

九月 二十 1  一一 B。 大 S: 氏：： ほ 問の 爲、 汽ポ で札幌 驛を發 つ。 沼田に 蕾いた 時は旣 に厲黑 だった。 そこで 一夜 を 過す ため 一 旅館 

；^、 ) に ¥v  - ，"淋しい 夜 だ。 階下で 客と 女中が しきりに 大 を擧げ て、 余の 眠 を 妨げた。 蟋畔が 鳴いて ゐた。 寢 床に 入 

ると 冷たかった。 たしかにもう 秋 だ" 

九月 二十 四 nr  ^に 宿 を 出て、 .ぉ 詰る 樣な い 霧の 中 を 行く"  二 時間 歩いて 大 石の 農場に 藩く。 彼の 農^ は 束 西 に 向って 

ffit する 二列の 高地に かこまれた 低い ハ介 問に あり、 所有者，： nl.# が 管理して ゐる約 五町の 農場と 三人の 小作人が ゐ る。 余が つ 

いたので、 大 石と、 偶然 大 石の 家に 泊り せて ゐた 彼の 友 逢阪と は、 たしかに 驚き 喜んで ゐた。 大^が 手紙で、 本年の 收徑 

(^に 米) ゆ 少なる その！： 濟狀 熊が 窮乏 を來 して ゐる こと を 告げた ので、 訪ねて 來 たので ある。 彼 は 相 常の 利^ か 擧げな 

がら 場經營 をす る ことが 不ぉ 能で あり、 何 か 思 ひ 設けぬ 事情が 起らない 限り、 その 事業 を 抛 梁し なければ ならない と考へ 

てゐろ 0 

我々 は^ $f を視 お-した。 特に 幸福に 惠 まれた 場所柄 だと は、 言 ひ 切れない。 地面 は濕氣 過ぎ、 円邊と 隔絶し 過ぎて ゐる。 

『，^：^ も g. 在の 所ではた いして 淸潔 だと は 言へ ない <" けれど、 やっと その 計賨を 初めた ばかりの 彼が、 早く も それ を 止めな け 

れ ばなら ない と 云 ふの は 氣の毐 な こと だ。 余 は 彼に、 失望せ ずに、 低利で、 も 少し 金 を 偕り て 仕^ をす. - める 樣 に^めた。 

その 午後、 二 時半 頌、 我々 (三 人) は 馬車に 乘 つて 停車場に 向った。 けれど、 馬車が 餘り 描れ るので、 余 は 歩いて 行った。 

天 はよ いし、 步 いて 行く の は 倫 快な 運動だった。 

札幌 大石も 余の 所に 宿った U 

九月 二十 穴 日。 武者より 來 信。 彼 は、 假今 創作が 余の 職業との 衝突 を 招 米す る ことがあっても 構 はず、 どんく？ 5 く si^ に 

-- -勸め ーレ來 た。 又 彼 は、 余が 創作と 云 ふ 仕事 を續 けて 行く に 十分な 頭 腦と筆 を 持って ゐる こと を 認めて ゐる と^いて 来た。 

彼 は 「白 棟」 の 仕^に 無限の^ 心 を 持って ゐる" 余 は、 彼の 此の 舉純 さと 勇氣が 好きだ U 彼 はこの 點 に 於いて、 一 運動の 統率 
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者た る 資格が ある。 余 は乂、 「白^」 が 日本 思想界の 北極 星. 權 1 者と して、 高く 立つ の を 3^ たく 思 ふ。 これ は 恐らく、 無駄 

な 望みで はな からう。 我々 は 一生 1: 命に 努力し なければ ならない。 「白樺」 の樣に 可愛い.^ もの はない。 それ は、 余の 眞の共 

鳴 を 引 起す。 

夜、 Y .Mi* A 寄宿舎の ni 周年 祝賀 會。 

余 は、 近 來勉强 を 怠る 習慣 をつ けて しまった。 一生懸命に 勉强 しなければ いけない。 余 は 余の 背に 環境の 拍車 を. 感じる。 

急がねば ならない。 今、 "Ecce  Homo- と 「ェ レン. ゲイの 生涯」 を讀 んでゐ ると ころ。 

十月 二十 八日。 大野 教授 本 月 十九 日" 死去す。 余 は 額 を 痛撃され た 機な 氣 がする。 此の 凶報 を 聞いた 瞬間に、 余 は 何も これ 

と 言 ふ 理由 もな しに、 自殺され たの だと】 目ふ氣 がした" 確かに それ は 間違った 考 へだった。 それでも どうした わけ か、 此の 

不思議な 直感 を 誤りと して 捨て去り 得ない。 彼と 余と はお 互に 殆ど 會 はなかった し、 一 度 も 訪問し 合った こ ともないの だか 

ら、 我々の友情は普通の見地からみれば決して親|^でぁったとは云へなぃ。 けれど 我々 の 間に は、 股に は 見えない 和合が あ 

つて、 それが 偶々 何 かの 築 會に 二人が 出會 つた 時、 屢 i 形 を 取って 現 はれて 來てゐ たの を 知って ゐる。 か、 る 時い つも、 彼 

か 余 かどちら かや、 親しい 微笑みと 好意 を 見せて 近づき 寄り、 極く 平凡な 話 をしながら、 内心で は 更に 深く つき 進んで お 互 

に 語り合 ふこと を んでゐ た。 然し、 二人とも 控へ目 勝ちで、 一見 相當と 思へ る 點 以上に は、 突き進ま うと はしなかった。 

今、 彼 を 永遠に 兑 失って しまったの だ。 敢 へて 彼 自身の 内部に 沒 入し、 深い 理解と 相互の IS 感を 得なかった こと を 衷心から 

悔いて ゐる。 彼は大 いなる 尊敬、 敬慕に 價 する もので あり、 確かに 余 は 彼の 慰安と なり 得た に 違 ひない。 眞に殘 念 だ。 

十一月 111 日 夕方、 舉生を 停車場に 经 つて 歸宅 すると、 足 助が スト.'. ゥの 傍で 暖 つて ゐた。 彼 は、 昨日 カルル ス溫 泉から 

歸 つて 來 たの ださう だ。 彼の 顔に、 特に 烈しい が 嬉し さうな^ 光の 異樣 なか どやき があった。 余 は その 瞬間 何 か あるの だと 

思った が、 この 八 ヶ月 間 續 いて ゐて、 極く 鋟 近に 高 項に 達した 或る 口 マ ン ティ" クな裹 件の せゐ だと は、 少しも 想像し なかった。 

, この 泰 以來、 彼の 店の 常 { 各に 二十 二 歳になる 若い 少女が ゐた" 女性に 殆ど 魅力 を 感じない 樣な足 助 は、 初めは 彼女に 何等 


^^の， ェ 1 を拂 はなかった。 かう してし ばらく つてから、 繁々 と來 出した ばかりで はなく、 時々 は 彼と 話 をして 行く その 

少女に、 彼 は 一種の 親し さ を 感じ 初めた。 彼女の 話し^り から、 彼女が 人生に 對 する 進んだ 態度、 人 il の 微妙な 感情に 對す 

ろめ 受 性の 點に 於いて、 普通 一般の^ 入より 遙 かに 高い 水準に あるの が 分った ので、 足 助 は 二人の 關係を も 少し 深く 進める 方 

がい  > -と考 へた。 彼が 彼女に 同情 を 起した 他の 點は、 彼女が その 繼 母の 爲、 自分の 悲舰 的な 性質の 爲に、 孤 な 物 わびしい 

上沾を 逢らねば ならなかった と 言ふ點 で、 これまでの その 生活 は氣の 毒な ものであった にも か" - はらず、 彼女と 接する もの 

は、 朗 かな 印象 を 彼女から 受ける と 云 ふ 點 である。 彼女 は、 自分の 短い が 憐れ 多い 牛 画 を 足 助に 凡て 告白し、 彼は强 くそれ 

こ、 じを惹 か 1 た。 ^し 彼 は、 1 つに は その 將來の 細心と 激しい 良心の ために、 一 つに は 彼の 健 _ ^がす ぐれない から 結婚が 不 

可能 だと 云 ふこと、 及び 彼女が J„s 有で 子に 甘い 父親の 1 人 娘 だと 云 ふ事實 などの 爲、 彼女に 對 して 何ら 親しみの 様子 を 示す 

ことを^^1-控へてゐた。 彼の 心の 爭鬪は 强烈な ものであった。 彼は默 つて 苦しんだ 揚句、 この 苦しみの 拔 口が 幸 ひに 3^ つけ 

しれなかったら、 E 殺しようと カルル ス溫 泉に 逃れた の だ。 それから 彼 は 余に 人生 觀を 述べて 欲しい と 云って 來 たので、 . 

余 は I はぐ 返^ を 書いた。 これが 幾分 彼の 慰めと はなった が、 彼 は それで 滿 足せず、 彼女に 手紙 を いて、 その 內 心の 举鬪 に 

つ ノて 少しば かり！^^ 的な こと を洩 した。 彼女 は 彼に 返事 をよ こして、 彼に 對 する 強い 感情の 迸り をお し、 彼 を 彼女の 父、 

兄、 友達、 否、 彼女の 凡ての ものと 呼んだ。 

そこで 彼 は 恍惚 感と入 生の 寫びを 味った の だ。 余 は それ をた V 喜ぶ" 彼の^ 白 を 聞いた 夜、 余 は 大いに 笑 ひ、 舞 ひ 躍る 外 

何 こも 手が つかなかった。 余の 心は擴 大して、 最も 優しい、 最も 强ぃ、 最も 悲痛な 情緒 を以 つて 全人 類 を 被 5 たのであった • 

おで 

足叻 は、 彼女との 結婚 は 不可能で ある こと を、 容 に 確信して ゐる。 そして、 晚 かれ 早 かれ その 事件の 悲劇的な 終， に當 

而す る ル^^を し て ゐ る 。 余 も 亦 さう 思 は ざ る を 3^ な い 。 

しかも 余 は、 この 終局 を i- 兀 全に 幸福に 結ばせた く、 切に 望んで ゐる。 希望の あると ころ 必ず 道が ある。 佘 にさう 信じさせ 

よ！ 〔次の もの は H: 口の 記錄 なし〕 
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足 助が 最後の 一 錢 まで 投機に 費消して、 又 我々 の 所に 歸 つて 來た" 彼 は その 無茶な 行 ひの 理 W を佘 こ吿デ て、 彼の 父が 彼 

$J 一 

の 爲に殘 して くれ 親類 中の 羨 ST 爭 論の 的と なって ゐ る遣產 を嫌惡 する からで あると 云った。 遺産 を もとにして、 好きな 

樣に 自由に 使 S 川來 る， M 分 自身の 金 をつ くらう としたの だ" 尙、 岡 山の 病院で 裔 婆の 仕事の 勉强 をして ゐる氣 の 毒な 妹に 非 

常に 少し、 か 金を與 へまい とする 親類の 決意 を 不當な ものと して、 抗 つたので あった。 足 助 は 彼女に 全額の 金を與 へようと 

思って ゐ たの だ。 然し 彼の E 險は 凡て 鋪齬 した。 現在 彼 はまる で 犬の 樣に 叩きのめされて しまったの だ。 彼にはその前^?』 

何の 光明 もな く、 彼の 胸中 深く 祕 めら れてゐ る 力 を 立て直す 方法 もない の だ。 こ- -に歸 驚した 人生に 對 して 抱いて ゐる 無茶 

な 彼の 思想に は、 何 か 恐ろしい ものが ある。 彼 は 全然 暗中摸索の 有樣 で、 ほ ら 如何に 動く 可き かさへ も 知らない。 

. 九 一六 年 (大正 五 年、 於 東京) 

一一 一月 二十 六日。 晴" 隨分 久し振りに、 今 B から 又 日記 を 轡 く 決心 をした。 余が 書き止めた 時、 余の 生涯の つまらない 出来 

事 を、 單に 書留め る 以外に 何の 動機 もな しに、 書留め たと ころで 無益 だと 考 へたの だ。 此 くして、 何日 も 何年 もが 余の 記憶 か 

ら、 再び 15^ る ことなく 消え去って 行って しまったの だ。 余 は それ を 失って 何 か 惜しい 氣 がし、 こ >f に 再び 日記 を 書き初め， 

余の 眼、 心の 前に 起った 主な 出来 を 書 *1 記す 決心 をした。 

壬 生 馬 は 昨 曰から 我々 と 一 緖にゐ る。 彼 は 近來、 彼の 家族と 共に 大 磯に 住んで ゐる 0 彼 を 伴って 上野に (昨日：, 行き、 水 

彩 繋の 展覽畫 を 見た。 その 展覽會 は、 古い 大家 (日本 入 以外に 當時 日本に ゐた 外人の も 加へ て) の 作品 を 集め、 それ を ハホ代 

順に 並べて 見せた と 云 ふ if に 於いて 興味 ある ものである。 wagi- 、五世 出、 小山、 淺井、 高 橋、 河^、 渡邊、 ？^«^1等ょ(極 

く 僅か だが) その 初期の 作品に よって 示されて ゐ た。 その 作品 中には、 自然に 對 する 藝術 家の 峻嚴 さ、 忠實さがa^ぇ、 その 


£^)^ぃて凡ての現代^術家の§^の域を摩してゐる。 凡ての 闪 嬰から 解放され、 自然の 神秘 を 追求して やまぬ 者で あると 

稱.. ^る^ 術 家 は、 知らず く 各國、 ^時代の 藝術 研究の 蓄積に よって 發 達した 技巧の わなに 陷 入って ゐ るの だ。 彼等，^^! 

らの 立場の ヒ にしつ かりと 立たなければ ならない と， H 覺 した 際に、 罠が 狐 を 待ち伏せる 様に、 彼等 を 待って ゐる に否應 

なしに 染み込まれて しまつた の だ。 E¥ や， は 我々 の內 til き 出さない 限り は、 眞 の厲， i に は 謹し 得ない 

の.. こ。 我々 が 命： 然斬 しい^ 界を 見得る の はた^ 天才 を 通しての みで ある。 我々 が^ 術 やその 他の 研究に 於いて 進歩 すれば す 

ろ ほど、 闪 襲の 泥 揮から 出る こと は 難になる もの だ。 

風 を 引いて、 咽と air が 痛み、 錢 醫師の 治療 を^け る。 <r 朝、 安子の手紙が^^1ぃた。 病苦に、 いつにな くいら くさせら 

ゐろ樑 だ。 彼女 は 死の 忍びやかな 足 昔に 氣 づき、 興 養して ゐる らしい。 子供の 昨 代の 思 ひ 出が 絕 えず 起って 來て、 凡て、 

のこと が 近い 內に 無に 歸 する 様に 感じる と霤ぃ C 來てゐ る。 短い、 察 件の ない 牛： 涯 であるに もせよ、 その 間歷の 持主と 共に 

^え 去る かと 思 ふと、 思 ひも よらぬ 恐怖が 通いて 夾 ると 云って ゐる。 可哀想な 女 だ！ 彼女 を 死より 救 ひたいと 思 ふ 余の 望 

みは、 彼女が — の 淵に 近づく につれ て强 くな つて 夾る。 運命よ、 今一度 彼女の 上に 慈悲の 笑み を 笑み かけ 給へ。 そして、 

彼女の 夫と 子供 1- を 背の 如く、 幸福な 結合に 導き 給へ。 

石 の 訪問 を. おける。 彼 は 今尙、 適當な 職業な しで ゐる。 

風が セんだ (今、 li. 午に y そして 暖ぃ 日光が 屋根 や 庭園 を 照らして ゐる。 行 光が 戸外で 太郞と 遊んで ゐる 

余 は、 余の 牛： 活を 全然 變 へなければ ならない。 近來、 特に 强 くそれ を 感じつ どけて ゐる。 然し、 余と 老いた 兩親を 結んで 

ゐる LA 境 を 打. T:^ る こと は-小 可能で ある。 不可能で なくても、 堪 へられない 位、 氣の 毒な ことで ある。 もう-ニニ 年 このま 丄 

でゐ なければ ならない だら う。 

1 二月 二十 セ B。 月 IT 晴 風 少し あり。 

、乂 上より 一通、 「北方 35 朝 社」 の澳邊 (ヨシオ) より 一通 來信。 父上 は 熱 海の 暖ぃ氣 候が 非常にお 氣に 入ったら しい。 渡邊は 
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？こ 彼の 雜； f に、 何 か 書いて 欲しい と. W つて 来た" 書いて やらう。 朝- よしと、 まさ 来訪" 行 郞と敎 へ 合って ゐた。 ： 

第 十 i 行に 若干 預金され てゐ るの がわかった ので、 その 金の 許す 限り 本 を 買 ひたく 思った。 買った 本が 讀め るか、 讀り 

？ 力なん て考へ もしな 1 で。 そこで、 午後中. 本 i り をして、 すっかり 疲れ切って しまった。 幸 ひに、 とてつもない 氣 

まぐれ を 足させる 本 i  く 少なかった ので 非常に 多くの 金が g つた。 無益な 望み を滿 たす 爲 だけに 使はないです ん.， こ。 ^ 

し、 余 は 余の 書棚に 並べて、 誇り 得る 本 を數册 買った。 

crccnselds,  E.  30  Lauds:  e  painti。g  and  Modem  Du!ch  Artists" 

Way,  T.  K.  &  Dennei?,  c.  ».lHr  Art  of  JTases  IMCneil  whisler  " 

Ibsen,  Henr:kl."  Love ビ comedy  s 

Verhaeren,  Emile-I-  The  cloister  5 

Bergson,  Henril"  Lau れ iter  " 

Merejikowski 1 " Forerunners  " 

Ellis,  Haverockl"  in  Psychology  of  sex." 

Maupassant—"  Jean  et 1-ierre 一》 

その他 (t- 取った 時に 書かう)。 

何故、 多少 元氣 がない のか 解らない。 少々 神經 衰弱の せゐも あるか も 知れない。 夜、 眠りに ついても、 殆ど 眼が さめて 

る 方 力 多い の だ。 もっと 自分の 健康に 注意し なければ、 何時か は，^: 然 健康 を 失く してし まふに ちが ひない。 

今夜、 大島 (甕〕 と、 橋 浦 (末 雄) が 来る 箬。 毎土曜日に ホイット マンの 硏究 をして ゐ るの だ。 

毅 I 力 訪ねて 來た。 行 光が みよと 神 尾に 行った。 今、 彼が 歸 つて 来て、 庭の 中で 3^ 母 車で 遊んで ゐる聲 が 聞え る。 

昨日. 婦人 同 忠會の 規則 改正の 爲に 中島と 言 ふ 人が 訪ねて 来た。 


Flamirion I r  My.-tcrisis  rsyclMC  Forces  "  . 

I〈oss,  JAncll- 二  h.es  of  the  Early  MeJicLs  " 

Gibbon I 「 3  ，  4  」 

I  Ie=ry  Ja ョ cs—"  >  S13U  I】oy  aad  ethers  - 

Jiesl 「ぉ勞 i さ SM-S^ さ 一」 

y-ictzschel 『激. l^;cols や：」 

夕 力、 微熱 あり、 頭痛 を 1^ ゆ。 然し、 晚 くまで 讀齊に 耽った。 讀 書の 疲れと、 身^の 具合が 惡 いのと で、 ^床に 入って か 

-ぃ， 眠れない 夜 を 過した。 

三月 二十 八日。 晴" 風 あり。 熱、 三十 七 度 八 分に 上り、 幾分 心 持 心し。 床に ゐる ことに 決めた。 ^.^^:^の診^^小をぅけた 

が、 たいし た^なし。 「ビエルと ジ アン」 を讀み 初め、 晝 近くに 讀了。 この 本の- II 後感 は、^ だ 良く、 心 を ：1 かす ものが ある。 

熟が なくなって しまった かの 樣に 感じた 程で ある" 「女の 1 牛；」 を 讚んだ 時 以上に、 モウ パヴ サンの 天才と 識見 を 1. 解し た。 

彼 は淺- 通な 感 主.； I や、 つまらない 人 牛： 觀に 根ざして 2^ るが 如き もので はない。 彼 は 凡ての 人 問に、 否， 植物 や 器お に 至る 

までに、 同 の 同情心 を 持って ゐる樣 に 思へ る U 否、 彼 は 彼の-腹く 鋭き^ 界の 中に 入る 凡ての 物に 對 して、 何の 情 を も 示 

した に は 思 へ ない と 云 ふ 方が 更に 奥深い 兑方 であらう" 神が 自ら 創り 給 へ る もの に 何の 注意 も與 へ られ ない g ^に， 彼 も 又 

彼の；^ 拔 つて ゐる ものが 如 河なら うと かま はない。 例へば 彼が ある 亊件を "取 上げる、 その 事件 は 正確に E_ 命の 流れに 從 つて 

し、 作者 は その ：=1^件 の 結 Hif がどうなら うと かま はない。 彼の. N 然に 通ず る こと は此 くの 如くに 完全で ある- 或 入 は 云 ふ 

であ.，： う 11 入^ を くに 當 つて、 命と 並んで 行き 得る 程の 洞. I 力の ある 時には、 1:^ 情 心の 必要 はない と。 この 小.. 説の 結 

末に 近づく と、 人生の 露 相に 觸る >f 時には 常に 直面す る、 あの 悲喜 こも <\ たろ い 思 ひに 耽らざる を 得ない。 こ.. -に 創り 
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出された の は、 人生の 一 斷片 そのもの である。 小： 說 について ゐる その 前 5i3 も而 白 ぃ讀 物で ある。 正午から、 夜^く まで 、「口 

] マ史」 少しと、 VI リスの "Studies  i- IPsycliology  of  sex" を讀 了。 特に 後者 は、 非ぎ. 2 多くの 知識と 暗示 を與 へて くれた。 

性的 i ド活に 就いての 女性 心理、 ヒス テ リイと 性的 i< 能との 關係 等の 諸亊資 を 知った" 後者 をう まく 取扱へば、 珍しい 文舉作 

品になる であらう。 余 は 「ある 女の グリンプス」 の 改作に 有用な 諸點を 獲た。 

壬 牛： 馬 は、 その 雨 親 を 訪ねて 熱 海に 行く 山內 夫婦と 一 緒に 大 磯に 歸 つた。 

午後、 愛子 來訪。 彼女 は、 前の 「田 中お 勝さん」 現在の 倉 知 夫人の 死んだ の を大變 なげいて ゐた" 余 もよ く 彼女 を 憶えて ゐ 

る" 憶えて ゐる どころではない！ 我々 が 橫濱に 住んで ゐる 彼女が よく 妹 を 訪ねて 來た" その 3- は 十 歳 前後の 子供で あ 

つたが， 心祕 かに 彼女 を 懐かしん だもの だ。 今でも ある 場而を ありく と 思 ひ 出す。 それ は、 雨が しとく と 降って ゐた日 

で、 我々 男の子 はや： 關 前の 庭で 遊んで ゐた。 その 時、 やせぎ すの、 年に して は (彼女 は 余と 同じ年だった〕 背の 高い 少女が、 

美しい パラソル を 持って 近づいて 來た" 余 は 見ない 振 をした。 その^、 他の 子供達が、 美しい 少女が 入って 來 たと. 站き 初め 

た。 余 は 彼等が 異性に 注意 をす るの を！！ 蔑す るかの 樣に、 馬鹿にして 彼等 を 見た。 彼女 は 彼女で、 物珍し さうな 夕々 勢の 少年 

達の 視線に 合って 露 赤に なって、 雨の しとく と 落ちる 中 を、 子供達の 方に 向けて パラソル を 斜めに 玄關に © け 込んだ U 妹 

が、 彼女 を迎 へに 玄關に 飛んで 出て 來た。 彼女 は 妹 を： て 彼女の 樣な 少女の 持つ に ふさ はしい その美し い 派手な バラ ソル を 

紙 1^ の樣に 投げす て 》、 その 年下の 友達 を 優しく 親しげ に 抱いた。 余 はこの 有機 をぢ つと： てゐ た。 この 情贵 を、 年月の 拭 

き 消す 力に も か X はらず、 却ってより 鮮明に なって 來る樣 に 思へ る ST ぢ つと みつめて 居た の だ。 あの 情景 は それ以来、 ず 

つと 余の 好ましい ものであった。 あ > -、 今 は 亡し、 何處に 居る 事 やら。 

夜， 獨り 眠る。 行 光 は 美 代と 眠った。 夢 多し。 

一一； 月 二十 九 曰。 曇" 寒し。 よし子が 來て、 熱 海 見物に 行った。 安子、 宮原、 佐 藤 娘より 來信。 余の 「首へ：^ ご に 就いての 宫 

原の 批評 は 非常に 敎 へられる 所があった。 満足した。 余の 作品 は 余の： 活記錄 として、 II 者の 心 を 打たず、 余の 智的 徑路の 


^綠 として 心 を 打つ と 指摘し、 作考 とお 入 達の 關係が 冗漫で 漠然として ゐ<- と 主張して ゐる" 作者 は 憐れな 病人の 生活に 沒 

入す る こと を 避けて、 彼等から 遠く離れて 居り、 自分の 置かれて ゐる 環境 を 無視して 好きな 事 を 云って ゐる" その 通り だ 1 

これ こそ 余の； Jf^ を兑^ 打った もので あろ。 余 は 周 園の 憐れな^ 情 を 無視して ゐ るので はなく、  R 分の 內 心の 救 ひに りに 

巾して ゐ るので ある U もっと 突き こんで 書かる 可き ものである。 

しげ 子 は 以前の 信仰から 次第々々 に 離れて 行き さう に 思へ る。 彼女の 精神状態 は 明かに、 戀愛 逆上の ヒス テ リイに 似通 ふ 

ものが ある。 彼女 は實 生活の 凡ての ものに 興味 を 失 ひ、 全く 達し 得ない 範圍に 慰安 を 求め、 キリストに 股の 常り 會 つて、 彼 

女の 唯一 の： 大職を キリストから 敎 へられた いと 云って ゐる。 

ナが 電話で、 彼女の 母校の 卒第 式に 出て、 今夕 祝賀 會に 行く の だと 云 つ て 来た。 余 は、 好ければ 午後 來な いかと 云った。 

さう 致し ませう と 云 ふ 返事" かう 口 を 滑らした 後で、 余 は 自ら 苦々 しく 思った。 結局、 余 は 彼女 を どうしょうと 云 ふの だ" 

彼女の 趣味 は 全然 余と異 つて ゐる。 我々 は 全く 異なる 世界に 住んで ゐ るの だ。 我々、 少なくとも 余 は、 彼女 が^りの ない 不 

幸に ちた！^ に、 お 互に 慰め あつたと 一 K ふ おぼろげな 記憶 以外に、 何らお 互に 魅力 を 感じて ゐ ない。 むしろ 來て ほしくない 

の だ。 (十二時) ところで、 輕 くお 晝 でも 食べよ、 つ。 

午後、 ギボン を！^ み、 少し 假睡 して 過した が、 絕 えず 彼女が 訪ねて 來 はしまい かと 氣 になって ならなかった。 夜， 大島來 

ろ。 ホイ プト マンの 研究の 代りに、 十 時まで 話す。 彼 は、 普通の 舉 生と 毛色の 變 つた 事 をす ると 言 ふので、 神 m 校の宜 敎门逋 

から 非常に 蹈 されて ゐる と 言 ふ 話 だ。 彼 は、 學 校で 決めて ある 規則 通り の 牛； 活に身 を 置く ことが 出来な か つたの だ と 述べ 

た。 彼は會 堂に 於け る 毎日の 築り に は 出ず、 友 入 達で 別の 祈 禱會を 起した" ある 女 宣敎師 が、 あらゆる 手段 を 川 ひて 洗醴を 

^め、 ある 時 は 未 中、 洗^ を 受けた ものと 受けない ものと に 依估^ 眞 まです る 人に、 もっと 子供達 を 世話す るよう に忠 il« 

した。 此 くし， K 彼女 は 年々 llj- 四十 入の 改心 者 を ST 本部に 對 する その 報告に 霜み を 加へ はした が、 一方で は キリスト 敎.！ 《 

及の 功 緩 を める 爲に これら 少年 を 利用した 後で は、 彼等に 何ら 特別の 注意 を拂 ふこと をし なかった。 大島は 彼女の この 無 
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情な 態度 を 恐し く 思った。 彼 は その 考を 飾らずに 彼女に 云った。 これらの 問題が 合した ので、 一 般の宣 i は 大いに 考 へた 

傳ハ； 3 をつ V ける 爲に、 長 野に 派遣す ると 云 ふ、 尤もらしい 口 資で大 島 を； おひやった。 彼 はこの 體 裁の ぃ& ：?」 害に は、 

最早 堪 へ る ことが 出来ず、 同志社に行く決心をした。(勿^1余は彼が規則迪り の 舉課^？^驗に は及筘しな いこと を 知って ゐる。 

彼 は、 .H 分で は 十分な 答へ をした のに、 敎師が 落第 させた と は IK つて ゐ るが、 試驗に 失敗した のに 違 ひない) 余 は あろ s^. 度 

まで は 彼に il 情す る ことが W 來た。 そこで、 彼が 勉强 を續 ける のに 金が 入 要な ので、 河 野 夫人に S, 「介 狀を謦 いた" 我々 は 話 

して ゐる 問に、 善と 美の 關係を 論じ 合 ふに 至った。 余 は 云った。 善 は 民主的な 性質の ものである。 精神的に 缺陷 のない 限り、 

Si でも 努力に よって i 〔に 達する 事が 出来る。 然し、 美に 於いて はさう ではない。 美 は 貴族的な 根據に 立って ゐる。 美の 觀念 

の ある もの は 生れながら にして 持って ゐ るので ある。 それ は 訓練、 敎育 によって は附す ことが 出來 ない ところの 生れながら 

の 感情で ある。 これら 二つの 人間 活動の 强ぃ g! も 弱い 點 も そこに あるので ある。 善 は、 望む もの 誰に でも 得られる 點 に 於い 

て、 人類 一般の 最高の 所有物で あり、 それ を 完全に 得る 樣に、 ベスト を盡す こと を强く 要求し 得る ものである。 然し、 善 は 極 

く 普通な ものであるから、 米 や パン を 兑る樣 に 思っても い、 譯 である。 それ は^ 活に 必耍缺 くべ からざる 一 の 具で ある。 

然し、 必然的に それ は 人間 生存の 豐 かさ、 喜ばし さ を 示す もので はない。 

我々 の 日常、 S. 在の. 牛： 活に辩 越す る、 あるより 高き もの を、 內 心憧愤 して 牛： きて ゐる ものに は、 人間 社會 の； g 沌 たる 中 を 

誤りな く嚴 格に 導いて 行って はくれ るが、 超越 的な もの、 卽ち千 偏 一律の 牛： 活に墮 する 事な しに 達し 得る 高き 能力 を =^ 屮 I さ 

んと 努力す る 入 問の 本能と 云 ふ 問題に なると， 全然 無能力で あると ころの 善に 滿足 する こと は出來 ない。 こ、 に 於いて、 そ 

の 救 ひの 力と して 美なる ものが 有る ので ある。 美の 十分な 觀念を 授けられて ゐる もの は、 天上の 片影、 換言すれば これまで 隱 

されて ゐ たもの を 人に 示す ことが 出來 る。 他の 者 は それ を 眺め、 彼等の 遠く 及ばざる 處 にある 者の 中に 隱 されて ゐる 性質 を 

見て 驚く く 此く、 美の m 、域に 於いて は、 無條 件に 與 へる 者と、 受ける 乞食の みが 存在す る。 li 家 は 王^に して 同時に 乞 

なで あると 云 ふ 言 は、 この 點 に 於いて 眞理 である。 それ故に、 露の i: 、術 ま は 人類に 對 して 天が 待 別に 與へ たものと して、 崇 


めら るべき であり、 人間の 文化の 尊い { -兀成 品と 兑ら るべき である。 此處 に！； ま- } ^の强 味が あると IS 時に、 天賦の 才を もたぬ 

入々 を とら へられぬ、 人^^を得られぬと言ふ點にその弱身がぁるのだ。 

il: と美の 相剋 か、 多くの場合に 我々 に 而倒を 起さし め、 遂に 我々 に 二元的な 人： 觀を强 ひる。 然し、 余の 意兑 では、 この 

が は、 お： の が Hi 旣 成の 觀 念に 依って M 心考 される のに、 現資の 意識が 我々.： R 身の 半； 來の 魂の 中に 根 强く存 すと 云 ふ 率 

1:; によるの であると 思 ふ。 それ故に、 これまでに 造られた 余の 善の 觀念を 除き、 自分自身の 魂の 中で 稗 度 清める ことによ つ 

て、 これら 一 兑反 對の 二- sl^ はお 互 ひに、 同じ 根基より 生じた < ^雜と 花の 如く 一 對の ものと して 調和し、 我々 の 一： 元 的な 無 

能な 力に 55 励と 統 一 を與 へる ので ある。 

換言 すれげ 善と 眞の 幸福なる 結婚の 結果と して、 入 類の 爲に 牛； まれた 愛子で ある。 


0  

彼女 は. 送に 來な かった。 余 は 救 はれた と： K ふ氣 もした が、 一 而に は、 心の奥底 では、 徵 かな 淋し さ を 感じた" 

岳父 祌 尾の 訪問 を 受けた。 

夜、 溫く i 讽持 よし。 

一一 I 月 一一 一十 B。 快晴) 熱 全く 去り 離 il^。 母上、 信 子より 来信。 信 子 は 余の 「首 途」 と 「フランセスの 顏」 の 批評 を 書いて よ 

こした。 ひどく 淺薄な 觀 察で ある。 午前、 行郞に 英語 を敎 へる。 

寮 食後、 忠 に會 ひに 行く。 然し、 家人 皆 外出。 そこで、 電車に 乘 つて、 日本 橋 クラブへ sog の 作品 展： |£:會 を 見に 行く。 

然し、 門^の 話で は、 二十 六日で 終った の ださう だ。 天氣が 非常にい  >- ので、 ぶらく 散 ゆする のに 氣 持が 良かった" そこ 

】 九 一 六 二 七 七 
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で： M 町から 永代 橋に 向った。 そこ は 余の 全く 未知の 場所だった。 河 沿 ひに、 「鹿 子 匿」 と 云 ふ 看板の か k つて ゐる家 を つけ 

た。 屋號が 面白かった ので、 一寸 視 いて 見る と、 若い 娘が 年輩の 女と 話して ゐる のが 見えた。 小さい 薄暗い 部 尾の 壁に は 派 

• 手な 鹿 子が 下って ゐた。 美しい 場面であった" 

余 は 何方に 曲がる かも 考 へないで、 道 や 路次を 進んで 行った。 余の 住んで ゐる遵 りに 比べて は、 こ、 いらは 全く 違った 感 

じがす る。 掘 や 溝に か. - つて ゐる撟 の 上から 見た 景色 は 特に 面白い。 可成り 疲れたし、 倦いた ので、 銀座の 臺灣 カフェに 入 

り、 强ぃ 香の する お茶 を飮ん で元氣 をと り 房した。 然し 靜 かに 休む どころ かいらく させられた 程お 客に 不愛想であった。 

夕食後、 隨 nr が 余 を 訪ねて 來て、 つまらない 話 をして 夜 を 過す。 

一一 一月 1 一一 十一 日。 曇" 少し 寒し" 職な 氣 分に おそ はれて- 眠りから 醒めた" —— 昨日 ぶらついた 爲に 熱が 出た しるしで あら 

50 然し 余 は 昨日 立てた プラン 通り、 安子 を 訪ねに 行った。 昨日、 彼女から 葉書が 來て、 余が 長い間 往来 を 怠って ゐ たこと 

をな じり. 如何な さった か 心配で たまらな いと 言って よこした。 すまなく 思 ひ、 どうしても 行く 事に した。 安子 は 非常に 加 

減が 惡 かった。 然し 彼女 はこの 數 日間 毎朝 汗が 出て、 びっしょりになる、 これが 熱の 高い しるし だと 云った。 六 時頃歸 宅，、 

夜、 大島 とその 叔父 (山 内彌 一 郞〕 來訪" 山 内 氏 は、 自分の 肺 患の 暗示に とんだ 話 をした。 十五 年間 恐し い 病苦と 戰 つたの 

であった。 そして 親類 達に 早 死す る だら 5 と 心配 させた もの ださう だ。 然し、 彼 は 幾度.^ 危期を 切り 拔 げた。 彼 は 自ら 造つ 

た 方法 を出來 得る 限り 注意 深く 守り、 病氣を 除か 5 と 決心した) 彼 はた^ 翳 者の 治療の みに よらず、 適度の 運動と、 適度の 

榮；^^を採り、 咳 を 抑へ るのに 彼 獨特の 方法 を 講じた" その 結 祭 はよ かった。 彼 は 今や 全快した の も间樣 で、 その 仕事 を 心 一 

ばいな ー 得る に 至った。 大島 は、 昨日、 河 野 夫人 を 訪ねたら 床に 臥して ゐ たと 余に 告げた。 

四月  一 B。 終日 雨。 午前 十 時 十七 分發の 汽車で 鎌 倉に 行く。 先づ、 長 谷に 角 田 氏 を 訪ねる。 可成り 以前に 氏の 夫人が、 高 

たよ 

熱と 腸捻轉 で、 彼の 容態が 段々 惡く なって 行く との 便り を くれた。 去年の fMf 海岸で 彼に 會 つた 時 は、 彼 は 丈夫であった の 

だ" 今、 見 違へ る 程 健 嵌 を 害して ゐた" 偶然に も 夫人が、 杉 1? 氏の 娃 である ことが わかった。 この 人 は 非常にい \、  m^i 


い！ ^人らしい。 家の 中の 全^の 碎ナ が： §1ZJ らしかった。 彼等の 氣の な 境遇に 股のう るむ のを覺 えた。 

次に 河 野 夫 入 を 訪れた" 彼女 は 非常に 苦しんで ゐる 様に 兑 うけた。 然し 我々 は 長話 をした。 而も. 彼女が 余の 考 へと 折り 

合 はない 飽 い！ _ ^憤で 偏 兑に捕 へられて ゐる ことが、 次第々々 に 余に わかって 来た" 悲しい こと だ U 結局、 入 間 は 孤 li だ。 入 

が e ^想、 智力の 點で继 むに つれて、 孤 II の 生活 を 经る もの、 世界に 近づいて 行く。  $11： 子さん は 美しい、 利 巧な 少女に なって 

ゐた。 

それ か，， ： 千代 W に 行き ちよ子に 會 つた。 淋しい 夜 だ。 フ 言」 を ir く爲 めに、 其 處にゐ た 頃の 思 ひ 出が、 相 も 變. りず 激し 

い 情 絡と なって 余に 歸 つて 來る。 夜 運く 歸宅" 車中、 「新 小說」 を- 讀む。 壬 半： 馬の 「其の後」 は 素晴らしい 出來 だ。 華やかな 

れ 彩の で、 絕ぇ ざろ 興味 を以 つて、 讀 者の 心を惹 く。 彼の 作品 は モウ パプ サンの 作に 似た 印象 ゃ與 へる。 

四月 二日。 晴。 安子に 手紙 を 街く。 何^もなし。 

四月 一 二日。 晴。 風 少し あり。 朝、 フランス語の 勉强 と、 少しば かりの 讀 書に 過す。 窨； 食後、 山 本 を 訪れ、 愛子と その 母 に 

^ふ。 大和 ：！ 志お の 代表者と して 愛子の 名前 を 出す 同意 を 得る。 それから 神 or 夕食後、 父上が 平 塚から ぉ歸 りに なって、 

安子の 《介？； S が 少し 5i 心く、 彼女が-: HI 分の 軍： 體に 心を惱 まして ゐる由 を 知らして 下さった。 

夜、 フランス語 を 勉強し、 佐 藤 長、 ^山- 佐 藤 夫人、 河 野 夫 入に 手紙 を 誓いて 過す。 

.?<^-rM 子より 手紙 来る。 〔桥地 略〕 彼女が 余の 「首 途」 を、 全心の 情熱 を以 つて 讀んだ 事、 そして .H 分が 語 足らずして 表現 

し なかった 事 を、 en: 分が 代って 表現して くれたと 言って 来た。 彼女が どんな 種類の 女 かしらない。 とにかく、 何處 かで、 

余と li: じ 様な 心の 鼓^ をな す 人々 によって 讀 まれて ゐ ると 云 ふこと は、 全く 勇氣づ けられる ことで ある" 余 は ぐに 彼女に 

返 亊を蠻 いた。 千代に も 手紙 を 出した。  - 

壬 生 iiiir が大 磯から 歸っ て來 たけれ ども、 中 村の 宴 會に行 つ たので 會 へ なか つ た。 

四月 四 B"  llti。 風强 し。 森 木が バルチ モアから 手紙 を くれた。 その 屮に， 全く 大きく 利 巧 さう に 成長した 彼の 子供達の 寫 
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眞が 二： 枚 入って ゐた。 正午まで フランス語の 勉強。 より 小説の 原稿 來る。 讀了。 彼に は 事件の 要領 を 摑む能 刀 は あるが、 

大した 才能が ある と は 思へ ない。 

• 四月 五 01〕 今日から 行 光が 幼稚 E1 に 行き 初めた (双^ 幼徘 @- 余が 速れ て 行って やった。 行く の を 大して 羞 しがって ゐな 

かった。 それから 壬 生 .iil? と 一 緒に 平 塚へ 行った。 安子 はこの 數曰 少し 惡ぃ機 だ" 熱が 上る し、 殆ど 毎^ 汗が 出る。 可哀.？^^ 

女 ー 四 時お 其. M に をり、 それから 大錢に 行った。 壬 生： a- と撞 をす る。 信 子さん はずつ とよくな つた 機に 兌え る。 英 夫が 

我 孫子に 建てる 家の 設計 をして 夜 を 過す。 

四月 穴 or 晴" 八 時 大磯を 去り、 再び 安子 を 訪れた。 彼女の 卓子の 上に 余に 宛てた 手紙が あった。 その 中で、 彼女 は、 子 

供が 舉 校から 歸 つて 來 るの を迎 へて やらない と 云ふ樣 な、 親と しての 大切な 義務 を 怠る 余 を 責めて ゐた。 それ は 余の 心の 隨 

, ^刺した" 行 光が 學 校での 眞の 最初の 經驗を 父に 話したい と、 澤 山の 話 を 持って 家に 歸 つて 來た時 其 處にゐ ない と は、 余 は 

何て 心ない もので あらう。 愛し 過ぎる か 又は 間違った 愛し 方 をしても， 余 は 大して 後悔の 念を感 V* ない" 然し、 愛して やる 

べき 時に 愛 を 示して やらなかった この場合に、 自分の 中に 下劣な 無情な 惡 魔の 居る ことに 氣 付き、 さう 氣付 いてみ ると 自ら 

一 個の 男子と して 立って 行く に 足らない 様な 氣 がする 程 苦しめられた。 安子の 許 を 去って から、 余 は 心中 恐ろしく 苦しみ 惱 

まされ、 ぢ つと 坐って ゐる ことが 殆ど 出來 なかった。 余 は あたかも ：3^、 後の 審判に 遭って ゐる樣 に 感じた。 そこで、 京に 驚 

くや 否や、 幼稚： S の 方に 道 を-取り， 余の 子供 は 決して 其 處 に 居ない 様な 豫感を 持.， ン ながら、 — と 云 ふの は、 子供が その 大 

事件に、 父が 餘り 冷淡な 態 .i^ を 採る のに 失望した 揚句、 今日け 學 校に 出て ゐな いと 云 ふ 樣な氣 がしながら 門 を 入った。 けれ 

ど事實 はさう ではなかった" 余 は 彼が 一 つの ベンチに 腰 を 下して、 縛 本 を 見て ゐ るの を 見出した。 どれ 程 あの 燃える 樣な不 

安から 救 はれた ことで あらう。 彼の 頭 を 撫でて やった" 振り向いて、 余 を 兑、 大いに 喜んで、 にっこりと 笑った。 あ. -、 こ 

れで 助かった。 

家に 歸 つて， 直ぐ ペン を 瑕 上げて. 安子が 少しで も！： 滅を 休めて くれる や ，つに ありの ま、 の 事 を 書き 逡 つた。 あ. 自分 


の 子 ここれ 程氣 をつ けて やらない と は、 何て 不親切ない やしむべき ことで あらう。 今後 は、 此 上ない 親切な 親と ならう。 學 

校で 行 光に 會ふ までの 余の 心の 緊張 は、 誰かの 巧みな 同情 ある 筆に よって. 取扱 はれたならば、 それ は 素晴らしい 物語と な.， リ 

だらぅ と5^ん 投入 心 をお び やかす も のがあった。 

英 夫と ssr か會 ひに 來た。 隆三は 三日、 自轉 車と 衝突す る 災難に遭った。 その 夜 以來、 彼の 具合が よくない。 熱 海に 行つ 

て、 其^1^でしばらく靜かに11«^したらぃ だら うと 思って ゐ る。 

ぶ、 lly," 子、 その 也より 來信。 父上 は 十： 太 日^までお 歸 りになる まい。 

、义 ヒリ^ 手紙 こよ L-.H、  ^の 一番 上の 息子が 又！； 落 をした。 原の 苦悶 を まざ/ \ と 感じる ことが 出来る。 息子 力 二 三 日歩 

き 逝った 後で、 後悔して 歸 つて 來れば よいが。 

^ャ； 3 線路に 沿って、 桃の 花 か 美しく^き 出した U  ^が 五六 寸も 伸びた。 桑の 枝が、 や はら かに 赤く、 晴れぐ と 伸びた。 

紛ふ 方ない 卷 のしる しだ！ 

旅行の 途屮、 .ゥ ュルハ ー レンの ，001513>- を讀 む。 彼の！^ 扱って ゐ る場景 が 我々 の 牛-活から 少し 離れて ゐ るので、 我々 に 

まちに 迫る 蛙 力がない。 然し、 彼の 趣旨と、 その 詩的 情熱 を、 よく 理^す る ことが 出 米る。 余 は 直きに それ を 贖み 終る であ 

一？  0 

夜- 仆^ もせず、 讀書 もせず、 無駄に 過す。 
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1 九 1 六 年 (犬 E 五 年) 〔承 ：li〕 〔原文 英文、 編者 譯〕 

0 安子 病んで 平 稼なる 杏 雲 掌 E 院 にあり、 後 同 病院の 近くに 借家して 療養。 

〇 行と 行 一に は 私と 共に 暮し、 敏は 千駄ケ 谷の 祌尾兩 親の 御 面倒になる。 

〇 信 子が 壬 生と 離.^ する 樣な 事件 起る。 

〇 フランス語の 勉强。 

ORI: 樺」 に 何も 熨 かず、 そして スト リンドべ ルヒの "There  ore  crhnes- と 「赤い 室」、 ハバ n プク. エリスの 「性の 心理 舉. 2 

究」 シェク スピアの 「冬の 夜ば なし」、 トルストイの 「シ ェクス ビア 論」 等の 外 何も. 特に 讀 まぬ。 

〇 金の ことで 滑 田 苦境に 立つ。  . 

〇 足 助义， - 投機 を 始める。 

。大 石より 便りな し。 

〇2: 村 氏から お招き も あり、 氏に 同感 を 持って ゐる にも拘らず 訪問 を 怠って ゐ る。 

〇 人 牛： 觀に 何等 格別の 進歩な し。 

〇 慶應 i<i# に 地位 を 得ん として 失敗し、 此の 數月 無爲に 過す。 

0 歐洲に 於け る： 吶交戰 國はゲ H ル ダンの 要塞で 縞 を 削り、 北海に 於け る 兩艦驗 の 海戰を 以て その 極に 達した。 一 方 支那で は 

國 事の 解決が 朱 だ ii 沌 たる 有議。 


〇 「鳥人」 ス ミス 日本 を 訪れる *  - 

〇 タゴ ー ル 日本 を 訪れる。 

C 宮川コ ー ザン. 死去。 

〇 健 助の 母 死去 * 

四月 七日。 晴。 太 常の 卷 らしい。 

午 1 フランス語 を 大いに 勉强、 "cloister- を 非常に 面白 く 讀了。 信より 葉書、 叔父の N 博士 を 停 率 場に 見经 つたが 年 を 

取 、したの を 2^ て 大變琳 しく 感じた と 書いて ある。 春になったので女は皆^：刀库：^^には判らぬ變な衝動に動かさしし 氣狂 

ひじみ るら しい。 

昨日 森 本から バル ティ モア. サン 紙を经 つて 来た" 說敎者 g 一 y  I の 事が 書いて あるが、 彼 は 多くの 人を惹 きつ H そ 

の < ^合に は 何時も 一 萬 五 千 人 も 集る との 事。 大變 人氣の ある 演說 家ら しい。 だが 會 合が 終る と、 彼 は バル ティ モア In ビ，^ 酽 

されん^ を 神に 祈る と： K ふ 記事 を 兌て 心 をう たれた。 彼 は 「神よ チェ サビ， ク 河畔の 町 を 祝福し 給へ」 と 祈り を 捧げ. それ 

から 祈り を 暫く やめて 新開 記？ I5f 席の 方に 向き 「わたしが チェ サビ， -クと 言った が、 差 支なかった か」 と 尋ねた" 祈禱 中に ノ 

と 話 をして はならぬ とい ふ譯は 毛頭ない、 ^しこの 子供ら しい、 邪氣 のない 行爲は 私の 好みに は 合 はず、 この 人氣の ある 神 

の. 卜^に 對 して 嫌. 1 の 情 さへ 起させる" 私 は 内心で は 狂信的な ビュ ー リ タンな ので あらう か。 

大 島より 藤 齊、 京都に 甚だ 氣持 よく t 洛 着いた. ffl。 

午； 佐 思 ひがけな く 橘 夫人 來訪" 彼女 は 若々 しく 幸福 さう に 見える。 あの人 持 前の i つぶな 所が 彼女の 娃カ である 二人 

は 大して 話 もな く、 はずまなかった" 彼女の 訪問に 對し 相當の 親切が 拂 へなかった の は 心苦しい。 

《 ンリ ー りジ H  , 'ムス 作 "Intemationol  Episode" の 邦 譯を讀 む。 彼の 畫く  11 は 巧妙で ある。 人性 をし つかり 捉 へて ゐ.^ - 
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併し 彼 は 人性より 高く 身 持し、 人間性 を もて あそんで 居る。 彼と 天賦 を： じうす る モウ パプ サンの 場合に は、 その 天賦 を 

自己の 持って ゐる 何物よりも 高く 評 惜し、 熱心に そして 己の 作品 は 皆藝術 家の 烈しい 熱情に よって 躍動して ゐ ると いふ 確 inis 

を 以て その 天賦 を 用 ひて ゐる。 然るに ジ-， ムスの 場合に は、 彼は單 なる 1 術 家で ある 事 を 多少 恥ぢ て、 へりくだって 小說家 

になって： IS るが、 紳士で あり 學者 であると 云 ふ 生れな がらの 地位 は 捨て >r 居ない。 だから 夏 目 氏の 所謂 「低徊趣味」 と稱す 

る ものが 彼の 中には 多分に あって、 眞實 にして 波動せ る 人生の 斷 面に ふれる 事な く、 無遠慮な 氣 持の よい 皮肉ば かりなので 

倦き くす る。 これ は 英^ 小說 通お の缺點 であるら し い。 

夜 は札幌 農科 大^の 校歜 築に 序文 を か い て 過す。 

暇 をみ て、 古い R 記 を 讀むリ 大學 時代に 於け る 私の セン ティ メンタ リズムと 無 學が恥 かしくなる、 ^淚 しさう になり、 Dzli^ 

を 火に 投じた" あ、、 若し 過去 をす ベて 抹殺し、 より 激しく より 强く 生きる 事が できたなら！ 私 は 立ち 止-つて 考 へねば な 

らぬ" 

四月 八 nr 天氣 よく 溫 かし。 神 尾に 策 話 を かけて 敏行を ァ.. 'ト. ス ミスの 飛行 を 見に つれて ゆく 樣に 話したら、 敏行は 昨夕 

から非^>2な高熱で1^:;^だとの事〕 で 急いで 神 尾 を 訪れる。 醫 者に みせてから 大變 よくな つた 樣だ" だが 義母 は 看病で ひどく 

つかれて ゐられ た" 何とか 方法 を 講じて、 とても 耐へ 切れさ 5 もない この 澤 山の 心， 配 を、 母上に おかけし ない 樣 にしな けれ 

ばなら ない。 父上に もお めに か、 る。 父上 も 安子の 5^ 體を大 へん 案じて ゐられ た U 例年の 醫會で 行 はれた 大學 派と 北 Ei.: 派と 

の 大；！ 驛 のこと を 話す。 新 W 紙の 報ずる ところに よれば、 傳染病 研究所の 新 所長 芳賀 イシ ォ 博士 はせ 賀 博士の 注射液に つい 

て 痛烈」 攻擊 して、 古賀 博士の 液に 酷似した 液 を モル モヴト に 注射した が、 良 結 を裔ら さなかつ たと 述べた。 古賀博 十； は 

立って この 攻撃に 答へ、 資驗に 使用され た モル モ ット の數が 一ー1 つの 場合に 於いて 違って 居た と 云 ふ事實 は、 貲驗 者の 確 

さを^ 示し、 その上尙芳賀博士が使用したと；}^はれた液が自分の發明したものに酷似してゐるとは認められなぃと云った。 

士は 附言して 實驗の 失敗 を 示す もの 多々 ある こと、 卽ち 注射液の 釐は體 質と 病氣 によって 異 る ものであると 答へ た。 


十；： か crfw 士は 相手の^ 所 を 突いたら しく、 反 對；， 1 者 を沈默 せしめて しまった さう だ。 我々 は 一緒に 古賀 博士 を 訪れ、 安子の 

ii^ 狀を報 i^:; し、 射 を 暫く 延ばす こと を 辯 解して 置かう と 約^した。 

*5 後、 行 光と 太郞を 伴れ てス ミスの 放れ 業 を に靑山 練兵場に ゆく。 西北の 微^の ある 極めて 美しい 春の 日和だった。 

t:: 兵^に は 入が 何：. i= 何千と 槳 つて ゐた。 埃が ひどかった。 ぐるつ と 廻って スタンドに 行った が、 そこから は 可 K りょく 見え 

る。 正 二 時、 格納 から 複式 飛： t 機が 引出された。 翼の 上側に は ァ-ト A ミスと 赤い 字で かいて あり、 舵に は アメリカの 國 

^がかいて ある。 せいの 低い 非常に 若い ス ミス は ひらりと 席に とびのり、 大きな<^《角度で^^;に^^った" 高く く 4； り、 遂に 

ド から は 彼の 姿が 殆ど 見付からぬ 様になった。 それから 彼 は 美事に {.e 返り を やり、 二度 n 一度と 續 けた。 人々 は 唯もう^ き 入 

る 許り。 鳥に も 優ろ 超人的 si を 示した 後、 はっと 心臓の鼓動 を 止める 様な 勢で まっしぐらに 下降し、 美事に やすくと 無 

陸した 0 

埃が ひどくて 堪らない ので 早々 に歸 宅- 洋服： K が 註文 を収 りに 來た。 夜 はジ， -1 ムスの 小說と 「白 棒」 を よんで 過す。 

『お 作家 協^」 と 云 ふ團^ が 出來、 余の 處へも 案 2： 狀 がきた。 現 ^余と は 何の 關係 もない の だから、 返事 もすまい と 思 ふ。 

グ H ル ダンの 耍 塞危. 錢に 瀕す。 獨逸車 は！！ g 鋭 を この 1 if に橥 合して、 これ を陷 落させようと 全力 を盡 して ゐる樣 にみ える。 

他方 聯合. m は 此の 要 恶が陷 落す るか 否か は 勝敗の 分れ =w となると 言 ふ 事 を 知って、 顾强に 防禦して ゐる。 

結. H おの 性赏を もっとよ く 知りたい ので、 「最近 IF 核 病 論」 と 云 ふ 本を賈 ふ。 

足 はどうし たんだら うか" 今、 ；5^:;1-にゐるには違ひなぃ。 誰から も 便りな し。 夜に 入って から 風 ひどし U 安子の 安眠 を 

祈りつ 

四月 九 or 快晴。 微風。 今！！： は： T 曜日 だ" 午前、 親切に行郞の^話をしてくれた：^田遣生^^に會ひに雜谷へゅく。 余は餘 

前から お訪ねし ようと 思って ゐ たので あるが、 今日まで、 延びて しまったの だ) 氏 は 在，：^ で、 子供 等と 庭で 仕^ をして ゐ 

られ た。 氏 は： が 分 刈り 頭の すらりと した 人で、 度の 强ぃ 近視の 眼鏡 を かけて られ る. 話しぶ り は 打 解けて はゐ るが 女性^ 

1 九 1 六 ハ中  二八".^. 
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だ。 然し 意志の 强ぃ 人で. 外 に は 表 はして 居ない が， HI 我 的で あり、 鋼の 樣な銳 さ をお つて 居る。 夫人 も歡迎 して くれた。 

少しば かり 話してから * 鍋 島 侯の 庭園 (松濤 闽〕 を散ル しに 一緒に 出かける。 配置 は 美しい、 場所 は廣 い。 代々 木 練兵場まで 

見渡される" 其 處此處 に 多少の 高低 は あるが、 平 W 一で 高 辜： になって 居る。 廣ぃ 域內は 多くの 小！！ OiLi 分れ 芝が 楠 ゑて ある。 

現在 ni 四十ば かりの 建物が できて をり、 建築中の もの も澤 山. ある。 氏. H 身 も それ を 一軒 借りて 居られる の だ。 歸 りに隆 三の 

家 を 訪ねた が 鍵が おりて 居た。 そこで 歸路 についた。 偶然 昔馴染みの 學 生に 二人 會 つた。 一入 は 竹 田で 一入 は淺 田だった と 

思 ふ。 ス ミス を 見に 澤山靑 山へ 出かけて 行く。 隨 分な 入 込み だ。 

宅で 少しば かり 用を濟 ましてから、 熱 海と 大 磯から 歸る 母上と 壬 生の 家族 を迎 へに 行 光 を 伴れ て 新橋 驛へ 行く。 母上 は少 

し 疲れて 居られる 様 だ。 驛の 二階で 母上 達に 複紫機 をお！^ せし 乍ら 茶 を驟 つた。 そこへ 水兵が 數名酒 を 飲みに 上って 來た。 

水兵 達の 行儀の 惡 いこと 夥しい。 暴風の 時みたい な呶 鳴り 方 をしたり、 水兵ら しいお どけた やり方で 女給 をから かったり し 

て 居る。 おお は 皆び つくりして 居た が、 余 は 愉快に 感じた。 彼等 は 海上の 烈風の 樣に 部屋の 中 を 走り 廻った 。〔以下 九 行 邦文〕 

輕 蔑す るない。 これで も 俺等の 中には 判任官 も 居 るんだ ぞ。 區 役所に 行けば 俺 だって 一人前 だい" 

おや 時計がない ね。 (だが そこに は 大きな 時計が 掛かって 居る の だが) けちな 所 だな" え >f と 俺の 時計 か。 無い さ" ロンド 

ンで 落しち やつたん だ" 

お. 1 姉さん 馬鹿に 金齒が 光る ね。 奪め いた 顏 をして 居る ね。 何んだ いふくれ るの かい。 赏 めて やる のに ふくれたり すると 

ぶんなぐる ぞ。  、 

だが ス ミス はうまい な。 迫 濱のフ アル マ ン 式もフ アル マン、 フ アルマ ンと 威張れない ぜ" 

妯 さんさよ なら U 失敬 グ ドバイ！  (丁寧に ぉ辭 儀して〕 大きにお^ 話と そっちが 云 ひたさうな 顏 をして ゐゃ がるな" 

^^平はぁるさ。 不平 は あるが まあい \ や。 年が 明ければ これで も 1 入 前の 人間に な るんだ。 水兵が 生涯つ いて 廻る んぢゃ 

ないから。 (小歌 を 歌 ひ 乍ら〕 「金 鵄 なん ぞ が，；： 11 」 か"  - 


といった 拍子であった。 

家に 歸 ると 愛子が 子供 を 一一 一入 伴れ て やって きた" 一緒に 夕食す る。 實に 親しい 築り である- 行 光と 子 は大變 喜んだ。 

佐 t.^ 長から 手紙が 來て、 慶應 3 鎌 W 總 長に 紹介状 を 書いた とのこと。 躇状を 出した" 

安子に も 手紙 を 出した。 早く 床に 就いた。 

四月 十 曰。 稍 强風。 午前 • フランス語の 强勉。 神 尾の 母上 御 來訪。 敏行 は大變 よくな つた 由。 トルストイの 「モウ 

パヴ サン；，； 1」 をよ む。 「ビエルと ジ ヤン」 をむ しろ^ 酷に 批評して、 此の 小説 は 作者が 有名に なった 時に 書かれた もので、 出 

版.！？ の^" めに 應 ずるが 爲に 雷かざる を 得なかった ものであるに 過ぎず、 善惡の 批判 を 無視す る 作 若の 傾向が 充満して ゐ ると 

云って ゐる" ビ エルの 母の 敗德 的な 態度 は 許し 難いと 云 ふ。 トルストイの 立場から 考 へるなら この 意 は. はよ く 了解で きる。 

だが 同時に 作者 はこの 出 來事を あり 來 たりの ブル ジョァ の 家庭の 平凡な 生活に 起った ものと して 描いて ゐる。 S は 感動 的で 世 

俗 的な 女で、 資の， 鬪 生活に 對 して は 極めて 意志の 弱い 女と 想像され る。 モウ パ" サン は 彼女 を 非難しても ゐな いが、 是認 

しても ゐ ない。 唯、 彼 は 彼女の 中に 人間 生活の 與 底に 深く 根ざして ゐる 自 然の 皮肉 を 見た に過ぎない。 此處に 實の 人生 を そ 

のま 乂に 安逸 を むさぼる 心の 人間ら しい 弱さが ある" がそれ は 賤しむべき ものであると 同時に 憐れむ ベ きもので ある。 加 ふ 

ろに、 私の 感じた 處 では、 ビエルの 母 は 此の 小說の 中心人物 ではない。 ビエル を 物語の 中心に 联 つて こそ、 作者の 意 SI が眞 

に 了解で きる ので ある。 ビエルの 運命 は 本當に 悲劇的で あり、 ある 意味で は壯烈 でさへ も あるで はない か。 小說に 書かれて 

ゐ るよりも 當 然もつ と；^ 敬され もっと 成功すべき であった 此の 若者に 對 して、 作者が 深い 同情 を 有って ゐる車 を！： 者 は 容易 

く 1g ず 可き 箬 である。 勿論 作者 は 何時もの 用心深 さからして 己の 感情 を 深く 祕 して はゐ るが。 彼が 戀に 敗れた 事 も その上 品 

な 性質 を 示して ゐる。 彼 は？^ のジ ヤンヌよりも 品格が あり、 深みが ある。 唯 彼のね ぢ けた 性質 は、 遭遇した 不幸な 境遇と 相 

5^ つて、 彼のす る ことなす こと を すべてく ひち が はしめ た。 か.^ る： 方で この 小說 を！ 1^ ると 作者の 意 圆に對 して 1 種 莊嚴な 

感じを持たざるを2^なぃ。 
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今日は 妙技 を 示す 爲め、 ス ミ スが滯 京す る 最後の 日で ある。 この ひどい 風で は どんなに したって 飛べない だら うと 思って 一 

ゐ た- 處が、 驚いた 事に は 前日と 同樣、 {1^ 高く 昇り {由 返りまで やった。 自分の 技倆 を これほど 確信して ゐ ると は！ 荒れ g 

ふ 風と 戰 つて ゐる 飛行機 を 見守って ゐた 私の 跟には 涙が にじみ 出た"  一 

吉 川に 手紙 を罾 かねば ならぬ の は 大分 前からの 事で ある。 だが 格別の 理由 もない のに、 うつち やって おいた a どれ 程氣 に； 

なった か 知れない の だ" 何ん て 妙な 男 だら う。 何處 から も 便りな し" 

此處に 凡ての 人との 交涉 から 離れた 孤獨の 魂が 1 っゐ る。 それが 瞹ぃ 人心 を 喜んで 迎へ るの だ。 だが 何ん とした 事 かそれ， 

が 出来ない の だ。 で 恐らく それ は 死に ひた 向きに 進す る 魂な ので あらう。 其の 魂に とって は 世界が 何と 冷たく、 活氣 なく.； 

感ぜられる ことで あら 5。  j 

四月 十一 日。 朝曇り。 後晴 る。 何處 から も 手紙が 來 ない。  ； 

夕方 は 原 田と 吉川 禿-十 纏との 結婚 披露の 午餐に 招待され た。 母と 愛子と 信 子 達と 一 緒に 自脚 車で 行った。 徵は 咲き初め 上 •』 

野 公園 は 入で 埋まって 居る。 精 養 軒に 二百 四十 人ば かりの 客が 出席して 居る。 相 變らず 話 相手 もない ので 一 入で 廊下 を 4^ い； 

て 時 を 過した。 ^興と して 能狂言が あった。 二 入の 殿 樣が旅 をして 居る と 代って 刀 を 持って行って くれる 入が 欲しくな つた j 

の だ〕 そこへ 一 人出て 來る。 二 入 は その 人に やって くれる 樣に頓 む。 その 男が 固く  I" つた にも拘らずと， 「く 拔. で 脅：；^ 一し 一 

て從 はせ る。 彼等 は 我事 なれり と 意；； M 揚々 として その 男 を 扱 ひに し笑萆 にす る。 然し 冗談 は 長く 績 かず、 今度 は その が- 

二人の 刀 を拔 いて 挑み か \ つた。 地位 は 顔 倒して その 男の いふ ことに は 何でも 從 ふこと になる。 彼 は 殿 機に 色々 可笑しな こ 

と をさせる が、 二人 はこれ に從 はなければ ならない。 殿樣の もの を 皆 靡 ひ 去って、 腹の 癒る まで 二人 をから かった 後で、 く， g 一 

の BI- は 瑕った もの を 持って 逃 去る ので ある- 唯 刀の あるな しとい ふだけ で、 兩 者の 地が 顚倒 するとい ふの が 筋で ある。 

四月 十一 一 nr 快晴" 午前、 フランス語の 勉强。 祌 尾の 父上と 熊 雄さん 來訪。 母上 は 十 時の 汽車で 熱. 1 に 歸られ た。 兄^ 全 一 

部と その 妻が 驛 まで 御 ia- 经 りする J 余 は國府 gii: までお 伴す る。 樱 桃の 花盛り、 小麥 はすば らしく 中： 長し、 新綠 は. 白色の 粗 一 


野な 花と 入り 交つ て^を 樂 しませる u 今年 は 花時が ひどく 遲 れてゐ るとの 事 (少 くと も 十日 は )-  一 

IB りが けに 平 塚に 寄る。 安子 は 心 持が 幾分よ くな つた 樣 だが 熱 はま だ 高い (三 十八 度)。 ほんの 少し 話した だけで、 眠って 一 

了 ふ 前に 行 光の 顔 を 兌ようと 大急ぎで 歸宅。 まだ 床の 中に ゐて、 喜んで くれた」 

四月 十三 日。 稍 風 あり。 昨夜 床に ついた 時 は、 吉 川から きた 手紙 を みんな 讀んで 整理して 了 はう と 決心した。 だが 一 

朝に なろ と 化^ をす るの が ひどく 太 儀に なって 了った。 餘程 前から やらう くと は 思って ゐ たので ある。 一 月の 手紙に もま 一 

だ 3： の 返が もして ゐな いの だ。 私 は その 時 以來絕 えず それ を 思 ひ 出して は、 大變恥 かしく 思って ゐた。 それでも まだ やらぬ 一 

窓げ ものな の だ- 太 當に私 は 妙な 人間 だ。 損？ 4^, 問題に なると、 すぐ 關 心が 持て なくなって、 決して 一時で も氣が 向けて 居ら 一 

れ なくなる の だ" だが もう 延ばす 譯には ゆかない。 午後に は それ を やらなければ ならぬ。  J 

壬 生お と 一 絡に 古川と： WW の處に 答禮に 行く" 原 田の 處で 少し 話す。 若い 原 田夫 人 は大變 人好きの する 小柄な 人 だ。 「ァ 一 

シジの Sli! フランシスの 小さき 花」 を 中 西 屋で買 ふ。  一 

足 助、 昨 = 來訪。  一 

四月 十四 B  午前， フランス語の 勉強。 まだ 吉 川へ 返事 を 出して ゐ ない。 何と 云 ふ 馬鹿なん だら う。 午後 行 光 を つれ 一 

て 飽^へ 散歩に 出かける。 途屮葉 子屋 で、 菓子 を 少し 註文。 行 光 は その 爲め 遠迥り をせ ねばならなくな つたと 云って 機嫌が 一 

惡ぃ" 私 は、 誰 だって 時折 は 人の 依 鎖に 應 じる 樣な こと はする 可き もの だと 云って 閗 かせた。 さう 言っても なだめ きれな か 一 

つた" それでも：！. f 紛れに 私に 冗談 を 云って ゐた" こんな 場合に は 怒りが 胸の 中に、 燒き蕴 す 火の 樣に 急に わき 立つ。 私が 奴 W 

るの は 彼が いふ こと を^かない からではなくて、 ちゃんと 繞 けられて ないから である。 私の 怒り は 怒りから 發す るので はな 一 

くて、 私の 心な， 苦しめさ いなむ、 彼に 對 する 深い 悲しみから 發す るので ある。  „ 

IS に、 彼の 長男が 出 本 t したのに ri 情す る 手紙 を 書く。  一 

この g;n 暗い 考 へが 醒 i 起って くる。 すべてが 晴く 陰氣に 見える。 世の中の いざこざ は涯 しがない 様に 思 はれ、 その 中に： 
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ある 私の 道 は雜草 や 敷の まるで とざされて ゐる樣 だ。 道 を 切り 拓か うと、 どれ 程 私 は 無駄骨 を 折って ゐる事 だら う * 

四月 十五 B。 多少の 風 を 伴った 烈しい 雨。 冷たい。 

午前、 思 ひ 立って 報告 を 調べる。 午後から 太平洋 賓會と 巽 畫會の 展覽會 が 急に 見た くな つたので 出かける" 前者に はごく 

僚 かの 作品し か 並べて ない。 だが そこに は 本當に 注意 を 喚起す る畫が 少しあった。 巽黉會 は 十六 日から 開催され るの ださう 

だ。 それから 私 は 又 急に 氣が 向いた ので、 壬 生 馬と 一緒に 淺 草に 活動 寫眞を 見に ゆく。 だが これ は 最近 長らくした 事の ない 

全く 珍しい 經驗 であった。 この 區 域に はもう 餘程來 た 事がなかった。 私の 觀 察の 範圑外 にあった この 世 は、 暗示 的な ヒン 

トを 澤山與 へた。 雨が そぼ 降る 中 を ものともせずに、 見物 は 唯もう § する 許り。 露店で 壽司 とおでん を^べ る、 全く、 う 

まいな と 思った。 

四月 十六 or 曇" 篠 突く 機に 降って ゐた雨 も、 朝に はやんで 居た。 約束 通り 行 光 を 伴れ て稻 毛の 飛行機 製造 を 見せに 行く。 

朝敏 行が 來た〕 我々 は 行郞と 一 緒に 兩國 から 汽車に 乘 つた。 汽車の 窓からの 眺め は、 美しい。 我々 は 十二分に 樂 しんだ" 稻 

毛で は、 子供達 二人 は、 飛行機 を 間近に 見て 大喜びだった。 其處で 作って ゐる機 は 型が 違って 居て、 旣に 二十 八 豪 も 作って 

居た。 一 臺の價 格 は 約 二 千 五百圓 乃至 n 一千 圓 であるが、 政府で 作る もの は 一 萬 五千圓 乃至 二 萬 か X る。 子供達 は 砂の 丘で 鹿 

の樣に 遊び 廻った。 敏 行に 附 添って 居る 女中の 秀が、 見る からに 生れの 賤 しからぬ、 學校 友達に 會 つた。 秀の父 は蠣殼 町の 

株屋で、 秀 もお 屋敷 育ちな ので、 女學 館で 學んだ 事 も あるの だ。 然し 秀の 卒業 頃に 家產 俄かに 傾き、 彼女 も 父の 借財の 手 助 

け をす る爲め 働かなければ なら なくなった。 淑女 然と 着込んで 居る 舊 友と、 彼が 一 緒に 居る の を 見る と 可哀想 だ。 

夕食後 少しば かり フラ ン ス語を 勉强。 

父上から 御手 紙" (お 歸りは 二十： H 頃との こと。 ：>  吉 川から 電報。 佐 山から 手紙" 安子に 手紙 を 出す。 

四月 十 七日。 稍 1藝。 平 塚に 安子 を 訪れる。 一 軍 櫻 はもう 散り 初めた が、 八重 嚶 が^き 出した。 麥の穗 はもう 伸び 出て ゐ 

る。 春 は 殆ど 過ぎた も 同じ だ。 何て あわた ^ しく 時節が 移り 變 つて 行く 事 だら う。 安子 は 體の方 は 良好 だが、 氣 分が ひどく 


^^0.^ . 私に 對し 特別な 嫩 の 情な 懐いて ゐる にみ える" 何 か 言へば 素氣 ない 返事 をす るし、 あの 冷笑的な 態度 11 私の 

1  ぬ を-常に 狂 はせ る あの 態度で 見つめる。 ど 5 して そんなに 彼女が いらくす るの か 判らない。 多分 先 in 壬 生 馬と 淺 草へ 行つ 

た 事 を 怒って ゐ るの だら う" とにかく、 つまらぬ 出来事で も祌經 にさ はる 樣 な.：^ 入の 前で は おだやかに すべきで ある。 だが 

私 は あさはか にも 自分の 不快な 感情 をお さへ る 事が 出來 なかった。 すぐに 歸 つてし ま はう かと 思った 程だった。 ほんと に ひ 

どい が をした もの だ。 小さな 邪魔が 入る と、 愛情 を その ま  示す 事が できぬ と は、 私 は 何と 言 ふ 人間で あらう。 

イブセンの "Love-S  Comedy  " を 非常に 面白く 讀む" イブセンに は、 彼が 人生 を 描く 度に 何時でも くっきりと 表 は 

れて來 る 彼 1 流の 男女の 主人公 數 人が ある。 彼 は 或る 點 では トルストイよりも、 ずっと 説敎師 である。 トルストイの 作品 中 

に 見出される 客顯性 は、 イブセンに は 多少 缺 けて ゐる。 私 はま だ それ を讀み 終へ てゐ ない。 直きに 讀み 了へ てし ま はう。 

四月 十八 日。 天氣 好し" 稍 i 肌寒し。 午前、 行郞に 英語 を敎 へる。 午後、 神 尾 を 訪問" 敏は秀 と 大層 おとなしく 遊んで ゐ 

た。 來月 になったら 病院から 出たい と 云って 居る 安子の 事で、 ちょっと 相談して から、 神 尾の 父上と 御 一 緒に、 北 m 研究所 

に古贺 W 士を訪 1:。 博士に 病人の 今日 迄の 經過、 注射 を 十七； 試み、 三月 十七 日で 中止す るに 至った 理由 を 話す。 博士 も屮 

止す る 方が い と 思 ふと 云 はれた" 何故なら、 注射 は屢， * 數 週間の 後に なって、 始めて 效カを 表す もの だからと 云 はれた。 

病院 を 出る 事に ついては 博士 も 同意され た。 經 過から みると 彼女が 恢復す る 事 は保證 された も 同様 だと 云 はれた 時、 父上 は 

ゎづら 

大變安 心された 様に 見えた。 病院で 父上と お別れして、 本 村 町に 增 W の 家を訪 ふ。 彼 は 足の指の 瘭疽を 患って ゐた。 今月 二 

日に 結婚した 彼の 妻に 會ふ。 どこか 愛子に 似て ゐる。 彼が とうく 結婚した の を 見る と 氣の毒 だ" だが失1^-て心を深く傷 

けられた 男と 一 緒に なった 女を兑 るの は、 尙更氣 の 毒に 堪 へない。 

それから 東京 驛へ 行って 山 本 一 家と 夕飯 を 共に し、 京都、 九州に 行く 直 良 を兒， 途る。 乘. おで 大混 維" 房 子 は大變 美しくな 

つた。 此の 卷に 遭って、 すっかり 娘盛りに なった 樣に 見える" 

私 は 行 光に、 五 時までに 山 本のと ころへ 行って、 皆と 一緒に 驛に來 る やうに 云って おいた の だが、 行かう か 行くまい かと 
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ためらって SLh たもの だから、 山 本のと ころへ 行った 時にはもう 皆 出かけた 後だった ので、 烈しく 泣きながら 歸 つて 來た。 私 

は 此の こと を！！ で行郎 から 閗 いた。 もう 機嫌 もな ほって ゐる だら うと 思 ひながら、 できるだけ 急い 歸 つてみ たら， 私に，： 1： 

つて、 ひどく 御機^が 惡ぃ。 私 はい- -機會 だと 思って、 時間 は 正確に 守るべき もの だと 敎 へた。 その 晚彼 は、 大 へん 興奮し 

てゐ て、 何度も 目を覺 ますので、 私 もろく  く 眠れなかった。 可哀 さうな 子供 だ！ 彼の 祌經 は、 子供に して は 緊張し すぎ 

て ゐる。 

車中で^ 田の 妹と 甥に 會ふ。 井上 を訪 間。 安子に 手紙 を かく" (古賀 博士との 話の 顚末を 知らせる)。 佐 山、 原、 足 助、 森 

本と 適廳 の 人に 手紙 を かく。 笔 鮪の 人に は 第： 1 場 地 を 公道に 兩 ひる 爲 に讓與 する 事 を ：2i する。 

四月 十九 日。 快晴。 午前 <  フランス語 を 習 ふ" 藤 井 氏が、 父上の 二十 曰のお 歸り は、 占に よれば 思 はしくな いと 言 ひに 來 

られ た" その 白髮と 瘦 軀が豫 言に 一段の 重み をつ ける。 私 は 迷信 深くな つて、 はるを ミキ 堂へ 見て 貰 ひに やる。 二十 一日と 

二十 二： n が 一 恭 好い 曰 だとの 事。 電話で その 事 を 母上に お知らせ する。 どうも 氣が變 だ！ 

四月 二十 B。 曇。 兩親は 歸京を 二十 一日に 御 延期な さった ので、 平 嫁に 安子 を兑舞 ふ。 彼女 はむしろ 沈んで ゐた。 死に 直 

面して ゐる 嫌に 見える。 其の 爲か、 非常に 不安 氣で、 大變 いらくして ゐる J 1 年 以上に 渉る 琳 しい 病院 生活！ 耐 へきれ 

ぬ 霜 荷が 彼女の か弱い 魂 をめ ちゃくにして 了った に 違 ひない の だ！ 何としても 憐れな 事 だ。 

四月 二十  一 8。 曇" 兩 親と 行 三、 今日 熱 海より 歸京。 我々 兄弟 は、 新橋へ ぉ迎 へに 行く。 父上 はま ださつ ばりな さって 居 

られ ない 樣だ。 父上の 健 厳 はずつ と衰 へた。 かうな つてみ ると、 今更に 父上に 對 して 優しい 愛情と 尊敬の 念 を强く 感ずる。 

何と 云っても、 子孫の 幸福 を 增す爲 に 全力 を あげて 御藿鬪 なさった 貴い 父上で ある。 我々 兄弟が 各自、 好む 仕事に 一身 を獻 

げ得る 事 を 父上に 感謝す る" 

今日まで 放りば なしにして 躍 いた 農場の 事務 を、 何時 父上が、 どうな つて 居る かお 尋ねになる かも 知れない とびく くし 

てゐ たので、 父上に 對 して 落着かぬ 熊 度 を 取らざる を？ おなかった" それの みな いず、 驚いた 事に は 事業の 收支を 調べる ため 


に 整^して s くべき であった 重 5?.- 書類 を 紛失して 了った。 私 は本當 にどう してい- -か 判らない。 

四月 二十 二日" ！^。 絕 えず 農場の 事で 良心 を惱 まし 乍ら 父上の 事務 をして 一 日 くらす。 昨日、 神 尾の 父が 来られて、 慶臘 

大 ゆ-鎌 W 總 長が 私 を 講師と して 迎 へる 事に なった と 知らせて 下さった。 神 尾の 父 は、 昨日 御 親切に も 總長を 私の^で わざ 

わざ 訪ねて 下さった のであった。 私 は 嬉しい の だか 嬉しくな いの だか 自分に， -、 分らない。 だが 私 は 命ぜられ たの だから、 こ 

の 恩 S 心に 恥 かしから ぬ樣、 全力 を盡 さう。 年の 間、 ホイットマン を敎 へようと 思って HIS る。 

四月 二十 一一 lor 風雨。 突然の 暖 さで、 寒暖計が 一躍 七十 八 度に 3^ つた" 誰も 皆， 眠氣で 弱って 居る。 お 甕まで 父上の 仕事 

をした リ 

午後から は 父母と 行郞と 一緒に 高木 家の 園 遊會に 招待され た。 澤 山の 人が 居た が 大抵 知った 入だった。 雨に 妨げられて 午 

後 は EW: 内で；！ C す。 子供達 は大 はしゃぎ だ。 

四月 二十 四 01。 ^しい 春の 曰。 『 敏 行が 来る" 父上の 事務 を 終る。 夕刻、 山 内 (赘 家で 大 島の 叔父) 來り、 二人で 畫に就 

いて 雜談 する。 彼 は 新しい 運動に ついては 少しも 理解がない 樣だ。 それで： れ赦 して 居られ なくなつ たので ひどく 攻撃した。 

^し 彼 は、 私の 攻撃に Ig する 色 もな く、 彼^111身の意兌を主張しょぅとした。 我々 は 十一 時まで 話した。 

四月 二十 五日。 小雨。 白百合と 名の 分らぬ 花 一 瓶 を土產 にして、 安子の 處へ 行く。 有難い ことに は、 安子 は 前に 會 つた 時 

より、 ずっとよ くな つた 樣だ。 ベランダの 椅子に 腰かける 事 さへ できる。 安子が 來 おから 引 移る 家 を 探しに 出かけ、 彼女に 

ふさ はしい のを见 付けた" 三時まで 話す。 

スト リンド ベルクの " There  are  Crimes  and  Crimes  - を 新たな 興味 を以 て する。 スト リンド ベルクに 於け るが 如く、 

一 入の 人物の 屮に、 「ドン • キホ， テ」 と 「ハム レット」 が 巧妙に 混合して ゐ るの は， 殆ど 他に 見られない 事で ある。 彼の 果 

敢 さは 非常に 公平、 誠 .1:3; で、 屮 世の 物語 を 思 ひ 起させ、 一方 人 坐 (胸れ 得る 實 人生) の 知識に 於いて は、 彼 は 現存 大家 乃至お 

まで 牛： 存 して ゐた 大家に 對 して 優らず とも 劣らぬ 樣に思 はれる。 
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佐 藤 鎞が丸 山の 福 誇 草を逡 つてき た。 親切な 人 だ！ 

四月 二十 六 nr 曇" 貸家 を兑て 来た 結果 を 話しに 神 尾 を 訪間。 神 尾の 父 は 今日 安子 を 見舞に 行って 下さった。 母 は 御病氣 

だが 大した こと はない。 

午後 は 何の こ ともなく 有耶無耶に 終る。 恥づ 可き だ！ けれど 母上が 愛國 婦人 會に 出席す る爲 め、 外出した ので、 父上 を 

一人お 殘 しして 置く に 忍びなかった の だ" 四 五日 振りで、 夜に 暇 を 得た。 早速 二十日 2? 來の 主なる 出 來事を 書きし るす。 

高 松 博士から 紫 書。 吉 川の 次男 (札幌 に 居る〕 が 病氣で 入院し なければ ならぬ 程の 由。 吉川は 札幌へ 行った。 快癒 を 祈る。 

五月 1 一一 日。 啧) 安子が、 借りて おいた 小さな 家に 病院から 引越す 日で ある。 彼女 は 長い間の 病院 生活の 單調さ を こぼして 

ゐ たので、 天氣が 定まったら 病院から 移ろ 事に したの だ。 私 は 家 を 操した。 二十 九日に、 車屋のお かみに 案內 させて、 病院 

の 庭の すぐ 近くに、 一 つ 見付けた。 神 尾の 父 も 其處を 見て、 丁度 手頃 だと 言 はれた" 二日 は荒大 で、 强風を 伴った 小雨 だつ 

た。 安子の 手紙に は 暴れ 模樣 だから 引越 はま づ 不可能 だと 書いて あった。 だが 幸 ひな 事に、 今日はす つかり 天氣 がよくな つ 

て 了った。 私 は大變 喜んだ。 行郞と 一 緖に臺 所の もの を 持って 平 嫁に 行く。 安子 は 全く 愉快 さう だった。 看護婦長、 看 譴 嬢 

(石む と 料理. 难 (渡 邊) が手傳 ひに 來た。 安子 は 人力車で 病院 を 出た。 彼女 は 一 年 以上 も わびしく くらした 場听 をよ くみたい 

からと- 車 に il 院の 周り を 1 廻りして 貰った。 荷物 を滿 載した 四 豪の 車が 往復して、 我々 は 新しい 住居に 落着いた。 安子 

に は大變 い- - 結果 を もたらした 樣だ。 

一日に、 神 尾で は 親切に も はるを 安子の 附 添に よこして くれた。 彼女 は氣の 利く、 よく 働く 女 だ" 安子 は 彼女が 來 たので 

唯もう 滿 足して ゐる。 彼女と 看護婦 (瀨 川と 云 ふ) が 安子の 用 をす る。 〔此處 に 病室と 新しい 室との 間取り 阖 あり、 略す〕 

昨夜、 私 は 八 代 氏 (白鳥 博士の 寄宿 吿の 仲間の 一入) を 訪れ、 私の 家の 系統に ついて、 二三 相談す る。 偶然- ォキシ へ， ラ 

？の 使用 を宣傳 して ゐる前 島と 云 ふ 人の 名 を 口にした。 私 は、 神 尾の 父が ォキシ へ -' ラ， について 調べて ゐる第 を 知って ゐ 

る。 八 代 氏 は、 とに 角 彼に 會 へと 主張した。 とうく その 氣 になった。 時刻 は大變 おそかった。 それでも 前 島 氏 は 私 を躐接 


間： 3 さ、 夫人と 千 息の ユタカ 君に 紹介して 下さった" 因みに ユタカ 君 はもとの 私の 生徒で、 彼が 札幌の 病院に ゐた 時、 多 

少^^カをした事がぁる。 非常に 親切に して 下さって、 出来る ことなら 何でも 便宜 を阖 らうとまで 言 はれた- 器具 を 一 椾ひ借 

りて 來たリ 今日 それ を 平 塚に 持って来て、 安子に 試みた。 その外、 衰弱して ゐる ものに 大變 效果が あると 云 はれる 「大蒜」 

も 試みて みた。 

今晚 は， おって 行く ことにした。 本 當に隨 分 長い 事、 宿って やらなかった もの だ。 兩親 は、 私が 彼女の 所に 泊る こと を 好ま 

れ ない。 ^^染するのを恐れてゐられるらしぃ。 だが、 私が 安子の 部屋 近くに 眠る 時、 彼女の 夢に 覉 ら される 喜びと 慰めが お 

解りに ならぬ らしい。 

五月 四日。 晴" 十 時に 安子と 別れて、 東京に 歸る。 椿 は 凋んだ" 月 草が 咲き 始めた。 小麥は 三尺 程の 高さに なり、 下葉 は 

黄ばみ だして IH5 る。 新綠は 日光に 當 つて、 エメラルドの 玉 を 積んだ 樣に 輝いて ゐる" 微風 は氣 持の よい 鎭痛劑 の 様に 感ぜら 

れる。 不思議な 胸に 迫る 悲しみが ひし-^ と 感じられる。 喜ばしい 知らせ を傳 へに 眞 直に 千駄ケ 谷に 行く。 だが 具合 惡く誰 

もゐ ない。 少し 經 つて 敏が歸 つてき た。 敏 行と 歸宅" 行 光に お 母樣は 退院な さった と 話した。 平生は 母の 事 は餘り 聞かう と 

もしない が、 今日は 私に 「お 母樣 がおう ちに 歸 つてい らっしゃる 迄に は、 何遍く らゐぉ 引越 をし なければ ならない の？」 と 

ねた。 此の 言 獎には 心が 張り裂けさ うだった。 

先夜 彼 は, (たしかに 夢 だ) から 覺 めた 事が あった。 私が 蒲團を もっとよ く かけて やらう としたら、 ひどく 抗 つた。 我慢 レ 

きれ なくなって、 する がま \ に 任せて 寢た振 をして 居た。 暫くの 間 (約 四十 分) 彼 は ひどく 亂暴 になって、 獸の 樣に寢 床の 上 

を ころげ 廻り、 心に 浮んだ 物 をす ベて 罵って ゐた。 だが 遂に 怒り も 次第に 靜 まって きた。 低い 聲で兒 守りの みよのお を 呼び 

ながら (彼の 母で はなく！) す. -り 泣き 始めた。 だが 彼女 を 呼んでも 駄目な ので、 暫く 彼は默 つて ゐた U 死の 樣な 沈默が 暫く 

の 問. 部屋に： 漲って ゐた。 そして 沈默の 底から 彼 は實に 憐れな 聲で 私の 名 を 呼んだ。 それ は 私の 心の奥底に 訴 へた。 私 は 彼 

の 方へ 手 を 延ばして やった。 その 手 をと つて、 泣き だした。 私 も 泣かない では ゐられ なかった。 父と 子 は 一緒にな つて 泣い 
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た。 かくて 子供が-お付かぬ 屮に、 非常に 悲しい、 非常に 神聖な 瞬間 は 過ぎ、 父は涯 しなく 泣き 續 けて 居た。 

五月 五日" 絕 好の 天 tM。 夜 は 子供の 會で來 客。 行 は 昨日から 病氣。 山 本の 子供 來 る。 龍岡储 助、 壬 生、 英夫も 来る。 

祌 尾の 父 は 今日 安-十 を兑 舞つ て I 卜さった" 安子 は 元 氣で庭 等 を 散歩して 居た さう だ。 

未た 農場の こと を やって 居ない。 やくざな {n: 分 だな！ 

五月 六日" 午前 ip) 午後 # 午前、 柬鄕 靑兒の 1#: 展覽會 を 見に 行く。 彼 は未來 派の 縛 を かく 唯 一 の藝 術： 欢 である。 私 は 

去年 日 比 谷で 彼の 作品 を て、 その 獨 特の 才能に 心 打 たれた。 今度 見る と 以前よりも、 彼の 藝術は 精神に 於いて、 技リに A 卜、？ 

て 深められて ゐる事 を 知った。 彼の作品の1^る物は、色の混合が實に美麗で、見る*^を恍惚とさせる。 今日 彼 .E 身に 會 つた) 

> 彼 は 若くて、 丈夫で、 朱來 ある 様に 見える 7 彼の I 降 は 亦 非常に 與 性的な バリトン だ。 


き v 


タ I 私が 部屋に 入った 時には、 高らかに 歌って ゐ た。 

ル， i^H.  !:^1.朝から激しぃ風雨。 風雨 を 物ともせずに、 外出した くな つたが、 .Is 制 


して、 勉强と 手紙 謦 きに 耽る。 午後から 農場の 事に 手 をつ け 殆んど 終る。 

ぶ， 


安子の 手紙で は 一 昨日 は 熱が 高かった とのこと a 一一 十八 度)、 自. E になった の を 喜び 

すぎて、 したい 放题 をした のに 違 ひない。 だが 手紙の 調子から 見て、 昨日 今日はよ く 

なったら しい。 

夜 フランス語 を勉强 する。 大 島に 十四 阆 (四月、 五月 分： S 付" 礼 幌大學 に 三 圓、 撟 

本 博士 の 一 一十 五 年 祝祭 へ の 寄付と し て 经る。 

怠けるな！ 一生懸命 働け、 さもないと 何時か 泣かねば なるまい ぞ" 

五月 八 曰。 絕 好の 天氣) 稍 i 冷たい。 朝、 神 尾の 父が 来られる。 一緒に 晝飯" 午 

後、 天氣 がい- 1 ので、 行、 行！ n とべ ビ ちゃん を^れ て 隅 田 川に 行き、 一 錢蒸氣 二难っ 


て樂 しむ u 

歸 宅 後、 ？ g 雄から^ 話が か、 る" 彼の 家に 立 寄った 信 子さん が、 ひどい を 起し、 二 111 日 は 家に 歸れ ない との 事。 私 は 

壬^ ^が. 切 守 だから、 この 知らせに 對し 責任 を 持てない と 答へ た。 熊 雄 は 私が 責任 を 持つ 必要 はない、 た ^ 壬 生 馬に 知らせ 

て くれ、 ばい、 と 云 ふ。 だが 夕食が 濟ん でも まだ 壬 牛 一馬 は歸 つて 來ず、 べビ ちゃん はぶつ く 云 ひ 出した。 間もなく、 父上 

が 此の^に お つきに なって， 私に 熊 雄に 電話 を かける ようお 命じに なった" 私 はかけ た。 彼 はべ ビ ちゃん を 神 田に 中  1," 越し 

て. 'れ と：： ム つたが、 べビ ちゃん を やる に は、 壬 生 馬の 承諾がなくて はならぬ と 言って 斷 つた。 壬 生 蹈が九 時半 is„ -に歸 つて 來 

て、 父上に ひどく 叱られた。 だが 彼 は 落着いて ゐた、 そして 自分で 信 子さん に 電話 を かけた" 信 子さん は 泣いて 許り ゐて， 

ほんの 少しし か 話 をせ ず、 その 爲、 壬 牛： 馬に は 彼女の 宿って 居る 譯 がわから なかった。 すると 熊 雄が やって来た。 だが 彼の 

話 も 亦 解らない。 唯、 壬 生 馬が 明 曰 その 詳細 を 聞きに 來 るが よから うと 云 ふ 事 だけ 解った。 

不安な.》 -氣 が 我 々 を 蔽ひ始 め た。 

五月 九 曰。 伙, 平 嫁に 行く。 安子 は 氣分も 身 體 も 好い 調子 だ。 唯 熱が まだす つかり 取れない" 病院への 支拂 もす つかり 

濟ん だ。 ベランダに ガラス 窓 を 作る 樣に たのんだ 0 

歸 宅して みると、 c;^ 子の 事に 就いて 一向 何の 知らせ も 來てゐ ない。 夜の 八 時 志 摩から 電話で 來て くれと 云 ふ。 頼みに 

應 じて、 急いで 行く。 晴れ渡った 星の 多い 夜で、 頭上に は 三 日月が か k つて ゐる。 途中で、 その 亊件を 色々 に 思案し、 啻山 

で乘換 へる の を 忘れ、 三 丁 HI まで 行って 了った。 そこで 反對の 電車に- 1 つたが、 その 中で 召使 を 連れた 若い 夫人に 會 つた。 

獎 しい、 綺 腿な、 魅力 ある 顏は 私&れ むかの 如く ゐた。 私 は 全く 變に 見えた に 違 ひない。 

志 麼に閒 けば、 熊 雄が 今日 晝 II ぎ、 志 摩の 義父 母 を 訪ねて 來て、 信 子 は 壬 生 馬の 處へ歸 つて 行く のが 厭な の だと 云った と 

のこと。 i;H 子 はべ ビ ちゃんが 母の 手が 要らない 程 大きくな つたら、 離婚し ようと、 id その 時の 來 るの を 待って、 できるだけ 

努力し、 我 して 壬 生 馬と 一 緒に 生活す る樣に 努めてき たので ある。 彼女 は兩 親の 限りない 御 親切 は 知りぬ いて は ほる が、 
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併し この 上 壬 生 馬と 同 接する 事 は 全く 不可能で ある。 この 知らせに は 驚いた。 その 瞬間まで は、 想像 もしなかった 事で あつ 一 

た。 長時間 話した 後，、 (喜 寬 さん も 居た。) 事件 を 如何に 處理 したら よい かと 云 ふ 事に つき、 次の 樣な 話に なった。  一 

かう 紛糾す る樣 になった のに は ni つの 原因が 想像され る。 それ は 

A、 壬 生 馬の 態度が. K 當に 許し 難い。 

B、 兩 者の 間に 何 か 誤解が ある" 

c、 でなければ、 掛け引きの 多い 彼女の 母が、 深く めぐらした 謀に よって 起った ので ある。 

, そして 解決 を 陶る爲 に は、 第一に 壬 生 馬の 本心 をよ く 尋ねる 事が 肝心で ある。 根本的の 事實を 知る に は 二人の 姉妹の 方が、 一 

男より は柔 しく 急所に 觸 れられ るから、 適當 である。  一 

十 時 頃、 辭 する。 ^^中で龍岡夫人に會ふ。 母上 だけが 起きて 待って ゐてド さった。 母上に 信 子の 事に 關 する 眞相を 全部お 一 

括し したら、 非常に 驚いて 居られた。 

五月 十 曰。 快喑- 瞹 かし。 朝、 愛子と 志 摩が 来て 壬 生 馬と 親しく 話した。 壬 生 馬 は 自分に は 非 はない と 強く 主張した。 我 一 

我 は そ S 事 を 父上に 告げた。 父上 は 高木 家へ 會 ひに 行かれ、 原 田夫 人の 策略に 關 する 疑 ひ を 述べられた。  一 

高木の 人達が 齎す 知らせ を 聞きに、 夜 九 時 頃 高木の 處へ 行った。 (丁度 昨夜の 樣な 晴れた 夜だった)。 十 時 頃、 高木の 人々 一 

が歸 つて 來た。 私 は 喜 寬と志 摩と 一緒に、 彼等に 會 つた。 その 話で は、 信 子が 家 を 去った 唯 j の 理由 は、 兩 家の 關 係が 現在 一 

め樣 である 以上 は、 壬 生 馬と 一 つ 屋根の 下に 住む 事 は、 不可能 だと 考 へたから なので ある。 お 互 ひの 憎しみ は 日 一 日と 激し 

くな つて 行く 様で ある。 信 子 も 丈夫な 方で はない。 若し 身 體が惡 くな つたら、 夫に 對 する 母の 感情 は 益， * 惡 くなる だら う。 一 

めみ ならず、 彼女 はこの 事の 爲に 夫が 何時も 仕事の 邪魔 をされ てゐ るの を、 大變氣 の 毒に sa つて ゐる。 又、 べビ ちゃん も 段； 

段 大きくな つて、 兩 家の 關 係に 捲き 込まれる 樣 になる だら うが、 それ は 子供の 爲に 非常によ くない だら う。 信 子 は 普通の 子 一 

供が 惠 まれて ゐる 父親の 心 遣 ひとい ふ もの も 知らないで、 母親に 二十 四 年と 云 ふ 長い間 育てられ たので あるから、 母 を 見 棄： 


てるが は出來 ない。 家と 母との 二つ を 比べ 乍ら、 彼女 は 何度も 離婚 を考 へたが、 今迄 決心で きなかった。 併し この 上面 倒に 

ならない 中に、 離婚す る 事が 肝要 だと 考 へて、 遂に 兩 家と 可愛い 一人の 子供の 爲に、 その 地位 を 捨てる 決心 をした。 

高木の 人達の 話で は、 信- 卞の 決心 を 促した ある 事件が あつたとの 事。 併し それ は關 係がない、 全然 考慮に 人れ ないで くれ 

と 彼女が 賴ん だとの 事で ある。 

こ L だけの 話 をして から、 彼等 は その 意見 を 述べて、 解決の 唯 一 つの 方法 は 全力 を盡 して 仲直りさせる 事、 そして 信 子の 

母が 壬 生 馬に 盡 したがって ゐる 親切 11 今迄 は 受けて くれないので 怒って ゐ たが. 1 を、 これから は 凡て 受けさせる 事で あ 

ると 云った。 

十二き、 家に 歸る" 行郞と フランス語 を勉强 する。 宮 原から 電話が か. - つてき た。 併し 今 事件が 持 上って ゐ るので 會ひ 

に來る 様に 招く 事が 出來 なかった。 橋 浦が 訪ねて きた。 今後、 橋 浦 は ホイ プト マンに 關 する 質^ を经 つてよ こす 事に きめた。 

ベ ビ ちゃんの 熱 は 少し 下った。 

五月 十一 B 晴" 午後から 壬 生 馬の 考を 述べさせる 爲め 一緒に 高木の 處へ 行く。 併し 彼等 は 丁度 外出す る處 だった ので、 

我々 の 話 は 聽 いて 贺へ なかった。 我々 は 志 摩と 事件に つ い て 少し 話し て、 其處を 出た。 私 は 佐々 木 病院 へ 行き、 それから 神 

の へ 行った。 父上に はお， In ひ出來 なかった。 行 は敏と 非常に 仲よ く 遊んで ゐた U 母上のお 話で は.， 秀は 間もなく 敏ぃ 別れ 

る 害で、 その代りに きくが 来たとの 事で ある。 彼女 は 十六 ださう だ。 だが 柄が 大きくて、 そして 素直ら しい。 

夕 <K 後- 高木の 人達が 壬 中； 馬の 家 を 訪ねた。 我々 は 信 子に 歸 つて 貰 ひたいと 希望した。 そして 若し それが 許されぬなら 

高木と 壬 生 夫婦との 問で 話 合 ひ をしたい と 述べた。 彼等 は 我々 の 希 S>S に應 じた。 

五月 十二 B。 稍 ilr 風" 行が 此の 數日 少し 氣むづ かしくな つた。 多分、 胃の 弱い 爲か、 癎艘 持ち だからで あらう。 

, 志 摩から 雷 話で 高木の 兩 人が 今日の 午， 1^ 信 子に 會 ひに 行った が、 我々 の 要求 を容れ るに しても、 はっきりと 心が 

m るまで、 二三 日 待って 貰 ひたいと いふ 希望だった と 知らせて きた。 私 は 壬 生 馬に 勸 めて 自分で 高木の 處へ 行って、 高木の 

二， しし 
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^から. 今 H の 午後、 田の 處 での 話 を 聞 いてく る 機に す i めた。 併し、 高木の 父が 外出して ゐ たし、 喜寬 もま だ歸 つてき 

てゐ なかった から、 EK さなかった。 ss^ 場の 事務 もとう く 終った ので、 全く ほっとした。 私 は 踊りたい S だ。 

夜、 愛子 を 訪ね、 此の H 日間に 起った 事 をす つかり 話した。 

安子から 葉書が きた。 

私 S 好きな 本 (Leaves  of  Grass) の 歴史 を 題材に して、 小說を 書き 始めた。 若し その 本の 眞髓 をつ かみ、 今日までの その 本 

の 盛衰 を 書き 盡す 事が できたならば、 非常に 興味 ある 作品が できる だら 5 と 思 ふ。 

孫 逸 仙 は 支那へ 去り、 アメリカで 軍費 を 作って ゐた黄 興が 一 昨日， 日本に 立ち寄った。 

五月 十一 一一 日" 土曜。 喑〕 少 I 風が ある。 十 時から 行と 行ヨを 伴れ て 神 尾の 處へ 行き、 それから 神 尾の 父と 敏と 一 緒に 戶山 

舉 校へ 行って そこの 生徒 達 及び 近 衞軍樂 嫁の 演奏 を聽 いた。 席 は 木蔭に 取って あった。 頭の 上に は ヱ メラ ルド 色の 木の 紫が 

美しい 天 となって 居る。 風に 吹かれて、 あたりの 木から 小さな 花が 散って 行く。 音 樂を聽 くに はこの 上 もない 場所 だ。 t 演 

奏者 は 七十 人 を 超えて 居る。 和洋の 曲が 奏せられ たがな かく 巧い。 然し. 简奏が 機械的で うる ほひがなかった。 

夜 は 築地の 精藥 軒で 例年の 通り 學習院 卒業生の 同窓 會 があった。 昔の 同級生に 會 へる だら うと 思って VZ 席した が、 みじめ 

にも そ. の 期待 は 外れた。 唯 佐 藤氏と 東久世 氏と 四條 氏に 會 へたに 過ぎない。 その外、 山 口 (十八)、 大河 內 その他 二三の もの 

と 少しば かり 話した。 

銀座 を 少し 散歩。 外 氣は爽 かなり。 

五月 十四 B。 曰曜" 晴" 宮原 (札幌 から 永住の 目的で 母と 共に 出京〕 が 訪ねて 來 た。 彼 は n シァ 文の 手紙の 飜譯 者と して、 

ij. 澤 紐に 入った。 彼 は 長い間 成就し ようと 考 へて ゐた 抱負の 數々 を 述べた。 彼 は 文 華で 立つ のが 希望で ある。 又、 私が 去つ 

てから 後に、 札幌に 起った 色々 の 話 を 聞かせて くれた。 松 島の 結婚 〔括弧 內は 邦文〕 (私 は 不肖な ものです が、 妻 は尙ほ 不肖 

です 力ら 何分 {且 敷、 結納 は 後で もい X のではないです か)、 シモ トマ ィが田 中 館媸と 結婚して 大學 の專用 研究室で 共： 1： 硏究を 


して ゐる 事、 —^生の 羡 望が 彼に 集って ゐる 事、 山內が 小說の 形で 某 教授の 無能 を 嘲笑した こと。 

と 一 に に 足 助を訪 ふ。 n: 白の 次の 驛で 下りた。 彼の 下宿 は 鬼子 母 神の すぐ 傍に ある、 美しい 場所 だ。 夕方、 一一 一 

入で 鬼 千 S 神を拔 けて 散步に 出かける、 途中で 橋 浦の 家 や 護岗寺 やその 外の 美しい 場所 を 通り、 牛 肉屋 (淡路 町) で 夕食 を 

した〕 それから 足 助と 飯 田 橋まで 歩いた。 

五 3 十五 B。  ！：^曜" 稍， -暴" ひどく 暖かい。 風 あり" 

^、 壬^ と；； H 子の 事に つ いて 話す。 高木 2 話で は 信 子から 確答が ある 迄、 二三 日 待たねば ならぬ とい ふので あつたか P- 

我々 は 四 H も 待った。 そこで 私 は 志 魔に 電話 を かけて、 信 子から 何 か 返答が あつたか どうかと 尋ねた。 忠靡 はない と 言った。 

そこで 私 は 志縻に 姑と 相談して 出來る だけ 早く 返答 を 得る ように 賴ん だ。 

^藤 ゆ 長に きひに 行く。 だが 留守だった。 そこで 白木へ 森 W と 長 谷川の 展覧 會を兑 に 行った。 特に^^きっけられたものは 

なかった" 其 處で内 田夫 人と 橘 氏の 先夫 人に 會 つた。 

^p. 壬^ 馬 は 彼の 机の 中に 指環 を 二つと (その 一 つ は 婚約の 指環)、 彼が 與 へた 時計の 鎖を兑 付けた。 彼の 話で は 川が 

，は 几帳面に 計^して 決算して あつたとの 事。 彼女 は 又、 夫の 紙 入に 十阒 入れて おいた" 本當に 可哀想な 女 だ！ 私 は 彼女 

を 憐れみ、 その 落 辯き 方に は 驚いた。 

ほ 上が 乍 日 平 嫁へ 行って 下さった。 安子の 具合 はい. - 方だった との 事。 神 尾の s が 今日 行 力れ た. レ- リし熱 力あった 由 

安子の 處へ 新しい 女中が 来た。 

五月 十六 日" 火曜。 午後、 大橋阖 書 館へ 奉 天の 戰 について 少し 調べに 行く。 朝、 志賀直 方と その 妻が 來た。 彼 は 自ら 經驗 

した その 戰の 一 出 來事を 聞かして くれた。 私 は それが 小說の 形に したら、 實 にい i ものになる だら うと 思った" それで 材料 

を 衆め ようと 思った の だが、 駄 H! だった。 息苦しい 機な 暑さ だ U 

五月 十七 曰。 大變 肌^い。 曇り 後 風雨" 佐 藤 學長を 龍 名 館に 訪ひ、 嫌田總 長に 紹介 狀を 誓いて 下さった 街+』 を 述べ 
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た。 其處で 洋行 丁る 八田搏 士に會 つた。 (宮 原に 聞いた 所では、 外交 上の 使命 を帶 びて 洋行す る. ffls それから 鎌 倉へ 安子の 

爲に 薔薇の 花 を 少し 買 ひに 行く。 新橋 驛で 高木 夫人に 會 つた。 熊 雄が 今朝、 夫の 處へ 來る箬 だと 云って ゐた。 彼女 は大 磯へ 

行った" 鎌 倉で 美しい 花束 を 一 つ 買 ひ、 千代 田の 處に 少し 置いて 来た。 

鎌 倉 驛で樊 田に 會ふ。 安子 は 少し 熱が あった。 可.； r ベ 想 だ ー だが 氣分は 晴れ やかで， 愉快に 話した。 神 尾から よこした 女 

中 力 居た。 安子 は ヒス テリ， になった 樣 だと 自分で 云って ゐ た。 本當 にさう らしい 樣だ。 

六 時半 少し 前に 家に 歸 つた" 高木と 熊 雄の 會見」 ついて、 高木から 何とも 云って 來な いと 聞いて、 可成り 驚いた。 

五月 十八 日。 木曜。 雨ふり 大變 冷たい。 なんとい ふ 陽 氣の變 り 方 だら う。 一昨日 は 袷で さへ も 暑く 感じた のに、 今日は 誰 

も 綿 入 を 着て 震へ てゐ る。 中には 羽織 を 着て ゐる もの さへ も ある。 

志 摩に 電話で あの 事 を 尋ねた" 熊 雄の 口上 は少々 曖昧で、 高木 夫人 は それで は 納得で きないので、 原 田 を 訪ねに 行った と 

いふ ことだった。 壬 生 馬 は 陽 氣が變 つたから 耍る だら うと 思って、 信 子の 着物 を 少し 原 田へ 经 つた。 

父上 は 今朝、 こんなに 雨が ふって 天 氣が惡 いのに 安子 を a 舞 ひに 行って 下さった。 夕方 御歸 宅" 安子 はちよ つと みた 所で 

は、 少し 疲れて ゐる樣 に 見えた が、 いくらか よくな つた 樣 だとの 事。 文武 會雜 誌に 論文 を 書き 始めた ひ 

井上 氏が 来て 云 ふに は、 神の 使に なった と 云 はれ、 奇蹟 を 行 ひ、 病 を 治す 事の 出来る 靈 的な 女 を 見 ひけた さう だ。 その 話 

によると、 彼女 は 商人の 妻で、 十二 年間 ひどい ヒス テリ ー だった が、 その後 突然、 神が 乘り うつり、 神が その 仕事 をさせる 

爲に 自分 を 選ばれた の だと 夫に 告げた とのこと。 夫 は 此の 宣； 一一：！ に 服し、 その後 は 僕と して 彼女に 仕へ た。 彼女 は 日 一 曰と 超 

人的 力 を ST 死んだ 者 を 蘇へ らしたり 天候 を變 へる 事 さへ 出 來る樣 になった。 井上 氏の 眼前で、 盲目 や 不具の 足 を 治した。 

福來 博士が 嘗て 彼女 を 訪ねた 時、 暇 乞 をす ると、 天 氣が變 つて 雨が 降って きた U  丁度 傘 を 持って来て 居られなかった が、 氏 

が 歩いて ゐられ る 間に は 雨 はやむ だら うと 確言した。 本當に 彼女の 云った 通りだった。 又 ある 時、 祈禱 家が やって来て、 彼 

女と 業 比べ を やった" I 山の 炭が 燃えた ま X 持 出された。 ま づ祈禱 家が 少しの 火傷 もしないで 其の上に 乘 つた" ^し 長い間. 


^  した 後に やった のであった。 それから 門弟 (岩 本 氏 も 含まれて ゐる) が 何等 儀式ば つたこと もせずに、 それ を 渡って、 

祈" れ家を ひどく 驚かせた。 岩 本 氏の 娃は その 高弟で ある。 或 時、 井上が 彼女 をハ ンケチ でかたく 目隱 しした 處が、 暫く 精神 

な 集中 させてから、 突然、 まるで ハンケ チを 通して 見る 事が できる かの 樣に、 井上 を 追 ひかけ 始め、 とうく 捕へ る こと 三- 

度に及んだ。  井上 は その外 澤 山の 事 を 話した。 結局、 彼 は 安子 を 治して くれる 樣に輯 めと、 勸め たのであった。 私 は 第 I に 

本 氏に 會 つて、 彼の 意兑を 聞かう と 申し出た。 

五月 十九 日。 金曜。 降雨。 寒し。 朝、 志 摩から 電話が か X つて、 高木の 母が 信 子の 處へ 行った 結 架 は、 何の 役に も 立た な 

かった と 云って きた。 信 子 は 最初の 決心 を斷 じて 變 へない らしい。 それだけに 尙 のこと、 激しく 泣いて ゐる、 その 樣は 憐れ 

だった との 事。 此の 事 を 父上 及び 壬 生 馬に 話す。 

午後、 父上 は 神 US の處へ 行かれ、 私 は 前 島 氏 を 訪ねて 行って、 御馳走に なった。 氣持は 非常に 爽快 だが、 少し 疲れた" 夜、 

執箪を 綾け る。 

五月 二十 B。  土曜。 雨天。 寒冷な り。 壬 生 馬と 朝早く、 高木の 處へ 行く。 高木 は 私 等に 會 つて、 次の 樣な事 を 云った II 

昨日、 彼 は 氏に 會 つて、 此の 事に ついて 相談した。 高 田の 考へ では、 最後の 決着 は 三 ヶ月 乃至 半年 經 つまで 延ばす 方が 

ましい、 その 間に は 信 子の 考も 好い 方に 向 ふだら うからと 云 ふので あった。 壬 生 馬 は、 信 子に 會 つてお： A に 意見 を 交換 レ 

たいと 云った が、 高木 は、 會 へば 喧嘩になる だら うからと いふので 反對 した。 私 は 私が 信 子と 會ふ事 を 希望した。 高木 は氧 

輕に それ を？^ 諾 して、 信 子に さう 話さう と 約束した。 

私達 は 赤 坂で 別れ、 私 は 岩 本の 家に 連れて行って くれる 約束の 井上 氏に 會ふ 爲に大 稼に 行った" 曇った 天氣 だった。 鼋率 

の 中で 氣の事 や、 今に あの 女に 會ふ事 等 を、 ^く 考へ續 けた。 豫定の 場所に 着いたら、 井上に 會ふ 時間 迄に、 まだ 隨分時 

間が あった。 そこで もっと 乘り續 け、 瀧 ノ川を ぶらついた。 思へば、 紅葉の に 家族 述で此 處へ來 たの も隨分 前の ことにな. 

る！ 數 知れぬ 楓の植 つて る 急な 土手に 沿って、 i?? 色の 水 は 遠くう ねって、 今も尙 流れて ゐる。 だが あれから 三十 年以. 
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も經 つたの だ。 卜 時に 井上に 大 嫁の 終 if で會 ひ、 直に 岩 本 氏の 家に 行った。 二十 年 程 前に 始めて 彼に 會 つた 茶室 は、 今 も、 

棟の 一部 を 形作って ゐた。 主人 は その 時と 餘り變 つて はゐ なかった。 美しく 溫 情味の ある 顏 をした、 入 を 魅す る 力が 十分 あ 

る 人 だ。 彼の 考 では、 その 女の 業 は 決して 驚嘆すべき もので はない。 十分に 信仰 を 持った 人なら 誰でも 同じ 事が 出 來る。 唯、 

大部分の 入 はそんな 絕大な 信仰 を 持って ゐ ない、 その 爲 奇蹟 を 行ったり、 治療 をしたり する ことが 出來 ない ので ある。 彼 は 

彼女 を 宗敎的 天才の 最も 顯 著な 型の I つと 見做して ゐ るが、 精神的 方面に 於け る 彼女の 發展は 研究に 價 すると 考 へて ゐる。 

彼 は 私達に 晝飯を 出し， 彼女の 禝拜 所と、 面會 所の ある 處へ 連れて行った U 廣ぃ、 古い、 飾りの ない 建物だった。 私 等が 入 

ると， 女 (山 田と 呼ばれる) が 障子 を あけて 出て きた。 みるから に 非常に 瘦 せた、 神經 質な、 蒼白な 顏 をして ゐた。 最初 彼女 

は 言 紫 少なに ぉづ くと 話した。 超自然 力 及び それと 人の 關 係に 關 する 彼女の 考は稍 遠な ものであった。 私 は 非常に 興 

味 深く 聽 いた。 だが 私は霪 的な 物 はすつ かり 失って 了って、 自然 的で ない 物 は 如何なる 物 も信頓 できぬ と、 何時も、 張して 

ゐ るの だ。 遂に 私 は 井上に、 彼の 傍に 坐って、 門弟の 咒文を 受ける 樣- 說き 伏せられて しまった。 夕方、 井上の 家で 食事し 

て、 今日の 出来事 を 何だか ひどく きまり 惡く 感じ 乍ら、 豪雨の 中 を 家に 歸 つた。 

五月 二十  一 B。  rr 曜。 00 さして 變 つたこと もなかった" 午後から 行 光と 太郞を 伴れ て 山 王公 園に 散^した y 

五月 一一 十二 n。 月曜。 00 蒸し暑い。 昨朝、 健 助の 母が 死んだ とい ふ 知らせが きた。 そこで 父上 は 私に 千代 子 を 慰めに 鎌 

倉へ 行く 様に 云 はれた。 汽車に 乘る 前に、 慶應に 行き、 鎌田總 長に 會 つたが、 氏 は 親切に 迎 へて 下さった" これと 言って 印 

象 はう けなかった。 彼 は 直らし く 見える が、 卑屈 さう にも える。 

鎌 倉に 着いて から、 花屋へ 行き、 薪 薇と 罌粟 を 少し 買った 11 非常に 美しい もの だ" それから 千代 子の 處へ。 前に 會 つた 

時よりも ずっと 丈夫 さう になって ゐ た。 自分が 病氣 だった ので、 薩 摩へ 行って 姑の 病 氣を兒 舞 ふ 事が 出来なかった の を、 大 

變 € しんで ゐた。 1： 洋菓子と 丁度 市場に 出始めた 莓を 少し 贈った。 

大船で 平 嫁へ 行く 汽車 を 待って ゐる 間に、 恐るべき ことが 起り、 私 を 非常に 驚かせ、 ^しませた 。汽車が 着いた 隐間 * 私 


レン tlH と は 違った 叫び^が 聞え た樣に 思った。 然し 唯なら ぬ 出来事と も 思 はず、 待合室 から^き 出した" その 時、 驛阃 

が 「誰か プラザ トフ ，，厶 の 下に 飛び込んだ！」 と 烈しく 叫んだ。 鋭い 針の 樣に 私の 耳 を 1:^ いた。 聞いた と 思った 叫び ？降 らし 

いもの は、 驊 u か、 自^者 自身 かどちら かの 發 した 本當の 叫び 聲， たったの である U 私が 汽車の 下を視 いたら、 路の 上に 下 

駄の 片方と 小さな 風呂敷が あった。 程なく 乘客が 汽車から 降りて きて、 驛 員の 周りにたかった。 驛員は 興 蜜して、 出來 事の 

あった 場所 を 指さし、 大，？ ^で 何 か 云って ゐた。 彼 は 最初に 兑 たと 云 ふ 事 を 誇って ゐる樣 にさへ 見えた。 私 は 落 驚いて、 股 前 

に 起った 事 を 凡て 湖 察しよう とした。 ^し 私の 心！； は 鼓 励が 非常に 高く、 私の 心 はまる で 水上に ゐる 機に 動搖 して、 其處に 

ぢ つと 立って ゐ る^も できなかった。 私 は 未だ 嘗て こんな 不安 を 感じた 事はなかった。 次の 汽車まで 出發を 延ばした 方が い 

いと 思った。 でも. 勇 ：1  颯 を：^ り 起して、 とうく その 汽車に 乘 つたが、 腰かけの 下に 妙な 衝擊を 感じた。 私が ブラ" トフ *1 

ムにゐ る 間に は、 死 IS は發见 されなかった。 萬 望、 その 人が 死ななかった やうに ー 夕方、 平 塚に 着く。 安子 は 胸に、 鑼. 赭 

劑 を！^ - つて ゐた。 風 場の か 部屋^に こもって ゐて、 涙が 出る。 煙と 藥 品の 妙な 臭 ひ！ 

安子に、 一 昨日の 四 時 is- の 感じ を 尋ねた。 彼女 は 格別 變 つたこと もなかつ たが、 唯、 咳が 著る しく 減じ、 それから は 苦し 

みが ずっとよ くな つたと： ぶふ。 私 は あの 女の 事 を 詳しく 話した。 安子 は大變 M (味 を 持ち、 その 女に か. -ら せて くれと-? 力 だ。 

夜 を-や 嫁で 過す。 大變靜 かな 夜で、 側に 子供 もゐ ない ので、 ぐっすり 靜 かに 寢られ た。 

五月 二十 nloT 火曜。 晴 U 暖ぃ" 夜 は 美しく 明けた。 海岸 を 散歩し、 馬 入 川の 河口に ある 小 村スガ まで も 行った。 近 

つた 女中の S) 度 は 可成り 奇妙 だ。 名 を 二つ 持って ゐる、 そして が大變 うまい 樣に兒 せかけ てゐ るし、 非常に 迷信 深い。 

二 時の 汽車で 立った。 東京に 遣いたら， 信 子が 私に 會 ひたいとの 事。 そこで 夕食後、 神 W へ 行く。 熊 雄が 私 を もてなして 

くれ、 八， 持ち 上って ゐる 不幸な 事件 を 詫びた。 熊 雄と 一寸 話してから、 離れに 通され、 そこで 難 身 信 子に^つ た。 始め 彼女 

は 非常に！？^ 裔 いて ゐた。 私 は^ 執 を 除き、 彼女を私達の心持に同じくさせょぅとして今.カを^^した。 私 は 熱情 を 迸 しらせて 

話した。 彼女 は それ を- .1 じて 泣いた" 最後の 返事 をき くの は 又の 事と して、 彼女と 別れた。 會 つたの は 無駄でなかった と 思 
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ふ • そして 今迄 非常に 確固たる ものと 聞いて ゐた 彼女の 態度 は、 ぐらついて ゐ ると 云 ふ 事 を 確信した U 

平 塚 ひ は麥の 刈入れ が 始まり、 なす やき 5 りが 食べられる 漾 になった。 それ を 少し、 東京に 持って きた。 

五月 二十 四 B。 水曜。 曇" 風。 朝、 高木へ 行って、 信 子に 會 つた 事 を 話し、 多分 彼女から 高木に よい 返事が ある だ.， T うと 

述べた。 高木 は それ はう まく 行った と 云った。 私 は 又、 壬 牛： 馬が 彼に 高慢な 手紙 を 書いた お 1； ゆび を 述べた" 高木 は その 手紙 

を 私に 返して、 無分別な 思 ひあがった 事が 書いて あるから、 その 手紙 を 披見し なかった ものと して 取り扱った 方が よから う 

と 言 はれた。 - 

歸宅 後、 鼯子 と 行 三 を 連れて 神 尾へ 行く。 敏 は殆ん どよ くな つて、 私達 を 大喜びで 迎 へた。 程なく、 神 尾の 母が 歸 つて 來 

られ た〕 母 は 私に 不思： な 術で 澤 山の 人 を 治療した 祈禱 家の 事 を 話された。 母が お訪ねの 時、 安子の 病氣の 起り は 鐵の爲 だ 

と 云った との 蓽。 彼女の 病：^ は 決して 肺病で もな く、 又 重く もない。 彼の 手に かけたら、 =1 四 ヶ月で 癒る だら うと 云った さ 

5 だ。 私 は 母に あの 女の 事 を 話した。 母 はすぐ その 氣に なられ、 その 女に 癒させて 見たい とお 言 ひに なった。 午後 は フラン 

ス語を 勉强。 夕食 前， 行 光 を 連れて 下町に 行き、 子供 等の 靴 を 買った リ 

豫告 通り、 八 時半： 8^„向木 が 訪ねて きた" その 話で は、 原 田、 有島兩 家から 十分 苦情 を 聞いた 後、 自分 達 夫婦 は 事件が 落着 

した ものと 考 へたので、 彼 は 今 曰の 午後 原 田 を 訪ねて、 信 子に、 彼女に 取って 最善の 方法 は、 彼れ これ 云 はずに 壬 生 馬の 處 

へ歸る 事で、 さう する より 外に 仕方 はない と傳 へた。 若し それが 出来ぬならば、 彼等 夫婦で 會 つて、 どうと でも 二人の 間で 

決める 可き だ。 それ 以外に は 方法がない。 で、 後で 信 子が 高木の 處へ 電話 を かけて 自分の 考を熊 雄に 話し、 熊 雄が それ を武 

郞に傳 へ、 そして 最後に 武郞が 壬お 馬に 話したら よく はない かとの こと。 一 旦 家に 歸 つてから、 私 等の 處へ來 て、 事の 經過 

をす つかり 話して 私 等の,^ 望 を 聞く のが、 適宜の 方法 だと 彼は考 へたので ある。 私 等 は 答へ た" 殘る 方法 は 唯一 つ だ。 それ 

は 壬 生 馬と 信 子が 最後の 會 a- をす る ことに あるの だと。 

五月 二十 五 or 木曜。 颱風の 樣な 天氣。 何もかも じとくして、 不愉快 だ。 


壬 中： 馬が 父上の 處 にきて、 いよく 信 子と 會ふ 前に、 中 村と 江 木の 處へ 行きたい と 云った。 彼が 考へ るに は、 此の 會 1^ は 

最後の ものと なる 様に 思 はれる から、 雨家に事件の詳細を話して置くのは彼としてほ^2g^な事でぁる。 彼等 は 多分、 我々 の 間 

に 立って 仲裁 を 申し込んで、 最後の 破裂 を 免れし めて くれる だら うと 云 ふので ある。 父母 は 壬 生 馬の 意兑に 反對 して、 とう 

とう 彼 は その 計 gjjf を 諫めた。 

% 子に^ ひに 行って、 事件 を 話し、 それから 町へ 行った。 午後、 場 場 氏に 會 ひに 行き、 慶應大 の 御 S が」 述べた。 夜 

はさした る こと もなかった。 

五月 二十 六 曰。 佥曜。 暴。 約 二 千年 前、 キリストが 愛する 弟子と 共に 最後の 晚餐を 喫し、 爾來 多くの 人が 不吉な 日と して 

忌んで る その 金曜：" である。 この 曰 壬 牛； 馬と 信 子 は 最後の 會見 をす る 手 箬 である。 

私 は 朝；： 卞く、 淸水谷 公！ I に 散歩に 行った。 外に 出た 時、 石橋の はしに つま づ いて、 足の指 を ひどく 傷け た。 ハンカチ を 裂 

いて、 我した 所 をい はへ、 (心中に 事件の 結末 を 非常に 危惧、 し题 念しながら) 山 王 山の 上へ と 散歩 を續 けた。 妙な 不安が 何 

度と なく 心に 浮ぶ。 新聞に 壬 生 馬と；： IS 子と、 父上と 私の 蓮 星 は大變 よくな つて 来たと 出て ゐ るの を 見出した。 そんな 小さな 

幸？^ の 前兆 すら、 私 に は大變 元氣を つけて くれろ 樣に 思へ る。 

父上と 壬 生 と 一二 人で 今日の 會 の 運び 方に ついて 長い間 話した 後、 私 は 部長の 石 田 氏 (新 太郞) に會 ひに 慶憋 大學へ 行つ 

た。 併し 彼 は 兑當ら ず、 文科の 首席 敎授の 川 合 氏に 會 つた。 氏 は 心から 迎 へて くれた。 私 は 氏に 次の 學 年に は、 ワルト 

イサト マンの 詳しい 講義 をす る計畫 だと 云った。 氏 は それに 賛成して、 私の 爲に 準備し ようと 約束した。 

それから 例の 會兑の ある 前に 志 摩に 會 ひたいと 思って、 急いで 高木の 處へ 行った。 彼女の 話で は、 原 田 生が 雷 話で、 會 

見の 前に 私と 密かに 話したい と 云って 来た £。 私 は 非常に 不審に 思った。 丁度 私 等が 高木の 兩 親と 晝阪を 終った ところへ、 

瓊生と熊雄が^11:動車ゃ到着した。 高木 は 私 を 自分の 部 に 呼んで、 璦 生が 私に 會 つて、 會 合の 事に 就いて あらかじめ 話して 

きたい iBT が あると 云って IES ると 傳 へた。 私 は それ を 承諾し、 壬 生 馬 も 列席して、 可成り 長い間 話した。 
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長時間 か X つた 瓊 生の 話の 要旨 は、 第一 に、 信 子の 今度の 決心 は 甚だ 堅く、 かつ 終結 的の もので、 如何に 說 得しても 動か 

せない とい ふ 事" 第二に、 若し 此の 事が 事實 とするならば、 壬 生 馬と 信 子の 最後の 會見は 無駄で あるの みならず、 有害で あ 

る。 何故ならば、 それ は雙 方に 不必要な isf; 感情 を與 へ、 その 爲、 永遠に 憎しみが 續 くやう になる だら うから、 との 1^ 

私 は 彼に 次の 様に 返事 をした。 

壬 生 馬が 會兑を 要求す る 理^ は實に 純で ある。 信 子が 申出た 理由の 中 ^Ifi な もの はなくな つて ゐ るの だ" 信 子の 母と 兄弟 

が 信 子の 壬 生 馬の 處へ歸 るのに 賛成して ゐる のなら、 もう 何の 意味 もない 事に なって ゐ るの だ。 高木と 熊 雄 S 話に よると、 

壬 生 馬が 信 子に 會 ふまで は說 明で きない 何 か 他の 內密の 理由が あるら しいのに、 結婚 生活と 云 ふ 雷 耍事を そんな 無意味な、 

下らない 理由で 決める 率 は出來 ない。 加 之、 一 ^ の 風評が 事實 だとす ると、 その 內密の 理由 は 何 か 壬 坐 馬の 不名譽 な 所業に 

關 係して ゐる らしい。 壬 生 馬に 取って は、 說明も 辯 明 もせずに、 默 つて ゐる 事は耐 へきれ ない。 彼 は 此の 點 から 信 子に 會ふ 

事を胡^！んでゐるのだ。 尙、 我々 は 壬 生 馬の 兩親 及び 兄弟， たから、 事實を 明白に する 事 を 要求す る 櫂 利が あると 思 ふ。 それ は 

壬 生 馬の 不荆 益で は あらう。 でも 説明され ずに 置く よりも、 設 明され た 方が 遙 かにい X。 壬 生 馬 は 未來の ある 靑年 である。 

(た^その ii から 云っても) 善 かれ、 惡 かれ、 我々 は その 事實を 知らねば ならぬ" 我々 が 會見を 望む 理由 は、 此處 にある ので 

ある。 最後の 決 は 避けられない 樣 だから、 雙方 理解 できるだけ 親しく 話し合って、 事件 を できるだけ よい 方に 向ける 事が 

雙 方に 必要で あると 云ふ點 から 云っても、 會 する こと は必耍 事 である、 と。 

暖生は 我々 の 言 ひ 分 を 了解して、 信 子 を 速れ て來る ことに 同意した。 

四時 熊 雄と 信 子と 瓊 生が 來て、 高木の 父母と 壬 生 馬と 私と 一緒に 會見を 開いた。 壬 生 馬が 出て 來 たの を a- る や 否や、 

信 子 は 泣き出した .K 當に みるの. > ^憐れだった。 彼等 はお 互に 少し 言雜を 交した。 高木 は、 直接 關係 のない 他の 人達 は 隣り 

の 部 に 返いて、 出ても よい 時が 來 るまで 待た うと、 提議した。 我々 は それに 赘 成した。 

1 時 問ば かり 話し合った 後に、 我々 は 再び 部屋に 通された。 壬 牛 • 馬 夫婦の まふに は、 雙方， 心 ゆく まで 話し合って、 お 互 


ひに すつ ばりと 了解し 合った。 此の：^ 局 を 導いた の は、 互 ひの 心が 變 つたので もな く、 又 壬 生： の 方に 誤ち があった 譯 でも 

ない。 唯他の£^情(それは彼と；；5子の母との間の爭ひでぁる〕が、 此の 悲しむべき 結末 を！^ いたので ある。 そして 彼 は、 喜ん 

で 信 子の 決心な 重す る" 離婚 は、 信 子の 今後の 生活 をより 立派に 打ち 建てる のに、 たと へ 最善の 方法で はない にしても、 

紡§ け 難い ものと 考へ るから、 彼に 此の 目的の 爲に 喜んで あらゆる 不便 を 忍ぶ と 言 ふ 事だった。 

それから 我々 は 最後の 找桜を 交 はした。 誰も 皆、 心から 遺憾に 思って 8^ し、 此の 不運な 夫婦に 同情した。 

壬 生. おと 私 は 高木の 若夫婦から 夕食の 饗應を 受けて、 家を辭 した。 もう 殆ん ど、 暗かった。 グイ ー ナス は 私 等が 歩いて ゐる 

正面に、 大 s§ く、 物！ 5^ く 光って ゐた。 私達 は 俾に乘 つた。 二人 は 不幸に もつれた 運命の い 打擊を 受けた の だ。 私 は 道 T 

がら ii ひ 泣いた。 可哀想に、 感情的な 弟が どんな；， 淵 持に なって 居る か、 私に は 計り 得る こと も 出 米ない。 

家に 歸 つてから、 私 は 壬 生 馬に 代って、 父母に 1 切 の^をお 話し X た。 壬 牛： 馬は辦 しい 家に 獨 り歸 つて 行った ので ある。 

五月 二十 4JB。  土曜。 朝、 0. 雨。 御： € 親 は醴を 述べに 高木へ お出でになる。 私 は 石 田 氏に 會 ひに 慶 ま大學 へ 行く。 氏の 

話で は、 佐 践^ 長の 紹介 狀も 見、 鎌 W 總ぉ から も そのこと を^いて ゐた。 倂し、 昨日まで は、 私の 地位 は豫 科の 方 だ > 思つ 

てゐ た。 所が、 文科の 本科に は缺 員がない ので、 私 を 入れる^ は出來 ない、 と。 そこで 鎌 •£ 總 長に 會 つて、 事情 を說 明し、 

私は總 長の 人格に 不快な 感じ を 抱いて、 歸 つた" 

安子から 龍？ 來る。 熱 はま だ 高い。 否、 段々 と 高くなる 樣だ。 どうした らい  > "の だら う。 本當に 可.： お 想 だ！ 

月 二十 八日。 m 曜" 唷0 暖" 行 光との 約束で、 母上と 行郞と 111 人の子 供と ii^ 子と で 鎌 倉、 江の 島へ 旅行した。 子供達 は 

大 び U 

五月 二十 九 3" 月曜。 暴。 朝、 平 嫁へ 行く。 安子 は 餘程惡 くな つて ゐた" 此の頃、 夜分 殊に 熱が 高くて、 中々 眠れない の 

で、 機^ は餘 りょくない らしい。 暗い 考 へが 屢 i 起る 樣だ。 

四時 に歸 り、 行郞と 帝劇へ、 橫濱 アマチュア クラブ 公演の 「冬の 夜が たり」 を に 行く。 演出 は 可成り よかった。 シ * 
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ク ス ビヤの^ 劇的 技： i は、 この 劇に 於いても 素晴らし いものが ある。 上演して みると よく 解る。 上流の 人が 澤山 束て ゐ たが、 

その 中に 大變 入： HI を惹く 若い 夫人が 澤 山^に 入った。 だが 外國の 女に 比べる と、 まるで 造花の 機に 見える。 

喜 寬が私 等 を 公演に 招いた ので ある。 彼の 云 ふに は、 壬 生 馬と 信 子の 最後の 會見 があって から は、 壬 生 馬に 對 しての 高木 

タ  -  I の兩 親の 態^が よくな つた さう である。 

一  ^  ： 五月 一一 一十 B" 火曜。 曇" 朝、 is 看護婦 會に 看護 

^  ./,/, 婦を 一 人、 平 塚へ やる やうに 電話 を かけた 。足 助が 

ヽ  \  \^..  .  .  書で、 昨夕 私 を 訪ねた が 留守だった と 云って 來た。 

. 1  vi.....  - 1 ^ 午後から 神 尾へ 行き、 慶應 大舉の を 話し、 又 祈 

--ふ  /  .■  -  :.\:., 禱で 療治す る 女の 事 を 5?。 父 は、 それ はよ い. 云 

、： .，  ■  はれ、 母に 其處へ 述れて 行かせたがって 居られた。 

しゃん 家に, ると * 滑 W が 壬 生 馬の 處で、 私 を 待って ゐ 

. ： •  ■  in,^, た。 我々 は 事の 手箬を 相談した。 これより 前に (午 

-J  ノ  iK^.^.^ 前 中) 暖 生が 電話 を かけて、 明日の 壬 ffin と 信 子と 

t  ノ  ：  ;  ； <  ：  .  メ, の 會見を 少し 延す樣 に 頼んで 來た。 私 は それ は璞^ 

.  .. r  一の 言 ふべき 事で 當 方の 知らぬ 事 だと 答へ た。 滑 田の 

S 兑は、 信 子 を 壬 生 馬の 處に引 留め、 一 方 壬 生 馬に 對 して は 原 田夫 人と 出来るだけ 折 合 ふよう、 盡 力しょう と 云 ふので ある。 

さもないと、 この E: 險は 失敗に 歸 して 了 ふだら う。 夕食 を 共に した。 

安子から 手紙が 來て、 ^氣は 段々 に惡 くな つて ゆき、 一方 神 經は銳 くな つて 行く ばかり だと。 勿論 彼女 は 壬 と 信 子の 

• 件が：；：^、 後-所まで 來て、 どう ともならぬ 様になって しまった 事 を 知って ゐ るの だ。 涙す らも 何の 役に立たない。 それなぬ 


こ、 "乂 まいとしても 淚が 流れる。 彼女 は 哀れな 夫婦と 唯一 人の 可？ あい、 子供 を 憐れんで ゐる。 本當 にさ 5 だら う。 可哀想 

な 女 だ ー お前に その 言 紫 の屮で {II 分自 の 苦！？ を 物語 つて ゐ るの だ。 

「三. 山への 公 S 狀」 と 云 ふ 文 を 少し 書く。 

五月-一十一 B。 水曜。 ir 朝の 中、 神 IS へ 行き、 母上 を 奋蹟を 行 ふ 女の 山 田の 處へ お連れす る。 私達が 行った 時、 脊 骨に 

ひどい".^ 氣の ある 2- の 治療 を 終った 處 だった" 病人の 妻の 云 ふ 所では、 彼はギ ブスの 助け を 沿 りても 殆ど 立ち上れなかった 

の ださう である。 治療 を 受けたら、 もう そんな 支への 必要 もな く、 思 ふま、 に 立ったり、 坐ったり 出來 だした" 私 等 は それ 

を！^ て^^した。 «^上は これから 此處 へ お 通 ひ 始めになる 害で ある。 

十 時 家に 鼸 る。 神 尾から 電話が か \ つて、 赛が 安子の 夏物 を 取りに 歸 京した と 言って 來た。 安子 は 少しよ いとの i^。 

壬 牛： 馬 は 三時に 高木の 處へ信 子と 二度目の、 そして 恐らく 最後の 面齊 をし に 行く。 彼 は 夕方 可成り 遲く歸 つて 來た。 その 

？ 1:^111 によると、 雙 方の 不和 を 除く 漾な 方法 を考 へようと 提議した 滑 田と 瓊 生の 盡 力の 結果 を 待た うとい ふ 壬 申し出に 

對 して、 信子は賛成したとの^！-でぁる。 信 子 は 若し 十分 不和 を 除く 襟な 方法が あるなら、 喜んで 壬 生 馬の 處に歸 るが、 自身 

に は それが 不可能に 見える と 云って 居る さう だ。 

六月 一日。 木曜" 晴。 瓊 生から 壬 生 馬に 雷， 話が か. - つてき て、 彼 は 職務 上會 社に 居なければ ならない から、 ？！^ に 彼の 事務 

所に < ^ひに 來て くれる よう、 壬 生 馬に 頓ん だ。 私 は 行きたくなかった。 併し 此の 會 見が 或はい X 結果 を裔ら すか も 知れぬ と 

思って、 行って 見た 0:2 田商會 へ； T  . 

私は增 W を 相談に 呼ぶ _sli- を 要求した。 璦生は それに 從 つて、 電話 を かけたら、 丁度 ま. た 家に 居た。 まづ、 我々 は 二人の 間 

で 話 を-進めた。 生の 云 ふに は、 壬 生 馬が 信 子に 與 へた 印象 は、 第一 罔の 時と は 大1- 違って ゐた" 始めて 會 つた 時 は、 壬 生 

&1 の 言 雜は非 利己的で 同情 ある 樣に饗 き、 深い 感謝の念と な 涙で 夜 を 過 さどる を 得なかった。 併し、 此の度 は 壬 生 馬の 

熊 が ii^ で、 ずっと 一人で しゃべり 通し、 信 子に は 僅かし か 話させなかった。 彼女 は 非 5 おにお 迫 を 感じ、 彼に 對 して 恐れ 
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を さへ 感じた。 事情 はかくの 如く 壬 生 馬に 不利に なって 來 たので あるから、 殘 された 和解への 唯一 つの 道 は、 最後の 決定 を 

二三 ヶ月 問 延期して、 その 間に 壬 生 馬が 心底から 過去の 誤り を 後悔して、 二度と 不注意な 行爲を 繰り返す まいと 決心 をす る 

まで、 新しい 遇の つら さと： 小便 さ を 十分に 味 ふべき である。 その 時に こそ 和解の 機 會が來 たと 云へ る。 同じ 事が、 り 事 

件に つい て は 大いに 非雖 さる ベ き 原 田夫 人に つ い て も 云 へ る。 だから 彼 は 現在に 於け る 最善の策 は 最後の 決定 を 或る時 期 ま 

で 延ばす 雍 だと 考 へて ゐる。 私 は 此の 話に して 諾否 を與 ふべき 地位で ない ので、 何れと も 云はなかった。 かくして 我々 の 

話 は 終った。 

それから 「ィ， 'グ ル」 に 行き、 稱田を 待つ。 一 時半に なって、 やっと 來た。 我々 は 事件に ついて 話し、 私 は 差し 當 つて 最も 

大事な 事 は 信 子が 壬 生 馬に 對 して 抱いて ゐる 愛情の 度合 をよ く 知る 事 だと 云った。 若し 彼女の 愛情が さめて ゐ るなら、 我々 

の 努刀は 結局 何にもな.， T ないだら う。 滑 田 は それに 贊 成して、 此の 事 を 私の 弟妹、 殊に 妹 達と 相談して くれと 云った。 その 

間に^ 田の 方から if 生に、 期 Q の 延期 は 二日 か 一二 日 あったら 十分 だら うと；： ムひ おくる 手箬 にした。 

家に 歸 ると、 « 上の 處に神 尾の 母が 來て 居られた。 神 尾の 母 は 壬 生 馬に 大變 同情して、 自分の 夫に 出來る 事が あるなら、 

壬 生 馬の 爲に 何でもして 賀 つて やら， つと 云 はれた。 壬 生 馬 は；； r が墦 田と 遣 生の 仲 li から 退く やうに 望んだ。 若し 私が 返いた 

ならば 話カ，5^刻破れるとぃふことは私には解ってゐる。 ；？^ 自身の 都合から 云へば、 身 を 返け る ことが 何より 氣樂 だ。 

有 島 健 助 氏が 島から 訪ねて 来た。 彼 は 彼の 老母の 安らかな 終焉 を 物語った U 

毋上は 夕食 前に モリへ 九 條武子 夫人に 會 ひに 行かれた。 夕方 可成り 蓮く 御歸 宅。 

舂は 夕方 ff^ 時 頃、 平 嫁へ 歸 つた。 

六月！ 一 or 金曜" 晴- 午前中、 滑 田から 知らせが 来て、 彼 は 昨 nn 壞 生に 會 つた， が、 その 話で は、 熊 雄が 大 磯に 行って、 主 

なる 親類と 事件の 相談 をし、 1 方 び 信 子と 面會 して 壬 生 馬に 對 する 愛情の 程 合 を 尋ねた との 事。 そこで 我々 は 明朝 再び 增 

田の 處で 會ふ喾 である。 


終 n: 礮 $5 と 執箪に 過す。 

父上 は^ 本と 云 ふ 者に 勸 めら れて、 上 W と 松 本の間に 近い 處で 明礬 石の 採收： f 業に 投資し ようと 計憲 して ゐられ る， 私 は 

その^ 荣に疑 ひ を 有って るので、 父上に 饭 W を 呼んで 其 處へ實 地 調査に おやりになる 樣 にお 勸 めした。 飯 W は 夜分 來た。 

六月 三 曰 土 曜" 唷" 少し 風。 早朝、 鎌 倉に 行って 葡薇を 少し Si ひ、 直ちに 平 嫁に 行く。 安子 はま だ 熱が あつたが、 氣分 

は 前よりも 少しよ かった- - 終 IT 向う で 過す。 歸る 途中、 大船で 驛 員に、 線 に 飛込んで 自殺 を 企てた 男 はどうな つた かと 尋 

ねた。 は 死んだ、 併し 何袞 だか 不明。 

英夫， へ 私の 歸りを 待って ゐた。 壬 生 馬と 少し 話してから、 私の 部屋に 來て、 信 子に 關 する 愛子の 考 へを傳 へた" 彼女 は 信 

子と 壬 生 馬との 愛情ば Kg に 仲が い- -と云 ふ 位の もので はない と考 へて ゐる。 彼等 は 檜繫ゃ 文舉の 事まで も、 相互に 理解し 

合へ ると 云ふク 々犬の 利益 を 持って ゐ るの だから。 英夫は 十 時まで 話した。 

5^ について から 戲 1 の 筋を考 へた。 —— 蒸 汽機關 の 力 を 借りて 自殺し ようと 決心した 男が 1 人の 友人に 會ふ。 友人 は鐵道 

in 殺 を 遂げた 男 を nnl- した 恐ろしい 1： 驗を 話す。 二人とも 別々 に 死の 興 念に 戰慄 する。 

昨：：：. 英 艦隊の 11 突が あった。 兩軍 はデン マ， ク 附近の 北海で 遭遇した。 英 艦隊の 損害の 方が 大きくて、 超弩， 級 艦 ニ艘、 

巡洋鑑 一艘と、 £1 若干の 艦艇 を 失った のに 反し、 逸 艦隊 は 三艘程 失った だけであった。 

六月 四日 U  n 曜。 晴。 暖かい。 壬 生 馬の アトリエ では 八十 六 度に 上った。 

朝、 ie^ 瘦 生に 會 ひに 附 出の 處へ 行く。 彼 は 私より 先に 來てゐ た。 主なる 親類と 相談の 結 栗、 彼等 は 離婚す る 様に 最後の 

手 を 取る ことに 1 致して ゐる 由。 そして 事件 を 未解決の^ にして 置け る Hl^ 込 も、 又 何とかよ くす る 見込 もない らしい と。 

1125 子の 態度 固く 離婚 を 望んで £S る樣 である。 そこで 事 を 進める 道が 全く なくなって 了った。 我々 三人 は 事件 を 終結 さす こと 

に^ 見が 一致した。 至 殘念： い 悲しい 事 だが、 遂に 行く 處 まで 行って 了った。 

午後から 行 光の 熱心な 願 ひに ほ だされて、 靑山 ヘス ミス を 見に 述れて 行く。 彼 は 賞に 見事な 技倆 を 示した。 
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夜、 足 助と宮 原の 訪問 を 受けた。 足 助 は 今日の 午後 安子 を 訪ねた さう だ" 安子 は 昨年の 一 月の 半ばに 會 つた 時より ずっと 

よさ さう に 見え、 前に 會 つた 時に 比べる と 殆ど 恢復して ゐる樣 に さへ 見える" 彼 は、 時々 は 子供に 會ふ 方が 彼女の 爲 にい. 1 

に 溝 ひない と 云 ふ 意見 を 述べた さう だ。 彼女 は、 それに 答へ て、 自分 は 多分 全快 出来ずに 死ぬ 事 だら う、 さうな つたら 子供 

によく は あるまい と 言った さう だ。 

本當に 1H 哀 想に！ 

武者の r 靑 年の 夢 J と、 長與の 「書： 家と その 弟子」 を讀 むり 前者 は 彼の 洞察力の 益 M 生長した こと を 示して ゐる。 彼 は 又、 複 

雜なテ- マ1^强く、 かつ 眞 宵に 描 る 巧みな 技倆 を 示して ゐる。 

六月 五 nr 月曜。 朝、 ttr 午後、 晴 U 恥 かしい 事 だ！ 一  日中 格別 何もせ ずに 過して しまった。 此の 數日 なまけて 來た樣 

だ" 我慢 强く喰 ひ 付いて 居る 力が なくなつ てきた" 重々 恥 かしい 次第 だ！ 

雜誌 「新潮」 の 記者 中 村武羅 夫が 來て、 私が ロンドンに ゐた 時、 クロポトキン 公を訪 間した 訪間記 を 書いて くれと 云 ふ。 承 

諾 した。 

安子から 雜書 が來 て、 熱が 下った 事が 分った" 嬉しい 事 だ。 

クロポトキンの 政府 主義の 理論に ついて 少し 讀書 する。 夜 八 時 頃、 ス ミスが 经別 飛行 を靑 山の 上で 行った" 翼に つい" て 

ゐる燈 火が、 大^に 宙返り を 重ねる 度に 美しい 環 を 描く。  11 殆ど 超人的な 眺め だ。 足 助と 私 は それ を 窓から 眺めて、 唯 驚 

魔す る 許りだった。 子供 等 は 熱狂し 切って ゐた。 

足 助 は 1 月から 又しても 米の 相場 を 始めた 事 を 告白した、 私の 非難 を 恐れて ゐる樣 だった。 併し 私 は それにつ いて 何も 云 

ふ 事 はない。 少々 苦しい 純驗 をしたら、 錢の値 打を覺 えたと 言って 居た。 そして 八 千圓程 儲けてから、 出版業 を 始める と 云 

ふ。 私 は 無一文に なり はしない かと 心配して ゐる。 辟し 彼 は 自身の 經驗で 悟る まで は、 決して 人の 意 兑に從 はない 人間で あ 

る。 そして さう した 方が 彼に はい.，, の だ。 


第 十七 卷 

1 九 1 六 年 (大正 五 年， 柬ー M 及び 11 井； t) 〔承 B  〔原文 英文、 編^ 譯〕 

〇 鈎 町の 父の 家に 住みながら、 平 嫁に 居る 安子の 看病 をした。 

〇 安子の 他^ は 一  日と くな り はじめた" 

0 壬 牛： -ilr か 「南歐 の 日」 を 出版した。 

0 帝 IS でス ミル ノヮ 夫人 及び ビ， 口 マノフ 氏の バ レ 1 を ：11^ て、 その 立派な 11 術に 感心した。 

〇 札幌^ 科大 ほの 入 ゅ試驗 員 を 命ぜられた。 

0 安子の"；^。 

〇輕 井^に 行き、 家族 及び 子供 等と 共に 一 夏 を 過す。 

〇 行郞が 米國へ 行った リ 

O-M, 洲大戰 は £ ^烈しく 行 はれて ゐる。 

〇 大隈内 ^瓦 w。 

〇 工場 法が 判定され た。 

〇 佐^ 繁 介が 私に： 卡， づ いて 來て、 何とか 穏 かに 事 を 蓮んで、 松 本と 結婚 出來る 様に 頓 んで來 た。 

六月 穴 B" 火曜。 昨夜 雨で、 午前 は 暴り、 午後から 晴れ、 風が 出た" 
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午前、 母上と 敏と隨 子 を 伴れ て、 一 si 窗 やその 他 入用の もの を SE- ひに 三越へ 行った。 外で 晝食 をして、 敏を 俘れ て歸 宅" 三 

越で ノ ー トブ プクを 買った" エル ツバ" ヘルの  <《 Anarchism-- を 非常に 面白く 讀ん だ。 

祌： S の 父が 敏を迎 へに 來て 下さった。 

英 とまさが 來た。 私 等と 夕食 をた ベる。 夕食後、 甚だ 打ち解けて 議論す る。 

朝、 ？ Jj- から： K 話で まだ 何も 滑 田から 閗 かない、 ついでの 時に！？ W に 其の 事 を 云って くれと 賴 んで來 た。 夕方、 sr か電 

話 を かけて 來て、 滑 田は罨 話で 瓊 生に 前の 日曜の 壬 生 馬との 面會の 結果 を 報告した と吿 げた。 そして 又、 增田は 遣^に 私と 

一緒に 高木の 處へ 行く の は 不必要 だと 注意した さう だ" 後刻、 璜 生が 再び 電話 を かけて 來て、 I^H の 助言に 從 つて 明朝 別に 

高木 を 訪ねる と 私に i|G げた。 

夜、 フランス語の 勉強 をして 過す。 

六月 七 曰。 A 曜。 晴" 暑い。 原 田から 壬 生 馬に つけて くれた 女中 を 返す。 夕方、 江 木が 壬 生 馬に 電話で、 會 ひたいと 云つ 

てよ こした" 

六月 八 曰" 木曜" 晴。 暑し。 約 八十 度。 壬 生 馬 は、 江 木から 面 會の耍 求 をく りかへ した 手紙 を 受け取った。 壬 生 馬 はもう 

過ぎた事 だと 答へ た。 原 田からの 要求で 壬 生 馬に 會 ひたいと 云 ふの ならば それ は 別の 問題 だ。 

とも 

父上の 御 希 ので、 お 伴 をして 有樂 座に 山 口 楠 雄が 演じて ゐる 連鎖 劇と 云 ふ もの を 見物に 行った。 演技 は 下らなかった。 

だが 幾多 晴 示される 處 があった" 悲壯な 場面 を 見た ので 澤 山の 藝者が 劇しく 泣いて ゐ るの を 觅て、 ？ 1^ はもつ とい X、 そして 

も つ と^ い 悲哀に よ つ て 彼等 を 動かす 琪が 非常に 肝要 だと 思 つ た。  - 

夜、 柴 W と：； ムふ 時事 新報の 記者が 壬 生 馬の 事件に ついて 訪ねて 來た。 私 は 事件に 關 した 事 は 何も 云はなかった。 ^し， 婚 

姻關係 は； 1 濟狀 態の 變 化に 伴って 變ら ざる を ない もの だと 云った。 我々 は 過渡期に ゐる" 我々 の 義務 は、 かく も 進歩した 

社 會的發 達の 眞の姿 を 把 し、 我々 の 子孫に、 この 重大 事 を出來 得る 限り 何者に もとら はれずに 完成す る 機 會を與 へる 事に 


ある。 

安子から 手紙で、 非常に 澤山』 お 血した と 云って きた。 非常に 不安で ならない。 

夜、 i:: 政府 Tf 義の 諸相 を硏究 する。 又、 ゴリキ ー の 「太 f の 子」 を讀 む。 

本椅 〔 ？ 〕 及び ヒ 田の 母から 受信。 

六月 九 曰。  < -曜。 1^ い、 Sir 行 光が 左の 股が 痛い と 云 ふ。 大變 心配に なって、 喜 寬に診 一 祭して 賀 ひに、 東京お 院へ 連れて 

行く。 彼の 见た 所では 病 氣は餘 りひ どくはな いさう だ。 それから 平 稼へ 行く。 第一に 長^ 博士に 會ふ。 彼の 考へ では、 左 肺 

が 此の 數日 少し： 您ぃ、 割に 熱が 高 いのは その 爲だ とのこと。 

安子 は 成り I 讽持 がー 翳いて ゐた。 一昨日の 腾 夜中、 血 をコ" プに 一杯 程. 吐いた" それから 後 引續き 唾に 少し 血 力ま じって 

出る と 云って ゐた。 

りが けに、 祌 尾に 立ちより 委細 を 報告す る。 父上 は 大變御 心痛の 樣子 だ。 ォキシ へ， ラ ー の 使用 は數日 止める 方 力、. - 

とい ふこと になった。  . 

六月 十 B。  土曜。 ！®" 蒸し 奢い。 海老 澤 すゑから 手紙と 鈴蘭 を 受け-取る。 親切な 人 だ 1 

1^E„ ^生が 來 て、 ^件 を 新聞に 公表す る こと は 愼靈に し て くれ と 頼ん で 行った。 

午後 一 時 sr  -e^w を 代表す る 男が 來て、 信 子の 持物 をす つかり 神 田へ 持ち 歸 つた" 私&? は 信 子の 香の する 物 を 一切 やって 

/リ た。 ジ攀が 来て、 持ち運び を 見て ゐた。 かくて^!件は段々と最後の結末に來たのだ0 

朝の 中、 橋 浦と 國友 (大 島の 友 入) が來 て、 暫く 雜談。 

六月 十一 nr  n 曜。 喑 U 大變 ：？f? い。 朝、 クロポトキンの 本 を熟讀 して 過す。 午から 子供達 を つれて、 交詢 社の 子供の 會に 

行く"  i へ と 手品" 曉子 は、 母が 子供の 爲に 苦しむ 寫眞を 《 ^て 泣き出した" 私の 心 ははり さける。 行 三と せき を 伴れ て 家に 

鼸ら す.^ 夕 力、 宅。 


有 烏 武 郞 第 十 卷  一一 二， > 

壬生爲 は 今朝、 江 木の 處で熊 雄に 會 つたい 何も 決定した ことはなかった と 聞く。 夜、 「新潮」 への 論文 及び ミ he  Eagle- 

の 表紙の 意匠 を 書いて 過す。 

六月 十二 日。 月曜" 暑い。 快い 風。 朝、 安子から 手紙が 來た。 腹立たし くも あり、 悲痛な 思 ひで、 一 どきに 胸に せまる 手 

紙 だ。 折返し 返： t を 出す。 

安子の 手紙 は 後々 の爲に 此處に 取って 置く。 〔次の 手紙 は 邦文〕 

やつば り 私の 申した 事が たしかで 御座いました U 今迄 あんなに 每々 私 は 私の 病氣 のよ くない 襄を申 上げました にも か., は 

らず 皆樣は それ を 信じて 下さらなかった ので 御座います。 そうして 私 は 一 人で 進んで 行く 1^ 氣を 感じながら 港し く 過し ま 

した。 そうして どうかして 早く 手 あて をしたい と あせりました。 あのお 灸の 事な どず いぶん 前から して ほしいく と 田3 つ 

てゐ ました か、 きたいに あなた は あれに あまり 賛成 をな さらずに ぉ灸 はいつ でも 鎮める からと、 いつもた 御 仰 有る か 

りでした けれども、 私は藥 とい ふ ものに 5 たが ひ を 持ち出してから どうしてもお 灸 がきつ ときく や 5 な 心地が して、 しじ 

ゆ あなたに 御 願 申した のでした 0 だんく よくなる と 思って ゐ らした 皆樣は 私が 一人で こうして あせって ゐ るの を、 お 

かしく も、 お  >.げ さに も 御 思 ひに なった かもしれ ません。 私 はな ほく 早く どうかし なければ とり かへ しがっかなくなる 

といけ ない と 心. 配して 居ました が、 丁度 信 子さん の 大事 件で あなた は此 上な く 御 心配 をして ゐ らっしゃる 處へ、 是非こう 

して ほしい あ k して 下さいと 御 願 申 上る のが 御氣の 毒で、 お 灸の寧 も 是非と は 申 上げ かねて 居ました が 神 尾の 方へ 手紙 を 

出して、 £1 合せて 下さる やうに と 願って 31^ ましたが 返事 も 下さらず、 ど. しても こんな 事で はいけ ない と 思 ひ、 うそ を 申 

上げて 神 尾 父上から お金 を 百 圓拜借 致し それでお 灸の人 を 鶴んで 頂こうと 思った のです 。そうして あなたの 處へ は、 自分で 

百簡 だけ かねてから 貯へ ておいた から それでお 灸の人 を よんで 下さいと 申 上げた のです。 何も あなたが ぉ灸 にお 金 を拂ふ 

の をい やに 御 思 ひになる 爲に そんな 事 をした わけで は 御座いません。 大事 件で 御 忙しい 中へ しかも 私の 病氣 をよ く 見て ゐ 


らっしゃる 處へ、 そんな 事 を 申 上け て、 「この 忙しい 時に 自分の 事ば かり 考 へて」 など、 御 思 ひに なられる のが、 やだった 

からで 御 鹿い ます。 一番 私が たのみに 思った そのお 灸の人 も 今 は 北海 迫に 行って 仕舞った ときいて は 私 はほんと に殘 念で 

御^いました。 あなたが 恨めしい 心地が しました。 こ， つ 進んだ 今にな つて は 何もき く 事 は 御座いますまい。 藥 鴨の 祈り も 

母上..^ まんとう に 信仰して ゐられ ないやうな 風に 思 ほれます から、 こんな 事で はとても だめ、 今 は 其 人の 凡ても 藥の 凡て 

も 私こュ rE- の やくに も 立ちません。 た 自分 一人の 了む 熱心な 信仰 をた よりにす るより 外 御座いません、 これ をた よりに 

戰 ひます、 こ，, しばらくで 勝 13： もつ きませ う。 ほんと にく 何もた よりに ならない 世の中、 た V 神 を 信仰す るば かり、 け 

れど まあ 凡て！^ 命の ま .1 に …… 今日 母上が 御 出に なりました。 

六月 十日 夕 

安  子 

武郞 

御 許に 

母上 はお 耳の 腫物 を 至 16, 殿で 加持して もらって 御 出になる そうです のに 少しもよ くなら ない との 事、 これ だけで も 信仰し 

て 御 出に ならな い^がわ かります。 

. ^女の いらだ しい 心 持 はよ く 解って 居る の だ。 本 當に氣 の 毒 だ 。私 はま だく 彼女に 手 を盡し 切って 居る わけで はない 

けれど 彼女から こんな 無考 へな 手紙 を 受取る と は！ 

ビ！ クロポトキンとの 會： _si を 完成。 「新潮」 に 经る。 その外 は 何もし なかった。 

六 r.G! 十 づ 一日。 火曜。 晴。 暑い。 朝 は マキシム *ゴ リキ- の 「太陽の 子」 を 讀んで 過す。 午後から 前 島 氏に 會 ひに 行く。 氏 は 

^^-.-F- 切に 迎へ、 私に 水 治 法 (pack-bath) を やってくれ、 又 機械 を 一 つくれた。 ベル モ ントと 足 を 訪ねた が たつ 

1 九！ 六 年  一一 一 一 ゴ 


有 島 武郞入 Hi 第 i9 十卷  三 二  G 

た。 女子大 學の 近くに 居る 秋 元 を. 訪ねた が、 同 じ！ HI に會 ふ。 次に 石 川 夫 入の 處に 行った が、 やはり 留守。 寶亭で 夕食して か 

ら阪 本の 所へ 行った が、 これ も 留守。 けれど 彼の 夫人と 令息に 會 って偷 快だった。 七 時半 頃歸 宅" 

壬 生 馬の 「南歐 の 曰」 が 十二 曰に 出版され、 一 部 くれた。 

江 木 氏 は 壬 生 馬に 手紙で、 色々 に考 へぬ いてみ たが， M 分の 骨 を 折る 餘地 は絕對 にない、 とい ふ 結論に 達した。 それで 甚だ 

遛憾な ことで あるが、 彼の 薛務を 捨てたい と 云って 来た。 

六月 十四日" 水曜〕 稍 i 曇。 微風。 だが 非常に 蒸し暑い。 I 

父上の 命で： い 口 博士の 結婚の 御 祝 品 を 買 ひに 下町へ 行った、 博士 は 前 駐米 大使 高 平氏の 令讓と 結婚の 害。 

午後から フランス語の 勉强。 

明朝 前 島 氏 を 平 嫁へ 伴れ て 行かう と 約束した。 

六月 十五 or 木曜。 暴、 時 々雨。 待ち あぐねて ゐた 雨が 昨夕、 夕立の 様に やって来て、 水氣 のない 爲 めに 乾き 切って ゐた 

T 木 を すべてうる ほし、 今朝まで 降り 續 いた。 

朝、 新橋 停 M. 場に 行き、 前島：1^を平嫁に伴ひ、安子の療治をして貰った。 彼女 は 療治 をして からい. -樣に 感じる と 云った。 

その 時まで 心屮 彼女の 手紙の 文意 を怨 んでゐ たので、 別れる 時に、 彼女に ちょっと 無慈悲な 事 を 言った。 家に 歸 つてみ たら、 

昨ト、 書いた 彼女の 手紙 を 見付けた。 彼女 は 後悔して、 色々 とや さしい ことが 書いて あった。 私の 心 は 解けて、 In^ さへ 流した。 

可哀想 だ！ どれほど 私 は 責め苦し めた こと だら う！ 卽 座に 私 は 彼女に 慰めの 手紙 を霤 いた。 

夕食後、 父上と 床に 就く までお 話す る。 

私の 留守の 間に！： 川 氏が 訪ねて 來 た。 平 振への 鐵道 沿線に は、 雨の あつたの を 利用して 晨 夫が、 すっかり 用意の 出来て ゐ 

た 田に 忙しく 稻を植 ゑ て 居た" 

六月 十一 ハ H-。 金曜。 降りみ 降らず み。 風 あり。 午前 は 女子大の 麻布 氏、 靑葉 氏、 奥 村 氏 等に 手紙 を 書き、 ホイットマンの も 


の li^ IS んで 過した。 朝、 神お の 母上 御來 "动。 一緒に «食。 

午後、 フランス is,.- 勉 sf- 夕方 敏を 伴れ て 四谷驛 まで 散步。 夜、 足 助が 来た。 

六月 十七 曰。 i^o 時々、 雨" 今日から 「ワルト. ホイ.' トマ ン傳」 の 材料 を し 始める。 P3y 著 「傳 記」 を通讀 する。 

六月 十八 B。  nir 雨と 曰 光。 朝、 ニ兒と 曉子 を 芝 公^に 連れて行く。 皆 此の i„lc 足 を大變 喜んで ゐ た。 美しい 設計の 公園 

だ。 年老いた 樹木と 莊駿な 寺院。 IT 麋等 にか こまれた 中に こんな 場所 を發 兌す ると は！ 

其し ije 彼等と 別れて、 揚地  一^ を 訪問。 今晩 北海道に 立つ 由。 彼等 兩人は 同じ やうな 苦い 經驗を 味った ので、 非常な 1M; 情 

を もって 壬 牛； 馬の 事件 を 話した。 

そし か ら 帝"^ 劇場 にィ ー • ス ミル ノヮ 夫人 及び ビ，. ロマノフ 氏の ラシ アン • バレ，' を 見に 行く。 すつ か り 驚嘆した" 私 は 

外^に 1115 た 時には、 こんな 種類の-お 技を见 たこと がなかった。 だから 別に、 こ 

れと言 つて 公平に 比較す る こと は出來 なかった" 私の 云 ふ 1 切の こと は、 そ は 

唯、 私 を^ 倒した と 云 ふこと である。 殊に 「ダイ アナと パン」 と 云 はれる 舞踊、 

その 演技の 屮 でも 特に パ ンの 狂的な 踊り (口 マノフが 演じた) は、 私 を- 啞然 たら 

しめた。 それ は € 〈術の 美しい 結晶の やうだった。 美 その物の やうに 見えた。 「流 

浪の人 J 「，：： 鳥の 死」 及び ショパンの 「/クタ ー ン」 は 美 その物であった。 本當 

に兑 てよ かった。 

家に 歸 つたら、 壬 生 馬の 「南歐 の 日」 が 官憲から 禁止に なった と 言 ふ 事 を 聞く。 

_m 鹿々々 しい こった" 夕方から 母上 病床に 就かる。 十二時まで 看お。 

六月 十九 日リ 月曜。 午前 快晴。 午後から Co 午前 は 母上の 看病と 英 夫婦の is で 過した。 午後から 山 内と 山 本へ 行つな 

e やて ト の.；^ 3- は 未だ 癒って US なかった。 ォキシ へ- ラ， 'を 買って やった" 

1 九 一六^  n ニニ 
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札 橾 農科 大舉 の大 岡から 電話が か \ つて 来た。 私 は 同大 學の入 學試驗 委員に ならなければ ならない 由。 二十 一 日から 出な 

ければ ならぬ。 

六月 二十日。 火曜〕 喑" 平 嫁に 行く。 安子 は 可成り よかった。 ォキシ へ ー ラ， を 使って から 苦痛が 少し 輕 くな つたと 信じ 

てゐ る" これ はい.^ 知らせ だ。 此の 治療法が 彼女 を 死の 手から 救 ひ 出す 魔法の 杖に なって くれ >| ばよ いが。 力， 'ネ， シ ヨン 

を 持って行ったら、 大變 喜んで くれた。 

歸宅 後、 前島氐 来訪。 氏 は 今夕、 丁度 私が 鼸 つた 後で 安子に 會 つたとの こと" 

六月 一一 十 一日。 水曜" 雨" 蒸し暑い。 朝、 佐 藤 ノブ ヨリから ニ千圆 借りた 滑 田の 借金の ことで、 隆三を 訪ねる。 增 田の 来 

るの を 待った が、 無駄だった。 それから 大岡 書記官に 會 ひに (第一 高^ 學 校へ) 行く。 礼幌 農科 大學の 入學試 險に關 しての 打 

合せ。 午後 遲く、 すっかり 疲れて 鼸宅。 

六月 二十 一一 日。 木曜。 雨。 體格 檢査。 七 時半 頃撿查 場へ 行った〕 荒木 は旣に 來てゐ た。 三百 人ば かり 撿查 され、 その 中 八 

人 肺 患の 爲に 及第で きな か つ た。 

思 ひがけな く 松 本 タカシが 訪ねて 来た。 昔 通りの 敏感な 靑年 だ〕 甚だ 倫 快に 話し合った。 

六月 二十 nIB" 金曜。 快晴" 暑し。 體格檢 査の續 き。 八 人 程 不合格。 五 時半 頃歸 宅。 母上 は 父上が 此の 數 日計 畫 して ゐら 

れる輕 井 澤 への 旅の 準備で 忙しい。 兩親は 九 時の 汽車で 輕 井澤に お立ちの 箬。 行 三 は 祖父母と 同伴" 

足 助が 葉 雷 をよ こし、 三日 前から 脇腹が ひどく 痛くて 苦しんだ が、 今 はよ くな つて 来たと 知らせて 來た。 

陛下に は 神 尾の 父上 を 宮中に 召された。 大將に 任ぜられる であらう との 御 推察で、 大變 お喜ばし さう だった とい ふ 母上の 

お 話) 

六月 二十 四 B。  士 曜。 午前中 は 大變凉 しかった が、 午後 は 又 暑くな つた。 

安子から 手紙が 來た" 又しても、 氣 のめい る こと、 病苦の 貢る こと、 皆が 自分の 病氣 をない がしろ にして ゐ ると、 こぼし 


てゐ ろ" ？ I 親と 子供 二人 は 今朝 九 時の 列 ポで輕 井^に e 發。 私 は、 高等 sf- 校へ 入 學試驗 の 事務で 行った。 代數と 幾何" 十二 

時半 濟ん だ" それから 田 中 ヨシ ヲ 士の 葬式に 列席の 爲めハ 介 中に 行く。 式 は 神式だった U 參列者 は 菊 池、 穗粉、 佐 藤と 云 

つた^な び曰燒 けした 阁 四角ば つた 格好の 田 <w の 紳士だった。 著る しい コ ン トラスト. た U 

それから 關博 十： の處へ 行き、 四時 で 話した リ 

それから； 1： 尾へ。 今 n:、 父 は 陛下から 大將に 任ぜられた。 廣 に 入る と、 父 はお 疲れの 樣 子で、 肱 かけ 椅子に かけて 居ら 

れた。 お 城 を 退出して から、 諸 所の 訪問 を 終へ てお 歸り になった 處 だった。 此の世に 於け る 最後の 大望が やっと 達せられ、 

今や も^ 足で きる まで かな へ られ たから、 明日 死んでも 殘 念と は 思 はな い と 云 つ て 居られた。 もう 間もなく 現職 を辭 し、 

^せ 的に 娘の^ 話 をす る爲 に、 赏際 的な 仕事から 返く つもり だと 言 はれた。 ぉ氣の 毒な！ 

壬 牛： 馬と 曉 子と 三人で 淋し い 夕食 をす る。 

分の 身邊を 思へば、 しみ-^ 孤獨を 感ずる。 私の 耳 は 子供 等の 乾 を 捕へ ようとす るが、 無駄で ある。 併し 子供の 世話 を 

上 やその 他の 人に まかした ので、 大變 のんびりと 休養で きる こと.. -思 ふ。 

六月 二十 五日。 n: 曜" まだらな 雨" 看 tsr を 速れ て 平 嫁に 行く。 時々 雨が 降って はやむ。 安子 は 前より ずっと 惡ぃ。 宮寺 

十： を 訪ねた。 博 十： の 話で は、 安子の 健康 は 此の頃 步 一歩 衰へ、 左 肺 も 可成り ひどく 侵されて 居る さ.^ だ。 そして 氏 は、 近 

親の 者が 一人つ いて 看お した 方が よいと 思 ふと， 言って 居られた ス 私 は大變 不安に なって、 氏に 明朝 佐々 木 博士 を 呼んで く 

れる 様に 超んだ。 

安子 はお 氣を大 變悲觀 して ゐる樣 だ。 世間 や、 そして 何よりも 大事な 子供達から 全く 交 涉を絕 たれて L まって、 丸 二 年。 

砜で 苦しんで きたの だから、 無理 もない。 尙惡 いこと に は 近頃、 病氣は 第三 期に 入ったら しい。 一 !2 に 體 がすつ かり & 

くされて しまった やうで、 加 ふるに、 左 肺 を 侵して ゐる。 どうして やったら 好い の だら う。 今迄、 あらゆる 種類の 面白から 

ぬ^ 情 に 面しながら も 持ちつ t けて 來た 希望 は、 此の頃、 影が 少し 薄くな つた 樣だ。 私は惡 運の 恐ろしい 容貌 を ちらと 見た 
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樣に思 七 li! 命？ 蓮 命と は 何 か？ 宿命？ 宿命と は 何 か？ 何 一 つ 文字 は 書いて なく、 唯、 死の 道 を 示す 指 だけが 書い； 

て ある 死者の 越える 晴ぃ 壁に、 今 私 は 直面して ゐ るの だ" 死の 意味 は 私に 取って 何よりも 大きな 意昧を 持って ゐる。 其處に j 

は ホイ ブト マンが 歌って ゐる 以上の 何物 か t ある。 絕 望と 希望、 恐怖と 歡喜、 必滅と 永遠、 憎みと 愛、 神性と 惡 魔性、 浮薄， 

と if 遠- いやしくも 妻 を犧牲 とする のなら、 たと へどん な 恐ろしい ことが その 前に 待って ゐ ようと も、 死 を M 通して やらう 

と 決心した。 私 は 彼女と 死 を 超えて 進む。 それが 天國 であらう と 地獄で あらう と、 私は敢 へて 行く！ 

タ食 後、 東京に 歸る、 家に は 誰も 居ないで、 唯 哀れな 父親と 可哀想な 娘が 居る だけで ある。 

汽車の 中で Noye の "An  Approach  to  Walt  whitman"- を讀 む。 彼の 解釋は 偏頗 だと 云 はれる かもしれ ない。 併し 事の 本 

質に 突き 入 つた 何物 かや ある。  一 

穴 月 二十 六 B。 月曜。 夜明けから 夜中まで 豪雨。 人 學試驗 の 寧務で 高等 舉 校に 行く。 化學と 三角。 午後、 隆三 が 来て、 增ー 

田 は 佐 藤へ；？；^ す 金が どうしても 出来ない と 云った。 私 は 農場の 收 入で、 貸して やる ことにした。  一 

輕 井澤に 居られる 御： 吶 親から 来信。 それ は 行郞が 持って 歸 つたので あって、 父上の 御 頭痛 も輕 くな り、 子供達 も 元 氣に暮 一 

して 居る と霤 いてあった。  一 

夕方、 荒木が 来た。 私 は 彼 を 三 河屋に 連れて行き、 それから 須田町 停車場 前の 白梅に 行った。 一 si (長い 問 聞かなかった) 一 

は 面白かった。 然し-:^ の 少ない のを兒 て、 一般 民衆の 道德觀 念を擴 める 大切な 機 r 翻が 衰退す るの を、 寧ろ 悲しく 感じた。 そ 一 

の 夜の 天氣の 様な、 階い 陰鬱な 氣 持で 家に ii つた。  」 

夢 多し， -  一 

六月 二十 八 Rl。 火曜。 終日 雨降り。 又 寒い。 英語の 入學 試驗。 書取り で、 同じ 文章 を 三十 九度讀 み、 すっかり 疲れた。 ； 

午後 田が 来て、 出来るだけ 早く 返す と 云ふ條 件で、 ニ千圓 貸した。  I 

みよ を輕 井澤に やる。  j 


タ方、 山 本へ 愛子の を Hst に 行く。 餘り 霜く はない が、 寢てゐ た。 昨日、 思 ひがけな くも 有 島 千代が 歸 京した" 今日 

彼女 を 訪ねた。 彼女 はもうと ても^ に 居 きれないで、 .E 分の 家が 兑 たくて 堪ら ず、 胃 險 だが 女中 を 連れて 汽車に 乘 つたの 

だと。 私は餘 りせ つかち なの を 叱った。 それから 山 内へ。 

神： e の 父が 安子 を 訪ねて 下さった さう だが、 安子の 病狀は それ 程危險 とも 《^ えな、 唯、 熱が 昨朝 は 1に十 五 度し かな かつ 

たが、 タ方には三十八度に=^-ったとのこと。 こんな ひどい 熱の 差！  11^ になって ならない！ 

六月 二 十九 水曜〕 晴。 凉し。 朝、 家事 を濟 ましてから、 泊り がけで 平 嫁へ 行く。 安子 はずつ と 弱って ゐた。 少しも 食 

愁が なく、 胸 や 股が 一 帶に 痛い とこ ぼして 31^ た。 ひどく 氣が 立って いらくして ゐる。 出来るだけ 慰めながら、 時 を 過す。 

熱の 合 は 少しよ くな つた。 

六月 一 11 十 B。 佥曜" 晴" 暑し。 夢ば かり 兑て 居て 朝早く ほが 覺め、 海岸 を 少し 散歩す る。 安子の 住んで 居る 小さな 家 を 見 

1^」 ると、 私の 吸に は、 故知らぬ 淚が涯 しなく 溢れ出て 来る。 恐らく あの 家 は 彼女の 可哀想な 生涯の 最後の 住家、 或は 彼女の 

魂の 墓と なること だら う。 死 を 恐れない と 云 ふ。 けれど 彼女が 息 を 引取る 瞬間 を 想像す ると、 私の 巩 I 怖 は 高まる。 多分、 此 

の^の 多くの 物が 彼女 を 捕へ、 彼女 を 永久に 苦しめる 事で あらう。 あの 家、 あの 粗末な 住家が、 悲劇の 舞臺 になら うとし つ 

つ ある。 私 は るに 忍びない！ 

漁夫 は 此の 契し い 晴れた 朝 {- ^-の 下で は、 何も 起らない かの 樣に、 網の 手 入 をして ゐた。 人 問の 生活 はなん とお 互に かけ 離 

れてゐ るの だら う！ 

午後、 i は 寺 博士が 訪ねて 来た。 雨 肺の カタル は 幾分よ くな つたと いふ こと だ" 

夕方 歸京" 平 塚驛で 佐々 木 博士に 會ふ。 博士 は、 安子の II 狀は 甚だ 危險 で、 nl^ 非 家族の 者が 一 人 始終 看病す るが 好い と、 

巧： みなげに 云 はれた。 两 川で 蒲團、 その他 少々 買物。 丸 花で 夕食" 

夕方 「新潮」 を讀ん だ。 壬 生 馬の 「信 子へ」 と、 私の 「クロポトキンとの 會見 記」 が 出て ゐた。 壬 生 馬の は 非常に 悲愴な 物で、 
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非常に 力強い 表現 だ。 併し 小說 としてみ ると、 構想 を 急ぎ 過ぎて、 感情の 調和 を缺 いて ゐる。 

かくて 六月の 月 は 永久に 去り 行く。 

七月 一日。 土曜。 雨。 陰鬱。 家事 をす る。 甚だ 無味乾燥で、 退屈 だ。 長く すて. - おいた 吉 川への 手紙 を 書く。 

暗い 考 へが 今日は 絕ぇ 間な く 起る。 私 は、 以前に 二三 度 自殺す る 心 持に 誘 はれた 事が ある。 人世に 於け る 生存に 何の 價値 

と 意義が あるの だら う。 八は單 にお 互の 愛憎に よって 結ばれ、 墓まで 蓮 ばれる に過ぎない。 自殺 は 殺人との み 比較し 得る 漾 

な罪惡 だと 責め ら る ベ き 確固 たる 理由 はない。 

朝、 神 尾が 訪ね 來る。 十日に 親類 全部 を 晩餐に 招待す る 由。 

「新 小説」 を讀 む。 得る 所な し。 こんな 下らぬ 物を讀 むの は、 やめなければ ならぬ。 足 助、 佐 藤孃、 菊 野、 高投 等に 手紙 を 

出す。 

まだ 八 時 半 だ 0  ft  An  Approach  to  Walt  Whitman  > " を 讀み はじめよう。 

はるが 今日 安子 を 見舞に 行った。 はる は、 礼幌 から 歸 つて 来たの を 見た 時よりも、 ずっとよ くな つて ゐる樣 だと 言 ふ。 

行 郞も平 嫁へ 行った。 だが まだ 歸ら ない。 

七月 十一 B" 火曜" 私 は 長らく 日記 を 怠って ゐた。 怠って ゐた 間に、 安子の 身體は 歩一歩と 衰 へて 行った。 悲痛の 極 を 味 

はしめ る。 媚繁 に、 烈しい 咳 を 止める 爲の藥 を 取る ので、 胃 を ひどく やられて 食愁を 全く 失って 了った。 その 結 5K 衰弱して 

來た。 彼女 は 何も 云 はず、 仰向けに 寢て 屍の 樣に 眼を閉 ぢてゐ る。 私 は その やせて、 悲しげ な 死人の 樣な顏 をい つも 何とも 

云へ ぬ 憐れみと 恐ろし さと を 以て 眺めて ゐる。 神 尾の 父 は 全く 望み を 捨て. t しま はれた。 そして 我々 に殘 された 唯 1 つの 必 

要な 心 懸け は、 來 るべき 災難に 對 してし つかり 備 へる こと、 傳染 しない 嫌に 用心す る ことで あると 云って 居られた。 併し 私 

自身と して は、 何とか してやら 5 と 云 ふ 望み を 捨てる ことが 出来ない。 私 は 彼女が 最後の 息 を 引き取る まで、 あらゆる 方法 

を盡 して 彼女 を 癒して やらう と 云 ふ 望み を 持ちつ やけよう。 


も 一 つの こと は、 小說を 書かう と、 切 資に考 へて ゐる こと だ。 ハ-バ ー ト 滞在中の 內的經 驗を表 はすよう、 ゆるく 構想 一 

を 練って ゐる。 私 は その 精神的 革命の 時代に、 幾多の 試練 を經 た。 . 

神 尾の 晚錄會 が 昨夕 紅葉 で 行 はれた。 三十 人 以上の 客が 來た、 その 中には 福 島 大將ゃ 中 村彌六 氏が 居た。 始まる 一寸 前 

に ひどい 夕立が あった。 階上の 廣 間からの 眺め は、 爽快と も 何とも 言へ ぬ 程よ い。  ： 

今朝、 神 尾へ 昨夕の 招； の 御體に 行った。  . 

これから 執 籤に か X る。 (丁度 十一 時 だ)。  i 

七月 十二 日。 水曜" 雨。 終日 在宅" 愛子 及び その他の 来客が あつたので、 仕事の 妨げに なった。 

夕方、 私 は面會 で大變 疲れ、 又お 腹が 一杯で とても 家に 居られなかった。 そこで 大雨の 中.^ 出かけ、 電車で 橋へ 行き、 

それから 市 村 座へ 一寸 芝居 を 見に 行く。 幸 ひなこと に 菊 郞と 吉右衞 門が それ-^ 「班 女の 前」 と 「渡 鳥」 を 踊って ゐた。 

舞踊 は 完成 件， された もので、 櫓の 樣な うっとり する 幻想 を與 へた。 此の 二人の 前途 ある e 仅者を 始めて 見た。 

七月 十 I 一一 日。 木曜。 豪雨。 愛子と 一 緖に平 塚に 行く。 安子 は大變 喜んで 迎 へた。 愛子の 病人への やさしい 心 やりで 慰めら 

れ たらしい。 愛子が 歸 つてから も、 愉快 氣に 見えた。 本 當に稍 i 良い やう だ" 唯 EE が惡 いので、 胄の 痛む の を 心配して 食事 一 

を控 へて ゐる。 

東京に 歸る 途中、 鎌 倉の 千代 田の 處へ 行って、 暗い 陰氣な 家で 一 夕 過したくて ならなかった。 その 誘惑と 戰 つた あげく、 一 

遂に 私の 良心が 打ち勝って、 誘惑され ずに 歸宅。 實に 嬉しい こと だ！ 

夜、 15- 稿に 手 をつ けたが、 感興が 湧かない ので、 暫くして やめた。  _ 

七月 十四 曰" 朝 暴り、 午後 晴" 中元の 品 を 買 ひに 下町へ 行く。 三越で 寰食 をた ベてから、 神 尾へ 男爵 を授與 された 一 

お 祝 ひに 行く。 父上に はお 會ひ 出來 なかった" 父上 は鄕 里の 村の 人達に 招かれて 明朝 御 出發の ir 

とち 

歸宅 後、 少し 執 箪。 夕食後、 山 内へ 母上のお 伴 をして 行く。 夜、 足 助が 來て、 十一 時まで 居た。 K が 來て金 澤の藝 者と 深： 
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い 仲に なって ゐる こと を 白した。 其の 爲め 金の 必要に 迫られて、 私に 何とかして ほしいと 云 ふ。 彼が 早 晚關係 を斷っ 決心 

をして ゐ るの を 確かめ 55 たので、 私の 力の 及 ぷ範圑 で 何とかし ようと 云った。 彼の 話で は、 彼が 愛し、 愛されて ゐる藝 者 は、 

金^の 者の 巾で も、 最も 位 §1 ^の 高い もので、 有名な 人が 澤山 (その 中には 橫山、 片岡、 及び 金澤. 師 團の參 長が 居る) 彼女 

と 親しくなら うと、 あせって ゐる。 だが 彼女 は K に對 する 愛に 忠實 で、 それらの 申し出 を 堅く 斷 つて ゐる。 今まで 彼女 は 決 

してに に^ 神 的な 苦 勞を訴 へなかった と。 

數 H 前 島 崎 藤 村 氏が 歸 朝した。 壬 生 は 喪亭で 氏と 夕食 を 共に した、 小山 内 や 山 内 も 出席した。 私 も 招かれた が 出なかった。 

七月 十五 日。 小： 曜。 IT 限 も くらむ 程の 日の 光、 大變 暑い。 

と ，つく 腐 Ssj に はいった。 両親と 青山 地に 行った。 

格別 變 つたこと もしない。 霜ね ぐ 恥 かしい。 

七月 十六 日。 R 曜" 快晴。 室内で 八十 三度。 行郞 の， 11^ 別の 園遊會 が、 花 月 花壇で ある 日。 丁度 今日は 小僧 や 女中の 藪 入り 

だ。 天氣 はよ し、 おまけに RT 曜 である。 その 爲め 電車の 混雑した こと、 少々 恐ろしい 程だった。 そこに 集った の は、 番町、 

紀尾 井町、 高木、 佐 藤 及び 山內の 人達 全部と、 召使 ひも 入れて 三十 二人に 上った。 どの 家 も、 主だった 人達が 皆 出て ゐた。 

我々 は 十一 時 先方に 着いた。 場所 は 美しく、 便利に 出 來てゐ た。 お 内儀の 娘が 接待して くれた。 大變 魅力の ある 娘 だ。 子供 

等と 思 ふ 存分 遊んだ。 八 時 頃、 歸宅 U 安子が 此の 會の樂 しみに 與る寨 が 出来なかった の は可哀 さう だ U 

昨 n 高木に 手紙 を霤 いて、 高木の 方に 何 か 誤解が ある 樣 なので、 御兩 親が 先月 二十 七日に 訪問した 趣意 を 率直に 述べた。 

i€ 木 は 夕方 電話 を かけて 来て、 私が 彼に 云った 全部の 事 は 承認で きないと 言った。 がまた、 彼 は 決して 父上の n 一 曰 葉 を 誤解し 

た覺ぇ はない と 確言し、 近い 中に も 一度 會 つて、 もっと 詳しい 設明 をしょう と 云った。 何 だ 馬鹿らしい！ 

七 月 十七 日。 月曜。 晴。 暑し。 九十 度。 終日、 安子の 許で、 お 互に 深く 理解し 同情し 合 ひつ- -暮 した。 若し 彼女と この 上 

なく 親しく 出來、 そして 緊密な 理解に 入り 得たならば、 それ は 私に 取って この 上な く 心 慰む ことで ある。 彼女 は 何も 云 はず 


に、 まる で^かに 眠って ゐ るかの 樣に眼 を 閉ぢて 仰向けに 寢てゐ た。 しかし、 ぢ つと 私の 手 を 握って、 移り 變る 運命 を 絶え 

ず 共に した、 彼女の 友で あり 防衞 者で ある 愛する夫が 側に 居る の を 十分 意識して ゐた。 

かくて 平和な 靜 けさの 中に、 日 は 夕暮に 近づいた。 四時 五十八 分の 汽車に 乘 つて、 家に 歸る。 御 兩親は 彼女の 健康 を 案じ 

て、 私の 蹄り を 待って 居られた。 歸途、 山 本に 立ち寄る。 

七月 十八 日。 火曜。 晴。 暑い。 夕方 雷鳴、 夕立。 

-ぱは 讚 $s 及び 神 尾の 父の 訪問 を 受けて 過す。 父 は 鄕現御 訪問の 樣子を 元氣に 話された。 村の 入々 は、 その 日が まるで 休日 

か 何 かの 様に 父 を歡迎 した さう だ。 

午後 日 1^ りに、 行 光と 嘵子を 日 比 谷 公園に 連れて行った。 子供 等 はすつ かり 元 氣が なくなった。 そこで スケ， 'トを a- に、 

1 1 ラ ー • スケ ー ティング. クラブに 行く。 其 處には スケ， 'ティング， リンク や 球轉が し 場 や 玉 突 等 々があって 、子供 等 は 大變面 

.n! がった。 それから 小川 寫眞 館へ 行く。 森 川が、 主人から 獨 立して 開業し ようと 云 ふ 計騫を 話した。 誰もみ な 自分の 計畫と 

ゆ を 抱いて、 その 目的地に 達せん が 爲に暫 し 働いて ゐ るの だ。 

その 屮、 神 尾の 父、 父上 及び 二 兒が來 て、 一 緖に寫 した。 父と お別れして、 我々 は 夕方 歸 宅した。 

W 木 しげ (今 は土屋 〕 が 電話で、 父が 十二 日に 死んだ ので 北海道に 歸る ところ だと 知らせて 來た。 夜、 壬 生が 話 L に來 た。 

彼 は、 先日 五來 夫人 C 島 村 勞を訪 1? し、 彼女から 信 子が ひどい 神經 衰弱で、 食事 も 困難 だし、 ^を あいて ゐる こと も 殆ど 出 

來ぬ程 だと 聞いた と 言 ふ。 そこで 彼 は、 與謝野 夫人に 信 子 を 訪ねて、 本當 にどん な樣 子な のか を：：^、 結婚 問題に 對 する 與謝 

^夫人の 道 ill 上の 態度 を 彼女に 話して くれる 樣に賴 まう と考 へた。 若し 與謝 夫人が、 信 子の 病が ひどく、 そして その 決心 

が、 彼女の 母 や、 その他の 習慣に 依って 强 ひられた 執着 を犧牲 にして や も、 壬 生 と 再び 一 緖 になる 方に 傾いて ゐる 事を發 

見したならば、 彼 は 烈しい 手段 を 用 ひて ども、 彼女 を迎 へる 事に しょうと 言 ふ。 私 は 五來 夫人の 此の 知らせ を 喜んだ。 若し 

それが 本 1〔5 なら、 こちらの 勝利 は 大丈夫 確赏 だ。 
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七 月 十九 日。 水曜。 朝、 稍 i 曇り、 午後から 晴。 

兩 親と 三 兒は輕 井澤へ、 上野 を 九 時の 汽車で 立った。 驛 に見经 る。 皆、 歡聲を あげて 出發 した。 歸途、 山 内を訪 ふ。 偶/. 

話 は 五來 夫人の 報告に 及ぶ。 英 夫の 言に よると、 中村寬 治が、 信 子 は 此の頃む しろ 元 氣な樣 に 見える と 何時も 云って る さう 一 

だ。 此の 正 K 對の 報告 は、 私の 思考に 晴ぃ影 を 投げる。 何と 厄介な 迷路 だら う！  I 

午後から 壬 生の 「孤 驚 鏡 中 影」 を讀み 通す。 主人公 は 私が モデルに なって ゐる。 私 は、 餘 りに 高尙な 人間に 描かれす ぎて ゐー 

る。 顔の 赤くなる 飼 所が 澤山 ある。 ^し 或る 個所で は 我知らず 眼に 淚が 浮んで 來る。 特に 鷗 子に は、 哀れ を覺 える。 だが、 一 

あ. 1、 彼女の 顏！ 彼女 は 時と すると 老婆に 見える 事が ある。 何としても 避け 得られぬ 運命の 重みが、 深く 彼女の 顔に 跡 を 一 

止めて ゐる樣 だ。 私 は それ を 彼女の 眞顏 によりも 寫 腐 (其の 燒 付けが 今朝 屆 いた) に、 尙 一 層 はっきり 認められる。 母から は 一 

全く 見棄 てられ、 父から はな ほざり に 扱 はれて 居る、 寄る 邊 のない 心細 さ。 さう 思 ふと 心が 痛む。 

松 尾から 手紙と さくらんぼ 5 を 受け取る。 一 子 誕生の 由。  „ 

七月 二十 木曜" 晴リ なま あた 乂 かい 微風。  " 

父上に 命ぜられた ffl 事 をし に、 十五 銀行に 行く。 原 田 氏に 會 つた。 氏が 代って すっかり やって くれた。 

それから 九 時 g: 十分の 汽車で 平 嫁へ 行く。 安子 は 前より 少しよ かった。 一日中 別に 何もし ないで 過した" 漱 石の 「三 四郞」 一 

を 多少 興味 を 感じて 讀ん だ。 高級な 人間 は 世間の 男女 を 見下さずに は 居られな いかの 樣に、 不自然な 冷笑的な 態度 を 採って： 

居る。 彼 は 非常に ねじけた 性格 を 持って ゐる樣 だ。 事物 を 上下に ひねくり 週し、 遂に 事物 それ R 身が 本来の 形 や 精神 を 失つ. 

て 了 ふ 程に ひねくり 廻さなければ、 滿足 する ことができな いの だ。 內 心に 於いて は、 決して 彼 は 極めて 敏感な 八 間で はない 一 

の だ" 全 然然らず。 彼 は 全くの、 鹿の 底まで 感情家な ので ある。 かくして 彼 は 作品 を 唯に 幾分 淺 薄に する 許りでなく、 悲劇 

的な 意義の ある 場合に も 喜劇 的に、 ュ 1 モ ラスな もの を も 滑稽 化して 了 ふ。 彼 を 救 ふ 力 は 唯、 彼の 比 较的廣 い 知識と、 東洋 一 

主義の 確固たる 把握に ある。  一 


十 s-sr  so 赛が 訪ねて 來た。 夜が 遲 いのに かこつけて、 泊って 行った。 私 は 彼女に ついて 變な疑 ひ を 抱いて ゐ るが、 

この 推お は 確かな 樣だ。 馬鹿々々 しい。 

七月 二十 一 曰。 曜。 晴。 風 あれ ど 暑し U 朝、 神 尾の 父が 見えて、 氣を 癒す 奇蹟 的な 力が あると 入の 噂す る 占 ひ を賴む 

^について 相談が あった。 神 尾の 母， *^ 見えて 11 じ 事 を 仰し やる。 私 は反對 はしない、 併し それ を 安子に 云 ふの は、 母上が 一 

^適 たと 述べた。 奧野山 氏の 葬式に 列な つたが、 其處で 高木の 老人に 會 つた。 彼 は 私に 先月 二十 七日の 父上の 言 紫に 對す 

ろ 彼の や 度 を說叨 した。 彼の 述べた 事 は腹藏 のない ことだった ので、 私は滿 足した。 

後、 鎌 < ^へ、 新報が 提供した 課題， 「霧」 に關 する 一文 15:5 終へ に 行く。 汽車の 中で、 阅 田 氏に 會 つた。 彼は薩 

^の 人の 中で はたし かに 最も 知識 ある 人間で ある。 彼の 話 は 深く はない にしても、 十分に 譯が 判って ゐる。 鎌 倉に 着いて か 

ら、 お i£2 夫 入の 新宅 を 訪ねた。 千代 子さん は 私を大 變歡迎 した。 此の 冬 以來、 一 賞 ほど 減った と 云って ゐ たが、 そんなに B 

立ち はしない。 それから 千代 田に 行き、 七 i- まで 一 生驟 命に 書いた。 千代 は 胃が 惡 くて、 出て 來 なかった。 

りの 汽車の 中で 椎 名に 會 つた。 大 島が 大變 感じの 銳ぃ 手紙 をよ こした。 宮 原と 原へ 發信。 

今^、 モ 生は輕 井澤へ 曉子を 連れて 出發。 

七月 二十 二  B。 十： 曜。 晴。 時事 新報への 「霧」 を 書き終へ た。 

七月 二十 一一！ 日。 B 曜" 晴。 奢い。 輕 井澤から 手紙で、 四 兒は皆 大變元 氣で樂 しく 遊んで ゐる、 父上 も 母上 も 亦^ 康 でゐら 

れ ろと 知らせて 来た。 今朝、 山 本の 家族が 輕 井澤に 立った。 英、 行郞 及び 私が 驛に 見. 途 りに 行った が、 見つからなかった。 

少し 散 ゆしてから 「腔の 雪」 に 豆腐 料理 をた べに 行く。 散髮。 

午後から 平 嫁へ、 サラダ を 少し 安子の に 持って行った。 母が 本 海 堂？〕 を 連れて 今朝、 見舞 ひに 行って 下さった。 ；？4 は 

安子の 慮で 母に 會へ ると 思った が、 先方に 着いたら、 も、 「歸 られた 後だった。 本 海 堂が 云 ふに は、 安子の 病氣は 肺で なく 腸 

が もと だと 云 ひ、 彼女に もっと 磨と 野菜 をた ベる 樣に勸 めた との 事。 彼 は 又 私の 寫眞を 兌て、 私の 運命 は 甚だ 有^で、 私の 
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性格に は缺點 がない、 そして 事 菜で 成功す るまでに は、 西南に 移る 樣な 運命に ある だら うと 豫 言した さう だ。 

安 千 はずつ とよくな つて ゐた。 唯、 彼女 は 脇腹に 痛み を 感じ、. 咳 をす る 時 は、 特に それが 痛くなる。 

彼女の 咳と 女中の 驟が しさの 爲、 くた つて 1 度 U: を覺 ましたが、 大變靜 かな 夜 を 過した。 

安子 は 毫 所で 働いて ゐる女 を 嫌 ひ 出した。 彼女 は、 その 哀れな 境遇に ついては 大變 憐れむべき であるが、 無責任な おしや 

ベり 女で ある。 

與謝野 晶子の 紫 式部と 和 泉 式部の 日記の 新譯 を、 非常な 與昧を 以て 讀む。 

大隈 内閣 は 今にも 瓦解し さう である。 各方 而の黨 人達が 次の 組閣の， 運命に ついて 心配して ゐる。 彼等の 間に は祕密 の爭ひ 

が 一 杯 ある 様 だ。 聯合， m は 此の頃 非常に 優！^ の 様に 見える。 彼等 は 失った 地方 を 恢復し つ. f ある。 

七 月 二十四日" 月曜。 大變 暑い。 朝の 中、 時々、 雨。 海岸へ 風景 を畫 きに 出かけた が、 雨に 妨げられた。 古い 繪に 少し 修 

正 をして みたら、 幾分よ くな つた。 

午後 二 時 頃、 佐々 木 博士が 安子 を 見に 来た。 彼の 考へ では、 安子の 病氣 は、 外見 程に は惡 くない。 保し 彼女の ii 捽は 可成 

り 恐ろしい、 で 我々 の 義務 は滋 ii{ 物 を もっと 澤山 喰べ る 樣に說 得する 事で あると。 彼 は 夏休み を輕 井澤で 過す. m。 

神 尾の 父 は 接 心に 出る 爲、 鎌 倉 (陶覺 寺〕 にお 出かけ。 宗演師 の 庵に お宿りの 害。 安子に 先頃お 會 ひの^、 生死に ついて 眞 

の 悟りに 達する よう、 全力 を盡 すつ もり だと 仰し やった さ うだ。 安子 はから かって 答へ て、 「お 父樣 は、 人生の その 境地に 

達する のに 今迄-おか- 1 りに なった のです か、 私なん ど は、 そんな 問題 はとつ くの 昔に 通って 來 ました。」 と 言った さう だ。 安 

子 は 私に もさう 言った。 

夕方、 家に 歸る。 しづが 訪ねて 來てゐ た。 

セ月 二十 五 B。  . ^曜" 晴" 風凉 し。 午前中 は、 毅ー の爲に 拓殖 貯蓄 銀行で 六百圓 ばかり 借りて やる のに、 その 書類 を マス 

ヲに经 る 事に 費す。 


午後、 前 i& に會 ひに 行き、 後神 尾へ り 神 の 母に 平 嫁へ 行った 男 を 疑 ひ 初めて ゐられ る" 五 時半まで 話して 歸宅" 英 夫け. i 

が 來てゐ た。 夕食の 頃 毅ー來 る。 夕食後 ビア ノを彈 き トランプ をして 遊ぶ。 

七月 二十 七 曰り 木 曜レ 小 笠 原 諸 から 嵐が やって来て、 問歇 的に 雨と 風" 急に 凉 しくな つた。 

昨：！：、 札 幌夜を 校の 一 女生徒から 手紙と I！ 挑 を 受け取った。 彼女 は 結婚して 子供が 生れた と 言って 来た。 櫻 桃 やその 他 

の 物 を 持って、 朝 八 時 二十 分の 汽車で 平壞に 行く。 驛で 高木？ e 士に會 つたが、 先方 は氣が 付かなかった。 安子 は 少し 好い。 

皮 女 は 少し 食^が 出た ので 本 海 堂の 處方 による 食物で は 十分で ない。 天 氣は大 だ。 まるで 初秋の 日が 來た樣 に 感ずる。 

窓から 兑 ると、 51 にい ためられた 木の 紫と、 花に 被 はれた 草花の 鉢の 物祸 しい 眺めに 心 を 打 たれる。 蜘蛛 は教を 取り込む 

のこ t. しい。 他方、 雀 は 紫の 材料 を 集めに、 絕ぇ 間な く 飛び 廻って ゐる。 こ ほろ ぎの！^ が 敷の 到る 所で 聞え る。 {& の 變化は 

s*- には兑 にれ ない 程、 あわた^しい。 秋の 先驅が 遂に やって 來た。 

^石の 「門」 を讀 む。 

は 安子の 咳が 大變 ひどく、 時々 目を覺 まされた。 彼女の 身 體には 最小限の 氣 力が 殘 つて ゐる だけにな つた。 彼女が 眠り 

i むと、 呼吸が甚だ險"^1|^になるので、 いつ 何時 その 呼吸が 止る かも 知れぬ と 云 ふ 懸念で、 ぢ つと 落着いて 見て ゐる 事が 出來 

ない 程 だ〕 彼女の^ 孔は { や： 氣を澤 山 吸 ひ 入れようと 努力して 擴 がって をり、 股 は 筋肉の 緊張 力 を 失って、 半ば 閉ぢら れてゐ 

る。 ^,^^5.-ぃ憐れみ、 悲し さが、 大水の 樣に 胸に こみあげて 來る。 私 は默々 と、 長い 事ぢ つと 彼女 を 凝視して ゐた。 

彼女の 熱 は 通常、 夜の 八 時に 最高 點に 達した もの だ。 併し 彼女 は、 それが 夜から 午後 1^ くに 變 つて 艰 たと 云 ふ。 だが とも 

かく、 熱 は 夜の 巾に 可成り 下り、 三十 七 度 七 分から 111 十七 度 九分 あたり を 上下して ゐる。 十二 日に 寫 した 寫„ ^を 持って行つ 

た。 彼女 は それ を 熱心に 眺めて、 皆が 非常に 大きくな つた、 殊に 行 in は 大きく 丈夫 さう だと 云った。 

七月 二十 八 or 金 i^" 雨。 風" 雨と 烈しい風の 中に 夜 は 明けた〕 安子 も 殆んど 口 をき かず、 朝は靜 かに 過ぎた。 藥 のせ ゐ 

Lfe ひない。 
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宮寺 博士が 來診。 ： お射 をした。 

二 時 六 分の 汽ポで 東京に 歸る。 美 装した 大變 美しい 女が 私の 傍に 席 を 占めた。 その 容貌と 身體の 均勢 は、 殆ど 完全な 樣に 

思 はれた。 彼女 は 私に 多少 興味 を 持って ゐる ¥ で、 私をぢ つと 見、 私の 方に 身 をよ せて 腰かけて ゐた。 &し 奇妙に も、 私 

の 興味 は 少しも 彼女の 方に 向かない。 それ は 私の 年齡ゃ 身體が 誘惑に はだめ だと 堅く 確信して ゐ るから だら うか。 或は 私 は 

何 か 外の に 興味 を 持ち 始めた の だら うか。 とにかく 私の 美に 對 する 判 斷は、 此の頃 非常に 狭くな つた。 それに ついては 疑； 

ひがない。 或る 女、 月並の 目に は 美しい 女で さへ、 - 吐きた くなる 程 厭な 氣持を 私に 與 へる。 これ は 生理的な のか 知ら。 汽車： 

の 巾で、 ゲ ルハ， レンの 「曉」 を讀 む" それに は 何 か 微妙な、 遠な 物が ある 樣だ。 併し 何となく 彼の 作品 は 强く訴 へない 上 

退屈した。 

家に 歸 ると、 壬 生の 葉霤が 來てゐ て、 「 ミレ ー」 に關 する 文 を 「新 小說」 に 書く 観に 勸 めて 來た。 承諾す る 積り だ。 一 

r が堅實 になり つ.^ ある 事、 そして 心の中で あっても 誘惑に 容易に は 負けぬ 事 を 喜んで ゐる。 之が 靑 春の エネ ルギ， の缺ー 

乏 から 來てゐ るので なければ よいが。  一 

4J 月 二十 九 B"  土曜" 强ぃ 風と 雨。 原 田が 電話で、 一緒に 勝 見 を 訪ねに 行く かどう かと、 尋ねて 來た。 雨の 中 を 外出した 一 

力った ので、 彼 を； 說き つけて 行く 事に した。 彼が 來 たので、 1 緒に 八幡まで 電車に 乘 つた。 この間、 雨 は 烈しく 降り注いで ゐ 一 

た。 勝 as 處は 停車場から は 遠くない が、 人里離れた 場所であった。 門 を 叩いた 時 は 彼 はま だ 寢てゐ た。 昨夜 電車が、 何 か 

故障 を 起して 止って 了った ので、 彼 は 車中で 夜 を 過した のだった。 彼 は 思った よりよ かった。 殆 んど變 つて はゐ ない。 花 は 

家の 周りに 出 鰭； S に 咲いて ゐた。 その 爲に 寧ろ 粥-しげに 見えた。 III 時まで 話し、 風雨の 中を歸 宅。 墨 W の 土手の 眺め は 1 寸 

珍しかった。 直ちに 廣まを 思 ひ 出させた"  _ 

ミ レ ，， の解說を窗く事を引受けたと壬生馬に，^^答。 夜、 ミレ， に關 する もの を 少し 讀む。  一 

七月 ii 一十 B。 曰曜。 朝、 雨。 午後から 晴れ 始める。 凉 しい。 


ag は 過ぎた。 千 住 その他 二！ I! ケ 所に 出水した が、 餘り ひどい 事 もない と： K ふ 話。 

：、 レ， 'ズビ 少し 勉强 しょうと 思った。 だが 恥 かしい ことに！ 朝の 中 は搶を 描いて すっかり つぶして 了った (平 塚の 海岸)。 

,3- はつ まらぬ、 弱々 しい 物に なって 了った。 午後から ミレ， を 勉強し始めた。 そこへ 札 幅の 高 杉 博士ん 思 ひがけな く 來訪レ 

ira 卜： は 御殿場で？ S かれた 年 會の會 1  ピ 出席した ので ある。 氏の 妻 はま だ .：8^ である —— 氣の毒 だ。 又 末 光信 一 二に つ 

いて 大變 不思^な 話 をした。 四月 以來、 彼 は 北 九條小 3^ 校の 敎師 をし \」 ゐる渡 邊と云 ふ 娘と、 關 W はない としても、 兎に角 

iif い 友人 關係 になった。 彼女と 二 時、 三時まで 戶 外に ゐ るの は 珍しい 事で はなく、 親しい 手紙の やりとり をして ゐ ると は、 

胸の 惡く なろ 話た。 遂に 末 光の 處に 住んで ゐる賀 茂が、 高 杉 を 訪れて、 すっかり 話した。 そして 末 光 は 今、 彼の 許婚と 結婚 

する 爲， 彼の 鄕 里に IHJ る さう だ" 何て 不思議な 事 だら う！ 

博士と n: 河 展 で 夕食。 深い 印象 を與 へる 褒 li な顏 をした 娘が 給仕 をした。 通りで 赤 木に 會 つた。 

化は孜 々と ミレ ー に關 する 參考書 を 贖んだ" まだ 決った 構想が 展開し ない。 

七月 1 二十 一日。 月曜" 時々 雨、 夕方 殊に 暑い。 終日 ミレ， の 勉強で 過す。 夕方、 上野 驛に 高： §士 を見逡 りに 行く。 それ 

から 高 W の 足 § の處へ 行く。 先方へ 着く と 爽快な 夕立が 来て、 美しく 晴れ 涉 つた 鬼子 母 神の 近逾を 散歩す る。 彼 は 事業が 餘 

りょく ならない と 打ち明けた。 それから 一緒に 四 谷に 来て、 少し ビ， ルを飮 み、 家に 歸り、 十 一 時半まで 話した。 

市 岡が 訪ねて 來た。 彼 は 今年 大學を 出て、 朝鮮の 自分の 家に 歸 らうと して ゐる。 ジャ- 'ク ，口 ン ドンの 「野性の 呼び a^」 の魏 

譯を 終へ、 それ を 出版したい 希望 を もって ゐる。 彼 を激勵 してやった。 

八月  一 B。  . ^曜" 快晴に して 心地よ い 風" 朝、 家計の 一 ヶ月の 勘定 をす る。 收支約 二 千 M。 母上 は歸 京な さらずに、 ずつ 

と！： 井澤に 御 滞在と 決定の 由。 母を變 へた。 今度の は 餘り適 常で はなさ さう だ。 でも 仕方がない。 彼女 は 服 鏡 を かけて ゐ 

る。 それが 非常に 損で ある。 原 W が 朝の 中に 来た。 トルストイの 「闇に 輝く 光」 を 貸す。 

八月 二 B" 水曜。 今朝、 正 八 時、 二 年 近くの 苦しい 試練 を經 て、 我が こよな くいと しき 最愛の 妻 逝く • 臨終 に 居 合せた 
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の は 私 だけだった。 彼女 は 嚴肅な 靜 けさと 見事な 諦ら めと を 以て、 最後の 息 を 引き取った。 

その 夜 八 時半 頃、 納ほ 花を顏 のま はりに 飾り， 花嫁と して 自分で 化粧した 時よりも 美しく してやった。 志 摩が 彼女の 爲 

に 化粧 をして やって くれた。 

陰 戲な夜 は、 神 尾の 父母、 兩親、 志 摩、 隆 三、 よし、 及び 行に 守られて 過した。 

八月 HB。 木曜。 夜、 安子 を 火葬-;! へ 速れ て 行く。 家 を 出る 頃 は、 曇り 月だった。 野天で、 何處 かの 誰か^ 荼 毗に附 せら 

れて is た焰 が、 遠くから 見える。 しみぐ と 悲し さを覺 えしめ る。 

八月 四 10。 金曜" 火葬場に 九 時半 頃 行き、 安子の 最後の 灰 を 集め. それ を 胸に 抱いて、 我々 は 十 一 時の 汽車に 乘り、 I 時 

頃 家に 着いた 11 安子が 長い間 心に 懷 いて ゐた 家に。 骨壶を 床の間に 置いたら、 涙が 溢れて 來て 堪らない。 とう ^彼女 は 

灰になって 家に 歸 つて 來 たの だ！ 

大勢の 客。 通夜 等々。 

八月 セ Bu 月曜" 葬式の 日。 式 は 七 時から 靑山齋 場で 行 ふ。 宮部 博士 司祭。 田 島 牧師の 說敎。 柳 夫人が 「アベ • マリア」 及 

び 讃美歌 を 敬った。 八 時から 順次 一 般 の來會 者が 骨壷の 前に 進んで 、告別した。 埋葬 その他 一 切 を 終った の は 十 時 頃だった。 

家に 歸れ ば、 わびし さ 悲し さ 極り なし。 機會 さへ あれば も 安子の 名 をつ ぶやくの が、 私の くせになった。 これによ つて 

私 は 慰められ、 そして 彼女 は 私の 呼ぶ のに 答へ る 樣な氣 がする。 1!^ 式 前 は、 安子の 寫眞は ほ. 1 ゑみ、 心安ら かな 樣に 見えた。 

けれど その後 は、 悲しげに、 葬った 私 を 咎めて ゐる樣 だ、 と 思へば 悲し さが 迫る。 

八月 八日。 火曜" 晴天の 護 中， に、 夕立の 樣な雨 を 伴った 妙な 天氣。 

葬式に 關 した 一切 を處理 する ので 忙しい。 直 良と 飯 田が 大 1- 働いて くれた。 今日は 安子の 初七日に 當 るので、 我々 は 直 良 

と 飯 田 を 招いて it 亭で 夕食 を 共に した。 彼等 は 何とかして 私 を 快活に しょうとして くれた。 彼等の 親切 は. 8 かった が、 ど 

れ 程た el! りに なって、 悲しい、 樂 しい 憶に、 ひたすら 浸りき つて 居た く 思った 率で あらう。 八日の 月 は 雲間に 輝き、 眠 


れる 町に な 光り を 投げて ゐ た。 

八月 九 曰- 水曜。 昨日と 同様な 天氣。 

終日、 事務 をと る。 私 は 昨日 も 今日 も 早朝 墓に 行った。 昨日 は 一 人で、 今 y は 母上 及び 毅ー と 一 緒に。 

日が 經 つに つれて、 彼女の 在りし日の 思 ひ 出 は 私の 心の 神聖な 秘めた 一 隅に 具 體 的な 形 をと つて 結晶す る" 併し 身 體が殊 

に 疲^して ゐて、 眠っても、 私が こがれて ゐる夢 は 少しも 見ない" 一切 は ^虚 である。 

八月 tor 太曜〕 雨、 時々 烈風 を 伴って ひどく 吹きつける。 

九 時 S 汽車で 輕并澤 へ、 父上 及び 底 良と 行く。 父上 は 九日から 少しお 具合が よくない。 年寄って から 烈しい 打 擊を受 げら 

れて、 實 にお 3:^ の 毒に 耐 へない。 ニ時輕 井澤 着。 子供 等 は 大喜びで 迎 へた。 可哀 さう に、 彼等 は 母の 身に 起った 事 も 知らな 

，/1  /  いの だ" 行 光 は 私が 何故 彼に 會 ひに 来たの かと 靠 ねた" 彼 は-取り返し のっかぬ 喪失 を 漠然と 感 

づ いたらし い。 淨月庵 は 高臺に 立って ゐて、 輕 井澤の 平原の 廣々 とした 景、 色を兑 晴らす、 氣持 

のよ い 小： E である。 秋の 野草が 四邊を 悲しげ な 色と 姿で 飾って ゐる。 それ は 孤獨な 魂の 住家に 

ふさ はしい 場所で ある。 私 は 安子が 遣して 行った 書き物 を 一 牛： 懸命 集めて みょう。 

彼女の 死に 就いての 感概 は、 「白樺」 に霄 くつ もりで ある。 

夜、 大嵐の P: 來。 併し 私は大 變疲勞 して ゐ たので、 九 時半 以後 は 起きて ゐられ なかった から、 

すぐ 就寢 U 

八月 十一 Bu 金曜) 降雨. 暗い {tr まるで 天が 私に 泣き 續 ける やうに と說く 如く、 雨 は 陰 に 

降り 續 ける。 もう 十分 だ、 十分 だ！ 神 尾へ 手紙。 或る^ 務 上の 手紙 を 晨學校 及び 毅 一 に^^Iく。 

午後から 行と 敏を 連れて 下の 町へ、 愛子と 生 馬の 來 るの を迎 へに 行く。  二 時半 頃、 彼等 は 自動車で 來た。 私達 は 人力 审で 

1. 二： 兄 は 牛； 馬と 曉 子が 訪ねて 來 たの を 非常に 喜んだ。 
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夕方、 愛子が 訪ねて 来た。 

安子の 日記の I 部分 を 肇寫 する。 

夜、 父上と お話しして 過す。 ぉ氣の 毒に、 此の頃 は、 何とお 年 を 召された 事 だら う。 

風雨 は 夜まで 荒れ 續 けた。 今 九 時で ある、 風の 吹きす さむ 音 や 屋根 を 打つ 雨の 音が はっきりと 聞え る。 壬 生 馬の 話で は 東 

京 は 昨 H: も 今日 も 晴天 ださうな。 

先月の 末に 測った 子供 等の 體重 は 次の 如くで ある。 

行 光  四 • 六 〇〇 

0 子  四 ニ〇〇 

敏 行  I 亍八 〇〇 

行 三  手 五 II10 

八月 十二 Da。  土曜。 輕 井^で は 雨、 山 田で は晴、 風 あり。 

雨が 絕ぇ 間な しに 降り 續け るので、 父上に、 も 少し 低い 處へ小 旅行 を 致し ませう と 申し上げたら、 父上 は それに 賛成され 

た。 そこで 軻 井澤 を 午後の 汽車で 立った。 追分に 着く まで 雨 は强く 降って ゐた。 けれど 小 諸に 藩く までに は 晴れ 出し、 小 諸 

では 雨の け は ひけ、 少しもなかった。 往來は 乾いて ゐた。 人々 は 傘 を 持たずに 歩いて ゐた。 勿論 {r^ に は if が 少し 殘 つて ゐて、 

何時 一緒に 集まる かもしれ ない 樣子 ではあった。 一時間 四十 分程乘 つて、 戶 倉に 蕾いた 時 は 天氣は 段々 晴れ 涉 つて、 非常に 

烈しい風が ある だけだった。 上 山 田まで 人力車 を 履った。 道 は筑摩 川を橫 切って ゐた。 此處 は寶に 貧弱な 土地で. 殊に 車屋 

に案內 された 5? 尾 は 全く 哀れ だ つた。 夜の 一 一時まで 眠れな か つ た。 

樣々 の 事が、 追^に 浮ぶ。  . 

安子の 思 ひ 出が 私 をし つかり 捕へ る。 彼女の 多くの 德を思 ひ 出す と、 自分が 恥 かしくなる。 あ  > -、 彼女な き辦 しさよ！ 


\ 


彼女 は 亡くなって から も £r 生前より 以上に、 はっきりと！ 5^ の 中に 生きて ゐる樣 に 思 はれ 

る。 安子、 私 を 一 切の^^惑から守り、 永 jifl- の？^ - 命から 課せられた 私の 仕事 V 完成す る樣に 

^いて くれ！ 

月 は 此の 夜、 美しかった。 眠れなかった の はこの 月の ためで あるら しい、 本當 に。 

八月 十 III 日。 rH 曜。 大變 晴れた 好天 氣" 車中 九十 度の 暑さ。 

今朝、 此の みじめな 宿 を 立って、 別 所に 行く 事に 決めた。 十 時の 汽車に 乘 つた。 上 W に 

着いたら、 馬車が 出る まで 三十 分 程 間が あった。 私 は それ を 利用して、 大急ぎで 早 川を訪 

ねた。 彼 は 私の 思 ひがけない 訪 間に 驚いて ゐた。 彼の 妻 は 足が 激しく 痛む ので 寢てゐ た" 

一 一人 は 私の 訪問 を大變 喜んで、 早 川 は 馬 草の 發着 所まで 逢つ て くれた。 

馬車 は 所謂 「阆 太郞 馬車」 である。 道 は 平 组で鋪 装して あるが、 馬車の スプリングが 惡く 

て 、梨って ゐる者 は 全く 加減が 惡く なろ 位 だ" 途中の 村落 は養蠶 菜の 地方 的中 心地な ので、 

四邊は 美しく 綺 で、 豐 かに 見える。 農家の 建築 は殊 私の 注意 を惹 き、 甚だ〕， 5- に 入った。 

別 所に 兑 事な 處 だった。 云 ふまで もな くこの？ i 泉の^ 原 は 古い。 謹 初 川と 云 ふ 小川 (川 は男祌 山と 女神 山の 間に その 源 を 

澄して ゐる" 故に 此のお あり) に 沿って、 立って ゐる 僅かば かりの 宿屋 は、 大 變ト； I く、 雅趣が ある。 {:?は板：^!別鉈。 その 設 

備 は个； く 常世 風で、 風呂場 は 綺麗だった" 私 等は樂 しく 此處に 滞 "仕した。 熟睡" 

八月 十四 B。  R:il:。 快唷。 五 時 前に 床から 出て、 獨 りで 常樂寺 (齊 洞き 及び 安樂 寺 C 天台宗) に 散^に 行った" 大變 

卜 U ぃ搭 OK ネ 以上) は 訪ねる 値 打が ある。 構造 は 非常に 特色が ある (八角形で 四 階から なって ゐ る)" 寺 を 去る 時に、 as が 讚-数 

を 始めた。 —— 大變 愉快になる。 山門に 達する と、 太陽. かきら くと 輝き 始めた。 立ち 止って 我知らず H 光に 踡拜 した。 

の 太陽 こそ、 死生の 闘 ひで 苦しんだ 安子の、 病んだ 心に 大きな 慰藉 を與 へた 太陽な の だ。 〔此虚 に 挿^ あり、 略す〕 
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それから 安樂 寺へ。 格別 珍しい ものな し" 

九 時！ で 別 所 を 立ち、 上田から 汽車で 輕 井澤へ。 驛で緒 方に 會ふ。 彼 は 今、 長 野 縣廳に 居る" 大變 肥った。 

私達が 家に 着いたら、 子供 等 は 限りなく 喜んで 迎 へた。 

汽車の 中で、 私 は 安子が いろんな ものが 食べたい と 言った 事 を 思 ひ 出した。 その 中には 鹽鮭 や、 林檎 や、 梅干の 入った 昆 

布 茶が あった" 私 は 彼女が 生きて みる 間に 望み を かなへ て やらなかった。 雷： 大な 義務 を 怠った と 云 ふ 事が、 今日、 私 を 苦し 

める U 餘り にも 多くの 後悔が 私 を 襲 ふ。 何故 私 はもつ とや さしく 彼女 を 看病して やらなかった 事 だら う。 

午後から 一生懸命に 彼女の 日記 を寫 す。 夕方， 子供 等と プ.' ルに 散歩に 行く。 

山 本の 人々 は祌 尾の 住 0^ をき める のに 忙しかった。 

夜、 月が 类 しい。 あはれ を 催さし める。 グェ ランダから 長く く 見つめて ゐた。 

； t 尾から Is, 報で、 明日の 午後 着く と 知らせて 来た。 

足 助が 又も 相場で 失敗した ので、 金 を 少し 经 つて くれと 書いて 來た。 

御^から 死去の 知ら せ を 受け 取った。 

佐 藤鎞が 東京に 來て、 私に 會 ひたがって ゐる。 

八月 十五 日。 火曜" 日中 は晴、 夜に なって 靜 かな 雨。 

朝の 中、 壬 牛： 馬と テニス をす ろ。 腕が 非常に 堅くな つて、 ペンが 持て なくなった。 そこで 朝 は 結婚 直後に 書いた 安子の 日 

記 を 讀んで 過す。 可哀 さう に！ 彼女 は 彼女の 餘 りに 强ぃ 愛の 爲 にあん なに 苦しんだ。 そして その 頃で さへ、 彼女 は 私と 宿 

命に よって 結び付き、 決して 別れく にされ ぬ爲 に、 死にたい とさへ 云って ゐる。 彼女の 愛情 をし み-^ 感じる。 此の 凡俗 

な 世界に 於いて、 非 利己的な 愛 を 見出す に まさる、 仕 合せな 幸， 1 な 事 はない。 私 はお 前に 感謝す る、 安-十！ 

私 は絕望 的な 淑 しさの 慰安者 を 誰か 或る 婦人に 見出す 時が 來る かもしれ ない。 誰に それが わかちう I 併し 此の 瞬間に 於 


いて は、 . ；ハ前 は 私の 心の中に 大變强 く、 懐かしく 生きて ゐて、 私が 他の 女の 同情 や 愛に 惹き付けられる^ は 到底 考 へられな 

い。 私 はれ illli:;!^ い 入 問で ある" 私 は 今後 獨身 を：； ぬける つもり だとお 前に 保證 する の は 避けた がい \ 。^し 私が 結婚し ないで、 

心の ごく 神^な 一 隅に お前の 思 ひ 出 を 大事に しまって おく 事 は、 私に 取って こよな く 心の どかな 事で あり、 又 慰めで も ある 

と云ふ事だけはぉ前に云ひ？>^られる。 さう ある 樣に お前 は、 私 を 何時までも 何時までも 守護し、 激勵 して ほしい もの だ。 可 

哀 さうな 子供 等を考 へても、 結 捲し ないで ゐる 方が、 手當り 次第に 彼等の £11 に 新しい 母 を 選び出さう とする よりも、 遙 かに 

5? ましい 樣に思 はれる。 

神お の 父と 敬 子が 13^: がから 來 たの を 驛に 出迎 へた。 どれ 程、 私達 はお 互に 思 ひやり 合った 事 だら う。 

彼等 は 山 本の 附近の 家に T 落着いた" 夕方、 弟と 古川と 又 テニス を やる。 夕食後、 山 本に 行って 神 尾の 父に ぉ會 ひする" 子 

供の 游戲 を大變 面白がって Oi3 られ た" 

柳 及び W 島から 受信。 兩方 とも 甚だ 熱烈な 同情 を 表 はして ゐた。 十分に 感謝の 意 を 表する 道 を 知らず。  ， 

行郞は 十四 rH 附で 返事 をよ こして、 現在の 日本の 社會狀 態で は、 彼 は どの 娘 も 愛する 事が できない。 若し 愛し 得る 者が あ 

つたなら、 彼の 祖國と 彼の 愛する 家庭 を 去る に當 つて、 もっと 幸福に、 又もつ と强ぃ 感槪を 催した であらう と。 可愛い 奴！ 

4 つ： i の 0 一 II ふ 事 はなん と 鋭く 私の 心に 訴へ るの だら う！ これ は 現今の 日本の 敏感な 靑 年の 誰もが 發 すろ 叫びで ある。 私 はこ 

れに 酬いる 爲に 働かねば ならぬ。 此の 事 は 實に差 迫った 仕事で ある。 

祌： g の 父が、 兩 方の 母 は 限りない 悲しみと 暑さに も拘 はらず、 元氣 にくらして ゐ ると 知らして 下さった。 

報 £1 替で行 郞と足 助 へ 经金。 

八月 十六 nP 水曜。 行 郞が丹 波 丸で 米^に 向けて 日本 を出發 する 日。 

八月 十七 木曜" 晴" 凉し" 神 尾の 父と 子供達と 一緒に 古瀨溫 泉に 行く" 輕便鐵 道 はぐる く迴 つて 山脈 を 上り、 顶上 

に 至ろ に は 長時間 を 要する" 溫 3^ は 谷間の 人里離れた 片隅に 在る。 別に 人の 目 を 惹く所 もない。 辨當 をた ベてから 步 いて 輕 
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井澤に 歸る。 {^ ヒの 眺め はかなり 壯大。 私 は あの あたりの が 大好き だ。 

夜 は 山 本で 花火。 子供達 大喜び ひ 

八月 十八 B。 金曜。 晴" 凉し。 タ方 4r  Hi- 朝に 散歩。 甚だ 佳し。 終！ H 安子の afii 輯に费 し、 結了す ろ を s -。 父上 は それ 

に 「松 蟲」 と 御 命名-題字 を 書いて 下さった。 S 分の 義務 を 架して 嬉しい。 私 は これ を 明日 小に 持って 歸り、 印刷に 迥 さ-つ。 

夜、 父上 及び 生^と 打ち解けて 話す。 

八月 十九 + 曜" 輕井， ザ t では 晴、 東京で は 雨" 父上、 生 馬 及び 子供達と 散歩し、 それから 神 一:^ の 父 や 私達の 爲 めに 開か 

れた 午餐に 行く。 豐川 夫人の 家族 も 招 ばれて ゐた。 

nls- 五十：， ュ 分の 汽車で iss へ 行く。 太郞 31 行" 高等 商業： 一校の 英 人敎. 師と 赤^まで した。 戸川が 驛 に出迎 へた。 東京 は 

雨" 忽ち 憂 ii な 思 ひに とざされた。 家に は 母上お！^ りだつた。 疲れた、 ひどく 疲れた。 

八月 二十 曰" HI 曜 U 快晴" 早朝、 1« 上と！ 緒に 安. h の 墓に 詣ず。 田 村の 名 1 があった" 家に 歸 つてから、 悔み状 をす つか 

り讀 む。 泣かされ たのが 澤山 ある。 

午.： r  ，： i=< 子が そこ はかと なく 書き止め たもの を 集めて 過す。 夕方、 山 内から 晩餐に 呼ばれた。 S 上と 一緒に 斤く。 ひどく 

暑い。 歸宅後 直ちに 就寢" 併し ゆ々、 眠れなかった" 悲痛な 思 ひ。 

八月 ニヤ 一 B"  曜。 晴" 大變 暑い。 夕方 曇る。 nr 秀 舍が來 た， 「松 蟲」 の 印刷 を， ほじた。 英が手 傅って くれた。 勝 見が 籠 

にー坏 葡萄 を 持って来た U 大變ぃ X 香り。 佐： i 繁并 孃が來 て、 二 時まで 居た。 彼女 は その 錯雑した 戀愛 事件 をす つかり 告げ 

た。 私 は 寧ろ 彼女 を 憐れむ。 

高木 夫人が、 信子が经って來たi^hへの着物を持って來訪。 私達 は、 それ を 嬉しく 受け取った。 

夜、 下町へ 子供達に 玩具 を 買 ひに 行く。 1. 

< 月 二. Hi" 火曜" 雨。 祌 尾の 父 は 一 昨日 御歸 京、 今日 又！： 井澤へ 御 出 發の箬 (神 尾の 父は辭 任の 申 W が 許可に なった 


ので、 御歸 京に なった)。 處が A マ 朝、 陸軍 大 S から 招かれた ので、 今日の 御出發 はお 見合せ の. a、 御： ぬ 知が あった。 そこで 

上 は 一 人で 上野 を 十 一 時 二十 五分の 汽車で 立 たれた。 ぉ見经 りする。 

鎌 倉の 河 に、 佐 藤鎮の 紹介状 を 書く。 「松 蟲」 の 仕 を 一 牛： 懸命に やる。 夕方、 三 秀舍が 来た。 英 夫が 來て、 什 事 を手傳 

つた。 一 a 巾、 雨が 降り 通した。 勝 見が 松蟲 草を经 つてよ こした- 

八月 二十 一二 nr 水曜。 終日、 雨。 祌 尾の 父 は A, 朝 輕 井澤に 御屮 r 發」 睡蓮と 力！ 不 ー シ ヨン を 持って 安子の 墓に 詣る。 私 はま 

るで 安.^ が 現に 牛： きて ゐ るかの 樣に 感じた 。彼女のお ブバ 呼んだ。 安子 は 私に 返事 をして くれた" 墓畔に 寂寥の 思 ひ IT か。 可哀 

さう に 安-す！  に詣 つた セキ タケ キ 氏の 名刺が あった) 

午後、 r お明け 御^に 山 本、 西、 有 島、 中 村、 高木、 間 田、 八十 島 家、 高撟 及び 松 に 行く。 それから 下町へ 子供 等への 玩 

具.^ 貢 ひに 行く。 今日は 彼女が 亡くなつ てから 二十 一日になる ので、 神 尾の 母、 佐 藤 夫婦、 及び 山 内 夫婦 を 夕食に 招いた。 

八月 二十 四 or 太曜。 朝、 雨。 十 時 頃から 晴れる" 旅行 S 準備 をし、 上野 を 十一 時 二十 分發の 汽車で 輕 井澤に 向 ふ。 佐 藤 

雄. 驛に見 逸りに 来た。 彼女 は 昨日 河^ 夫人に 會 ひに 鎌 倉に 行った 由" 河鮮 夫人 は 彼女に 瀧の 川 園に 行く 樣に勸 めた。 彼 

女 は；？^ に 北 追の 林擒を 一 籠 くれた。 汽 M. は 可成り こんで、 大 1: 暑苦しく、 九十 度に 昇った" 廣 小路の 通り を 通った 時に、 

柳の 紫が 老 入の 髮 の^に、 枝 を 離れ 始めた のに 氣が 付いた。 もう 秋に 入った の だ。 

神 尾の 父と：： 兒と曉 子が 驛 に 私 を出迎 へた。 行 光 だけ は 居なかった。 彼等の 云ふ處 では、 行 光 は 今朝から 熱が あるとの 事。 

私を迎 へて 大悅 び。 

八月 二十 五 B。 金曜" 暴、 時々 雷と 通り雨。 大變 不愉快で ある。 

朝、 神 55 の 父と 一緒に 佐々 木 博士のと ころへ、 安子の 病中の 親切な 御^^ を 謝しに 行く。 それから 父 は 福 島大將 のと ころ 

へ、 私 は 新渡戶 博士のと ころへ。 近頃 歸 朝した ヨシ ヲに會 つて、 新 魔戶夫 入が 出て くるまで 色々 な 事 を 話して ゐた。 彼女 は 

•1:1 ら淚を 誘 ひ はせ ぬかと： f 遣って、 何も 云はなかった。 やさしい 人 だ！ 博士 は 盛 岡に 旅 行中で 會 へなかった。 
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行 光の 病 は大變 によくな つた。 が 生 馬が 喉 を 痛めて、 臥床した。 

午後から 母上 は濱尾 夫人に 會 ひに お出かけ。 一 日中 不愉快な 天氣 だった。 

御園から 手紙が 来た。 彼女 は 子供達に 同情して、 歌數 首を经 つて 來た。 その 中に 

初秋の 夜半 を かたみの を さな ご は 

母な きね やに 何 夢む らん 

の 一 首 あり。 

此の 夜、 兩 親と 談笑。 格別 興味 ある 事な し。 ソファ.' に 一 人で 腰かけて ゐた敏 行が， しのびやかに 暨り 泣き 始めた！ どれ 

程 私の 胸 を 痛めた 事 だら う！ 私 はも 少しで 一 緒に 泣き出す ところだった。 安子の 死んだ 日 は、 また、 く 間に 過去に 消えて 

行く。 あの 悲劇の 日 はまる で大變 遠い 過去の 樣 でも あり、 又 たった今 起った 事の 樣 でも ある。 大きな 出来事 は 時 を 抹殺して 

了 ふ、 そして 私 は 常に 生きて 居る 11 現在に。 

八月 二十 六日。 土曜" 稍 i 雲 あり。 終日な す 事 もな く 過す。 

祌： f の 父と 一 緒に、 山 本の 歸 つて 來 るの を 迎 へに 行った" 

聯合 園の 外人 は、 收入を 聯合 軍の 兵卒に 寄贈す る 爲に何 か 催 物 をした。 

壬 生と 房 子の 病氣 はよ くな つて ゐる" 河歸 嫂から 佐 藤 孃の 事で 來信。 あの 婆さんの 能、 度に は 腹が立つ。 あの 女な どもう 現 

代の 若い者の サ. 場の 理解 出 來る入 間で はない。 佐 藤 を あの 女に 紹介した 事が 恥 かしい。 

安子！ 安子！ 

八月 二十 4JB。 日曜。 晴" 輕 井澤と して はかなり 暑い。 

つる i,- ま リ 

二人の 父と 子供 等と 一寸した 遠足 をす る爲、 朝の 中に 家 を 出かける。 鶴 溜で 汽車 を 降りた。 其處は 高原で 野 坐の 草が 澤山 

あり、 美しい 景 もだった。 子供 等 は 喜んで あばれ 廻った。 それから 父上、 敬 子、 直武と 一緒に 小 獺に 行った。 六 時 頃、 歸宅。 


夕食が うまかった。 氣持 よく 疲れた。 

小川 氏が {螢 灣で 死んだ との 知らせが 來 た。 足 助が 手紙 をよ こし、 相場 を やる 事が できる 間 は、 やめ や、 つと は 決心が つかな 

いと 云って 來た。 彼をどぅしたらぃ 、のか判らぬ。1^ 

安子！ 私に カを與 へて くれ！ 

八月 二十 八 曰" 月曜。 喑。 暑い。 朝、 母と 一緒に 下町へ 福 島 大將を 訪問。 歡迎 された" 福島大 將は嚴 格な 武士道 タイプの 

人で ある。 夫人 も 亦、 非常に 敎 1^ ある 人の 樣 である。 ぉ孃 さん 達 も 人目 を惹く 娘で ある。 

午後 は 子供 等と 遊んで 過す。 

夜、 森 本に 可成り 長い 手紙 を 書いた。 

Miss  Daughday が 悔み状 をよ こし、 その 中で、 安子 は 彼女の 家族の 爲に 祈りつ k 死んだ と 書いて ゐ たので、 素氣 なく 車實 

を 否定した 返事 を 害いた。 眞價 以下に 評價 される 事 も それ 以上に 評儍 される 事 も、 何人に 取っても 最も 不愉快な 事で ある。 

私 は それが 嫌 ひだ、 彼女. -又嫌 ふに 違 ひない。 

八月 二十 九 曰。 火曜。 晴" 暑い。 朝 は 戸外で 壬 生が 縛 を 描く のん 見て 過す。 沖縉を 描く 方法 を 始めから 終りまで 見る の は、 

これが 始めて だ" 敎 へられる 所が 多かった。 

午後から、 明日 此處を 立つ 山 本の 年上の 子供達の 爲に 園遊會 があった。 子供 等と 腹一杯 遊んだ" 德川 公爵と 同 夫人が 思 ひ 

がけな く、 山 本に 訪ねて 来て、 仲間に 加った。 公爵夫人が 丁度 公爵と 婚約した 時に、 輕 井澤で 彼女に 會 つた 事が f る。 その 

時 は 綺麗な 若い 娘だった。 今 は 堂々 たる 夫人に なって 居る。 

プ ー ルの スケッチ を 終へ た。 「草の葉」 が 今日 屈いた。 

八月 一一！ 十 B。 水曜。 朝曇り、 午後より 晴。 夜は氣 持よ い 雨"  、 

^は 何處も 秋の色 を呈し 初めた" どんな 草に も 皆、 一 枚かニ枚黄色く^みか>^った紫がぁる。 日中 は此處 でも 暑さが 烈し 

1 九 一 六 年  一 一一 四 五 


有 岛武郞 仝 ^十卷  I 一； 四 六 

い。 併し 朝と 夜と は 大變凉 しく 物^しく 感じさせ るので、 人 はまた. -く 間に 近づいて くる 休息の 時 期 を 思 ひ 耽ら ざろ を 得な 

い。 此の 秋 は 9^ に は 悲しい 秋 だら う。 祖母に 會 ひに 酒 匂に 行く 直 正、 直 光、 ヒデ ザネを 停車場に 見 #c」。 園 田 タダヲ 來訪。 

午後 isli:^ 來訪。 夕方 山に 散歩して、 一文字 山 を 水 彩で 寫 生した。 夜 は ホイ プト マン を 讀んで 過す。 

急に 雨が 降って 來 たが、 暫くす ると 何 處へか 行って 了った。 そしてす つかり 靜 まり 返って、 只 物寂しい 蟲の聲 が あるば か 

り。 そこへ また 降って 來る、 そして 今度 やんだら、 夜中ず つと 降らなかった。 秋の 訪れ を 認めざる 1ズ 得ない。 

八月 1 一一 十 1 or 木曜。 夜が 明ける につれ て、 雲 は 掃 ひ 去られた。 輕 井澤と して は 可成り 着い。 

朝、 *~calamus" の 或る 部分 を讀 む。 園 田タダ ヲが來 て、 晝食を 共に した。 神 尾の 父 及び 山 本 夫 歸も來 た。 一 緒に 二 時半 ま 

で 話した ひ 

佐 山から 宽 書が 來た。 松原から 手紙が 來て、 石 田と 云 ふ 翳 者が、 私の 家 を 二十 圖 負けて さへ くれ \ は 買 ひたいと 希望して 

ゐ ると 知らせ VJ 來た。 承知した 旨の 返事 を 出す。 

安子 を 私 及び 子供 等から 驚. ひ 去った 八月 は 過ぎた！ 

九月  一 B" 金曜。 朝、 快晴" 午後 晚 くから 雨" 今朝、 私 等 は 崎に 登る ことに 決めた。 神 尾の 父、 愛子、 房 子、 直武 及び 德 

川のお 孃 さんが I 緖に來 た。 子供 等 は 勇敢だった。 私 は 田 島の 宿に 立ち寄り、 同行 を 誘った。 彼は勸 めに 應 じた。 山の頂、 上 

からの 眺め は 可成り 驚くべき ものだった。 ；；^ は 妙義山 をスケ プチした。 家に 歸 つたら、 丁度 雨が 降り出した。 

夜、 直 良が 訪ねて 來た。 壬 生の 離婚 事件に 對 する： 牛 嫁 夫人の 批評 を 讚んだ" 彼女 は 結婚 問題に 對 して 强 固な 論理的 根據を 

持って ゐる らしい。 すべて 他の 人の 意見 は 問題が 與 へられてから 形作られたら しいが、 平 嫁 夫人の 意兑は 問題に ぶっかる 前 

に、 しっかりと 把握して ゐた 確信に 基づいて 述べ， れてゐ る。 此處に 彼女の 强 みが あり、 これが 彼女の 文章 を 他の 批評から 

ずっと 强く 別す る 所以で ある。 私 は大體 として 彼女の 意見に 殆ど 賛成して ゐる事 を 認める" 

あれ は 先月の 今夜だった。 ； は 床の 中で 眠り もしないで、 安子の 恐し い 苦しみ を 見守って ゐた、 長い 病苦に 疲勞 しきった 


皮ケ に、 ^かに 殘 された 力一杯で、 あの .一 ^氣、 Sli ひか、 る： と鬪 つてみ た。 可お さう だ、 ほんと に ！5： 哀さ うだ！ お前の 

悲しみ はニ赏 になって 私 を つて 來る。 私 はお 前の 苦 1^ を 今 自ら 苦しんで るる。 たと へ 心から 望んだ としても • お前 を どう 

してやろ 事 も出來 なかった、 これ ム 運命 だ！ 安子！ お前 は何處 かで 私 を 見守って ゐて くれる のか〕 生死の境に 在った お 

前の 悲しい 心 を 想つ てゐる みじめな この 私 を、 お前 は どんなに 感じる か。 それとも お前 は 私が 毀り 泣く の を 笑つ てゐ るの か。 

だが それ は ともあれ、 日が 經っ につれ、 お前 は 私 肖 身の、 部分に なって 行く。 何處 まで 私が お前で あり、 又お 前が 私で あ 

ろの か、 私に は 判らない。 どうか 私の 中に もっとし つかりと 生きて， §^^べき最善の道を敎へ てくれ。 

九月 二 or  土曜。 晴。 夜、 雨。 早朝の^^は美しく喑れ渡ってゐた。 見渡す 限り、 一片の 雲 もなかった。 大層 早く nn がさめ 

た。 {^ 漠 たる 悲哀 は 喑ぃ陰 11 な 姿 をして、 心の中に 忍び入った。 外に 出て、 安子の 名 を 時々 呼びながら、 小 瀬に 行く 山道の 

方へ 足を问 けた。 

山上 v^、 淺間 山が 非^に はっきり 煙 を 吐いて ゐ るの を 見た。 その 裸 かな 褐色の 斜面 は 朝日の 輝かしい 光り を 1:. 收し、 畏敬 

の 念 を 起させる 光彩 を 放って ゐた。 紺碧の {T^- に 銀河の やうに 流れる 煙 も 又、 人の 心 を i; 慄 せしめた。 私 は 長い間、 ぢ つと 眺 

めて ゐた。 悲哀と： if; 氣 とが 奇妙に 混合した 物が、 私の 中に 湧き起った。 私 は 思 ひ 切って 泣く 事 すら 出来なかった。 かう して 

私 は 道 を 進んで 行き、 露つ ぼい 森の -tlf くに 入った。 日光 は共處 には屆 かなかった。 草 は 露に 濡れて ゐた。 蟲は かに い 

てゐ た。 小鳥 は 足 昔に 游 いて、 突然 飛び 上った。 私 は 一 人で、 全く 一 人で 歩いた。 何と 言 ふ 孤 11 だら， つ ー 數 多の 思 ひ 出に 

捕 へられて、 私の 心 は 次第に 熱い 涙と 共に 解けて 行った。 彼女 は 私 及び 彼女の 子供達の 爲 に頓牲 となって.；^ ん だの だ。 彼女 

の！^ い 中： 涯ほ 文字通り、 彼女の 家庭の 範固內 に 局限され てゐ た。 そして 彼女 は それ を 後悔し ない 許りで はなく、 却って それ 

を 愉快と して ゐた。 あ、、 如何に 私 はお 前 を 有難く 思って ゐる事 だら う。 安子 I お前の 中で 私 は、 その 愛 を 全く 私に のみ 

往 いだ 一 つの 魂 を^ 見した" 私 は 何り こだ はり もな く 信賴し 得る 人 を、 少く とも 一人 持って ゐ<^ 率 を， M 覺 した。 私 は 全く 僞 

ig なく 生 さて はゐ ない" 彼女 を 追想す る 事 は 力 を ろ 事で ある。 彼女の 死によ つて 彼女 は 愛から 力に 變 つたの だ。 

一九 一六 年  三 四 七 


有 島武， M 仝堪 ^十卷  ヨ四八 

深い 悲しみが、 厘 i わいて くる 中に も、 力 を 取り返しつ .1、 私 は 愉快に 0- っカづ いて 家に 戾 つて 来た。 母上 は 向日 藥 その 

他の 小さた 野の花の 鉢で テ- ブル を 飾り、 その上に 米 を 供 へられた。 母上 は 悲しい 思 ひ 出に 打ち負かされ まいとして 働いて 

ゐられ る。 倫 快 さうな 風 をして はゐ るが、 自分た ちが 深い 悲しみの 中に あると 云 ふこと を、 皆が 知って ゐ るの は 明かで あつ 

た。  - 

朝販 が濟 むと すぐ、 私 は 下の 町に 行き、 少し 買物 をした。 其處で 新渡戶 博士と ゆき子に 會 つた。 新：；！^戶博士は資にみすぼ 

らしい 服装だった" 見/つからに 厭な 心 持が した。 鼠 取る の は 1^ た。 

賽食 後、 家族 皆で、 テ -I スコ， 卜の 方に 散歩に 出かける。 歸り がけに 生 馬と 撞球 を： a- る" ほんと に 疲れて 歸 宅した。 

祌 おの 父が 夕方お 出に なって 夕食 を 一緒にした" 重苦しい、 妙な 眠り。 父上 は 今朝 佐久鐵 適の 沿線の 小 旅行に 御 出發、 今 

日 ぉ歸 りに ならなかった。 神 尾の 母と 毅 一が 明日 到着の 箬" 

九月 三 B" 日曜- 晴" 實に 暑い。 午後、 神 尾の 母と 毅 一到 廣。 別に 何もせ ず" 「白樺」 を 入手。 母のお 話で は、 柬 京の 今： n 

の さは、 かなり 堪 へがたい ものだった 樣. た。 

九月 四 曰。 月曜。 晴。 暑い。 朝、 高 島 屋に常 話 を かけに、 下の 町に 行く。 福 島 大將を 訪問。 午後 は 壬^ 馬が 直 良の 陶像を 

粘土で 作る の を 見て 過した。 

昨夜 は 壬 生 馬と 一緒に 精出して 粘土で 彫像 を 作った。 私 は 壬 生 馬の 胸像と 女の 裸體の 小さい の を 一 つ 作った。 

父上 は 佐 久の小 旅行から ぉ歸 りに なった" 松原 湖の 美し さ を 熱心 に 賞 め て 居られる 。 

足 助、 淺 H 及び 阪 井から 受信。 足 助 は 彼の 辦 しさ を 書いて よこした。 阪井は 彼の 上官が 公金 を 祕密に 費消した 爲に、 留^ 

場に 入れられた、 併し 彼の 無實な 事が 證 明され たので、 後で 放免され た。 だが 彼 は その 地位 を 失って 了った" 氣の毒 だ" 

淺 田の 手紙 は大變 詳しくて、 彼の 高い 道德的 信念と 後 暗い 處 のない 誠實と にも拘らず、 爲 さざる を 得なかった 彼の 所業 を 

一切 告白して 来た。 そ は與珠 ある 許りでなく、 甚だ 敎 へられる 慮が 多い。 彼 は 他の すべての 人と は異 つた 强ぃ 性質 を 持って 


みろ 樣 である。 私 は 彼が 好きだった、 そして 今 も尙" 好きだ。 彼の 歌 を 少し 掲げる。 〔以下 十二 行 邦文」  j 

漆黒の 机に 一つ 水晶の 文鎮の あり 初秋の 朝  i 

いつはらぬ 心 もて 世 を いつはれば いつはる 事の よろしと も 云 ふ  一 

海底に 光 りて 小さき iwi つ、 と 泳げり 八月の 朝  . 

よし I5i おお はぐろ とんぼ そと 飛びぬ 思 ふ 事な き 初^の 尊 

海靑く 野末に 見えて 粟 畑に 白き 絲 はる 村に 秋來ぬ 

々 と 枝 も た わ X に な れ る 柿 い と ^ さ げ の 靑 色 も よ し 

細き 竹 高く みどりの 空 をつ くその ま はり 飛ぶ 赤蜻蛉よ し  一 

經木 あむ 小娘の 髮 めでたき が 悲しき 事 を 思 はする かな  . 一 

手の甲に ふと 落ちたり し 傘の しづく つめたし 秋 をお どろく  .  一 

桐 山にば らく 銀の 雨 ふれば 廣葉 5 ゆれ を 山鳥 鳴く も  ； 

小 松 山 赤土 山の 山間の 紺 靑の池 まるく 默 せり 

かく 云へば かく 答 ふ ベ しな ど 思 ひし か 云 ふ 率の さびし 女に 

九月 五日。 晴" 甚だ 暑い。 靜 かな 雨が 昨夜から 今朝まで 降り 錢 いた、 そして 郎 かしい 日光と 乾燥した 風 や 伴った 卖 

しい 晚 夏が 来た。 

愛子と その子 供 等 は 直 良 一人 を殘 して、 正午に 此處を 去って 東京に 向った。 晝 間はフ ：11 樺」 と 「新 小說」 ケ讀ん で 過す。 後者： 

のお 崎の 小説 は發禁 だ。 

一松 蟲」 い 初校 を 終へ た。 原稿 を讀ん でゐて 、時々 涕泣 する〕  一 

苡-^ の 一周忌が 来たと、 英 夫が 知らせて 来た。 可哀 さうな 兩親。 忍びやかな 悲歎が 彼等の 心 深く にある こと だら う 一 

一九 一六 年  一二  M ブ 


有 岛武郎 仝 第 ^十 S  三 J^,., 

原、 福士 及び 柳から 手紙。 柳 は 思 ひ 道 りのある 薬 書 寄越した。 親切な、： J! 

佐 藤鎞も 長いく 手紙 をよ こし、 若し^$情さへ許すならば、 敢然と 一 ル， を 踏み出す つもりで あると 書いて ゐた。 彼女，， 5^ 

園の 非難す るのに も かま はず、 松 本と 結婚したがって ゐる。 そして 此の 難儀 や 私に かけた く 思って ゐる。 よろしい、 私 ま- L 

來る だけ やって みょう。  ， 

信 濃なる 淺 間が 嶽に 立つ 遛 

守り 居れば 淚 滲み來 

ル ー マ-一 ャが 獨 澳に宣 戰布ホ ：1 した、 他方 イタ リ， も ォ，' スト リアと^ 交 を斷絕 する 事 を 一公 表した。 ドイツ は 遂に 窮^ こ自 

つたら しい。 

夜 は靜か だ、 餘 りに 靜か だ。 月 は 段々 大きくな つて 來た。 

九月 六 B" 水曜。 曇" 暑い。 午後から 通り雨、 そして 雷" 

東京 はまた 恐ろしく 暑い。 神 尾が 云 ふに は 此處を 立った 或る人々 け、 暑さが 我慢で きず、 大 {.a から 歸っ て 来たとの 事 0 

朝、 壬： の繪の モデルに 坐る リ 

午後から 山 本と 神 尾の 父が 來た" 夕方、 神 尾の 一家 及び 行と 一 緒 H 下の 町の 方へ 散歩に， t  く。 鈴木大 拙の 「禪の 立場から」 

を 少し 拾ひ讀 みする。  、 

私 は 仕事 を 始めねば ならぬ。 長い間、 餘 りに 怠けて ゐる。 私 は 明日から 嚴し くそれ を やらう。 

手紙と 葉軎を 際三、 英夫、 足 助 等に 窗く。 

九月 七 B。 木曜。 快晴。 朝、 壬 牛； 馬の モデルに 坐る" 午後 磁器 を 製造す る 順序 を 子供 等に 見せて く』 I と 藤 井 氏に 頼んだ， 

彼 は 私達に も不田 f 議な物 を禪山 見せた。 


夕方、 山 太 及び 藤 井の 〔おに、 「御馳走」 の 支度 をした。 壬 生 馬の 支度 は 見事だった。 

夜、 壬 牛； 馬と 生死の 甚だ 1^; 面： ni な 問題- > 論じた。 私 は 「現世 安立」 を 主張した" 

ST  i 一： 及び^ 村から 葉書。 田 島 は 柏 井 そのの 要求に よって 安. ナに 就いて 文 を 書か- 「として ゐ ると 云って 來た" 彼 かど 

；だけ 安子 を 知って ゐ るか 知ら。 


九 1 六 年  一一 一 五一 


有 武郞仝 第 i 啦十卷  一二 五一 一 

第 十八 卷 

1 九 I 丄ハ年 (大正 五 年、 輕 井澤 及び 柬京) 〔承 前〕 〔原文 英文、 編者 譯〕 

九月 八日。 金曜" 天氣 よし、 時々 曇り。 朝 家族の 者 皆で 行郞に 手紙 を 書く。 壬 生 馬の モデルになる。 壬 牛： la? ま、 直 良 か 

ら 「熊 野」 を 習 ひ 始め， -,。 私 も 始めた。 

<P から 「禪の 立場から」 を讀 み、 少し 晝寢 した。 そこへ 高 島 屋が來 て、 ふくさの 數の 間違 ひ を わびた。 何とも 仕方がない。 

それから-十 供 達 を 速れ、 小瀨 街道の 方に 散歩す る。 子供達 は、 大變 散歩 を 喜んだ。 

夜、 晴 足 助、 吉川 等から 夾信リ 

コレラの 患者が 下の 町に 二 H 日來、 非常に 澤山發 生した。 人々 は大 恐慌 を 来して ゐる" 恐怖の 爲こ第 一番に 逃 出した のま 

江 木 博士 夫妻だった" 

塑川 氏の 家族 も 明日 去る。 

父上の 腸 疾患 はま だ 癒らない。 本 當に氣 になる 事だリ 

月 は  一 in 母に 滿 ちて 行く。 だが 殆ど 毎晩の 樣に 邪魔 をす る 雲が ある。 殘念 だ！ 

九月 九 B  土曜。 晴， 凉し Is 地の コレラ は. 速に 蔓延し つ \ ある 様 だ。 今日 迄に 二十 名 近くの 患者が 避病院に. 途られ た。 

患者が j 人， 小瀨 にも 出た との 噂で ある。 

午前、 山 本の 別莊 から 眺めた 連山の II を かく。  r 禪の 立場から」 を 讚む。 

-.. 尾の 両親が 午後、 輕 井澤に 來着" 雨 親 は 東京の 暴 さは 耐 へられな いと 云って 居られる。 又も 患者が 一人、 前に 發 生した 


？ II の 隣り に 出た。 午後、 山 本来り 閑談に 時を经 る。 彼 は 我々 に 「熊 野」 を敎 へた U 

夜、 { ^は 幾分 雲が あつたが、 月 は 美しかった" 私 は 畠の 方まで も 散歩し、 それから ホテルに、 シ 3 ルツ 教授が ビア ノを演 

奏する の を 聞きに 行った。 月光 を 浴びて、 大席 間の 戸外に 立って ゐた。 

熟睡す る。 森 本から 手紙 を 受取る、 訛へ も 手紙 を 書かぬ。 

九月 十 or 日曜。 喑" 甚だ 暖ぃ。 钩 村が 云 ふに は、 下の 町から 少し はなれて、 我々 の 方に 近い 瀨 上の 家に、 疑 はしい 患者 

が 出た との 事で ある" 我 々はどうした らい、 か 途方に くれた U 間もなく、 毅 一が 汗み どろで やって きて、 輕 井澤から 來 たと 

言 ふので 沓掛で 寮 食 を 採る 事 を 斷られ たとの 事。 彼 は それから 小瀨に 行った が、 巡査に 嚴 重に 調べられて、 やっと 喧 ベる 物 

を 手に入れ る^が 出來 たさう だ。 

朝、 モデルになる。 磁器 を 二 n; 描く。 午から 「禪の 立場から」 を讀 み、 雲の Is を 描く。 

^^良は此の夜ー 時の汽車で此處を立った。 〔以下 九月 十 一 口まで 邦文〕 


淺間岳 

白雲の 焦る や 淺間山  幹 雄 

E 靄む 確 氷の 山 は 山の 上  王 蓮 

吹き飛ばす 石も淺 間の 野 分かな  芭 藤 

淺間山 煙の 中の 若紫 かな  I 無 村 

晴れに けり 中に 淺 間の 夕 霞  戶 外 

^月 ゃ淺 間の 嶽も靜 かなり  許 六 

長 開 さや 淺 間の 煙 晝の月  一 茶 


しらすべき 煙 も 雲に 埋もれて 淺 間の たけの 夕暮の { 仝  家 隨 


4?  武郎 仝^^ 十卷  11: 五 四 

信 濃 路ゃ觅 つ V わが こし 淺間山 雲 は 煙の よそめな りけ り  宗良 親王 

不二の 根は絕 えぬ と 聞く を 淺間山 こ. -ろ 高く も 立つ 煙 かな  蘆 庵 

忘るな ょ淺 間の 嶽の 煙に もとし へて 消えぬ 思 ありと は  有 敦 

莴丈煙 光 揷碧天 一 峰晴 雪白 皚然 

振 衣 欲 御 長 風 去 笑殺 先生 骨 未 仙  靑 萍 

維 氷 

岩根 ふみ 蛆 のかけ 道 ふみ わくと 人に は 告げよ 峰の 白雲  幽 齋 

ひなく もり 碓 氷の 御坂 ふみ さくみ こえなん 日に は 日向よ くせよ 春 海 

一つぬ いで 後ろに おひぬ 衣 かへ  色 蕉 

信濃路 山が 荷になる 暑さ かな  一 茶 

見 上 ぐれば 信 濃に っ^く 若葉 かな  子規 

麓 野 

夏 さむき 淺 間の 山の 麓 原 雲 低く おりて とふ 鳥 もな し  信 綱 

晝顏ゃ ほつ ほと 燃 ゆる 石ころへ  一 茶 

輕 尻の 鞍 返した る枯歸 かな  葛 古  - 


つ 「ク  tj- ね 

皓月の 輪 も Sd; 丸く 小 田 井の 水 を 前 田 原 M 騎の草 は 守 竹、 菊 を 反りと や 笑 ひ阪、 北と 南へ 岐路 


袖 引 逢 ふて 娠 はしと、 こ 

石 吹き飛ばす 野 分して、 遠近 人 も 借 宿と、 見や はとが め 

な わ 


ころと めぬ は 世の中の、 一夜 泊り の 思ひ寢 も、 裾野の 風の 夜嵐 一 

ぬ沓掛 の、 湯 川の 撟を鎖 綱、 左に 高き 淺間 山、 纘の 煙も絕 えず 昔より、 霉 場が 原の 旋風 や、 池の 蓴菜 を 繰り寄せて、 離山と 

も 子 持 山、 は 過ぎつ 今日は 又、 見 晴し給 ひ 雨の 神、 旅の やつれ も輕 井澤、 二手の 橋に とつお いつ、 見， 送る 影 も 川 音の、 


ハ ほに ひ V  く 山 かつら、 確る 水 を载 光の、 宮 IS の 寂 やひ r  くなる。 確 H と は 誰が 云 ひ 初めし？ f き 紅葉、 秋 を 間 は 事 ふりし、 

K に の戀 しゃと、 せ き 言葉 も 尊 さに、 熊 野の 宮の 神薩を i して 傍爾 杭、 御 _w 刈りと る 信澳路 を、 後に 見なして 上野の、 

11£ き 仁王 や：！：： 根太 郞。 岐蘇路 洒疽艸 鹿 鳴。 

小 S 并驊に 入れば 一 常： の 桃花 さかりな り。 驛 中に 闭 水 あり。 當國名 酒 松. K 諸 白と かける 招 牌 あり。 又须阪 松. K 上 請 白と か 

ける も あり。 左の 方に 八ケ 岳、 飯 盛 山な ど 云 ふ 山々 兑ゅ。 ませ 口村の 人家 を 過ぎて 左右と も 芝 原な り。 畑な ど 作れる あり。 

一 嫁 を 越えて 道^く 平な り。 大久 保と 云 ふ 所 を 過ぎて 左は淺 間の 麓な り。 ふもとに 林 あり。 牧脾 虎之 亟の 林な りと 云 ふ。 

山の- H まで 1 ffi ばかり のぼると 云 ふ。 四月 八日に 登る とぞ。 山 は 至って 高 けれども 麓の 地 高き が 故に さの み 高から ぬ やうに 

兑ゅ" 山上 常に 煙 立ち 登りて 草木な し。 赤き 水流れ 出 づる所 あり。 血の 池と 云 ふ。 燒 石の 色 黑く見 ゆ。 麓に 寺 あり。 眞樂寺 

と 云 ふ" 迫 分驛に 入れば 中 仙 道 追分 宿。 自是東 鋼 原 小兵 衞支 配所と 云へ る榜示 あり。 左に 此國善 光寺 道 あり。 これより 追分 

と は 云 ふと ぞ。 ^^問の山ょり右のかたにからほりと；1ムふ山ぁり。 此 山の 右に あたりて 石の たちた る 阖き山 あり。 も 澤と云 ふ。 

^<lc のさ ま暖 し" 名物 そば、 うん どん、 銘酒 須阪松 本 諸 白また 松瀨 川と 云へ ろ もの あり。 左に 禪寺 あり。 右に 識訪大 明祌ぁ 

ク 0 

左に 淺間 あり。 芭 菊の 句 塚 あり (上の 方 は 見過しつ 下 は 野 分かな と ありし やうな り) 道の ほとりに- 焦 頭觀 音と ゑり たる 碑 

三ケ 所ば かり あり。 又 二 十三夜 塔と ゑり しも 見 ゆ。 左右 共に 芝 原な り。 淺 間の 燒石 多し。 一 里 嫁 を經て 右に 自是 左上 州大さ 

く、  くさつ あかつ ま 道と ゑれ る 碑 あり。 かりやと 村の 人家 をへ て 左に 社 あり。 遠近 宮 といへ る 額 かけた る 鳥居 あり。 これ は 

かの 遠近 入の みや はとが めぬ と 云へ る 歌 を 聞き あやまりて 淺間 山の ほとりに たてた るなる べし。 和歌の 浦の 片男 波、 伊吹山 

のかく と 谷と 同日の 論談 なるべし。 

野 を 過ぎて 人家 あり 古宿と 云 ふ。 阪を 少し 下りて 行けば 左の 岡に 堂 あり。 沓懸 の驛に 人家 まれな り。 驛の 中に 用水 流る 

る 事前の 如し。 驛 舍の樣 わびし。 神風 丸と 云へ る藥 賢る 家 あり。 疊 望み次第と かける 障子 もこと やうな り。 左に 社 あり。 又 
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有^?武郞全$1!- ぉ-十^^  ！ー： 五六 

寺 あり、 長 倉 山と 云 ふ。 又 八幡 あり" 小 流の 土橋 を 渡る。 右に 水車 あり。 又 一里塚 右の かたなる 古道に あり。 左に まるく 離 

れ たる 山 あり。 はなれ 山と 云 ふ。 道の ほとりに 近し。 左右と もに 畑 ある 處を 過ぎて すこしば かりの 蛆道 をの ぼれば 左右と も 

に 草原な り。 前 澤と云 ふ 村に 人家 あり。 左の 蛆に社 あり。 右 はまた 芝 原な り。 應澤 村の 人家 を 過ぐ。 昔 源 賴朝卿 この あたり 

なる 藍澤に 狩し 給 ひし 時、 御 膳 を 焚く 料に 此の 村の 水 を 用 ひしが 鹹き味 ありし 故に 塑澤と は 云 ふと ぞ" 右の 方佛 岩と 云 ふ 岩 

山に 竈 岩と 云 ふ 岩 ありて、 その 御 膳 を 炊きた る處 なりと 云 ふ。 小 流 あり。 石橋 を 渡りて 輕 井澤の 驛に 入る。 こ、 は あやしの 

うかれ 女の ふしどと きけば、 さし のぞきて 見る に、 いかにも ひなび たれ ど さすがに 前の 驛 より 賑 はしく 見 ゆ。 障子に 國の名 

物 二八 そばと かける 多し。 碓氷峠に 上らん として 輿より 下り 徒より 行く。  ， 

ひざり 澤 よりから 驛 など 云へ る 長き 阪を 上る に此 頃の 寒さ 衣 を 重ねた るが、 や  あっき 心地 すれば 立場の 茶屋に いこ ひて 

衣ぬ がんと する に、 道の ほとりに 麻 上下き て 出て ひざ まづ くもの あり。 誰ぞと 問へば 此 山の 上なる 熊 野 神社の 神主な り。 お 

のが やどりに 案内して 晝の休 をと らせんと 云へ ど、 今日は 熊野權 現の まつりと て、 太々 講と かや 社 を 結べる ものより つど ひ 

て神樂 をす. 1 め、 酒の み 物く ふ樣見 ゆれば 人 だち 多き ところに 交らん もうる さく、 やう やうに すかし こしら へて 權 現の 社に 詣 

でず 峠の 立場に もい こ はずして 行き過ぎぬ" 左の 山寺に 王 堂 あり、 金剛 力士の 像 古く 見 ゆ。 此處信 濃と 上 毛 野との 境な りと 

云 ふ。 はつ 阪長阪 を 越えて 笹澤と 云 ふ 所に 至る。 淸水 ながれ 出づ。 丸き 山 あり、 子 持 山と 云 ふ。 壬戍 紀行 太 田 南 畝。 


わが 家 は 丸めた 雪のう しろ かな  一 茶 

これが まあ 終の 栖家か 雪 五 尺  同 

繩 つけて 子に 引かせけ り 丸 氷  同 

霞む 日 も 雪の 上なる 住居 かな  同 

下々 も 下々 下々 の 下 國の凉 しさよ  同 

有 明ゃ淺 間の 露が 膳 を 這 ふ  E 


山々 は 萠资綠 や ほと、 ぎす  子 規 

俗 m 

人の 惡 いのは 鍋 島 薩摩暮 六つ 泊り の 七つ 立ち 

加^の 大聖 寺 は 寺ぢ やと 思った 寺ぢ やない もの 城ぢゃ もの 

御國は 大和の 郡 山お 高 は 十と 五莴石 茶代が たった 二百 文 

錢は 内 藤 i  、&後 守 袖から ぼろが 下り 藤 

松 本 丹 波の 糞 丹 波 糞と 云 はれても 錢 出さぬ 

1 に 追分 二に 輕 井澤 111 に阪本 ま. 1 ならぬ 

碓氷峠から 阪本 見れば 女郎が 化駐 して 客 まねく 

高山植物 


(一) 菊 科 

一 ) あきのき りん さう 

一 一) うすゆき さう 

1 一 D たう ひれん 

四) か. 「ぞ りな 

五) おたから さう 

〇 ふじば かま (秋の 七草) 

六) やま は \ こ 

七) のこぎりお  - 


ひ ohdo お <^^^pc§ 八  十 MT  る處 

八月 碓氷峠 

WPHP  tikae  \  九月 淮水、 愛 や TT 

ricris  hieracioides 六  八月 到る 處 

iagulond  sibirica 八月 確 氷、 rpM 

八月 到る 處 

Anapholis  margaritacea 八月 碓氷 三度 山 近 旁 

Achillea  w^-^^^^ow.  AB^  p- る" sl^ 


お 武 郞 築 

(八) みやま あづま 菊 

(九) かせん さう 

(一 〇) みづ ぎく 

(一一) 深山 か，. -ぞ りな 

(二) 桔梗 科 

〇 きき やう (秋の 七草) 

(1 二) 姬 しゃじん 

(一 三) 深山し やじん 

( 一 四) そばな 

( 一 五) 岩き き やう 

(三) 山 蘿葡科 

(一六) まっむし！^；十 

(四) 敗 IS 科 

〇 女郎花 (秋の 七草〕 

(一七) 白山 女郎花 

(五) 忍 冬 科 

(一八) うこ. ん うつぎ 

. (六) 茜 草 科 

ハ1 九) みやまむ ぐら 


第十卷 

pviefeldn  dubius 八月 礎 永 崎 

Inuh  salicina 八月 到る 處 • 

Inula  cilians 八月 同 

Hieraciu ョ japonicum 八：：！； 淺ぽ. 山 

八月 到る 處 

Adenopllcra  nikoensis  -A 月 破 氷. rn0 淺 

Acielsplsra  liolymorpha 八月 維 氷、 

Adenoplsra  remotifiora  <■ 月 雲 場が 原 

Ca ョ panuh  laciocarpa 八月 . ^獺. d! 

Soabiosa  jafsmca  ^  九月 至る 處 

八月 到る 處 

x-atrinh  palmata 七 —— 八月 小 濯、 淺間 

Deirvilla  middendorfHona 七 11 八月 確 氷、 小瀕、 淺間 

Galimii  paradoxi 八月 る 1^1 


九月 十一 曰。 月曜。 S り。 大變 蒸し暑い。 八十 三度。 朝、 神 尾に 行き、 「輛 井澤」 と 云ふ輕 井澤の ¥2: 記 を 持ち 歸る" 當地 

の 槪況が 忠赏に a! いて ある。 前の 數頁は その i: き拔 きで ある。 

ET を 少し B: した。 大變 不快 だ。 朝、 伊太利 大使の 住む 處ま でも 行く。  ^^た美麗な場所でぁる。 福 島 大將を 訪ね、 1： 井澤の 

大通り を： § る。 住民 は 一般に 生活の 方便 を、 突然、 傳染 おの 爲に装 がれて、 疲勞 S 餾 しきって ゐる樣 に 見える。 大 りすら 

荒れ はて  兌え た。 此處 彼處に 立って 居る 巡査 も咸櫞 する 様 に 見える し、 患者の 發 見され た 家 は 閉鎖され て、 貼り札が して 

ある。 多くの 人 は豫防 注射 をされ て、 肩が 痛い とこ ぼして ゐる。 

午後から 少し 讚 書、 それから 父上と、 玉 突 をし に 行く。 壬 生 馬 も 同行。 夜、 兩親 及び 壬 生 馬と 大變 愉快に 話した。 

Q 上 は 中 井 篤 介の 非常に 感心な 弟子で ある 故 平 田 氏の 思 ひ 出 をお 話しに なった。 彼 は 中 井の 熟の 塾 頭だった。 彼はル ー ソ 

1 及び ガンべ ヴタの 非常な 祟拜 者であって、 始終、 我國 民に 此の 二 偉人の 話と 近き 將來に 開催され る議會 について 話した。 

彼 は 肺病で 死んだ" そして それから 園 W 氏の 兄弟の 故宮內 氏の 話 0 警察署に 呼び出された 時、 當局 者の 面前で、 それ はく 亂 

# を 働いた もの だ。 彼 は 叱 資されて 居る その 最中に 放屁した。 巡査 は 極度に 激怒して もうこの 侮辱 を 我慢で きぬと 云った。 

宮内は 「出物 はれもの 處 きら はず」 と 答へ た。 巡査 は、 彼が 此の 侮辱 をした 時に、 「彼 は 腿 を あげた、 是、 明かに 彼が 當局を 

ないがしろにする 意问 あるの を 示して ゐ る實證 だ」 と 言った。 すると 答へ て 曰く、 「否、 俺 は 唯だ樂 にぶつ 放さう とした だけ 

だ。 それだけ だ！」 

それから 太 W トキ トシに ついて。 私の 父が 長男の 一!i 生 を 祝ふ爲 めに、 友人 を數人 招待した 時、 彼 は 私の 譴生を 喜んで それ 

はく 踊りぬ いた もの だ" 彼が 妙な 顔 付 をす るので 皆が よく 彼の 身邊 をみ てみ ると、 自 分の 劎が偶 i ふれた 爲に 足から 血が 

出て ゐる のだった。 それ は 私の 誕： Jf- 後、 僅か 一週間 後の 事であって、 母上 は 客が 大勢の 爲に 少しも 食事が できなかった さ 

うだ。 彼等が 酩酊して から は、 唯 どなり、 跳ね 廻って ゐた。 藝 者の  ー！； 昧線は H 茶々々 に 壞れ、 母上 は 遂に 膽を つぶして 了 は 

れ たもの ださ. T だ。 
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平 田- 


-學者 叽の學 生。 餘り氣 品 ある 顏 ではない が、 機智と ュ， 'モアに 富んで ゐる。 年が 若い にも拘らず、 彼 は 仲間の 首 


領と 仰がれて ゐた。 

士 n 井 11 哲學者 " 政治 ゃ社會 問題に は 超然たる 態度 を 取って ゐた。 寡言で あるが、 併し 一度 口 を 切れば、 滿 座の： £ 息を惹 

かずに 置かなかった。 

田 中 直 哉 II 才 氣縦橫 且つ 野心に 燃えて ゐた 若い 美しい 靑年。  ， 

小山 11 寧ろ 遲 鈍な、 柔和な 人間。 

某 11 遲 鈍な 頭と 誰に でも 善意 を 持って ゐる まるで 天使の 樣な 人間。 稍 M 年を取って ゐた = 雙 方の 議論が 可成り 激烈に な 

ると、 彼 はよ く涕 泣して、 彼等が 闕民 及び 國 家の 雷； 犬な 死活問題に 獻身 する 熱心と 誠實 を赏讃 した もの だ。 

田 中 夫人から 葉書 を 受取る。 子供 等の 爲に 菓子 を 少し 逡 つて くれたとの 事 だ。 親切な 心！ 〔以下 九月 十二 日まで 邦文〕 _ 

Galium  vemm 八月 到る 處 

kamtschatici 五月 到る 處 

japonicum 五月 到る 處 

„  で seudo-osprellum  AH. 到る 處 


(二  0) き はなのか はらまつ 

(ニー) ほば のよ つばむ ぐら 

(ニニ)  くるまむ ぐら 

(二 三〕 お ほば の やへ む ぐら 

(さ 玄 參科 

(二 四〕 みやま こどめ ぐ さ 

(二 五) くかい さう 

(二 六) しほが まぎく 

(二 七) ぐんば いづる 

(二八) ひめく わがた 


wcf-hrasia  msignis 七  八月 維水喂 

M.re^^p„^^3  virgimca 七  八月 雲 場 か 原 

Veronica  onoei  同  戔間山 

,, stel.eri  同 維 氷 峠 


(二 九) ひめ とらの を 

(八) M 形 科 

(三 〇) いぶき じ やかう さう 

(九) 龍朥科 

(三 一) おやま りんだ う 

(三 二〕 つる りんだ う 

(三；！；) ほそば つる りんだ う 

a 二 四) はない かり 

(三 五) みっかし は 

(ー〇) 撄草科 

(三 六) ゆき わり さう 

(三 七) つまどり さう 

(一一) 岩 梅 科 

(一二 八) いは か み 

(三 九) こい はか^み 

(四 〇) いはう ち は 

(ニー〕 石 南 科 

(四 一 〕 しゃくなげ 

(四 二) いはしげ 

1 九 一 六 年 


,, spuria 七 11 八月 到る 處 

Thymncs  serpylkmi 七月 小 瀬、 淺間 

Llentiela  makinoi  A  九月 到る 處 

Gr  wfurJia  trinervis  A —— 九月 碓氷^^- 

„  ptoty  gccalyx 八 —— 九月 同 

Ilalenia  corniculata 七  八月 到る 處 

Menianthe^  trifoliata 六 —— 七月 雲 場が 原 

Primula  £hrino8a 六月 碓氷、 淺間 

,rrientalis  eurojvwa IJ^ 月 小瀨、 淺間 

Shortia  soldanelloides 六 —— 七月 小瀨、 確 氷 

iUcifloria  A —— 七月  同 同 

unifiori;!  同  同 

Rhododendrs  hymenanthes 五 ！ 六月 ，問 山 

Cossiopea  lycopoucides 七 月 淺間山 


1! 一六 


有 岛武郎 仝 第 

(四 三) つが ざ くら 

(四 四) あ をのつ が ざ くら 

(四 五) こけ も i 

(四 六) くろまめ のき 

(四 七) こめば つが ざ くら 

(四 八) あか もの 

(四 九) ぢ むかで 

(二 n) 鹿 蹄 科 

(五 〇) ゆうれい たけ 

(五 一 ) いちやく さう 

(五 二) べにい ちゃく さう 

(一四) 饊形科 

(五三」 はくさん さんご 

(一 五) 柳 紫 科 

(五 四) ひめ あかば な 

(五 五) こ あかば な 

(五六) やなぎ さう 

(一六) 堇榮科 

〇 しはいす みれ 


第十卷 

Phyllodocc  mp>pomca 六- 


-ヒ HT  ra? 


aleutici  ARM,  0 

vaccimi  vius  Idoca 七月 GH- . 

Vaccinium  uliginosum 同  ^ 

Arctirica  ni 七月 山 

LTaulthena  adenothrix  ^  司 

fosslepe  stelleriana 八 Q?  p- 

Moyotropa  iflora  AN^ 小题、 

Pyrola  rotundifolia 七月 淺間山 

六 —ー 七月 維 氷、 小瀨 

I\lJ:-leurum  multincrve 七月 碓水山 

Edj  11- リ bum  claliuncum 七  1^ 月 碟水ぷ 

sp.  同  同 

aiigustifolium 八月 小瀨山 

Viola  violaceae 四 GT 雲 場が t;^ 


(五 七； ひめみや ますみれ 

(五八) こみ やます みれ 

(五 九) みやます みれ 

(六 〇) きばな のこ まの つめ 

(六 一〕 えぞす みれ 

(六 二) げんしす みれ 

〇 すみれ 

〇 こす みれ 

〇 あかねす みれ 

〇 しめし はいす みれ 

〇 すみれ さいしん 

〇 えぞの たちつ ぼす みれ 

〇 たちつ ぼす みれ 

〇 つぼす みれ 

〇 はいつ ぼす みれ 


？ lip 四 —— 六：：！； 碓氷、 淺間 

ョ aximowicziaru 五月  ^  ^ 

sclldrkU 五 —— 七月 1^  0 

L-iaora 七 月 淺間山 

chaerophyllcides 四 —— 五：！； 城 1! 根 山 

varicgata 四 11 五月 碓氷、 淺間 

patriuii  同 到る 處 

ja:x>r.ica 四  五月 到る 處 

pliolaorocarpa 同  同 

violacea ひ 问  確 氷.： ：! 

vag ョ ata  0  き 

ccuminata 五 —— 六月 長 Era 

sylnestrls  glH 到ろ 處 

verccunda 五月  0 

四 一 五月 同 


九月 十二  B。 火曜。 fo 急に 寒くな つた。 朝の 中 は 六十 三度" 

平 朝、 散歩。 神 尾 を 訪問" 依頓の 揮毫 執筆で 御 多忙。 

午後から 壬 中； 馬 及び 毅ー とテ 二 ス。 

夕方から 雨が 降り出した。 神 尾の 母が 夜分 見えた。 また 眠れ なくなった „ 

一九 一六 年 


0  〔以： ト 九：： 十一 一： n まで 邦文〕 

三 六 三 


.^^ 鳥 武 ，郎 八ク逸 i^: 十卷 

(一七〕 金 絲桃科 

(六 三) しなのお ときり 

(六 四) いはお とぎり さう 

(一 八) 槭樹科 

(六 五) みね かへ で 

(一九) 岩 高 蘭 科 

(六 六) がんかう らん 

(二 0)  牛兒科 

(六 七) ぐんない ふうろ 

(六 八〕 きつり ふね 

(ニー) 萤 科 

(六 九) いは わう ぎ 

〇 はぎ (秋の 七草) 

〇 くず (同  ) 

(ニニ〕 酸 缓草科 

(七 〇〕 みやま かたば み 

(二三〕 狸藻 科 

(七 一) むしと りす みれ 

(二 四) 薔薇 科 


三 六 s: 


iiyferidl ョ siiense  An^  ，る £ ぬ 

l<amtschatl:um 七  Aau 唯.^ 山 

六月 碓 氷山 

Empetmni  nignim 五 —— 六月 淺 山 

VJel.am 画 eriostenion 七月 到る 411- 

ImJ-atiens  nolitasfel.e 人 月 ， ^頓山 

Hedysarum  elongatum  t<- 月 淺間、 b 濯、 淮水 

Lespe.les  hi 二】 or  同  る 

同 同 

Oxalis  acetesella 四  五弓 唯 水 山 

Pinguicula  vulgar.s 七 —— 八月 確 氷、 淺 


(七 二) な、 かまど 

(七三〕 たかねな X かまど 

(七 S:) きんろ ばい 

(七 五) ぎんろ ばい 

(七 六) みやま きんばい 

(七 七) みやま だいこん さう 

(七 八) こがねい ちご 

(二 五) 虎 耳 草 科 

(七 九) だいもん ぢ さう 

(八 0) ふゆ ゆきのした 

(八 一) うめば ち さう 

(八 二) ひめ-つ めばち さ 5 

(三 0 景天科 

(八 一二) ほそば のき りん さう 

(八 g:〕 ひめき りん さう 

(八 五) いはき りん さう 

(八 六) むらさきべ んけ い さう 

(八 ヒ) ほそば いは べんけい さう 

(八 八) みやままん ねんぐ さ 

一九！ 六 〔小 


Pyr ヨ auclava 六 —— 七：：： 小 湖、 淺問 

saml)asi「。iia 七月 0^,^ 

1\ -121  一 ilia  fruticosa 八月 人山^^ 

一一  f}  12.  ォ ^ 

七月 雲 場が 原 

ceum  callhaeiohu 一 n  A>B  一  の 字. d- 

K.abu8  fedatus 七月  问 

saxi-vaga  coitussaef 。一 ia 八月 碓水、 小瀨 

japonica 七 11 八月 碓 氷山 

parisia  palustris  A  十月 3^ る處 

,, alpisla 八 I - 九月 確 氷 • 一  の 字 山 

Se ビ m  esizocn 六— 七 淺問 到る 處 

Sedu ョ sikokianum 六月 淺 i 間 山 

rhodioea  七月 同 

telephum 八月 碓氷峠 

rhodiola 七月 淺間山 

,, japon ぎ m 六 —— 七：：；； 小瀨 ：！£ 


三 六 五 


有 お 武 郞 仝 ^15- 

(二 さ 茅 翳 菜 科 

(八 九) もうせんごけ 

(二八) 十字 科 

(九 〇) みやま はた ざ ほ 

(九 一 ) はくさん はた ざ ほ 

(二 九) 毛- K 科 

(九 二) はくさん いちげ 

(九 三) あづまい ちげ 

(九 四) ひめい ちげ さう 

(九 五〕 からまつ さう 

(九 六) みやま からまつ 

(九 七) みやま あきから まつ 

(九 八) さらしな しょうま 

(九九〕 みやま はんしゃ うづる 

cl〇〇) やまお だまき 

(一〇 一) やまとり かぶと 

(一〇 二) れいじん さう 

(三 〇) 石竹 科 

(ー〇三) お ほや まふす ま 


t が 十 卷 


三 六 六 


orosera  rotsKufolia 六 —— ABU 維 水、 一 の 字 山 

Arabis  lyrata 七月 山 離 

,, halleri 六月 維 氷山 

Anemone  narcissiflora 六  七月 維 氷山 

,, radeleana 四 —— 五月 城 尾根 山 

,, clebilis 七月 碓 氷山 

TThahctrLlm  aa  uilegifolium 七 ET  p- る處 

„  tuberifetum 七  八月 Mm, 

,,  akamense 八月 山 

Ciinichuga  foteida 八  九月 

Clematis  alpina 七月 珠 間.^ 

Aquilegia  ^C0«.m^0«.^p3p 七月 到る 處 

Asntum  japonicsn  A  同 

,,  lycoctonum  月  IP- 

MO  chringia  lateriflora 七：！：；  p- る處 


2 

(一 

(一 

(一 


(一 

(一 

C  ！ 

(一 

(一 

(一 

(一 

(一 

(一 

(一 

(1 


05 みつまめ くさ 

〇 五) みやまみ  >- なぐさ 

C 六) かた そで さう 

〇 七〕 L なの なでしこ 

〇 なでしこ (秋の 七 革) 

C 二) 悲 科 

〇 八) いぶき とらの を 

〇 九〕 むかで とらの を 

C ニニ) 樺 木 科 

1〇) しらかんば 

一 一) きかんば 

1 二〕 たてかん ば 

(一一； 三) 蘭 科 

j  "二〕 ちどり さう 

1 四) はくさん ちどり 

一 五) あ をち どり 

1 六) ほていらん 

一 七〕 あつ もり さう 

一八) くまが いさう 

1 九 一 六 年 


Alsine 目 crocnrpa  月 淺間山 

orosiuum  oxau"enlrum 六月 小 瀬 山 

七 11 八月 同 

Polygonum  bistorta 八月 碓氷、 淺問山 

„  vivipanim  同  0 

到る 處 

同 

Gymnadenia  conojpsea 八 H? 淺? i、 小 瀬 

Orchis  aristata 七月 ^ 

Peristylis  vir.dis  Au^ 小瀨 

Calypso  1-ullbi 七月 小 瀬 山 

CypripocUum  sacratolm 七月 維 水、 チ濯 

，,  japonicum 七月 


六 

七 


有鳥武郞 

(三 四) 百合 科 

1 九) くるま ゆり 

二 〇) ちご ゆり 

ニー) なるこ ゆり 

ニニ〕 ま ひづる さう 

二三) つばめお もと 

二 四〕 ねばりの ぎらん 

二 五) のぎらん 

二 六) つくば ねさう 

二 七) ちゃぼせ きしゃう 

二八) しろうめ あさつき 

二 九) す どらん 

(三 五) 燈心草 科 

三 〇) みやまぬ 

三 一 ) えぞ ほそ ゐ 

(三 六) 莎草科 

三 二) みの ぼろ すげ 

三 三) さぎ すげ 

(三 七) 禾本科 


i> が十卷 


H 六 八 


Lilii  avenaceum  月 碓氷、 ト儷 

Dhpoalm  srailacini 四  五月 司 

Foiygonotum  wiganteu ョ 六 H? 維 水、 愛 { 石 

^^P^P^,-?SC3  convallaria ヒ月 到る 處 

Chntonia 七 I  K^aJ  K-^u. 

Alet;.is  foliata 八月 小瀨、 愛宕 

JJetonralhecurn  lutea-viiiJe  IP-  p- る $5 ゆ 

Paris  tctraplylh 五 I- 六月 小瀨. 碓氷 

rofieldil  gracillis ナヽ  n^au 司 

Allium  schoenoprasu ョ 八 ET-  p- る處 

ronvallaria  majoris  へ 月 瀬、 愛- {石 


七. 


八月 淺問山 

- 八月 同 

八月 淺間山 

七月 同 


( 一 一二 四) こめす き 

( I  一；;；.. f^) うしの けぐ さ 

〇 す > き、 尾 化. • 刈萱 (秋の 七草〕 

(三 八) 松柏 科 

(一::: 六) は ひまつ 

Q1 九) 一 位 科 

(ニニ 七) あら \ き 

so) 石 松 科 

(二：： 八) ひかげの かつら 

(一：：； 九) まん ん すぎ 

(一四 0) こすぎらん 

(四 一 ) 水 龍 骨 科 

(；四 一) よろ ひらん 

(一四 二)  5 さぎし だ 

(； e: 三) をし だ 

(一四 四) みやま わらび 

(一四 五) お ほば しょり ま 

(四 二)  土 馬 踪門科 

(一四 六) はな ごけ 


八月 t, 問 山 

五 II 八月 到る 處 

A 11 九月 同 

六月 淺間山 

四月 小灝山 

碑 氷、 小 濯、 淺間 

同 


Poly  podium  unei 

Nepnn&i  drvopteris 

••  montamum 


小 酒、 碓氷 

同 

同 


Ghdonia  iqulfenna 小號， 淺間 


有岛武郎仝^!51- i9 十卷  三 七 o 

(四 三) 地衣 

(一四 七) さるお がぜ  Usnea  longissima 小 獺 # 氷 

高山蝶 目録 

(一) 鳳 蝶 科  ， 

ぁデ よ。 まあげ は。 からす あげ は" みやま あげ は。 くろ あげ は。 ひめぎ こて ふ。 おなが あげ は。 やまじよ うろう。 

をん ひらひら 蝶 も 金 比羅參 りかな  一 茶 

む つ まし や 生れ 替ら ば野邊 の 蝶  同 

_t から あんな 胡蝶の 生れけ り  同 

(二) 粉 蝶 科 

もんしろ て ふ" すぢ くろて ふ。 つまき て ふ。 ひめ ひろて ふ。 やま も \ て ふ。 やまきて ふ。 すぢぼ そや まきて. V きて ふ。 

つ まくろ さ.、」 J0 

ひらひらと 杉 並ぬ ける 胡蝶 かな  一 澄 

(三) 峽蝶科 

すみな がし。 むらさきて ふ。 ご まだらて ふ。 こむらさき。 いちもん ぢて ふ。 ほんみ すぢ。 ふたみす ぢ。 こみす ぢ。 お ほ.^ 

すぢ" みす ぢて ふ。 あかた て は。 くじゃくて ふ。 くろた て は〕 ひおどして ふ。 ひめた て は。 きべ りたて は 。むらさき たて は。 

しいた て は。 さか ふちて ふ" ひょう もん もどき。 こひょう もどき。 こひょう もんて ふ" ぎん ぼし ひよ 5 もん。 うらぎん ひよ 

うもん。 おほうら ぎん ひょう もん。 うらぎん すぢ ひょう もん。 くさべ りうら ぎん ひょう もん。 おほうら ぎんす ぢ ひょう もん 

ちどり ひょう もん。 く，. 5 '力た ひょう もん。 

(四) 斑 蝶 科 


あさぎ まだら。 

飛ぶ や この^に 望ない やうに  I 茶 

(五) 蛇 B 科 

べに ひかげ" じゃのめて ふ。 き まだらて ふ。 うら じゃのめ。 ひめ うらなみ じゃのめ。 つまぐろ-つら じゃのめ きま だら も 

どき。 お ほひ かげ。 きま だら ひかげ。 ひめき まだら ひかげ。 ひかげて ふ。 くろ ひかげ。 くろ ひかげ もどき。 ひめ ひかげ。 こ 

じゃのめ" ひめ じゃのめ。 

(六) 天狗 蝶 科 

てんぐて ふ。 

蝶の 來て 蝶の 眠り を さましけ り  梅 上 

(七) 小 灰 蝶 科 

と.，：' し i ^み。 こつば め。 みやま からすし ヾみ。 めす あか みどりし どみ。 みどりし i4 み。 みづ いろ をな がし t み。 お ほみ ど 

りし 入。 うすいろ みどりし ヾみ。 あかし i ^み。 うらなみ あかし i ^み。 む もん あかし み。 うら むらさきし i>f み。 べにし ど 

み" つばめし t み。 しにみ て ふ。 をな がし V み" お ほる りし どみ。 いぶりし どみ， うら ご まだらし み。 るりし V み。 やま 

とし み。 ごいしう らば 0 

蝶. 鱸る やせ f ひきむ しろ 尻の 先  1 茶 

氣の毒 やおれ をした ふて 來る小 蝶  同 

(八) 攝蝶科 

ぎんいち もんじせ、 り" すぢ じろ ちゃ はねせ 、り。 へりぐ ろち や はねせ、 り 。あかせ >f り 。ゆき まだらせ、 り。 き まだらせ 

せり。 いちもん ぢせ. -り。 ちゃ はねせ >1 り。 あ をば せ..！ り。 たいめ うせ.^ り。 ちゃ まだらせ k り。 ほんち や はねせ- - り。 み 


有 3^ 武郞 <^ 築 第十卷  I  二 七 二  一 

やませ >f り。  一 

輕 井澤 (舊慕 時代の)  一 

今舊 ic?^ の 措 場の 跡 を^って 兑 ると、 現在の 東西 五六 丁の 町 1^ が、 辛 5 じて その 當 時の 影 を 止めて ゐる 許りで あるが、 H< 一 

明 三卯ハ 小、 當 宿場 傅 馬 ：1^- 敷 八十 六 軒 半に、 御傳馬 併に 諸 夫錢を 間口 割にした る 規定 書に 依る と  ： 

覺  一 

1 、 御 傳馬本 尾 敷 は 問 口 八 間 を 一 軒 役に 相 極め 馬 一 疋、 間ロ四間を^^-行役に相極め、 人足 一 人 宛の 積に 相 勤め 可 申 候 辔" 一 

1、 新 町 屋敷 分 は 間口 十 三 間 を 一 軒 役に 相 極め、 馬 一疋、 間口 六 間 半 を 歩行 役に 相 極め， 人足 一人 宛の 積に て 相 動 候 害。 一 

本陣， 1, 名. 屋敷の 儀 は、 His 屋敷 間口 八 間 宛 御 役 相 除、 寺 屋敷の 儀 は 表 間口 有 丈 御 役 除 可 申 B^。  一 

天明 三 卯年  一 

同 年 

御 條馬役 勤 方定窗 

1、 本 宿の 分 は 馬 役 間口 八 間、 歩行^ 間口 四 間に 相 定め 不^ 候而は 五十人 五十 疋御定 の 人馬 不 揃に 付 相 定候得 共、 動 方の 一 

li は 宿 中 相談の 上、 馬屋 敷 歩行 屋敷 間口 併せて 十二 間 を 一 紐に 相 定め、 馬 一 疋 歩行 一 人相 動 宿 定の馬 五十 疋 人足 五十人： 

都合 仕組 無 差 支 扣^ 可 申 事。  " 

1 、 新 屋敷の 儀 は、 馬 役 間口 十一 一間^ 行間 口 六 間 合せて 十八 間 を 一 組に 馬 一 疋 人足 一 人 差 出、 諸事 本 宿 に准じて 相 勤 可 申 事 一 

1 、 往還 御用 は 差 支 無 之 見 計 ひ 相 勤む る 事。  一 

r 人足 動 方の 儀 は、 御 武家：：： 方に 荷物 M 屋 年寄 馬 帳 附等見 計 候へば、 長 持 一 掉八 入掛 申 付 承知の 上 二人に て 持 通し、 一 

六 人相 殘の分 は 勝手次第に 候 若し 八 人 ハ申附 候 を 十 人 或は 十五 人なくて は 難參皆 申立 候 はば、 其 通り 人足 相掛 其人數 一 一 

人 も 不殘先 宿 迄 持 通し 可 申 候" 途 5- より 仲間 申へ！： せて 歸る者 有- 候 はば、 是亦 I 條に准 じ御定 一倍の 過 錢爲差 出 宿 夫錢： 


へ 差 加 可 中 事。 

右 の ； i 相お 申 候爲後 n 證霄如 件 

天明 一一； 卯年 e: 月  惣宿內 11 中 

惣 役入述 中 

卽ち木 m 七十 八 軒と は 現今の 町並 を 云 ひ、 新 宿 ほ 敷 六 軒 半と は 町の 西 51 より 物 書 橋に 至る 間の 別 莊地を 云 ひ、 本陣 屋敷と 

は輕 井澤 ホテルの 家 IT 寺！ S 敷と は 神宮 寺 門前の 長 を 云った ものである。 なほ 町の HE 端の 木戶 根に は 石 „ ^の桝 形が ありて、 

そこに は數 軒の 茶： r が 並んで 居た。 

经り ましよ かい， 送られ ましよ かせめ て树 形の 茶屋まで も  追分節 

而 して 七十 八 軒の 本 に は、 二十 四 軒の 旅籠： r が 軒 を 池ね、 紅粉 を裝 うた^ 盛 女が 爭 うて 旅： 各 を 招いて 居た。 

九月 十三 B。 水曜" 雨。 大變凉 しい。 換 村から 装 書 を 受取る。 直 良に 紫 書 を 出す。 朝は讀 書に 過す。 Dr.  MonBS が 今日 

の 午後， 思 ひがけな くも 父上 15 ^訪問" 壬 生と 私 は 下の 町へ、 撞球に 行く。 コレラ 患者が 復た 一人 町に 出た。 

雨が 終 a 降りつ く。 まだ 何もし ない。 私 は 「白樺」 への 文章 を かく 爲に、 一寸 旅に 出かけよう。 あ.^、 駄作、 駄作ば かり 

ぢ やない か！ 

九月 十四 or 木曜。 烈しい 雨。 温度 ー旖る しく 低下。 

今朝 何 411 かへ 小 旅行に 出かけ、 「{11 樺」 への 文 を 書かう と 決心した。 

楚 お^に出 かけて 您賺證 明 ^；？；ぉ を 貰 ふ。 神 尾 を 訪問。 二 時 三十 一分の 汽車で、 上田に 向 ふ。 子供 等 は ハンケ チ など を 振って 

逸った。 私 も； り 返った。 不思議な 淚が み 出て 來た。 行 光 は 何ん て おとなしい 子に なつたん だら う。 樂 しげな^ 付 をし 

て 立派に 「さよなら」 と 云った。 可哀 さうな、 可哀 さうな 子供達 1 

ともあれ、 私 は 一入に なった。 如何に この 境遇 を 僮れ て ゐた事 か。 此處に 滞在す る 間に、 私 は 安子と、 もっと 親しく 接す 
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る樣 になる だら う。 彼女 は、 生と 死の 問題に 關 して、 強く 且つ 深い 思想 を 筆に する カを與 へて くれる だら う。 

上田からの 馬 审は滿 員だった。 傍に 腰かけて ゐた 若い 娘の 髮の惡 臭で、 殆ど 吐き さう になった。 雨の 降り注ぐ 5- を、 馬車 

が靑 木に 着いた 時 は、 眞 闇だった" 此處で 馬 を 下りねば ならない。 これ は 全く 豫 期しなかった 事な ので ある。 坂路 はぬ か 

つて、 險 しいので、 人力車 を 雇った。 登る に從 つて、 四邊は 益. - 淋しくな り、 氣分は 次第に 憂 11 になって 行く。 「ます や」 に 

藩いた の は 七，^ 半 だ つた。 建物 はこ んな人 fflf 遠く は なれた 處 として は 大規模で ある。 

途中で 氣 付いた の だが、 家 は 皆、 穀物 は 栽培で きぬ やうな 高い 丘の 上に 建って ゐる。 車夫が 說 明す るに は、 德川 時代に は 

お 上 は稻の 植付 地域 を 狭める からと 言 ふわけ で、 平地に 家 を 作る の を 禁じた ものです。 近年 この 規則 は 無視され る樣 になり、 

今では 平地の 靑 田の 中に さへ 家が できる やうに なった ものです、 と。 

頹廢 した { へケ氣 が、 身邊に 漂って ゐる。 三味線と 琴の 音が、 雨と 早瀨の 音と 入り まじって 聞え る。 だが 幸 ひに、 私の 部屋 は 

靜か だ。 此處 に閉ぢ こもって、 出来るだけ を やらう。 

安子よ、 私 を 助けて くれ、 どうか 助けて くれ ー 

九月 十 1^ 日。 金曜。 快晴。 昨夜 は 何時もの 樣に、 大變に 眠れなかった。 部屋の 妙な 惡 臭と、 不潔な 待遇が 一 緒に なって、 

私 を 眠らせず、 不愉快に し ； 。 

今朝 起きたら、 頭 は m; く， 限が 痛かった" 一 向 何もで きさう にない。 今日の 午後、 此處を 立ち、 別 所まで 登らう かと 今考 

へて ゐる。 

眺望 も 別 所より 惡ぃ。 豁谷 はずつ と 狭く、 あの 縷 の樣な 美し さもない。 すっかり 怠屈した。 

ts 後、 跑を 蓮ぶ 子供 を 雇 ひ、 別 所へ 向って 男 神 山の 可成り 險 しい 道 を 登る。 項 上からの 眺め は 美しかった。 柏屋 本^に 入 

る。 先づ 第一、 部 IT が 綺麗だった。 すっかり 滿 足した。 これで 仕事が 出來 6 だら う。 疲れたので、 夕方 少し 休む。 母上に 當 

,m 到着の 通知 を 出す。 夜、 村芝居が 近所で 演ぜられた。 兑 物した。 こんな 種類の 演劇 を！^ るの は、 始めて だ。 非常に 面白い 


もの だ。 

今夜 は 熟睡で きた。 有， 1 い。 

九月 十六 B。  土曜" li り。 柏 展 に 逗留" 朝、 少し 原稿 を 書く。 だが 長く 續 けられなかった。 頭痛 を覺 える。 

九月 十 七 曰。 nil" 日 巾 は 快晴， 夕方 烈しい 雨。 朝、 少々 原稿 を 書き、 又畫を 一枚 描く。 午後から、 上 W に 下りて、 In^ 物 

する。 町 は 特に 繁華で はない 様 だ" 壬 生 馬， 毅 一、 藤 井、 行 光、 敏行、 及び1^^^輕井澤から出かけて來た。 皆が ffias か 

ら出 ると、 雨が 降って きた つ V いて、 恐し い 雷雨" 我々 は 雷と 稻 光りの 中 を 馬 Is!. を驅 つた" 壬 牛： 馬 は 大いに 風贵を 赏讃し 

た。 ij! は 柏！ IK の 別 莊に宿 を 取った。 私 も そこへ 泊った。 

九月 十八 B。 月曜〕 溫度 甚だ 高く、 蒸し暑い。 朝 は 近所の 見物 をして 過す。 我 

我 は 暑さの 爲、 外出す るの を 躊躇して ゐた。 だが 遂に、 三 時 過ぎ、 國分 寺の 有名 

な 塔 を 訪れる 事に 決めた" 一昨日 私が 通った 山道 を、 我々 及び 三 兒は 登った。 子 

供 等 は健氣 にもず つと^き 通した。 道 は 約 一 ffi 半、 おまけに 峻 しい 坂だった。 そ 

こへ 驚いた の は、 六 時 たった。 寺 そのもの は 調べる 價値 はない。 だが その 三重 

塔！ 驚くべき 技工と， 雅な趣 致 は、 る 者な 嘆： 具させる。 

丁度 その 時、 沈み ゆく 太陽の 反射に 染められた 美しい K の 雲が、 塔の^ 景 とな 

つて、 塔の 印象 を 1 段と つよめた。 

歸 り途、 ずっと 子供 等 を 負ぶ つて、 七 時 頃 可成り 1 わて 別 所に 着いた。 夕飯 甚 

だう まし 0 

九月 十九 B。 火曜。 喑。 暖かし。 朝の 中に 別 所 を 立ち、 小 諸に 下り、 そこで 汽車 

を 降り、 藤 村の 舊 を 訪ね、 晝飯 をた ベ、 そして 布引 s« に 登った。 我々 は 千 曲 
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川に 沿って 歩いた。 風： silK し U 觀音の 堂 は 上手な 出来で はない が、 十分 擦 書： 的 だ。 

それから 懐古 園 (城の 遣 跡〕 へ 行った。 佐久 平野と 千 曲 川の 美しい 風 擅 まに する 頗るい >^處 である。 

六 時頃輕 井澤に 歸る。 馬車 を 持って 駒 村が 驛に 出迎 へた。 今日、 コレラの 疑 ひの ある 患者が 又 一 八發 生した さう だ。 

此の 夜 父上と 直 良が 東京から 来た。 家は賑 かにな つた" 

九月 二十 B。  . ^曜。 雨" 〔省略〕 

九月 二十 1 B。 木曜。 晴。 今朝、 神 尾の 一 家が 輕 井澤 をす つかり 引き上げて 行った" 驛 に見绘 る。 

磁器で 牧祌 (パ ン〕 の 像 を 作る。 

原稿が 未だ 出來 ぬと は 恥 かしい 事 だ。 何て 私 は 無精な 人間な の だら う。 

夕方、 毅 一が 草 律から 歸 つてき た。 彼 は 我々 と 上 K で 別れ、 漉から is; 津へ小 旅行 をした の だ。 

英が、 「松， はどう やら 思 ふ 通りに 出來 たと 云って 寄越した。 

九月 二十 一 1 曰。 金曜" 晴。 父上 は 我々 の 住居の 傍に 新しい 家 をお 建てになる ので 忙しい。 私 は 怠けて 日中 を 過す。 「太陽」 

所載の 武者の 「燃えざる 火」 を 讚み 通す。 極めて 氣の 利いた 翳き 振りで ある。 だが 讚んだ 後で、 後味と して 不思議な 不安 を感 

ずる 11 バ ラ ン スが 妙に とれて 居ない U 

夕方、 壬 生と 撞球 を 丁る。 

其 處にゐ た 娘 は、 さう 云った 娘と して は、 可成り 可愛く 綺麗で ある。 藤 井 氏が 次の 樣な話 をして くれた。 I 二 笠 ホテルの 支 

配 人の (倫 田 は、 娘 を 手に入れる 爲に その 家族 を 拾 ひ 上げて、 今 住んで ゐる家 を 貸した。 益 田の 妻 君 は 手に 負へ ぬ 女で、 家庭 

の 事に ついては 寶攛を 握り II 特の 遣り繰り を やって ゐる。 彼女 は 内 藤の！ i 妹で ある。 父が 死んだ 時、 彼女 は 何とかして 兄弟 

に は 何も 殘 さず、 父の 所有物 を 全部 取り上げよ うとした。 益 田が 下の 町へ 出かける と、 彼女 は 彼の 紙 入 を 調べ、 ほんの 少し 

しか 持って ゐな いの を 確かめ、 五 圓札を その 中に 入れる。 だから 自分 一人で 仲び くす る爲 に、 益 田 は 玉 突 屋の娘 を 連れて 


來て • 樂 しんで ゐ るので ある。 彼 は 又よ く 小 諸に 行き、 したい 三昧 をして ゐ ると 言 ふ 話 だ。 

玉 突： K の、 午； 人 はハ诠 田が 娘の 爲に 彼に 支給す る 手當が 少ない と 不平 を 云って ゐる。 甚だ 興味が ある。 

父上 は 新築」 まるで 氣狂 ひだ。 

九月 二十 三 曰。 土曜" IS 夜中から 雨、 甚 厂-凉 しい。 

^. 大工が 來て、 新築に ついて 父上と 話し込む。 午後から 玉 突 へ 父上と 问 行。 

歸っ たら 「松：？ が 屈いて ゐた。 特に 表紙の 裝幀が 美しい。 之が 安子の 生活の 最後の 造 物で ある。 抱きしめて やりたい。 

§^^夫人の小說を讃む。 感動 させられる。 彼女 は 女流作家 中の 白眉で ある 樣だ" 

lii い 眠りに 入る。 

九月 二十四日。 n 曜。 【省 峪〕 

九月 二十 五 ca。 月曜。 〔贫 略〕 

九月 二十 六日。 火曜。 快晴" 大變 暑い。 八十 度。 朝、 壬 坐 馬の 爲に モデルになる。 蹯 はまと まった 形を爲 してきた。 どう 

やら 成功の 様 だ。 

與謝 夫人へ 手紙。 足 助. 高 松、 佐 藤 雄、 吉川、 松原、 宮原、 廣_ 村 等へ 葉書 を 寄く。 

兩親は Ha ぜ溫 3- に^ 村 を つれてお 出かけ。 雷雨が やんだ 夕方、 御歸 宅。 彼處は 行って みる だけの 蘂は あると 云 はれた。 

か は 

私 は 此の 数 口、 一向 何も しないと は、 何て 怠け者な の だら う。 東京に 歸 宅して から は、 生れ 更ら ねばならぬ。 

isBJ- では 壬^ 馬の^ 件が 又も 尺、 神 尾 II で 始まった" 原 W の 側から 話 を 持ち出し たらしい。 尺 は それ を 重大に 考へ、 高木 

に乂訴 へて くれる よう 神 尾に 鎮めと、 壬 生 馬 を. I ^いた。 壬 生 馬 はそんな 事 を、 又もや 高木に 頼む の は 恥で も あり、 突飛で も 

あろと 考 へた。 そこで 神 尾 は 自分 自.； の考 へで、 進んで 原 田の 處へ 行き、 原 W 夫人の. M 當の 意向 を 確かめた。 彼女が 信 子 を 

ね c3 に^らさ うと 考 へて ゐ るの は 確か だと、 壬 生 馬 は考 へて ゐる。 だが、 どれ 位 長く 彼女の 決心が 續 く かと 云 ふ 事に ついて 

1 九 一六 年  三 七 七  ； 
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は、 彼に は 全く 見當 がっかない。 

九月 二十 亡 曰。 水曜" 〔省略〕 

九月 二十 八日。 木曜" 昨夜から 雨" 大變凉 しい。 朝、 家に 歸る 準備の 爲、 荷造りす る。 これが 悲嘆と 寂寥の 滿ニ ヶ月の 私 

の 住居だった。 一 族の 者が どれ 程 全力 を盡 して 私 を 慰 S て くれた こと だら う。 私 は 如何に 感謝した らい、 か 判らない。 

九月 一一 十九 日。 金曜】 朝、 快晴" 午後から 曇り。 今朝、 我々 は 輕 井澤 を 去る 箬 である。 

昨日、 午後から 私は柬 京の 人々 へ 贈物に すろ 野^の 花 を 摘む のに かこつけ、 一 人で 鶴 溜に 出かけた。 秋風が 烈しく 吹く。 

鶴 溜から 坂 を 下って 沓掛に 向った。 そして 沓 掛から s^: 野溫 泉に 行った。 私 は 途中ず つと 安子の 事を靜 思お 想した。 彼女に 對 

する 新たなる 親密 さ を 感じた。 彼女が 逝っても う 二 ヶ月 近くなる。 そして 彼女の 美しい 所が、 日が 立つ に從 つて 益々 强く感 

じられ て來 る。 彼女 は 私に とって、 何と 親切で、 立派な 妻であった らう。 私 は 彼女 を * 正當 に評價 しなかった の を 遺憾に 思 

ふ。 彼女は殆ど私にっぃて.^^^ぃてども來る樣な氣がした。 私 は 繰り返し 繰り返し、 ほ. - ゑみながら 彼女の 名 を 呼んだ。 彼女 

は 私に 答へ るかと 思 はれた" 

沓掛 は； I- 持の い、 處 だった。 星 野 旅館 は 決してよ くない。 家 を 二 時半 頃 出かけ、 其 處に五 時 少し 前に 驚いた。 急いで 風呂 

に 入り、 停車場に 急ぎ 歸 つた" そして 輕井濘 まで 汽車に 乘 つた。 すっかり 疲れて、 家に 着いた 時は眞 闇だった が、 心 は 慰め 

ら れてゐ た。 私 は 午 IT 千本检 や、 みやま うすゆき さう を澤山 取って きた。 

子供達 は できるだけ 早く 東京 へ 歸り たが つ てゐ た。 可哀 さうな 者 達。 

そして 今朝、 我々 は 十 時 四十 五分の 汽車に 乘 つた。 駒 村、 三士！ 查. 相 馬 その他の 人々 が驛 に見经 つて くれた。 大變 愉快 

な 旅だった。 天候の 御 ir た。 驛 員が 云 ふに は、 露 夜中の 溫度は 四十 二度だった さう だ。 神 尾の 父、 毅ー、 よし江、 及び 英が 

驛 に出迎 へた。 涙が 私の 限に 溢れた。 今夜の 食 率 は大變 うまかった" 

九月 三十日。 土曜。 晴〕 だが 大變凉 しい。 殆ど 輕 井澤と 同じ だ。 


早朝、 安子の 墓に 參る。 墓標 は大變 3.:; ずんだ。 輕 井澤で 摘んで きた 野の花 を 少し 供へ た。 

歸宅 後、 壬 生 を 同 伴して 卜： 野に 美術 院の展 や 見に 行く。 何も 特に 注意 ケ惹く 作品はなかった。 そこで 登 張 孤雁 氏に 會 

つた。 彼 はよ く 話した。 彫刻 の^に 關 して 少し 敎 へられる 物が あった。 輕 井澤に 比べる と、 Ml 氣の 不潔 さがす ぐに 感じられ 

る。 展-, 斑-^ を 見 終ったら、 壬 生 も 私 も 可成り ひどい 頭痛 を 感じた。 

午後 は輕并 滞の 新築の 相談で 過した。 夜、 兩親 とお 話す る。 野の花 1^ 少しと 「松 蟲」 か， 與謝野 夫人に？^ る。 「松 蟲」 を 一部、 

時^ 新報の 柴 W に與 へた。 

「新潮」 にの つ た英夫 の 「 お 菊 按摩」 を 讀 む。  ， 

敏； 仃が 云った の ださう だが、 彼 は 二三 日の 中に 神 尾に 歸る 豫定 なので、 彼は浙 しくなる、 だか. に 子に 度々 訪ねて くれと 

^ん だとの 事で ある。 可哀 さうな、 可哀 さうな、 小さき 者よ！ 

田屮 夫人、 野 及び 足 助に 手紙 を 書く。 

十月 四 曰。 .K 曜。 雨" 肌 窓し。 安子の 爲に 御供 物 を 下さった 方々 への、 御返しの 品物 を经る 仕事で、 午前 を 費す。 壬 牛： 馬 

の 家べ， 愛子と 一緒に 彼の is を 見に 行く。 そこで 「新 小説」 の 田 中 氏に 遭 ふ。 同誌 正月 號に、 ミレ ー に關 する 一 文 を is- る 約 

^3?した。 夜、 足 助、 it 原 來訪。 十一 時 迄 語る。 足 助 は 少し IS れた に 見える。 可哀想に I 疲れ切って 居た。 

十月 五 or 木曜- 雨) 今朝から ドスト エフ スキ ー のヌ： 靈」 を讀み 始める。 午後、 母上と1€島：^!に行く。 それから 靴 へ、 

そして 青山へ" 山 王 山 を 散策して から 歸宅。 

夜、 私に 好意 や. 寄せて 居る 八木澤 i: 次と 云 ふ 入が 會ひ にやって きた。 彼 は 極めて 率直な 人間ら しい。 だが 彼の 中には 幾分 

頭 1： な處が ある。 九 時まで 話して 行った。 

屮條 娘の n^x しき 人々 の 群」 を かなり 興味 を 持って、 少し 讀む。 年 は 十八 だとの 事で ある、 農夫の 社會の 取扱 ひ 方に は、 多 

分 の 聰明 さ と 洞お 力が 見える。 
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月 十五 曰" 日曜。 雨) 非常にお い 事 雨が 降り 續 けて ゐる。 人 を^ 狂 ひに する 程の 雨 だ" 

今朝、 私 は 北海道に 孤 11 の 旅 をす る 事 を 決心した。 行 光 は、. パパ は 今日 北海道に 立って、 明日 向う に 着いて、 明 後 曰歸っ 

てく ると 云った。 行 三 は 少し 風邪 を 引き、 烈しく 咳 をして ゐる。 可お さう だ。 彼に 別れ を吿 げた 時、 父の 眼に は 涙の 玉が 少 

し 浮んだ。 毅 一 及び 戸川が 上野 驛に見 込って く， た。 

我 孫子で 下^し、 柳 を 訪れた。 家 は 大變脤 かだった、 そして 子供達の 外に 志賀と 武者 小路の 家族が 集って ゐ たのに は 驚い 

た。 彼等 は皆歡 んで迎 へて くれた。 柳 は 支那 旅行の 話  >  して、 美術 骨黉品 を澤山 見せて くれたが、 中には 美しい ものが あつ 

た。 忠賀は 先頃、 彼の 始めて 生れた 兒を 亡くした。 私 は 彼 及び その 妻に 非常に 同情した U 

二 時 頃、 其處を 去り、 二 時 ni 十八 分の 汽窜で 水 戶に向 ひ、 ff? 時 少し 過ぎに 麼 いた 0 南 町の 芝 S55S 

私 はメ丄 アル リンクの "OS- Eternity" を 借りた。 私 は ルナンの " Life  of  Jesus  ： 及び メ， テル リンクの- wurried  Temp 一  e  " 

を 持って，. ざた。 

處 へきた H 的 は Miss  slless を 訪ねる 事であった。 併し 今日は 日曜な のに 氣 がつ いたので、 面會を 明日に ました。 

厭な 事に は、 雨が まだ 降り 續 いて ゐる。 

十月 十六 B。 月曜" 雨 は 明 方に やんで、 夕方の 七 時まで 天氣。 

朝、 人力車 を 履って、 偕樂 園に 行った。 この 園 は 櫻 山、 谷間の 稻田 (黄金色に II つて ゐる y 東京への 蓠 街道、 及び 手賀沼 

プ V, 見下ろす 丘の 端に ある。 杉 や 樫の 年： 粹. た 木立が、 美しい。 庭に 弘文亭 が ある。 それ は 賢 君と 我々 が 呼ぶ 入々 によって 建て 

られ たので、 印象に 殘る もの だ。 門番が 私 を つれて 廻った。 ni 階に は 下から 食物 を 蓮ぶ リフトが あった。 彼 は 之 は rt; 降 機で 

あって、 現今、 英語で エレ. ゥ HI タ， と 呼ばれる もの だと 言った" 茶 尾 は 最も 優雅に できて ゐ る。 

そお 力ら シャ I プレス 鎞の處 へ。 彼女 は 極めて 下手な オルガン を彈 いて ゐた。 績け さまに 呼んでも、 氣 がっかなかった。 

不恩 ぎな 訪 25： 者が 私 だと 氣 付いた 時、 彼女 は 大喜びであった。 暫く 愉快な 談話" それから 又、 宿屋へ。 


ト i 唯 I つの ，殘 つて ゐる、 その 銅 £1 暴に 錯 びて ゐ た)、 及び 他の 建物 (i 館、 孔子 廟、 陳列 所、 SS 

§を 見物して から、 十 一 時 五十八 分の 汽車で 靑 森に 向った。 

メ  L ズ レリ ノクの "ourEtam 气 を • 向 白く 譲んだ) 仙 臺に七 時 Is いたが、 又 雨が 降り始めた" 其處で 一 時間 程 待って、 

汽 "をず 換 へた。 出る と 翁、 樊豫 科の 第二 罔の 卒業生の 一人に あった (名 は 失念した)。 彼 は 今、 舊で義 に 精出し • 

てゐ る。 彼が 五 I に 始めた 時 は g& か 五町し か 持って ゐ なかった。 今や 彼 は 二十 町の 地主で、 純收 入が 二百"： 圓 程に 

達して ゐる。 〔此. ^に 業經^ の 況談 ぁリ、 ^す〕 

朝の 五 時 少し 過ぎ、 ^蟲に 着いた。 

十月 十七 日。 火曜" 東の { 今が 1= れ 渡って ゐる。 誘惑す る 如くに 私をぢ つと 見つめて ゐ るかと 思 はれる 一き は 光り輝く 星 

ナパ 兑，. 寸 つた。 それ は 安子 を 思 ひ 出させた。 こらへ てゐた 熱い 涙が 流れ出た。 すると 西の 《一 化から、 强風を 伴った 眞黑な 雲が 出 

てきて、 K 上 を蔽 つた。 柬奥館 に 入った 頃 は、 風雨が ひどかった。 汽車 S- つて 旅を續 ければ、 いやで も 狩 太に 驚かねば な 

ら ぬので、 わざと 中途で 下 した。 

東 奥 は t 讽持 よかった。 浴場 は 素敵 だ。 窓から 兑た 海の 眺め は 可成り 壯大 だった。 ェ藤 兼彥？ (札 幌女舉 校々 長〕 氏に 偶然 

會 つた。 〔此虚 に i! 箝 あり 略す〕 

二 時の 列車で 1 に，： i つた、 靑森の驛 で、 住裹 婦に會 つた。 五 時半、 比羅 夫 丸に 謹。 舟路 は， 荒れた。 藍の 3 

は大變 よくな つた。 隨分^^-くなった。 低く か、 つた 半月 は 恐ろしい 血の 樣な色 をして ゐた。 十一 時 頃、 汽車に 乘 つた。 

十月 十八 nr  1. 稍く 風、 半ば 喑。 狩 太 に 八 時 頃 驚く。 吉 川が 驛 に出迎 へた。 四邊の 秋の 葉， こよな く 美し。 花ち やん 

が 家に 歸 つて ゐて、 私の 世話 をして くれた。 昨年の 四月 生れた 兒 は大變 丈夫で 大きくな つて ゐた。 午後 曾 我 來訪。 夕食後 

晚 くま v;;^ ゐた" ぐっすり 赛 疲 をし、 夜 も 安眠した" 

十月 十九 or 木曜。 快晴。 まい。 吉川も 一緒に、 第二 農場に 行く。 小作人 は 十二 人 ゐる。 可成り にやって ゐる。 宮 I 
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場を訪 ふ。 宮 W は 土地 をす つか" 札 幅の 金 貸に 費って 了った。 もっと 詳しく 云へば、 彼の 所有物 は 金 貸に 抵當 として 沒，； ^さ 

れ たので ある。 一般の 状況 は 憐れに も無氣 力に 見える。 二百 五十 町歩の 野 は 秋の 日光の 下に、 あら はに 橫 はって ゐる 。家 は 

貧弱な 外觀 をして ゐて、 何時なん どき 崩潰す るか も わからない 樣な氣 がする。 

すっかり 疲れて、 夕方 家に 歸る。 泡 鳴の 「古神 道 大意」 を、 大變 面白く 讀ん だ。 彼 は 彼の 主義に 强ぃ 確信 を 持ち、 それ を 明 

瞭、 的^に 表 印" し、 自己の 思^ を 十分 咀嚼して ゐる事 を 示して ゐる。 彼が 云 はう とすると ころ を、 もっと 詳細に 研究して み 

たくな つた。 

十月 二十 B。 金曜。 今 ほ も 晴れ、 氣持 よい 天氣。 終日、 第一 農場の 小作人 五十八 名 を 訪ねる のに 費す。 山 森 仁 太郞を 訪ね 

た 時、 彼の 十四 歳く らゐの 少女に 會 つた。 彼女の 胆が 私の 眼と 出會 つた 時、 彼女 は顏を 赤らめた。 處女 のつ、 まし さは、 見 

るから に うっとりさせられた。 その上 全く 申し分のない 容貌と、 可愛い.^ 表情 をして ゐた。 私 は 深く 惹き つけられた。 そし 

て 彼女の その後の 生涯 を！！ 思した。 多分、 若い 亂暴 者が 彼女に 目 をつ け、 我が物に しょうとして どんな 事で もす る だら う 0 

いやいや 兩親は 彼女 を 此處の 製麻 H 場に 女工と して 经る だら う。 其處 では 粗野な 勞働者 達が 彼女 を ものにする 爲には どん 

な 事 だってす る だら う。 さう 考へ ると、 ぞっと 身 震 ひがした。 必ず 待ち 構へ てゐろ 此の 恐ろしい 罠から、 彼女 を 救 ふ 端緒よ 

ない もの だら うか。 

農^の 一般の 狀況 は、 第二 農場よりも ずっと 惡ぃ樣 である。 

夜、 「古神 道 大意」 を 續 む。 

+月 二十  一 B"  土曜。 〔お 略〕 

十月 二十 二  B 日曜。 〔^略〕 

十月 二十 三 曰り 月曜。 曇り。 風 あり。 〔發 信者 名、 受信者 名列擧 しあ リ、 略す〕 

二 時 四 HIi- 分の 汽車で 札幌に 行く。 正 八 時 札 幅 藩。 佐 山 は 親切に 歡迎 して くれた。 旭 館に 投宿。 彼 は 十 時半 迄 話して 行つ 


た。 ！w りの 部： S の騷 がし さの 爲、 安眠で きず。 

十月 二十四日】 火啦" 朝から 雨" 朝、 佐藤學 長、 木 村、 鈴 木、 及び 池 W を 訪れる。 それから 竹 崎、 二人で 「人生、 如何に 

生くべき か」 との 重大問題に 關 して、 十二時まで 話した U 彼 は 私 を- Is^n 得して、 彼の 信仰 を 奉じさせ やうと した。 併し、 彼の 

熱心 は 別と して、 彼の？ は 私の 心底に は觸れ なかった。 

そ L から 豫 科に 行き、 瘦邊、 靑葉、 池 田、 高 杉、 ゲン チ、 竹 原 等々 に會 つた。 不思議な 淚が 浮んで きた。 それから、 橋 本 

1. 田 中、 部、 半澤、 CH_: 野 及び 庄 司に 會ふ。 

佐 山の 處で してから， 宮部 博士の 處へ 行く。 そこで 私 は 松 本の 祕！？ の ロマンス を 告げた" 

旭 能に 歸 ると、 ^^邊と橋本の夾訪を受けた。 

父上が 御手 紙で、 信 子の 復^ を 可成り 詳細に 霄 いて 来られた。 父上が 此の 事件に ついて 感ぜられた 喜びと 安心が、 この 手 

紙の 屮に、 感^的な 程 現 はれて ゐん。 

十月 二十 五日" . ^曜。 天氣は 非常に 晴れて、 少し 風 は あるが 暖く なった。 

nr^, お の 周り を散步 し、 安藤が 自轉 車で 牛乳 を 配達して ゐ るのに 會 つた。 彼 は 今， 北海 中 學に學 んでゐ て、 來春 卒業 

する^で あろ〕 

ゆ、 丸 井に 黑 百 合會の 展覽曾 を 見に 行ゝ 可成り よく 描いて ゐ たもの も ある。 晝 近くまで 其處に 居た。 

^1, 岡 W 敎授 來訪。 それから 私の 家に 行く。 入口で 末 光 教授に 會 つた。 本撟は 其處で 私.^ 迎 へる 準備 をして ゐた。 家 

は その £^ のま、 だ、 唯、 少し 汚ない。 生れてから こんなに 深い 悲しみ を經驗 した 事はなかった。 凡ての 過去 は 股 前に、 ^乎 

.:) る、 a ろしい 赏 として 立って ゐる。 それ は 然し、 決して 取り 展す事 はで きないの だ" あ、、 過^! 凡ての 物 は 過き て 

, ^く！ 凡ての 物 は い、 悲しい 神 祕で被 はれて、 必然的に 眼前に 表 はれて 來 るの だ U 私 は 遂に、 夥しい 過去 を 後に し、 ^ 

前に は 些かの 未-米の 光 もな く、 この 現實に 立脚し なければ なら なくなつ たの だ。 
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しかも 私 は 私の 現在に 一 切の 過去と I 切の 未來を 包括し 得る。 現在 は此處 にあり、 今日は 此處 にある 0 其の 中には 果 がー 

ある、 そして 其の 中には 希望が ある。 現在の 私の 屮に、 具 is- 的な 過去と、 あら はな 未來 とが、 しっかりと 把握で きる 蒙」；^ 

の 現在の 生活が もっと 緊張し、 もっと 集中され ますよう に！ 

宿に 歸 ると、 井上 及び 牧内 きくの が 訪ねて きた。 それから 有 合亭の 同窓 會に 出席す る爲、 行く。  Es、 石澤、 井口、 半澤、 一 

莊 司が 出席した。 八 時半まで 話した。 佐 藤 孃が歸 り を 待って ゐた。  ，ー 

松 本に 面會 した 結果 を 彼女に 話す。 私が 明かした 果を， 彼女 は豫 期して ゐ たかの 樣 だった。 彼女 は隨分 感じの 鋭い 娘で； 

ある。 併し、 どう 云ふ譯 か、 彼女 は 私に 餘り訴 へる 處 がない。 彼女の 中には 技巧的と 見える 或る 物が ある。  一 

確乎たる、 滿 足した 生活。 それ を、 私の 目的と せねば ならぬ ものである。 この 目的 を 以て ひた 向きに 前進せ よ。 然ら そ 一 

の 結果 はどう あらう と 恐る >t 所ではない。  ； 

兩は 降りみ ふらず み、 入 をして 素直に 落繁 期の 來た裹 を 思 はせ る"  一 

十月 一一 十六 日。 木曜" 殆ど 喑。 朝、 大島來 ろ。 それ から 五お 館に 行く。 あの 娘が まだ 其處で 働いて ゐ るのに 會 つた。 今で 一 

は 7^ 變 肥って ゐる。 それから 私の 家に 行ったら、 松原と 本 橋が 來てゐ て、 晝 まで 居た。 それから、 t: 邊、 武者、 及び 大？ お 0  i 

大熊を 丸 井に 連れて行く。 次に 宮部博 十； の處へ 行く、 私の 外に、 竹 崎、 末光 も 招かれた 0 私 は 寧ろ あからさまに 佐 薩の事 

件 を 話し、 竹 崎 を 非難した。 旭 館に 歸 つたら、 その 婆さんと 堀 元ち よが ゐた。 彼等 は 泣きに 泣いた 。〔此の 次に 受信者の.^ 名 

ぁリ、 略す〕 

十月 一一 十. pnr 翁" 晴" 朝、 私の 家に 行く。 其處 へきく のが 會 ひに 來た。 夕方 一正 亭へ、 英 f 敎授 等と 夕 f 共に し 一 

に 行く。 高 杉 博士、 木 村 及び 末 光が 集った。 それから 夜舉 校へ 行き、 子供 等に 話 をした。 彼等 は 熱心に 私の 話を聽 いた。 す ： 

つかり 勞 して 宿に 歸る。 吉 川が 此の 夜- 狩 太から 出て きた。  ： 

十月 二十 八 or  土曜。 又も 晴。 家に 行き、 今夕 やらねば ならぬ 講演の 準備 を 一生懸命 にやる。 コラ ー の 處で晝 食。 病弱の 一 

-  し 


の 子 は 大きく 可^くな つた。 それから 宿に 歸り、 大 熊の 家へ 夕食 を 共に しに 行く U 彼の 新妻に 會 つた。 また、 文武^ 俱樂 

部に 行き、 半： 死に 對 する 私の 見解に ついて 講演した〕 それから 本科 一年 級の 會合 „ - 

. おに くと、 佐 藤 娘が 私の り を 待って ゐて、 十 一 時まで 話した。 彼女 は. どんな 邪魔が 入らう とも、 結婚す る 心 構へ を 

してゐると；f^ふ^を松本に知らせたがってゐた。 併し 松 本が、 たと へ 外の 者と 結婚 はしても、 彼女と は 結婚す る 意志がない 

の を 知って ゐ るので、 私 は 一 切の X 布^ を 抛つ よう、 斷乎 として 彼女に 勸 めた。 

十月 二十 九日。 0 曜。 夕方 札幌を 去る、 豫 期しなかった 澤 山の 人々 が驛 に見经 つて くれた。 

十月 三十  一 or 火曜。 朝、 七 時 頃 東 一 M に歸 り、 父上が まだ 腸が ぉ惡 くて W つて ゐられ る 外 は、 皆 元 li^ で 丈夫 だ。 

十一月 八 nr  .s。 雨。 可成り^ 康に惡 い 天氣。 父上 は 昨夕 御歸宅 後、 お吐きに なった。 それ で^おに I かて 貰 ふ 事に おき 

めに なった。 今朝、 父上 を長與 胃 腸 病院に お連れした。 院長の 平 山 博士 は、 診 "察 後、 父上の 御 病氣は 癌が 幽門 を 侵して ゐる 

£^ に 起った だと 告げた。 私 は 極度に 驚いて 了った" 此の 事實を 父上に も 母上に もお 話す る 事が できなかった。 

本 當を云 ふと、 自 分の 仕事 を 心 ゆく まです る爲に (良心に かけて、 他の 目的あって ど はない が)、 ひそかに 父上の 死 を } ^望 

して ゐた。 ^し 此の. e 々しい 知らせ を 聞く と、 父上の 生命に 對 する 私の 態度 は、 すっかり 變 つて 了った。 私 は 唯 父上の 恢 as 

を 願 ひ む 許り だ。 神よ！ 其 は 餘り殘 酷す ぎます。 殘酷 すぎます。 
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第 十九 卷 

一 九 一 七 年 (大正 六 年) 

I  ^  13 へ懷 中日 としての^ 質ヒ、 に の爲 にの み 一組され た 文字 あれ ど、 内容 ン 

®  TT 日 M  ^ と 重複す る 際 はこれ を く。 主として 英文 なれ ども 問 々邦文 ぁリ、 編者。 y 

一九 一六 年の 覺ぇ 雷。 ^ I 主に 東； M に 住む。 安子 及び 父上 死去。 歐洲 大戰。 

一月 二 nr  (火) —— 父上 三十日 祭〕 

一月 四 B。 (木) 酒 匂の 山 本の 處に、 母上 及び 子供 等に 會 ひに 行く。 蔦屋 宿泊。 . 

一月 五 Gl。 (金) 河 if 志賀 及び 有 島 を 訪れる。 有 島の 處で山 び 木 下に 會 つた。 河 處で、 愛子の 夫 及び 新 渡户こ 

と 子に 會 つた。 十一 時半 歸宅。 

一月 穴 En。  (土) 〔せ 峪〕 

一月. PB。  (3  11 父上 三 十五 日、 片桐 禪戒師 の來る 日。 

湯 池 來訪。 原 来り、 足 助と 共に 一泊" 談盡 きず。 瀨脇 夫人 及び 孃に 手紙。 

一月 八 曰" (月) 〔お 峪〕 

一月 九 曰〕 (火) 快啧) 「受難 者」 を 通！ r 原、 夕方 來り、 彼 及び 英 夫と 自笑 軒に 行く。 入 山に ボ- ナス を 現金で 渡す。 


一月 十日。 (水) 母上に 御手 紙。 英の處 子 誕生。 安藤の 處に、 二日に 死去した 好 子の 悔みに 行く。 それから 佐 藤 夫婦 

と共に 父上の 10^ に詣 る。 午後 神 尾の 父 を 訪ねて、 毅 一 と 八十 島螭 との 婚約の 承諾 を 得た。 

一月 十一 日。 (木〕 晴。 $ ^一し。 熱 海に 少し 品物 を 發经。 十 時 頃、 國分 夫人が 来た" 夕方、 隆； n 夫婦が 夕食 を 共に しに 來る。 

毅 一が， ぉ來 る。 カヲルに 手紙. KiSJl かせよう。 柳浪の 「今戶 心中」 を讀 む" 

一月. HI 日" § 尺 氏に 返^の i$。 震り、 だが is から 晴れ渡る。 新 渡 戶孃 から 手紙。 髓の川 學阅を 訪ねた が、 鬩長 

に會 へなかった。 父上の 墓に まる。 それから 山內 へ。 ミレ ー の：^: 涯 について 少し く。 

一月 十一 二 曰。 (土) 橫濱 火災 保險拂 込： 四 〇、 〇〇〇)" 朝の 中 ミレ， 'に 就いて 執錄。 午後から 夜へ かけて、 原 w、 宮原 

及び， wwi^ の 訪問 を 受けた。 壬 生 は 晚く歸 宅" 

一月 十四 nr  S  〔お 略〕 

一月 十五 or  (月) 快晴。 風 あり。 朝のう ちに 神尾來 り、 安藤の 嫁の 話 をしょう と 言 ふ。 午後、 一 緒に 彼の 新居に 行った。 

それから 安^ 及び 森 田へ。 夜、 救世 第へ 行き、 窝 崎 氏の 話に 傾聽 した。 それから 森 田へ 行った が、 會 へなかった" 

一月 十 穴 曰。 (火〕 mHO 午後 七 時より ssi 小隊に て 講演。 

昨 H から 又 少し^く なった。 花 月 旅館へ 講演の 準備に 行く。 夜、 救世軍で トルストイの 「神父 セル ギ ウス」 について 講 m 

した) 

茶話 會" 大變晚 く II 宅。 阪 井が 雨 をお してやって 來た" 宮 原の 爲に、 佐 藤氏に 何 か 職 を 頼んだ 由。 

一月 十セ 日。 (水) 窓い。 片桐^ 梅來 る。 

森 W 氏來 り、 片桐 について 話す。 角 田夫 人から 手紙 來り、 彼女 は 子供達の 世話が できる と 思 ふと 云って きた。 午前、 山 本 

がきた。 そして：！： 本惧樂 部に 於け ろ^^の 秋 野の 講- おに 出席した。 

一月 十八 曰 (木) 午前 雨、 寒し" 午後 か..： 快晴 • 暖<  風 あり。 

1 九 一七 3f  三 八 七 


有£^武郎仝$^|^ 第十卷  三 八 八  一 

1 お 子に きて、 角 田夫 人の 事 を 永 山に 尋ねた。 それから 湯 池へ、 また、 御園 孃へ。 八 時に 歸宅" これで 氣 が濟ん だ。 非常に 一 

疲れた。  *  一 

1 月 十九 (金) 晴。 熱 海へ 来た。 皆 元氣で 丈夫だった。 夕方、 子供達 を 散歩に つれて ゆく。 熱が あって、 夜よ く 寢らー 

れぬ。  . 

一月 二十 B。  (土) 晴。 熱 海" 松 方、 高 橋、 野 村、 伊地知、 伊勢 池 〔？〕 及び 原 を 訪ねる。 子供達 を つれ、 梅園へ 長い 散歩。 一 

一月 二十 一日。 (日) 晴" 言、 行 及び 敏と歸 る。 信 子、 曉子、 及び 行 三が 私達 を驛 に見经 つて くれた。 夕方 歸宅" 

修道 體の片 桐が 今朝 來 たさう だが、 壬 生 は その 無作法 を 譴責して ゐる。 

一月 二十 二  B" (月) 晴。 父上 五十！ T 祭。 朝、 墓へ 壬 生と 共に 行く。 四時に 神 尾の 兩親、 山 本 夫婦、 壬 生、 高木、 佐 藤 夫 一 

婦、 英， 健 助 及び 飯 W が 祭典に 来た。 三 河屋で 夕食" 今朝、 行郞 から 手紙。 

一月 11 十一 1ー日リ 

〔兩 共お 略〕 

1 月 二十 四 B。 

一月 二十 SB" (木) 晴れて は 居る が 寒い。  一 

瀧の 川學 園で 石 井に 會ふ。 彼の 考へ では、 佐 藤 は 此の 保護 院には 適して ゐな いとの 事で ある。 それから 石 川. 坂 本、 尺、 一 

神 尾 及び 國 分へ 行く。 夜、 宮原 來訪。 佐 藤へ 手紙，  一 

一月 二十 穴 B。 (金) 行 光.^ 敏 行が 風^をひいた。  ，1 

1 月 二十. PB。  (土) 晴。 近 藤、 島津、 命 尾、 飯 島、 飯 田、 新 渡戶、 及び 松 平 を 訪ね、 それから 伊地知 大將の 葬式へ。 足 一 

助來 り、 夕食後 迄ゐ た。 行 光が 風邪に か k り、 一 rn 中閉ぢ こもって ゐた。 新渡戶 夫人と こと 子 Ik 、に關 して 不愉快な 話。 一 

一月 ニナ 八日" (日) 風 あり。 行 光 は 少しよ くな つた。 . 河 野 夫人、 吹 田、 原 及び 三澤へ 手紙。 父上の 藏書 と 着物 を 近 藤氏，； 

に经 る。 父上 死去に 際し、 お 悔みして 貰った 人々 へ 御鼴を 述べに 廻った。  ： 


一月 二十 九 B。 (月) 快晴" 装し。 御禮を 述べに！！ る〕 佐 藤 か、 り 手紙 を受联 つた、 彼女 はどうし たらよ いか 判らぬ 難 境に、 

又，.^,: S つたと 知らせて きた。 可哀想に！ 

一月 三十日" (火) 晴天 U  §iH おきびし。 諸方 訪問に 忙し。 今日 神 尾大久 保に 居。 

一月 1 一一 十一 曰。 (水) 快晴、 塞し。 明 ro 日英 水 電の拂 込み、 夕 六 時より 新 渡戶氏 晚髮。 

毅ー來 り、 ^く 話して 行った。 諸 所 訪問。 箱 根の 小さな 噴火。 河 野 夫人から 新 渡 戶孃と 私の 結婚 を勸 めた 手紙 來る。 馬鹿 

な！ 新渡戶 家の 晚^ を斷 つた。  . 

1 月の 思 ひ 出。 

〇 佐條 娘の *。 

〇 父上の 五十 H 祭。 

〇 时 の 分配"  . 

〇 神 He の 移 it。 河 野 夫人から 結婚の 提議。 

〇 トルストイ (レオの 二 1SD の來 朝。 

〇* ゥ エル ハ， 'レンの 死" シ エンキ ウイ？ チの 死。 

二月 一 曰。 (木) 晴。 日英に 拂 込む。 ニ兒の 健康 は餘 りょく ならない。 安井 氏を訪 ひ、 畫 をニ點 買った。 隆 11 一 夫婦 及び 英 

夫來 る。 敏 行の 熱 は 今夜 大變 昇った が、 朝 になって 下った。 

一 一 月 二 曰。 (金) 甚だ 怏喑， 氣持 よし。 藤 井 氏の 訪問 を 受ける、 それから 墓へ、 次に 長 谷川へ。 山 本の 家で 生 馬と 食事し 

た。 私 は N を輕 蔑した。 私を燭 てること 甚し。 それから 神 尾へ 行く。 子供達 は 可成り よくな つた。 佐 藤、 河 野、 及びき くの 

一九 一七 〔+  三 八 九  _ 


i が 十お-  n! 九 〇 

へ 發信。 きくの、 千代 等から 来信。 

二月 li!nr  (土) 晴- 少し 陵い。 森， 志賀 及び 田 中の 訪間を 受けた。 志賀は 私に 河 Ai の 事件 を 話した。 甚だ 興味が あつ 

た。 午後 神 尾の 父上 御 来訪。 壬 生 は 熱 海へ 行った"  . 

二月 SOT  (G  〔邦 文〕 午後 零 S 半 學習院 に 行 光 を 伴 ひ 行く 事。 

二月 六日。 (火) 上と 子供達 は 執： 海から 酒 匂に 行った。 行 光の 乳 齒が拔 けた" 

二月 セ B。 (水) 晴" 行 光と 敏： 仃は 床上げ をした。 朝、 神 尾へ、 毅ー の 事で 行く。 佐 藤 博士、 宫原 博士、 永 山 及び 松原に 

手紙。 札 幌の家 は 大學の 生 達が 入った" 新 小説の 原稿 を 書く のに 忙しい。 母上へ 手紙。 

一一 月 八 曰。 (木) 晴" 朝、 飯 W 來り、 遣； ii 曰の 舉務 處理〕 行 光 は 學習院 に 入り 損ねた。 飯 田 は 夜まで ゐた。 

11 月 九 曰。 (金) 少し 曇り。 朝、 下町に 行き、 電氣の バル ゲを熱 海に 经 つた。 それから 山 内へ 行く。 勉 强の爲 に、 平 河 町 

に部^^を借りた。 午後から 其處へ 行く。 飯 田が 午後 來た * 

二月 十日" (土) ミレ- '評傳 を 「新 小說」 に る 率。 

事務所に 行き、 四時まで 仕事す る。 夕方、 山 本 及び 兄弟の 親睦の 集り。 大騒ぎ。 

二月 十一 日。 (日) 晴" 事務所に 行き、 四時まで 居る。 山 内へ 行 キ其處 で 愛子に 會 つた。 ロダンに 關 する 一 論文が 讀 R に 

出..。 足 助が^ 仪 米た" 元氣 がなかった。 

二月 十二  B  S 翁" 夕方より 雨。 午前. 飯田來 る。 神 田 橋 稅務署 に 遺康相 續屬を 出す。 窜務 所に 行って 四時 半まで 一 

心に 仕事。 母上 及び 高 村から 來信、 まちに 高 村に 返信。 

一一 月 十 一 一一 曰. (火) 午前 十時區 役所に 出頭の 事。 

「新 小説」 への 文章 「ミレ ，の 生涯」 を禱き 終へ た" 朝、 事務所へ 行く。 午後、 it 陽 堂に 行く。 夕方、 休息した。 敏行は 又 病 

氣 になった。 


二月 十四日 (水) 晴。 雍務 所に 行って 夕方まで 働く。 夜、 山 内 夫婦 來る。 

^上 及び 河 野， 藤： € 姨に發 ；！：^。 

二月 十五 B" (木) 大變 上天 氣。 散髮 する。 敏行を つれ、 條搏 十： の處へ 行く。 氏の 考へ では、 彼の 健康 は ひどく 衰 へて 

ゐ るとの Is." 午後から 祌 尾へ 行く。 彼等 も 此の 知らせに 驚いた。 大學 へ、 壬 生の 描いた 山 祸敎授 の 11- を 見に 行く。 山 本 を 東 

一： 驛に 見？^: る。 

一！ 月 十六 nr  (金) 午後 一時 田 中 純 氏な 待つ こと。 朝、 晴。 午後から 暴る。 

^務 所に 行き、 「イエスの 牛； 涯」 ゃ讀 みつ どける。 寳食後、 田 中 氏に 會ふ爲 に つた。 だが 彼 は 来ない。 Mlsrson  Jone の 

*~The  Fall  of  Tsingtao  ： を む。 田 中 は 夕方 來た。 

二月 十 七日。 (土〕 曇り、 寒し。 行 光と 敏行 を下條 博士の 處へ つれて ゆく。 氏の 診察で は、 行 光の 方が 敏 行より い、。 三 

越に 少し H 物に ゆく。 夜、 神 尾の 兩親 來訪。 

一： 月 十八 nr  (曰) ！^^！；り、 寒し。 別に 何 4、 せぬ。 " The  Fall  of  Tsinstao  "、 を讀 む。 夜、 文藝 座で 長與の 「賨 家と その 弟子」 

を 見る。 •  おに、 にい、。 壬 坐 は 執： 海へ 行った" 隆 三へ 手紙 を かく。 

二月 十九 日。 (月〕 晴。 風 あり。 十 時 十七 分の 汽車で 熱 海へ、 行 光と 敏行を 連れて行く。 五 時 熱 海 着 U 皆元氣 だった。 

二月 二十 or  (火) 〔省 峪〕 

二月 二十 一 曰。 (水) 喑。 風 止む。 午前、 梅閬に 散歩。 附近に 錢道 敷設 中。 午後、 海岸 散歩" 樂燒を 試む。 

二月 二十 If "  § 十 時 四十 五分の 汽 Isi. で 熱海ケ 去り、 東 一：： 小に 四 時半 着。 手紙が 數： 迎 來てゐ た、 その 中には ォ庄孃 から 

一 人の 娘 を 私に 推薦して きた もの、 及び 原から 一 通、 行郞 から 一 通。 

二月 二十四日。 (土) 風な く、 晴" 少し 暖く なった。 

^^所に 行き， 一日中 ミレ ー の 文章 を 校正して 過す。 夜、 春陽 堂へ 原稿の 事で 行く" 神 ：2? の 父上 夕方 御 來訪。 S 上 及び 本 
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ffi 孃に 手紙" 

二月 二十 五 B。 (曰) 快晴" 朝、 坶田を 訪ねる。 それから 飯 W へ 行く、 晝 食の もてなし をう けた。 午後、 ラスキンの "Lec- 

tures §  Art: を讀 む。 夕方から 佐 藤 夫婦が 訪ねて きた U 

二月 二十 穴 8 晴" 事務所に 行く。 熱心に ルナンの 「イエスの 生涯」 を讀 む。 夕方、 山 内へ 行き、 高木に 會 つた。 足 

助が 訪ねて きて、 ー晚暮 す。 

二月 = 十七 日。 (火) とうく こんな 氣持 のい.^ 雨！ 久し振り だ。 

吹 田より 手紙。 山 本を訪 ふ。 それから 千 紫へ、 本 庄孃と 佐久間 孃に會 ひに 行く。 前者 は 江 南 文藏と 婚約した。 

二月 一 1 十八 日。 (水) 雨" 千 紫から 晝頃歸 る。 本 庄孃、 八 木， 澤 及び 平 澤 より 手紙 来る。 夜、 帝國 劇場へ トリ ー の マクベス 

を 見に 行く。 見裹 だ！ 

二月の 思 ひ 出。 

〇 口 ダン が 死んだ との^が あ つ たが、 それ は 彼が ベ， ァ ー ズ 讓と 結婚した 知らせ の 間違 ひだ と 判明した。 

〇 本 庄鱭が 江 南 氏と 婚約した。 

〇 敏 行の 體質は 肺病の 疑 ひが 强 いと 診 斷 された" 驚かされた。 彼と 行 光 を 熱 海に 速れ て 行く。 

〇 佐 藤- 顿は 家庭の 或る 事件に 爐ら はされ て、 保護 院に 入る 希望 を 捨てざる を 得 なくなった" 

〇 ミレ， に關 する 文章 を 「新 小說」 に逡 つた" 

〇 歐洲 では 戰^ が尙も 荒れ狂って ゐる。 

〇 米國は II 逸に 國交 斷絕を 宣言した。 


三月  一 or  (木) 快晴" 橫濱電 氣拂 込の 事。 午前， よし子と 共に 山 本 訪問。 愛子と 隆 三の 件に 就いて 相談。 そこで 陶器 製 

1^3 家と 遭 ふ" 面白い 男な り。 それから 事務所、 土屋 夫妻 來訪。 

一一 一月 二日" (金) 暗" 顷 W が 朝の 中來 る。 彼と 晝販 をた ベる。 「新 小說 J が 出た。 壬 生の 家族が 熱 海から 歸 つてき た。 ^ 

{^r5f か來 た" 英が來 た。 「新 公論」 への 戯^ を 今日から 書き 始める つもり だ。 

i-B. (十：) 暗。 isif 務 所に 行き、 「新 公論」 への 戲曲 「死」 を 書き 始めた。 非常に 働いた。 十七 頁 許り 書いた。 

三月 四日。 (B) 朝、 雨" 午後から 快晴" 志 賀に會 ひに 鎌 倉に 行く。 共に 散歩" 英 及び 壬 生の 家族が 二人 を 夕食に 招待し 

た。 十 時半まで 話す。 

一 II 月 五 曰 U  S  ir 事務所に 行く。 午頃鈑 田が 来たので 邪魔され た。 上野の 水 彩 寶展に 行く。 夜食 は 壬 生 馬の 所で 御馳 

先にな つた。 八 木澤、 澤田、 市 河 来る。 

三月 六 日。 (火) 〔省略〕 

ョ月 七日" (水) 晴。 午後 二 時帝國 ホテル 郵船 臨時 總會。 

-w、 父 卜： の 10^: へ參 る。 俳優、 藤澤の 葬式 を 目撃した。 晝 まで 仕事す る。 ひどく 疲れて 了って、 働け ない。 そこで 山 本へ 行 

く。 ま忠が 少しお 氣 だった。 鈑 W が 熱 海へ 行った。 

一！ I 月 八日。 (木) 晴" 十五 銀行 を 訪ねてから、 事務所へ 行く。 午後から 小 池 来り、 夕方まで 話す。 夜、 足 助が 来た。 芳川 

们 の 娘が その 自動車 の 運轉 手と 心中。 

三月 九 or  § 事務所に 行く。 仕事 進涉。 

一一； 月 十日。 (土)  H^ii-is, 解 株式 會社拂 込" 

A 務 所へ 行く。 朝 は大變 暖かい。 驟雨と 雷が 晝 にやって きた" 母上が 熱 海から ぉ歸 りになる の を 新橋へ 迎 へに 行く。 母上 

と 子供達 は大變 元氣だ つた" 飯 田が 熱 海で 土地 を大變 安く 賈ふ樣 に 取り はからつ たと 報告して きた" 

i 九 一 七 年  三 九 三 


有 鳥 武郞仝 集 第十卷  三 九 四 

ni 月 十一 B。 (日) 暴り" 少し 風 あり" 一日中、 1^ 奠 返しの 仕事 をして つぶす。 無駄な 事 だ！ 

II 一月 十二 日。 (月) 暴り" 朝、 香奠；^ しの 仕事 をす る" 母上 は 園 田 及び 高木 を御訪 間 。宮 原から 手紙で、 喀血した と ：14 つて 

きた。 氣の 毒な 事た！ 夜、 ホイットマン。 

n 一月 十 11 一日。 (火) 快晴" 菊池來 る。 

父上？ SB 祭。 神 尾、 山 本、 高木、 有 島、 園 出、 鈑 3 等が 來た。 朝、 阪本、 尺、 及び 神 尾へ 行く- 式 は 莊嚴に 執行され た。 

夕食 を 共に し.，。 

II 一月 十 gIB" (水). 雨" 午後 三時 費 生九郞 葬儀、 靑山齋 場。 事務所に 行き、 夕方まで 仕事。 夜、 再び 十 一 時まで 仕 IT 

三月 tsB" (木) 雨。 朝、 大 森へ 數日來 病； に 居る 宮 原に 會 ひに 行く。 幾分よ くな つて ゐた。 午後から、 事務所で 仕事。 

11 一月 十六 日) (金) 晴。 朝、 山 本へ 行き、 それから 事務所へ 行く。 木 村から 彼の 學 校の 卒業式に 講演して くれとの 賴みを 

受ける。 承知した と li? おいて やる。 夜、 二 時半まで 一 坐 懸命に 仕事した。 

1=1 月ャ 七日。 (土) 大變 1KZ、 風 あり。 事務所で 仕事す る。 夜、 二 時まで 床に 就かなかった。 ロシアに 革命 起る" 阜-帝 は 

位した。 太 公が 獨裁 者の 稱を 得た。 

11 一月 十八 GT  (日) 大きな 地震が 朝の 中に あった。 併し 天氣 はすつ かりょく なった。 

足 助と 一緒に 子供達 を 根 岸 及び 花 月 園へ 速れ て 行く。 馬場 を 照らす 日の 光 は、 可成り 壯 魔だった。 手紙 を 行郞、 竹 崎、 木 

村 及び 1^ に 出す。 

11 一月 や 九日。 (月) 雨) 朝、 奧園來 る。 午後から 神 尾， 飯 島 及び 田 島 訪問" 夜、 學坐 等に ホイ.' トマ ンの 講義。 

S 月 二 4- 日" (火) 菊池來 る。 

ョ 月 二十 二 曰。 (木) 雨- 終日、 家に 居る。 午後、 丸 善に 行く。  ロシアに 關 する 本 をニ册 I 貝 ふ。 

1 一一 月 二十 SDr  (金〕 雨" 事務所に 行く。  ロシア 革命に ついて、 朝日 新閜の 記者に 話す。 


一一 一月 二十四日。 (土) 雨。 朝， 下町に 買物 をし に 行く。 午後、 喜寬 來訪。 夜、 「その 妹」 を 見に 行った が、 公演 は 延期 だつ 

た。 それから^ 枯川 氏に. ビ つた。 い \ 印象。 

111 月 二十 五日" ffw 神 尾へ 子供達 を 連れて行く。 それから 足 助の 處へ 行った が、 §£守。 夕方から、 小 倉 魏の獨 Iti ？」 基督 

年 の 寄， M<lc に 聞きに 行く。 ショパンの 曲が 恍惚と させた。 歡 喜に 醉 つて 了った" 

三月 二十 六日。 (月) 大 晴、 風 あり。 朝、 父上の 墓に 參る。 それから 中 西 屋 へ ホイ プト マンに 關 する 本 を 買 ひに 行く。 宁 

後から 岡 氏を訪 ひ、 會ふ。 夜、 足 助 及び， 澤出 が 訪ねて きた。 

n 一月 二十 七 B" (火) 晴。 風 あり。 旅行の 51、 荷物 をつ くる。 菊 池が 朝の 中から 來て、 三 時まで 居た。 馬鹿々々 しい！ 

n 一月 二十 八日。 (水) 晴リ 風 あり。 執 S に 納税の 事。 

終 曰、 旅行の 準備 をして 過す。 森 氏に 日程表 (三 十 一 日まで は 木 村の 處、 そして 三日まで は あかまん や) を 雷いた 手紙 を 出 

す。 夜、 七 時の 列車で 神 戸に 行く。 

n 一月 二十 九 B。 (木) 稍 irg り。 昨夜 はよ く 眠れた。 五 に. g>」 たが、 その 時 汽車 は 米 原 を 通って ゐた。 木 村 及び 原が 九 

時に 驛に 出迎 へた。 川 崎ド. -ク、 新開地、 神戶女 if 院を兒 物。 それから 明 石に 行き、 人.！； ハ j 神社、 古い 城、 slices 神社、 II 王 山、 

長林^！^及び丸松を目物した。 

一一 一月 n 一十 nr  § 快晴" 神 戶市ド 山手 通 六 丁目 庭 一田。 女學院 で講； ii。 聽 衆 約 五 W: 名。 可成り 滿足 を與 へた〕 午後から 

原の 家に 行き、 山腹を散.1^^した。 蕾 はふく らんで ゐる" それから 木 村の 處へ、 次に 料理 匿へ。 其 處で私 等 (原、 杉 田 及び 木 

村) は 十 時まで 話した U 

1 二月 1 一 7 一  曰。 (土) 晴。 午後 小雨" 東洋 製糖 拂込。 

木 村と； 冉度 山に 登る〕 ：：！；^ 仰に ついて 大いに 論じた。 午後、 神戶を 去り、 大阪へ 杉 W と 同行。 常 盤 旅館 (堂 島 裏 二 丁目 )0 天 

王 寺、 住 士：： 祌社、 千！！！^^及び心齋橋筋を見物する。 大變 よく 寢た。 

一九 一七 年  .  ーーー九：.^^ 
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三月の 思 ひ 出。 

〇 ロシアの 革命。 II マノフ 家の 沒落。 

〇 父上の 百 曰 祭。 

〇 母上と 三兒は 執、 侮より 歸宅" 

〇 米阔歐 洲大 戰に參 加、 獨 逸に 宣戰を 布告した。 

〇 神戶女 舉院で 講演の 爲に、 神 戸に 旅行。 

四月  一 B" (日) 快晴" 朝、 江 崎 を 訪れる。 それから 少し 繫を 描く。 すると 杉田來 り、 一 緒に 文樂 座に 毛 谷 村 六 助 及び 心 

中天の 網 島 を 見に 行く。 後者 は 殊によ かった。 宿に 七 時半 頃鼸 る。 都會 から 遠ざかり たいとの 衝動が 非常に 强 くしき りなし 

に 襲って 來る。 

四 月 二  B。 (月〕 晴。 稍 iif あり。 大阪城 及び 造幣局の 見物。 江 崎 叔父のお 薩 である。 瓜 花 亭で晝 食。 三 越 を 見る。 箕面 

に 行く。 夜 は 江 崎から 夕食に みどり (南 地 法 善 寺； S:) へ 呼ばれた。 それから 樂 天地へ 行く" 宿に 晚く歸 る。 熟睡 を 得ず。 

四月 n 一日。 (火) 曇り。 午後、 小雨" 朝、 大阪を 去り 京都へ。 それから 丸 山へ 行く。 午後、 先帝の 御 陵、 黄蘖山 及び 宇治 

へ。 宇治に 着いた 時、 雨が 降り始めた" 風景 は 可成り 恍惚せ しめる ものが あった。 晚く 宿に 歸る。 夜、 散歩。 京都 四 條繩手 

あかまん や 井上ち が。 

四月 四日" (水) 快晴" 稻荷を 振り出しに、 我々 は 東 山の 名所 を澤山 見物した。 瓢 亭で晝 食" 午後、 電車で 大津へ 行き、 . 

石山 及び 三 井^ を兒 る。 兩者 とも 私 を 大いに 喜ばせた。 此の 夜、 杉 田 は 御影へ 歸 つた。 摘 村で 夕食" 

四月 a 曰" (木) 晴) ひどく 暖かい。 大 島が 會 ひに きた。 一緒に 出かけ、 大學、 相國 寺、 同志 社 等 を 見る" それから 嵐. =T 


へ 行き、 千鳥で 甕食) 午後 は 御所 及び 二 條城を 訪れる" 此の 夜 八 時 二十 分の 列車で に 向った。 汽車 は大變 混んだ" よく 

^れ なかった。 

B: 月ーハ B。 (金) 八 時 三十 分 着" 家で は 皆 元氣で 丈夫だった。 明日の ぼ會の 準備- 英夫 夫婦が 來た" 夜、 下^へ 子 f 

51 に 玩具 を賈 ひに 行く。 大變 暖かく むしく する。 手紙が 澤山リ 

四月 七 曰。 (土 > 歧 かし。 暴り、 風 あり。 午後！ 時から 父上 追悼の 謠 の會" 師匠の 命 尾 氏 及び その 弟子が 集った" 約 二十 

二人。 夜まで 鑌 いた。 すっかり 1^ れた。 行郞 その他から 手紙" 

四月 八 CT  (日) 〔^略〕 

四月 九日〕 S 快晴" 神 尾から 食事に 呼ばれた。 宮原 及び 吹 田から 原稿 來る。 宮 原の は大變 よかった。 吹 田の は 全く 失 

b: 月 十 B。 (火) 朝、 末 光 及び 足助來 る。 三 河屋に 夕食 を^べ に 行く。 十 一 時まで 話した" 

四月 十 一 日" 〔お 略〕 

四月 十二  B。 〔お 略〕 

四月 十 lllnT  (金) 雨、 凉 しくなる。 「新 公論」 への 文章 を 書く。 山 本が 來た。 手紙 を 本 橋に 書く。 

四月 十四日" (土)  0i 朝 は 家具の 備へ付 ゃ爲眞 の 調べで 過す。 午後， 3^!!1祝賀會に出席した。 薩は 美しかった。 「新 

公 il」 の 森 氏 來訪。  j 

四月 十六 日" 3 朝 は 雨。 栃內 夫人が 死んだ。 午後、 出雲大社へ 他の 人の 靈 と共に 父上の 御饉を 合祀す る に參 列し 

た" ^村 を 訪ねる。 山 本の について 近 藤に 招かれた。 

四月 十七 曰" (火) 0O. 朝早く 山 本 を 訪ねる。 朝、 神 尾へ 行き、 郵船 會 社の^ 員と して 小 榑に出 k おする 毅 ーを经 つて ヒ 

停車場に 行く。 午後、 靑 山へ 行く。 行 光が 今朝から 病氣 でね てゐ る。 熱が ある。 

一九 一七 年  n 一九 七 
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四月 十八 曰" (水) 天氣 よし。 午前 は 家事 や 壬 生 及ぴ英 夫の 作品 を 讀んで 過す" 午後、 農 商務省に 行く。 それから 築^の 

方へ 散歩。 まさが 洋 一 を 迎れて やって きた。 彼女 は 彼 を 山 王 神社へ つれて 行った。 英夫 がきた。 夜、 原 田が 會ひ にきた。 

四月 十九 or  (木) い.^ 天氣。 朝、 直 良が 來た。 彼 は 郵船 會 社の 監査役に なった。 行 光の 病氣 は大變 によくな つた。 午後、 

築地の 方へ 散 ヰ る。 夜、 足 叻と原 W 來り、 十 時半まで 居た。 宮 原から 原稿が 屈いた。 

四月 二十 B" (金) is:"  ^濘、 野 村に 祝 物 をす る 事" 大阪 城の 攻圍を 終日 研究す る。 夜、 原 田夫 妻が 訪ねて きた。 大阪 城の 

事 を 話す。 原 W 夫人 は 甚だ 内氣な 女で ある。 我々 が 訪ねて 行く 時、 持參 しょうと 思った ので、 野津へ は^, 匆 を经ら なかった。 

四月 二十 一日。 (土) 晴、 風が 烈しい。 朝、 父上の 墓へ 參り、 それから 安藤 及び 佐： i を 訪ねる。 午後 は 大阪の 役の 研究" 

四月 二十 二日。 (日) 朝、 天氣 がい i ので、 四兒を 井の 【g 公園に 連れて行く。 三 河屋で 食事した (私の 好きな 娘が 給仕し 

た)。 家に 歸 つてから、 ホイットマン を讀 む。 それから 宮原來 り、 八 時まで 居た"  . 

四月 二十 三 or  (月) 晴。 風 あり。 朝、 園 田 氏の 處へ 行き、 私の 今後の 生活に ついて 話す。 それから 八十 島へ 行き、 毅 j 

と マツ子の 嚷 について 色々 相談した" 午後、 帝國 劇場へ 坪內 氏の 「桐一葉」 を：^ に 行く。 足 助と 原 田に 其處 で會 つた。 Ml 

鹿し いもの だ。 夜、 ホイットマンの 講義。 

四 月 一 1 十四日。 (火) 雨。 塞くな つた。 朝、 新渡戶 IS 士を 訪ねた が、 S 寸 だった。 それから 神 尾に 行き、 毅 j の 事に つい 

て ゆっくりと 談 じた。 甚だ 有望な 返事な 得た。 それから ロバ， ト ソン， スコット 氏 夫妻に 會 ひに 行く。  二人とも 賢い 人 だが、 

餘り 私に は訴 へて 来ない。 

四月 ニヤ！^ 曰。 (水) ， 風 あり 0 行 光 は 午後から 又も 熱 を 出し 始めた。 ス ミスが m 京の f んを： 飛んだ。 夕方、 宮部 博士 來 

訪" 一緒に 茶寮に 行く。 靜 かに 話した。 歸 宅したら 小 日 山が 待って ゐた 0 胃の 痛み はま だよ くなら ない。 

四月 二十 穴 日。 (木) S 峪〕 

四月 二十 4JB" (金) 博 多 灣配當 を 受け取る。 


行 光が sr. 父から 鑼 つてき たら、 身^の 具合が 惡 いとぶ つく 云った" ^者に 麻疹 だと 診斷 した、 熱 は；^ つ 1 り 高い。 他の 二 

兒は ^：ロ^ にか、 つて ゐる。 そこで 私に 彼等 を 一?^! 子の 神亭 へ、 午後から れて 行った。 嘵子も 水痘 を忠 つて ゐる。 夕方 か 

に 雨が 降り始めた。 

四 月 二十 <B"  (土) 烈しい 雨と 風。 K コット 氏の I を 謹。 千代 田 直 校の 生徒 等が 雨の 中 を やって 來た。 級長の 泉 

と 保 坂に 會 つた。 行 三 は 午後、 少し ぢれ てゐ た。 夜. 雨 はやんだ。 併し、 風 は 一 晚中 烈しく 吹き 續 けた。  . 

Knn 一十 九 or  (H) 快 IT 併し 風 あり。 寶生謠 <^。 

逗 子から 七 時 二十 八 分の 汽車で 歸る。 スコット 氏 を 訪ねた が、 會 へなかった。 行 光 は 痲疹で ひどく 苦しんで ゐた。 「二 ュ， 

ィ，' スト」 の 諭 文の 願譯を 一半： 懸命に やった。 

四月-一 十日" (月) 入 山 炭鑛會 社 株 代金 請収の 率。 

, ゆ ：！^ く小久 保を訪 ひ、 毅ー の について 語る。 飜譯を やらう と 努めた が、 生、 できなかった ー 全く 厄介な の は 家事 だ 

お、 一 寺す ぎに 起き、 明 方まで やる。 今日、 神 尾の 父上が ニ兒を 見舞に 逗 子へ 行って 下さった" 

四月の 思 ひ 出。 

on の 始めは 大阪 及び 一 2- 都に 滞在して ゐた。 

〇 毅ー は 郵船-針 社の 社員と して 小 樽へ 行った。 

or 死と 其の 前後」 が 「新 公論」 の 五月 號に發 表された。 

〇 r ザ •  ニュ ィ ー スト」 の J.  Robertson  Scott と 交際し 始めた。 

02:^ (寺 内 首班) は 衆議：^ の總. 逸舉に 勝利 を 得た。 . 

〇 ぼ. 挽が 郵船 會 社に 入った。 
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〇 行 光が 痲疹を ゎづら つた。 

〇 敏 行と：. tni は 百日咳の ため 數日 逗于こ 行った。 
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五月  一 B。 (火) 晴。 事務所に 行き、 終 B 働く。 仕事 終了した。 私の 戲 S が 「新 公論」 に 出た 0 行 光の 病氣は 頂上に 達し、 

ひどく 苦しんで ゐる 0 

五月 二日。 (水) 晴。 風 あり。 朝、 土屋 氏が 新しく 設立され た會 社の 株 を 少し つて くれと 賴 みに 來た。 午後から 下町に 

行 郞の爲 に 買物に 行く。 夜、 Y へ 食事 をし に 行く。 毅 一 の 事 は 遂に 破談に なって 了った。 彼女の 父 は素氣 なく 申し出 を はね 

つけた。 行 光 は大變 よくな つた" 

五月 Hop  (木) 曇り。 朝、 神 尾へ 行き、 母上に 八十 島の 家であった 事 を 殘らず 話す。 母上 は 驚いて 居られた。 毅ー に 手 

紙 を かく。 夜、 宮 原が 来て、 行 光の 熱が 又 高くな り、 ひどく 苦しんで ゐ るの を 知りながら 長い 事 話して 行った。 

五月 四 Bu  (金) 一 日中 雨。 朝、 £si さきと S 女から 手紙が 来て、 私 を 愛する と斷 言し、 面會を 要求して きた。 返事の 

手紙 を かく。 ェヌ. オヤ イブ 〔？〕 來訪" 際 nr が 来て、 花の 種 を 少し 植 ゑて くれた。 武者から 私の 戲： S を 賞め た 菊 書 を 受取つ 

た。 父上の 墓へ 參 る。 東京 病院 へ 行く。 

五月 五 曰" (土〕 晴" 美しい 天氣。 英が 京都から 歸 つてき た。 神 尾の 父上 は逗 子から。 夕方、 ^々木 練兵場の 方へ 散 ゆし 


た。 ® に 美しかった！ 毅ー から りん 子からの 手紙 を 封入した 手紙 を 受取る U 行郞へ 手紙。 憂 IT た" 

五月 六日。 (日) 松 方 公爵へ 內大 K 就任のお 祝 ひに 行く。 それから 山 本へ。 三時 頃歸 宅。 行 光 は 熱が なくなった。 夜、 藝 

術 試 場へ 武者の 戲曲 「惡 夢」 を 見に 行く。 失望した。 

五月 七日" (月) 降りみ、 ふらず み。 午後から ス コプト 氏の 處へ 行く。 其處で 柳に 會ひ、 それから 鐵道 協會へ 狩野芳 崖の 展 

g::< ^を 見に 行く。 夜、 ホ イサト マンの 會。 十 時半まで 話す。 佐藤學 長、 原 その他へ 手紙。 

五月 八日。 (火) 晴" 風 あり。 午前 は 怠けて 過す。 午後、 三越へ 岩 手の 物 產を買 ひに 行く。 菊 池が 謠を しに 來た。 夜、 始 

めて 祌近 市子に 會 つた。 私の 印象 は 大して 惡 くもなく、 大して 良く もなかった。 

五月 九 or  (水) 〔哲 略〕 

五月 十 曰" (木) 朝、 新橋 停 事 場へ 壬 生 馬と 共に、 八十 島 を 見 } ^りに 行く。 それから 春陽 堂の 人が、 私と 生 馬と 英と 三人 

一緒の ^0: を 取りに 来た。 神 近 纏から 手紙。 

五月 十一 or  (金) 敏 行と 行 三 は逗 子から 母上と 共に 歸京。 私の 作品、 「お 末の 死」 及び 「死と 其の 前後」 の 出版 を洛陽 堂と 

契約した。 神 近 嬢から 手紙。 

五月 十二 or  (土) 朝、 原稿の 修正 をす る。 午後、 母上と 島津 家へ、 屋敷と 蒐集：： g と を 見に 行く。 下らない" それから 山 本へ。 

五月 十 1 二 or  (日) 朝、 「新潮」 への 文章の 腹案 を考 へて 過す。 ス n サト 氏の 宅で 晝食" 其處で ケイス 孃に會 ふ。 四時 半 頃 

まで 居た。 

五月の 思 ひ 出。 

〇 「新潮」 に 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 を 寄稿した。 

〇 ザ • -ー  ュ， .ィー ストに "Love,  the  Plunderer" を 寄稿した。 
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〇 神近孃 との 交際が 始まった。  . 

六月 十六 or  (土〕 暖。 新潮への 寄稿 終る。 本 橋が 夕方 来た。 夜、 生 馬の 家へ。 英 夫が 四 谷に 地所 を 買 はう と 提議した。 

六月 十七 or  (日) 九 段能樂 堂、 能樂會 U  〔以下 雀 峪〕 

六月 十八 日。 (月〕 朝から 夜まで 曇り。 朝、 有 島 氏に 會 ひに 本 橋と 共に 行く。 平野 屋で晝 食" それから 高木へ。 次に 尺 夫 

人 訪問。 山 本で 夕袁" 宮 原が 夜 訪ねて くる。 彼と 佐 藤 孃の事 を 話す。 夜、 鈑 田が 来る。 

六月 十九 B。 (火) 一日中 雨" 文部省に 行く。 大臣が 遲く來 た" 相談 をす る。 午後、 一高へ 行く。 其處で 後藤に 會 つた。 

それから 神 近 孃に會 ひに 行く。 會 へなかった。 夜、 雨が 烈しく 降って きた U 神 近 その他へ 手紙。 

六月 二十 or  (水) 朝の 中、 暴り。 朝、 墓へ 參る" それから 又 神 近 孃に會 ひに 行った が、 彼女の 歸りを 三 時間 程 待たねば 

ならなかった。 漸く 歸っ てきた。 我々 はかなり 無味乾燥な 話 をした〕 それから 文部省へ 行く。 夜は讀 書して 過す。 妙に 性的 

興 窗を覺 える。 

六月 I 一十一 B。 (木) 朝から 雨。 朝、 佐 藤孃の 贈物、 鈴蘭が 屆 いた。 母上 は それ を靑 山に 持って行かれた。 文部省へ 七 時 

半 頃 行く。 蹭格 檢查" 「思潮」 第二 號を讀 む。 ケ T ベル 氏の 論文に 非常に 興味 を覺 えた。 田邊の 「最近 科學の 進歩」 を 買 ひ、 少 

し讀た 

六月 一一 十二 B" (金) 雨。 入， 試驗， 夜、 八 木澤來 る。 體 格撿查 終了。 ス コプト、 足 助、 佐 藤孃、 神 近へ 發信。 午後から 一 

高に 行って 事務 をと る。 ス コヴト 夫人 及び 春陽 堂の 田 中 氏より 来信。 

六月 二十 nlBU  (土) 墨 r 朝、 高等 舉 校へ 行く。 原 及び 神 近から 手紙" 一 高の 生徒 等が 夕方 來て、 十一 時まで 話した。 我 

我 は 二十 九 H に 玉 川に 遠足に 行く 事に した。 シャ， ブレス 博士から 手紙。 

六月 二十 5 曰。 〔日) タ 四時より 舜 ni 招待。 〔以下 省略〕 


六月 二十 五 3。 (月) 蒸し暑い。 雨 及び 風。 神 近から 手紙 を 受け取る。 明 夕 彼女の 處へ來 るよう 誘って 来た。 英語の 試驗。 

午後、 林 院に毅 一 に會 ひに 行く。 夕方から 足 助が 来た U 

六月 一一 十六 nr  (火) 藝 り。 三角と 物理 學の 試驗" 佐 藤傅士 から 精 養； i: へ晝 食に 招待され た。 夜、 ス コサト 氏の 處へ、 晚食 

を 共に しに 行く。 ウィング フィ I ルド 夫妻 及び 新渡戶 夫妻が 其處に 居た。 大變 晚く歸 宅。 菊 池が 来た。 

六月 二十. Pnr  (水) 蠹 り。 アル ツイ バ ー シェフの "Slave  Sou て、 を讀 む。 大變 興味が ある。 夕方、 祌近 孃に會 ひに 行く。 

彼女 は 今夜 は 大變氣 が 利き、 ^山の 事 を 話した。 夜更けて 歸宅。 

六月 二十 八日" (木) ひどく 暑い。 ぎらぎら 輝 やく 夏が 急に やって きた" 日中 讀 IT 夜、 壬 牛； 馬の 處へ 行き、 十 時半まで 

話す。 帝國大 li. 及び ifi- 陽 堂から 金 を 受け取った。 

六月 二十 九 B。 (金) 晴。 足 助、 澤田， 鶴 見 及び 蠛 山と 玉 川へ 一緒に 行き、 まる 一 日 を 愉快に 無 邪氣に 過した" 

六月 三十日" (土) 神 近から 手紙。 彼女 は 「新潮」 の 私の 文 を 正しく 評價 した。 夕方、 奥 村 氏が 私 を 招待した。 彼 は 大變美 

しい 子供で ある。 話して 非常に 愉快で ある。 

六月の 思 ひ 出。 

〇 「新潮」 へ 「平凡 人の 手紙」 を 寄稿" 

C 「新 小說」 へ 「力 インの 末裔」。 

七月  一 or  (口) 晴々 としたい k 天氣。 子供達 を 鎌 倉に つれて 行く。 大喜びだった。 夕方、 德丸友 熊 〔？〕 來る。 それから 

川 浪道三 來る。 神 近から 手紙 U 

七 月 二日。 (月) 養。 山 内へ 行く。 それから 墓へ。 安子の 墓に 百合が 供へ てあつた。 中 村 星 湖の 私に 對 する 批評が 時事に 
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現 はれた。 それから 下町に 行き、 文部省から 貰った 金で 丸 善で 本 を 少し 買 ふ、 スコ" トの處 に 立 寄った。 留守。 

七 月 一 1  一 nr  (火) 蒸し暑く 風 あり。 終日 家で 過す。 夕方、 子供 等 を 上野に 速れ て 行き、 其 處で壬 生 馬と 信 子に 會ひ、 精 養 

軒で 夕食。 大變凉 しい。 「白樺」 所載の 志賀の 文を讀 む。 

七月 四日。 (水) 風 あり、 蒸し暑い。 夕方、 市 村 座へ 「名人 長 次」 を 見に 行く。 吉右衞 門 は 素晴らしく よかった" 

七月 五日。 (木) 〔省略〕 

七 月 六 B。 (金) 〔省略〕 

七月. PB"  (土) 風 あり。 蒸し暑し。 十五 銀行と 疋金 銀行に、 佛國國 債に 對し 現金 支拂に 行く。 午後、 神 近へ 行く。 夜、 

宮 原が 來た。 

七月 八 01。 (日〕 晴れて 輝かしい 天氣。 山 本へ 行く。 それから 墓參 り。 山內の 墓へ も 行く。 夕方， 毅 一 を 見舞 ひに 病院に 

行く。 歌舞伎 座で 一 幕 見た。 

七月 九 B。 (月) 快晴" 朝、 ソ！ I グ，' ブの作 及び ブランデスの 「ユイ チヱ」 を讀 んで暮 す。 午後、 馬場 來る。 夕方、 足 助 米 

り、 夜遲 くまで 話した。 

セ月十 B" (火) 朝、 「太陽」 の 記者が 来た。 小說 寄稿 を 承諾した。 新潮が 來て、 本 を 出版 させて くれと 云った。 生 馬 は 夜 

更けて 熱 海から 歸 つて 來た。 

七月 十一 B" (水) 大變 暑い。 晴" 朝、 新潮 (中 根〕 來り、 出版に ついて 相談した。 夕方、 山 本から 白人 會の會 合へ 招かれ 

た。 馬鹿々々 しい もの だ 1 

七月 十二 B" (木) IT ひどく 暑い。 八十 八 度。 安子 一 周年。 

五 時に 彼女の 墓に 參る" 戶 川が 一 緒に 来た。 旣に 植木屋が きて ゐ る。 家の 修繕。 三時に、 田 島， 園 田、 山 本、 高木、 尺、 

神 尾、 國分 その他の 人々 が 式に 列なる 爲に來 た。 夜、 富士見 軒で 晩餐" 


セ 月 十四 or  (土) うつたう しく、 暑い。 午後、 K に會 ひに その 新居へ 行く。 一緒に 散策す る。 二人の 間に 設けた 垣 をの 

りこえ て 了った。 恐ろしい 自責の 念が 起る。 事實、 彼女に 接吻せ ずに ゐられ なかった の だ。 恥 かしい 事 だ！ 

七月 十五 or  (日) ひどく 暑い。 子供 等 を 目黑に 連れて ゆく。 夜 足 助 及び 宮 原が 来た。 依然として 自責の 念。 神 近へ 手紙。 

七月 十 穴 曰。 (月) 暑苦しい。 夕方、 雨" 生き生き する。 

午前、 輔 井澤へ 引 移る 爲に、 荷物の 準備に 暮す。 午後、 二 科會の 連中が 生 馬の 處 へきた。 私 も 出て、 彼等が 描く の を 見た。 

祌 近から 手紙。 

七月 十 4JB。 (火) 十五 銀行 配當 受取、 擔保 預け 書換" 

1 日中、 旅行の 支度 をして 過す。 富貴 亭で 家族、 生 馬 及び 山內 夫婦と 夕食" 大變 遲く歸 宅。 直 良が 私 を 待って ゐた。 陽氣 

はめつき り凉 しくな つた。 行と 敏は輕 井澤へ 行った。 

七月 十八 曰。 (水〕 曇り。 凉 しい。 八 時半 上野 發の 汽車で 輕 井澤に 行く。  二 時頃輕 井澤に つく。 大勢の 人が 出迎 へた。 そ 

の 中に 行 光と 敏 行が ゐた。 夜、 下の 町へ 散歩に 行く。 餘り變 つて ゐ ない。 快い 眠り。 

七月 十九 B。 (木) 晴れた 暑い 日。 下の 町へ 福島大 將に會 ひに 行った が、 留守だった。 それから 町 を ぶらぶら 歩く。 鶴 見 

に會 ふ" 味 事 新報への 論文 を 書き 始める。 

七 月 二十 IB。  (土) 朝の 中晴、 午後 は 霧" 午前 は 執筆して 過す。 午後から 子供 等 を 新渡戶 博士の 處へ 連れて行く。 夫人 

だけし か 居なかった。 朝、 下の 町へ 母上と 子供と で 行った。 

七月 二十 一一 曰。 (日) 天氣 よし。 夕立が 時々 やってくる。 

ソ ログ I ブの 「小惡 魔」 を讀 む。 神 近 嬢に 最後の 返事 を 書く。  111 光が 来た。 ni に發 信" 夕方、 下の 町へ 行く。 著作の 事ば 

かり 夢み る" 

七月 二十 一一 一 B。 (月) い. - 天氣。 子供達 を 汽車で 吾妻へ つれて ゆく。 大變 不愉快な 遠足" 家に 歸 ると、 山內 夫婦が 來てゐ 
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た。 彼等と 三 笠 ホテルで 夕食。 

七月 一一 十四 (火) 〔^略〕 

セ月 二十 五 (水) 朝、 晴れ、 午後 少し 雷" 朝、 時事 新報への 原稿 を 少し 書く。 神 近の 最後の 手紙が 屆 いた、 寂 赛 の感 

あり 一 

七月 二十 セ cr  (金) むし 暑い。 十 時 四十 五分の 列車に 乘 つて 東京に 歸る。 皆、 丈夫 だ。 

七月の 思 ひ 出。 

〇 神 近 緩との 交友 は 此の 月に 破れた。  . 

八月 一日。 (水) 暑い。 朝、 大 si 院に 行き、 市 川^ 一氏に 會 つた。 氏 は 彼の 實驗室 及び 解剖 を 見せて くれた。 死 體は肺 

病で なくなった 十八の 娘だった" 午後 は、 ひっそりした 部屋で 安子の 事を考 へつ.^ 過す。 

八月 二 B。 (木) 曇り。 花 を杏議 堂 分院に 经る 事。 

朝、 壬 牛： 馬 夫婦と 靑 山へ 行く。 其 處で神 尾の 兩親 及び 佐 藤 夫婦に 會 つた。 午後から 平 嫁へ 行き、 旭 館に 宿泊。 今 晚は滿 月 

だ。 海岸に 沿って 散歩す る。 

八月 SB" (金) 蒸し暑い。 風が ある。 朝、 病院 を訪 づれ、 長 野 博士に 會 つた。 晝 過ぎに 東京に 歸着。 

八月 五日。 (H) 快晴" 暑； L 艰九 十六 度。 十一 時 十五 分發の 汽車で 輕 井澤に 行く。 佐藤學 長が ー緖 だった" 敬 子と 同行。 母 

上 も 子供達 も 皆大變 丈夫 だ つ た。 輕 井澤 は 心地よ く凉し い。 

八月 二十. POT  (月) 輕 井澤から 歸る。 


八月の 思 ひ 出。 

〇"Love  the  plunderer  - が the  Isrcw  East" こ發 表さ 丄 ヒリ 

つ！ ii^^ から 歸 る。 

九月 二  (H) 激しく 仕事した 爲 めに、 身 體をこ はした 生 馬と 一緒に、 函 根の 搭 の澤- 一の 湯に 行く 0 

九月 五 or  (水) 函 根から 歸る。 途中 鎌 A 尸： の 千代 子さん の處に 寄る。 彼女 は 重體 だ。 

九月 九 B"  S 朝の 中、 雨。 午後 は 曇" 大變 蒸し 奢い。 上 歸のニ 科 會へ英 夫と 共に 行く。 梅 原の 嬉に 見惚れた。 輕 井澤 

から： 藤 夫婦に 伴 はれて 歸 つて 來た行 光と 敏行 を、 上 驛 に出迎 へる。 非常に 元氣 だった。 「凱旋」 の 原稿 を 文章 世界に .〈> ？^。 

九月 十日" (月) 雨。 母上 行 三 と共に 輕 井澤より 御歸 京。 午後より 院展を 見て 母上 を 上野 停車場に 迎ふ。 

九月 十一 日 U  (火) 雨。 塞濕。 午前 讀害。 夜、 生 馬に 招かれ 帝劇に ステ リック 壤の舞 蹄 を 見る。 愛子 及び 房 子 亦 招かる。 面 

白から ず。 吹 田 君より 「宵 .驗室」 の 評 をな し 来る。 

九月 十二 (水) 雨- 朝、 家に ありて 讀書、 午後、 神 尾を訪 ふ〕 夕刻より よし江 來る。 家出 せんと 云 ふ、 然 かも その 意 

見 甚だ 不徹底"： f 愉快な り、 生 馬より 隆 三に 警吿 を與 ふる 事と なる" 佐 藤 遂に とで も 結婚 せんと 申し 來る。 

九月 十一 二 曰 U  (木) .^0 夕方 晴れる、 午後から 神 尾へ 行き、 母上に 會ふ。 新潮への 論文 r 藝 術の 胎」 を 書く。 夜、 銀 胞 に 一 

人で 散步に 行く。 佐 藤 まが 手紙 をよ こし、 結婚す るつ もり だと 云って きた。 

九月 十四日. >  (金) 稍 i 晴。 母上 は 二 科 會へ神 尾の 母上 愛子 及び 信 子と 御 同行。 私 は 論文 を 謦き續 ける。 夕方， 終了。 夕 

九 段へ 一寸 散歩。 寂寥！ 自已の 道 を ひた 向きに 突き進まねば ならぬ。 

t 十五 B。  (士) 夕方、 救 ffit で 講演。 大勢の 聽衆。 其 處で畫 家中 川 氏に 會 つた。 

九月 十六 8 豪雨，、 夕方- ？ 1 浦の 處で遠 友 夜 if 校の 懇親 會" 歸 宅した の は 大變晚 かった。 
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九月 十 45。 (月) 豪雨。 朝、 スコ" ト 夫人 を 二 科 及び 院展に 連れて行く。 夕方、 彼女 を 茶寮へ 招待す る。 招待 を 大變に 

喜んで ゐた 0 

九月 十八 or  (火) 夕方、 草の葉 會。 七 人 集まる。 政治に ついて 十】 時まで 激論した。 

九月 十九 B。 (水) 喑〕 朝、 沖 野 牧師が 来られて、 統一 敎會で 講演す る樣 に、 鎮まれた。 夕方、 大島豐 が 京都に 行く 途す 

がら 来て、 十一 時まで 居た。 彼 は大變 よくな つた。 1 時半まで 仕事 を勵 む。 

九月 二十 or  (木) 快晴" 朝、 「奇蹟の 詛ひ」 の 原稿 を 東方 時論！^ に绘 る。 墓に 行き、 それから 三越に 漫畫展 覽會を 見に 行 

く。 午後、 少し 晝寢。 

九月 一一 十一 日。 (金) 大變 い、 天氣。 散髮 する。 成 田 来る。 朝、 少し 本を讀 む。 午後、 下町へ 行き siBlndi の "LiteratoTe 

of  the  South  Europe" を賈 ふ。 夜、 大變 早く 床に 入る。 

九月 一 1 十五 日。 (火) 〔省略〕。 

九月 二十 六日。 (水) 午後、 母上と 共に 園 田と 高木へ 行く。 壬 生 は ロシアの 彫刻家、 チェル-一 コフ孃 を 晩餐に 招待した。 

私も會 つた。 カ强 さと美し い 顔が 印象に 殘 つた。 

九月 二十. PB。 (木) 雨" 朝、 111 井 を 訪ねて、 行郞へ 品物 を 持って行って 貰 ふ 樣に賴 む。 それから ニ科會 と院展 へ。 午後 

足 助 来り、 宮 原も來 る。 

九月 二十 八日。 (金) 神近孃 入獄" 

九月 二十 九日。 (土) 神近孃 から 手紙 來る。 大變 感じの 鋭い 手紙。 彼女 は 来月の 三日に 入獄の 由。 

九月の 思 ひ 出。 

〇 「實驗 室」 が. s< 公論に 發 表された。 


〇r クラ ラの 出家」 が 太陽に 發 表された。 

〇ls 根に： S かい 旅 をした。  , 

〇 二 科，^ と 院^が 此の 月に 開かれた" (生 馬の 蚊帳、 釣、 力 ナリヤ、 金魚が 此の 展覽會 に 出品され た。) 

〇；w 本 伎 健 tif か 二十 五日に 死んだ。 胃 穿孔。 

〇 雨 多し U 

〇 山. 3： の 墓が 善萆 寺から 靑 山に 移された。 

〇 熱 海の 家の 計甍 がき まった。 

〇 神近娥 入獄。 - 

十月 一 or  S 恐ろしい 嵐が 襲来した。 東； M では 今朝 一時 頃、 甚だしい 被害が、 殊に 下町に あった。 我々 の 家 も 少し 破 

損した。 神 尾へ 行く。 

十月 二 曰。 〔お 略〕 

十月 三日。 〔^略〕 

十月 五日〕 § 雨" 鎌 倉へ 原稿 を 書きに 行く。 千代に 打ち明け話" 

十月 九日" (火) い.^ 大氣" 千代 子さん は 朝 四時 牛に 死んだ。 母上 は 鎌 倉へ 行かれた" 悲しい 思 ひ。 肺病" 恐ろしい 苦悶 

と戰 つてから、 彼女 は靜 かに 死んで 行った。 母上 は 先方で 夜お 過し になった。 私 は 東京の 家に 行った U 

十月 十日 U  〔^ 略〕 

十月 十一 日。 〔^略〕 

十月 十二 or  〔お 峪〕 
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十月 十三 or  (土」 0.  二 時、 inn 山齋 場に 於いて 千代 子の 葬儀。 骨 は i: 光寺に 埋 る。 

十月 十四日。 (m) い 入 火 氣リ 祌 尾へ 行き、 輕 井澤から 昨夕お 歸り になった 父上に ぉ會 ひする。 ，：nl 宅で 施行した 阪 本の 二 

卜 H 祭に 列なる。 山內 夫婦と 共に 夕食" それから 稻 毛の 悔氣 館へ、 中央 公論への 原稿 を 書きに、 夜 九 時半の 汽 束で 行く。 

十月 十 七日。 (水) 闹。 「死」 が 本 5^ に 出た。 

十月 十九 n")  § 雨" 稻 毛から 歸京" 母上 少々 御 加減惡 し。 

十月 一一 十 B。  (土) 雨。 新潮 社の 中 根 来り 「死」 第二 版 代 六十 六圓， ど 受取る。 今朝 四時 半まで か. -り 「中 公」 への 創作 「迷 

路」 九十 九 枚 を： 上ぐ。 午後より 山 本に 到り 少女の 舞を兑 る。 夜 足 助、 宮原 米る。 

十月の 思 ひ 出， - 

〇「sff を 文章 世界に 發^。 

〇 「藝 術の 胎」 を 新潮に。 

〇「奋蹟 の詛 ひ」 を 東方 時 i に。 

〇 お 島 千代 子が 九日に 肺病で 死んだ。 

〇^島武郞著作^^^第 一 輯 「死」 新潮 社より 發行 せらる。  - 

十一月 一 or  (木) 〔.，w 略〕 

十一月 三 B0  (土)  〔^略〕 

十一月 四日。 (日) 豪： ま" 午後、 壬 牛： 馬と 帝劇へ 海軍 軍 樂阪の コンダ クタ， 瀨戶 口の： sja 別 演奏 會を 聽 きに 行く。 演奏 は 皆 

美事だった。 それから 團十郞 記念の 芝居 (茶臼 山、 大森彥 七、 勸進 帳、 お 夏 淸 卞郞) U 大森彥 七 は大變 よかった。 P 难帳も 


まんざら 悪く はなかった" 

十一月 五 nr  S 晴。 朝、 十五 銀行と 正金へ 行き、 金 を 行郞と (三千 圓)、 森 本へ (三百 圓) ：？0。 午後 は 荷造り をして 過 

す。 免 子が 來て、 愉快に 話した" 十 時 三十 分 上野 發の 汽車で 北海道に 立つ。 行 光 は大變 悲しんで ゐた。 家 を 出る 時、 大き 

な 流れ星) 

十一月 六 □" (火) 仙臺で 夜が あけた。 眺め は 非常にす ばらしかった" 三時 頃、 石 鳥； li^ 谷で 雪 を 見た。 三^半 頃？ 円 森 清" 

が 降って ゐた。 比羅夫 丸に^る。 海 は ひどく 荒れた。 九 時半： S 館 清。 十 時 二十 五分の 汽車で 小 榑に向 ふ。 汽車 は 混んだ。 

ニ兒を 速れ た 佐々 木 夫人に 會 つた。 

十一月 七 or  (水) 0. 六 時半 小 樽 蕾。 旅館に 毅 一 を 訪ふ。 丈夫だった。 ss,」 神 尾、 家、 足 助. 御阅 その他へ 出す。 畫 

頃札幌旭^^に行く。 午後 は 稿 を かいて 過す。 夜、 佐 藤繁井 來訪〕 彼女の 家：！ の 堪情は 甚だ 急迫して ゐる。 可哀想な 娘" 

十一月 八 3。 (木) 朝 は晴， 1. 早朝、 宮部 博士 及び 佐 山を訪 ふ。 夫人が 病氣で 寢てゐ た。 それから 大學 及び 松原へ。 

午後、 松 本 橋、 1€ 松、 佐 山 及び 毅 一 の 訪問 を 受けた。 十二時まで 話した。 牧， 亦來 る。 

十一月 九日" (金) 陰 懲 な 暴った 天氣。 高 松と 早 川が 來る。 それから 竹 崎 夫人 を訪 ひ、 少々 買物 を 丁る。 絮書 を數ケ 所へ 

巧く。 タ方、 モルガン 氏の 處へ 行き、 夕飯に 招かれた。 宿に 歸 ると、 佐 藤 孃が私 を 待って ゐた。 十 時まで 話す" , 

十一月 十 B。  (土)  Jg" 朝、 松^ 及び 大島 (北海 タイ ムス) の 訪問 を 受けた。 菊 野が きて 荷造り を手傳 ふ。 午後 文武 會辯論 

部で 『愛」 について 話す。 豫 科の 人達と 畫飯を 共に する。 夜、 札螝を 去り 小 樽に 行き、 白 夜の 入々 と會 合し、 ホイットマンに 

ついて 話した" 夜 は X 旅館に 泊る" 

十一月 十一 or  (日) 巧 tr 十 小 @ 出， 發。 士 2 川と 曾 我が 狩 太に 出迎 へた。 農場で は、 皆元氣 だった。 曾 我 は 夕食後まで 居 

た。 平く iif に 就く。 すっかり 疲れた。 夜、 吹讓 來。 

十一月 十二 nr  (3  EU 文武會 に 於け る 講^の 材料 を 書いて 、一日 過す。 夕方、 木 W 金 次 郞が來 た。 本當に 愉快な EfT た" 
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1 泊〕 

十一月 十 11IB" (火) 嵐。 農場 繂贅の 結果 を 見る。 夕方、 木 田と 話す (大變 面白かった)。 彼 は 夕食後、 歸宅。 戶川、 足 助 

及び 千代から 便り を 受けた。 大變 寒くな つた。 

十一月 十四日。 (水) 何處も 雪。 一時 半の 列車で 狩 太 を 去る。 吉 川が 驛 に見经 つて くれた。 九時函 館" 勝 田に 泊る。 寒い 

寒い。 

十一月 十五 B。 (木) 風 あり、 寒し。 朝、 下町へ 行き、 マフ を 母上と 山 本の 母の 爲に買 ふ。 それから 公園に 行き、 水 嗇 館 

を 見る。 宿に 歸 つたら、 すっかり 疲れた。 按摩 を賴 む。 五 時に 乘船。 大變 風いで ゐる。 十一 時の 汽車で 東京に 向 ふ。 

十一月 十六 B。 (金) ぃ& 天氣" 少しし か 眠らぬ。 六 時 上 敏行、 行 三 及び 生 馬が 驛に 出迎 へた。 行 光 は 少し 熱が あ 

つた" 母上 は 御元氣 だ。 愛子と 神 尾の 母上が 私 を 待って ゐた。 熟睡り 

十一月 十. PB"  (土) 今日から、 父上の 墓 を 建てる 事 及び 記念祭 を擧 行す る 事に とり か. -る。 佐 藤勝郞 がきて、 彼の 姉 は 

私と 喜んで 結婚す ると 云った。 馬鹿な！ 

十一月 十八 曰。 (日) 夕方、 足 助と 宮 原が 來る。 夕食 を 共に し、 色々 な 事 を 話す。 「迷路」 を 賞め て くれた。 口 ダンが 死ん 

だとの 知らせが ある。 

十一月 十九 B。 (月) 夕方、 市 河 彥太郞 来り、 十 I 時まで 話す。 御園 千代 子から 手紙 来る。 直ちに、 二度と 會は ぬと 云 ふ 

返事 を 出す。 

十一月 二十日。 (火) 敏 行と 行 光の 風邪が 段 々悪くな つて 行く ので、 母上が 大 磯に 連れて行って 下さった。 天氣は 良し。 

そして 母上から ニ兒は 甚だよ くな つたとの お便り あり。 

十一月 二十 1B。 (水) 快晴。 午前、 生 馬と 木場へ 熱 海の 別莊の 材木 を 見に 行く。 工事 監督の 成 田が 言 ふに は、 數 日中に 

船で 蓮ぶ 由。 その 附近 夥しき 材木。 


十一月 二十 二 曰。 (木) 母上 大 磯より 御歸 京。 

十一月 二十 1  一一 B。 (金) 命 尾 一； S ハ 先生の 八十 七の 誕生日 を 祝 ふ^ 會 が神樂 坂の 料理 で 行 はれた。 私 は 船 辨慶の 判官 を謠 

つた) 

十一月 二十四日- (土) 朝、 神 尾へ 行き、 父上が 遺された 短刀 を 神 尾の 父に 贈った。 午後、 スコット 氏に 會 ひに 行く。 

十一月 二十 五日" (日) い、 天氣。 母上 は 甕- 大 磯へ お出かけ。 驛に、 毅 一 と 一緒に 見经 る。 彼 は神戶 支店に 轉任 になつ 

たので 小 ® から SB つてき たので ある。 今夕 出發 の箬。 

十一月 二十 六日。 (月) い、 天氣。 朝、 園 田へ 行き， 遺産の 事 を 相談す る。 それから 石屋 (千秋 堂) へ 行き、 父上の 墓の 製 

作の 進み 具合 を 見る。 夕方、 草の葉 會。 新會 M が 加 はった。 瀧 田 來訪リ 

十一月 一一 十. PB。 (火) 晴" 併し ひどい 風" 朝， 高木に 行き、 遣 藍の 事 を 相談す る。 午後、 和 田 (春陽 堂の 主 入) 及び 田 中 

が來 る。 それから 新渡戶 博士のお 茶の きに 出席。 澤 山の 人に 會 つた。 足 助が 少し 加減が 惡 いと、 書いて きた" 生 馬の 處で夕 

< 巧 子が 病氣 だ。 

十一月 一一 十八 nr  (水) い、 天氣。 朝の 中、 足 助を訪 ふ。 少し 瘦 せた。 晝炱 後、 新渡戶 家へ 立ち寄って、 歸宅" 行 光が 大 

fi から 歸っ てきた。 大 變元氣 だ。 兄弟が 集まった。 隆 三と 眞 面目な 話 をす る。 

十一月 二十 九日" (木) 稍 i 風 あり。 高木に 行って 父君に 會ひ、 造 產相續 の 件に 就いて 相談。 

十一月 一一 一十 or  (金) 風强く 塞し。 母上、 III 兒を 伴って 大 磯より 御歸 京。 

十一 月の 思 ひ 出。 

〇「 ^路」 が 中央 公論に 二 弟の 小說 と共に、 發 表された。 

〇：，^^ロに北海邁へ行き、 十六 日に 東京に 歸 つた。 

1 九 一 七 3f  四 1 1 一一 
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〇 「云 ひたき 事 二つ」 が 「中外」 に發 表された。 

〇 「自己主義の 考察」 が 「北海 タイ ムス」 に發 表された。 . 

〇r 死」 版 及び 三 版^ はる" 

〇 ロダンが 死んだ 0  , 

〇「 口 ダ ン に 就いての 考察」 を 中央 美術に 经る" 

〇 新 愛知の 懸賞 小說の 選者に 選ばれた。 仲間 は 正宗 白鳥と 島 崎 藤 村で ある。 

0 ロシアに 革命、 ケ レンス キ， は驅逐 されて、 その 地位 はレ ー - 一 ンの黨 派に 占められた。  ■ 

十一 一月 is"  (土) 新 ロシア は獨 逸に 休戰を 提議した。 國技 館が 燒け 落ちた。 原稿 を 少し 書く。 記念祭の 準備に 時 を 費や 

す。 夜、 寒い 雨が やって きた。 

十一 一月 二 or  (日) 快晴に なった。 生 馬と 隆 ni は 宵 山へ 行き、 安子の 壺を 墓へ 移した。 「死」 を壺の 下に 入れた。 漱石 全集 

の 第 一 卷が現 はれた。 池 W 蒸 園が 死んだ。 終日、 つまらぬ 事で つぶす。 

十一 1 月 一一 一 or  (月) 父上の 記念祭の 準備- 壬 牛； と 遺 逢 相繽の 事に ついて 話す。 彼 は 全 財産の 一割 乃至 二割 を 欲して ゐる Q 

十一 1 月 四日〕 (火) 晴れた、 い.^ 天氣リ 父上の 一 年祭が 靑 山の 墓地で 行 はれた。 墓 は 綺麗に 出來 上った。 111 十 人 ほど 集ま 

つた) それから 家で 夕飯" 食前に、 私 は 遺 逢 を 母と 兄弟 姉妹に 分配した。 生 馬が 反 對を唱 へたが、 私 は 笑 ひに まぎらし てし 

まった" 

十一 一月 五 DT  (水) い >t 天氣" 園 田、 高木 及び 祌尾 を訪 ひ、 記念祭に 參 列して くれた 御 禮を云 ふ。 それから 足 助に 會 ひに 

行く。 或る 醫者は 彼の 病氣を 重い 肺病 だと 診斷 した。 處がニ 木 博士 はむしろ 輕く 見た。 夜まで 其處に 居た。 

十二月 六日" (木〕 い、 天氣。 高 田 病院で 足 助に 會ふ。 醫 者が 云 ふに は、 足 助 は 肺病の 第； 一 一 期に 入った。 入院せ ねばなら 


ぬとの^。  ^いた。 午後から 一 生 懸命 仕事す る。 夜、 山 本に 招かれた。 彼等 は 結婚 二十 年 記念 を 祝った"  . 

十二月 七日。 (金) 激しく 風 あり、 い。 足 助 を茅ケ 崎の 南 湖院に 同伴す る。 夕方、 歸宅" 足 助の 事 を 及び 河 S に 知ら 

せる。 隨；： ： 夫婦が 夜來 る。 生 馬から 手紙。 ロシア は ドイツと 休 戰條約 を 結んだ 謂た。 

十二月 八 曰。 (土) 朝、 喑" 午後、 風" 愛子が 朝の 中に 會 ひたいと 云 ふ。 生 馬の 事に ついて 話した。 午後から 新潮への 原 

稿 を-執^す る。 夜の 二 時に 終る。 

十二月 九 B。 (水) 「.Kiw」 が 現 はれた (千 部)。 

十二月 十一 一！ 3。 (木) 晴〕 熱 海へ 行く。 

十二月 十四 or  § 郵船 拂込 (第三： S 株 十：： 圆 五十 錢。 

建 上 式に 列なる。 新小說 への 原稿 を 書き終る。 

十二月 十五 日" (土) 熱 海から 歸京。 足 助 を茅ケ 崎に 訪ふ。 鎌 倉に 家 を 借りた。 

十一 1 月 十六 日。 (n) 晴。 併し 鎌 倉で は 風 あり。 ^l兒及びi^"子を鎌<!:E連れて行く。 耍 山で 思 ふ 存分 遊ぶ" 夕方、 家に 歸 

ろ。 新 愛知から • 原 51 料 〔M.  S.  3J と あれば〕 を 受取る〕 三十。 部憲 次が 公 主嶺で 死んだ 由。 

十二月 十七 日。 晴" 宮部 博士に 電報で お 悔み を 述べる。 末 光、 吹 田、 佐 山 等へ 發 午後、 中根來 る。 フ：ほ 言」 の 再 

版が はれる^。 夜、 >S 鳴に 對 して、 國民 新聞へ 返答 を 書く。 

十二月 十八 or  (火) 新 愛知の 题 ^3; 小說の 原稿 を讀 む。 

十二月 十九 or  (水) 1=。 懸^：^小說を！？む。 「宣言」 を 友 入に 發绘 する。 帝大の 生、 川 田 茂：；， E が， 訪ねて くる。 Jii; 一： と英夫 

が來た U 

十二月 二十 一日。 (金) if 村、 橋 浦 及び 彼の 兄が 夕方 、来る。 中 村 白 紫と 5«i ^も來 る U 十一 時まで 話す。 大變而 {11 かった。 

十二 e: 二十 一一 一 or  S 晴" 今 CI, 父上のお 裔を 兄弟に 分配した" 彼等 は 皆、 私の 處 @ を 喜んだ。 淚を 流して、 互に 話し 
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た。 神 田 税務署へ 行き、 遣 產相績 の屆寶 を 出す。 

十一 一月 一一 十五 B。 (火) 晴" 子供 等の クリスマスの 支度 をす る。 夕方、 山 本、 高木 及び 子供達が 來た。 彼等 は 此の 催し を 

大變 喜んだ。 

十一 一月 二十 六 B。 (水) 晴" 午前中に、 山 本、 國分、 神 尾 を 訪問。 午後、 江 副 氏の 許 を 訪ね、 生 馬の 書いた 肖像 を 見る。 

それから 高 橋 氏へ 太平の 不慮の 死 を 悔みに 行く。 夜、 新橋の レストランで 小 熊、 原 田、 赤 木と 晚餐を 共に する。 

十一 一月 二十 4S。 (木) 晴" 朝、 阪 本を訪 ふ。 午後、 旅行の 仕度 をす る。 夕方、 太平 を 記念して 高 橋で 行 はれた 晚餐會 に 

出る。 ひどく 寒い。 「岩 野 泡 鳴に 答 ふ」 が國民 新聞に 發 表された。 

十一 一月 一一 十八 or  (金) 晴" 三兒を 連れ、 東京 驛を 十二時 四十 一 分に 立ち、 冬休みの 爲に、 扇 谷 和 泉 谷に 借りた 家に 落着 

く。 要 山に 散歩す る。 行 光が 手と 足 を ひどく 怪我した。 晝、 野 呂と本 橋が 會 ひに 來た。 足 助 は 土 肥に 居る。 

十二月 二十 九日。 (土) 晴。 併し 寒い。 朝、 行 光を武 久醫師 のと ころへ 連れて行く。 傷 は餘り 重く はなかった。 それから 

晝食 を驗 庭で 子供 等と 1  巧へ、 海岸に 沿ってぶ らく 步く。 皆大變 行儀が よかった。 生 馬から 電報で 蹺 子が 病氣 なので 来られ 

ない と 云って きた。 

十二月 n 一十一 曰。 (15 晴。 東京で 新年 を迎 へる 爲に、 子供 等と 歸 京した。 

十二月の 思 ひ 出 U 

〇 「四つ の 事」 が 新潮に 發 表された。 

〇 「ロダン 翁藝 術の 背景」 を 中央 美術に 發表" 

〇 「死と その 前後 £對 する 和 辻 哲郞の 思慮深い 批評が 「思潮」 に發 表された。 

〇 岩 野 泡 鳴の 攻 擊に對 する 返答が 國民 新聞に 發 表された。 


〇 冬休み を 過し に、 鎌 倉へ 子供達 を 逋れて 行く。 

o{c 部憲 次が 十四日に 死んだ。 「我れ 死す る Li あらず、 生く るな り」 と は 彼の 絶筆。 

〇 父上の？ お産の 處分を 二十 円 日に 完了す。 
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1 九 一七 年の 覺ぇ書 U 

〇 神戶と 北海道へ 小 旅行 をした 以外、 一年中ず つと 東京に 居た。 

〇 雑； i にごく 做か發 表した のみ。 そして 作家と しての 名が、 確立され た。 併し 其 を恥ぢ る。 今年 は 「白樺」 だけに 發 表する 

事に 決心した。 

〇 著作 集 「死」 と 「宣言」 とが 發刊。 

〇 足 助が 肺 _树 にか & つた。 

〇 神 近の 事件 起り、 決裂に 終る。 

〇 漱石 死す。 

〇 ォ ウギ ュ スト ，口 ダン 死す。 

〇 父上の 遺產を 弟妹 等に 分配す。  , 

〇 歐 洲大戰 依然として 闌 なり。 


〇ロ シァ帝 w は 恐るべき 68^を 受く。 レ， -1 ン 及び トロ.' キ- 等、 政府の 再建 を 闘る。 

〇 米 W 大 |g の 渦中に 入る。 

ト： は 執： 海に 御 新築。 

OS は 1! 井^で、 冬 は鎌賣 (千代 ほ) で 過す。 

〇；^^本氏死す。  . 

oif 橋 太平と 部憲次 死す。 

〇一:f 木の 所に 一 兒 i 代 子) 生る。 

一月 一日。 (火) 晴。 11 三兒を 連れ、 鎌 倉より 昨 a 歸京。 松 井 精 二死 去の 報、 その 叔父より あり。 お 維 煮 を 祝って から 

神： S を訪 間。 守 巾に； 一； 弟來 る。 

午後から 數&へ i に 出かける、 投方、 園 田、 高木、 八十 島、 有 島 等へ。 年賀 狀澤 山" 

一月 二 曰。 (水) 雨。 朝、 命： r 島 律、 尺、 石 川、 1^ 藤に 挨？^ に 出かける" 午後、 高木 來ろ。 書初め" 夜- 牛； 馬と 共に 山 

is: を， ふ。 

一月 1 一一 曰" (木) 甚だ 窓く、 風 あり。 ！ 朝、 家族 揃って 寫露 を りに 行く。  で Is 巧 が笹： の 女 將に棄 てられ 

た。 女 將の姿 を .t: 見した。 彼女 は 小說の 材料になる。 

f た 供と 散歩。 それから山本へ^^會に行く。 夜半、 歸宅。 

一月 四日。 § 晴。 11 足 助の 金 を：！ 町 銀行に 預金す る。 野呂と 渡邊來 ろ。 一時 n: 十分の 汽^で、 一 I ー兒を つれ 鎌 倉に 行 

く。 家 を IJf したが 徒努 だった。 足 助、 松 井の 叔父 及び 部 夫 入に 手紙。 

一月 五日。 (十：) —— 朝、 Egw を訪 ひ、 で 子供達と 遊ぶ。 夜. 森澤と f.^. 野來 る。 十 時半まで 話す。 大？ Ex 愉快だった。 
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InT 六 or  (日) 晴" —— 「讀 賢」 の 加 藤 米る。 耍山 で晝貪 や. 共に する。 午後 讀書。 

一月. PBU  S —— 晝頃、 リ， チ、 武者、 園 池 及び 柳 来る。 一緒に 晝炱を 喰べ、 長. 杵に祌 田を訪 ふ。 千代 田を訪 ひ、 愉 

快に 語る U 大變 元氣づ けられた。 夜、 ^さきび し" 

一 3Anl。 (火) 靑。 風。 嚴寒。 11 子供達 を 江の 島に 連れて行く。 佐 iiil- 長と 綠紫堂 主人が 寸に 來訪 U 子供達 は 遠足 

を大變 喜んだ。 

一月 九日。 (水) 晴。 11 朝、 河 野 夫人 を 訪れた が、 病氣で 寢てゐ た。 それから 志賀 及び 菅へ。 志賀は 家に 來て 夕食 を 共 

にした。 

一 pp ト B。 (木) 晴。 11 朝、 建 長 寺へ 行き、 活 花に する 爲に、 竹 を 少し 貰った。 三時 八 分の 列車で、 子供達と 東京へ" 

此の 滯. H 中、 彼等 は 不思議な 程、 健康 を囘復 した。 

一月 十一 日。 (金) 晴。 —— 朝、 小此 木の 處で a 宮 部敎- 投に會 ふ。 ぉ氣の 毒な 老人！ 氏 は 全く 悲歎に くれて ゐら れる樣 

だ。 {.n 部憲次 はたし かに 立派な 牛： 涯を 終へ たの だ。 山內 夫婦 來る。 河內來 る。 夕方、 愛子に 會ふ。 

一月 十二 日。 (土)  〔^略 ：- 

1 月 十一】！ RT  (曰) 快晴。 11 朝、 モ， クレ 1 ルの 「ロダン」 を 讀む。 非常に 激勵 される。 それから 命 尾 先生の 等 h 會へ行 

く。 午後、 少し 賽寢 する。 石 川 夫人 來る。 佐藤鑲 から、 靑 梅に 到着した との 知らせの 葉書。 夜、 三 河 接で 漁業 懇親 會。 

1 月の 思 ひ 出" 

〇 「隨 闇」 新 小説に リ 

〇 「動かぬ 時計」 中央 公論に。 


n; おの 思 ひ 出。  - 

〇 「武郞 ：ホ 表」 新潮に" 

。「死を恐れぬ5^新ゅ代に。 

四月 十 曰。 (水) 11 他： r か^るし く衰 へた。 醫 者の 診察 をう ける" 肺. や 大分 5^ されて ゐ るら しいと 云 ふ 驚駭。 

e: 月 十一 or  (木) .11 ^li で 佐々 木 博士の 診 けた。 右の 肺が 左のより も 小さい と 云 ふ" 心配な き 由。 疾忠を 除 

き に 錢 \ぱ に 行く 事に 決める。 

四月 十二  B。 (金〕 雨" . I 夕方、 これ も 氣の行 三 を 速れ て、 鎌 倉に： t く。 

E: 月 十四 B。 (日) 朝、 晴" 11 午後 原 米る。 海岸へ 散歩に 行き， 雨に 遭 ふ U 夕方、 生馬來 る。 原 は 夜、 出..；"； した。 

四月 十五 日" (月) 晴" 11 「生れ 出 づる惱 み」 を 少し醫 く。 生 馬と 小町 園で タ贫。 妙な 陰 II な 思 ひ" 

四月 十六 曰。 S  f  0  I— 行 三 を 連れて 河 野 夫人 を 訪問、 幸 * 十さん の 結婚の について 話す。 武久 氏の 母堂に 會ふ。 

^ の a (八：： が ひ どく： 恐くな つ た。 

四月 十七 or  (水) 11 に、 熱の 爲に 臥床す る。 武久 氏が 私の 具合 を 見に 來て、 幾分 腸 チブスの mp: れ がんる と H や ふと。 

^^が 来る。 三十 七 度 11 ni 十七 度 五分。 

四月 十八 曰。 (木) —— 足 助と 本^が 非常に 親切に 看護して くれる。 半 一馬 も。 高熱，^ 推して、 「牛： れ出 づる惝 み」 を？^ く。 

；;; 十八 度 二分 11 三十 八 度 三分。 

四月 十九 B。  OS —— 苦しい 仕事の 結果 は 覿面に 熱に あら はれる。 三十 九 度まで 0^ つた。 三十 八 度 二分 11 三 分。 

四月 二十 nr  3 11 一二 十八 度 三分 11 1 一一 十九 度。 

四月 二十  一 nr(H)  11 三 十七 度 11 三十 九 度 六 分" 

1 九： ベ s:  二 1 
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四月 11 十二 日- 8 晴。 11 愛子と 高木 喜寛來 り、 東京に 歸る 樣に勸 める。 夜、 柬ー 《^ に 着？、 東京 病院に 入院" 三十 八 

度 二分 11- 三十 八に 五分。  - 

四月 二十 a  (火) 11 熱は績 く。 滋 物、 流動物。 鹤見、 信 子、 直 良、 生 馬、 谷川、 市 川、 相 良が 見舞に 來る。 三十 

七 度 一分 —— 一;l 十八 五分。 

四月 二  4" 四 曰。 (水) 11 愛子、 神 尾の 父、 直 良、 生馬來 る" 蛔蟲 一條。 三十 七 度 三分 11 三十 八 度 IT 

四月 ： 十一れ or  S —— iBf、 德 3、 志 摩 子、 S 一 r よし江、 英夫、 中戶川 • 母 卜、 毅一來 る。 三十 七 度 一分 11 三十 

A 度 ^ 分。 -右 護：！ 來る。 名 は 佐 藤い さ U 

四月 二十 六 B リ § 雨" 11 神 尾. I 親のお 見舞 を 受ける。 三 十六 度 八 分 —— 三十 七 度 八 分。 

四月 二十 tEr  (土) 晴" 11 足 助、 よし江、 飯 田、 行 .H、 敏： 仃， 行 三、 川浪來 る。 一一； 十七 度 零 11 三十 七 度 八 分。 

四月 二十 八 曰。 (日) i 屮戶 川、 生 馬、 信 子、 子、 遠藤來 る。 三十 六 度 八 分 —— 三十 七 度 四 分。 

四月 二十 九日， (月) 刺 曇 り、 午後 晴れる" 神 尾の 母、 英夫、 販田、 足 助 及び 生馬來 る。 三十 六 度 六 分 —— 三十 七 度 七 分。 

四月 i 一一 十日， (火) 晴。 11 愛子、 逢阪、 生 馬. 神 尾の 父來 る。 三十 六 度 七 分 11 三十 七 度 零。 

四月の 思 ひ 出、 

0 「穿 新潮に。 

〇 「石に ひし がれた 雜^」 太陽に。  - 

〇 「^れ 出づ る惱 み」 大 阪；， 母 Q に迪 載。 

五月  一 nr  (水) 曇り。 11 信 子、 足 助- ^田來 る。 見知らぬ 婦人が 美しい ばらの 花束と、 新鮮な 果物 を 持って来た。 名 


はわから ない。 三十 六 度 四 分 11 ni 十七 度 六 分。 蛔蟲 一 條。 

K: 月 二 B  (木) 稍 i:^!; り 11 母上、 愛子、 橘禮次 及び 秀寬來 る。 三十 六 .ぱ- 四 分 —— ；ー： 十六 度 九分。 

五月 三 § 晴" —— 足 助， 原 田 「/1 夫、 原 夫人、 佐久 英夫、 信 子 及び 9 于來 る。 平熱に 復す。 パン 食" 

五月 四 曰" (土) 風 あり、 £i り。 11 神 尾の 父 及び 飯 W 來訪。 粥 食。 s^, 赏十 III 貫 三百 五十。 

H- 月 五 (T)  り。 —— 足 助、 储助 及び SIClS 来る。 

月 i ハ曰 j  S 晴、 風 あり。 ——德 田、 信 子、 よし江、 母上、 愛子、 高木 庄太郎 (M 志社大 si 師)、 色 S 周 次、 行方 蕙 

維 (：！： 志 社め： iH) 米る。 ^食。 ^量 十三 貧 四 百 八十。 

五月七日" S  IT  11 平澤太 IT 橫山登 志 丸、 橫川、 有 島 鐵之輔 及び 足 助 来る。 〔この 百の 欄外に 一 首、 「しみじみと 

伏し；：^ みけ リ .s.^i-s 窓より ゆる 七 尺の^」 とぁリ J 

五月 八 曰" (水) 晴" I 佐 藤- 孃來 る。 彼女 は 少しお ぃ樣， た。 午後、 家に 歸ろ。 幾分 疲れた。 熱 は n; 十七 度 in 分に 5^ る。 

森 木、 ii:: 川 及び； I 士 より 手紙" 吉川 は痔の 治療の 爲に 入院" 

五月 九 曰" (木) 晴。 —— -别、 山 本、 母上 及び 愛子 來る。 病中、 私に 同情して くれた 人々 に、 ，： C 謝の 手紙 を 出す。 午後、 

：:^ 上 は 生； と共に 錢 おに 行かれる。 英夫 夫婦と よし子 来る。 夜、 足助來 る。 

五月 十 nr  § 雨 >  —— 「叛逆 者」 を 友人 達に 發 .疾す る。 坪內の 「義 時の siffi -」 を 讚 了。  ^り 感銘 を 受けず。 長與が 「生 

の 花」 を くれた" 上、 鎌 食から 夕方 御歸 京。 まだ 疲勞を 感ずる。 勝 見 が^^な 力 ー ネ， シ ヨン を 一束、 一って くれた。 

五月 十一 or  (土) 晴) i 朝、 與謝野 夫人と 御 筵に 手紙 を 書く。 午前中、 fs. 痛が してなら なかった。 午後、 熱が ill 十 

六. 陇 九分に る。 前 島が 會 ひに 来た。 稍 i 陰鬱な 氣分 だ。 

fp; 月 十二 B。  or)  iH:。  1. ほ 上 は 行 三 を 速れ て、 熱 海へ 行かれた。 朝、 初めてた めしに 戸外 を 歩いて みる。 S: 谷 見附 ま 

で 行った。 刺の 御來 訪。 午後、 佐 藤 孃が來 る。 それから 夜 は 足 助と 原が 來る。 ふく、  ^田 等から 手紙" 始めて 

】 九 一 八 四 二！！！ 
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入浴。 大いに^ 復" 

五月 十三 曰。 (月) 曇り。 11 朝、 散歩。 新 公論の 記者 來る。 「新春」 を 小 ノし讀 む。 午後、 真寬と 直 良 来る。 直 良 は 夕食後 

まで 殘る。 夕方から 雨に なった。 蛙が 鳴く。 大變靜 か だ。 餘 りょく 眠れぬ。 

五月 十四日" (火) 晴" —— 朝、 散髮 及び 鬚 剃り。 午後、 入浴。 齊寢 して ゐる 問に 好 子が 来た。 夜、 谷川 及び 文 場に 興味 

を 持って ゐる 巡查來 り、 十 時 十分まで 話す。 熟睡し 得ず。 

五月 十五 B。 (水) 蠹り。 11 午前、 前 田 S 與子) 眼科 院に 行く。 博士 は 私の 暇 は 潜在 遠視であって， 眼鏡 を かける 必要 

が あると 診斷 した。 看護婦の 佐 藤 は慈惠 院に歸 つた。 彼女 は 私 を 注意と 尊敬 を 以て 看護して くれた。 午後、 讀寶の 加 藤、 及 

び 英が來 る。 きさ子 は 第二 兒 分娩の 爲、 榊 原 病院に 入院した。 夜， 足助來 り、 九 時まで 居た。 熟睡" 

五月 十六 3。 (木) 晴、 風。 11 朝早く、 前 田 病院に 行き、 眼の 度 を はかって 貰 ふ。 午前 をす つかり その 爲に 費やす。 近 

く を 見る に は 十四 度、 遠く を 見る に は 三 十 度。 午後 は 部屋の 中 をぶ らく 歩き 廻って 過す。 夕食 は 生 馬の 處で する。 隆； 二 夫 

婦も 一 緒に。 

五月 十七 B。 (金 r 豪雨。 —— 朝、 神 尾へ 病中の 親切の 御^に 行く。 それから 五來 を ¥ か。 夫人 だけだった。 午後、 生 馬 

の處へ 行き、 「新春」 を讀む U 森 本、 佐 藤 等から 手紙" 夕方、 母上と 行三歸 宅。 牛； 馬、 英夫 と共に 夕食。 

If: 月 十八 日" (土) 晴^  . I 午前、 山 本に 御^に 行く。 それから 東京 病院へ。 午後、 新 愛知の 醪 賞 小說に 二等と なった 浦 

h 后三郎 来る。 稍 i 失望す る。 夜、 足 助と {€ 原 来る。 鎌 倉から 手紙。 子供達 は 神 尾へ 行く。 

五月 十九 B" (日) 朝、 曇り、 夜 は 雨。 . （ 朝、 is: 愛正、 涌 島 及び 松 田が 會 ひに 来る。 午後 母上と 山 本の n: 年忌に 列な 

る爲、 海晏寺 に 行く。 夜 は 初心 會に 出席。 

五月 二十 B。 (月) 暴り。 —— 大掃除。 午後、 丸 善に き、 Israel  Abraham の" Jewish  Li「e  in  the  Middle  Age% 及び 

Oswald  Siren の 「レオナルド っタ ウィンチ」 を 買 ふ。 夜、 ia^ の 葉會" 谷川と 市 W 來る。 九 時まで 話す。 


五月 二十 一日。 (火) 晴 U 11 朝、 佐 ー膨嬸 米り、 石 井 氏の 孤 3- 院 から 荷物 を 持って 市立 孤 3^ 院へ 行く 様に 命ぜられ たと 云 

ふ。 彼女の 求めて ゐる 物が、 そこで 兑 出せる よう、 望む。 午後、 上 へ 國民类 術 協會展 ii! 會を兑 に 行く。 牧野 虎雄が 一番い 

い に 思 はれた。 

五月 二十 二日。 ハ水) 快 In"  — 朝、 墓へ。 それから 生 馬 と英と 一緒に、 隆 三の 處へ 行く。 次に 川に、 彼等 及び 恩 地と 

行く。 恩 地 は 彼の 會 社の 處 53 に 不平 を 云って ゐた。 川浪 夫人から 手紙、 「叛逆 者」 について 大 變激勵 的な 事 を いてきた" 彼 

女が なんとなく 好きに なって 來た。 小 柳^ 夫人、 赤 木から も 手紙。 後者 は 彼の 戀 愛が うまく 行った と 知らして きた。 

五月 二十 一一 i" (木) 曇り。 -—— 朝、 佐 藤鱭來 り、 彼女が 市立 孤 兒院に 行く 事に ついて 相談した。 私 は それに 反對 して、 

石 井の 一 家と 生活す る 機に 勸ホ； I した。 平 澤が來 た。 午後、 飯 W 及び 命 尾 先^ 來る。 十時^„^沐に就く。 来信な し。 

五月 二十 四 or  (金〕 He り。 11 朝、 新渡戶 博士の 處へ 行く。 琴 子 及び 二人の 若い 婦 入に 會ふ。 その 一人 は 私の 子供達の 

保姆になる 豫定 である。 それから 石 井の 處へ 行き， 佐 藤の 事情に ついて 說 明した。 佐 藤に 會ふ。 大變 顔色が： 窓かった。 午後 

は 熱 海の 母上の 家の 家具 を 賈 ふのに 費やした。 

五月 二十 五 B。  (土)  〔^略〕 

五月 二十 穴 (no  f  0 —— 朝、 敏 行と： 仃 ni を 能 を 見せに 猿樂 町に 連れて行く。 私 s 身 も 生 馬が 大變 象徴的な 作 だと 

して、 せ.！ だ 高く 評惯 した 壮鄹 S: 生 SS を る爲に 行った。 多少 感銘 をう けた。 3 時 四十 五分の 列車で 熱 海に 行く。 松 tl^ 

に 一泊。 海邊の 夜、 憂愁 あり。 

五月 二十 七日。 (月〕 ^0  — ^朝， 松濤 園 を 立ち 十 時半 頃、 伊豆山に 蓆き、 畫食を 採る。 此の 地 を 訪ねてから 3： 年 もた 

つた。 そ の^は 父上と 御 一緒だった！ 三 時半 頃 i 、海の 大黑 尾に ffi5 く。 池 W 及び 水 谷に そこで 會 つた。 大 黑屋 で 夕食。 熟睡。 

五月 二十 八 B。 (火) 爱 り。 11 四時 目が 覺め、 濱邊を 散歩す る。 竹と 云 ふ 女中が 来た。 午後 雨が 降って 來た。 5^ 作 

の 什^ を 大いに やる。 樱并鈴 子と 云 ふ 人が 手紙と 贈物 を、 鈴 木別莊 からよ こして 私に 會 ひたいと 云って きた。 明朝、 < ^はう 
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と 返事した。 私 は惡ぃ 人間 だ。 私 は 竹に 劣情 を懷 いて ゐる、 實 行し はしない けれども。 あ  >-、 恐るべき 心！ 

五月 二十 九 B" (あ 曇り。 11 朝、 「迷路」 の 原稿 を 書く。， すると 樱井 鈴子來 る。 彼女 は少々 弱さう だが 大變 怜悧 で、 魅 

力の あるば つちり した 跟 をして ゐる。 三時まで ゐた。 夜、 たけと 長い 事 話す。 彼女に は 非常に 興味が ある ！ あの 野卑な、 

恐ろしい 災難。 

五月 三十日。 (木) 快晴。 —— 朝、 梅園の 方へ 散.^。 午前、 仕事 をす る。 午後、 櫻 井 夫人に 會 ひに 行く。 彼女 は 私の 小說 

を愛讀 する 今一 人の 夫人 を兌附 けたと 云って ゐた。 その 女 は 陸軍の 療 jli 所內に 住んで ゐる 軍醫の 妻で ある。 又しても 恐る ベ 

き 災難" 

五月 1 二十 一 曰。 (金) 晴" 11 櫻 井 夫人 は 私 及び 軍醫の 妻と 餘り 話し 過ぎた ので 病氣 になった U だが 併し、 彼女 は 夕方 訪 

ねて 来た。 三度 恐るべき 災難" 

五月の 思 ひ 出。 

〇 病に か、 り、 先月の 二十 一日から 東京 病院に 入った。 

〇 二十 六日に 病氣 全治の 爲に 執： 海に 行った。 

〇 お屮 にお を 告げないで、 花と 物 を 持って来た 櫻 井 鈴 子 夫人と 近づきに なった。 

〇 竹の 事件。 

六月 一日。 (土) 曇り。 11 B 中 は 「迷路」 執筆。 夕方、 櫻开 夫人 を 熱 海 ホテルに 招待" 大變靜 かな 夜 を 過す。 

六月 二日。 (日) 朝の 中 雨、 後 晴れる。 11 朝、 櫻 井 夫人が 熱 海 を 立つ ので、 見送った" 「迷路」 執筆。 竹 は 私に 戀を 感じ 

始めたら しい。 可哀 さう に！ 


六月 三 or  (月) 雨" —— 東 一 M に 向け、 熱 海 を 去る" S 夫人に^ 府 で^ ひ、 大船まで 同行" それから 志贺 に.^ ひに、 鎌 

介に： t:  く。  iT た 不思？ な 質の 女 だ。 一 私から 何 を 求めたい の だら う。 ，： 仪晚 くに 歸宅。 家族 は ゆ ：：•： 儿氣で 丈夫だった。 

六月 四日。 (火) 〔お 略〕 

六月 五 B。 (水) り。 —— w., 助來 り、 出版 事務の 問題で 口；！ した。 竹 崎 牧師 アメリカ か、： 朝し、 來訪" 相變ら ずの 好 

六月 六日。 GO ハ，：； り。 11 朝、 高木の 父に^ ひ、 生 .inl の^ 件に ついて ：i?;i した。 志 滿に會 ふ。 それから 三越と {u 木の SIS? 

< ^を はに、 下町に 行く。 午後、 新潮 社の 佐 藤 ii^ 來り、 出版の 川 件に ついて 話した。 

六月 七日" § 快 1:0 終日 在宅" 

六月 十. 曰。 (水) Ei り。 —— 新潮 社の 佐 藤 に、 3!^ 後の 條件を 言って やる〕 「迷路 j の 稿 を 全部， 送り込む。 たけから 手 

紙 を 受け 収る。 

六月 十一 一！ 曰" (木) り。 ！ 朝、 母上と 家 4 匿に 行 キ/ 熱 海の 別^で 川 ひる 家 =；; を 註文した。 それから^ 山 11^; 地へ。 午 

後 * つ： お 堂へ.. Hffy の：^！^ 會 の手傳 ひに 行く。 それから チヱ レミ シノフ 嬸に會 ふ。 機并. ^、人と おお i£i で會 つて、 一^に 散步 

する" 

六月 十四 曰- § 朝、 r^J: り。 —— 母上の 御 病氣は 幾分い .1。 上 山お 人の 「煉 ：！|」 を讀 み、 心う たれた。 アナ ト-' ル • フラ 

ンスの ，二 (に-. を M み 始める。 志 jf 來訪" 拆内醴 次が 來 たので 一緒に！ 二 河！ S で 夕食。 

六月 十 ff!nr  3  f  11 午前 勉强" n; ま に 午後から 行く U 志お、 柳 その他に 會ふ。 午 (ち 下町に におく ろ 物 

を I:? ひに 行く。 お、 子供達 を 山 王さん につれ て 行く。  5;^ の兒 がお 正さん のまに 生れた。 ！貫 n: 十 31 の ！。  i^? 气 山 内 及び 

iem 米る。 

六月 十六 (卜-) f, 後 1=^ れる。 - 1 午前- 勉强 やま. ゆ. S に まとめる。 午後、 卞 -HiT の 家族と  一^に 山 ドハん 問に 
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行く。 それから： 人で 八十 島を訪 ふ。 夜、 足助來 る。 自分の 文學的 生涯に ついて sai な 疑惑。 夜 は大變 冷える。 

六月 十七 nr  (月) 朝 * 雨) —— 午前、 執筆 を勵 む。 午後から 歌舞伎 座へ 母上と 生 馬と、 一葉の 「濁り江」 を 物に 行く。 

河 井が お 力 を、 喜 多 村が 源 七 を 演じた。 三 幕の 中、 最初の 二 幕が 見事に 演ぜられた" 一葉の 天才 は 正しく 理解され てゐ た。 

十 一 時半 s-、 歸宅" 

六月 十 AB" (火) 曇り。 11 朝、 佐 藤 繁井來 る。 彼女 は 白痴 保護 院 での 不安な 境遇 を こぼして ゐた。 午後 n 一越に 行き、 

私の 病中、 同情して 下さった 人々 に 一る 贈物 を 註文した。 コンノ ，ト 殿下が、 陛下に 元帥 號 贈呈の 爲、 東京に 到着され た" 

命 尾 先生 御 來訪。 雨 月、 竹 半： 島リ 

六月 十九 01。 (水) 曇り。 1 . 「迷路」 の 校正 *。 一葉の 「淘り 江」 を讀 み、 泣く 事 激し U 午後、 森 本が 會 ひに 来る" 一；： 河屋 

に 連れて行く。 例の 娘が 給仕す る。 森；. 4 と 少し 話す。 それから 足 助が 私の 處へ 訪ねて 來た。 十 時半まで 居た" 彼 は その 店 を 

凡 入社と 命名した 由" 

六月 二十 曰。 (木) 雨。 —— 朝、 少し 仕事 をした、 愛子が 訪ねて 来る。 午後、 鶴 見の 花 月 園へ 原稿 を 書き終へ に 行く。 夜、 

東 一 M ス テ， シ ヨン *ホ テルに カリン スカャ 夫人 (マリヤ) の 歌 ふ 民謠を 聞きに 集まった。 餘り感 むしない。 夏 沼の 娘に 會ふ。 

六月 二十 IB" (金) 雨" ！ 午前、 執 簞。 午後、 白 棒 展覽會 に 行き、 櫻 井 夫人と 安成二郎に 會 つた。 それから 彼等と 末 

廣に 行き、 夕食" 樱井夫 入 は 自分で 作った 紙 入 を 私に くれた。 夜通し 一生 1^? に 執筆に 努め、 俊が 囀り 始めて か. り、 眠りに 

ついた" 「迷路」 の 校： .i; 終る。 

六月： 十二 日0  (土) 〔せ 略〕 

六月 一一 十 1IIB。  (U)  11 朝、 神 尾に 子供 を 連れて行く。  EH. 助來 り、 姓名 判斷 によると、 私の 名前 は 甚だ： 小 幸な 名前で あ 

つて， その 爲、 運， t は 各方 面で 明かに 下り坂に 向いて ゐ ると 私に 警^し、 改^す る 樣に勸 めた" 從 はなかった。 夜、 家で 初 

心會。 生活 態度に つ いて 大議 論。 晴： 犬。 午後 能樂を 見に 猿樂 町に； 付った" 


ム、 月ニ  + 四日。 S  0. 11 朝、 新潮 社の 佐 ま氏來 り、 私の 著. の 出版に 關 する 事務な おさめた" 彼 は.^ * 助に 讓 つた。， 

彼， ハ； S の紳 わで ある こと を 知って |な§。 夕方、 母上と I を、 上跟へ 0ss れて 行く。 月蝕。 

. a  (火) き、 だが 時々 雨" —"CIS  la:  If 興味で 讀ん だ。 午後、 英夫を I の 能 I に述れ 

て 行く。 家で 命 管ん に會 ふ爲、 f  I する。 夜、 藤と SI る。 水 野 仙 子の ST がよくない。 氣 S な 事 だ！ 「石 

に ひし がれた 雜草」 を 書き 底す。  . ， C  、- 

ゥ月 二十 六日。 (水) 豪雨，. |朝、|に「石にひしがれた雜草」を^に行く。 千代に i の作嘉 んで やる 火に 

. ^^をし.：。 七- に 歸セ" 八 木澤が 京都から 来て、 一夜 逗留。 二 時半まで 話す。 十 一 時半に、 かなり 巧し い 地雷 力まつ 

た。  1 樱井 夫人から 手紙 を 叢る、 その 中に M ストて フ 氏から 彼女への 手紙 二通が 入って ゐた" 大震味 あり。 栗に 糞 

の 事件に ついて 折り返し 書く"  r 

六月 二十 セ曰。 (木) 晴" —朝、 娶 謹に 11 ねて 行く。 それから S へ菌 に 石 を 少し 5 に V 

夜、 と澤山 謙、 來訪〕 八木澤 泊る。 足助來 る。 「迷路」 發刊。 

六月 二十 八日。 (金) 〔^略〕  r 

六月 I 一十 九 B。  3 晴" 1 「新 小說」 の爵來 る。 午後、 好 子さん 及び i 碧" 夕襄、 ，.- 供 達 を I につれ て 行 

つた。 .r- つかり 疲れた。 千代より 來信。 

六月 11 一十 B。 (日) 晴 ) 11 おの 雜會で 隅 田 川へ 遠足。 澤田謙 、澤田 輝武， 鹤^ 憲 、お 川 及び 八 木^ カ行 を 共に す 大變 

蒸お い。 M 久の 渡しまで も 上る" 九 時 過ぎ 歸宅。 櫻 井 夫人が エス トハ 1 ブの賓 像 4t 水 I つてき た。 私は大 is り 勝ち 

だ" 行郎 とナ. "ルディへ 手紙。 

七月 一 日リ S 快晴" 溫 度が 非常に 3^ つた (華氏 九十 度)" —朝、 變な隱 者が 來て、 小說の 材料 を揭^ して くれた" / 

木，..， ハ，： r た" 1： ^與の 「^奧 ほ 次郞」 を讀み 通す。 素晴らし いもの だ。 夕方、 の ass へ 摘って 行き H^.^の御馳走に 

, し，、 ポ  四 二 九 

-ゾ 1 /  ^ 
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なった。 夜、 更けて 歸宅" 

七月 二 曰" (火) 快晴。 酷暑 (九十 度)。 —— 朝、 足助來 る。 中外 新 諭、 太陽の 記 若 等も來 るり 午後、 命 尾 先生" 夜、 大學 

靑年會 寄宿 41n の H 藤と 佐藤來 る。 こんなに 澤 山の 訪 間者が 私 を 苦しめて は、 何も 仕事が できない。 さ 川に 農場の 中に 立って 

ゐる 事務所の 移轉を 許す 手紙 を やる。 

七月！ TIB" (水) 快晴" —— 部屋 を 再び 整頓す る。 朝、 新潮 社の 中根來 る。 I 新入の 「山」 及び 吹 田の へ ベルの 宗敎觀 に 

關 する 論文 を讀 む" 吹 田の は大變 い. 1。 夕方、 日本 橋の 電氣 器具 屋へ 行く。 夜、 富 澤美穗 子孃來 り、 十 時半まで 話す。 彼女 

は^い 女性ら しい。 

七月 四日" (木) 晴、 併し ひどい 風" —— 「生れ 出 づる惱 み」 を 書く" 朝、 堺 枯川 來る。 靑山 墓地へ 行く。 生 馬に 夕食に 招 

待され る。 愛子と 上阪 がお 相伴。 頭痛 を覺 えた。 幾日も 雨がない から、 それが 私の 健康に i へる 機に 思 はれる。 仕事に 精進 

せねば ならぬ" 

4J 月 五 B。 (金) 雨" —— 花 月 園に 「生れ 出 づる惱 み」 を醫 きに 行く。 大いに 仕事した。 私の 用 を 足して くれた 若い 娘 は、 

悧巧 だ" 大變氣 に 入った。 夜、 山內彌 一 郞來 り、 十 一 時まで 話した。 

七月 六 B。  (土) 午前、 凉し" 午後、 晴" 11 山 內の處 へ 行き、 彼の 續を 見た。 それから 一緒に、 三越と 白木に 展覽會 を 

見に 行った。 その 中に 私の 自筆が あった。 中元 を 母上 及び 子供達に 贈る。 夜、 行 三 を 連れて 神 尾へ 行ったら、 飯 尾 利 幸が 四 

日に 死んだ の を^いた。 

七月. PB。 (日) 朝 は 大變凉 しいが、 後 暑くなる。 11 母上と、 命 尾へ 十八番 謠會に 行く。 私 は 紅 紫 狩の シテ をつ とめた。 

まる 一 日 か.，. つた。 夜、 國分 及び 飯 尾 を 訪ねる。 飯 尾で お 悔み を 述べる。 飯 尾 氏 は！ n 男と 二 女 を 遺して 逝った。 森 1^ が 手紙 

をよ こした 0 

七 月 八 or  (月) 快晴- 11 朝、 「感想文」 を謦 く。 山川と 云 ふ 人が 與謝野 夫人の 紹介で 来て、 彼の 雜誌 「小兒 硏究」 を 


助して くれと； K ふ。 澤攘ク j: 手紙 を 受-収 る" 

+. 月 九日 (小、) 晴。 暑し、 風 あり。 — に^な 日 だ。 r 靑年 文壇」 に 一 文 をお くる。 午後、 足 助.^ る。 大してな す 事 も 

なく 過 T。 原、 宮 isni り來 信。 吉 より 詩 錫 air 餘り 感心せ ず 《^ 太陽の 「世界の 改^」 を讃 了。 命 尾 先生 来らず。 

七月 十 曰 ^  (水) 喑、 風" —— 初心 會の 人々 と 鴻の臺 及び 柴 又に 行く。  間 手 古奈の 寺、 弘法 寺 及び 甲： 兑公阐 を 訪ねる" 

八 時 牛 s^、 歸來。 敏 行が 少し 具合が 惡ぃ。 北の方の 遠い 雲の 屮で稻 妻の めくの が兑 える。 

七月 十 一 曰〕 (木) 晴、 風" 11 「文章 世界」 の爲に 一 文 を 草す。 出 淵 その他の 来訪 を 受けた。 夜、 宮原 •， 氷る。 

七月 +•  二 曰， (金〕 午後、 1^ 風。 —— 「文章^ 界」 に 一文 を 经る。 颱風が 两 部 地方 を！^ 舞 ふ。 影響 は 東京で も 感じる。 久 

し 振の 風な ので 大變心 ^s! よし。 敏 はずつ とよくな つた" 夜、 牛： 馬 来る" 佐 腿と 鎌 倉から 来信。 

七月 十 1 二日。 (土) 晴。 稍 i 凉し。 11 午後、 母上の 御 で 熱 海へ 小 旅： 仃に 出かける。 小 へ 夕方 いたが、 熱 海； t の 

汽ポ はもう 出ない。 入木に 泊る" 夜、 箱 根の 方に 散歩す る。 街が 大§- 騒々 しかった ので、 よく 眠れなかった。 

七月 十四日" (日) 午 頃 熟、 海に 着く。 直に 別莊に 行く。 晝飯を 成 田と i 巧へ る。 大黑屋 を 訪れる" 夜、 石！： W 来る。 彼等 は來 

のお 神 li^ の^りの 支度 をして ゐた。 たけが 來た。 

七月 十五 日。 (月) 夜、 夕立。 11 新小說 への 原稿 を 書く。 晝頃、 別 莊へ石 渡と 行き、 別莊の 火災 保險を 契約した。 保險 

f. は 千 圆に對 し、 七圆 五十 錢 だった。 原稿 を臀き 終へ る。 夜、 來の宮 へ參拜 した、 床に 入って から、 たけが 來たレ 熱 海 は ど 

う も S 場の 不 遊 德 の 盛り場 だ" 祭りの ひどい 騷ぎ。 

七月 十六 曰。 (火) 雨、 併し 午後から 晴れる。 —— 木 田 その他から 手紙が 来た。 木 田の は、 ^^た銳ぃ手紙で、 大變 感動し 

た。 九時三十分の汽^3|.で歸途にっく。 三時 頃、 歸宅。 皆大變 元氣で ff^ 闞 盆の 御茶 を 飲んで ゐる 所だった。 命：^ 來る、 •  たが 私 

は穗 古しなかった。 有 島が 来た。 

七月 十七 nr  (水) 喑。 —— 朝 は 安 于の三 周忌の 用^で つぶれた" 足 助 を 訪ねた が、 盲腸炎 を 患ら つて ゐた。 午後、 足 助 
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の £1 に 家 を 採す。 高 島 11 に 美術 院の展 覽會を 3^ に 行く。 可成り い X。 そこで 偶然 樱井 夫人に 會ふ。 夜、 二 兒を緣 日に 連れて 

行く。 すっかり 疲れて 了った" 

4J 月 十八 B。 (木) 曇り。 — 早朝、 家族 全部 及び 生 馬の 家族と 靑 山に 行く、 そこで 神 に會 つた。 午後 は 晩の 难備 をし 

て 過す。 六 時から 上野の 精 養 軒で H 周忌の 晚餐會 を 行った。 神 尾、 山 本、 高木、 有 島、 江 崎 安子、 •  あ 川綠子 及び 弟妹が 集つ 

た。 九 時頃歸 宅" 夜 は ひどく 蒸し暑い。 

七月 十九 日。 (金) 喑リ 11 朝、 みよが 私に 言 ふに は、 行 光 は 五 時に 目を覺 まし、 す り 泣き 始めた ので、 彼女が 尋ねて 

も 何故 泣く のか 答へ なかった さう だ。 可哀想に！ 足 助に 會 つたら、 大變 よくな つて ゐた" 著作 集の 仕事 をす る。 夕方、 櫻 

^夫人から 鹽原 (料理店) に 招かれた。 彼女の 話 は實に 怠屈 だ。 

七 月 一一 十 B。  (土) 晴。 11 朝、 大撟 M 書 館に 行き * 著作 集の 仕事 をす る。 夜、 富澤 孃が會 ひに きた。 櫻 井と 富澤を 比較 

する の は、 大層 興味深い。 前者 は 生れた ま- -の 性質で あり、 後者 は 後天的に 作られて ゐる。 兩國の 川開き。 

七月 二十 一 曰。 (日) 晴" 一 . 太陽の 鈴 木が 石山 太 柏 氏の 縛 を 持って きて くれた。 午後、 足 助に 會 ひに 行く。 大變 よくな 

つた。 與謝野 夫人 來る、 安子の 他の 寫眞を 少し 見せる。 それから 佐： i 孃來 る。 餘り 面白く もない 話。 

七 月 一一 十二 B。 (月) 暴り。 —— 夜、 月が 大變 美しかった。 午前、 中央 公論に 出た a- 見の 小 說を讀 む。 「生れ 出 づる惱 み」 

を 少し 雷く。 午後、 足 助に 會ひ、 千圓 貸した。 夕方、 原 田が 来た" 神 尾の 母上 も 御 来訪" 夜、 分家で 話す。 

七月 一一 十 nloT  (火) —— 八 時 一 二十 五分の 列 で、 輕 井澤へ 三 兒 及び 女中 三人 を 逑れて 行く。 途屮は 稍 i 暑かった が、 着 

いたら 全く 淸々 した。 山 本の 子供達が 驛 に出迎 へに 來てゐ た。 皆大 § 皁く 床に ついた。 昨夜、 P 井 夫人から 手紙 を つた 

が、 大變 嬉しがらせ を 書いて ゐた。 だが それ は 私 を 少しも 動かさない。 

七月 二十 四 B" (水) 晴" 風 あり。 11 六 時に 起き、 畠の 方に 散ました。 大變 爽快 だ。 朝、 子供達 を 下町へ 逑れて 行く。 そ 

れ から 谷 崎の 「二 入の 藝術 家の 話」 を讀 む" 西歐藝 術の 水準に は 達して ゐ ない" 午後、 仕事 をす る" 佐 藤 Ii< の 「指紋」 も 


"つい に-.: ほ煉 された 文^だ" だが それだけ だ" 夜は滿 月で、 突し かった。 散歩して 1^ 想に 耽る。 

七月 二十 五 or  (木) 晴。 11 朝の 中、 自分の 仕事 を 一 牛； 懸命 やる。 午， 谈、 メ レジュ コ フス キ ー の 「先 m 者】 の 始まり を タタ 

少の 興味 や-持って^む。 迎俗小 說の形 を ー取 つて ゐる" 少く ともさう 感ぜられる。 夜 また 仕事す る。 .：：：1澤 嫂と 足 助から 來信。 

五 時 .：：^ほ--：^ に 返事 を 出す。 宮 部敎授 及び 赤 木に！？ Jf 信。 

七月 十六 B"  § 晴" —— 此處 です ら大變 奢い。 朝、 三 兄 を 小 灝？， I 泉に れて 行く。  ：52> 向う までず つと 歩いた。 シ 

モン ズの 三 talian  Sketches  " を む。 たいして 感銘な し。 「石に ひし がれた 雑草」 を 書く。 小 瀨で祌 WSRIS の 家族に 會 つた。 

時 歸 つて 來た。 ^^光と房子が今夜此處に着く§|1:でぁる。 母 h と 足 助から 手紙" 

七月 二十 七 nr  (土) 晴、 甚だしく 暑い。 11 一 坐 懸命に 仕事す る。 朝、 直 光と 房 子が 會ひ にやって きた。 一 M は 非常な 

f  ！^^-暖^^はぃっも百度以上に昇ると云ってゐた。 夕方、 Nf^ 供 を 述れ、 輕井渾 に 下った。 

七月 二十 八 B。  (H) 晴， 暑い。 11 1^ 懸命に 仕事す る。 特別に 記す 事な し。 夕方、 東京から、 愛子が 東 伏 IHSSI^. 卜 を 

ぉ迎 へす る 別莊の 準備 をし に 来た。 聯合^^は^：束ょり少し储勢の樣でぁる。 獨 は 部分的な 敗北 を 喫して ゐる様 だ，」 

七月 二十.？， B。  S 晴" 11 愛チと 朝の 中、 長い 事 散歩す る。 それから 彼女の 新 nja の 家具 を 整頓す るの を 手 傅 ふ" 一日 

屮、 f〕 いたり、 ^ん だり して 暮す。 何處 から もこれ とい ふ 便りな し。 

七月 1 一一 十日。 (火) 喑" —— 夕方. 大變 爽快な 夕立 あり。 夜 は 快く 凉 し、。 少し 街き、 多く まむ。 「石に ひし がれた 維 草」 

を いき 終へ る。 執笹 中、 ^り！ g 興を覺 えず。 母上より 來仿" 母 h 及び その外 皆、 i§ 他の. 5。 

七 月 1 一一 十一 日〕 (水) 稍 i 暴り。 —— 今日 は^かし か 仕事 をし なかった" 心 熱 〔此の 語 は^ 文の ま、〕 が？ Si りおえない。 

山 本が 來た。 1先驅^|<？」 を 大いに 謓ん だ〕 メ レジュ コ フス キ， に 關 する 見解が 變 りさう だ。 彼 は 思って ゐ たよりも、 遙 かに 明 

敏 である" 足 助、 原、 5. 沼田、 奈 等から 手紙" 
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七月の 思 ひ 出。 

〇 「六月の 日記」 が 新潮に 發 表された。  . 

〇 「武者 小路 兄に」 が 中央 公論に 發 表された。 

〇 二十 三日に III 兒を 伴って 輕 井澤に 行き、 月末まで 其處で 過す。 

〇 安子の 一一： 周忌の 會を 上野の 糈養；^ で 催した。 

〇 「迷路」 (著，；， 集 第五 轔) が^ 潮 社から 出た。 

2. 後、 足 助が 私の 著作 集 を 出版す る 箬 である。 

0  嬢と の -; 父 友が 始ま つ た。 

八月 一日。 (木) 晴、 大變暖 い。 i . 「先 驅卷」 を ん だのみ で、 終 H 少々 怠けて 慕す。 陶器 製造の 窯 を兑に 行く" 大變 

興味の ある もの だ" 夜. 山 本で i^。 夜の 十一 時に 度 窯 を兑に 行く。 

八月 二 nr  § 朝 甚だ 凉 しく、 その後 は 甚だ 暑し" . I 愛子 は 本 當に思 ひやり が ある。 今日は 安子の 三 周忌な ので、 悲 

しみ を まぎらさ うと 私 を 市場の 方へ 散歩に 誘って くれた。 夕方、 淑女 畫 報の 記者が 來て、 三兒と 一 緒に 私の 寫： S を 撮った" 

夜、 りで 町の 方へ 散歩す る。 二三の 雜誌を 受け取る。 

、 - 八月 lliB"  (土) 快喑" 11 朝の 中、 下の 町へ 行く。 母上 は、 勝 見が 安子に 供へ る爲め 野生の 花 (松 蟲草も その 中に ある) 

を 少し 私の 處へ ^つて 來 たと 手紙に 書いて 下さった。 何て 親切な の だら う！ 櫻 井 夫人 も 安子の 墓に 參り、 墓に 咲いて ゐに 

花の 花 瓣を经 つて くれた。 何と 思 ひやり の 深い 事 だら う。 夜、 山 本と 直 正が 謠を歌 ひに 来た。 

八月 四 B。 (日) 快晴" 雲 もな し >  —— 午前中 散歩。 それから 專念 仕事 をした。 鳥 尾 夫人、 母上 を 訪ねて 来訪" 母上、 菊 

野、 鎌 倉、 その他より 来信。 櫻 井 夫人と 勝 見に 發信。 午後から 謠を しに 山 本に 行く。 十： 時 迄 談笑。 目立って 凉 しくな つた。 


八月 五日， (月) 嗬" — 末 光行 三から 手紙で、 彼の 妻の 通衞が 一日に 死んだ と 知らせて くる。 彼は資 に 氣の毒 だ。 澤田 

と鶴兑 氏の 處へ 行く。 だが 彼 は 丁度 今朝 * 柬 京へ 歸 つた 處 だった。 それから テニス • コ，' トに 行く。 家で、 澤 W 及び 若い 方の 

鶴兑と 食お した。 早く 床に つく。 大變凉 しい。 信. f さんその 他から 手紙- 

八月 六日 ^  (火) 今朝 -K^s があった。 氣. 溢 は ひどく 凉 しくな つた。 母上の 御手 紙で は 今朝 は 東京 も凉 しいとの 率。 終日 家 

で^す。 向井 は 午後 歸 つて 来て、 夜の 九 時で 東京に 行った。 「生れ 出づる 偶み」 を m;; き 終へ た〕 

八月 4JBU  (水) i. ,— 終 家で 暮す。 午後、 向井が IBS から 来た。 維 誌， 5- 澤 H 讀む。 何れも 非常に 面白くなかった。 

{s- に、 屮央 公： i の 私の 文& 十に 對 する 武者の 蜜いた 耳障りな 霄葉 があった。 彼に 手紙 を 出す。 粘土で 像 を 少し 作る。 

八月 八 曰" (木) 晴" 快晴。 11 少し 仕事す る。 藤澤 及び 黑 W の 訪問 を 受ける。 午後、 下の 町へ 行き、 岡 崎の 家に 命 尾 先 

生を訪 ふ。 それから 新 渡戶博 十 を 訪ふ。 併し m 京に 歸られ た 後だった。 

八月 九日" (金) 晴" . I 午後から 山 本の 一 家と 子供達と 一 緒に に 行く。 藤澤も 同行。 疲れ切った。 

八月 十日" (土) 晴" 11 山 本， が 夕方 來る" 朝、 東伏觅 雨 殿下が 家に お見えになった。 それ か.，： 私 は 窯へ お供した" 午 

後 は 山 本の 家で 過した。 

八月 十一 B。 (日) tir  . I 晝 食に 山 本の もてなし を 受けた。 午後、 水泳 場に 行った。 夜、 輕^ 澤を出 バ する 準備。 子供 

達、 殊に 行 光 は 私が 此處を 離れる の を大變 悲しんで ゐる。 深き^ 愁に閉 される。 夜の 一 時 三分に、 山 本と 共に 軻 井！^ 出發。 

八月 十二 曰。 (月) 11 ひどい 露の 巾 を 六 時に 東京に 着く。 後に {.^ は 晴れ渡った。 母上 は 御元氣 だった。 ：H.EHK 婦 及び 英 

夫に^ ふ" 夜， i^in も來 ろ。 午後、 下町に 1, 井澤へ おくる 品物 を 買 ひに 行く。 柬 京は隨 分！？ い。 だが 耐 へられぬ 事 はない。 

1. 風お よく 眠ろ。 京都、 大阪、 名 古屋、 神戶 等で 暴動が 突 鼓した" 

八月 十-! nr  (火) 晴。 11 母上 を 上野 ステ， 'シ ヨンに お 見 } ^りする。 は輕 井， 繹 へます と共に 行かれた の だ。 朝 <M 後、 

足 助を訪 わる。 彼 は 大^よ くな つた" 新潮 社の 佐 藤氏に 會ふ。 それから 野 村 愛正に 會ひ、 雜談 する。 福 W が 圆らず も そこに 
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居た。 夜、 執筆に 勵む。 神 尾の 母が 留守に お出でになった。 

八月 十四日。 (水) 晴 —— 昨夜 東京に 暴動が 勃 た。 午前 は 神 尾 を 訪問して 過す。 午後 足 助が 來た。 夜、 夏目 氏の 本 を 

讀む。 或る 處は 興味 あり、 或る 處は ひどく 無味 單調 だ。 我々 は 我々 の 生活の 途を 平坦に する 樣、 何事 か をせ ねばならぬ" 

八月 十五 日" (木) 晴。 一 . 朝、 出版の 事で 河 合 氏に 會ふ。 足 助が 午後から 来る。 政府 は 暴. 1 に関する 記事 を 一 切 揭載禁 

止した。 馬鹿げた 考 へだ！ 夜、 加 藤來り 美術 院の 作品 を 批評して くれと 云った。 ； 5$ は斷 つた。 「旅の 心」 を 書き初めた。 

八月 十六 or  (金) 啧。 11 「旅の 心」 を 書いて 過す。 午後、 足 助 来る。 夜、 家で 初心 會。 會員の 外に 沖 IT がー 人 加 はつ 

た。 秋 田が、 「死と その 前後」 の 試演 を藝術 座に やらせる 寧 を、 承諾す るか どうかと 尋ねた。 夜 は大變 暑苦しい。 

八月 十 4JI«。  (土) 唷。 11 朝、 「旅の 心」 を 書く。 午後、 足助來 る。 頭痛 を覺 ゆ" 按摩" 夜、 山 内を訪 ふ。 二番 E の 子供 

が 立派に 大きくな つた。 櫻 井 夫人が 手紙 を 寄越し、 叫 夕 私 を 訪問した いと 云って きた。 

八月 十八 日。 (Eo  11 「旅の 心」 を 一 华： 懸 《？に 書き、 讀寶新 問 に经る 部分 を 終へ た。 夕方、 櫻 井 夫人 来り、 信 子と 一 緒 

に 夕 〈1;。 沖 野から 彼 自身の 作品に 跋文 を 書いて くれと 頓 まれた が、 斷 つた。 

< 月. f-f.B" (月) 晴" . 1 朝、 足 助の 處へ 行く。 午後 は大 11 凉 しい。 ^馬の 夕食に 招 ばれた。 與謝野 夫人が 手紙 を 寄越 

し， iS: 的 B 、悶 にな やんで ゐる ー旣婚 婦人が、 その 擾鬱を 治す 爲に 私に 會 ひたがって ゐ ると 云って きた" 私 は素氣 なく 斷 つた。 

八月 二十 曰。 (火) 晴、 風。 11 晝 は大變 暑い。 「旅の 心」 及び 武者 小路へ 公開 狀を 書く。 生 馬と 鷗 子が 輕 井澤へ 行く。 よ 

し 江さん が 午後 來た。 

八月 ニヤ  一 B" (水) f . 甚だ 凉し。 午前、 「旅の 心」 を 書く。 午後、 代々 木の 方へ 散 ゆする。 此の 數日、 頭痛が ぶり か 

へして 閉口して ゐる。 夜、 長 田 秀雅來 り、 藝術 座の 私の 「死」 の 上 1  奴に ついて 話す。 讀賣の 加 藤も來 る。 橫山登 志 麿が 来た。 

八月 二十 二  (木) 朝、 暴り、 凉し〕 午後. 蒸し暑し。 朝、 「旅の 心」 を く" 午後、 銀 嵐に 散歩す。 讀寶に 寄り、 上司 

氏 及び 加 藤に 會ふ。 夜、 第 六輯の 校正- 足 助が 來て 一緒に 働く。 


八月 二十 一一 一 nr  § 晴" —— 午前、 「旅の 心」 執. 紙。 命尾先生御來訪、^^5^<„-を^にす。 午後 大島 流人 來訪。 それから 校正。 

夜. Hi- 助來 る。 生 と 。子輕 井澤より 京。 行 光が 圏 扇に 書いた i2 に は 驚かされた。 夜、 氣 候が めっきり 凉 しくな つた。 

八月 二十四日- (士)  Lw。 削の 巾は凉 しい。 —— 0,. 少し 書く。 午後 は 別に 何もし ない。 ^馬 か.，： 曉 子の 誕： 日の しるし 

に 夕 〈d{ に 招かれた。 又樱并 夫人から も 招かれた" 併し 兩 方と.^ 斷っ た。 夜 足 助が 來 たが、 原稿 は來 なかった。 

< 月 二十 五 nr  (曰) 晴" 稍 い。 11 朝、 足 助の 處へ 原稿 を 持って行き、 初校 を 終へ た。 午後、 婦人 週報の 記^、 吉 

碑 十 娘が 訪ねて きた" 夕方， 生 馬と 英夫 と共に、 藝 術俱樂 部に 行き、 私の 「死と 其の 前後」 の 上： おの^で 島 村 抱 月と 须磨子 

に會 つた。 

八月 二十 六 曰。 (月) 晴" 11 終日 讚窗 して 過す。 ドスト エフ スキ， 及び 歐洲 旅： t に關 する 本。 生 馬と その 家族 は 日光へ 

行った。 

八月 二十 七 曰" (火) 晴〕 —— 午前、 讀書" 神 尾の 母 來る。 藝 術俱樂 部へ 英 夫と 行く。 午後、 鎌 倉へ 行く。 河 人に 會 

ふ。 ^は 志贺の 家で 過す。 十二時まで 話す。  , 

八月 二十 八 B。 (水) ：？I?H^ しい。 午後から 小雨。 —-— 武久、 小山、 有 W 及び 建 長 寺 を 訪ねる。 建 長 寺で 志 賀に會 ふ" それ 

から士ん賀の^^で|$試食，>,.食べ、 夕方 東京へ 歸る。 平澤來 り、 一緒に 銀； に 散歩に 行く。 銀座で 行 郞に经 る 品 を 10: つた。 の 

四 女が •； ^ん だ と 知らせが あ つ た。 

八月 二十 九 nr  (木) 終： Is 模様。 11 朝の 中、 1: 術俱樂 部に 行った だけで、 ぢ つと 家の 中で 過す。 1  一 術 座との 約束の 爲 

め輕 ほへ は 行けなかった。 

八月 一！ 一十 CT  § 晴" 〔お 略〕 

八月 一二 十 一 曰。 (土) 晴リ 11 夜、 末日 會。 
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八月の 思 ひ 出" 

〇 「藝術 制作の 解放」 が 新. 公論に 發 表された .  . 

〇 「自己と 世界」 が 新 小說に 載る。 

〇 「我が 幼年の 友 及び 朋友 觀」 义 章倶樂 部に。 

〇「 犬なる 健全 性 へ 」 が 文章 世界 へ 載る。 

〇 「若き 友 へ 」 を 秀才 文壇に 發表。 

〇 北 信縻が 死んだ。 

〇輕 井 澤 から 十一 一 日に 歸っ て來 た。 

〇 私の 「死と 其の 前後」 が it 術 ij によって 二十日より 二十 五 s 迄、 藝 術倶樂 部で 上演され る 箬 だった。 そして 須磨子 及び 抱 

月 氏と 知り合に なった。 

九月 一日。 (日) 晴。 . I 朝、 藝術 座へ 私の 劇の 本 讚み を 見に 行く。 それ か" 神 尾 を 訪れる。 夜、 {ぉ 原、 原 S 及び 彼の パ 

ト 口 ンが來 た， > 

九月 二日。 (月) 晴 U 11 朝の 中、 少し 仕事す る。 「先驅 者」 を 讚 了。  だ 感銘 深し" 夜、 平澤 来訪。 

九月 一一！ 曰" (火) 朝、 凉 しく 橐 り。 後、 晴。 11 午前中 少し 仕事す る。 アメリカに 行く 舜三君 を見逡 りに 屮央停 lal. 場に 行 

く。 輕 井 から 歸 つて 来られた 母上と 子供達に 上野 停車場で 會ふ。 彼等 は 皆， 非常に 元氣 だ。 夜、 足 助が 来た。 

九月 SOT  (木) IT 11 夕方、 歌舞伎 座へ 11 術 座ゎ 「沈 鐘」 を 見に 行った。 それ は 全然 失敗だった" 終らぬ うちに 歸 つて 

來た。 

4< 月 六 B  (金) 喑〕 11 夕方、 ii 井 夫人から， 有樂 座に 招 を 受けた が、 斷 つた" そして 彼女に 曰 比 谷 公園で 會 つて 散 


九月 七 or  (十：) 稍 i 蒸し 奢し。 11 終日 「讀.賣」 へ 寄稿の 文を專 念に 窗 いて 過す。 別に. 叩： す 事な し"  j 

九月 十二 日" (木) 11 「生れ 出 づる惱 み」 が 叢 文^の 手で 出た" 

九月 十- IB"  §  0. 鎌 倉に 行ぐ。 

九月 二十日。 (金) 大 iz^i? なり、 風 あり。 11 oi. 助が 二 科と 美術 院 展 1： 會に 行って ゐる 問に、 彼の 家族に 會ふ爲 に、 

彼の 家に 行った。 第 七輯の 原稿の 大部分 を 終へ た。 夜、 鴨 海耍吉 が 来た。 マ 字に ついて、 大變 面白い 雜談。 赤 木 夫婦が 一 

来た。  ； 

十月- InT  GO  11 夕方から 七日まで、 私の「死と^::!ハの前後」が藝術座にょって、 is 俱樂 部に 於いて 上：：^ された。 四日 一 

n と ff;- 日： ：！ は滿 ar たった。 多 方： 出から 批評され た。 

十月 四日。 § —— 鎌 < おが 来て、 調 布に 短 かい 氣 持の よい 遠足 をした U 彼 は 秘めて ゐ た；！ g 去 を 洩らした が、 それ は 非常 

に 悲しい ものだった。 

十月 十 七日。 (木) 雨-太。 . I 鎌 倉に 行く。  - 

十月 十八 曰。 (金) 11 此の 夕方、 Ei: 志 社大學 文科の 逋續 講演 をし に、 京都に 立った。 あかまん やに 滞在した。 此の 旅行 一 

の £1 に 用意され た 他の 記錄， 兑ょ。 〔以下 四 四 四 K 九 行まで は 別の ノ  ，トに 邦文に て， されし もの〕 

十月 十八 In。 (金) 此の 夕方 束 京な， 出發 して 京都に 向 ふ。  一 

n7 朝】 山 墓所に 到る。 辨慶摘 を 渡りて 水 谷に 入る。 柳の 枝 芽 を ふき、 櫻の 街 紫 は んど 落ち 盡し、 プラタナス^ かに 殘ー 

^^^55む。 nlii かに 雲間 を现 はれし 時 庭に の ー感を 聞く。 暫時に して 復 鳴かず。  一 

三河屋 にて 夕食 を 共に する もの 母上、 三兒、 信 子、 あき子、 SHK 婦、 英夫 夫婦。 際 ill は 金の 保符 上の にて 我れ に！ f 快 一 

を. する に 似たり。 京都より 手紙に て 話す 事に して 別る。 四ハ介 見附より m 車に^る、 東京 驛 より 乘車。 ^は 未だ =S;i りたれ ど 一 

一九 一 ベ ¥  2 一九 
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も 幸に 雨な し。 九 時 出發。 錢臺に 物 を かける 餘地 なし。 大船 あたり 迄 起きて あらんと せし も 望み しからん と 思 ひて 就寢。 

夢み ろ琪 頗る 多し U 河内 完治 前車に あり。  . . 

十月 十九 nr  (土) 車中 市 河 彥太郞 よりの 藝術座 試演に 關 する 手紙 を 見る。 平凡 他の 奇 なし。 

^五 時 離床" 夜 は 明け 離れん としつ  あり。 名 古 屋邊を 通過。 食堂に 行き 食事。 Toast  bread と omlette。 歸時 河- 內を誘 ひ 

て 自席に 歸り 色々 と 話す。 石 龍 子に 入相 を 見て 貰へ りな ど 云 ふ。 窓外の 山容 極めて なだらか となり、 花崗岩 質の 山々 所々 白 

く 赤く 禿げたり。 河 內の云 ふに は、 花 岩 質の 山 は 極めて 崩壞し 易い から 一度 伐採して 萆木 がなくなる と、 表土が どんどん 

雨水に 流されて 直ぐ 露 土と なり、 到底 樹木が 生 ひたち 難い。 中國邊 はか \ る 状態が 益 i 甚し い。 此の 邊の水 W は 未だ 莉り入 

れが餘 りして ない (東京 近傍 は 大方 濟 まして ゐ るの にも拘らず)。 而 して 雨 害に 遇った 1^ も餘り 目立たず 槪 して 豐 作の 趣が あ 

る。 此の 邊は ー帶に 晚稻を 栽培す るの ださう だ。 (晚稻は收：^5|は多ぃが品質は下るとの事だ。) 

彥 根の 城 は 中々 い X 城 だ。 この 邊 から 琵琶湖の 湖 尻が 見える。 家の 二 棟 造りな のが 非常に 目立つ。 思 ひの 外 紅 藤して ゐな 

い。 柿の 葉 も 所々 赤いだ けだ。 〔此處 に 城 を 望める スケ. 'チ あり〕 

十 時 十八 分に 汽車 は 京都に 道 入った U 大島豐 早 川 三 代 治、 八 太澤善 次、 あかまん 尾 内儀が 迎 へに 來てゐ て れた。 大島 

31. 川， 八. K 澤と 直ぐ 同志 社に 向った。 荷物 は 其の儘 宿の 内儀に 賴む。 社長 原 W 助 氏の 寓を 訪れた が 不在だった。 非常な 好い 

天氣 になった。 ^^^ぃて居ると曰の光が强過ぎる位だ。 早 川 は學生 寄宿 舍で 休息し、 殘る 二人と 余と 同志 社 校舍内 を 歩いた" 

廢 の樣な 空虚な 感じ だ。 

それから 又 ill 人で 宿に 歸り、 河に 面した 部屋で 中 食を濟 ます。 半： 馬は稻 荷の 寫 生から 鼸 つて 來て、 之れ も 同 陛 した。 午後 

四時 頃大 島が 迎 へに 來て 行方、 佐 #、 早 川と 共に 電車で 大潘に 行った。 それから 汽船で 石山に 行かう としたが 駄目で、 又電 

車の 便 を 借りた。 一ば いの 人 U 

粟津 あたりで も 5 滿 月が 向う の 山の 上に 出た。 例の 花 31 岩の 究 山が、 まるで 雪が 處 まだらに 積った やうに 美しい。 J さの 色 


も 何ん とも 云へ ない。 石山. 一 寸に 着いた 時は寫 W も 撮れない 程晴 くな つて ゐた。 紫 式部の 部： li の 窓の 所に 立って 月 を 見る と、 

丁度 杉の 木立の 問に！ K 正面に 鏡 を かけた や 5 に 見える" 御寺の 內陣 が！ 暗で ； 一 つの 燈 籠に 灯が 這 入つ てゐ る。 その^ 籠の 唐 

^桟 ほの 問 を 漏れる 火の 光が 何とも 云へ ずな まめいて 居る。 前の 方に は <sl 人の 灯した 蝴燭が n; 四十。 長いの や 短い の。 足 

1^ り をして 步く 位。 畫 間なら 縛雜霄 を 一： K つてみ る 所に 行って つくづくと 月 を！ た。 其處で バン を 食 ふ。 〔此齒 に 月す え 0 スケ f 

チぁ リ〕 

歸る 時には 山門が 綺 つて ゐ るので、 事務所の ill 锂に 廻ったら とがめられた" 門^が 人 好 ささう に 出て 來て 山門 を 開、 -て吳 

れ た。 門から 山までの 道の 美し さ。 大きな 躑 II の 木立。 ||飩屋で松^^入の餛飩を1-11杯食ひ自動^3|.に乘った。 大潘の 町で は 兵 

^が 夜 問^ 習 をして ゐた。 山 科と：： ムふ處 を？ g る。 宿まで 经 つて 賀 つて 別れた の は 九 時 位。 十 時 s!^ 就お。 幸に 庶ぐ 就. お。 原よ 

り 來？. ；：。 鎌 \ 甘と 足 助 へ の 手紙 を 京都から 大逮に 持ち越して 投函" 

53 の 前の 疏水に 水お あり、 波の まに まに うね- r- ねと どよめく 様 は、 盲 ほ で 物凄くて なまめかしい (しな を 作る ，0. うな その 

しな ひ 方) 船が 時々 通る。 

十月 二十 or  (日) 朝 五 時 近くに- m 率の 音で 跟が覺 める。 六 時 近くに 起きて 痕ぐ寫 S 器 を 持って 散^に 出る" ii! 所 Js:-^ 

廊 のお を 撮る。 恩， カ^の 大門 を兑て 感心し、 この 門 一 つで 柬 京の 建築 を驢 する 事が 出來 ると 驚く。 丸 山 八 ム？！ を拔 けて 大ハ介 

に 出て る。 一 力 を 5:^3 す。 

朝 大島來 る。 朝、 .-011-. を讀 む。 十 一時 散歩。 寢衣 を大丸 Department  Store にて 買 ひ 来る。 朿 都の depattsent 

き re は變 なり。 沐猴の 冠す る ものな り。 歸途 人形 を 買 ひ 鎌 倉に 经る。 生 馬は稻 荷に に 行く。 生馬^^:^伯せる3-、§::13氏來 

る" 共に 南 座に 行く 箬な りしが、 長 島 氏 風邪の 爲め にやめ。 

午後 一人に て 博物館に 行く。 や、 0; 面 に兑 たる も 準備なければ 云 ふ 可き^ なし。 寫厲版 ni 十 一 枚を^ ひて！ 1 る。 歸，： ^、秀 

告の！^^に^！づ。 石附 五：. E 十六 (？ )" 市の 眺望 を ？ぉ 可し" 一 帶の 構造 は惡 しからず。 明治 人の 仕： かとして は规^ の稍大 なる を 

1 I 八 年  四 四 一 
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賞す 可し。 唯 幾 富に 於て 秀吉 を表徵 せず。 疲れて 五 時 is^ に歸 る。 原久 米太郞 あり。 事の 意外に 驚く。  一 

夕食後 大島 に携 へられて 佐き 氏 宅に Elian  Vital の 試演の 稽古 を兑に 行く。 秋 田 の ニー！ つの 魂」 と 「少年の 死」 なり" 未成 一 

品なる 亊 夥し。 第 三 高等 學 校の 成瀨 氏と 同志 社のお 氏に 遇 ふ。 歸宅 十二時。 晝 食前 この 宿の 池大雅 の賨を 見る。 大黑 天、 飆ー 

世 一哲、 大雅の 妻の 山水、 看板 等。 

十月 二十 一日- (月) 朝 は 花 函 りの やうに 曇った。 全く 櫻の 花で も ぼつぼつ^き 出し さう だ" 疏水の 向う の 1 丈 位の 櫻の 一 

木と 柳の 紫 は 一 つ は 稍 紅ら み、 一 つ は 芽 を ふいて ゐ るのまで が、 春めいた 感じ を與 へる。  一 

朝 十 時から 同志 社に 行って、 文科 一 年に carpenter の -civilization.  Its  Cau:e  and  Cure" を敎 へた。 十 HI 四 人の 牛； 徒で 非 一 

常に 心地よ く敎 へ る 事が 出来た。 

講義が 終って から 原 w 社長の 室で 中 食の 御馳走に なった。 原 田と 云 ふ 人 は 決して 惡ぃ 入と は 思 はれない。 tolerant な考も 

持った 立派な 入らし く 思へ る。 それに も 係らず 今日の 新聞で 見る と、. 東京の 同志 社 支部で は 小崎弘 道な ど 云 ふ 入が 先が けに 一 

な つ て 社長 排斥の 運動が 始 まったら しい。 

中 食後 一人で 相闕 寺に 詣で、 其の 裏の 竹 觀の繞 を 通って 上 加 茂まで 出ようと して、 阿 顧陀、 西國 寺な ど ある 通り を躅 りで： 

ぶらついた。 雲が なく 曰の 光は步 くもの \ 顏を燒 き、 背に 汗 を 催させる 程 だ。 野 萩の 花が 紫に ハ^< いて ゐた。 美しい 蕪が 車に 一 

積まれて 市場」 運ばれて ゐた。 

午後 二 時 chapel に 於て 開講 した。 社長が 僕 を 紹介して 吳 れた" 會衆は 存外 多く 約 五 百 五十人 內 外に 達した と 思 ふ。 Inlrod- 一 

uctory  speooh を やった。 約 一 時間 五十 分。 聽衆は 喜んで 聞いて 吳れ たやう だった。  一 

それから 生 馬と 共」 大島 ， 伴れ られて 下 加 茂の 方に 遊びに 行った。 堤 上 を ぶらぶら 行く と 何とも 云へ ずい. 1。 其處に 行く 

途中に 立派な 鞍馬の 庭；；： を 幾つ も 見た" 葵 撟は斷 橋に なって ゐた。 加 茂神瓧 内 の 木立 は 美しかった。 殊に 美しい と 思った の 一 

は 地面だった。 社 前な ど は 重い 砂 を萬遍 なく 撒いた 樣に淸 々しかった。  . 一 


夜 は 半 M と共に n 志 社 職 a: の晚錄 脅に 列な つた。 牛肉の すき 燒、 松 奪" 社長が 東京に て反對 運動の 起り つ  ある M 末 を 報 

じ、 ^田 氏が 大に その 不法な ろ 所以 を說 いた。 家に 歸 つたの は 九 時 過ぎだった らう か。 今日は 早く 就. 1 した。 

十月 二十 二日" (火) 多 9- の 雲 はあった が 晴れて 暖かった。 メリ ヤスの shift が 厘 i 汗ばむ- 

胡-九 時から 十 時まで carpenter の 講義" 今 曰 は 平安 神社の 祭日で、 時代 行列と 云 ふ ものが 市中 を 練り 步 くとの _ ^で、 一年 

級の^ 生に 伴 はれて tLT 丸 通りに 川で、 ニ條 通りから 曲って 出て 來る 行列 を 見た。 初め 人造に 群集して 25 た 人々 は、 行列が 來 

たと 云 ふと 一 度に^^道に出て人谊を作った。 家々 の 窓から は 盛 1! した 家族が 顏を 出して ゐて風 輦が來 るとば ちば ちと 手を叩 

いて 一 CI 拜 をした。 行列の 順序 は 

弓箭 紐 ^長 (桂吉 之丞、 田 中 吾 内、 小 峰 治 三 郞) 

德川 上使 上洛 式 小納戶 (杉 浦 宇 一 郞、 平野 官治) 小姓 川 彌三郞 、千 藤 幹 三) 城 使 (米 山 秋 il) 糜番 (^瀬 雄 太 

郞) 川 人 (山 E 繁 次郞〕 近習 (辻 井 佐 一郎、 山 崎^ 一) 御坊 主 (小 秀 太^)  ^頭 (佐々 木 m:n; 郞) 

織 田 公 上洛 K 宗 入宗繼 (西 W 惣 太郞) 羽 柴秀吉 (船 越繁 三) 丹 羽長秀 (藤 W 作 藏) 織 W 信 長 (前 田義 次) 瀧 川 一 

益 (山 本士 II 次郞) 柴田勝 家 (永 原 辰 之 助) 

城 南^ 鲷 iil 式 藤 原文 官參列 公卿 (田 中 善 太郞) 殿上人 (戸田 新兵 衞) 

延輕武 {n 出 障 式 將佐 (. 奥 村 米 次郞， 片山喜 一 郞， 辻 太 三郞) 大將 (s: 浦庄 乓衞) 將佐 (^w 金吉， m 山 源 之 助、 內 

is コ) 

延歷武 お 參列式 三 位 (牧山 信吉) 四 位 (德 岡忠 三) 五位 (尾花^ 治) 六 位 (安井 巳 之 助) 

行列 を て 居る と、 可憐な 赤坊が 母の 手から 乘り 出して 私に 戲れか &る。 母と：； ムふ人 は 内 村 氏の 奥さんに 似た 入だった。 

頻りに 恐縮して ゐた。 

宿に 歸 つて 甕 食 をす ますと 直ぐ！. 崎 公^の 一 ー科會 展覽會 場に 行って、 生 馬と 宿の 內 isw とに 遇うた" 一 一 科の <@ 場 は 光線の 具 

一九 一 八ハゃ  n 四：： 一 


合が 甚だ 面白くない。 

二 時から 講堂で 第二 講演 を 開いた。 聽衆 前の 通り。 今日は 少し 慣れて ゆっくり やつたん で 大分 論题が 徹底した やうだった。 

それから 野 村 愛正、 谷川、 八木澤 等と 御所の 外苑 を 歩いて、 ニ條の 槍と 云 ふ 本屋で 謠本を 買 ひ、 野 村と 分れ 歩いて 宿に 行 

つた。 槍の 角に 菓子の ホ！ ルが ある。 谷川 君が 常に 出入す る 所 だと 云うて 八木澤 君が からかって ゐた。 谷川、 八 木！； と 宿に 

歸 つて 話 をして ゐ ると、 夕方 亦大 島が やって来た。 而 して 我々 を シコラ の 昔 樂會に 誘った。 三人と 宿の 內 儀と を 連れて行つ 

た。 會場は 宵 iif 會。 九分 通りの 入り。 シコ ラのセ 口に は 全く 感心して 仕舞った。 花 島 氏が 歌った。 高々 lyrical な ものし か 

出来ない。 曰 本 入 は 憐れ だ A 思った。 

歸り がけに 日 セロ屋 の 前 を つたから 一 寸富澤 氏 を 誘うて 遇った。 就寢稍 十二時。 この頃 どんなに 晚く寢 ても^の 覺め るの 

が 早い に は 閉口す る。 夜の {T^ は 大分 lif つて ゐた。 夕方の 西の は 何とも 云へ なかった。 

十月 二十四日。 (木) や、 藝り。 多少 凉 しい。 11 朝、 大阪 へ： iH 馬と 共に 行く" 江 崎に 銀行で 會ふ。 三越に 行く。 文樂座 

で 人形芝居 を 見物す る。 そこで 簿 田に 會ふ。 梅 田から 電車に 乘る。 御影に 木 村 を 訪れた が、 守. たった。 花隈の 吉^ 館に 泊 

る。 よく 眠れず" 

十月 二十 五日。 (金) 晴、 稍 i 風 あり" I— 河 添 を 訪ねる。 だが 彼等 は 東京へ 引越した。 旅館で 晝食" 木村來 る。 午後、 

II 水に 四 本に 會 ひに 行く。 だが 皆-留守だった。 原の 家に 行く。 夫妻 北 (に 風邪。 須磨寺 公園 を 見てから、 神 戶に歸 つてき て、 

湊川を 見、 神戶 靑年會 館に シコラ の 音樂を 聞く。 そこで 美しい、 若い 支那 夫人 を 見た。 二人共 呆然と した。 

十月 二十 六 (土) 晴。 —— 甕に 毅 一が 來た。 一緒に 料理店で 食事 をした。 三 時 二 4. 分の 列車に 乘 つて、 眞 直に 京都に 

歸 つて 來た。 

十月 二十 七日リ (日) 早朝- ひどい 識- —— 夜， 大 if の キリスト 敎 靑年會 館の ホ I ルに、 野 村 愛正 及び 弟と、 講演 をし に 

行く。 錄村は 彼の 文學^ 活の 一 年間の 經驗を 話した。 生 馬 は 美術に つ いて。 私 は 「ブラント」 につ いて。 滿負。  ： 


十月 二十 八 曰。 S 晴) —— 朝、 同志 社に 行き、 川 W 繁次郞 氏の 家で 晝^" 講^の 聽 衆 はぐつ と 減った。 だが その 方が 

好ましい。 

おと 仏 は 新 S 出、 藤 代 ti 輔、 平 W 元吉. 1^, 瀨淸. 林久 男、 瀧 川柴. 皆 川 行人 等に 招待され た。 

十月 二十 九日。 (火) 0OO 11 同お 社に 行く" 宿で 亵飯。 午後の 講^が 終って から、 ！^中；が數人 一 緒に^5に來て、 十一 

時 過まで 時間 を费 す。 へと くに 疲れた。 

十月 1 一 1 十日。 (水) 終日 雨。 11 鎌 倉から 神經 質な 手紙" 暗い く 思 ひ。 . 

十月 一一 一十一 B。 (木) 風、 晴。 i 午前 は 宿で 暮す。 晝食の 直前、 淸水 寺へ、 4ji 馬と 行く。 そこで 彼に 別れ、 徘兒淵 及び 

將，： ^嫁に 行く。 それから 高 躉 寺に 行 ざ、 次に 竹久を 訪ねる。 そして 宿に 歸 つて 來る。 平賀、 11 一浦 及び 志 贺が關 西學院 から 來 

た" ^^禪寺及び永觀堂に散歩。 甚だ 氣持 よし。 

十月の 思 ひ 出。 

〇 「運命と 人」 が 中外 に發 表された。 

〇 「有 島武郎 5^1」 及び 著者の それに 對 する 答が 新潮に 發 表された。 

十一月 一日。 § 晴。 .！ 朝、 牛： 馬と 大學へ 行き、 is 敎授 及び 植田 is 氏に 會ふ。 博物館 を瞥兑 する。 ts 後、 ^に 

晝. 將を する。 夜. 安成^^雄の訪問を受けた" 行 光、 行 一-一： 及び 分家の 家族 殘" ず、 スペイン 風に やられた" 

十 一 月 二日" (土) 襄雨。 11 朝、 大島來 り， 赘 まで 過す。 午後、 Helix  clay の "The  Origin  of  the  se§  of  tteauty, を 

？ i. む。 夜、 二人が 長 島 兄弟の 巾 村 鉄：^ 町) に 招待され た。 藝妓を 眺めて ゐ るの は 面白い もの だ" 

十一月 HOT  (日) 朝、 露 あり。 11 牛； 馬 は 東京に 向け 京都 を 去る。 十 一時に、 私、 大島. 早 川、 野 村、 谷川 及び 八木译 
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はニ條 から 汽車で 龜 岡に 行き、 そこから 船 を 雇って、 保 雞 の 急流 を 下った。 天氣 はよ くな つた。 紅葉した 櫻の 葉 は 美し かつ 

た" 隨峨に 着いて から、 常 寂 光寺、 二 尊院、 驟 王 寺、 淸凉. 寺、 大覺寺 及び 落 柿 を 訪れ、 驗峨 野から 電車に 乘る。 可成り 遲く 

京都に 藩く。 

十一月 四日。 (月) 天氣は 少し 怪しかった が、 小山 氏と 共に 比截 山へ 登らう と 決める。 我々 は 出 橋から 歩いた。 八瀨 及び 

大 原に 着く、 大原 では 寂光院 及び 三千 院を 訪れる。 寂 光院の 池の 畔で默 想す る、 三千 院 にある 古い 建物 (九 百 八十 年 前の〕 を 

嘆美した。 比 叙の 宿 院に六 時 一 寸前に 驚く。 旣 に眞閱 だった。 夜、 雨 ふる。 

十一月 五 nr  (火) ひどい 曇り。 時々 雨" —— 今朝 二 時、 島 村 抱 月 氏が 東京で 死んだ (これ は 六日に 京都で 知った)。 朝、 

根. 1$ 堂、 大講党 及び 戒壇 院を 見る。 坂 本に 下り、 そこから 三 井へ 船に のる。 それから 疏水 を 通って 京都に 歸ろ。 大 變神祕 

的 だ。 夜、 小山 氏と 内儀と で、 島 原の 角屋へ 行き、 花魁の かし を 見た。 小山 氏の 家に 寄る。 

十一月 六 B。 (水) 朝、 晴、 後 小雨" 稍 i 凉 しい。 —— 朝、 野 村、 大島、 早 川 外 1 入來 り、 ホイットマン を f にむ。 それ か 

ら 一 時 五十 分の 汽車で、 奈 良に 向 ひ、 三 時半 着く。 天氣は 非常に 晴く なって きた。 奈良 ホテルに 泊る。 大變靜 かで 淸楚 だ" 

夜、 鹿の 難を閗 いた" 意に 似て ゐ るが、 もっと 悲しげ である。 

十一月 七日" (木) 朝の 中、 少し 曇り、 後 晴れる。 少し 讚 富して から、 興 福 寺. 東大寺 及び 博物館 を 訪づれ に 出かける。 

博物館で 推 古の 觀- W の 一 つ を 非常に 歎賞す る。 ホテルに 歸 つてから、 非常に 讀み、 少々 知識 を た" 夜 は 大變靜 かに 過ぎて 

行った。 坂 W 欽造氏 を 訪問した。 

十一月 八 3。 (金) 晴れ 氣味。 11 正 倉院に 行き、 そこで 水木 要 太郞、 新 納宮之 介 及び 森躅 外に 會ふ。 遺物 はすべ て 私に 

は 極めて 興味が あった" 今日. ホテルから 魚 培に 移る。 宿に 歸 つてから 讀書" 夜、 坂 田 氏が 訪ねて きた。 

十一月 九日" (土) 風、 時々 雨。 -—— A マ 朝、 法隆 寺へ 行かう と 決心した が、 宿の 不注意で 汽車に 乘り そこな ふ。 そこで 孅 

草 山 及び 春 日 神社に 行く。 宿に 歸 ると ェ 藤が きた。 講義の 準備 を 一生懸命 やる。 


+ 一月 十日。 (日) ハモ 一; り、 寒し。 11 大 島と 谷川， 京都より、 澤田、 神戶 より 来る。 一緒に 散歩す る。 大 島の 話で は、 同 

セん社は惡性^^冒の爲に來^！も休校するさぅだ。 京都へ 夕方 歸る。 

十一月 十一 日。 (3::) 暴り、 嚴 しく 塞い。 11 水が 凍った。 原が 手紙で、 俊 子が 又 風邪に やられ 肺炎と 脚氣 を併發 との 診 

斷を 受けた 由 言って よこした。 甚だ 氣懸 りなり。 終日、 在 宿。 客が 十三 入 訪ねて きた。 大層 疲れる。 「小さき 者へ」 が 私の 處 

に 屆 く  0 

十一月 十二 日。 (火) 晴、 幾分 暖かし。 . I 午前、 ホイ ヴト マン。 一 ほ 稱 作家が 丹 波の 栗 田 村から やって来た" 彼の 作品 

を んで、 全くが つかりした。 聯合 國と獨 逸 間に 休戰 成立す。 實に 快い。 櫻 井^子が 京都に きて、 あかまん やに 逗留して ゐ 

る。 夜、 田の 戲 曲の. K 讀み。 夜 非常に 晚く 宿に 歸る。 原から 手紙で、 俊 子の 生命が 危 いと 知らせて くる。 大變 心配 だ。 異 

な 淋し さ を 感ずる。 

十一月 十 11 一日。 (火) 快晴" ！ 朝、 大學^ 院に 行き、 俊 子のお 狀 1^ 飯 嫁 氏に 尋ねる、 危篤 だと 彼は考 へて ゐる。 宿に 歸 

ると、 彼女の 死の 知らせが 原から 來てゐ た。 一時 十五 分の 列車で 七條を 立ち， 原の 家に 四^ 頃 驚く。 氣の 毒な 事 だ。 どう 慰 

めたら い  か 判らぬ。 ずっと 彼の 處に 留まる。 十二時 頃寢 入る。 俊 子 は 八 ，朝 八 時に 死んだ。 最も 痛烈な 不幸け 豫 期せざる 不 

幸で ある。 俊 子 は 大きくな つて、 美しい 愛 を 知るべき だった。 

十 I 月 十四日〕 (木) 朝から 烈しい 雨。 11 これ ぞと云 ふ 事 もせずに 終日 過す。 晝 頃、 人棺 式。 夜、 祈 禱 會。 その 時、 木 

村に ゆ V 佼子は 本 當に賢 こかった。 原の 母が 今朝 来た (入棺 式の 頃)。 夜、 通夜。 原の 母 は大變 面白 い 事 を 話す。 朝、 三時 

jgs;;^ に 入る。 

十一月 十五 (金) 晴、 暖かし。 11 <t ，朝、 花園に 行き、 花環 を 註文す る。 出 i は 十二時に 始まった。 ^田と 云 ふ 人 

と 一 紳士-が 私に 會 ひに 来た。 俊 子の 葬式 は 十 時に 須磨敎 會で行 はれた。 それから 火葬場へ。 そして 原 の^へ 歸 つて 來た) 夕 

お-後、 七 時 三十 H: 分の 汽車で 京都に 歸る。 木 村、 三の 宮 まで 同行。 原 は 私 を 驛に見 つて くれた。 
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十一月 十六 (土) 快晴 だ。 11 午後から 櫻 井 夫人 及び 大 島と 北山へ 散歩に 行く。 永觀 堂、 松 蟲鈴蟲 の 墓 を 訪ねる。 0 

閣寺 及び 上 加 茂" 月 は 非常に 美しく 登った〕 綺麗な 日沒。 夜- ヱ ランつ ウィタル 劇場に 行く。 

十一月 十 七日。 (日) 曇り。 原祌戶 より 來る。 夜 一緒に 大 丸に 芝居 を 見に 行く。 

十一月 十八 曰。 (お) 曇り。 時々、 雨。 11 原が 今朝— るので 一緒に わらじ 屋で晝 食" 同志 社に 於け る 最後の 講義。 私 は 

非常に 感情に 動かされて、 涕泣 せざる を？ おなかった。 

十一月 十九 日。 (火) 雨" 朝 は 色々 片附 けに 過す。 午後、 大學に 行き、 楠 田 氏から 借りた 本 を 返却した" 夜、 京 極に 行き、 

土 產物を 少し 買った。 

十一月 二十日。 (水) 快い 天氣。 —— 櫻 井 夫人と 共に、 九 時 二十 五分の 列車で 京都 を 立ち、 東京に 八 時半 到着。 家で は 皆、 

丈夫で 元氣 だった。 月が 甚だ 美しい。 

十一月 二十  一 B〕 (木) 曇り。 11 朝， 早 川が 辻孃 と共に 来る" それから 原 田 助 及び 山 本 を 訪れる。 直 良 はま だ 臥床して 

ゐた。 午後、 子供 等 を 自動車に のせ、 曰 比 谷 及び & 3 城 前の 廣 場で 行 はれた 休戰 祝賀 會の 有樣を 見せに 連れて行く。 伊東 春洽 

•」" .ヒし 、； -0 

个 一月 二十 二日。 (金) 〔せ 略〕 

十 一 月の 思 ひ 出。 11 「小さき 者へ」 が 叢文閣 から 出た。 

〔卷 末に 次の 文字 あり。 

「余 は 憎む と共に 愛する。 佘は汝 と共に 生き 得ざる と 4^ ハに、 乂汝を 離れて 生く る 事 能 はず」 

又 同意義の ラテン 文 も ある J 


第二 十一 卷 

_ 九  一 ，f< 年 (大正 八 年) 〔！^ 文 英文、 編 * 譯〕 . 

1 九 一 八^の 覺ぇ霱 。 11 12- の 家で 1 ハホ 過す。 母と 三 兒は酒 匂に 滞在。 

一月 三日" (金) I 午後、 山 本へ； gpl 行く。 發 熱す。 夜 十 時には 約 三 十九 度 二分。 ^^0 

一月 四 or  (土) —— まだ 臥床。 

isBO  (no 11 まだ 臥床。 ^五^、 松 井須 磨 子が 縊死して 鳥 村の 後 を 追 ふ。 命 尾 先生 も， 九 時 に 逝去。 何と 言 ふ i$ 

一月 i 八 nr  (月) 風 ひどく 寒し 11 午前 十一 時 頃、 松 井に 告別の 爲め纏 術 座に 行く。 それから 侖尾 先生の 處へ， 次に 安藤 

の處 へ。 此等 三人の 死に は、 三つの 明かな 相違が ある。 私は此 等の 出来事に 對 して、 冷 靜な觀 察 者と ならざる を 得なかった。 

タ方、 鄉井 夫人 來訪。 

一月 4JB。 (火) — 靑山齋 場で 一 一； 時から 松 井須 1； 子の 葬式。 大變 寒い 日だった。 € つた {,^。 午後、 山 内へ 行く。 彼の 家 

はま だ みじめに 雜 して ゐる。 行 光、 白 井が 酒 匂から 歸 つて 来た。 

一月 八 nr  (水) 晴" や、 塞し。 11 午； 中？ g 信に 過す。 

一月 九 B〕 (木) 0a 夕方から 雨。 — 0. 按摩。 今！！： 床上げ。 木田の展^^：會の！^、 額緣を 磯：：^ に 註文した。 第一：！ の 校 
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正 を 叢 文閣に 返： T 午後、 安樂 寺 (谷 中 n; 崎 町) の 命 尾 先生の 葬式に 參列。 次に 安藤の 母の 處へ a 円 山)。 墓地に お供した。 

一月 十 B" (金) 11 行 光が 夜から 病氣 になる。 熱が 隨分 高い。 

一月 十一 日。 (土)  — 行 光の 病 は 耳 下 脱 炎。 

一月 十一 一 (日) II 午後から 足 助の 店 を 訪ねる。 坂 田と 一 寸 會談" それから 三 河屋へ 行き、 漁業 懇親 會に 出る。 橫山 

の シベリア 旅行 談は而 白かった。 

一月 十三 or  (月) 曇、 幾分 霧 あり。 11 行 光の 病 はずん/ \ 快方に 向った" 朝. 下町に 行き、 Giotto  and  hlB  Followers: 

を 丸 善で 1貝 ふ" 酒 匂の 女中が 皆 風邪をひ いたので、 ます を 向う に 遣る。 久滿 俊泰が 來訪" 彼 は 私が 渡米の 際の 同船の 一人で 

ある。 これ 程 歳月 を經 てから かう した 入に 會 ふの は 甚だ 樂し いもので ある。 今日は パリで 平和 會議の 準備 會が かれる， 走。 

【月 十 UB"  8 晴、 風 ひどし。 —— 朝 は早稻 田文舉 への 一文 を 誓いて 過す。 午後、 山 本を訪 ふ。 それから 民衆 花壇 小 

資 部に 行き、 原 田に 會ふ" 「野性の 呼び 聲」 の 出版に ついて 話す。 樋 n 病院 入院 中の 櫻 井 夫人に、 花を绘 る。 夜、 早稻 田への 

1 文 を 罄き終 へ る。 七？ 西 園 寺が フラン スに 向け 神戶を 出發。 -ー イチ ヱ の 「善惡 の 彼岸」 を讀 む。 母上、 龍 田秀吉 等へ 發 信。 

一月 十 SB" (水) 晴、 lf,p。 —— r リゲ イング スト ン傳」 の 序と して 論文 を霤き 始める。 藤 村の 「新生」 を 買 ふ。 午後、 遠 

武金撟 來りニ 時間 程、 雜談 する。 彼 は 時間の 價値を 知らない。 それから 徒歩、 市 村 座に 行き、 一 慕 見る。 入浴。 樱井 夫人、 

生 馬、 HT ティルディに 手紙 を欝 く。 行 光 はずつ とよくな つた。 英國の 内閣が 變 つた。 

一月 十六 na。 (木) 晴、 暖かし。 11 今朝、 ：HS 熱 海より 歸來。 夕方から 好子發 i ；。 午前、 原稿 執筆に 熱中。 午後、 察 

に會 ひに 行く" 彼の 健 厳、 著しく 囘復 せり。 行 光 稍 f 加減- f し。 

一月 十 4S" (金) 晴， 暖かし U  — . 朝、 大嫁 つま (讀寶記 者) と 云 ふ 未婚の 婦人が 訪ねて 來て、 入門 を 望んだ。 斷 る。 午 

後、 行 光の 玩具 を 買 ひに、 下町に 行く。 夜、 牛： 馬と 隆三來 り、 十二時まで 話す。 

一月 十八 (土) 晴、 暖かし。 —— 朝- 足 助 來訪。 彼 は大變 よくな つた。 一 時に 母上 酒 <1J から 御歸 京。 母上の 御風 邪氣 


はま だとれ ない。 fier 警醒 社が 來る。 加 藤 一夫 来訪。 

一一； 月 一 二十  一 I— 後備 役滿 期。 今 rn から 「或る 女」 の 原稿 執 第の E おに、 岡覺 寺の 松 院に閉 -i^ する。 千代が 一 緒に 來 て.， 私 C 

部：^ を^ 麗に： si して くれる。 天 1L 戒は よし、 梅の 花 はもう 散り、 一 sss が 咲き 始めた。 桃 も ¥ ざ 始めた U 柳尋で 〈=s する 11 兩 

股に， 臼つ ぼい 膜が かぶ さって ゐる 少女。 夜 は 風邪の 爲、 十 時に 寢る。 森 本、 醒社 等へ 發信。 夕食後、 千代 田に 一寸，：^. H つた" 

三 月の 覺ぇ窗 。 11 「或る 女」 前編 脱稿" 「£兀 全の 鏡」 へ 序。 「^性の 呼び aM」 に臀 後" 新 小說に 「卷. f 白 棒に 「ブラント」。 

我等に 「il 束」。 15^^^時論に 「リビングストン it の 後に」" 「或る 女 」•  二十 五 ョに發 資。 

四月  一 nr  (火) 晴， 風- 11 午前、 一生懸命に 仕事す る。 一日に 十八 fM ポ： ：： く。 足 助より 葉欝。 母上と 足 助へ 發信" 陽 一： 讽 

は 可成 り^く、 丹前 を贯ね 着す る 程で ある" 山 本 正 一 ( 若い 僭) が 今日から 此の^に 泊る。 を 詠って、 ^めら れた。 新聞 を 

少しも^ まない ので、 まるで、 此の世から 天 國に昇 大した 樣な！ _c ^する。 頭腦 はすつ かり 明晰に なった" ゴ ，テ イエの "Mal!e 

ac  Mlh>、 を 少し 讀む〕 昨夜、 玉 井が、 鎌 倉 海岸の 心中の 話 をして くれた。 

四月 二 (水) 又も 靜かな 夜と 美 はしい 朝" 錡聲 と讀 經の聲 で、 五 時半： s„; 起される。 專 念に 仕事 をす る。 今日は 鎌倉自 

リぉ制 成立 二十 周年の 祝典の 第一 日な ので、 群 築が 寺の 庭に 參 集し、 仕事 を 少なからず 妨 齊 する。 東京から 澤山 手紙 來る。 そ 

の 中に n; 井の が ある。 和 田 うめ子が 會 ひに 来た。 彼女 は 「女性」 の 記者になる 替。 夕食 を 千代 田で 食べる。 寺に 十 時 S1 る" 

往來 で醉拂 ひが 斯う 歌って 行った。 

切れて 別れり や 他人と 他 入 

他人に^ はない けれど、 赤の他人た 他人が 違 ふ。 

1 九 一九 3f  四 • 九 一 
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四月 1  一 IB。 (木) 朝- 快晴、 八 時半 頃から 曇る。 —— 一生 懸 (S に 仕事。 三時 五十八 分で 東お に 行く。 生 馬の 處 でもて なさ 

れる。 外に 來： 外 多勢。 行 光が 少し 加減が 惡く、 臥床。 . 

四月 四日。 (金) 晴" 11 朝、 足 助來る U 共に 美術 if 校に 兒 島の 展覽會 を 見に 行く。 だが 旣に濟 んでゐ た" 彼と 「世 3^」 で 

賽飯 をた ベる。 それから 阖書 館に 行った が、 滿 員で、 入 館で きなかった。 夕方、 鎌 倉に 歸る。 夕食後、 すぐ 床に 入ろ。 熟睡。 

四月 SB。  (土) 曇り。 時々 靜 かな 陰氣な 雨が iw もな く 降る。 朝、 千代 來る。 一 緖に 丘の 上 を そぞろ 歩く。 途中で 雨に 遭 

ふ。 午後、 足 助と 高 松が 會 ひに 來る。 一 緒に 小町 園に 行く" 八幡 神社 湾内の 眺め、 資に 美事。 濯 花 ほころび、 木々 の 新芽が 

萌え^した！ 九時歸 宅、 十一 時半まで 仕事" 熟睡， 一夜中 雨 降る。 

四月 六 B。 (日) 朝、 慈雨、 それから 晴れる。 太陽 はすべ ての 物 を、 惠み 深い FJ さに 浴 させて ゐる。 巡禮が 多くて 仕蔡を 

妨害す る" 境内 を 少し 散歩す る" 佛曰 庵に ある 八 m: 濯 は 見事な 蕾 をつ けて ゐる。 欧木 鳥が 杉の 茂みで 銳ぃ聲 で 鳴いて ゐろ。 

山 田鐵が 前觸れ もな く來 る。 彼 は不相 變、 ペシミスティック だ" 晝， ii; 兒が戶 川と 太郞 と共に 來る。 一緒に 要 山に 散歩。 停車場 

に 見送る。 可成り 疲れて 歸 宿- 稍 i 早く 就床。 原と 福 永から 手紙。 春陽 堂から 十五 圆 三十 錢 受け^る。 

四月 セ B。 (月) 朝、 雨 もよ ひの 穴 たったが、 九 時 頃から、 からりと 晴れた。 少々 仕事。 それから 「i? 性の 呼び 聲」 の 表装 

. を しに 千代 田に 行く。 ちょと 少し 話す。 彼女に は少々 厭に なって 來 はじめた 樣だ。 夕方 歸る。 淺 井と 原から 来信。 今夜、 此 

處に 泊って 居た 林と 言 ふ sir が 京から 歸 つて 来て、 或る 僧の 無 鱧 をな じって 大^ぎ をし でかした" 彼の 居た 場所 を その 惜が 

占めて 居る の だ。 この 時なら ぬ騷 ぎに、 0 を覺 まされて しまった" 夜中 强風 吹きす さむ。 〔欄外に 邦文に て〕 蜜蜂の 飛ぶ を兑 

る。 蚊 出づ。 刺し はせ ず。 S を 見たり と 言 ふ 人 あり。 

四 月 八 (火) I - からりと 晴れ： 波った 朝 だ。 風のお 蔭 だら うと 思 ふ。 泰と； K ふよりも 寧ろ 秋の 氣分 だ- 佛陀の 生誕 を 

祝 ふ 儀式が 擧げ られ た。 私 は 寺院の 外から その 有 樣を視 た。 非常に 莊嚴な そして 趣きの ある ものである。 佛陀の 立像の 收め 

られた 小さな 厨チ は澤 山の 花で (排- 山吹、 IT こ t め樱 等の 花) で 飾って あった。 仕事に 1ft るする。 夜、 穴ュは 晴れて 穩 か だ。 


月は^^Kしぃ。 娃が 0 いて ゐる" すべての 物が、 人を戶 外へ 誘 ひ- ほ、 ゑみ を 心に Si ベずに は！ 1^5 られ なくす る。 部屋の 中に ぢ 

つ ^坐って ゐ るに しのびぬ。 そこで 八 半 出かけて、 上の 寺まで 散 ゆする。 千代が 一緒に 來る。 

〔^外に 邦文に て〕 ぶよが 出て 來る、 蠅が活 ^に 飛び 廻る。 子供が やま か t しが 出た と 云 ひ IS たり。 

四月 九日〕 (水) 啧" —— 此の ハ 小の iji^ 正に 酣 U 八 m ぼが 滿 開。 一 戴 は 散り はてた。 稱の花.か1^^1に散る。 激烈に 仕 す 

ろ。 仕が は 大いに 進んだ。 夕方、 千代 W に 行き、 ，司 を， おべ る。 我々 の關 係は絕 たれつ. 1 ある。 多分. お 結 Hi- だら う。 十 時に 

つて 来て、 すぐ. おる" E 覺め がちな 夜 を 一二 晚 S ^過す。 山 本 は 昨 ：11、 四 五日の で ias. に 行った。 で、 ^«々は311のト*^ 

行の？^^ を 取り止めた" 先年、 鎌 今ん に f お 在して ゐた 時、 知合 ひに なった， 婦人が、 塞、 會 ひに 來た。 馬鹿な 女 だ。 

i! 月 十 口" (木) ！ まだ ほの 晴ぃ屮 に 起き 出たら、 n かな 雨が 降って ゐた。 終日、 稍 i 强ぃ： Trf- 降りつ V ける" 十二 *. 

半に 千代が 柬ぉ から 衣類 を もって 來て、 一 時半に 歸 それから 熟睡" 十一 時まで ¥ 念 化 *。 昨日 山 W の 父から- の 行 

方が 不叫 にな つ て、 心觸し て！ 1^ る 口の 手紙 を 受け取った。 

四月 十一 曰。 (金) 11 朝， は喑れ 渡った が、 霽れた かと 思ったら、 また 雨が 降って きた。 溫度は 急激に 下った。 鎌 倉 

に山山の行方を；^？？に行ったが、 徒勞 だった。 それから si- ケ 濱小學 校に 行き、 若し や 私の 作に 役立つ 本がない かと して 

兑 たが、 之 も 徒努に 終る- 圆覺 寺への 歸り 道に 雹と 雷に 會ふ。 山門の 處で、 突し い 女に 會 つた。 女優ら しかった。 山？ V く乂 

に 手紙 を く。 今： W はありと あらゆる 天氣 を經驗 した" 〔欄外に 邦文に て〕 菜の 花 散らん とし 大极の 花 今が 盛り。 

BT 月 十二 日。 S 朝の 屮、 大變 塞し" ！ （五 時半に 起きる。 空 は 終 n 晴れて ゐた。 千代. が さぞ いだ.， T うと へて、 綿 

人 を^り り 込して くれる。 お 難い。 一 牛： 懸命に 仕事。 二十 六 fas く。 夕方、 葛 原 神社の 方に 散歩す る" 非常に 淋しい 處だ。 裘 

では あちこちに 穏が 出始めた" 桃の 花 は あらかた 散って 了った。 梨 も 同^だ。 原稿に 使ふ爲 に、 「太陽」 の 离號を li- したが 

徒^. たった。 茅 野 夫人、 與謝野 夫人から 手紙 來る。 柳が ホイットマン について 「白 棒」 に 論文 を窗 く樣 に、 4 ぱん でく る。 だが 

できる かどう か 判らない。 n 麗し。 
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四月 十 1 一一 日" S 快晴) 午前： S だ 塞し。 11 何の 妨げ もな く 一  生 懸命 仕事。 ある 讀者、 錢部 信な 沖 野 氏から 來信。 丘 

敎授の 論文 を讀 む、 多少の 興味 あり。 夜. 蚊 を 殺して、 ひどく 後悔す る。 I 母晚 梟の 聲を SM く、 悲劇的で も あり 喜劇 的で も あ 

る。 井戸の 底から は ひあがって 來た 小さな 蛙が、 手桶の 上に 坐り込む。 私に は 素晴らしい 珍客 だ" 夜、 穴ん は 曇る、 薄雲の 蔭 

の 月 は 殆ど 滿 月に 近い。 今日は t- に巡禮 多し。 

〔欄外に 邦文に て〕 崔が啼 く。 何の 故の よろこび。 そと 聞いて 見 度い 位。 楓の 葉が 稍 i 堅き 感じ を 持ち出したり。 来た 時 

に は 芽な りしが。 

四月 十四 日リ (月) 曇" 11 午前 少し 書く。 それから 一時 四十 九分の 汽車で 京へ 行く。 博 文 館に 行き、 太陽の 齊 號を讀 

む。 次に 沖 が祕 話す 幸德 秋水に 就いての 話 を 聞きに 學士院 に 行く。 實に 言語 道斷 だが、 又津々 たる 興味 も ある。 しか 

し 沖 野が 無意識に 附け 加へ た 作り事が、 どうも 混って ゐる樣 に 思 はれる。 十 四十 五分の 汽 舉に乘 る。 大船に 着いた の は、 

十 一 時 四十 五分だった。 歩いて 寺に 歸る。 雲の 藤の 月が 美しい。 四邊靜 寂。 十二時 四十 分 就床" 

四月 十五 B。 (火) 快晴- 又 曇天、 時々 雨" 夜に なって は、 まるで 夕立の 樣に 激しく 降り注ぐ。 午前中、 氣分 がよくな か 

つたので 休息。 森 本の 論文 を 通讀。 森 本に 手紙 を かく。 よし江から ライラ ヴクの 花が 來た。 淺北孃 から 手紙、 甚だ 面白い。 十 

七， 具 雷いて、 夕食後 千代 田に 行く。 篠 つく 雨の 中 を 院に歸 る。 大 變に氣 分が さつば りした。 

四 月 十 穴 曰^  (水) 晴" 11 晝前、 部屋に 閉ぢ こもり、 一:J}11 命に 仕事。 晝 から 富田碎 花と 百 田 宗治來 る。 彼等に 寺の 境 

內を兑 せる。 富 田の 「草の 紫」 の飜譯 に、 一文 を 寄せる 事 を 承諾す る。 彼等が 訪ねて きた 爲、 私の 頭 は混亂 して 了った。 そこ 

で 千代 田へ 行って i 侍 を 過す。 午後 は 曇った" 

〔欄外に 邦文に て〕 八 贯 機 殆ど 散り 盡す。 

EI 月十セ 曰。 (木) so II 大いに 仕事。 ヨ十？ so 近く 雷く。 それ 位 書く と、 私の エネ ルギ ー は 殆ど 盡 きて 了 ふ 寧が わかつ 

た。 野 村が やって 來て、 その 妹の いそ子の 1. 愛 事件に ついて 相談した。 この 事件に ついては、 當 惑の 外な し。 夕方、 弓 を ひ 


きに、 ^倉に 行く。 十 一 時まで 仕事。 

〔邦文に て〕 柳 屋の時 ちゃんと 云ふ兒 可愛 ゆし。 年 五 歳、 人形 を 買って 持って行って やる。 格別 喜んだ 様- f もな く、  た 許 

りで 急に け 出す。 友達に 吹聽 したい 爲 だと わかる。 

四月 十八 曰" (金) 11 千代と 共に 金澤に 行き、 終日 その 地で 過す。 夕闇の 中 を 朝日 奈 街道 を 通って 鎌 倉に 歸る。 寺に 歸 

つた 時 は、 可成り 疲れて 居た。 留守に 英夫 来訪- 彼の 沂刊の 「我」 の 題字 を欝 いて くれと たのんで 行った。 「泥 龜」 の IT 藥が滿 

^だ = 殼を 少し ひろって 歸 つた。 

四月 十九 日。 (土) 暴り。 一 . 午前 一生懸命 やった が 餘り澤 山 はは かどらない。 午後、 畫 家の.！：？ W が會 ひに 來て、 夕方 ま 

で 居た。 彼の 訪問で 仕^の 熱が そがれた" 夕食後、 インク を 買 ひに 千代 田に 行く。 夜、 原稿の 精讀。 餘り fi 足で きぬ U 十 

半 s-^ に 就く。 蛾が ランプの 處 へやって くる。 袷が 丁度い- - 時候 だ。 夜 豪雨" 〔此 II に 蛾の 脔. ぁリ、 略す〕 

〔櫊 外に 邦文に て〕 牡丹 稍， - 咲き 始める。 木 萄の花 七 分 は 散って 小さい 實が 見える。 梅の 資の 大きさ 大豆の 大きなる もの 程。 

四月 二十日。 (日) 快晴。 けれど 拾で は 寒い。 外套 を 着て、 柳屋に 行く。 澤 山の 人が そこ を 兌に 来て ©た。 水 間 氏から 明 

朝^つ 一」 くれと 言 ふ 電報が 来た。 斷 りの 電報 をう ちに、 停車場に 行く。 十 時半まで、 仕^。 甚だ 進涉 する。 ^から も 手紙な 

し。 〔以下 二 行 邦文〕 

「地 のつ りかぎ」 .—— 根の 長き 雜草、 それにて 地獄が 吊られて ゐ ると 一 K ふなり とぞ" 今 曰、 見物に 歩き 居る 百姓の 人達の 

話。 あ、 云 ふ 人の 步 いて ゐ るの を 兌る と御瞪 がしたい。 威嚴の ある 顏を 持って 居る 人が 澤山 £3 る。 

四月 二十 一 曰。 S 晴、 甚だ 瞹し。 —— 朝、 戶 川と 關が鎌 倉に 来り、 昨 ijf 我々 が 滞在中 使 川して ゐた 物品 を 荷造りす る。 

彼等 は 小山 夫人の 宅に 滞在。 蜜 前に 仕事 は 終った。 手 傅 ひの 者 は 東京に 歸 つた。 それから 志賀 及び 河 野 夫人の 處へ 行く。 志 

贺と 小町 E1 で 夕食 をす る。 十一 時半 s„r  に歸 る。 降り出し さう だった ので、 傘 を 借りに 千代 W に 寄る。 今晩は 鎌 < ^閥覺 寺 

のお 设の 夜で ある"  一 a に 平均、 十八 頁 程 書いた。 成績 はさう 惡く はない。 だが 稿 了に は 至らなかった。 
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四月 I 一十 二日。 (火) IT —— 出發の 千代が 荷造り を手傳 ひに 來る U 十 時に 寺 を 出る。 晝食は 千代 W で 取る。 三時 頃、 

家に 歸る。 それから 舉士會 館に 沖^の 話 を 聞きに 行く。 . 

四月 二十 1113。 (水) 晴。 . I 朝、 足 助の 處へ 行く。 吹 田が 今、 柬 京に ゐる事 を 知る。 夕方、 吹 田、 裏、 足 助と 私が 牛 

込の 常 盤に 會 する。 そして 十一 時半 頃まで も、 話す。 足 助と 吹 田 はすつ かり 醉ふ" 大變樂 しい 夜" ぉ濱 と： K ふ 女中が 給仕し 

た。 今 nl、 十五 銀行に 行き、 松 方 氏に 會ふ。 氏 は、 朝 U 新聞で はボ， ナス は 別で 年 俥 ー11 千 三百 圓の條 件で、 私に 同紙にば か 

り螯 いて 欲しい との 意向 だと^ げらる。 私 は 束縛され るの を 好まない から、 斷る 積り だ。 

四月 二十四日。 (木〕 晴、 風 あり。 11 來. お 多し。 無 £7 恥ぢ よ！ 

四月 二十 五日。 (金) 啧、 風】 11 昨日 同様の 天氣 だ" 夜、 櫻 井 夫人が (床に 入って から) やって 來て、 護符と 綺麗な 着物 

を くれた。 上と、 高木(兼ニ^^病篤し、 チブス)、 園 田、 富 永、 瀬 脇を訪 間り 獺 脇 醫師の 病、 益 i 惡し。 君子 はすつ かり 大 

きくな つて、 大變 綺麗な、 妹 力の ある 娘に なった リ 

四月 11 十六 日。 (十：) 晴、 ひどい 風。 生 馬が 山 本の 母、 山 本の 若夫婦、 尺 夫婦 を 接待した U 母と 私 も その 席に 列なる。 餘 

り 面白くな し。 明日、 京都に 出發 する 爲に、 その準^§を 一 生騒命と乂の へろ。 

四月 二十 4JB。 (日) 晴、 風 あり。 —— 一.M 京 驛を八 時半の 列車で 京都に 立つ" 市ケ 谷から 省線で、 驛に 行く。 (萬 世 橋から 

驛 までの 間 を それに 乘 るの は 初めて だ。〕 足 助が 同行す る。 旅の 詳細 は 私の 手帳に 綿密に 害いて ある。 それを^t照の事。 京都 

驛 では、 八 木澤、 谷 村、 お 初さん、 他に 二人の 學 生に 迎 へられた。 宿の 人 は 皆兀！ I おだった" 三 浦 直 介 氏 も 2! 宿。 京都 は 何時 

も 美しい。 

i: 月 = 十八 3。 (月) 啧、 少し 風 あり。 11 足 助と 宇治へ 行く。 麥藥 製の 被 ひが 茶の 木に か、 つて ゐる。 茶摘み はま だ 始ま 

つて ゐ ない。 燕が 飛んで ゐ るの を 見た。 高 田の 鐵 工場で、 谷 村に 會 つた。 それから 花屋で 寰食。 鳳凰 堂と 興聖 寺を訪 ふ。 兩 

方の 庭の 若紫が！ 1^ 事だった。 鳳凰 堂の 鐘の 美事な 技術 を 嘆賞す る。 京都へ 四時 頃歸 る。 吹 田と 原が 旣に 我々 を 待って ゐた。 


それから 成瀨來 る。 十一 まで 大宴 ぱ。 吹 W は 此の 夜 二 時、 薛， 兒 島に 出 袋した。 千代より 手紙。 熟睡 出来ず。  i 

四月 二十 九 曰。 (火) 天 J!:^^ よし。 11 多少の 準備 をす る。 午後から 同 十；^ 社で 第一^の 講5^ 聽衆約 百 名。 歸 りム， ^に 中 川の 

小：： 白 を^く。 涌 か 我々 を 訪ねて きた〕 足 助、 原， 涌 島， 大島 と共に 平 ^尾で 夕食。 それから、 前記の 二人 は^の 家に 行つ 

た。 お、 祇 を 兑る。 生；！ と 信 子から 手紙 來る。 非常に 熟睡した。 

E 月 1】 一十 日" (水) 雨 U  —1 燕は澤 山に なった。 朝、 少々 準備。 午後 講義" 藝 術に 關 する，！ 義を 終へ た。 夕方から、 八 木： 

淨、 s. 大島 及び その to の IP 生 (七 人) 來り、 十 時まで ゐる。  一 

月 一日。 (木) 雨" —— 九 時半の 汽 単で、 法 隆 寺 驟に 行き、 安堵 村に 富 本の I 家 を 訪ねる。 大いに 欽待 さる。 夜、 夫人 一 

から 一一： 井に ついて 氣の ほな 話を聽 く。 富 本の 家に 泊った。 この 邊 りの 建物 は 非常に 特色が あり、 笑し い。 大 la おに 入った。 一 

五月 二日 U  §  ！ 十 時に 富 本家 を辭 す。 奈 良に 赴き、 藥師 寺と 唐招提 寺を訪 ふ。 三尊と顯？！：：：はー^！^鼯で莊厳でぁる" 唐 

招提 寺の^ 物 も 亦 注：：： に偎 する。 境内 も 印 5^、 深い もの だ。 京都に 夕方 歸る。 大阪朝 U のト： 野； sl^ 一氏 來訪， ； 5^ の 朝日 入 の 件 一 

について Jt^ す。 夜、 大島 米る。  一 

五月 一二 or  (十：) ひどい 風。 時々！ r  11 朝、 弓 を 引きに 丸 山に 行く。 それから 三十 一 一而 堂へ 行く。 だが：：？ を 引く のにい！ 

い^ 所が：：^ 付からなかった。 朝 は 宿で 一 华： 懸命に 仕事す る。 夕方 久保正 夫、 八 木澤、 谷川 來る。 水で 後の：： 入と 夕食 を^" 

ベる。 市 川が 手紙 をよ こし、 矢 E との 悶着の こと を 述べて 寄越した。  一 

五月 四 B"  (H) 晴， 少し 風 あり。 —— 朝 二 時 isr 家より If 報で、 兼 二 1^ 昨夕 四時 死去の 知らせ。 それ を 聞いて から、 夢 

に 妨げ. りれ て、 どうしても 寢られ なかった" 朝、 一生懸命に 仕事す る。 午後から 嵐 山 大悲閣 の 方へ 散步。 其處 から 太 泰 太子 一 

と 妙 心 寺へ 行く。  ^濃庄 で 夕食 を^べ る。 十 時 gj; 床に 就く。 〔邦文に て〕 藤の 花盛り。 躑躅 も 盛り J  . 

五月 五日。 0:::) 午前 仕 等に ¥ む" 午後 大 島と 一 緒に 壬 生 狂言と 光俊 寺 を 見に 行く。 お、 平^ S- 牛：)： 外 訪..  一 

1:^月六01】 (火) 快晴" ！ 朝、 講義の 準備の 爲め、 烈しく 勉强 する。 午後 ホイ プト マンの ii.; 活 について 講， き 二 時 牛 迄； 

1 九 一 九 (+  w 五 七  一 
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續く" 終ったら、 可成り 疲れた。 夕方， お 初さん と大 島と 丸 山の 八 友に 行って、 夕食。 丸 山の 高臺 からの 眺め は 美しい。 十 

時 歸來。 直ちに 就床。 月 は 次第に 滿 ちて 来る。 

五月七日。 (水) 晴-、 暖かし 0  11 皇太子殿下 立太子式 を 擧げ給 ふ。 學校は 休日。 朝、 手紙 を 少し 書く。 すると 久 保と 山 

&: 高工の 講師) が 私 を 醍醐に 誘 ひに 来る。 電車 を峯： 地蔵で 捨て、 三寶 院と 法界 寺 を 訪ねる。 それから 電車で 黄蘖 山へ 行く。 

京都へ 夕方 歸 蓊リ 神 田 川 支店で 夕食) 神 W 川に 張 出しが 造られ かけて ゐた" 夏の 來 るの を 思 はせ る。 可成り 疲れた。 

五月 八 8。 (木) 晴、 暖かし。 朝、 少し 書き、 成 瀬の r¥w の 麓より」 を讀 む" 午後、 擊劍の 試合 を 見に 武德 殿に 行く。 夕 

方、 成瀨を 訪問。 二 人の 娘 (七つと 四つ) は 可愛く、 悧巧 だ。 彼と 共に 都 ホテルに 行き、 大 ii: (第一 高等 學 校の 獨逸語 3 敎授) 

に會 つた U それから 淑石 ゃ虚 子と 知合 ひだった 高 子に 會 ひに 大 友に 行った。 併し 留守だった。 十二時 半 ホテルに 歸來。 

五月 九日。 (金) 又も 快晴 11 お 初さん の 取り はから ひに 感謝す る。 私 は 安樂 壽院 の境內 で、 近衞、 鳥 羽、 白 河 諸 帝の 

御陵の 傍で、 左 京 油 小路の：^ 向： 小 動 堂に 宿所 を 得た。 食物 は 粗末 だが、 氣に はならぬ。 1 人の 僧と 老いた 下婢が 一入 ゐる許 

り。 部屋 は 北 向 (六 疊)、 全く 靜か だ。 午後、 一 牛； 懸命に 仕 寧し、 ni 十 頁 書き上げる。 夜 晚く大 島が 會 ひに 来た。 手紙 を 少し 

持って来た、 その 中に 信 子からの があった" 母親と 和解す るのに、 私に 力 を 貸して くれと、 懇願して ゐる。 

〔棚 外に 邦文に て〕 榮 種の 資 凡そ 實る。 椎の 古藤が 風の 爲に ちらちらと 散 <*。 夜 蚊 多く 出 だした ため 蚊帳 を 吊る- 

五月 十日" (土) 晴. 大變 蒸し暑い。 11 1 牛； 懸命に やった が、 仕事 は餘 り學ら なかった。 どう 云ふ譯 か、 大 變疲勞 した。 

朝 十 時 頃， 大 島が パンや その他の 食料品 を 持って 來る。 晝飯 後、 彼と 城 南 寺 を 訪ねる。 午後、 又 一生懸命 にやった が、 仕事 

が らぬ U で 夜 は 仕事 を 抛棄した" その代りに、 「或る 女」 の卷 末に 附 ける Sf: の 一文 を 革す。 

五月 ヤー 日。 (日) 曇. 後、 雨。 —— 仕 亊は餘 り涉ら ない。 晝. 大島來 る。 晝 食後、 京都に 歸 つて 来た。 夜、 仕事に 熱中 

する。 殆ど： 小 眠。 雨の 中に 夜が 明けた。 燕が 眞 先に 囀り 始めた。 

五月 ヤー 一 B" (月) 豪雨。 八 時 五十 分の 汽車で 神戶に 行く。 郵船の 事務所で 毅 一 に會 ふ" コンテ イネ ン タル • ホテルで 蠻 販 


を， おべ る) それから gSii で 講演 をす る。 聽衆約 ぎ 一十 名" 木 村の 家を訪 間、 原 も 同行。 牛 肉屋で 夕飯" 十一 時 頃、 京都に 歸 

來" 可成り 疲れた。 絕 えず 電報で 催促して 來る足 助 」、 「或る 女」 の 原稿 を 拳 0。 

五月 二十四日 。(十：) 束 京女 子 大舉講 党 (午後 一時)。 

五月 二十， 曰。 (水) 女子 it 年會館 講演 (午後 二 時より)。 

月 三十 一  nr  is^ 京 女子大^ (午後 一 時より)，、 

六月 四 B 女子 靑年 <KiK 午後 二 時より)" 

六月 十 一 日。 女 *十靑 年會 is- (午後 一 一時より ヒ 

七月 二十 一日。 (n) 晴" 11 大變 暑い。 一;: 兒、 大島、 みよ を 速れ て 北海道の 旅に 出る" 車中で 夜 を 過す。 甚だ 暑苦し。 

九十 二 ゅ乂。 

4, 月 一 i 十二 日。 (火) 晴。 —— 朝 七 時； ST 靑 森に 到着" 直ちに 船に^る。 三時、 函 館に 着く。 夜 は大沼 公闽に 宿泊。 早 川 

三 治が 1!1{€。 

セ月 二十-! nr  (水) 小雨" 11 五 時 札幌に 着く" 森 本の 所へ 行く。 樂 しい 再會" 

七月 二十 ミ B0 一 

八月 一 曰 = 、一 

八月 二日。 (土)  IT —— 朝 八 時 頃 礼幌を 立つ。 狩 太に 三時 塌 着く。 

八月 二  CT  ) 

に  狩 太〕 

八月 四 日 」 

八月 五日" (火) —— 十 時 頃 狩 太 を 立つ。 雨で づぶ ぬれ。 函 館に 着いた 時 は、 全くの 嵐だった。 勝 田^ 綰に 宿泊す 

る" 偶然 勝 兑に會 つた。 

一九 一 九：.^  四！^^九 
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八月 穴 or  (水) 烈風。 &し 我々 は 思 ひきって 船に 乘る U 此の 冒險 は^し、 成功した。 航海 は 素敵だった。 靑 森から 一時 

の汽 is!. に 乘るリ 

八月. PB。  GO 快晴" —— 七 東京 灣 家に 歸り、 入浴。 それから 輕 井澤に 出發。 

八月 十五 曰。 §  . I 在輕 井澤。 夏期 大舉の 課外 講^ 會で 講演。 題目 は 「ホイ プト マンに ついて」。 

八月 十六 日。 (土)  11 再び 講演。 聽 衆に 多少 滿足 を與 へた ひ 

八月 十 4JB。 (日) 弟 等 を 見逡る 爲に歸 京。 

八月 二十  一 or  (木) -— 此の 日， 行 郞と隆 三 夫婦 識訪 丸で 米國に 渡った。 

八月 11 十 11  一 (土)  —1 w び輕 井澤へ 行く。 

八月 二十 九 GT  §  11 輕 井澤より 歸京。 

九月 五 GT  (金) . I ロシアの 歌劇 を 見る。 

九月 十 111  or  (土)  11 大 島豐、 洋行。 

九月 二十日。 (土)  11 女子大 學 講演 (午後 二 時より)。 

九月 二十 セ B=  (土)  11 柬京 女子大 學講演 (午後 二 時より)" 

十一月 十二 日。 (水) 午後 一 時半。 東 K 淸水谷 女擊校 (上 本 Ml  一丁目)。 

ヤー 月 二十 七日。 (木) 11 大 if 靑年會 綰" 六 時半。 

十二月 五日。 (金) 11 大 靑年會 館" 

十二月 十一 曰" (木〕 11 大舉 *靑1^ 會館。 


錄 


一 九 二 一  华 (大正 十 年) 

十一月 九 曰" — 長く 打 捨て X 置いた 口 記 を 今日から 又つ け 始める。 これ は 全く 私の 備忘の 爲 めだ。 

^から 天氣は 晴れた。 袷に 綿 入 羽織で は 少し 察い 程 だ。 

行 光が 風邪の：： M 味で 一昨 = から 學校を 休んで 居る。 敏と行 三と は學 校の 遠足に 八 時に 出かけた。 

大.； I 習の 飛行機が 五六 g 由 返りな ど を 打つ て 東京の 穴 H を 飛んだ。 行 光と 一 一階の 窓から それ を ：11？ リ。 少し 操 縱法を 心得て 來 

たやう だ U 

^、 三 好 孝 三 氏と 灰お やす 氏との 原稿 を 見、 小 評 を 雷いて. 逸り 返す。 ロマン. 口 ，ランの 「トルストイ 傳」 を む。 母の 所に 

if: 花の 師匠 來る。 

譖 費の 洁永來 り、 原 首相 暗殺に ついての 感想 を 述べろ とい ふ。 あの 出来事 は 市井に やたらに 起る 出 來窜の 一 つに 過ぎない 

としか 感ずる 舉 が出來 ない。 もう 原 氏の やうな 政治家の 必要 は 日 末に は 無くなつ たから、 政治家と しての 彼を惜 むべき 謂れ 

^ 發兑 しな い。 暗 など の 起らぬ やうに する 爲め に は、 心と 心との 距離 を 短く する 外に は 方法 はな い やう だ と 答 へ た。 

午後、 n 本 i 、町の^ 野 氏 を訪ひ 貸家の 件が 片付いた についての 鱧 を 言 ひに 行く。 束 野 氏 不在、 妻^；と面會. 少時 談話。 

^<：^ 文 房 堂に て 原稿紙 五 百 枚と 此 手帳 を 買 ふ。 

夜、 福 永より 使來 り、 「文化 生活 研究」 を XXX 殿下に 獻 上す る 事に なった から 名 を 列せ よと いって 来る" 「XXX 殿下と 

最後の 口 記  四 六 三 
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私と に 何の か X はりあらん や」 とい ひ经る 0 

新潮 社から 本年 發 表した 創作に 就て 感想 を 聞きに 來 る。. 「白 官舍」 と 『御 柱」 との 外に はなし。 非常に 恥 かしく 思 ふ。 その 旨 

を 答へ る。 何 をして 一年 を 過して しまったの だら う。 今 ハヰは 講演 も絕 對に斷 つて 居た のに、 こんな ことで は 仕方なし" 

夜に なって 創作に 從 事しょう としたが 持って 居る 題材が 凡て 役に立た なくなって 居る のを發 して 悲しくなる， 如何して 

も 徹底的に 生活 を 改めなければ if の 動き やうがない。 こんな 生活に ふさ はしい 作品 を 出して 平 氣でゐ る 事 は. g 何に 私に も斷 

じ C 出來 ない j 

淺井 Hi 井、 鎌 倉の 信子來 る。 淺 井の 性格 は 中々 難物な り" 彼女が 繫家 として 立つ に は 大きな 努力と 練磨と を 其 性格の 卜； に 

加 へ なければ 駄目な 樣 なり。 

高 村 光太郎 氏が ズ ル ハァラ ンの 「明るい 時」 を遼り 越さる。 井上康文 氏が 「夜の 翼」 を。 

夜、 机の下に 火鉢 を 置く。 

性愁カ 近來又 著しく 衰ふ。 母と 父上の 五 年祭の 相談 をす る。 子供に 「赤い 鳥」 を 讀んで 聞かす 0 よき 童話 一 つもな し" 

ナー 月ナ 曰" (木曜 曰) 晴れ、 朝- 弓。 朝、 山 木 彥之進 氏 來り正 巳の 結婚 破約の 件 を來春 位まで 延ばして おいて くれと、 

蟲 のい \ 依賴 をし に來 る。 少し 腹が立つ。 十 一^半、 家 を 出て 神 田 流 逸 莊に岸 田 氏の 個展 を 見る。 一 っ麗 子の 肖^ 畫 (八 百 

圓と稱 せられる もの) は 大した ものな り。 あれ は 後世まで 殘る 天晴れな 作品と いってい.^" 曰 * 畫な ども あつたが、 あの人 

の temperament と はどう も 一緒になら ない 氣 がする。 「我等」 社に 行ったら 長 〔合 川 氏 (如是 S 不在" 淺 草に 行き、 電氣 館で 

「カラマ ゾフ 兄弟」 を 見る" 标. 劣な 映畫) そこに 行く 途中 電車 內 にて 鈴 木 德太郞 氏に 遇 ふ。 「新 文學」 つど やめて 「新 趣味」 

と、、 誌 を 出す き あの人 も 人間 はよ いの かも 知れない が雜誌 經營の 出来る 人で はない 樣 なり。 活動 を 見て 神 W に 秋 谷 家 

を訪 おた 、1^ 人 §elp、 細君と 話す。 東京の 田 〈せ 者と いふ 感じ、 話して ゐて此 上な く 心持ちよ し。 それから 須田 町で 架 物を賈 

ひ それ を 持って タ クシ I に^ろ (車中から 一人の 若い 女が 他人の 子供 を 抱いて 歩いて 居る の を： 33- る。 女と 子供と がー つの 物 


になって I© る。 不思議な 感じが する 程)" 麻-布 證 町の XX 氏に 至る U 主人 不在。 Tea の 御馳走になる" 石 本 氏の 夫人 も 來る。 

あんな ふやけた 家 はなし" 

三 河 aS! にて 夕飯。 おぬい さんと 思って ゐた 人が 來て 少し 話す。 おぬい さんと は あなた かとい つたら ちが ふとい ふ。 おきん 

さんと いふ 名なる 由。 櫻 井 夫 入が 遇 ひに 行った 人の ちがった 人なる を發 見して を かしく 恥 かしく。 おきん さんと はい やな 名 

ならず や。 俺 は あの 女の 前に 出る と 全く 赤くな つて 物が い へ なくなつ てし まふ。 生れる 前から あの人と 私と は 結び付けられ 

て nil; る ものとの 窥 がする。 私 は 然し ぢっ として ゐ なければ ならない。 それから 山 本に 行く。 とりとめのない 話 をして 十 時 ま 

でゐ る。 留守中に 英夫來 りし 由、 壬 生 も 出京して 電話 ありし 由。 

十一月 十一 nr  (金曜 IH) 朝 久しぶりで 雲が ういて 居た。 弓。 今日は； 曲會 日。 改造 社の 人" 山 W とい ふ 本を資 りつけ る 入 

(ー册 浮^ 縛の 複製 を資 りつ けられる )0 「種 蒔く 人」 社の 小牧 氏。 足 助。 伊上。 福 永。 國民阖辦出版ま^^主來り藤村五十年記 

念 出版の 講 會に 是非 出席し ろとの 事、 遂に 諾 させられる" 足 助 は r ホヰ トマ ン 詩集」 を 持って来る。 中々 よく 出 來た。 

上紙と 扉と 奥 付が 氣に f{ はね ど 我慢す る 外な し U 

朝、 に 岡 H 三郞 氏の 獨 逸行き を見经 る。 a: 上 は それより 愛子と 高 島 崖へ。 

家 usal 來る。 二階の 敷物の 相談 をす る。 

「文化 生活」 の爲に 「自己 を 歌 ふ」 を譯 了。 

「白 官告」 の！^ きに 维を とり 始める。 駄目な り、 生活 を かへ ねば 駄目な り。 思 ひ 切った ことが 翳 けない。 

十一月 十二  B  。(土曜！ U) 晴れ" ホ ヰプト マンの 詩 を 譯 了して 警醒 社に 经る U 

朝、 石山 太 柏、 愿， お憲來 る。 一緒に 三河屋 にて 甕 食す。 午後 は 何 をした か 忘れて しまった。 

十一月 十三 日。 (H 曜日) 晴れ、 少し 藝" 子供 は 山 本の ものと 一緒に 中 に 行く 0 余 は 母上と 石山 太 柏 氏 を获^ に訪 ふ。 

氏の 庭が 大分 荒れて い、 心地に なって ゐる" 太柏ti^は細君の留守に箦il^ilの：：g除をして居た。 今度の 展 33? 會が おもしろく 行か 

M 後の 日 m  四 六-丘 
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ぬので 何だか 彼 を 見る と 淋し さうな 舶 をして ゐた。 それでも 中々 氣焰を 吐く。 天 どんの 馳走になる。 午後 ni 時 彼の 家を辭 す。 

歸 家して 暫くす ると 子供が 歸 つて 來る。 夜、 標井 夫人に 長い 手紙 をした. -む。 

「力 イン」 を譯 して 見ようかと も 思 ふ。 

十一月 十四 or  (月曜日) しぐれた 氣色 になった が 雨は來 なかった。 昨日より 植木屋が 冬の 支度に 来る。 朝 九 時、 文化 學 

院に 行き 「生れ 出る 惱み」 の 講義 をす る。 美 濃 部、 深 尾、 荻 野 三女 傍聽 U 「ホ 詩集」 を與謝 野、 深 尾. 1 女史に 贈る。 「ホ 詩集」 と 

いへば 昨夜 三十 部 足 助から 米る" 諸 に發经 す。 思った より 裝 釘が うまく 行かぬ。 もう 少し 金 を かける とい、 のにと 思 ふ。 

自分の 装釘の 下手な 所 も ある。 再版の 時には 訂正すべし。 

文化 學院 にて 與謝野 女史 • 「隈畔 氏が 死にました。 何だか 私 羨ましく も、 いやな 樣 にも 思 ひます」 

神 田に てレ ン ブラント インキと 鵞ぺ ンとを 買って 歸る。 

午後、 佐々 木、 奈島、 二人 来訪。 話が つまらぬ。 ゥ. モリス 評 傳を讀 む。 

夜、 長 谷川 如是 閑 氏 來談。 (草の葉 會) 會集 十七 八 人" 十一 時に 至る。 支那の 話" 支那に は 生活 本意の 生活が あって 政治的 

生活と は 全く 風馬牛な りとの 說、 氏の 虚無主義 を 語って 中々 面白し" 而 かも 氏 も 亦 〔この間 二字 不明〕 によって 事 をい ふ 人 

なる が 如し"  . 

十一月 十五 B。 (火曜 曰) 

十一月 十 穴 B- (水曜日) 晴れ。 母上、 朝、 愛子と 町に 出かけられた。 「奇蹟の 呪」 を 少し 書く。 午後 足 助を訪 ふ。 一. ホ詩 

集」 あまり 賨れぬ 由に て 困って ゐる。 私. も 可な り 困る。 足 助、 撟浦 等と 共に 常 磐倶樂 部に 東都 繫 家の 畫ケ 見る。 何とかい ふ 

太 柏 氏の 友人の 驚 中 々よろし。 資質に 於て はたし かに 太 柏 以上なる が 如し。 太 柏 氏に I 人の 戀人 ありとの 話 を 聞かされる" 

四時、 報恩 講に 行かれた 母 を 本願 寺九條 邸に 訪ねる。 大きな 門、 荒れた 玄關 前。 三 四 人の 老女 (寺の 妻 君達)。 九條武 子姬が 

驚く ばかり 瘦せ たとい ふ 事。 それが 白蓮 女史 事件に 深き 關係を 有する らしとの 事。 


Iw, 率に のる" 母上と 共に 錦 水に 行き， 夕食 をした \ む。 二十 七日の 父上 五 年祭の 晩餐の 用意の ためなり。 

十一月 十セ 日。 (太 曜：！ I) 晴： 大。 朝、 愛子が^る。 房 子の 爲め に聖心 女 舉院の 先生に 英文の 手紙 を まく。 十一 時 家 を 出で、 

十-五-銀行に 至り、 吉 川に 水 W 造成の 費用 七 千 二百 圓を. 逡り、 勸業 銀行に 於る 借金 利息 二 九九 を 支 拂ふ。 かう して 時間 をつ ぶ 

し、 ^^？な雜^^をするのが惜しくてたまらなぃ。 歸宅 後^ち に r 奇鎮の 呪」 を 書き はじめる。 七 枚 書いた けれど、 破棄せ ね. H 

なるまい とお も ふ。 夜、 田に 來て賀 つて 二十 七日に する 馳走の 招待 狀を嘗 いて 貫 ふ 相談 をす る。 戶 川の 失策から 「ホ詩 築」 

の^ 本 は あちこち 問 違って 屆 けられて ゐ るの を發兑 し、 腹が立つ 事 夥し。 

ほ 家 新築に つ い ての 警視 廳の 許可が 来る。 

大ゃ W 習で 飛行機が 飛び、 九 段で は 其 襲来に 對 して 大砲 を發 つ。 五臺の 機が 飛 ぷと滿 都の 人心が わき 立つ 0 

:.r 備 縮小 <HI の 日本の 修正^ 答が 發 表される。 新聞に はあった けれども 內 容は讀 まず。 和 辻 氏が 「思想」 に發 表した 「原始 

^齊敎 の 文化史 的價 値」 とい ふ もの は 立派な 研究 だとお も ふ。 

1^內|:¥ より 電話で 紅葉が 美しい から 遊びに 來 いとい ひ來 る。 0 十九 曰に は 行くべし。 

此 一  帶に來 信 著しく 減少す。 よき 徵候 だ。 今までの 樣に おだて 上げられて ゐては 末 當の什 車 は 出来まい。 もう 一度 世の 

巾から 忘れられて しまったら、 少し はしん みなもの が 書け るか も 知れない G 

十一月 十 AB"  alls 晴天。 夜風" 午後より £ま。 今日は 面 會曰。 朝から 河 崎 夏 子、 田 中、 柳 谷、 婦人！^. 報、 時事 新報 

i.  ii, 茂 木. ra 子、 機 井、 鈴 木、 神 尾 母上、 しま子、 其の 他 ng 人 来る。 夜 全くつ かれ 果て、 しま ふ G 

I 家 は贫窮 のどん 底に 陷 りたり とて、 家から 支給 を 受けたい が 如何い ふ もの だら うとい つて 來る OI 家の 內 情. ぽに ひどし。 

平：： i{ の 中には 到^ 見るべからざる 贅澤 からの 惡德が 行 はれて ゐ るの を 知る ことが 出来る。 

5夫人は舞^を斷念したりとの$|^、 而 して 恐るべき 深淵に 足 を ふみこみ たるが 如し。 而 かも それから 救 ひ 出されて ゐるゃ 

否や は 疑問な り。 ©!g 目に 彼女に 忠 を與 へろ 時が 来たの かも 知れない 0 

«^ 後 の 口  g」 、七 
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神 尾 母上の 言に よれば 毅ー は 口 ン ドンに て 入院した りと いふ。 電報に て、 委細 は 不明な り" 

今日 東京 院の 巾曾极 氏が 歐洲 旅行の 爲 め 暇 乞 ひに 來 りたる 故、 毅 一 君に 「ホ氏 詩集」 を託绘 したる 直後に 此話を 聞く。 驚 

かされたり" 

二十 in から 兵隊が 泊り に來 るので 母上 は 朝から  一 R 襌 がけで 働き 通されたり。 働く ことに かけて は實 にえら い 入な り。 

机に 向って 居る けれども 中々 筆が 動かない。 どうも クライシスが 來てゐ るの だ。 自分の 性格 をもう 一層 深く 掘って るべ 

き 必要に 迫られて るの だ。 これが 成就し なければ 進境 は來 ないだら う。 進境が 來 なければ 制作に 從事 する 意義 は沒 せられ 

る。 衣食の 必要 ある 人 はこん な 時で も 不得已 書かねば ならない の だら 5。 それ を考 へる と 涙が 出る。 

井上み なさん から 手紙) 井上 君 は パラ ティ フ スで 入院、 みな子さん は 姙娠中 あまり 働いた ので 多少 健康 を 害した との 事、 實 

に氣の の 至り だ。 今日は 全く 悲しい 苦しい fp ばかり を 聞く 日だった。 凡ての 苦しんで 居る 人達が、 それから 濟 はれる ように。 

一 九 ニニ 年 (大正 十 一 年) 

穴 月 十五 日" (木曜日) 晴れ。 又 永く 日記 を 怠って しまった。 これから また どこまで 續くか 書いて 見る 事に する。 

十二 日から 梅雨期に 入った が、 雨の 降った 曰と いって は 1 日 もな く、 毎日 風 を 持った 晴天で 中々 暑い。 

南天の 花が き 出した の を 見て、 母上が もう 梅雨が 來る だら う。 その 花が 開く と 梅雨が 來、 それが 散り 盡す 頃に は 梅矿カ 

晴れる と 昔から いひなら はして ゐる、 と 云 はる。 美しい 時計 だと 思 ふ。 この頃 は あ ぢさゐ も 美しく 咲いて ゐる" 三越 力ら S 

夫人が とどけて よこした ぁぢ さゐ. それ を^ 年 薔薇 棚の 下にお ろした のが 今年 は 大きくな つて 美しい 花 をつ けた U もうこれ 

で H 年間 その 花 を 見る わけ だ。 この頃 は 夫人 もさつ ばり 來 なくなった。 又 何 かに 引かれて 其 生活の 登 虚を滿 たさ 5 として 居 


るの だら う。 それとも 又.：^ 氣 でもして ゐ るの かしらん。 に 角 あはれ な 女の 一人 だ。 

私 はこの 頃 二 入の 女から 引き 分かれた" 一 人 はお きんさんで 1 人 はとよ 子さん だ。 おきん さん は 私の 夢の 中の 女だった。 

殆ん ど： K 紫と いふ .w 紫 も. 収 りか はさない のに、 私 は 彼女 を、 彼女 は 私 を， 親しい ものに 思 ひ 合った。 然し 突進すべき 私の 方 

から は 少しも 突進し なかった。 

その 人が ゐ なくなった。 s 夫人に $51： わて もらったら、 いよいよ 他に 緣づ くとの ことだった。 私 は 窃かに その 家の 前 をう ろ 

ついた。 固より その 人 を 見かけ もしなかった。 私 は 帶留と 一本の 半紙と を 無名で 其の 入に 贈った。 彼女 は 永遠に それが 誰か 

ら绘 りれ たかを 知らずに 仕舞 ふの だ。 それが 私の 夢 を この 上な く滿 足させる。 若し運命が如何かして彼女を私の^^^に速れて 

来たら、 私 は 今度 こそ は そ，？ 4 を 私の ものと して 受 入れる つもり だ。 然し それ は 多分 永遠に 來 ないだら う。 

とよ 子さん に は 結婚の 口が あった。 彼女 は 一 度 それ を 承認して おきながら、 直ちに 返け てし まった。 とよ 子さん の 姉 達 は、 

私が 彼女の 胸に あるから だと 考 へて ゐる。 私 も 或は それが あるので はない かと 思って、 手紙の 往復 も面會 もしない^ にきめ 

てし まった" とよ 子さん は 先日 電話で. 病氣 がな ほった ので、 弟妹 等と 靜 浦に 行く から その 前に 遇 ひたいと いって 來た。 然し 

^は よく それ を 担んだ。 同時に、 私 は その 姉と も 以後 交際 をし ない ことにした。 

何とい つても この 二つの 離別 は 私 を 淋しく させる" 素直な 氣 持ちで 男女が 親しく-: 父 はる 事が むづ かしい のが 腹立たし くさ 

へ ある。 女性からの やさしい 電流な しに は、 私の 心の 流れ は 荒れが ち だ。 同じ 男で ありながら、 どうも Hf^ 性的 分子の 殊に 脇 

つた 私 は、 殊に 女性 を耍 求す るら しい。 

變な こと を 長い こと 雷いた。 

昨日、 加 耕 一 とい ふ大 毎と 曰々 と の 學藝 部の 記者が 來て、 私 を芥 川、 菊 池 二 入と 同樣の 資格で 雇 ひ 入れたい と 申出て 來た。 

財 放 梨 をす ろ 以上 は、 何 かして 生活の 逍を 立てねば なるまい とい ふ豫 測から 生じた 運動 だ" E (召し はありが たいが、 これ 

から もどう かかう か <K ベて 行けさう だから、 食べられなくなる まで、 おことわり するとい つてお いた" 弓が 大分 上達した。 

1^ 後の n  -0  四 六 九 
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おと 

一尺 的で は 一日で 使へ なくなる 程孔が 明く。 明日から 六寸 的に して 見よう。 お蔭で 胸と 肩との 筋肉 も 大分 發 達した。 發 達し 

て 見る とそれ に 一種の よろこび を 感ずる やうな 氣 持ちになる。 そんな こと は 嘗てなかった 所 だ。 

讀資が 「童話 傑作 選集」 とい ふ もの を出レ て、 その 中に 無斷で 「碁石 を 吞んだ 八つち やん」 を收錄 する 豫告が 出た ので、 安成 

ニ郞 にあて 一 寸抗 11 を 申立て、 おく。 

廢澤秀 子からの 紹介で 來た 「泥棒」 と い ふ 喜劇 を讀 む。 それ を 新潮 社 水 守 氏に 紹介して おく。 

朝、 母上、 行郞 夫婦と 共に m: 黑 附近に lumberton の 建ち かけた の を 見に 行く。 思 つ たょりも廣くほ^：固らし ぃ建物なり。 頻 

りと それ をい ふと、 母上 は 何 か 不平 さうな り。 それから I 緒に 新ら しく 買った 土地 を 見に 行く。 

而 して 取 急ぐ 必要が ある 爲め、 連れて行った 技師に 萬 事 を依賴 す。 行郞は 中々 解って 居る や，^ なれ ども、 相 當吞氣 なれば、 

今度の 建築に は 二 萬 五千圓 はすぐ にか. 1 ると 思 ふ。 あれで 住って 行く にも 中々 か. -る ことならむ。 而 して 結局 か. -1 る 生活が 

何 を將來 する かを考 へ て は 見な い の かな あ。 

今夜 は 夕食後、 子供達 を 速れ て 神 田の 靑年會 館に 童謠を 聞きに 行かう と 思つ て lEf る。 子供達が 成 城小舉 校の 敎 育の お蔭で、 

大分 晋 樂に對 する 興味 を 持つ やうに なって 来た。 この 勢 を 助長して やりたい と 思 ふ。 

國^ 聯盟 協 會が夏 期に 鎌 倉で 學校を 開く から 出席 講演し ろと いって 来た。 斷 つた。 まだ あんな 所から 講演 を續 される や 

うで は、 私の 立場 も 思 ひ やられる。 もっとも つと 自分 を 世の中に 對 して 明確に しなければ ならない。 

去年から しまって あった 麻の 肌襦袢の 少し かび臭い やうな 匂 ひが、 湯 上りの 膚に ほのかに 香 ふ" 

六月 十. P 日， (土曜日) 朝、 雨。 後 晴れ。 今日は 複 町の 土地 を 買 入れた その 支拂 をす る 日 だ。 朝 十五 (銀行) に 人力車で 乘 

りつけ て、 公 债を擔 保に 金 を 借り出し た 時 は 十 時半で、 約束の 時間より 半時 間お くれてし まった。 自動車 を かって 金杉撟 

にかけ つけたら、 登記所 は 赤羽撟 だとい ふこと。 あわて.^ 又 そっちに 行く と 行郞が 往來で まごく して ゐる。 關 口と いふ 代 

書 所に 行く。 佐 藤 以下が 待ち あぐねて 來た 風で、 痕 ちに 登記所に 行く。 然るに 役人 は 時間が 切迫し でゐ ると いふので 如： 1： 


しても 取りあって くれないので- 無據 明後日. 収引 とい ふ^になる。 こつ もが 遲 かった 爲 めに I 同に 迷惑 を かけ 何とも 面目が 

なくて こまった。 變に 蒸しく する。 往來 で^ 聲 ゃ發 しながら 霄車 に乘 る" 余 杉 橋で 梨り かへ るの を、 途中で おりて しまつ 

たりす る。 それから 又 十五に 行って 銀行 發 行の 小切手 を 切り出して もら ひ、 カフ ェ， • パリスで 晝食 をした、 む。 IE- に 人相の 

野卑な ST か、 又 變な女 11 極く 凡 くらな 女 事務員と いった やうな 11 を 速れ て 食事に 來てゐ る〕 あとから 聞く と、 それぶ 中 

中の 手腕家で、 對米 借款 は その 人の 手を經 なければ 成立たぬ 位の 財政 家なる 由。 英語 だけ は 中々 達者 だとい ふ 事をメ ヌ ー を 

兑 ての 物い ひに^し はした が。 少し T のお ゃぢ じみて ゐて、 一層 團子 鼻の 色 Sill 男。 年 五十二 三 恰好。 

丸 善で こ、 に 使って ゐる， お 年 辇を買 ふ。 この頃、 毅 1 から 莨った のと 先から 使って ゐ たのと 二 本 紛失した。 Water ョ an の 

繰 出しで 十 §。 

それから 白木屋に 行き、 文墳 名家 齊賓 展覽會 とい ふ もの を 見る。 武者が ズバ拔 けて ゐる。 兩 惟の も 中々 乘 つて ゐる。 S 分 

の は 「無 別 察」 の 三 大字。 代慣は 二十 七圓 とついて ゐた。 一 枚 だけどう か 書いて 下さい、 表装して 自 家に 保存す るの だから 

と、 あの 氣障 極る 男が いって 居た のだった が、 矢張り 表裝 もされずに 賢 出されて ゐる。 中元 用の 安 反物 を 買 ふ。 一反 一 闺七 

八十^の もので 柄 は 中 々よし。 顧客、 さう 澤山 はゐ ない。 何 か 調子が だれて 見える。 「江戶 土 窗」 五つ を 買って、 原、 佐 山、 

中 w、 あかまん、 などに 经る" 

家したら 「I 房の 葡 li」 十五 册が 來てゐ た。 表裝 中々 よく 出来て ゐる。 子供 n 一人が 大變靜 か だと 思ったら、 熱心に 讀ん 

でゐて くれる ので、 大 §: うれしく 思 ふ。 

三時から 来い といって おいた のに、 五 時 近くに なって M 女史が 来る。 どうも 話が 面白くない。 一： ra! の 達磨 が^いの、 早 川 

の 千 苦が 面， 臼 いのと いって ゐる。 島 崎 氏 の^も 出る。 車夫 を 家に 使 ひに やった。 それが 中々 歸 つて 来ない。 其 爲め六 時半 ま 

で 話し こんで ふる。 子供 は； や 和 博に ff 灣の彰 化 花火 を 見に 行く との 約^ を 守って、 待って ゐ るのに 氣が氣 でない。 この頃 は 

ffis^ をし かけられぬ だけ 助かる。 

お 後の 口  「 七 1 
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夕食後、 行郞 夫婦と n; 子と 共に 平和 博に 行く。 驀灣 喫茶 一 is に 行く。 大層な 人な り。 花火 は資に 美しい もの、 寶 にく 花火 

らしい もの。 花火の 傘 を さした 男が！^ け 廻る は 如何にも 支那 人 風な り。 花火の 名が 中々 面白し。 宮樣 方が 高樓で 見物して ゐ 

る。 灯が かんくつ いて ゐ るので 見物 入 如 山。 それ を 意識しながら、 知らん やうな 顏 をして ゐる 男女の X 機 は 成程よ い 見物 

なり。 昔樂の ビラ を 配って ゐる 男に G，I あり。 しゃあしゃあ とした ものな り。 

歸路、 拙. 通し をぬ け 本鄕三 丁！ m より 電車で 歸宅。 十 時半。 飛驟路 に 旅 をして ゐる 淺井孃 より 痳 しさうな 紫霤が 來る。 

原と 藤 森と から rasl,- に對 する 感想。 

佛蘭 SI の 望月 百 合 子から 故國 なつか しげな 手紙が 來る。 ふと その 誘惑 的な 微笑 を 思 ひ 出す。 

此夜は 晴れた。 邁は 砂塵 を 起さず、 星 は 洗 はれた やうな り。 栴 雨期の 女の 美しく 見える こと 不思議な り。 

六月 十八 (R 曜日) 雨、 さして 降らず。 この 曰 は 子供 を 九 段の 能樂 堂に 連れて行く 日な り。 S 上 も 逗子行 を やめられ 

たれば 行かれる。 番組 は、 「小 鍛冶」、 r 滿 仲」、 「羽衣」、 「碟 」、 「船 辦慶」 なりし が、 觀 さ兀滋 の. 「磯」 に は 感心せ り。 シテの 

出で 慕の すぐそばに 柠んだ 時から 淚の にじむ やうな 出来だった。 演じ 進んで から は、 謠ひ 方の 氣 取り 過ぎる のが 氣 になった 

が、 型 は 申 分な しとい つてよ からう。 梅雨な のに、 もう 寒い こと 秋が 來 たやうな 感じが して、 心が 淋しくなる ばかりだった。 

薄い 衣 を 着て 居て 衆 入の 中で 羽織が 脱ぎた き 位、 その 癖、 氣が しづ まると 冷えく とした 感じ もす る樣な 日だった。 池內 

信嘉 氏と 隣り合 ふ。 角力 場の 跡に は 首 箱の 白い 花が 敷く やうに 咲いて ゐた。 

今朝 早く 杳田 一 來る。 家主が 彼等の 居る 事に 苦情 を 申立てた から、 手紙で 注意した 事で やって 來 たのな り。 話せば 話す 程 

面白き 男な り。 又 露 國の內 情 をい ふ。 聞いて ゐ ると いつでも 淚を催 させられる。 T*H のぐ うたら 振り も 聞く。 早く 生活 を か 

へて 思 ふま. f の 事が いひた し。 腹 ふくる、 業な り。 

n 一井から 高山に 着いて 直ぐ 出した 手紙が 來る。 高山と いふ 所の さびし さうな 光景が 思 ひやら る。 釣 ランプで 用 を 達し、 小 

歸風 に は 美しい 阔廣か 何 かの 畫が 張って あるとの 事。 行きが けの 自動 Is;. に は 未 醒氏を 知る とい ふ 水電の 技師が 乘り 合せて ゐ 


て、 山の ：n 險の話 や、 山中の 人々 の 荒んだ 生活の 話 や をして 聞かせた との 事。 その 男 も 偶然 か.^ る 田 <ea で 乘り 合せた 言葉つ 

きの やさしい 女 蜜 家に. 不思議な 興味 を牽 かれた ことで あらう。 その外に は 高山の 老 入が り乘 つて ゐ たとの 事。 

.1 ハ月 十九 日。 (月曜 w) 快き 晴れ、 ひゃくした 風が 來る。 朝、 暴り たれ ど，， 、雨 は 降って ゐな いので 弓 を 持ち出す。 も 頃 

は六寸 なり。 j 立に 大抵 一 本 ははい る。 111 立 a は 半分で 弦が 快く 切れる。 それから 昨日の 分の 日記 を 認むリ 

朝、 ^^の 家に 行く。 物置と 湯殿と が 略 ぼ 竣工し 得たり U 岩 佐 君の 話に よれば 昨夜 十二時 近く 盜 人が 戸外 を 徘徊した の を 

^.トの^::田1 が；^見し大騷ぎとなりしに、 其 中 姿 をく らました との 事。 逮築費 中に 金 二百 阖を 入れて 來る。 

る A> ^食。 S 上、 あき子 は 鎌倉逗 子に 出かける にっき、 二 時 十分の 汽車に て英夫 同伴す る 由。 

午後より コ1 十分、 ^界パ ンフレ ブトの ガン ディの 傅 記、 意見なる もの を！ H ^る。 それだけで 彼を考 へれば 決して 大した 人の や 

うで はなし" 退嬰的 精神主義 者の やうに 考 へらる。 彼 自身の 著 嘗を兑 たいと 思 ふ。 IntelHgenzia に 取って 一 薪 if^ せ X- ばな 

らぬ^ は、 途中からの 後 もどり だ。 ラッセル でも 口， ランで も 皆 其皦を ふんで ゐ るの は 恐ろしい。 牛： 命 力が IS え かすれる と 

あ、 なる のか。 片燒 K^T が はがれる とさうな るの か。 其處に 行く と 何とい つても トルストイ はえら い。 假令彼 の 殻 中 こ 

はいり 込んだ にしても、 決して 傳統 的な ものに は滿 足しなかった。 彼 は其處 にも 彼 If 特の 住み心地 を 見出さう とした" 事實 

を 愛護しょう とする 心が 餘 深くなければ、 途中で 返却 を はじめる 結果になる に 違 ひない。 あれ は みじめな こと だ。 どんな 

恐ろしい ものに 出 < ^はしても^ 避し ない 丈け の 力 を衷に 感ずる 事が 必耍 だ。 藝 術の 領土に 於いて 殊に さう だ。 それでな けれ 

ば 永久の 若さ を 持った もの は 生きて 來 ない。 

大1^»0^-の創作を讃み始めた。 い、 經驗を 色々 持って ゐ るし、 十分の 虞摯 も 認められない ではない が、 宵 年に 餘 りに 蓊 

通な 大 e« が、 素直な 見方 をく らまして ゐる やうに 見える。 夕方、 弓 を ひく。 少し やって ゐる 中に 氣 力が まけて 来る" こ しが 

俺の 缺^。 夜、 福 永 W 訪、 緣談 まとまりし 由。 

穴 月 二十 B。 (火曜日) 朝から 快晴" 朝から大飽：l^の原稿を讀みっi1ける。 吉田 一 来り、 借家が 見當 つたとの 凄で、 敷金 

„^取 後 の 口  _記  四 七三 


^鳥武，郞<^|雄 四 七 四  一 

と 一ヶ月 分の 家贊 iVM す。  一 

加 藤 一夫 氏來 る。 藝 術なら 藝 術. 實際 運動なら 實際 運動と きめて、 どちら かに 全力 を 注がなければ 駄目 だとい ふ 事 ゃ强く 

いふ。 加 藤氏 多少の 抗議。 然し 自說 を抂げ ず。 池沼 氏 来り、 御嶽で 講演せ よと いふ。 斷る。  一 

午後 二 時" 大館 氏の 原稿 を讀み 終る。 意見 を かき 原稿 を， 送り返す。 まだ 若い 故 も あらう。 中々 傑れた 見方 や 表現 も あるけ 一 

れ ども、 として 缺點が 奢し い。 他人の ことで こんな こと をして ゐ ると、 何やら 全く 無駄な こと をして ゐる やうな 氣 がす 一 

る" そんな 事 をす るの が、 作者に とっても 何の 役に も 立たない やうな 氣 がする からだ。 作者 は 存分に 自分の 長；.^ にも 弱^ こ 

も氣づ いて ゐる箬 だ。 それに 氣 付かない 位なら、 いっても わかる ii がない。 結局 作者が 他人に 作 を 見せる の は、 自分の 立場 

を 他人に よって 確め て寶 ひたい 爲 めだけ のこと だ。 本 當の價 値 は 遠に.； m 分で 知って ゐ るか 形造って ゐて、 中 々他人の 一 W 葉 K 

で 動く もので はない。 其 手 傳ひを 二 曰 も か- 1 つて するとい ふ 事 は 少し 無駄 過ぎる 事の やう だ。 

隨 分か V やかし く 陽が 照って ゐる" 戶外は 暑から うと 察せられる。 不思議な 性 愁の惱 み を 感ずる" 近頃 絕無 のこと だ。 

昨夜 章 子が 鎌 倉 を 立って おそく 歸宅 U 信 子 胃腸 依然よ ろしから ず、 臥床 中の. E。 牛； 馬 は 少しよ ろしき 由" 

それ 力ら バ. >  しあち こちに 手紙 を 書き James の <*  The  Varieties  of  nelisious  Experiences  "、 を 一賀 ひ" "Once  bom  ODtimist  " と _ 

《*  Twice  bom  optimist  - とを區 別せ るが 面白し。 今まで 讀 むこと をせ ずに 居た が 極めて 興味；^ き 講演で ある。 讀み續 くべ し。 

夕方、 弓 を 引く。 夕食後、 子供の 角力 を 見、 庭 遊び を 見る" 此頃は 雨戶を 開けて 寢る 故、 書齋 から 蓄音機 を かけて やる。 こ 一 

れは よき 思 ひっきら し。 

松 本 羊三郞 とい ふ 人が、 大 島から 使 をよ こして 金 を 五十 阊 出して 畫を 買へ といって 來る。 多少 腹が立つ。 畫を みずに 金 若 

干を经 る〕  - 

夜、 凉味如 水"  , 

今 十 時半、 これから 又 James を讀む 可し。  一 


六月 二十 一 曰。 (水 11 日) 朝 s:^;f り 後 i« ：れ。 凉。 朝から 「自己 を 歌 ふ」 の譯 にと りか.. -る。 

十- 足助來 る。 一 時顷 まで 話す， 其 間に i 一一 も 久し： りで 來て話 をす る j 「一房の 葡萄」 はま だ千餘 出た ばかり だとの 事。 

感 桀を 早く 出せと いふ。 創作よりも 感想の 方が 讀み 答へ が あると いふ。 少し 寂しい 氣 がする。^ 田秀吉 氏より 來信。 星座」 

に 就いての 委細の 批評 をい ひ. 〈. ^り來 る。 うれしく 思 ふ。 朝、 散髮 し、 花 を 買 ふ。 薊 あり、 ^し。 午後 愛子 來る。 安子の 爲に 

記念の 石碑 を 墓地に 建て X くれる 由〕 チェ レミ シノフ 女史の 製作す る 所な りと いふ。 愛子、 鎌 倉に 行く。 

お 千代さん から 手紙 來る。 引越す 地面が a- つからな いのに 闲 つて ゐる。 賴んだ 人 も 中々 來て はくれ ず、 人の 頓み にならぬ 

を 思 ふと 腹が立つ とい つ て 来る。 母子 一 一人の 琳 しい 境涯が 思 ひ やられて 哀れ だ。 

「良；！ の 友」 の 若い 記者が 来て 談話 を 筆記し 去る。 其 人 は 不良 性 を 有する 人妻と、 兹 通して 同拉 して ゐる £。  St と共に 桌 

操に對して不^4性を有する入らし。 今 は それが すっかり 洽 つたの を 唯 一 の 誇りと して ゐ ると 語る。 極端な 社會 主義者で あつ 

たが、 今 は 衣食の 爲 めに それ を 捨て k ゐ るとの 事。 信仰 を 捨てる のと 比べる と、 同じ 捨てる にしても 此方が 深刻 だとい ふ 可し。 

夜、 子供が 寢 てから 山 本から 借りた レコ， ドを 聞かせて やる。 此頃： t 毎夜 それ をして やる。 子供の 爲め にい \ たらう と 思 

つて。 wohc ョ ian  Fontasy と： f;f ふ ものと、 l-ethoven の Spring とい ふ もの 美し。 ilvT. 入って ゐて不 5〔 涙ぐむ リ 

夜- 又 少し ホヰジ 卜 マ ン。 

あ ぢさゐ の 花よ ォ， 色に 出づ。 

六月 二十 二日。 (木曜日) 4f 冷。 夕方 少雨。 朝、 弓 中らず。 ホ氏 詩を譯 す。 やがて 報知 新 S 記お 来る。 「繰返し を！？ め」 

とい ふ 事に 就いては なす、， - 甕になる。 

食後、 又ホ氏 勉强。 くして 茂 木 氏 あ ぢさゐ を 持ちて 来り 一時 問餘を 話す。 義弟の M とい ふ、 でも 社.^：: 主， 1 者の ために あ 

た ふたして ゐ る。 

I^K; び戀 愛の 事になる。 彼女の 心 は 依然として 余より 離れず。 その 心 は 悲しく あれ ども、 余 は 如何しても 彼女に 聊かの 愛 

t 取 後の 口  S^J  e: 七： 九 
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を も 感ずる 事が 出来ない。 寶に W 却す る。 

伊 ト： 凡骨 來る。 飄々 然として ゐる 所お もしろ し。 とうく 夕食 時間まで 話し こむ。 

夕食後- 散歩に 出て、 おきん さんの 家の 前 を 通る。 何事 もな し。 不思 i る 執 驚" 家の 前 を 二度 通りて 淚す。 梅 若 六郞と 

松 本 長との レコ ー ドを賈 ふ" 歸後， 子供 等の 爲 めに それら 及び 西洋の もの を やる。 子供 等 寢後又 ホ^ を 譯 す。 可な り 渉 取る。 

九月 力ら の 生活の 變化 について 最も 期待が 多い。 此頃 また 箪が 進み さうな 氣 がして ならぬ， 此機を 外さず 邁往 したき も 0 

なり。 十 一 時 就 IT 

夜、 茂 木 氏より 又 「がく」 とい ふ 花 をた わ わに 经り來 る。 

六月 二十 一一 一日。 (金曜日) ゃ晴。 一日 〔. ^來 U あまり 樂 しき 〔各な し。 夕方から 足 助. 藤 森の 二人 来る。 藤 森 氏 は 最近に 北 i 

道 を 旅行す るとの 事。 告 川と 螭崎 とに 紹介 を 書く。 それから 朝 北海道に 移住して 農業 を營 まう と 目論んで ゐる W 年 五 

夢想家ら し.。  - ^ 

足 助、 藤 森と 丸 梅に 夕食 を 噴 ひに 行く。 夜の 來る のがお そい 事と て、 屋臺が 出て ゐ なかった" それ 故、 岩 龜で喰 ふ。 休日 

の 日 を 開けた の だと かで 客來 少し" 五六 人の 女中、 食卓の 上で 銘々 に 手紙 を 書いて ゐる。 たどくし さうな のが 見える ので 

おもしろし" 創作 氣分 だとい つて 笑 ふ。 

六月 二十四日。 (土曜日) 降りみ、 降らず み。 朝、 小 柳駕の 所に 悔みに 行く。 須田 町に て 花 f 買 ひ 持って行く。  T 

ガレット、 ぁぢ さゐ、 ，3 い 小 菊、 15 菊、 蘭 I、 何とかい ふ 西洋の 小さな 白い 花が、 見えない 程な 小さ I に 咲いて ゐる 

？等 ，a ナ さん は： ノ えなかった。 小 柳 律の 小 照が い、 顔 をして 花香の 間に 見えて ゐ た。 歸路、 電車の 中で 花^ を 持って行つ 

た 自，， ^力 ぎしく、 顧みられる。 段々 人が 草よりも 木 を 好む やうに なって 行く 心理が ほの 見えた やうな 氣 がする。 午 麦、 

早稻田 力ら 人力車が 迎 ひに 来て くれたので、 それに 乘 つて 高统舉 院に 行き、 そこの 文藝 部の 會負 五十おば かりに、 「描かれた 

花」 の 話 をす る 。あとで 質 間" 高等 師範よりも 質問の 質が 生きく して ゐ るの を 感ずる。 中 桐 確太郞 氏が 主 他 をす る。 どうも 


あの人 や I  とい ふやうな 質の 人 は 私に は そりが 合 はない。  一 

敎 MSB: を晛 いたら、 浦 上 后三郎 氏が 若い i«sfcs90r となって 大部な 齊 物に 眼 を 通して ゐ るの を 見て、 挨拶したら 喜んで 出； 

て來て 一 寸話 をした。 大變 なつかしく 思った • 

i. 神 尾に 行った が 一 同 留守。  一 

夜、 有 ！^麼 に、 「三 浦製絲 工場 主」 と 武者 君の 「張 男の 最後」 と を 見に 行く。  者に よって は 後者 は屮々 い、 もの だと 思つ 一 

た。 しぶと さ、 しかも 偽りの ない 愛から 湧いて 出た しぶと さとい ふ ものが 珍ら しい。 大變 珍ら しい。 佐々 木 氏が 張 男 を やつ 一 

てゐ た" そこで^^-淨秀子氏に遇ったら、 歸 りに 自動車で 速れ て歸 つて くれる との 事で 2i:is!.。 橘 かをる、 他 一人の 女^ 同乘" 一 

秀子 氏が 張 sf^ の氣 持ちが よく わかる とい ふ" 歸宅、 十一 時半。  一 

「がく」 とい ふ 花の 美し さ を 今年 はじめて 知る 車が 出 來た。 殊に 其の 葉の 港し ぃ淨 さは 無類と いへ る だら う。  1 

六月 11 十五 or  (土曜日) 朝 晴れ、 後 曇" 母 ヒを迎 へ かたぐ、 里 見に 男子 誕生の 祝 をし かた <\、 子供 を 海に 入れ かた 一 

がた、 行郎と 三， f と 一 緒に 朝の 汽車で 逗 子に 行く。 湘三、 丈夫 さうな 子な り。 現 見の 家の 前の 庭の tP: り 込んだ 松の 綠の 美し さ。 一 

ちに 支度 をして^ 岸に 行く。 行郞が シン ガボ- ル から 裔し歸 つた カヌ， を 浮べる。 海の 水、 $£近く湯の如く"^^かく、 一 

や. -沖、 非常に 冷たし。 

一足先き に 鎌 倉に 行く。 ベ ー ちゃん 窓より： 陶 出して、 「をぢ さま」 とい ふ。 「ハイ」 と 小さく 答へ る。 老犬は 門の すぐそば： 

に びっこの 足 を 上げて ゐ、 小さな 方 は 疲れ SK てた やうに 門^ 人の 家の 側に. M そべ つて ゐる U 猫の 姿見えず。 ぁぢ さゐ、 梅雨 一 

がその ま、 凝った やうに みづ くしく 咲いて ゐる。 信 子さん 搜せ 細ったり" 六月 一日より 粥ば かりなる. H" 押してく 遂に 一 

輕ぃ Erfwi^ を 起した の だ。 太 當 に可哀 さうな 人 だ。 看護婦が 来て 居る ひ やがて 母上、 ：^.: 馬 蹇. M より さめて 來る。 もとの 鈴 44! 

接 今の Y 夫人 も來 る。 女と いふ もの は 入の 妻と なるとい やに 氣の强 くなる もの かな。 別人の 親 あり。 

タへ バ 後、 と. 「く 歸京 すろ 事と なる。 自動車で 停車場に 行き、 七 時 十八 分の 汽車に 乘り、 新橋から 又、 タキ シ ー。 一時間： 

S 後の = - 祀  四ヒじ  一 


^？ぉ武郎全^^^^ 第十卷  て 

と 四十 五分で 馬の 家から 歸 宅。 

往来に 橘 氏の 作品 を少々 見る。 夜、 靜 かな 雨の 音。 少し 蒸して 來る。 

力ま、 (友 三 郞) 内閣、 シ ベリ ャ摘 兵を斷 行す。 昨夜、 新橋に ついたら、 寫眞 班が 活動して ゐる。 何んでも 加 藤 總理大 5 が 着 

京す ると かの 話な り。 

11 逸の 外務大臣、 ぼ 殺さる。 

六月 二十 穴 日" (月曜日) 何 をした か、 覺ぇ 更にな し" 

G 一十 日誌す)〕 思 ひ 出した 0 晚に芝 ni 緣亭で 福 永 重 勝 氏の 結婚 披露が あり 、出席した。 よき 花嫁さん なり。 テ，' ブル. スビ 

1 チを 命ぜら る-" 

六月 二  T..tJB。 (火曜日) 同前" この間に ホ氏 詩を譯 し、 橘 氏の 校正刷 を 見、 愛子 を 訪ねた る 事な ど あり。 武者 小路 君 来る。 

六月 二十 八 B" (水曜日) 朝、 夥しき 闹、 午後より 晴曇 不定。 

朝、 野 村 未亡人 來訪。 山 本家と 斷ち、 ぉ孃 さんの 結婚に 他の 口 を どんく 進めて 然るべ しと 申绘 る。 柏 田^ 豐氏來 る 

窮迫し、 愈 i 進退 極まれる 事故- 妻子 を殘 したる 鹿兒 島に 歸 らんに も 旅費な き 故、 三十 圓を 貸せと いふ。 貸す。 彼- 藤 井、 

木/上の 諸 入 は鹿兒 島人の 一 つの 範型 にて、 金に は 異常の 興味 を 有し、 而 かも それ を 得る の 幸運と 力量と を 持たない 人間で、 

而 かも 何時 迄 も 思 ひ 切りが つかず、 死ぬ^ 引きずられて 行く 人間 だ。 靜 かに 見て ゐ ると 氣の 毒に も を かしい 入 間 達 だ。 昨ず、 

武者 君と 語った が、 彼 は 金錢の 事に は 全く 無頓着に 見えて 居る。 全く 反 對の極 を 示す もの だ。 武者 君と いへば、 昨夜 は吐會 間 

題に ついて 大分 論議 をした。 武者 君の 立場 は、 自分 は 小さい 時から 金と いふ もの を 全く 輕蔑 する 様に 育てられて 来た" 自ヽ 3 

の 仕事 を まともに さへ して 行けば、 金 は 自然に はいって 來る もの、 坐活は 必ず 出来る ものとの 確 實な自 信 を 持って ゐる。 そ 

れ故 E 會 主義の 人達が 金と いふ もの を 第一に 考 へて 仕事 をしょう として ゐる のが 更らに 理解 出来ない ■ 假令、 生活 改革が 

成就 されても、 單に それが 憎惡 とか 生活の 安樂 を 得ん 爲の 革命であった ならば、 其 先 きに出来 上る 社會の i は. い 細、， もの 


だ" か. i 社 會が實 現された 時、 其 生活の 規範と なるべき 人間 を 作って おく 事が 出来れば 非常によ い 事 だ。 自分 は そわ を や 

らうと する の だ。 是が大 3^ 武者 君の 態度で ある。 話 を 聞いて ゐ ると 中々 力が ある。 それ は 彼の 議論が. H 分の. li^ 活の 中から 湧 

き 出て 來 るからの 事 だ。 然し 君の 心 持 は、 武者と いふ 特殊な、 恰好な 環境に 育ち 上った、 才能の 著しい 人間の 考 へる 範圑を 

突拔 ナてゐ ない。 あの人の 同情が もっと 押擴 がったなら、 いひ か へれば あの人の 愛が もっと 廣く四 園に 働く 樣に なったなら、 

その 考へ よもう 少し 違つ ヒ形 こなって 現 はれて 來る やうに はなら ないだら うか。 僕 は あすこから は 武者 君と 別れなければ な 

ら ない。 ^は 出来る 丈 凡ての 人間と 一緒に 步か うと 思 ふ。 現在、 在に 立脚しての 最上の 道 を， 切開いて 行く の だ。 

母上 は 今日 其 親友なる 鄭氏夫 入 を 訪問に 出かけら る。 私 は 千代さん の 家に 行く。 1^ 内 iw- 子の 立場に 同情し、 泣く 事甚 し。 

私 も 淋しい 心になる。 憐れなる 豐チ、 而 して 憐れなる 千代。 千代の 父上の 百 ケ日は 一昨日な りしと いふ。 早き ものな り。 九 

時 四十 1 分の 汽車まで その 家に ある。 

橘 氏の 原禍を そこで 讀み 終る。 兎に角 其 作品の 素朴に 素痕 なる が 美しい。 大人が 書いて 大人に 讀 ませる センチメンタルな 

の やうな 氣分 がする。 千代、 停車場まで. 〈迗 つて 來る。 母子 唯 二人の 淋しい 夜が 思 ひ やられる。 

m 澤秀子 氏から 手紙。 其 中に^ 若干 あり。 才人な りと 思 はせ る。 

六月 ニナ 九 B〕 (木曜：！：) 晴曇 不定。 朝、 何 かなしに 時 を 過して しま ふ。 

午後、 愛-十 來訪" 一日 夜の 打合せ をな す。 新 潟から 人が 来て、 是非共 其 市の 講演 會に 出席す る やうと いって 來る。 秋 田 雨 

^及び 江 ロ澳が 行く 由" 菊 池寬も 行く 害だった の だけれ ども 急に 斷 つて 来たので、 私に 是- 北行け とい ふの だ。 私 は辭、 返した 

が、 蹄 退が し 切れ なくなって 遂に 行く 事 を 諾 する。 橘 氏の 爲 めに、 序文の 原稿 を 作り 急，.^」 する。 今夜 は 十 時に 就^す る。 

TielcU から 又 手紙 あり。 瑞 西の 音 樂家を 日本に 来ても らふ 事に 就いて、 帝劇 專務に 相談が して もら ひ 度し との 窜 なり。 多分 

m 來 まいと 思 ふが TiekU が いつまでも 僕を覺 えて ゐて、 時折り 手紙 をよ こす 度 毎に、 私 は 人間の 生活と いふ もの を 不思議 

な ものと して 眺め かへ す。  . 

£• 取 後の 口 記  m 七ゴ . 
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七月の 五、 六日に は、 北海道に 立ちたい と f。 木村來 る。 矢 f 北海道に 行き、 一 ヶ月ば かりの 間に 遍 く道內 臭渉す 

るつ もり だとの 事 だ。 

十八 程の 人に、 「 一 房の 葡萄， 5 途 る。 仕事が 出来ない と 空しい 虎無 を 感ずる。 

穴 月ーーー 十日" (is 朝、 議し。 今 曰、 i 蒙が 外遊から 管と いふので、 行 光 は 五 時半に 起きて 讀 まで 迎 へに 

行く の だとい ひ 出かけて 行く。 私 は 彼と 共に 起きて 二十 六日 以来の 日記， をつ けたの だ。 東京 府下 薦 所に ゐる塞 氏から 

手紙で、 氏 はは じめ 重症 患者の ゐる 所から、 輕症患 者の ゐる處 に 移された が、 氏と 入れ 代りに 重 sea 者の ゐる方 こ 連れら I 

て 行った 人 は、 病 氣が甚 しく 進んで ゐる のが 傍人の きも 著しかった さ うだが、 而 かも、 「か うぢつ として 雪の やうな 白 布 こ 

くるまった 所 は、 木 一 本ない 冬の 山の やう だけれ ども、 これで もセキ タン も 出れば キン もあります」 と 冗談 をい ふの を 聞い 

て 其の，^ 中 を 思 ひやる と淚 がに じみ 出る と 書いて ある。 

今 曰 は 面會日 だ。 疲れ果てる 事 だら う。 

朝から 果して 多くの 人が やって来た。 其 中に 二人の 朝鮮人、 何れも 金の 欲しい 連中。 石 讓最為 ふ、 もと 響 院の同 

0. これ は 子供 專 門の 百貨店 を 開かう とい ふ 人。 佐 藤 公脔—— 民族 共存 會を 起さう とい ふ 人〕 小作 組合の 淺邊 氏、 其 他 二 

三。 橋 浦泰雄 お 政 雄" 林 君に は 貸家に 岩 額 君と！： 宿. > 承諾す。 境浦 に 明日から 展覽會 を 開く 由" 二 IT はかり 豫.^ す。 新 

に は I 九 時 四十 分、 謹ま はり i つ ことになる。 午後 I 及び 足 助 I" 足 助 は 自分で もい つて ゐる やうに、 商寶の,,- 

めに 暖 i 武. とい ふ もの を 忘れよう とする 向 を 見せる やうに なって 柬た。 それ を 感ずる と、 何となく 悲し い 感じが する。 

R 來る。 千阒 貸す 0 

？ -の處 に、 Tf .  上晚 f 供した しとの 事に、 私 m つて. 襲 紅葉に、 11 VI. 非常に 暑し。 二 入の 

話 は實に 平凡" 日本の あの 時代の 女の 生活が 如何に 無 SI であるか を、 十二分に 暴露して ゐる。 若し 私が 居なかったら、 i 

等 二人の 語る 所 は 恐らく 他 入の 惡ロ であった であらう。 


.M3\- して 見る と、 吳 さんが 來てゐ て 蚊帳の 中で 子供 を^いで ゐて くれる" 私の 子供達 は 何とい ふ 幸福な 奴等 だら う。 私 は 

彼に 對 して 涙のに じむやうな 1^ 謝の 意 を 感ずる。 

囊、 善し。 

^馬より 夾信。 「描かれた 花」 の 感想 を 述べ 來る。 

千代さん から 來 i3。 悲しげ な 消息。 憐れなる 女。 

昨日、 野邨 溫子來 り、 女^生の 寄宿 舍の 件に 付き 相談し 來る。 下手に 出ながら、 中々 蟲の よい 女な り。 

七月  一 nr  (土曜日) 朝 美しく 晴れ、 後 曇 りて 風 あり。 

朝、 五 時半に 起き、 弓。 黑 的に 命 W. 多し。 彼方此方に 手紙 を 書き、 床屋に 行く。 主人 電車に て、 两 及び. ¥ 部 を 怪我せ りと 

いふ。 床屋の 娘さん 洋服 姿で 小學 校から 歸 つて 來る。 床屋 は 代人、 肥った 爺さん、 神 經の鈍 さ 驚くべし。 手 憤れて はゐ るけ 

れ ども^^^所 に は 少しも あた らず。 

母上 は 明後日の 活 花の 客の 爲め、 洒 掃に 忙殺 さる。 茶室の 掃除が 出来 上る。 一 年に一度 か 二度 使ふ爲 めに、 あれ 丈け の設 

備 をして おく 生活、 あれは^ かによ くない 生活な り。 夕方より、 母上、 章 子と 同乘、 ^！！動車にて赤坂錦水に行く。 直 良、 直 

忠の洤 別^ を 開く について なり。 集る もの 一： 十 入" 大廣 間にて。 晴れて 風 爽やか。 江 崎 政 忠， 生 馬な ど 遠來。 illiE 子の .li: 氣は 

矢張り 餘り はかぐ しからざる ^0 

八 時半、 乎く 辭 して ト： に 向 ふ。 秋 田、 江 口の 二君 旣 にあり。 博覽會 の 最中と て廣 小路、 車 場 共屮々 の 混雜。 やがて 會 

を 周旋す る swf- 三 郎氏來 る。 A, 度 は 去年の 大阪の 時と 違って 二等に 乘り寢 臺に寢 る 事になる" 十 一 時 過ぎまで、 四 人に て 

語る。 格別 香ばしき 話 もな し。 夜、 割合によ く. 躂る。 

七月 二日。 (In 曜日) 朝、 めをさまして， 上. ぉ餐の 小 窓より 外 を 見れば、 靑く 煙れる 葉の なり を兑 る。 落雜 松な ど あ 

り" 五 時な り。 衣服 を 整へ て、 窓外 を 見る。 猪 苗代 湖， 窓の 左側に 遠く 眺めら る。 盤梯 山と： はしき 山、 {ぉ 士の半 側 を 切り 
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さいたる やうな 山 も 見 ゆ。 

最初に 薄いた 停車場 は大 寺。 其 "1 に は 大規模の 工場と 見， ゆる もの 多し。 鐵鏤山 も あるら しく、 ズク鐵 の 積まれた ろ 所 も あ 

り。 雪 解 トンネル。 廣 W とい ふ 所に は {T^ 一.. m 上人の 墓 あり。 

六 時半、 ぬ：： 津 若松 驚" 降りる-客 多し。 乘る： ゆ も 多少 あ. り。 藝キハ とも 言 ふべき！？ S 中、 四、 五 人 三等に 乘る。 それが 矢張り 市 

松 横樣を 驚て 居る。 ir 鈴な くして 發 車" 若松と いふ 町 は、 見る から 貧弱なる 町な り。 大名 町の 一 つなるべし。 

喜 多 方と いふ 所に は 男女の もつ ベい 姿 を 見る" 田械の 人、 田に 在る あり。 家の 前に 出陣の 準備せ る あり。 跟を 擧げて 汽車 

の 通る を 見. 逸る。 

阿賀 脾川を n; ^る" 迂餘油 折して 中々 の 好 風光な り。 船 は 丸木舟の 發 達した 如き ものな り。 

德澤は 新 潟縣の 挑な り。 古い 淋しい 感じの 古驛 なり。 

やがて、 風光 頓に展 け、 廣漠 たる 水 W のかな たに、 山形 境の 山腮を 見る" 

十 時 一寸 過ぎ、 新 潟に 驚く。 萬 代 橋 を 通って、 信 濃 川の 水量 を 望む。 路傍の 柳、 古風なる 梁 河、 低い 今風の 家並み。 西 掘 

四银 町の 菊 池屋に 投宿" 七、 八 人の 人に 迎 へらる。 よき 心持ちの 人な り。 午 食後、 公園に 至り 信 濃 川 を 望む。 雨降り 來る。 

白山 神社に 休憩す。 後、 歸 宿す。 

五 時 頃、 イタ リャ 軒に 於て、 創生會 員の 歡迎會 を 受ける。 集った 入々 は皆氣 持ちの よい 人々 なり。 一 寸歸 宿した る 後、 古 

町の 大鹤 座に 車に て 行く。 風雨。 

化粧 部展 にて 少憩) その はめ 板に、 「旅役者よ、 貴樣は 河原乞食 だ」 と 奮いて ある。 ド 端 廻りの 旅役者が 自己 皮肉の 意味で 

書いた もの か。 

はじめ 江ロ澳 氏が 語る。 熱烈の 語 氣が現 はれて 痛切な ものが あった。 聽衆は 極めて 感動す。 社會 主義 運動の 今日に 至急な 

る 所以 を 極力 說 破し たもの だつ た。 


次に 秋 WIS 雀： if が 「新 演劇と 我等の 生活との 交渉 點」 とい ふ 題で 語る。 これ は 又 極めてお だ やかな もので、 氏 11 特の 可憐 

さの しみぐ 出た ものであった。 私の は 「si り 行く もの」 とい ふ 题* 別に さして 苦しむ こ ともなく 談了。 十 時 十分 前。 雨屮 

を 車で 歸^ す。 

闹の 夜の しめ やか さ。 電 i^、 自動 京.、 自動 自轉 車の 音な きが 此上 もな く靜 かな 感じ を與 へる。 

M.i 月 1 一一 曰。 (月 11 日) 今日は 幸に 雨 降らず。 朝 五 時半^ 床、 直ちに 入浴し 市中に 出る。 古町に は 石 敷きの 歩道 あり。 新 

風从 仏の t 葉 I：： を おひ、 町に 出で、 市場 を ：！：^ 物す る。 田 <e "から 靑物を 持って 出て 來てゐ る 男女の 相貌 はさして よく はない。 

P 而千 葉な どに よい 姿ゃ阔 付きの 人が 翠 りれ る やう だ。 そこで は 今 だに 盛に 物々 交換が 行 はれて ゐ る。；^ 割の 柳の 間に^々 し 

い gjle^ の 香の 一!"^ つて ゐる のが 快い。 胡！^、 茄子、 葱、 馬 鈴 碧， 苣類、 |«^花の類。 そこから 又、 大鶴 座の 前まで 行って 兑る。 

きんかん を 五十 錢 だけ 賀 ふ。 歸路 イタ リャ 軒で 珈辨 一杯 を^ら うとした が、 まだ掃除中故^=1ハま、歸る- 昨夜、 相 馬 氏の 下； Q 

に 泊った 江 口 君が 歸 つて 來る" 松 平 操 子 女史 (關氏 夫人) が 子供 を 連れて 來訪。 村 林莊： や (水產 科 卒^生、 今 撈科大 にあり) 

力 來訪" この 人が こんな 所に 來てゐ ようと は 知らず。 その 人の 世話に て 醫大を 見る 事になる。 同人と 52 かける。 木. tr ほ 上の 

理の 部屋で、 ャ： 心蟲の 研究の 結果 を 見せて 貰 ふ。 非常に 與^ あり。 又 岩 木 氏の^ 理の 方の 研 ゆ るの も： &ni い。 小 家畜 を 

材料に して 疲勞 の硏究 やら、 ：S: 分泌物の 研究 やら を 盛んに やって ゐる。 二 時！ 3-*大81| 院の俱 .1 木部で ぉ院の 御馳走 を ベる。 

關 氏が 來り 付す。 大變氣 持ちの よい 人な り。 師範 t や 校の 傍 を 通る 時， 東 一 M 高 師のテ -1 スの 名手 田 中 氏と いふの が グラウンド 

に 來てゐ て、 勝負 を やって ゐる" ニゲ， ムな 見る。 吞氣 なる 察な り。 それから、 高等 r ゆ 校の 側 をぬ け、 美しい グラウンド を 

見て； i 岸に 出る。 15^ 日本の 海 を 見る の はこれ が 始めて だ。 實 にょい 港 だ。 ポプラの 低い のと グミの 木 ふが 雑^の やうに 生え 

ひろがって ゐる。 t 喂ぃ 色の 海の 彼方に は 佐渡ケ 島が、 恰も 大^の 一片の や 5 な 大きな 感じ を 以て 速って ゐる 0 舞. ナ から 淡 路 

島 を^むよりも 更らに 大きな 感じの する 島 だ。 港に は、 南洋の バ ン ガル 1 ゃ兑る やう な^と アン ペラで 作った 茶屋が P お 山 出 

てゐ る" 〔此. ^に 茶！^ の 挿 输 あり、 略す〕 
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ひより 山と いふ 所に 茶屋が ある。 そこの 先き に 憩つ てゐ ると 廣々 とした 氣 色が 眺められる。 郵便屋が 港まで 配達に 行った 

鼸り がけに、 砂丘の とっさきに 來て 面白い 恰好に 坐り こんで 風 を 入れて ゐる。 それ を 見て、 皆ん なで 笑 ふ。 前の 茶：^ に は 連 

れ込 みだと いはれ る 男女の 客が ある。 餘り 皆ん なでの ぞく もの だから、 戶を たて >f 仕舞 

ふ。 その 戶の 中央 所に 硝子の はめて あるの が、 北海道 1^. 思 はしめ る。 その 砂山な 越える 

とすぐ 遊廓 地に なって ゐる。 しんかんとした 眞晝 の游廓 地を拔 け、 古町 を 通り、 ィ タリ 

ャ 軒に 立ち寄って、 サ イダ，' を 飲む。 そこに 渡繞與 三郎 氏が 來て 私に 面會を 求める。 

遇って 見て はじめて、 下 六 群 町 十 群 地 頃、 二三 度 家に 出入りした 鹿兒島 出の 法科 出身者 

だとい ふこと がわ かる。 黑 顔の 大兵で、 今 は 市の 商業；^ 引 所の 副 頭取 をつ とめて ゐ ると 

いふ 事が 知れる。 忽ち ビ，' ルが現 はれ、 Ml 洋 料理の 皿が あら はれ、 お 酌と 一人の 藝 者と 

が あら はれる 騒ぎ。 是非 今夜 は此 地名 物の を どり が 見せたい し. 明日 は 新 潟の 諸 所 を 見 

物 させたい から、 泊って 行けと す、 めら れ たけれ ども、 强 ひて 辭 返して 大急ぎで 宿に 歸 

り、 荷づ くり も そこく 車で 停 isf 場に 飛ばし、 七 時 五分の 汽車で、 雨 街、 田 中の 二 氏と 

歸路に 就く" 見经 人、 十四 五名、 其 中には 渡 邊氏も あり。 夕暮れの 萬 代 橋 (西方に 美し 

い 虹の 一 片が 眺められる)。 汽車の 中からの 信 濃 川 沿岸の 風光 は 忘れが たし。 

夜半より 又 雨になる。 

江 口 ^は、 關氏 宅に 泊り こむ" 

セ月四 nr  (曜 曰) 朝、 股 を さまして 見る と- ひどい 雨な り。 七 時 二十 分、 停車場 

に 蕾く。 田 中 氏と 同じ 驚 車で 神 田に 来り、 別れて 院 .1 で 家に 歸 りつく。 びしょ濡れになる 程の 雨。 母上 は 朝販を 終へ て 新聞 

を 讚んで られ た。 手紙と 雜誌 類が しこた ま 屈いて ゐる。 晝頃、 子供達 三 八舉 校から 歸 つて 來る。 一 同 至 元氣リ 


新？；^ へ^ 狀を 出す。 

みち 惠に按 魔 を^む。 足 助から SIT 橋 浦 君の sfga が 今夜の 十 時まで あるから 是非 見て やれとの 事なる も、 雨の？ P こ 

少し^ =sw してお る。 (午後 二 時半) 

砂に 居て 佐 渡 を ゐれ ば- 5!^ しぬ 

かろけ くな げく 我に や は 似る 

佐 渡が 階き 波路の 末にし も 

^うち そむけ ひ とりある かな 

佐 渡が 島 二 雷に 煙り 紬 々 と 

大 梅雨 {-^ の 下に あるかな 

さ み だ れ の 淡き 晴れ間の 夕 {/ ん を 

さながら ひたす 信 濃 川の 水 

砂に 生 ふるぐ みに かくれて さみだれの 

越後の 海 を 飽かず 見し かな 

大 ネ； は 今 さみだれて 信 濃 川 

靜 かに 水の ふくらみ 流る 

七月 五日， (水曜日) 雨。 朝、 新 $15 の 雜誌類 を亂讀 する。 単： 見の 「白 醉亭漫 記」 は 中々 面白い • 

k 子英， iJfii 來り、 また 金 を贷 せと 言 ふ。 ほと/ \- いやになる 彼の 依頓心 0 

亇後、 神： 上 来訪。 一昨 H とか 熱 海から 歸られ し 由、 大分 氣 分よ ささうな り。 

午後： 時、 芝 中 W 松 寺の n 師 嘉 氏の 吿别 式に 行く。 薩 上^に 紗の 羽^ を 着て 行く。 それ 程の さなり。 

取 後の 口 記 
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そこで 羽織 を 段 着に 蕾 かへ 茂 木 塾へ と 行く。 美しき 人 取次ぎ に 現 はれ、 奥に 招 せらる" くちなし、 零の 花盛りな り" 會 

が はじまる まで 茂 木 氏の；； a 至に て 語る。 質素なる 生活な り、 案外" 古 土器な ど 見せら る" 白き 牝鷄 を 金色の 牡 鶴が 鋭き；^ ひ 

で 追 ひかけ て來 る。 後. 招 意が 出来たり とて 會 場に 行く。 三、 四十 人の 少女 連。 後. 島 崎 藤 村氏來 る。 雜誌を パンフ レヴト 

の 形に して は 如何な どい はる。 柳 ちゃんと いふ 末子 も來 る" 藤 村 氏に 似ぬ X しからぬ 少女な り。 足 助との 先約 あれば、 四 時 

四十 分頃辭 す。 藤 村 氏と 一 緒に 寫眞を 撮られる。 

足 助の 所に 行きつ けば 五 時半 頃な り。 橋 浦、 角 田、 楠 本、 及び 店員 一名と、 神樂坂 上の 「川 鐵」 にて 足 助の 馳走になる。 撟 

浦 君の 個展の 終れる 祝 と、 角 田 君 の歸》 f3 の x-^ 別と を 兼ねてであった。 

又、 足 助の 所に 歸り、 九月からの 雜 誌の 題を考 へる。 「こ.^ ろ/ 「草」、 「行 雲」、 「ひとり しづか」， 「ながれ」、 其の 他の 題 

が 提言 せられた 後 「泉」 と 決定す る" 非常によ い 名 を？ おた も の と喜悅 こ の 上な し。 

十 時半、 辭し歸 る。 雲 晴れて、 七、 八日と 思 はしい 月が 洗 はれて か \ つて 居る。 夜風 凉し。 

成 田 信 子より 來信。 可憐なる 少女よ。 

IS ー內 M 子より 靜 浦からの 來信。 あるよ い 方法 を 取り、 それが 許されたら 結婚す る 事と したから 安心して くれと いって 來 る。 

則ち 直ちに その 手紙 を 同封して 千 m. 子さん の 所に 知らせて やる。 胸に：： 沁む やうな ェ ゴィ ストの 琳 しさ。 

セ 月 穴 日" (木曜 B) 朝、 格別の ことなし。 

午後から、 辻氏來 る。 昔樂の 話、 格別の ことなし。 田 中 豐氏來 る。 

4J 月セ nr  (金曜 曰) 辛うじて 雨な し。 今日は 訪問 日 だ。 これと いふ 人 も 訪ねて 來 なかった" 但し、 人 數は相 當に多 かつ 

た。 午後から、 岩 M. 林の 二君が 來、 又 橋 浦 君が 來た。 橋 浦 君 は 靈 が 見て 貰 ひたしとの 事で、 其 人達と ー緖に 出かけて 牛 込 

の 矢 來倶樂 部に 行った。 途中、 足 助 を 誘った が 食事 中。 橋 浦 君の 賓は 確かに 進境 を 示して ゐた」 n 一枚 を 求める" 中に 十二 社 

の蠻 は^ 謹と いふ ことが 出來 ようか。 粗錄 だけれ ども 研究と 徵視の 跡と が 著しい。 暑苦しい 中で 仕舞って あった 繫を 開き、 そ 


れを又 大急ぎで 舞つ て有樂 座へ と 急ぐ。 

研究 麼の チェ ホフ 試演が あるから だ。 「鷗」 とい ふ ものと、 もう 一 つ 若い 時の 作品と いふの が 演ぜられた。 私 は チェ ホフの 

もの を るの は 今日が はじ てで ある。 中々 い 味の ある ものと 思 ふけれ ども、 それ を 出す の は 老練な 俳優に 待たねば なら 

f、  それが 出た 所が 矢張り 前世紀に 隠す る 作 だとの 感じ はまぬ かれ 難いと 思 ふ。 宮 部と いふ 女 俊が 現 はれた。 — それ 

は 大正 四ハ 牛であった。 藝術 座が 私の 「死と 其 前後」 を 試演した 時、 そこに 來てゐ た 女優で、 役不足 か 何 かで 途 2- から 姿 を 見せ 

なくなった、 幽鬱な 感じの する 女だった が 今夜 それが 「隨」 で 一役 を 持って ゐた。 不思議に 今昔の 感に打 たれた。 三 島君ノ 

久米 SST 山 W 隆彌、 1： 田 よし子な どに 遇 ふ。 

佐 H 夫人 も 來てゐ た。 此夜十 一 時半 頃 宅" 

七月 八 8。 (十 曜日) 降りみ、 降らず み。 朝、 隆 三と 小 田君來 る。 家の 阔 を见 せて くれる。 中々 よく 出 來てゐ る。 

朝、 成 城小藥 校に 行き、 行 光の 成 1^ に 水泳に 行く こと を 小 田 先生に 託す。 それから 子供達 ni 入と 种 尾に 行く。 母上 ea: 物に 

外出 屮、 後歸宅 せらる。 暫 らく 話 をして から 又、 三 子と 共に 歸宅" 

夕方、 i^H:FH信干來訪" 靜 かに 話す。 結婚 を しないと いふ 決心が Senti ョ eutalism から 來て 居る 樣 だと 危險千 萬 だから、 そこ 

をよ く  性に へ考 へて、 十分の 覺 悟が 出來た 上の 事に したら よから うとい つて やる。 <K 寧頃歸 ろ。 今日は 大 頸の 短 かい 

人の やうに 見えた。 

七月 九 nr  (HI 日) 激 風。 時々 雨" 森 i: 外 氏が 萎縮 の爲 めに 死んだ。 この 人が 明治 以降の 文界に ？；：：： 獻 した 所 は 決して 

少しの^で はなかった。 彼 はおし どこまでも 情熱の ない 人だった。 批評家だった。 彼の 創作と いへ ども 結局 は 或 一種の 形式 

の 批評で あると いへ る。 

^の 汽ポ でお 千代さん の 所に 行き、 靜 かに 半 曰 を 過す。 新 小 說の两 田： 大香 氏の 說を讀 む。 如何しても 腑に 落ちない 所が あ 

る- 脂が あ 。 すまない とかす むと かいって ゐる やうな 所が ある" 聖德 太子の 三 機 分立 的な^ 法の 見方と 自分の それと がー 


右 お 武 郞 仝 築 ^is- 十 四 八 八 

致して ゐ るの を 見出した といって 隨 喜して ゐる。 旅 順に 肉彈 になり に 行く 友に 死ねと いひ、 自分 は 平和の 爲 めに 死ぬ からと！ 

宣言す る。 如何 も その 邊の 心理， 状態が 更らに 私に は 分らない。  ， 

お 千代さん が 私の 事 を 得體の わからない 人 だとい ふ。 其 言 蔑 は 痛く 私の 心に 沁む。 資際私 はさう だ。 如何しても 其 矛盾 か 一 

ら脫 しなければ 私の 生活 は 純一 に歸 する 事が 出來 ない。 夕方、 歸 家して 暫 らくして ゐ ると 新築 家屋の 技師が 來る。 行郞の M 

屋 で面會 する" 結 ilg 家屋 は 中々 高價な ものに なり さうな り。 <s、 恐ろしい を 見る。 誰か どひ どく 私 を 侮辱した ので、 我 一 

慢 して ゐ たが それに 忍べ なくなり、 大 聲を發 して 母と 行 光と を 起して しま ふ。  j 

稻が 三 四寸に 延びた。 

七 月 十日" (月曜日) むし 暑い IH、 夜に は 雨" 朝の 半日 を 中元の ことに 忙殺される。 こんな 馬鹿げた こと はない。 

十一 時 頃、 獨 逸から 歸 つた 高 松が 訪ねて 來る。 歐洲の 話 を 色々 聞き、 彼 所の 世界が 瀕死の 狀 態に あるの を 聞かされる。 成 一 

程と 思 ふ。 傳統の 如何に 拔き 難き か をつ く <\ と 感じさせられる。 賽食 後、 同氏 歸る。  一 

小 田 氏 來訪。 プリ ュ • ブリ ン ト 成る。 新聞への 廣吿 文案 も 出来る。 

足 助と 橋 浦と 來る。 足 助 は 頭が 惡 いので 訪ねて 来たとの 事だった が、 こちら も 頭が 惡 いので 十分の 話 も出來 ず、 不本意な 一 

ま.. t 別れる。  i 

橘 外 男 氏の 「太陽の 沈む 時」 が ニ册來 る" 序文 を 書いた ものな り。 橘 氏の 序に、 私が 北國の 冬の {人& の やう だと 書いて ある。 

聊か 意外の 感じが する。 此頃氣 持ちが そ ん なに 淋しく 冷たくな つたの か と 思 ふ。 

足 助が 歸 つてから 夜に かけて、 手紙の 整理 をす る。 京都の 勢 田のお たまさん から 手紙と 共に 寫眞 を绘 つて 來る。 束髮に レー 

て 犬 を 抱いた 處 だ。  一 

八木澤 君の 所で 四日に 女子が 生れた とい ふ 事 を 知る。 隨 分悲觀 した 手紙 をよ こした が 私は大 によろ こんで やった。 一 

何だか 知らないが、 恐ろしく 琳 しい 日だった。  ， 


へ I ゲ會 では、 fSiS 亞が大 に 氣焰を 擧げて ゐる樣 子 だ" 露 は 他國の 感情 如何に かま はず、 獨 逸と 結んで やって 行つ 

たら、 大にカ を， 得 る^が 出來さ うに 思 はれる が。 レ-' ニン 危篤の 報が 傳 へられた が、 虚報であった らしい。 

七 月 十一 or  (火曜日) 朝 はすつ かり！ i つて、 雪で も 降りさ 5 な 雲の 色だった が、 甕 頃から 段々 晴れて 日の目が 見える や 

うにな つた。 

朝、 so 

S ト： は、 今 G は 私に は惡ぃ 日で 八方 ふさがり だから、 發足を 延ばし たらと 言 はれた が、 私 は それに 頓層 せず、 北海道 出發 

の 準備 をした。 

朝 は、 中元の 事 を 全く 濟 ませる。 午後から 隆 三 来る。 彼の 外遊 中の 借金 一 萬 四千 圓を 返却して くれる" II 用の カラ-' とシ 

ャミ 皮の^ 資 的-跪 入 を 企て、 ゐ るとの 事 だが、 うまく 行けば よいが。 荷 支度 を 全く 濟 ませ、 久し振り にて を 引く。 もう 弓 

を 引いても よい 様な {^j:;^ の 乾燥の しかたに なった。 母上 は 1 寸山 本に 行かる。 直 .M、 直忠の 外遊に 就いて 母堂が 悲しんで ゐ 

られ るとの 事" ク 食に は 母上が 鷄飯を 作って くれられる。 行郞も 早く 歸 つて 來て 一 同で それ を 喰 ふ。 行郞に J_ ほられ、 自動 享 

で上野に行き八時の汽^51.に乘る。 上野 邊は博 覽會の 客に て 中々 賑やか。 P:atform から 見る と、 博覽會 内の 花火が 見える。 そ 

れに Seardi-light が、 か やき か、 る" 昨日の 新聞に よれば、 日本に 一 つより ない 航空 船 (軟式) が、 火を發 して 燒 けて しま 

つたとの 事。 

汽車 も 客 多し。 上の 寢臺に 九 時 頃から 這入り込む。 九 時半 頃 向 ひの 寢！ 一 に 美しい 大柄な 姙婦が 来る。 その 赤坊が 夜通し 泣 

くので.^.々 寢 つかれない。 

坊や はい.^ こだ、 わんね しなって さ 

坊やのお 守り は何處 にいた つて さ 

とい ふやう に、 r つて さ」 をつ けて 子守歌 を 歌 ふ。 それが いやだった けれども 其 敬に は 哀しみ を 催した。 日本の 女が 持ち た 

後の np^  四べ 九 


有 sL? 武郞仝 雄 ^十卷  网九 C 

唯一の 歌ら しい 歌 はこれ だ ひ 

4Jrr 十一 ItT へ K 摆日) 朝、 四時 半に うつらく と 結ばれて ゐた 夢が さめて しま ふ。 窓から 外 を 見 6 と、 米澤 附近 を汽享 

が 鬼って ゐる。 曇った {t^ に合歡 木の 花が^い てゐ るの が 見える。 水田 は 一般に 出來 がよ いやうな り。 

六 時 近く 山形に 驚き satfrrm で 顔 を 洗 ふ。 

食堂 こ 行 くと 外 V がゐて 話しかける。 ぎもョ S  g ユ に ating の expert で Fred.  Dortzbacli とい ふ 入な り。 Slcora か 千 五 百 

圓 くら ゐで 一 切 据ゑ附 けられる やうな こと をい つて 居た" 近 江の Wallace 氏の Corporation の 中に ゐる 人の 由。 日本に 來て 

から、 まだ 二 ヶ月の 由なる も、 日本 飯 も 喰 ふし、 話 も 注意す るし、 中々 よさ さうな 人な り。 賴 むなら この 入に 頼む とい- -と 

S ふ。 

Dostoievesky の 「由 痴」 を 讀む。 此度 は、 はじめて 彼の 肺腑に 入り 得た や， つな 心地が する。 一見 無技巧に 見える 彼の 筆路 

こよ 矢張り 手 i.?- た 技巧 も 見える けれども、 その 中心に は 容赦な き saHst の， g が琉 れてゐ て、 彼の 欲せざる にも か- 1 はら 

ず、 彼 を現竄 の 方へ と 導き、 美醜の 方面 を 明らかに 示す ものの 如し。 

途中、 さして 記 錄 すべき 事な し。 

八， 郎 潟の 遠望 は 中々 よし。 其邊の 水田の 宏濶 なる は 越後 を 凌がん とする もの あり。 豐 作らし。 百姓の 朝が けの 働き ュりも 

勇まし。 彼等の 動いて ゐ るの を 見る と、 此邊に 農民と しての 社會間 題が 最近に 起る か 如何 か t 疑 はれる。 彼等が 本當 に自覺 

して 自主の 半 ー活を 始める の は 何時の 事な らんと 疑 はれる。 時々 すっと 淑 しい 氣 分が 胸の 中 を 氷の やうに 流れる。 此十^ 程考 

へぬ いて ゐた 事が、 いよく 實 現される のかと 思 ふと 潘 しくなる の だ。 望が 達せられる とい ふ 事は琳 しい もの だ。 お \ そォ 

は 眞に潘 しい もの だ." 如 11： いふ 意味な の だら 5" 

陣屋から こっちに 來 ると 急に 靑森 らしい 磽确の 地に なって しま ふ。 七、 八 年 前 あの 邊を 通った 時には 杉 森の 神々 しい 程の 

ものが あった と 記憶す る が、 今 は 全く 坊主 山ば かりにな つて ゐ るの に は 驚く。 


I 一-時 二十 分 gl;、 靑 森に 清く。 靑森の停^5?.場待合には此三年程も行かなかったのに、 矢張り 昔の ま- <  のボ， ィ四 五名が ゐる 

の に^く。 

入 fM 雲が 地平線 近くに 现 はれ 出る のを兑 る" 栴两 晴れの 證か。 夏 近し。 

四時 半の 田 村 丸に よって 發航。 船中に て s\va..hmore  College の President だった とい はれる 人の 家族と-; g 會- swathsore は 

Ilaverrord の f こ ot-ball の rival だとい ふので 大いに 喜び 合 ふ。 波 左程 高から ず。 九 時 十五 分 nisi に 

還く。 ポを 走らして 町に 行き、 傘、 萬 年 筆、 及び Sweater を 買 ふ。 全く 該ぃ 程な り。 七月 も 半ば だ 

と いふのに 松 羽織 を 着て ゐる 入に 遇 ふ ) 巡查 など は 白 服の 上に マ ントを 羽織つ て さうな り。 

十 一 時の 汽車に" おる。 割合によ く寢 たが 夜中に 大地 露の 夢に 犯され 跟を i? して 3^ ると 汽車の 動 

描と 昔！： なりし に 苦笑した。 

七月 十三 B  (木曜日) 黒松 內で跟 が m 仏め る。 四時 頃 空 は 41 つて ゐた。 

名：： n あたりに は 夥しい 水田が 出 來てゐ る。 此邊 ー帶が 存外 開けた のに は 驚かされる。 

六 時 二十 五分 汽^が 徐行の やうな 進行の 後 狩 太に 着く。 吉川、 春 雄 其 他 小作の 人々 數 人出 迎 へて 

くれる。 容= ^ならぬ 冷氣だ U 

家に. 笛 報 を 打ち、 事務所に 驚く。 いたどり が 延びて 丈餘 になり、 苳も 久しぶりで 珍ら しく 大きく 

なって ゐ るの を た。 

0- 場に は^ 雄の^ 偶と して、 若い 女 が 一人 加 へられて ゐた。 おひで さんと いふの だ。 牛 <Kc も 出 

釆、 米穀 小屋. - 造られて 居た。 牛 は 後年 私が 小さな 住居で も 造らう かと 夢想した その 所に 造られ 

てゐ る。 ^務 所の 周團に 茂って ゐた、 いたやが 米穀 小屋の 前に 四 本 植ゑか へられて ゐた" 庭に は^ 

级 と芍藥 と 小^と 蠅取 抱-十の 類が 咲き ほころびて "る。 北海 退の 花の 色 はこの 上な く 美しい。 

？ おの u  九 一 


•f? 鳥武. 郞な第 ^十 5^  g: 九 一一 

餘り 寒い ので 春 雄の 袷 羽織 を惜 着して ゐる 中に、 天候が すっかり 恢復して 何ともい へぬ よい 晴； 大 になった。 西南 方から 凉 

しい 風が 吹きし きる。 朝 M 後疲勞 出で • 九 時 頃から 十 一 時半まで 安眠。 後 入浴。 全く 元氣を 恢復す る。 - 

午後、 士 口 川、 まさ 公と 共に 場内 を巡覽 する。 麥 尺餘、 小豆 芽生えた ばかり、 -fsl 麻 は 花 をつ け、 大豆 は 四五寸 になり- 玉蜀 

黍 は 二 尺ば かり、 稻は 丈け ニ寸 程より 五六 寸 程に 及ぶ" かぼちゃ は 十分に 葉 を 擴げ花 はま だ， おかず。 葱に は 丸き 花つ き、 苜 

稻は花 ざ かり、 チ モ シ ， も ラ ィ グ ラ ス ，7^ 穗を抽 きたり。 

W 水路 は 殆んど 完全に 出來 上って ゐ る。 告 川の 大 なる 苦心 を 察する 事が 出來 る。 水 ST も 約 三十 町歩が た出來 上った" 高臺 

と； に 角地と を 廻って、 一 曰 一 事務所に 歸る。 立派に 熟した 莓と、 氷の 如く 冷えた 牛乳との 馳走になる。 美味。 それから 又 

I1J 人で タップの 方に 行く。 こ、 に は 盛んに 水田が 出 來てゐ る" 山 森 爺さん、 七十 五な りと いふが 矢張り 元氣に 働いて ゐ る。 

歸 場の 上 入浴" 

螺譬梵 王 一目く、 仁者 心に 高下 あり、 佛 簾に 依らざる が 故に、 此の 土 を 見て 不 淨 となす のみ。 舍利 邦よ、 菩薩 は 一 切 衆生に 

於て 悉く 皆. や 等な り。 淸淨 にして 师の 智慧に よれば 卽ち 能く 此の 佛 土の 淸淨を 見る 0 …… 譬 へば 諸 天 寶器を 共に して 

食 ふ も 其の 福 德に隨 つて 飯 食 4、 あるが 如し。 是の 如く 舍利 弗、 若し 人心 淨 ければ 便ち 此の 十： の 功 德莊嚴 を 見る。 

是の身 は 聚沫の 如し、 撮 摩すべからず。 是の # は 泡の 如し、 久しく 立つ を 得ず。 是の身 は焰の 如し、 渴 愛より 生ず。 是の 

身 は si の 如し、 中に 塑 ある こと 無し" 是の身 は 幻の 如し、 顚 倒より 起る。 是の身 は 夢の 如し、 虚妄の 見たり。 是の身 は 

影の 如し、 業緣 より 生ず。 是の身 は 響の 如し、 諸の 因 緣に屬 す。 是の 身は洋 雲の 如し、 須臾に 變滅 す。 是の身 は電の 如し、 

念々 に 住せず。 是の身 は 主な し、 地の 如しと 爲す。 是の身 は 我 無し、 火の 如きと なす。 是の 身は壽 なし、 風の 如きと 爲す。 

是の身 は 人な し、 水の 如きと 爲す。 是の身 は實 ならず、 四大を 家と なす。 


是の身 は 空たり、 我々 所 を 離る." 是の身 知な し、 草木 瓦礫の 如し。 是の身 作 無し、 風力の 轉 ずる 所な り。 是の 身不猙 なり、 一 

5|.€充1 す U 是の身 虚偽たり、 假に揉 俗 衣食 を 以てすと 雖 >  必ず 磨滅に 歸す。 是 の身災 たり、 百の 病惱 あり。 是の身 丘 井一 

の 如し、 老の逼 る 所と なる。 是の身 無常な り、 要ず 當に 死すべし と爲 す。 是の身 毒蛇の 如し、 怨誡の 如し、 {<> ^聚の 如し、 一 

陰界 諸人の 共に 今 成す る 所な り。 

SFiiL" 機 那に言 ふ  一 

ウレ； -ヅ 力- ソキ fc I' シ n レヺャ プル ナカ レ 

彼自 1;^ 勿 之-  一 

七月 十四日- (金曜日) 今日は 珍ら しく 日本晴れに 晴れて、 而 かも 凉 しい 風が 函 南から 習々 として 吹いて ゐた。 何ともい 一 

へぬ すがく しさだった"  • 

朝、 礎の 帳簿 を 見た U  一 

^$3^ら士：！川に案內されて普く場内を巡視した。 灌漑 溝が 立派に 完成され て 水田が 三十^ 歩ば かり 出來 上って ゐた 稻は 111 一 

四寸に 延びて ゐ たが、 所に よって は 新田で ある 爲 めにあ はれに 見える 所 も ある。 「こんなに 場 が 立派に なった のを兑 たら、： 

場 主 は 恐らく は 慾が 出て 土地 を 抛棄す るの を ひかへ はしない か」 と 誰か t いったと か吉 川が いふ。 そんな こと はない。 私 は 一 

そんな ものが 出來 るの や 見て 益 i 物淋しい やうな 感じが する" 三角 地の 中央 あたりに 淸 冽な 淸 水の 湧いて ゐる 泉が ある。 1 一 

喫 股 を 洗 ふに 堪 へたり。  一 

午後、 木 W 金 次 郎君が 訪ねて くれる。 夜 十二時 近くまで 話す。 時の 顯 念に 關 して 彼 は アインスタインの 如き 考へを 成せり。 一 

我等 は 時の 流れ を 逆って 励く、 時， な、 亦 動く。 然 らば、 過去、 現在、 未來は 畢竟 根據 なき {仝 想に 過ぎざる に 似たら ず やとい ふ 一 

のに ある。  一 

1^取 後 の = 記  ra: 九： 二  一 
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此 HI 夜 八 時 gg. 外 を 見る と 樹木 ゃ萆 叢な どが 丸で 月 あかりの 中に ある やうに 見える。 其の 光り は 西の方から 來る。 月の 光 

りに して は變 だと 思って よく 見る と、 M セ コア ン嶽の 奥に 沈み 切った 落 暉の殘 噴が こんな 現象 を 起して ゐ たのだった。 露 西 

亞邊 にある 白夜と いふ 感じ を まざ /\ と 感ずる ことが 出來 た 。 

《夜く たびれ てよ く寢た U 

馬 鈴薯の 花^き、 麥穗に 出で、 竟蔓 枝にから まり、 稻の穗 四 五寸、 玉蜀黍 三尺 程、 かぼちゃの 葉擴 がり、 紅白の ク ロバ ー 

^^！り、 カツ コ ー、 駒鳥、 稀に 鶯。 駒鳥 は 落 H の 後 迄- 

セ 月 十五 (土曜日) 暴り。 夜 來强^ があった 爲め 道路 は ひどく 惡く なって ゐる" 午後 二 時半 頃、 森 本 君、 小 林、 核 田 

の兩 助手 を 連れて来て くれる。 木 田 君 は 行きち が へ に歸 る。 着 場の 上す ぐ 森 本 君 を 案内して 農場 を ま はる。 非常にむ し 暑し。 

歸來 入浴。 夜 は 組合の 相談 や、 土地 共 狩の 議論になる。 小 林 は 帝 大法 科の 出身で そのい ふ 所 を 聞いて ゐ ると 如何にも 常識 

的で 而 かも 功利的 だ。 あすこの 大 學の氣 風が 窥 はれる やうな 所が ある。 投田^^^は今年卒業の札幌出身者だが、 落着いて ©H. 

目な 好靑 らしい。 質問な ども 極めて 質實な ものであった" あの 靑年 は將來 蛇^ 立派な 學 者になる と 思った。 若し 彼が 基督 

敎 理に從 つて 低級な 平和主義者 にならず、 自己の 要求に 從 つて 進んで 行ったら、 單に學 者で あるば かりで なく、 あろ 實行を 

爲し 得る 人で あるか も 知れない。 然し それに は 彼 は reSne され 過ぎて 居る か 知らん い 

此夜 十二時 半： 就寢" 

4： 月 十 穴 (H 曜日) 半晴" 朝， 吉川を 呼び、 總 がかり で 農場の 內容 について 調査す る。 午後 二 時 何分 かの 汽車で 三人 

は歸札 = 

i 二人 を 停車場に 经り、 水力 發電所 を 見に 吉 川と 行く 途中、 そこの主任金子祐^^に遇ったら、 氏 は俱知 安に 行く 所 を 引き返 

して 普く 場內を 見せて くれた。 現在 水力 電 を 起す につけての 發 動機 は Francis  Turbine と Pelton  wheel とで 前者 は 主に 小 

規模な ものに 用 ひられて ゐる さう だ。 此處 でも 前者が ni 個 用 ひられて ゐ る》 


ボルト A ァ ンべ ャ-' は 水力に 於け ろ 水！！ と 水 重との やうな 關係を 爲 す もので、 ^差 を 多く すれば 少しの 水 重で 水力 は 出る 

やうに、 ボルト を 高く すれば 少しの アンべ ャ ー で 同じ |£ リカ を 出す ことが 出來 るの だが、 ボルトが 高ければ 高い 程 35^ 電には 都 

合が い. -の だ" 水 ；3? が 多ければ それ を 入れる のに 大きな 器を耍 する やうに、 ァ ンべャ ー が 多ければ それ を 電す るのに 大き 

な 線が 必！ il- となる の だ。 又 アン ぺャ ー は小錢 で、 ボルト は 金貨の 如しと もい へる。 经 金す るのに は 金貨 を 以てする 方が (多 

少 の兩替 はは 出して i) 安くつ くし、 實 用に は ボルトが 高き に 過ぎて 困る 故、 アン ぺャ ー を 高く する やうに する ので ある。 

^琉、 交流、 脈 流 —— この 中、 交流 は貯赏 する 事が 出來る 故、 電ポ、 ^場 等に は 交流 を 相 ゆる をよ しとし、 醫 療には 主と 

して 脈 流 を 用 ひる。 云々。 

場 內一 覽の 後、 ピンポン など をして 時間 を费 やし、 五 時 三十 分 鼓の 列 にて 氏と 共に 狩 太を發 す。 金子 氏 は惧知 安に IHal. 

私 は小澤 にて 木 田 君に 迎 へられ、 田 坂、 前 W 等の 水田 地 を、 たそがれの { 人 化の 下に 見やりながら 七 時半 岩內 についた。 十三 四 

人の W 迎へを 受けた。 

入々 はお 內のム が 久しぶりで 歸 つて 来た やう だとい つて よろこんで くれた。 藤 田 旅館の 主人 榮八 氏が 是非と いふので、 御 

绅， S 町 田 旅館に 泊る ことにな り、 そこに 行った。 薄い 髮の 毛を橫 撫でに した 馬 顔の 生 人が 大騷 ぎで 接待して くれたが、 餘 

りため 持ち はよ くなかった。 木 田 君が 餘り郵 sl^: にして くれる の も、 私に は 却て 心苦しかった。 そこで 〈巧 へられ もしない 馳走 澤 

山の夕<:^^^供せられ、 すぐに 町-曾 議事 に 行った。 人々 は旣 につめ かけて ゐた。 町長の 小 田 切亮次 及び 助役 某 もやって 來て 

ゐた。 小 田 切と いふ 男 は 一 見 昔風の 役人 じみた 人間 だと 思った。 八 時 頃から 調 話 をして 九 時半に 及んだら うか。 それからつ 

ぎくに n 問が 述發 された が、 明快に 答 辯す る ことが 出來 た。 a: 分の 氣持 ちが 自分に すっかり 落 辯いた 事が 察せられる。 宿 

に歸 ると お.：^ の 人達が 押し かけて 來て、 下の 座敷で 三十 人 程で 十； 一時 過ぎ  一 ^頃まで 又 話し合った • 實に 1 12 の^ 心なのに 

は^く 外なかった。 

セ 月十セ or  (月曜 H) 朝、 四時 半 頃、 沖釣に 行って 居た £LT 賊 釣船の 歸 港で 夢 を 破られた。 階： トで 女中 や 番頭が 話 をして 

is! の 口-冗  四 九-五 
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ゐる のかと 思ったら 窓 前であった。 そこに は 女房， 娘 連が 迎 ひに 出て 來てゐ て、 器具の 類 や 捕獲され た 魚類 を 家路に 運んで 

行く。 船 は 漁夫の 掛聲 と共に 口 クロで 濱に 引き上げられる。 IT が 沖合から 群を爲 して 集って 來て、 そこに は 烏 も 居た が、 互 

ひに 妙に 繩張り を 守って か 喧嘩 をし ない。 何時 見ても 働いて ゐる人 は 男女に よらず 美しい。 見て 居る とひ とりでに 其 美し さ 

に淚 ぐむ。 働きながら 互 ひに 交 はす 一 つの 言 紫 一 つの 微笑 も 美しい。 かけ 聲は あの 北海道 獨 特の辦 しい 調子 を 持って ゐる。 

八 時 頃 木 田 氏が 來て、 それに 二 一 二人の 人が 加 はって、 木 田 君が よく 寫 生に 行く 某氏の 莊 園に 遊びに 行った。 途中、 游驟. 也 

を 過る" 右手に 大きな 煉瓦造りの 建築物 を 見た。 倉.： M 會社か 何かと 思って ゐ たら それが 妓樓 ださう だ。 窓に は 鐵のボ ，卜が 

はめて あるし. 窓ガラスに は 糊が ひいて 而 かも 何れもが 堅く 閉 されて ゐ る。 1 揮. 異 機の 不快 さ を 持って ゐ る。 莊 園の 中には 

お爺さんが ゐて 私達 を迎 へて くれた。 其お 爺さん も 昨夜 は 話 を 聞きに 來て くれたの ださう だ 。非常に 美しい 紫色の ぁぢ さゐ、 

菖蒲、 薔薇、 など。 亭に莫 蓮 を 敷いて くれて、 やがて 其 家 (といっても 留守番 人な り) の 娘さんが サ イダ， を 持って来て くれ 

た。 丈け の 高い、 此 地方 特有の 從順 さうな、 稍 肉感的な (能の 面の やうな) 容貌 を 持った 美しい 人だった。 ふと 思 ひついて 同 

行の 人の 持つ て ゐる扇 面に 萬 年 筆で 敬 を 書い て與 へ た。 其 娘さん (と い つ て も 物 慣れた 樣 子から 私 は 人妻 だと 思 つ てゐ た) が 

砠 箱と 紙と を 持って 來 たので 歌 1 首を霤 いた。 あとで 木 田 君の 話す 所に よると、 其 人 は 親が どうかして 多少の 金に 窮 した 爲 

め、 かの 牢獄の やうな 妓樓に 身 を 費って ni 年の 年季 を 勤め上げ、 而 かも 多少の 貯金 をして 去年と か歸 つて 來 たの ださう だ。 

高等 小學 校な どは最 優等で 卒業した 人 だとい ふ 事 だ。 小 樽 あたりから、 嫁に もら ひたいと 此頃 頻りにい つて 來 るの だが、 そ 

れ には更 らに應 じないで ゐる さう だ。 それ を 若し 私が 彼女に 遇った 時 知って ゐ たら、 私の 彼女に 對 する 心持ち は どんなに 動 

いたか も 分らない。 

九 時半に 女子 小 € 校に 行った 。而 して 其 講堂で 男子校から も 集って S 年 以上の 牛： 徒 六 百 名 程の 爲に話 を させられた。 淚が出 

て； 方がなかった。 執 になって 五十 分 程 話したら 職が つぶれて しまった。 そこに は梅澤 とい ふ岩內 一 の 富豪 も 來てゐ た。 

その 息子の こと を 私 は 「生れ 出る 惱み」 の 中で 惡く 書いた の ださう だ。 其 人 は 今でも 私に 對 して 恨み を 懐いて ゐ ると いふ 事 だ。 


それから 木 田 君の 家に 行った。 海岸に 面した 二階家で、 かなり 古く さびれて ゐる のが 知れた。 父上 は 私が 十 時 何分に 發っ _ 

ものと 思って 停ポ 場まで 经 りに 行って くれた さう で、 襪祥 I 枚に なって ゐた。 二階 は 二 間から 成って ゐて、 手前の 間に は 木 一 

田 君の 花の 靜 物が か k つて り、 奥の間に は 粗末な 木 田 君の 机 (砥 箱と コップに ill のして ある もの) が Si いて あり、 床の間に 

は 私の^ S3 とミレ ー、 セザ ンヌ の！ Ii:lK、 及び セザ ンヌの 霄簡が 1 つの 額に 入れて かけて あ 4、 壁に は、 ミケ ラン ヂェ 口の シ 

ス テン 银賓の 一 部の^ 製が か- - つて ゐた" こ>^にゐて彼は働き、 且つ 考 へて ゐ るの だら う。 港 內には 泥 淡 ひ 船が 繫 がれて ゐ 

て、 ；：： 十簏圆 の： 没 泥 工事の 爲 めに 頭の 心まで 響く やうな 音を立て.. -ゐ る。 朝の 四時から 晚の 九^ 頃まで さう やって ゐ るの だ 一 

さう だ" それ故に 强 ひて 泊める こと を やめた の だと 君 はいふ。 そこに 木 田 1^ の 親友の (缺 字) 君が、 什 率 清の ま. -で やって 來； 

ろ。 而 して 岩 製 liT 象と 船 持ちと 船 夫との 關係 について 述べる。 現在 岩 內には 約 三 百 四 五十 艘の川 崎 船が あって、 漁夫が 一 

約 千 人 £ え 化して ゐる さう だ (練の 期が 來 ると 更らに 三千 人位 外來 するとの 事 )0 それ 等 は 船 持ちに 對 して 前^ をす る 事 を以」 

て、 彼等の 生活の 一 つの 途 だとして ゐ るが、 實際其 生活 は 悲慘を 極めて ゐる。 鑛山勞 働 者な ど は それから 比べれば かに 挺 

越な 處にゐ る。 縱<? 海上で 仕事の 稱牲 となる な 事が あっても、 彼等の 得る 處 は三圆 程の Ijss- と、 前借 を 帳消して 資ふ 位に 

過ぎない。 而かも其人達は其！^？：窮を以て年中船持ちの脅威となってゐる。 一方 製造 家 は 船主から 非常に 安い 價格を 以て 漁獲 

物 を s:Itt り 速 かに.：！ n 分の 懐 を 肥やして 行 さつ 、ある。 かう いふ 有機で 中間に 狭まれつ. -、 船主 は 全く 立瀨 がない とい ふの だ" ： 

然し 私 は 云った" それ は 現在の 經濟 制度で は 船 持ち は 進んで 齊 本家と なる か、 勞働 若になる かの ニ^より ない。 ^311; はさ 一 

うなる の. にと。 }m して そこから 草 命の 火 は 燃え 上る。 階級！？ の^ 離が 甚 しく 擴 がるから だ" そこで 燮食を 葉 ひ、 或 入の 依 i 

によって 一 枚の 絹 を き、 それから 三 十 人 程の 人と 一 緒に 岩： S から 約 一 里 ほどの 離に ある 安達 淸古 氏の 牧場に 行く。  口が 一 

霣の 問から 漏れて？ 泡 山が 天 餞絨の やうな 藍 を呈 し、 圓ぃ 山の 上に は 麥と燕 麥と榮 種の 赤い からとの 綺が 織りな されて ゐる 。一 

相 常の 老人の 安達 氏 は 其 細君、 一人の 息子、 二 入の 娘と 共に 河邊」 席 を 設けて 歡待 を^め て くれた。 何とい ふ氣 持ちの よさ 一 

か。 私 は そこで ホ牛. 'トマ ンの 詩を朗 SSS: した。 グミ の實が 赤く 實り、 西洋クルミの樹慮は^1"桐の.^く、  S! な ii-s^ と 輕ぃ菓 一 

お 後の 日記  四 九 七  一 
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子。 時間の 短い のが 惜 まれた" こ. -の 老人 も 昨夜の 講演 を 聞きに 来て くれた さう だ。 出發 前の 二十 分 程に そこに ゐる 限りの 

人の 扇 面 や 短 册に何 か 書き、 寫 眞を寫 して もら ひ、 岩 內に歸 つて 四時 半の 汽車に 乘り、 木 田 君に 伴 はれて 農場に 歸る" 夜、 

木 田 君に どれ 程と まれと いっても 如何しても 聞かないで 遂に 歸 つてし まふ。 

この 夜 疲れて よく 眠る。 

七月 十八 nr  (火曜日) 此日 郵便局 長 木 村 氏が 来訪す。 話して ゐて 不快なら ざる 人な り。 何 かかに か 話す 中、 晝 になる。 

中 食 を 供す。 この 日 午後 二 時に 農家 一同 を 集めて 話 をす る 事に なって ゐる。 定刻に 神社の 處に 行って 見た が、 まだ 七 八 人し 

か 來てゐ なかった。 ：s が 薄曇りで ひどく 暑い 日だった。 やがて 諸方から 晨 民が だんく 集って 来た" 一人の 百姓 11 それ は 

もう 此 農場に 二十 年の 餘も 住んで ゐ ると いふ 入 11 が 馕舊談 を やって ゐた。 其 人の 話に よると、 後志 川に は 勿論 橋 はなく、 

舊 市街地に は 僅かに 三 軒の 家が あつたき りで、 辦し いもので あつたとの 事、 彼 は 又 水田に も 相當の 自信が あるら しく、 色々 

の 話 をして ゐた" 雪の 中に、 田の 中に 牧草の つたの を播 いてお くと、 雪解けと 共に 牧草 は 熱 を 持って ぬらく になって ゐ 

るから、 其 儘 田の 中に すき 込む とこの 上ない 肥料 だとい ふ 事。 今日の やうな 晝も夜 も 同じ やうに 蒸す 天 氣は惡 い。 人 體に惡 

く 感ずる やうな 天 氣は稻 作に も惡 いに 決って ゐる。 晝間 はいかに 熱く とも、 夜 冷え こむ やうならば 日中に 水がぬ るんで ゐる 

故， 稻の根 は 害されずに 葉 だけが 凉 しい 風の 爲 めに 生きく となる 効果が あるが、 今日の やうな 天氣 では 葉 は 冷えない から、 

從 つて i3 蟲も發 生し 易い とい ふ 事。 植樹の 事に も 相當の 經驗を 持って ゐる らしかった。 ある 年储 はれて 落葉松の！ を やつ 

た 事が あつたが、 其 時 監督に 來てゐ た 人の 植ゑ方 は實に 素晴らし いもので、 其 行程 も 常人の 十倍 位 はやるし， "^植 ゑた ばか 

りの 苗木が 何年 も植 つて ゐ たやう に 堅固に 地面に 着いて ゐる。 自分 等 は 土 を 掘りく り 返して 植ゑ るが 故に、 木の葉が 裏の 

根に 這入り込み、 そこから {t^ 氣が通 ふので 枯れが ち だが、 其監 誓と いふ 人の 土の 掘り かたは 單に 鍬で 地上に 十字 を 切り 其 一 

角 だけ を 鍬で 一 寸 掘り起し、 そこから 苗木 を さしこむ と、 掘り起した 土 を そっと 蕴 して 一 踏み 踏む の ださう だ。 それ だから 

土 も 崩れて はゐ ないし、 も 侵 徹しない 譯だ。 一 . そんな 話 を やって ゐた。 最後に 第二 農場の 人々 が 集った 所で、 私 は 立ち 


上って 大 左の やうな 趣 皆の 事 をい つた。 (趣 Ik に 就て は 「泉」 第一 號を 見よ〕 

農民 達 はや、 不思議な 而 持ち を 以て 私に 耳 傾けて ゐた。 

この 闩 も 何やら irsl?! ぃ半藝 りの 日であった。 

七月 十九 曰。 (水曜日) この 日、 朝 農場 を發 つて 札幌に 向った。 吉 川の 外に 農民の 殆ど 全部が 見经 りに 來た。 こんな 事 は 

I:;" てない 事 だ。 彼等 は綠が 切れ やうと する 私に 名 殘を惜 んで來 たの か、 思 はざる 利益 を た爲 めに 急に かう 親しくな つたの 

か、 其邊は 分らない。 俱知 安から は 佐 藤 眠 羊 氏が 乘り 合せ、 小澤 から は 木 田 君が 乘り八 n せ、 話 は それから それへ と擴 がった。 

小 © で 四十 分 程の 休みが あった。 其 ひまに 本 間、 高 田の 諸君が 來て、 是非 小 樽で も 話 をし ろとの 事であった。 それ を 承諾し 

た U 何しろ この 日 も 無性に 暑かった。 小 樽から 汽車に 乘 らうと すると 河 崎 君が 汽車の 窓から 顏を 出し、 僕 等の 汽車に 乘り移 

つた。 手に は 其 朝 採りた めた とい ふ 櫻 桃の 籠 を 持って ゐる。 何ともい へない よい 味の する ものであった。 河 崎 氏の 親なる 人 

が 君の SS おの 時與 ベようと 一 樹 だけ 採集せ ずに 取って おいた もの だとい ふ。 札幌に 汽車が 着く と 森 本 君 其 他が 迎 へに 來てゐ 

て くれた。 森 本 君の 家に 泊る 事になる。 庄 司の 床屋で 髮を かる。 田舍 らしい 色々 な もの を 頭に 塗ったり 顔に 塗ったり する の 

で 中々 はか 行かない。 やう やく 濟 ますと そこに 佐 藤氏が 偶然 來てゐ た。 それから 人力車で 森 本に 行く。 人力車 を 引く 単 夫 

は札幌 在住 時代から なじみの、 あのよい 車夫な り。 あの 入 を： ると 安子の 事が 妙に 思 ひ 出される。 安子 を 病院に 绘っ たの 

も、 束.： M に歸る 安于を 停^場まで ひいて 來 たの も、 思へば この 車夫 君な の だ。 彼に はよ い 心が 其 心輯に 埋められて ゐる。 車 

夫君の いふ 所に よれば、 其 細君 も 動け ないやうな 病氣 になって 永い事 臥た きりの 由。 

森 本の 子供 は 皆ん な 大きく よくな つて ゐる、 殊に 和 子 はまる で 小 天使 だ。 彼女の 無 邪氣、 淸淨な 心 は 顔にまで 突き出て ゐ 

る。 賀川 おも 彼女 を此 上な く 愛した さう だが、 僕 も 彼女 を 深く 愛せずに は ゐられ ない。 

夕 <处 後 直ちに 時計 祭に 行く。 聽衆約 六 百 人。 學 生の 殆ど 居ない wft みの 割に は 多く 集った 方な りとの 事。 約 一 時間 半 を 語 

ろ。 此收入 は アイヌ 保 1^ の 資金に 編入され るとの 事 だ。 此夜 二階 北向きの、 もとの 安子の 部屋で 眠る。 暑苦しい 位な り。 

後の n 記  ^九九 
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七月 二十日 U  (木曜； H) 又 札 幌には 珍ら しい 暑い 日が 来た。 朝 農大の 馬車で 森 本 君 is 部 先生の 所 を 訪れる。 そこに 鈴 木 

とい ふ 海：. * 屮將の 一 家族が 來てゐ た" 其 奥さんと いふの は 攝政宮 の 保姆たり し 人な りと" 非常に 感じの よい 入だった。 宫部 

先生と 園内 を 歩く。 例ながら 非常に 美しい。 攝政宮 が 来られた ので 殊に 美しくな つて ゐ るの だら 5。 それから クラ.' ク*ホー 

ルの^ 築 を 兌に 行く。 復興 期. の もので、 中條 博士の 設計に 成る もの だとの 事。 相當 によく 出来て ゐる" こ > -で宮 部 光生に 

別れ、 市内 を 見、 遠 友. S 校に 至り、 中島 游園地 を： て歸 家。 

畫 食に は 同級生の 星^、 半澤、 岩波 及び 佐 山が 來る。 時 任 博. H も 加 はる。 食事 i> ^濟ま すと 學生 達が 澤山 集って 來て 歡談湧 

くが 如し。 四時の 汽車で 札幌を 去り、 小 樽に 行き 人々 に迎 へられて、 或る g! 洋 料理屋の 二階で 四 五十人の 人々 に 話 をす る。 

jfOT んな滿 足して くれる。 それから 其 夜の 汽車で 歸途 につく。 バチ ユラ 1* マヴク ラレ.' 女史 同行。 連絡船 は實に おだやか。 函 

館で は 山 本 行 雄 君が 出迎 へて、 其 日 是非 講演 をし ろとの 事で あつたが、 日が 無い 故强 ひて 斷る。 

七月 二十 二 nr  (土曜日) 朝 六 時 東京着。 非常に 暑ヒ タキ シ ー で 家に 歸る。 皆無 事。 母上 甚だ 樂 しまざる 顔付きな り" 

どうも 理由が 分らなかった が、 あとで 聞く と 又 佐 田の 奥さんと いざこざが あったら しい。 佐 田の 奥さんが 手紙で 餘 計な 事 を 

いって やった わけなり。 困って しま ふ。 此 日の 二 時に 山 本 及び 直忠が 洋行す る 事に なって ゐ るので、 大急ぎで 支度 をして 東 

京驛に 行く。 えらい 見遼 手であった。 潢濱 埠頭に 見经 つてから、 隆 一二、 行郞、 毅 一 、 小 田 君と 共に 居留地の 方で アイス. クリ 

1 ム をのみ、 自動車 を やとって 根 岸 海岸 を 一 週して 歸家 する。 

これから 先き は 又 日記が 途絕 える。 個 入雜誌 「泉」 を 出す 關 係から、 そちらに ばかり 頭が 向いた ので 日記 を 書く 餘裕 もなか 

つた" た 京 は 今年 は 非常に 暑氣が 烈しくて、 明治 十七 年 以來の 事 だとの 導が あり、 夜になる と 奇妙に 風が なぎて しまつ 

て 閉口す る m が績 いた。 それから 八月の 十 I 日に 平 塚に 呼ばれて 行って、 I 囘 講演 をした のと、 七お の 二十 七日に 一橋の 敎 

育會 場で 女子 文化 會 といん 會に 出席して、 四時 間の 講演 をした 事 を 記して おく。 而 して 後者の 休憩時間に 私が 幼年の 時お 茶 

の 水の 幼稚園で お世話になった 喬 先生に 遞 返した よろこび を 記して おく。 


八月 十二 or  (土曜日) 

八月 十三 or  (日曜日) 

八月 十四日。 (月曜日) 

B-木崎湖に^^く。 中々 よ 

八月 十五 日" (火曜日〕 

四十 名 位 もあった らう か „ 

及び 5? 妹の 人 も來て 居ら， 


\も 


S 後の 口 記 


この 日 午後 m 時の 汽車で 輕 井澤に 行く。 同伴者 房 子 及び 千代。 夜 九 時 過ぎ 輕 井澤 着 U 

1 日を輕 井澤に て 過す。 

午前 十 時 某 分の 汽車で 木 崎； 期 大學に 向け 出 發" で 偶然 北 村 及び 他の 一 君に 遇 ひ 同伴、 六 時 

所。 松 本と いふ 町 も 一 覽。 

晴天。 朝 八 時から 十 時に 瓦って 「新 舊文藝 の交涉 について」 とい ふ 題で 話 をす る。 聽講 者が 約 百 

熱心に 聞いて くれる。 「世界 パンフ レクト 社」 の 茂 森 比が 來てゐ て 维 記 をして くれる。 佐 田 氏 夫 入 

る。 十 時から は 山 岡と いふ 法學 者が 「少年 保護 法案」 について 談る。 傍聽 す。 さして 得る ところ も 

なし 0 

午後 は 一時 半から 又 二 時間、 ホ ヰ.^ ト マンに ついて 話 をす る。 それから 北 村 氏 

等に 速れ られて 湖上に ボ-ト を 浮べる。 對 岸に 學^ 村と いふの が ある。 同 iil の 

家屋が 十 軒 建てられて ゐる。 二 千 圓づ、 で出來 たもの だと か。 かなり 殺風景な 

もの だ。 字 を 書いて くれと てし きりに 持って 來る。 夜に 至っても やまず。 うる 

.  さき 事 限りなし。 

. ,  八月 十六 日。 (水曜日) 晴天。 中々 に 暑し。 朝 は 如 例文- 藝 上の 話 をし、 十 時 

I  から 又 五六 人で 湖上に モ ータ • ボ.' トを 浮べ、 遂に 我^が し 切れ なくなって 泳 

一  ぐ。 水の 淸ぃ事 は 類 ひなし。 

午後 又ホ ヰ.' ト マン の 話 をす る" それ を濟 ますと 窗ぐ 自動 is- を 賴み北 村、 山 

本、 15^ 田の 諸君と 靑木 湖に 行き、 和泉屋 とい ふ 旅 誼に 案内 さる。 そこに 住んで 

ゐる 先生方が 親切に 世話して くれ、 舟 を 湖上に 浮べる。 時に 微雨が 來る。 

sol 
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湖畔に 住んで ゐる 老人が 獨 りで 釣 を 垂れて ゐる。 赤 魚と いふ 魚が 中々 よく 釣れる。 白馬の すそが 雪 をいた おいて 見える。 

夜、 和 泉屋の 土藏に 草で しつら へたる 細長い 部屋に 泊る。 前に は 中 綱と かいふ 小さな 湖水が 見える。 野趣 橫溢。 こ.^ でも 又 

書 をし こた ま霄 かせられる。  . 

八月 十セ B  (木曜 曰) 晴れ、 暑し。 朝 七 時 この 地を辭 し、 木 崎大學 にて 皆ん なと 別れ、 北 村、 山 本 二 氏と 共に 自動車で 

明 科の 停車場から 汽車に 誰る。 率 中 石 丸 梧平 氏 あり、 別に 話 もせず。 元 政 和尙の 傳を讀 む。 更 科の あたりの 風彔は 誠によ い。 

大分 客が そこに 降りた U 

長 野に 着いたら 入々 が迎 へて くれ、 停車場の 旅館で 中 食 を したため、 二 時 某 分の 汽車で 野 尻に 向 ふ。 

野 尻の 池 田 作 氏に は 別に 變 りなし。 長 娘が 他に 嫁いで 今は臺 灣にゐ るとの 噂 を 聞く。 柏 原から 野 尻まで 自動車が 出来て 

ゐる。 この 夜 隣 容の中 氏 夫人と 知り合 ひになる。 中 勘 介 氏の 義姉で 其 主人 は 福岡醫 科大學 の敎授 であった が、 十 年 前に 中風 

にか り 口が きけ なくなつ たの だとの 事。 翌日 その 人に も 遇 ふ。 二人ともい >J 人で 氣に 入ったり。 此夜は 蚤に せめられ てよ 

く 寢られ ず。 

信 濃 尻の 湖の 水底に にじみ 入る  、 

雲の 行 手に 物 を こそ 思へ 

信 濃路は 悲し かりけ り眞 夏に も 

憂 ひの 如く 雪の 殘れば 

八月 十八 日。 (余 曜日) 晴れ。 朝：^ く^が さめ 直ちに 湖畔に 行って 見る。 靜 かなよ い 景色な り。 朝 は 格別の 事 もせず、 午 

後から 小舉 校で 會 負の 親睦 會を する。 itt 集 者 十四 名ば かり。 去年と 比べる と大變 人數は 減って ゐる けれども、 親しい 人の 顏 


かりで うれしく  E5 ふ。 

八月 十九 or  (土曜日) 晴れ。 朝 九 時： から 小舉 校で fi^ 會を 催す。 ホヰ ブト マン。 午後 小學 校で テ- ースを やる。 宮川 氏の 家 

八月 二十日" (H 曜 ZO 晴れ。 朝 1： 樣。 午後 愛子、 直 正、 房 子が 来訪。 場所が 大層 氣に 入る。 夕方 モ ー タ！ ボ ー 卜で 湖心 

を 一 週す る。 

八月 二十 一日。 (月曜日) 晴れ。 この 朝、 愛子 等講 筵に 列し 午後 歸る。 夜宮 川 氏の 家族 來訪" 

八月 二十 一一 日。 (火曜日) 喑れ。 朝 柏 原まで 靜 かに 歩？、 八 時 某 分の 汽車で 歸 へ；^ につく。 美しい 人と^り 合 はせ る。 輕井 

、濯に は 十二時 fflr 愛子、 SK、 行 光が 停車場まで 迎 へに 來てゐ て くれる。 輕 便で 家に 着く。 母上 はじめ 無事。 

夕方から 雨が 催す。 野邊地 犬馬 君 その子 息 東洋 を 伴 ひ來り 泊す、 

八月 二十 1  一 InT  (水曜日) s り。 何事 もな し。 午 食 を 愛子の 馳走で 三 笠 ホテルで。 エリ， ナ* パブ ロバが 來てゐ る。 

八月 二十四日" (木曜； U) 暴り。 後 大雨。 十 時 頃より 異常の 大雨と なり、 風まで 加 はって 來る。 ©邊 地 君 その 雨の 屮を歸 

京す。 足 助.； ni 動 車に て 膝 かけに くるまれて 来訪。 昨夜 ；輕 井澤に 來り、 萬 松 軒に 泊った けれども、 待遇；； f 端に 惡 きため 我慢が 

出來 ずして やって来 たりと いふ。 「泉」 の 校正刷が 出来て 來てゐ る。 これが 私の 雜 誌の 第一の 出發 15! かと 思 ふと、 矢張り 可愛 

午後から 夜に かけて は 素晴らしい 風雨に なった。 私の 好きな 雨 だ" この 日 は 雨に も か V はらず 晴間は 頗る 來が 多く、 祌 

尾のお、 國 分の 叔母、 拆木 子爵 夫婦、 井高 香逕， 長泰、 その他が あった 爲め、 すっかり つかれて しま ひ、 夜， 九 時に 就寢す 

る 0 

昨夜 S 分の 叔ぉ 上來り 愛子と^ 會を 催す。 水の 歌 は、 

§  ガン-シスの 大川隈 にう つした る * 

« 後の 口， 五0 三 
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影 かも これ や 古沼の 蓮 

(紅 早し) 信 濃路を 今朝 越え 来れば 時雨して 

はるけ き 目 路の峰 はもみ じぬ 

(雨)  いづこ 經て いづこに 行く か 雨の 脚の 

聞え 聞えず 夜 を こむ るかな 

_w 扇) 复 ゆきぬ 都に か へる 汽 の 棚に 

おき 忘られし 團 扇の 上に 

(百合) かつ 咲きぬ かつ 又 散りぬ 百合の 花 

人のと つぎし その 夏の 庭 

S  思 ひ 出 も かば かりなり や 軒の 端の 

零の 昔の 絕ぇ續 きして 

八月 一一 十五 or  (金曜：：：：) 昨夜 は 雨が 晴れて、 滿 天の 星 秋の 如くで あつたが、 今朝 は 又 稍 If があった。 然し 大丈夫と 思つ 

て 足 助 を 案内 かたん \ 峠に 登る 事に する。 直： 止、 淸水、 行 三、 敏行 同行、 女中 二 入 も" 

晝食を 山 本で もら ふ。 足 助への 馳走な り。 午後より 雨 もよ ひ、 夕刻より 昨 曰 同樣の 穴ん 合 ひとなる。 新^に よれば isB^ より 

北海道の 育 部 も 大分の 損 ein ありし もの の. S し。 

母上 は鏝川 氏 方の 新築 祝 ひに 赴かれ、 雨に 閉 されて 同家に 一 泊の 事になる" 夕食後 足 助と 二 兒と樂 しく 夜 を 過す。 行 光 は 

こ、 にての 滯 在中 全く 山术 家に て 過し， 敏， 行 三の 二人 は 家に あり。 近 來の倾 向 は 甚だよ ろし。 極めて 自然なる； を爲し 

つ あり。 

八月 一一 十六 曰。 (土曜； H) 朝 六 時.！ 床。 矢張り 雨が 降って ゐる。 床 中で 聞いて ゐ ると 風が M ぎて しまって、 點 滴の 音 だけ 


の iw える のが まるで 卷 雨の やう だ。 あの 春の 雨 は 眞に日 K- に 特有な もの だと 思 はれる。 その 奥床しい しめ やかな 感じが、 却 

て その 時節 より A, 頃の 方が しみ-^ 感ぜられる。 起き 出て 見る と 雨 はやんで、 風が 方から 吹き はじめた。 今日 こそ は 晴天 

になる らしい。 朝^ 衣の ま 、で そこ こ、 を 散^す る。 朝食 後、 町に 出で 三 笠に て 井高の 金澤 時代に #3 つた 花瓶 を貿 ひ、 それ 

を持って|::.川氏を^^ねる。 母上 等、 朝食 事 中。 永 平 寺に 行って ゐる 未亡人に なった 令 嫂 も 同座。 かねて 其 は 聞いて ゐ たが、 

大變 にょい 印象 を 受ける。 それから 母上 V 共に 山 本に 行き、 暫 らく 話して 歸： 豕。 途 5. 小兒等 テ ニス を やって ゐ るの を： a る。 

足 助 も そこで 兑てゐ た" 風 V 稍 強く 大分 暑くな つて 來た。 昨日の 日付の 戶 川からの 紫瞽に 東京に も 雨が 來り、 昨朝 はやん 

だが、 朝、 爽 H 暖計は 八十 度 を 示して ゐた 由。 東京の 暑 氣が思 ひ やられる。 

八月 二十 七日。 (a 曜日) 朝 は 暴って ゐた， が 午後から 晴れ 出して、 柬 京に 着いた 夕方 は 何ともい へない 氣 持ちの よい 凉し 

い 晴れ 日に なった。 朝 八 時 某 分の 汽 率で 山 本、 直 正、 直武、 行 光と 共に 歸 京の 途 についた。 母上 は 昨日 あたりから 何 か 不快 

な ，十 をして おられる。 生活 革命に 對 する 反感が、 時 11 と共に 稱 長して くる やう だ 闲っ たもの だと W 心 ふ。 愛子 達が 停审場 

まで や』 つて 來て くれた。 途中に 隨分 暑く つて； L おった。 加 藤 博. H の 三男 も 同伴して ゐた。 乔氣な ふとっちょ だ" 家に は 章 子が 

ゐた。 夕方 行 郞が屮 歸のテ -1 ス か.. T 歸 つて 来た。 夜 は 割合に 早く 寢た。 

^：^;;;; が.：：^ に W 來た といって. .V: 派な メ  口 ンを 持って 來て くれる。 

八月 二十 八 nr  (：：： 曜日) 快晴。 今日は こぢれ たやうな 風の 來る 快晴であった。 朝 平く 山 本 一 郞が來 る" 上海から 格別の 

收^ も 収めずに 歸 つて 來 たらしい。 雜誌發 行の 相談 だが、 「勞働 社」 の 連中 は銘々 のい ふ亊 がー 致しない のでよ く  ST か 分ら 

ない といって^ いた" それから S8S に 行き 按摩 を^む" 頸筋から 頭 を もんで もらって 大に 元；^ を间復 する。 午後 は 諸方に 

手紙 を 3： きな どす。 夕方 英夫來 る。 t:ls は 盛んに 運動したり とて 日燒 けがして 多 小ノ辩 せて ゐる。 行光は朝から^^武と中^に 

テ ニスに 行き、 夕方 歸 つて 來る" 來月 一日から 中 野に 宿泊し 獨 立の 生計 を營 むの だとい つて ゐる。 夕食後、 II り 上野 驛に行 

き、 八 時の 奥； 5 線に^る。 偶然 松 村 松 年 氏と 遇 ふ。 この 夜 蒸 奢。 


有 島武. 郞 全集  < ぉ十卷  五 〇 六 

八月 11 十九 日。 (火曜日) 朝の 空模様 は 左程で もなかった けれども、 大曲邊 に來た 時から 段々 具合が 惡く、 仕舞に は 雨 を 

催した。 十一 時 五十 七 分、 秋 田驛に 着く。 相澤氏 等が 出迎 へ. て くれる。 而 して 自動車で 土手 長 町の 石橋 旅 誼 (だるま や) に投 

宿す る。 この 市に はも 5 一  つ 小 林と いふ 大きな 旅館が あり。 石橋 は 非 官僚 畑の 入が 泊り、 小 林の 方に は 官僚 及び 政 友 畑の 人 

が 泊る 事に なって ゐ ると いふ。 a 來此市 は 政爭の 盛んな 所 だとの 事 だ" 石橋と いふ 家 は 古い 家 だが 趣の 惡 くない 庭 も あり。 

女中な ども 不愉快で はない。 午後 多少の 人々 の訪 1： が ある。 一 時に 故大脇 博士の 葬儀が 天德 寺に あるとの 事で、 松 村 氏と 共 

に そこ に 出かけた。 此 旅館 は 内 町に あるの だが、 旭川と いふの を 渡る と 外 町に なり、 舊 城址なる 公園の 下 あたりに は 昔の 士 

族 町と 思 はしい もの を兒 る。 仙臺 などより 規模 は 小さい が、 矢張り 或る 崩壊の 風情 は ある。 天德 寺と いふの は 啜 手を遙 かに 

行った 山の 下に ある 禪刹 だ" たしか 萬 固山と いった。 一時 四十 分 頃柩が 到着して、 式が はじまった。 非常に しんみり したよ 

い 葬！ たった" 歸り がけに 未亡人 や、 子供さん 達に も面會 した。 

この頃から 雨が 時々 ばらく と 降りみ 降らず み 降り はじめた。 夜 は 美術 俱樂 部の 十 色會、 金砂 會 及び 敎育者 同志 會の小 集 

に 臨み、 ホ ヰ.' ト マンに 就て 二 時間ば かりの 話 をした。 會 集約 四十 人。 折 柄 土 崎に 來遊 中の 中 川 一 政 君 も 同列した。 而 して 氏 

は 十 時 過ぎに 其 友大橋 君と 土 崎に もどって 行った。 夜 古川 氏と いふ 人が 三 十 組 程 はなれた 所から 尋ねて 来た。 夜 は 蒸 暑さが 

中々 ひどく つて 寢られ ない。 おまけに 隣の 客が 女中 を 相手に 大 聲 を 出して 騒ぎ立てる。 夜明けの 二 時 頃から 大 雷雨が 見舞つ 

て來 た。 二度 ほど 市內に 落ちた かと 思 ふやうな 落雷の 音が し、 雨 はさながら 瀧津瀕 の. S く 間歇 的に 降りしきる。 碌々 寢 ない 

で 眼 を さまして しまった。 

八月 11 一十 日。 (水曜日) 昨夜の約^^通り屮川君から電話がか\って來、 天氣 たから 土 崎に 案內 するとの 事 だ。 

待って ゐる 中に やって来る。 大橋氏 も 同乘。 高淸 水の 公園から 土 崎 を 一望す る。 雄 物 川が 透 曲して 流れ、 幕 洗濱の 白砂が 

見え， 町 は IT すんで 入江の ふちに 立ちなら び、 遙 かに 赤 を 交へ た 日本 石油の 工場。 遠く 沖合に 一 n 艘程の 汽船 一 町に 這 入る と 

家 造りに 一寸 特色が ある。 


^^^！；^出城：^か八人！！となってゐる。 そこ を輕 て、 池鯉亭 とい ふ 所で 早ぃ畫 飯の 馳走になる。 金子 洋文、 八 7 野 ^三、 其 他の 若い 

入 達が 集る。 非常に 氣 持ちの よい 連中で 全く 打 解けて 色々 の 話 ケ する。 十二時 少し 過き 又 自動車に：^ られて 秋 W 市に 歸る。 

+: 崎で は 少しも 降らなかった 雨が 秋 田に 近づく とさつく として 降って ゐる。 舉 に 二 里程の 距離に 過ぎず。 その 間に は 丘陵 

とい ふ 程の もの もな， い。 記念 會 堂と いふ 大阪の 公會堂 見た いなもの が 元の 佐 竹の 甫： 臣の 屋敷 鉢に 建って ゐる。 折 柄の 大雨に 

そこに く。 一 時半 會〕 聽 衆 約 五 百。 熱心に 聞いて くれる" 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 を 話す。 約 二 時 問 話す。 會後 露國饞 民の 

金 をした ら約 四十 圆が つた。 家に 歸 つて 暫 らくす ると 又 古川 氏が やって来た。 

今朝 拖. ぉ秀雄 氏と いふの が大館 町から 尋ねて 來て、 厚い 手紙 を 置いて 行った。 その 手紙 を 讀んで 非常に 私に isj 意 を 持って 

くれて ゐる 入で、 而 かも 中々 考 への ある 人 だとい ふ 事が 知れた。 今 京都の 經濟 科に 居る の だ。 

夜、 n 窓 生と 卞： 催 者との 慰勞會 が旭亭 とい ふ 所で 開かれた。 勝手な こと を 九^ 過ぎまで 話し合 ふ。 秋 山 熊 次郎、 石 川、 な 

どい ふ M 窓と 遇った の も 愉快だった。 此夜 IHl.: 月夜に なって 晴れさう なり。 今夜 は 昨夜より 少しく 眠る。 

八月 一一 一十 1 日。 (木曜日) この頃 又 驟雨。 十 人 程の 入の 需 めに 應 じて 字 を 書く。  二十 八阊 某の 潤筆料 を ST 是れ， ^講演料 

の 半 額 五十 圆に 加へ て 露 四 の 饑饉に 寄附す る。 

午に 很樂 部と いふ 料理 の n 窓會に 列す。 折 柄札幌 から 來た時 任敎授 と共に 集 會者十 g; 名を算 する。 笑談 風^の 有様。 午 

後！ 一; 時 中頃、 g: 五 入の 同窓生に 擁せられて 公 E1 に 行って 見る。 中々 規模の 大きな ものな り。 太平 山と いふ 山が 上半 霧に かく 

れ て^しく 眺められる。 そこから 旭が 出る 由な り。 停 isf 場に 行って w 十分 待た わば ならぬ。 兑；？ ^人 十.： J 八 人になる。 秋 山、 

g;  W の 奥さん も兑 ，经 つ て くれる 。 

九月  一 B。  0^. 曜 H) 朝 宇都 宮の 少し 手前に て 夜が 明ける。 ^3: 精 寺な どい ふ 車 場 を 通り、 て 兑；^ の 時 演習に 來た 

時の^な ど 思 ひ す。 大宮 にて 列車に 乘 りかへ、 正午 少し 過ぎ 輕 井澤に 藩く。 人力 M. 中、 歸 -K の 一;.^ にある いくよ さんの 夫婦 

に 遇 ふ" 莊に つけば 一 Ci: 無； si -。 子供達 は iE 轉 iaf. に^って ゐた。 非(ぉにっかれ正しく坐して^^9をするカもなし。 1^ ちに 午睡" 

：収 後の n  .^0^  j 


お 鳥武郎 集 i が十卷  八  ！ 

^眠し 夕方 や 上 兀氣を 復 する。 n 一四 通の 手紙が とどいて ゐた。 夜食 後、 足 助 を 耍屋に 訪れる。 三 四曰釆 催眠 劑を飮 み 過ぎ 一 

た爲 めか、 非常に 頭の 具合よ ろしから ぬ 由" あっち こっちと 喧嘩して ゐる 彼の 生 I 本な 性質が 事毎に" 衝突して ゐ るの を 見る. 

と 悲しく も 思 ふが、 彼の 純 0 な 態度に は 感心せ ずに は ゐられ ない。 夜 十二時 近くまで かなり 眞 簡 目な 話 をし、 雨が 降り 續けー 

て ゐる故 遂に そこに 泊り こむ。 六 時 頃まで よく 眠る。 終夜 海賊に なった 不良少年の 群の 夢 を 兌る。 不思議に 其 不良少年の 不 

玲な 行動に 1!^ 情が される。  一 

九月 一一 日。 (土曜日) 朝 は 恐ろしく よく 晴れた が、 すぐ 曇る。 然し 雨が 降る までの 事 はなし。 朝" 足 肋の 處 か.， T 歸 つて 見 一 

ると、 家に は 誰も 居らぬ 故、 母上 を迎 ひに 山 本に 行き、 靑 木と 駒 村との 爲 めに 字 を 書く。 li{ 午 歸宅。 午後 は 家に あって 「改ー 

造」 など を讀 む。 四時 頃 折 柄 ホテルに 來合 はせ て ゐた倉 田 君 を 愛子と 共に 訪問し、 六^ 頃 迄 語る。 君 は 赤 倉、 野 K 湖 を 經めー 

ぐり、 こちらに 來 たのな りと。 珍ら しい 遠征 をした 事な り。 なほ子と いふ 若い 婦人が 同伴して ゐた。 彼の 妹さんに よく 似た 一 

人であった。  一 

今日は 倉 田 氏と は 色々 に 入り込んだ 事 を 語り合った。 余の 意見が 大分 君の 考 への 中に 這入り込んだ やうに 思 ふ。 君 も 此七ー 

月 生命 を 脅かされる やうな 事件に ぶっかって、 if 想と 嘗： 行との 關係 について 考 へさせられて ゐる やうだった。 

夕方、 豐川、 神 尾 • 山 本の 人々 を 招き、 夕食 を ホテルで 馳走す。 倉 田 君 も 珍ら しく 食堂に 下りて 來てゐ た。  八 

九月 1= 一 日" (曰 曜日) 今日は や、 雲 はあった けれども、 雨は來 なかった。 朝 七 時の 輕 便で 山 本、 響： 川、 淸 水の 人々 と 押出 一 

石に 行く ことになる。 敏. V 行 三 とが 同伴す る。 輕 便に 乘る こと 二 時間 程で 目的地なる 停車場に 藩く。 その 間の 道 も 目的地 か 一 

ら 押出 石までの 風光 も、 實に 美しい ものだった。 輕 井澤 以上に 宏大な 高原の 風 色で、 而 かも 美しい 立 木が ある。 (それ を 或る 一 

會 社が 村から 買收 した さう だ。 十ハキ 間く らゐの 間に は 坊主 山の やうに なるとの 事) 北海 適の 高原の 最も 美しい 部分と 比較し 一 

て も 決して 遜色 は あるまい。 停車場から 歩く こと 一里 半。 桔梗、 かる かや、 松 Si 草、 鈴蘭、 しゃくなげ、 苔 桃、 間 葡萄、 一 

丈け 低き M 等。 押出 石 は 溶岩が 淺 間の 噴火口 からな だらに 押し出し たもので、 まだ 地 皮が 出来て ゐ ない。 それ を 見なが ら晝ー 


食 を 貧 ふ。 

午後 二 時の 汽車で つく。 敏行發 熱、 房 子よ く 世話 をして くれる。 

小 瀬ゅポ 場より 私 ひとり 步 いて 歸 家す。 足 助が 遊びに 來てゐ る。 敏行は 停車場から 歸 ると 直ぐ 就寢" 大分 熱が あるら しく 

見える。 ： 出 三日 前より 5^ いくとい つて ゐた由 なれば、 少し 風邪に か、 つた ものな らん か。 . 

九^ 就. お、 , グ更ら になし。 〔此虚 に怖緣 あり、 略す〕 

九月 四 曰。 §B 湖敏 行が 不快な 事を發 見す。 少し 發 熱して ゐる。 多分 便祕と 昨日 遠足した 結果 だら 

緩 ド劑と 解, 劑と を與 ふ。 タ 方に 至って 全く 囘復 した。 この 朝 足 助が 歸ー 3- の途に 就いた。 賞に 美しい 天氣 だった。 に 美 

しい 天氣 だった。 秋の 中の 秋と いふ 氣 持ちが する。 賽頃西 村 伊作 君が 二 入の 子供 を 連れて 來訪。 いつもせ かくした 入な り。 

一 寸 并.！ の^の 處に 行って 毘る。 

午後 テ -ー スを やる。 fi 身の 汗になる。 それが 快い。 夕食後 井高 来訪。 夜 山 本に 至り 靑 木より 依 頓の書 を 書く。 及び 井高 所 

おの 母上の 文 を 横幅に なした る ものに 箱書きす。 井高の 駄法螺 を 聞き、 夜 十 頃歸宅 就. 1。 

今朝. 性的の if お を 見る。 

ほ輕伯 夫人より 森の なりと いふ 林檎 を 经り來 る。 

お 2^ は 今夜 月 に^じて 自動 を驅 りたる 由" 近來 にない 淸快を if ひたる 事と 思 ふ。 今夜の 月は赏 に^はしかった。 

九月 .pnr  (木曜 曰) この m  士 一 時 某， ガの 汽車で 敏行、 行 一二、 敬： 十と 歸京" 停 卓 場まで 大 iaj^ つて くれる。 暑；；. si 烈、 

加 之 ゆ、. >t 多くして を 得る^ 不能。 輕 井澤で は楓！ r か旣に 紅葉して ゐた。 五 時 過ぎ 着 1 が" 

九月 十二 曰。 (火曜日) 朝 りたれ ど 後 晴れ。 夜 は 星 美し かりし。 is 不村 Is- 藏と 谷川と が來 る. - K は 更らに 千圓を 借り 

たしとの 事ながら、 到： 妹 都合が つきさう もない 故斷 る。 午後より 谷川と 帝劇に 女 俊 劇 を 見る。 成瀨無 極の 「池」 が ありし 23 

めな り。 悉く 面白から ず。 邀^ 內の {- ^氣は 全く 淘 つてし まって ゐる" 夜、 谷川と 又 アンナ • パブ ロバの 露國 舞踊 を 見る。 無言 

a 俊の tw  ss^  五 〇 九 
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なのが 非， 常に 氣 持ちが よい。 久し 振で 全く 陶醉 の氣 分に ひたる 事が 出來 る。 何とい つても 立派な ものと いはなければ ならな 

い。 chozvila など は實に 美しい 形の 翻列變 化だった とい. つてい \ 壬 生 馬、 行 郞夭婦 も 來てゐ る。 家に 歸 つてから も、 十 

二 時 過ぎまで 語る。 


遣され た 手帖から 

• 九 〇  一 (明治 三十 四 年) 

七月 二十 n 一 日。 午前 六 時 十分 發の 汽車に て 札幌を 去る。 此 日天氣 晴朗、 朝来の 濃霧 全く 霽る。 

小お より： 車に 乘じ (父上、 佘、 阿部) て發 す。 車の 震動 甚だしく， 殆んど 座 上に 跳躍す。 十 時 桃內に 着し、 少憩す。 

十一 時 十分 桃 內を發 して、 十二時 十五 分、 大川町 鍵 又 旅館に 着し、 中 食す。 

一時 牛 出發。 四時、 山逍村 (峠 下) に 着す。 大川 なり 五 里な り。 途上 日中 暑氣强 く、 車上の 八 皆 眠る (甚だしき 震動の 中に) 

馭 亦 眠る。 

^下 五 時發、 七 時 十五 分 前 小 澤村荒 井 旅 店に 着す。 峠 下より 四 里な り。 

屮澤 村に 人家の 出 來しは 四十 年 程 以前なる. m なれ ども、 著しく 發達 歩し 來 りし は、 七 八年來 にして、 今 は戶數 凡て 二百 

七十^ 戶 あり。 四 來 殊に 景氣 よかり しが、 昨年に；^f:りて 一 s 一 減 返し、 本年に 入りて より 更ら に活 氣を呈 し來れ り。 

此 m は 余に 収 りて つらき 日な りき。 余の 心 を ひく 幾多の もの を 札 幌に殘 して 去らざる 可から ざれば なり。 鳴 波 五 里、 霧 長 

きが 如くに して _r た 長から ず 9 囘顧 すれば、 我の 爲 せし 處 何事 ぞゃ。 我 は 何^もな さ^りし も、 神 は 我に 甚だ 多く を 2：! し 給 

へり。 我が^^ 命の 牛： れ し故鄕 は札幌 なりき。 我の 甞 めたり し やるせなき 苦 .1、 味 ひたりし 傑き 散 喜の 是等 は、 凡て 札幌の 

n 然と 人が、 余に 供した る處 なりき。 之れ を 思 ひて 威： 謝の 涙 溢れ ざらん や。 神よ、 罪 多き 卑僕 にさへ、 E: び 去るべからざる 

半： 命な. 附與し 給へ る みに 滿 てる 神よ、 願く は 益此卑 僕の 弱く 汚れた る 心 > ゲ扶け 給 ふて、 幸に^ 神を弘 くし、 渴 を^して、 

近され た 手帖から  .ill 
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此卑 僕が 主に 從ふを 得る に 至らし め 給へ。 我が 心、 我が身、 凡て は、 王の ものな り。 主、 我 をよ きに 導き 給 ひ 得べ し" 主よ 凡 

て を 捧げし め 給へ"  . 

七月 一一 十四日" 五 時 少し 前 起床- {1^|には少しく霉ぁりたれども、 多分 霽る >t なるべし" 

六 時 二十 分 小澤村 を發す (馬 を僦 ふて )0 九 時 十五 分、 俱知安 X 旅 店に 着す。 

午後 一 一時 四十 分 山 太 農場 事務所 着" 

小作人 姓名 及 移住 年月 

山 本甚藏 三十 in 年 四月 

佐 藤由藏 同 

同 

同  * 

同 

同年 六月  - 

三十 四 年 七月 


安田 八太郞 

神 田 榮太郞 

, 本 田 政 之 助 

吉川 銀之丞 

牧 榮次郞 

內山 K 源 同  . 

廣岡宗 助 同 

少憩の 後、 セ I； 川 銀之丞 氏に 案內 せられ， 松 岡 農場 を經て 基線 道路に 出で、 巿 街 線{昼 地 を }g 過して 眞狩別 川に 出で、 本流 後 

志 河と 合流す る 所へ 遠望し、 深 飼 農場 事務所 を 經て歸 る。 夜. 農場の 經醫 に付き 警 $1 注意 をな して、 十 I 時に 至り 就寢 す。 

蛋 多くして 眠 旗々 破る" 

夜、 月 中天に あり。 マッカリ ヌッ プリの 高峰 高く 雲表に 聳えて 夜 衣 を 纏 ひ、 崇厳高 祟の 景、 襟 を 正 ふせし むる もの ありき • 


七月 二十 五日" 朝 五 時站" 床。 屋を 出で 小谿に 下りて 顏を洗 ひ、 體を拭 ふに、 淸 冽なる 淸水、 腐に 透りて 齒の露 ふ を 寧え， 

快； fv. へからず。 事務所の 前に 立ちて 、方 を兑れ ば、 例の マッカリ ヌッ プリ 曉. まに 閉 され、 時々 其 调腹を 示し、 朝 頤其左 肩 

を排 して 徐々 に 畀り來 るの 状、 壯 快と 稱 すべし" 

小作 反別 十二 三 町歩。 

小作 入 山 本 を 伴 ひ 諸 万 を！ 1^ 物す。 

午後 一 時 id. 狩 太驛ー やに 到り、 馬 ゃ僦 ふて 誇 都に 向け 發足" 

五 時 十分 前， §a 縛都驊 大野 方 (加 藤 農場 及び 牧場の ある 所) に 着す。 眞狩村 郵便局の ある 所な り。 

S 狩 太 を 發 足し、 ！^^藤晨場を通過して眞狩別に出で行く、  SSf 獨 農事 經營の 模樣を し、 後志 山 下の 荒凉 たる 平原に 出で、 

一望 漠々 たろ mw 原の 野と、 倒 鉢の 状 をな せる 後志 山と、 後方 は 形よ く 富士に 似た る マッカリ ヌッ プリと を： て、 高原の 逕路 

を 拾 ふ もの 殆んど 二き、 遂に 加 藤 牧場の 中に 入り、 漸く 山 を 下りて 留壽 都に 入る。 發 してより 五 里 半な り。 

午後 六 時。 馬車 を僦 ふて 留 ？ー鏵 都を發 す。 里程 三 里 半に して、 初めて 路 甚だ 平易な りし も、 行く 事 二 里、 この 原 を 過ぐ る 頃 

より 漸く 凹凸 をキ； ず。 西方 昆布 岳の 邊に 日沒を 見る。 雄 揮名狀 すべから ず。 旣 にして 羊腸た る 阪路を 下り、 E: び 上り、 又 下 

りて 午後 九 時 十分 前、 湖 暮れ、 山黑 みて 月 獨 りかす かに 明るき 道 を經て 漸く 湖畔 n 一橋 旅 店に 着す。 車に パネな き爲、 動搖 一 

方なら ずして、 n: 人の 疲 甚し。 

七月 二十 六 雲 多し U 朝平く湖畔に嗽き、汀際を歩して無限の^^興を得たり。 湖中に死せる伊藤ii^を：9s懐して惰甚だ切。 

例の， パネ 無しの 馬車 や 傲 ひ、 八 時 中 ni 撟を； し， 孤 兒院の 下道 を經、 湖畔に 沿 ふて 行く 事 凡そ； 一里， ^を 越えて 山中 假野 

の 地に 畑 を ける もの 甚だ 多き を 見る。 遂に 虻 出の 所在す る 内 浦灣を 遠？^ する 所に 來り、 漸く 下りて 並 U く 開拓され たる 畑の 

問を過ぎて旅^^^新井に入る。 時に 一 時 中。 

朝 來：？ に甚 し" 

逮 された 手帖から  .^  - 
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洞 爺より 虻田まで 凡そ 三 里 半と 稱 せらる。 

新 井に 中 食し， 此に 再び 馬車 を僦 ひ、 岸に 連れる 砂丘の 後方 を 走らせ、 有珠、 長 流 等 を經、 有 珠岳を 望み、 內浦灣 に 面 

する 明媚なる 風光と 内地 府縣の 如く 收致 的に 開拓 せらる 畑と を 經て紋 鼈に 出で 阿部 旅 店に 投ず。 時 恰も 五 時。 

隣室に ゆく りなく も 佐 藤 六 郞に會 す。 

夕食後 市中 を 散歩す。 

夜 伎 藤の 室に 佐々， 芳賀の 二人 來る。 共に 談し十 時 頃に 至れり。 

夜に 入り 風 出で、 又 雨 少し 至る) 

七月 二十. pnj。 朝來 雨、 少時に して 止む" 

八 時 十分 前、 馬を储 ふて 發す。 

十 時 舊室醒 に 着し、 舟を僦 ひて 發す。 十二時 十分 前 iltf; 蘭に 着し、 ㊀旅 店に 入る。 

午後より 三人 梅 北 氏に 伴 はれて 角力 2^ 物に 到る。 三時 十分、 母上、 湯 地 氏 夫妻と 共に 栗 山より 到 蕾 せらる。 

此夜九 時半、 汽船 薩摩 丸に 搭 _1 す。 夜靜 かにして 霧 深し" 甲板の 上に 立ちて 見る に、 海と {4! と共に 霧中に 隱れ 去り、 天地 

唯 一 の國、 飄然と して 白雲の 間 を 分けて 天に 昇る の 思 あり。 後舷に 立ちて^ 想 時を久 ふす。 北海の 天地に 逍遙す るの 時も旣 

に 瞬轉の 後に 終. りんと するな り。 嗚呼 慕 はしき 札幌の 地よ、 汝と相 遇 はん は 何れの 時なる べき ぞ、 嗚呼 愛すべき 札幌の 人々 

よ。 汝と相 兌ん は 何れの 時なる べき ぞ。 我 は 新に 祈らん〕 是れ 我が 彼等に 報 ゆる 最もよ き 道な り。 人、 入に 智惠を 傳へ得 可 

しとせば、 神 豈其嬰 兒に祈 禱を敎 へ 得 給 は ざら ん や。 

セ 月 一一 十八 B。 昨夜 汽船 は 午後 十 時 室 蘭を發 したれ ども、 濃霧の 爲 めに 遮られ、 海中に 漂蘯 する もの 甚だ 長く、 夜 十二時 

頃 漸く 室 蘭 港 を 出で、 夜の 明けた る 時 も、 船は尙 四顧 漠々 たる 霧中に 彷徨せ るに 過ぎず。 かくの 如くして 九 時半 頃、 漸く 沿 

岸の 風光 を ：11^ るに 至り、 十二時 頃函館 港に 着す。 


^岡、 藤 井の If 氏 郵船 曾 社の 小 if^; 汽船 を 以て 迎 ひに 来られ、 郵 ssu 社の 樓 上に 少憩した る 後^ を 速ね て 公園に 至り、 Ua?, 

の 後、 野 地頭の 鑛. M 浴場に 至りて 馳走になる。 

此夜十 S -、 汽船： 、海 丸に 乘じ 十二時 出航す。 海上 多少 霧 ありし 由 なれ ども 幸に 甚だしき 事な く、  s^; 朝  ^ 

+月 二十 九日" 六 時 s„ ^無 恙、 靑森灣 頭に 入れり。 我 遂に 北海の 入に あらず なりぬ。 .K 島の 風光 は 依然として 太 島な り。 我 

：! に 彼 地 の 風光 を 追 1^ する の 念に 堪 へ ざる 哉" 

午前 八 時に 汽ポ に^じて 盛 岡に 向 ふ。 暑氣甚 し、 過來 の疲勞 一時に 發し、 睡魔の 製 ふが 儘に 華： 侍の 鄕に 入りて、 夢中に 幾 

驛の^ 光 を 過ぐ、 ニ時四十分^^盛岡停雍場に着す。 沖 氏 ありて 迎ふ。 共に 陸奧 館なる 旅 店に 入る、 樓卜： 淸風 あり。 ！；： 時 頃以 

前より 此 地に 滞在し つ 、ありし 英夭來 る。 此夜 疲れて 寢ね、 夢な し。 

七月 11 一十 日。 朝、 沖、 英夫 と共に 市 5： を 見物す。 去る 三十 年に 来れる 時に 比すれば、 少しく 活剌の -呈 し來れ るが 如し。 

殊に 織物業の if? しく 盛大と なれる を兑 る。 城の ありし 跡に 至る、 眺望 甚だ 佳なる に、 石 階 悉く 革の 茂る に まかせぬ。 城 亡 有 

山河と：： ム へる 句， 不 して 唇 頭に 浮び 來る なり。 午 食 を久慈 氏の 家に て 馳走と なり、 此に f.- 時まで 語り 居り、 父上 六 時 五十 

分の 汽車に て歸 おせらる k に 就き 停車場に 经る。 此夜 月よ し。 三 千里 外 故 入 心！ 

夜：^ く久 _^】 氏の 家に 移り、 此 日より 玆に 厄介と なる 事と なる。 此 B 夕刻 心地よ き 驟雨 あり。 哉 を n; 呼せ り。 

(七月：：十：，.^-日，1;>^湖を過ぎし：！1) 七月 二十 五日、 夜 九 時、 余 等 を 架せ たる 荷审は 惡路を 跳躍し つ、 馳 せて、 漸く 洞 爺 湖畔 

の ： 逆旅に 人り ぬ。 余 は 洞 爺 湖に 對し 二つの 抹殺すべからざる 記憶 を 有す。 一 つ は 明治 n; 十 年、 此地ゃ 跋渉して 月 叫の 一夜 を 

湖 町の i^Mf に 過せ し^。 一  つ は 其 時 1 而の識 を 得し 孤 兒院の I 助手^ 藤 君が、 一 昨年 此 湖に 投じて 死せ りと： K ふ^ 是れ なり。 

夜 は！ けつ、 余 は^りに 疲れたり き。 され ど腦 は是れ 等の 記^に 動搖 せられて ちに 床に 人る に堪 へず。 这に家 を 出で て 

湖 <S にルし 到りぬ" 

速され た 帖 から  .  五二^ 
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夜と 寂寞と は 今世界 を 主宰せ り。 山 眠り 水死して、 一 紫の さ \ や く聲、 一波の 動く 昔 だに 聞えず。 

濃霧は！！^く天地を罩め、 天地 をして 一塊の 中に 融合せ しめぬ- 我に 近き 水 は 霧 を 通して 來る" 十 ni 夜の 月も爲 めに 曇れる 

銀の 如く なれ ども、 五十 弓の 彼方 は、 何れも 綿の 如き 混沌の 中に 隱れ 去りて、 我 は 眠れる 天地が つ \ ある 夢の 中央に 立て 

る 心地す" 

周圃十 ni 現の 湖水。 丘陵の 如き 山 は 小な り。 され ど 全能の 手は此 小天地 を 霧に よりて 宇宙に つなぎ 給 ひぬ。 星の 光、 日 

の 色 も、 かすか ならでは 漏さぬ 此 深さ， if き 霧の 遠き かなたに 如何なる 手の 働きに て、 如何なる 酒の 醸されつ  ある や。 

戰 かる- 1 までに 嚴 しく 意味 深き は、 沈默 せる 自然の 姿なら ず や。 

12： 浦 灣の山 色 波 光 を、 室 He より 漸く 東に 數へ 来れる 旅客 は、 幾 干 もな く、 一 奋 峰の 煉瓦 色に 禿げた るが、 突兀 として、 未 

だ 煙 を 絶たざる 噴火口 を、 天に 向って 開ける を 見る 可し。 海岸線より 連れる 紋 鼈の 沃野 は、 其 山麓に 至りて 俄然 火山 的 岩石 

となり、 狂へ るが 如く 崛 起して 此峰 を爲 せるな り。 旭日の 映 じて 爛 銅の 色 を爲す 時、 夕暉に 背きて 紫 藍の 彩を馳 する 時、 濃 

霧 麓 を 包む 時、 輕煙 5^ に騰ろ 時、 直線 的に して 單調 なろ 海岸の 旅程に 疲れし 海人、 行 客 は此奇 峰に 接し、 沙漠に 入りて ォ ー 

シスに 遇へ るが 如き 心地す るな り。 此 峰の 東、 若く は 西を繞 り、 花環の 如く 圓く 連れる 山を截 すれば、 花環の 中央に 如 3： な 

る 美しき 手の 投げ 棄て たる 明鏡 ぞ。 周圍十 n 一里の 洞 爺 湖 は、 四 山の 翠を 甦して 眠れる が 如く 橫る なり。 

湖心に は 島 三つ あり。 倒 鉢の 形せ るが、 倒影と 相 合して ni 個の 線なる 菱形 を爲 せり。 其 島に は數 百年 來 安置せられ たる 觀 

世 音の 大像 ありて、 そ を 持 米れ る 一 傲の 經歴 は、 地 人の 質朴なる 口角に、 神仙の 如く 傳說 せらる  なり。 數 百年の 昔、 圓滿 

無缺の 女神 を此に 移した る 1© の 心、 强 ちに 罵りに 値せざる 可く や。 

島に は 北海道に 蜜 出し 難き 竹 あり。 E 大な るつ \ じあり。 其 他 草木の 此處に 非らざる ものな しと は、 我等の 馬を驅 りし 馬 

丁の 得々 として 放 語せ る 所な りき。 

水 は 一種 淡 藍の 色を湛 へ、 水晶と 綠： 土 を 一 父へ 摧？ たるが 如く、 烈甚 なる 北海の 冬に さへ 嘗 つて 氷 を 結ばず。 水の if きこと 


は 幾 干なる を 知らず と 云 ふ。 甞 つて 孤 兒院の 一助 手 これ を 測らん として 舟 上より 絲を 垂れし に、 絲は 恰も 水に 溶解し 去る が， 

如く， 之れ を乖； る、 事 幾千 尺なる も絕 えて 底に 傲 丁る 状な かりし かば、 傑 然として 慮の 戰 くを覺 え. 蒼 皇 として. 潘を收 めて 一 

船 を 返せり とか。 fig 湖と 稱 する 故な きに あらず。  一 

余 は 今 に 立てるな り"  一 

沈 m 心 は 魔々 睡に 似た る 無我 を裔し 米る。 余、 今 正に 然 なりき。 <Jf: く 無意義に 漣 波が 目前に 織な す 彩紋を 凝視し つ， 1、 而： 

かも 何物 を 凝視し っ& あるか を 知らず。 時限な く、. 永劫 獨 り 長へ なりき。  一 

忽ちに して 我が 耳、 先づ覺 め、 何物 か 聞 ゆるな り。 聲 幽かに して 而 かも 散漫、 例へば 夜靜 なる 時、 高 丘に 登りて、 僅か こ 

き來る き 村落の さ V めき を、 聞け る 時の 如し" 或は 聲 なかり しに は あらざる か、 され ど 又 聞 ゆるな り、 耳を欹 つる 事 再 

三、 K; 四、 物 ありて 漸く 我が 下に 近く 來 るが 如し" 遂に 耳に 入りぬ。 而 して 嚴 かに 我に 私語せ り。 

T〇 WE  ow.  NOT  T〇 WE,  Tins  IS  QUESTION! 

VWB: にして 5： び J?^ 語け り。 我 は 心中に て 其 語 を 繰り返しぬ。 ；！ 一 たび；^ 語け り。 我 又 心中に 其 語 を 繰返しぬ い 四た び 私語け 

り。 我 初めて 其 意 を 了せ り。 背と 腹と 掌 一 異に 冷汗の 一時に 迸れる を 感ぜし 時、 其 物、 其聲 後に あらず して 我の 眼甫 めて 覺め 

ぬひ 我 は 依然として 湖畔に 立てり き。 

^呼 我れ 罪の 子 弱き者" 鼓に 揮り 天地の 眠の 中より 覺 めて、 淸 くして 脆 かりし 彼の 短 生涯 を：^ 想し つ、 ありし なり。 ハ小齒 一 

凡そ 我と 同じ かるべし。  一 

「時」 は彼に^する我の記^^を抹殺し3|!ず。 我の 孤兒 院を訪 へる 際、 ー靑年 助手 ありて 共に 語りぬ" 寧ろ 短小な ろ 艉幹は 質 

素なる 綿 衣を抵 ひ、 面淸く i:! せて； i 高く、  口角 緊し股 え、 I 見忘れ 難な き 印！^ を與 ふ。 寡言と 云 はんより 沈默に 近く、 常 

に 何物 かや 思^し つ、 ある 如き 〔弁 顔 は、 確かに 其の 思想の 人なる を 示しき。 是れ 彼な りしな り。  一 

さはれ 孔れ 彼と 多く を，； る t. なくして 袂を 分ち ぬ〕 かくて 月 を^す る 事 若 千、 一 夕某雜{^_£を窓ドに繙さっ ，'ぁりし時、我 

is された fi, 帖 か，， ：-  一，^】. P  一 
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が 注意 を 固く 捕へ し 一 論文 ありき。 力 ー ライルと エマ-ソンと パイ ロンと を 評論し、 結ぶ に 自己の 深き 感慨 を 以てせる なり 

き。 ，よ 其 該博なる 智識と、 1^ 厚なる 思想と、 敬虔に して 沈痛なる 懐膽 とに 深き 法 意を拂 ひぬ。 あらず、 我は學 者が 邊 僻な 

る 北海の 洞 爺 湖に ある を 知り、 神 遂に 北海の 好 風光 を 空しく 造り 給 は ざり しに 深き 注意 を拂 ひぬ。 あらず、 我れ 學 者が 甞っ 

て 一 面識 ある、  着なる 一 靑 年な りしに、 深き 注意 を狒 ひぬ。 是れ 彼な りき。 伊藤 氏 其 人な りき。 

かくて 日出で 、入り.' 月缺 けて 圓み、 我等 人の子 永劫の 面に 刻まれた る 悲しき 時限 を、 若干 か閱し 去りぬ る 明治 三十 一 一年の 

月 は 忘れたり、 日 は 元よりな りき。 不 II 新 紙の 一隅に、 孤 兒院の 助手 伊藤 某なる もの 洞 爺 湖に 投じて 死す。 其因絕 えて 知る 

に 由な しとの 記事 ある を 見き。 余新紙を投じ^_"乎として爲す所を知らざりし事分時。 嗚呼 彼洵に 死せ るか。 泡に 自ら 殺して 

死せ るか。 理想の 紫雲 彼より 遠 かりし や、 現實の 汚泥 彼 を 倦 かしめ しゃ。 傷める 葦よ 誰が 折りし ぞ、 煙れる 塵 何に よりて か 

消え けん。 靑 春の 血 熱すれば、 卽ち 沸々 として 鐵 と金と を 併せ 銷 すべきに、 如何 なれば {.^ しく これ を擧げ て、 靈 湖の 水に 冷 

し 了れ る。 靑 年の 氣、 激 すれば 卽ち昂 々として 雲 宵 だ も 凌ぎなん に、 如何 なれば 遂に 湖心 底 深き あたりに 藏し 去れる。 年齒 

僅かに 二十の 前後、 彼の 髡綠 に、 彼の 唇 紅に、 希望の 光， 春の 若さ を 捨てし や。 嗚呼 神よ、 彼 を 省み 給 は ざり しゃ。 我 切に 

彼の 死因 を 知らん 事 を 希 ひ、 これ を 我等が 馬車に 鞭 取れる 若者に 問 ひぬ。 

彼 得々 として 語る らく、 世に あらず なりし 彼 人 は 沈 驚， 溫 厚なる 靑年 なりき。 彼 は 痛く 鄉黨の 尊敬 を 買 ひ、 遂に 洞 爺 村の 

小舉 校に 敎鞭を 執る に 至りぬ。 父兄 は 皆 彼 を 校長と して 得た る を 喜び、 安んじて 其 子弟 を 託せり。 彼 は 爾米小 兒を酷 愛した 

ちま、 彼等 亦よ く 彼に 懐きぬ。 さるに 一 生-徒 あり。 年^ 尙幼 きに、 人の 誘 ふ 所と なりて、 放蕩 度な きに 至りし かば、 彼 痛く 

憂 ひて、 購々 窃かに これ を 論せ しも、 遂に 省る 所な かりき。 1 日 天晴れて 風靜 かなりし 時、 彼 はかの 放蕩 兒を合 はせ、 四 五 

の^ 徒 を 伴 ひ、 獨木舟 を 操りて 湖に 浮びぬ。 かくて 小 兒の懼 れて歸 り を 希 ふまで 遠く 進みし 時、 俄然 水中に 投入し ぬ。 銀色 

に 驚かされ たる 一群の 鳩の 如く、 兢々 として 僅かに 湖畔に 舟 を 還せ る小兒 等の、 村人に 告げし 所 は 唯是れ のみな りき。 ^に 

の 人 も 多し、 され ど 彼の 如き は異數 ならむ と、 これ 我を滿 足せし むべき 答へ にあらず。 嗚呼 愚かな りし かな、 入に 問 ふ 


に 伊藤 氏の 闪を もって せんより、 十-鼠に 問 ふて 天の 一角に 美しく 流れて 消 ゆる 星の 心 を 以てすべ かりし なり。 

さらば 我. 遂に 彼の .；^> 因 を 知る に 山な かるべき か、 石 を 取って 水に 投 ずるに、 波紋 廣く L て影淺 く、 幾何 か擴 がり 盡 して 再 

び 始めの 平 靜に歸 る。 石 は 水心に 潜めるべき も、 人 再び 其の 波紋 を ar さるな り。 彼 水に 投じて 村民 其 死因 を 知る もの 一人 

だに たく、  ^：：！-；？；溜滅して、 世 は 永遠に 《せて 地球の 面に 彼 ありし を 忘れん とする か。 嗚呼 冷たき 石 魂と 溫き靈 魂と は 遂に 同じ 

き^ 命の 末に 走らん とする もの か。 

冷たき 石 魂、 溫き 111 魂 遂に 同じ， 命の 末に 走らん もの か。 

狂へ るが 如く 心 熱した る 我 は 遂に 此祕 I？ を あばく に 由 なし。 、王よ、 我が 凡てよ、 迷へ る 羊に 直き 道 を敎へ 給へ、 みまへ に 

跪？ て 我が e-if  く戰 けり。 

〔左の 日記 は叨： 十四 年 豫備： ぉ士せ として、 歩兵 第三 聯隊に 勤務 中、 ^中 方面に 演 おに 行きた る 際 かき 殺ら れ たる も 

の なり〕 

十月 九日。 朝" ^0 此日記 を 認めつ \ ある は 九日の 午前 五 時半、 府中 町なる 〔缺 字〕 と 云 ふむ さき it 麥 M の、 二附の 三尺 

廊ド にて なり。 ^下につ きて 六^の 室 二つ、 夫れ に 十 1 人と 云 ふ 士官と、 習 士官が 雜魚寢 をして ゐて、 客 も 女中 も 未だ 起 

きぬ" ig 下に は 釣 ラム プが心 を 細めて 置いて あって、 板葺の 屋根に は 秋雨が 降り そそいで 居る。 吸口の 狼藉した！ gic^ 盆の 傍 

に、 夜 4、 を 敷いて 坐って ilw るので ある。 「蚊のお ゃぢ」 が 二 H 匹、 クス ブッタ 壁に 長い 脚 を 休ませて、 障子に^^0饤の光は紫 

がかつ た赫 黄色 に 見え る 。 

^^が 鳩いて： -I 垂の？ 一:1:0 先刻 先發 した 騎兵の 蹄 昔 を 聞いた 外に は靜 まりか へった 曉 である。 

昨 八 H 七 時 三十 分、 靑山 練兵場に 整列した、 第 一大 嫁 は先發 し、 第二、 第 一一 一大 嫁 は 合併して 第！  ニ大. 嫁 を 作り 旅次 行 で府 

中に 向った。 朝 晴れ の^しい 秋日和、 我^ は 〔二字 不明〕 として 先發 し、 甲 州 街道 を 西に 向って 行く。 厚着 やら •  f?! やら、 

通された 手帖から  ：，fn 九 


有 島 武郎全 第 第十卷  五 二 〇 

黑ぃ 色が 一際く すんで 赤い 色が 殊に 目 だつ。 梨、 柿， 栗 は 水 菓子屋の 店に、 白く 洗って 靑々 とした 葉の 大根と、 赤い 薩摩苧 

と、 白 塞の 長い 葱と は 八百屋の 店に、 乾物： i の 乾物、 吳服屋 の 色々 の 美しい 布地、 其の 間に 屋 並が 絕 える と 屋根が ツヤく 

した 日に 光って 柿の 葉が 稍 6 づ いて 居る。 折々 兑 える 富士の 頂に は 心細い 迄 雪 を 見せて、 秩 父の 遠山 は、 名に しお ふ 武藏野 

の 桑. 秋草 を 蒲 團に寢 た 形。 

十一 時半、 下 布 田と 云 ふに 着いて、 或る 旅 店で 中 食 をす る。 水の 多い 大きな 梨に 秋の 味 をな つかしみながら、 折し も來合 

せた 聯隊 長と 話な どした。 

府中に 着いた のが 二 時半。 大急ぎで、 偵察の 報告 作業に か、 る。 

夫れ より 大闕魂 神社で 聯險 長の 講話が あり、 又 問題 二つ 與 へらる。 

諸險は 警戒 舍營と 云 ふこと になって、 第 十二 中 膝と 第 九 中 嫁の 一 小險は 前哨 だ。 蘆 田、 茂 木と 僕と 三人で 1 々見て 廻った 

が、 面白かった" 

道 を 間違へ て 無名 寺に 行った 時 なぞ は實に 詩的だった。 

薄い 灯が 障子に 映って、 絲繰 車の 影が 見える。 訪 ふと 障子が 開く、 老媼 がー 人， 車の 前に、 老 僭が 一人、 其，： 1: ひに 五ッ六 

ッ 程の 子供が 四人讀 書して 居た。 話が 長び く 中に、 奥から 十三 四の 美しい 少女が 物 珍ら しさう に 出て 来た。 

書き 忘れた が、 昨日 來る 道に 調 布の 里 も 過ぎた。 機が 殆んど 家 毎に あって、 トン バタンと 昔が 聞え て 居た。 

十 時 頃 巡察 を 終って、 此簡 麥屋に 着いた ので ある。 

十月 十 or 晴。 朝 八 時半 整列と 云 ふので 支度 をす る。 宿の 女中 は 商 賢 柄に 似ず 朝寢坊 で、 未だ 夢の 中に 居る。 

小さな 中庭に 雨が サ ラサ ラと 降り そ \ いで、 靑 桐の 葉が、 一片 ニ片 落ちて 来る 下に、 名 も 知れぬ 秋草 が^いて 居る。 

昨日 露營 した 第 十二 中隊 は 嘸 難儀な 事であった らう。 信 子 は 未だ 夢で も 見て 居る か、 壬 生 馬 は 佛國で 何 をして ゐる だら う 

など、、 とりとめ もない こと を、 それから それへ と ® ひ 入りながら、 黑ぃ 柱に 恁れて 庭 を 眺めて 居た" 兎角 淚に なりたがる 


^の 5§ さよ"  < 

^=^、屮に町が急に脤ゃかになったので、 表 を 見  と、 宿の 直前に 大隊 長 以下が 集って ゐ た。 兵士の 頭巾 を 取れと 聯隊 長が I 

命す る。  . 一 

秋の 闹が蕭 々と乘 馬の 背 を 垂れ 下って、 尻の あたりから 湯氣が 面白い 樣に 立ちのぼる。 慘 として 筒らず と 云 ふの か 列 兵の 一 

釘 打の 靴が 礙，； 父り の 土 を 踏む 特殊の 音の み閗 える。  ： 

命令が 出て、 前衞 と共に 見^の 爲 め隨從 する。 例によって 蘆 田、 茂 木と 一緒で ある。  一 

くねった 桑：！ の 一條 道、 或る時 は 灌木の 林 も 通る。 旅の 人に は 一人 も 逢 はぬ。 試みに 若い 農夫が、 何 かの 寧から 家 を脫し 

て、 斯 かる 秋雨の 中 を、 他 鄕に訪 はう とする 道す がらの 事 を、 小說 にして 描く として、 此 道の あたり を 如何 形容した もので 

あらうな どと 思 ひながら 俯 首して 行く と、 蘆 田 君が、 道の 邊の 秋草の 花の 哀れな さまな ど 云 ひ 出した ので、 妄想が 破れて 見 一 

ると、 a 分 は 戎衣を 着て 際 尾に 侍して 居る と 云 ふ 仕 合せ。 玉 川上 水い 水が、 黄色く 量 を 滑して、 眞 直に 流れて 居る の を 渡る： 

と、 秋の 心が 身に 泌 みる。 此邊に は 敵 兵の 設 はた 鹿砦ら しい ものが ある。 飯粒の 散った 所が ある。 戀が 建と 云 ふ 村の 道 は、 

河の やうに 雨水が 流れて 居る" 

やがて 敵 は、 久米川 附近に 陣地 を 設置して 居る と 云 ふ 騎兵の 報告が 来たので、 部署が 定る。 小川と 云 ふ 一 寸 した 村の 北方 一 

の大^^の^„^-叉路、 一 昨夜 敵が 前哨 を 張った 邊りを 過ぎて 杜 端に 出る と、 淺問祠 と 云 ふの が ある。 赤松と 杉の 亭々 たる ー構ー 

へ、 それに" ：！ 衞が 止して、 本隊 は 林 を 右方に 大岱に 展開せ るの を 待つ 事になる。 右側 衞は 又も 右方に 居る。 時 は トーき 頃、 一 

n は篠 をつ く 計りで ある。 

安 is- 大尉が 來 たので、 一所に 大隊 長の 居る 所に 行って 見て 居る 中に 叱られて、 右方の 百 姓 家に 入る と、 鶴が 寒む 5" こ 片却ー 

で 立って £5 る" 流し元に は 栗の ゆでる.^ ひがして、 子供が 大きな 傘 を さしかけながら 馳け 出して 來る。 栗 を 拾って 一 つ 二  J  ： 

生で 炱 ふ。  一 

a された 手帖から  f^- 二】 
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敵の 砲兵 陣地 を、 味方の 右側 が、 側 方から 攻擊を 初めた の を 見て、 久米川 村に 人る と、 町中の 人が 擧っ 一」 これ を 見て 居 

る U  ^傘の 黄色と 秋の 雨 U 

直ちに 敵 を： S 擊 しながら 所澤の 北端まで 出て、 演習 中止と なる、 二- ^ 半。 中 食後 少暇 をぬ すんで 一 軒の 百姓家に 入る。 此 

家の 主人 は 明治 十四 年に、 花房 公使 か 朝鮮に 護衞 して 行った 人 ださう だ。 白 湯 を 煮て 吳れ る。 裏で は 豚が うめいて、 堆肥の 

香 ひが キビ シク する。 

兵を滔 <f:: に 入れた の は 七 時 過ぎであった。 大きな 金物屋の 裏 座敷に 我等 五 人 宿る" 新ら しい 浴衣 を 出して 吳れ たので、 グ 

ショ 濡れの 戎衣 を脫 ぐ。 當 番が攝 いて れる。 雨 は 小 止みな く 降って 居る。  ， 

• 九 〇 七 年 (明治 ral 十 年) 

八月 四日。 日曜。 晴" 午後 時々 雨 W 午前 十一 時 四十 五分、 父上と 共に 上歸 驛を發 す。 高木、 山 本、 奥 園の 諸君 兒经れ り。 

八月 五日。 月曜" 曇り、 風、 霧" 朝 七 時、 靑 S: 単 場 待 含室 に 於て 朝食。 郵船 支 來訪。 十 時 住ノ江 丸に 搭 i^。 波 稍 荒 

く、 船 船 を 感ずる もの 多し" 五^ 函館 着" 龍！： 郵船 支店長 代理 諸氏 も出迎 へらる" 旅館 勝 田に 投宿。 夜 は 野 地の 勝 田に 

於て 龍 岡 氏の 松 前 追分、 義太夫 等 を 聞く。 十一 時歸 宿〕 

八月 穴 or 火曜。 朝 七 時 二十 分函 館を發 す。 郵船 支店長 龍 岡 氏 及び 勝 田 女 將に兑 绘らる (出發 に 先ち 旅館に 藤 井 氏 來訪ヒ 

車中 時々 來雨) 沿 逼" 風光 好きと ころ、 允 沼、 小 沼。 耕地の 見るべき もの、 目 名、 菊 越" わが 農場の 景況 は 五 年 以前に 比すれば 

大差 あり。 吉川 銀之丞 及び 農夫 五 人出 迎へ あり。 高木 氏と 別れて 農場に 向 ふ。 行く行く 新 市街地、 製麻 會 社用 外 溝 等 を拾視 す。 

此夜苦 川が 舉に 監督 人た るの 職責 を 守り、 地主 請負人の 資格に 立 入らざる 旨 を 話す。 


八月 七 nr 水曜。 朝 暴- 朝の 話 —— 

一、 全部/ 附與 ヲ受ク レバ、 製麻 禽社ト 地 卜： 權 設定/約束。 

一 、 新贷 防風 林ト 會社ト ノ境ノ 事。 

一 、 問 地ハ先 • 取橾ヲ 主張 スル 事。 

一、 立 木 拂ドゲ 及 處理ノ 事。 

1、 ^1.3; 與地附 與^  ノ事。 

一、 常年收 納金 ノ赛。 

1、 や；：： 川トノ 契約 追加 ノ事。 

午前. 村役場に 村長 を 訪問し、 談話 十一 時に 至る。 山 内榮宾 より 鶴 卵 十 個 を 经. り來 る。 午後 少しく 午睡、 ク II ボト キン を 

： 五 時 近く、 小士 r 川 氏 を 伴 ひて 防風 林 地を柬 方に 小 林 農場 境より 三角 地の 東端に 到りて 七時歸 宿) 午後 空 は 811； りたれ ど 

も 時に if 切れし、 蝦！ =5?^ 富 十； の 頂、 纖雲を 破りて 立てる を兑 る。 

八月 八 nr 木曜。 雲 あり。 正午 八十 七 度。 早 起結 束して 出發 し， 第三 線 北^、 小鐵 境界 を 踏査し、 隊 遊を經 て， 北の 地 

に 人る。 ^2; い、 膝！^ を沒 して w 備甚 しく、 奢 氣亦强 し。 阿部、 伊藤の 二人 草 を 分けて 内す。 午に 近く 河畔に 出で、 少憩して 

河-隙 を^く。 林 中 源-蝶 ろ 多く、 镇紛 として 碧 紫の 問に むらがり 飛ぶ。 若し ツル ゲネ ー フ あらば 此 S の 深 林の？ 如何に 卖 

しく 描きし ものなら む。 歸路 默 や， せる 儘に フト、 ゲ， テ ー の 風貌、 性格な ど を 烈日の 下に 思 ひ 起す。 

彼の 股の 如何に 美しく 蹄け るか、 彼の 激烈なる 情緒が 殆んど 冷淡と 見 ゆる^ 刻な <修^. 銭に よりて 内向し、 そが めに 如何 

に 冬く の 恨 を 人より，？ ar ひし かな ど。 

家に 歸り て^みし サ イダ， の^! 裏の 河邊に 衣を说 して 入らん とすれば 冷水せ を 切ん が 如く、 長く Is るに 不堪" 

愛 f より Ji?_J3 あり、 S 卜-の，：^ 漸く 癒え 給 ひしゃ 報ぜり。 

*J さ れ た v^ 帖 か ら  五 二  -ー 一 


^鳥 武郞仝 第 第十卷  五 二 凹 

壬 生 馬の 端 書に は COROT の m おあり。 余の 嘗て 眼に 違 はざる もの、 必ら ずよ き 作なる べしと 思 ひしに、 壬 生 馬の 短文 を 

讀 めば、 彼 も 亦 近く 見る の 喜び を ST へき 其 畫を賞 する こと 甚し。 

ティルディ、 ァグ ネス、 エルキントン 及び 森 K 諸君よりの 端謦、 或は 書狀， 心 深く 讀 む.' 

午後、 父上が 河 島 長官と 共に 旅行 せらる 可き 少 旅の 準備 を爲 す。 午 下 雷鳴。 

八月 九日。 金曜。 曇" 朝 七 時 五十六 分の 汽車に 乘 じて 小 樽に 向 ふ。 汽車の 遲 行と、 停車場に 於け る 待ち 合 はせ の 長き 齒が 

ゆ さに 不堪。 十一 時 五十六 分 小 樽着. 越 中屋に 投宿" 午後 散策。 夜 九 時、 增 毛に 向 ふ 可く 釧路 丸に 褡乘。 凉^ 最も 佳" 

八月 十 日。 曜" 曇。 午後 四時、 釧路丸 小 撙を發 す。 原 内務大臣、 河 島 長官、 安東 警視 總監、 高 岡、 廣井 氏が 同乘 す。 不 

意に £ 村 汪吉 氏に 會し、 喫驚" 八 時 滑 毛に 着す。 直ちに 市中 を晃 物す。 戶數約 二 千と 稱 せらる。 暑 寒 川 は 市の 西方 を 流る、 

三吉 神社 封 岸に あり。 全市 街 を 展望す 可し。 十二時 乘 船中 食" 一時 出帆。 一時 四十 五分 §S 萠着。 蒸 汽船に 引かれて、 §5 萌河 

を 溯る 事 約  一 M 半に して t 陸し、 小 寺の 立てる 山腹に 至りて 概景を 展望す。 市街の 地形 は、 ^毛に 比すれば 甚だ il 濶に、 河 

流の 便 も 亦 犬に 可な り。 然れ ども 波濤の 荒き 時には 二十 尺に 達し、 一 立方 尺に 加 はる 可き 壓カは 實に六 千 斤に 達する が 故に、 

防波堤 を M_ 、くに 當 つて は、 二十 噸の角 石 を 要すと 云へ り。 戶數約 二 千と 稱すリ 

山 を 下りて 再び 引 舟に 乘じ、 港口に 出で、 警 標 所より 港内 全般 を 眺望し、 丸 二 旅館に 投ず。 當 旅館 は 三叉路の 交點 にあり。 

伐木 せられて 草の み靑々 と 生じた る狀， 波の 如き 連 丘 を 東方に 望む。 店 前に は 少女の 二三、 手龜を 弄べ り。 今日 氣候 は烈 

暑 を 極め、 殆ど 闲憊 せんとす。 宿に 着して 浴す 可き 湯な し。 隣室に は色靑 ざめ たる 病 者 臥せり。 

八月 十一 nr 日曜" 畢 IT 昨夜 蚊 A 蛋とに 攻められて、 寢る こと 僅かに 二 時間。 朝 四時、 早 起結 束して、 一 行と 共に 汽船に 

行かん と、 河 1^ 渡り、 昨日の 地點 より トラック を 以て、 大和 田 炭鑛に 至り、 一行 五臺の 馬車に 乘 りて 發す。 暑氣甚 しく、 馬 

車 は留萌 川に 沿 ふて 峠 を 上り、 其絕 項に 於て 中 食す。 洗 ひたる 葉の 上に 副 菜 を 置くな ど 面白き 事 あり、 時に 十一 時" 再び 發 

し て^を 下り、 御料 林 を 經て北 龍の 本願 寺 開墾 場に 少憩、 こ K にて 沼田 農場の こと を 聞く。 


約 田 S  -  ^ 

一 等 田、 大豆， 小豆、 小麥  各 一 斗 宛 

五 等 w、  ヒ  各 六 升 宛 

米  五斗 宛 

小作 千 餘戶リ 沼 W 農場" 北 龍 村。 

後： 盟？^ 川 を 渡り、 荒漠 たる 泥炭地 を經 て、 妹 背 手に入る" 驟雨 如 突篠。 五 時 着。 

i^i^ 場 側の 茶屋に 少憩す、 蒸 熱 益々 甚 しく、 衣 襟 汗に 漲る。 

七 時 四 分の 汽車に 乘じ、 七 時 四十 分 頃、 瀧 川に 着し、 停車場より 五 丁 計りなる 渡邊 旅館に 入る。 

•  おれ. お 潔 熟睡， 終日の 疲勞を 翳す こと を？ おたり。 

八月 十二 曰。 月曜" 1. 午後 晴れ。 朝 五 時 起 iif 冷氣 身に 適す。 八 時 十一 分の 汽車に て 札 螝に向 ふ。 十一 時半 札 幌着リ 

五 年 前の i 之 事 夢の 如く 腦 裏に 浮ぶ。 不言の 情。 山形 屋に 入る。 

% 子、 壬 中 ：ぼ1、 Lili  Beschlin、 龍 E、 大野、 告 川より 来信。 母上 樣の御 病 氣御快 i:- の 由大に 安心す。 

午後 休息。 夕刻より 馬.： ホ に乘 じて 中島 遊園地、 西 田 氏- 農科 大學、 博物 鉈等 を訪 ふ。 變り しもの あり、 變ら ざる もの あり。 

我 はおして 變り しもの 、 一 か、 將 た變ら ざる もの X 1 か。 

八月 十一 一一 or 火曜" 晴れ。 朝 西 村 氏を訪 ひ、 氏 及び 其 妻 に面會 す。 例に よりて よき 入な り。 3 物に is 一條に 行き、 後 宿 

にて 諸方に 出す 端 US: な ど認 む。 

si^m 校の 鎵 と、 ^斐^ 斐 しき^ 生と、 殊に 我が 心臓 を 躍らし む。 

テ- ルディ、 フォ ルス タ，、 大 孝 太お より^ 信。 

八月 十四 or 水 iT 晴" 午後 s:^!^ 校に 至り、 田 中 捻 氏に 而會 す。 夫子 依然 孜々 として 其 職に 忠 なり。 Ki: 野 共 他に 會 はんと 

さ れ た 手 帖 か ら  五 二 五 


有 島 武郞企 iisi-  ポ十卷  5 一  六 

したれ ど， 會 はれず。 去って、 星 鮮を其 寮に 訪ふ" 宽海 林、 渡邊の 二人 來り會 す。 快談 半時 間 後、 大臣 等 一行の 出發を 停車 

場に； お 一り、 s:w 氏に 至りて 晩餐の 馳走と なる。 

停車場に て、 校長、 安部、 南、 橋 本の 諸敎授 及び 前 田 ^5 に會 ふ。 

此夜 同お 書に 於て、 星 野、 渡. 邊， 半澤、 東海 林相會 して 快談 す。 父上 三 tni 分の 汽車に て 室 蘭に 赴かる。 

八月 十五 B" 木 IT 晴。 凉〕 朝 校長 を訪 ひ、 1 身上の 相談 をな し、 西 田 氏ゃ訪 ひて 歸宿 U 朝食の 時 女中 タケと 語る。 

显 野を訪 ひ、 ia- 海 林と 共に 札 幌農學 校 を る。 中 食 は星鮮 方、 三時 過まで 語る。 

八月 十六 会： 曜" 曇" 暑し。 朝 丸 井に て 買物。 一 時 十分 父上 御歸 札。  . 

午後 暇 乞 ひの 21、 西 村、 高 岡、 校長、 西 田 訪問" 夜" 西 田 氏 來訪、 談十 時半に 至る。 

八月 十七 or  土曜。 曇) 暑し。 朝 六 時 十五 分 札 幌を發 して 農場に 歸る" 

午後 時半 母上 御着" 停車場に 迎ふ" 雨 到りて 夜 £1： やまず、 大いに 秋冷 を 感ず。 夏 逝かん とす。 壬 生 馬より 端 » 来る。 

八月 十八 Br 日曜" 晴。 

1 、 { み； 間 地、 山 浦 支店長と 談合、 又 西 村と も 打 合 はせ の 上、 取 計ら ひの 事士 口川に 依賴り 

1 、 貸附 地名 前換" 

一 、 製 線 1^ 道路 を 相 當代價 にて 引受く る こと。 

一 、 新貸附 地に 屬 する 迫 加 約束 リ 

1 、 木材 取 分の 事。 

1、 畢校前 新道 足 兩侧、 又は 片側 を相當 fig にて 引受く る 談を爲 す 事。 

一、 本： 水收納 豫算。 

r 明治 三十 九 年 八月 廿ー 日付 契約に 左の 條件を 追加す る こと。 


I  、  月日 付 許可の 贷附地 線 何 坪" 及び 將來增 加す る 地 接"  一 

1、 gl= 理の 報酬 金 拾^と ありし を 金 五 拾 圆と改 むる 事"  一 

以上 父より 祸示 U 

朝 S3 上に 從ひ r,^ 場 地^ 視す" 午後 新築 家 Iffi の 設計。 夕方より 父上と 共に 投岡 町に 至り、 諸 物な どす。 夜 事務所の 前庭に 一 

火 を して、 を 取る。 夜中の 漸く 凋落して 秋 行 適しぬ。 月 は 九日 なるべし" 

八月 十九 日" n-ll。  冷。 朝 洗面 せんと 戶 外に 出 づれ ば、 冷 凉の氣 身に 泌 みて、 北海の 天地 は旣に 秋な り。 朝、 母上に 

從 ひて 新 SSJSS: を 見る- 秋雨 時々 に 至りて、 衣袂を E す。 午後 二 時より IS 銻 社に 臨時 祭 あり。 雨と なる。 tss 人 大人： A 十名ノ 

io 夜中 急 雨" 

八月 11 十 曰- 火曜。 朝^り 後晴 朝 十一 時 H 十六 分發 にて 狩 太を辭 す。 小作 其 他見：？ < 多し。 七 時 十五 分函館 着。 勝 田 旅 一 

^に 入ろ。 

八月 一一 十一 曰。 水曜。 半喑" 冷。 朝 龍 岡 氏 夫人、 郵船 會社支 長、 區 役所 街 記 夾訪- 父上 は 共 進 會開會 式に 列席。 母上、 

行郞 と共に 十 時お 館を發 し馬难 にて 湯の 川、 林 長 館に 至る。 着せる は 十 一 時半。 一 浴 i" 河爽を 感ず。 午後， 父上 來 iiSS 共に 散歩 一 

して 南 に 至？」 と 約 十 町。 歸館 すれば 江 夏 夫妻 あり。 夜 九 時 頃まで 遊ぶ。 

八月 二十 二 B。 木曜" 华 晴" 風" 午前 玉 突、 入浴 其 他に 費す。  一 

午後 .：：2『 藤 井、 江 夏の 三 氏 來訪。 前 二者 は 一泊、 夜 龍 岡、 一木 夫 A 及び 龍 岡 老母 來訪。  - 

八月 二十 1!1 曰" .金 曜。 IT 大風。 午後. i の 師匠、 高木 其 他 來訪。 夜 月 W (十四 曰)、 市に 盆^ を 兌る。 余が^^^踊を兄しはこー 

れが 初めてたり。 夜」 入りて より 風强 し。 

八月 二十 四 土曜 U 晴" 大風。 午前中 は f 數番。 

午後、 村 角力 を る。 母上 楚國. rrg 人會 の徵迎 M と共に、 綱 館に 赴かる。 榊 郵船^ 店是 來訪" 夜：^ 田 氏より 報 あり。 一 年 一 

$3  J れた 手帖から  五二七 


有 鳥武郞 全集 iss- 十卷  五一 一，、 

志願兵の 事 は 思 はしからず * 服役せ よとの ことなり • 無據、 佐 藤 校長に 就任 延期の 事 願 ひ 置き、 明日 歸 京の 事に 決す。 

八月 一一 十五 B。 曰曜" f  、 午後 晴" 大風" 朝 七 時、 父上と 別れ、 行郞 と共に I にて 勝 SI に歸 り、 母上と 面談、 英 

夫よりの 來狀を 報告す。 龍 岡氏訪 間。 午後 一 時半. M 海 丸に て闲 館を發 す。 波 稍； 咼し。 靑森 一泊" 

八月 一一 十六 B0. 月曜" 暴。 風" 朝 六 時 十五 分 靑森を 發丁。 途中、 利根 川に て^ 水の 爲め 汽車 不通の 報に 接し、 fp: 時半 松 島 

驛に 下車し、 車に て 松 島 ホテルに 入る。 N を 夢む。 

八月 二十 45。 火曜。 f: 風。 雨" 朝 瑞巖寺 (葡萄 木鼠、 政宗 公)、 半月 庵、 Hi. 顯瀾亭 其 他 を ：！：- る。 午後- 蜀り 五大堂； 

に 上りて 靜 思す。 

五 時 一分 前發 して 松島驛 より 五 時 三 十分 發の 汽車に 乘 じて、 六 時 仙 仙臺 ホテルに 投宿す。 此夜 大雨 傾 盆。 函館大 く 

の 報 あり。 S 上、 行郞の 安否 を 思 ひて、 熟睡し 得ず。 S 々夢む。 

八月 一一 十八 曰。 水曜 >  考 五 I 床。 六 時 六 分の 汽車に 乘 じて 仙 臺を發 す。 沿道の 河 響 大溢。 取手 I 間、 龜有南 千 ま 

間 ニケ所 汽車 不通の 爲め、 二 時半 頃 土 浦 柴田旅 店に 一泊す るの 巳むな きに 至る" 此夜 晴れ、 市中 を 歩む 0 

八月 一一 十九 or 木曜。 曇" 朝 五 時 五十 分、 土浦崙 し、 擎驛 より 此方、 利根 川の 甚だし 4$ る を 見る。 龜 有に 奪 

る は 午前 八 時！ 一十 分 頃な りしなる 可し。 

然るに、 荒川の水^#瓒水して， 渡船の 便な しとの 事に、 此 停車場に て 渡船の 用意なる を 待つ 外な きに 至^り。 
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(一) 花 I 今： 築 版の 年譜に^ 拙訂： 止 を 加へ て 作成した。 

0 ご 最後の II 査の 結果 故、 凡てこの^^譜にか.^るものとする。 

S 作品 名の 下に (I) と ある は 本 仝^^ 1 卷所 招なる 事 を 示す。 

S 發表 個所の 明かなる もの は- 發 I おの 月を揭 示し、 完成の 月日 は 之 を 明 is" せず。 

(五〕 發 表の 月の 不明の もハ は. その 年の 最後に、 年の 不明の もの は 表 末に 附記す る。 

年譜の 事 赏 上の 责任は 私に ある。 11 綠 W 正 信。 

る 一 八 七 八 年 (明 12- 1 年) (寅 歳 11 三 月 四 曰 未明、 ias 小石 川^ 水道 町 五十二 地に 生れた" 父 は武。 薩靡藩 

北鄉 氏の 臣。 當時 大藏^ より 松 方 公に 從ひ 海外 派 造 中であった。 その 性格 は 「非常に 正 id! な、 又 細心な 或る 

意^の 執拗な 性質 を 有って ：}；5 た。 そして 外面 的に は隨分 冷淡に 兑られ る 場合が 無いで はなかった が、 rS: 部に は 

恐ろしい f, 情 を 有った 男であった" 此點は 純粹の 九州 人に 獨？ おな 所で ある。 一 時に 或る f:a- に，：：：： 分の 注^ を if^w- 

した 場合に、 殆んど 寢食ケ 忘れて 了 ふ」 敎肯は 「父の 若い 時代と して は 新ら しい 敎育を 受けた 方 だが、 その 极 

抵を なして ゐ たもの は 矢張り 朱子舉 派の 儒學 であって、 その 影 響 から は 終生 脫 する^が 出來 なかった」 他.：^ は 

少年 時代に は 生長 を氣遣 はれた ST たったが、 後年に 至って 次第に 强壯 となり、 「身鳍 こそ 小さかった が、 

の强 い、 化^の 能く 續 けて 出 來る體 格」 であった" その 生 ひ 立ち は 非常に 不幸で、 父の 父、 卽ち 武郞の fiv 、に 

常る 入 は、 フ躇" 贈 小 藩の 士で、 島^ 家から 見れば 陪臣で あつたが、 その 小 藩に 起った お 家 騒 励に 捲き 込まれて、 

年  諮  五 • 一一： 一 
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球の 某處へ 遠島され た。 それが 父の 七 歳 位の 時で、 それから 十五 か 十六 位まで は 祖父の 薰陶に 人と なつた- 

從 つて 小さい 時から 孤 II で (父 は その上 一 入 子であった) li りで 立って 行かなければ ならなかった のと、 父 その 

人が 餘 りに 正 腐で ある 爲め、 躍 i 人の 欺く 所と なった 苦が い 經驗が あるのと で、 人に 欺かれない 爲 めに、 人に 

して 寛容で ない 褊狹な 所があった" これ は 境遇と 性質と から 來て 215 たので、 晚 年に は 追々 練れて、 廣ぃ 襟懐 

を 示す やうに なった」 

母 は 幸 子。 南部 藩の 江戸 留守居 役山內 氏の 長女。 明治 十 年に 武に 嫁した。 

母方の 祖母 は久留 米の 蜜、 九州 人の 血 を 持った 人で 非常な 女丈夫。 篤信 家で、 初め 自力 を 信じて ゐ たが、 後に 

他力 を 認めて 淨土眞 宗に歸 依した。  .  • 

母方の 叔父 は大阪 の， 集税長 をした 人で、 風采の 立派な 快男子で、 親分 肌の 大酒 家で 早世した。 維新の 際、 南部 

藩が 朝敵に 廻った 爲め、 母 は 十二 三 歳から 流離の 苦を眷 めて、 結婚 前に は 東京で お 針の 賃仕事 をして ゐ たと；： ム 

ふ 事で ある" 氣 性は濶 達な 方面と 共に 人 を 呑んで かかる やうな 鋭い 所が ある。 結婚 後 は r 當 時の 女 庭 訓 的な 思 

想の 爲 めに、 在来の 家庭的な、 所謂 ハウスワイフと 云 ふやうな 型に 入らう と 努め、 又 入りお ほせた。 然し 性^ 

の 根柢に 有る 烈しい ものが 間々 現 はれた。 若い 時には 極度に 苦しんだり すると、 往々 卒倒して 感覺を 失 ふこと 

があった. ：，.-. しかし 此の 發 作が ヒス テリ？ に變 つて、 泣き崩れて 理性 を 失 ふと 云 ふやうな 所はなかった e …： 

後に 母方の 祖母が 同捷 する やうに なつてから は、 その 感化に 依って 辯 土 眞宗に 入って 信仰が 定まる と 外貌が 變 

じて 我意の ない 思 ひ 切りの いん、 平靜な 生活 を 始める やうに なった。 そして 癲癇の やうな 烈しい 發作は ffl. はれ 

なくなった。 …… 母の 藝術 上の 趣味 は、 自分で も 短歌 を 作る 位の 事 はする 程で、 かなり 豐 かに 有って 居た」 

武郞は 長男と して 生れ、 二人の 妹と 四 人の 弟と があった。 

武 郞 ——. 明治 ナ 一年生る。 


五 
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愛 f.;^  - 明治 十三 年生る。 (山 本 に 嫁す) 

壬 生 馬 、，— 明治 十五 年生る ^ 

志 滿 子 明治 十七 年生る。 (高木 喜宽に 嫁す) 

隆 三 - 明治 十八 年生 X え (父方の 駔 母の 生家 佐 藤氏 を EI す) 

英 夫 11 明治 二十 一年生る。 (^方の 生家 山 内 氏 を c: す〕 

行 郎 11 明治 二十 七 年生ろ。 

歳 一八 七 九 年 (明^ 十二 年) 

歳 一八 八 〇 年 (明治 十三 年) 

歳 一八 八 一 年(明^2十四年) 1- 高等.！ 範學 校附艇 幼稚 11 に 入った。 この から 多少 蒲柳の 體質 となり、 北海道に 

轄 おして 後まで 時に 藥餌 を絕 たなかった が、 長 五 尺 四寸、 普通人の 均 齊な體 格を備 ふるに 至った。 中^ 時代 

心 脇に よる 障害 は 脚氣を 起し- 父お を 苦慮せ しめた。 

歳 一 八 八 二 年 (明： 十五 年) 11 父が 橫濱 の稅關 長に 住 命 さる、 と共に 一 家 を 舉げて 横， ¥ 月 岡 町せ  < 古に 移った〕 歐 

米 主？^ と國粹 主義と を 兼ね 奉じた 父 は、 敵の 刃 を にう とする 心 持から、 出來る だけ その子に^ 米 風の 敎育を 

授けようと したので、 武郞は 妹 愛子と 共に 或る 米 國 人の 率 l に经 られ、 終日 その 家で 過し、 多少 英語の 素 ir おが 

出來てから山手ニ十^^の英和學校に入れられた。 同 時に 父母から は 最も „=s ^な 武士 風の 庭訓 を 授けられた。 曉 

最の劍 法、 弓、 維 馬、 大學、 論語、 灸 1^ 叼 禁鈉" 性格 は 非常に いぢけ た。 £1:,^ 校で お 具 を 盗み L お 見され た 恥 かし 

さ。 好きな 若い 女 教師から 泣き やむ やうに ini^ の I 房 を もぎって 與 へられた 記憶が 殘 された。 

(叨治 十六 年 三月より：：？ 十七 年 八 まで 英語 會話. ぽ K おの 爲め米 II 人ギ ゥリ/  . ルイ-一氏の 家 isi に 通 ひ、 八 =: 後 

、和^ 校に 入 ゆ。) 
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一 八 八 三年 (明治 十六 ハ4^〕 

一八 八 四 年 (明治 十七 ハヰ) 

一八 八 五 年 (明治 十八 年) 

一八 八 六 年 (明治 十九 年〕 

1 八 八 七 年 (明治 二十 年) 11 五月、 英和 舉校を 返き、 學習院 に 入擊準 趣の 爲め 自牧學 校と いふ 或る 老女 先^の 

寺小屋 式の 變^ な學 校に 通った。 この 極端な 變化は 彼 を 驚かした。 

六月、 學習院 豫備科 第 ni 級へ 入 學し た〕 そして 寄宿き に 入れられ、 土 日曜 每に橫 濱の官 舍へ歸 宿した。 この 

から 年長の 學牛； が 彼に 對 して 與 へた 恐ろしい 男色の 壓 迫が 始まった。 

十 1 歳 一 八 八 八 年 (m^ 治 二十 一 年) 11 皇太子殿下の 御學 友に 選ばれ、 毎， H 曜日に 吹 上 御苑に 伺候した。 

この頃から 「少國 民」 「少年 文學」 等 を亂讀 し、 繪畫 にも 趣，， を 感じ、 觸 目の 事物 を容 尸ぶ 且つ 巧妙に 寫生 する こ 

とが 出來 た" 又 「少國 民」 に はれる 辆 昔の 揷 ii に 傾倒した。 

十二 歳 一 八 八 九 年 (明治 二十 二 年) 11 憲法 發布 式の 雪の 朝、 森 有 禮の橫 死 を 聞いて 非常に 感動した。 この頃から 海軍 

軍人た らんと する. HI 望 を 抛擲し、 農業に 從 事して みたい とい ふ おぼろげな 欲求 を 感じ 始めた。 武郞 自身 曰く 「何 

がその 原因で あるか 分らない.、 恐らく 人前に 出て 臆病な 自分の 性質 をし み，.^ 感じた 結 Bjf だら う」 と。 

十三 歳 一 八 九 〇i^. (明治 二十 三年) 11 七月、 學習院 豫備科 卒業、 中等 科に 編入。 

卞 四 歳 一八 九 一 年 (明治 二十 四 年) 11 父が 大蔵 雀の 關税 局長 專任 となった ので 一 家 は 東京に 移った が、 武郞は 依然と 

して 寄宿 舍にゐ た" 彼 自身 曰く 「善良な 少年と 不良少年との 間に 自分の 位置 を 定め かねて ゐた。 …… 若し 羞恥 

の 念 さへ なかったら 私 は 恐らく 後者に 馬して ゐ たらう" 學 業の 成績 は 優等だった。 そんなに 勉强 しないでも 樂- 

だった」 と。 同級に 鹽 谷溫、 松 平 保 男、 大久保 利 賢、 告井仲 助、 德大寺 則 磨 氏 等が あった。 


十五 歳 一 八 九 二 年 〔叨治 二十 五 年〕 —— 橫濟の 舊友を 訪ねた 時、 中年の 寡婦の 誘惑 を 受けた が 遊れ た。 この 一 事 は 非常 

に い 影響 を與 へたと 自ら 信じた。 

十六 歲 一 八 九 三ハ牛 (明治 二十 六 父が 渡 邊國武 氏と 政治 上の 意見の 衝突から 大藏 省國债 局長の 職 を 退いて 鎌 倉に 

幽：^した。 父 は 家財 全部 を 費 却した が、 殘る もの は 借金ば かりだった。 武郞 .s 身 曰く 「骨董 屋が 車夫 部 尾に 维 

まって 小さな セリを やった。 その 時の 光景 は尙^ の 前に 殘 つて ゐる」 と。 然し 父母 は 子供達に 不如意な 生活 を 

見せまい としたので、 その 爲め 彼等が いぢけ る やうな 事はなかった。 武郞と 妹の 愛子と は 東京に 殘 つて 外祖ほ 

.iyw: 靜子 の 世話 を 受けた。 こ の 秀拔な 女丈夫 の 感化 は 著し かった。 

十七 歲 一 八 九 四 年 (明治 二十 七 年) 

十八 歳 一 八 九 五 年 (明治 二十 八 年) 11- 岩 倉 具 張 等と 共に. 01 鳥 博士の 私塾に 入った。 この頃から 病氣 のた め 魔 i 休舉し 

成績が 惡く なった。 文 g 一書 を耽讀 し、 奇怪な {.^： 想に 耽り、 良友に 靑山 原に 連れ m されて 激しい 忠 與 へられ 

たりした。 墦田英 一 と 知った"  . 

九月 ——- 斬魔劍 (1) 

十九 歳 一 八 九 六 年 C 明治 二十 九 年) 11 七月、 學習院 中等 全科 卒業。 

九 四 年 以來、 腸チフス、 肺炎、 脚氣、 心臓病に 優って 幾度 か 危險に 瀬した ので、 3: 取！：. Hs^ 京に ゐられ ない の S3 

になって ゐた。 ふと 札^ 農學 校に 入る 氣を 起した. J その 動機 は W: 姓の 仕事 を硏究 してみたかった のと、 北海道 

に は、 嫌 ひな 蛇が ゐ ないだら うとい ふ 事からで あった。 

八月 下句、 大風 雨 を H して 北海 追に 渡った" 新渡戶 博 土 の 家に 寄寓し、 II 夫 八の 殊龍を 蒙った。 九月、 札^ s„« 

ゆ t: 豫科 第五 年 級に 人學。 新渡戶 博士の 英文 • ゆの 講義 に 非常な 興味 を 感じた U 森 本 厚吉と 知った。 

二十歳 一八 九 七： 小 (明治 ：1; 十 年、， 11 外肌母の感化にょる.ぉ敎生ぉの第ー ルとして：^みトま堂の修行を廢し、 キリスト 
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敎に 近づ. いた。 友 入 森 本 *m 吉は當 時 、懐疑の 絕 項に 悶えて ゐた。 これから 二人の 間に 苦しい 砥礪の 日が 續 いた 0 

性の 目覺 めが 障碍と なり 鞭撻と なった。 

七月に 晨ゅ 校本 科に 進級す る。  - 

二十 一歳 一八 九 八 年 (明治 三十 一 年) ， 

遠 友夜學 校々 歌 (1〕 

二十 二 歳 一 八 九九 年 (明治 三十 二 年) 

花 語り 〔1) 

一一 十 H 歳 一九 〇〇3KW 治 I 一一 十三 年) 11 決心して 11 立 敎會に 入った。 内 村鑑三 氏に 負 ふ 所が 多かった。 父 は 家族 主義の 

立場から 斷 然として 武郞の 基督 信者た る ことに 反對 した。 然し 常に その 善良 高叟 なる 人格 はこれ を 推賞して 止 

まなかった。 

足 助 素 一 、 末 光 績と相 知った" 

人生の lg 趣 (5〕、  r 學藝 會雜 誌」 第三 四、 五 號( 一 九 〇 一 年〕 所揭。 

札 幌農學 校々 歌 (1〕 

二十 四歲 一 九 〇 一 年 (明治 三十 四 年 ：> —— 三、 四 人の 青年が 中心と なって 躅 立 敎會を 改革し、 敎會を 全く 敎 派から 11 立 さ 

せた。 「鎌 倉 ぼお 府 初代の 農政」 〔5) なる 卒業論文 を 提出して、 七月 札 幌農學 校 全科 卒業。 

士 一月、 一 年 志願兵と して 第 一 師團 歩兵 第三 聯隱 に入考 

十一月 —— 五日 集 (詩 XI) 

札幌獨 立敎會 (歴史)、 「聖書 之 研究」 第一 四、 五、 六號 所揭。 

夏に、 森 本摩吉 氏と 共著で 「リビングストン 傳」 を 警醒 社より 出 汲" 


二十 五 歳 ： 九 〇 二 年 (明治 三十 五 年) 11 十！ 月 三十 H 返營。 成績 優秀、 見習 士官に 任ぜられた。 

二十 六 歳 一九 〇 三年 (明治 三十 六 年) I 皇太十 殿下 御輔？ ^に 推された けれども 辭 して 受けず。 八月、 米 闘に 遊 學し、 ぺ 

ン シ ルゲァ -ーャ 州の ハ ァ * ゥァフ ？ド大 舉院に 入學、 歴史、 經濟學 jsg: 攻。 この から 宗敎的 生活に 不安 を 懐き 始め、 

深い 懐疑に 陷り 出した。 

:A パ—— 11 旅 短信 (5〕 

七 —革い きれ (1) 

二十 七 歳 一九 〇§: 年 (明治 三十 七 年) 11 六月、 「n 本の 歷史に 影響した る外國 文明」 とい ふ 論文 を 提出して、 マスタ！ 

ォブ. ァ ー ッの^ 位 を授與 されて ハ ァーヮ ァフォ ー ド大 學院を 出で、 直に フラ ンク フォ， 'ド 精； 内院こ 入って 看護 

夫と なった。 米國に 於け る勞 働の 眞意は 第 生 馬 を 歐洲に 學 せしめん がた めであった〕 二 ヶ月の 苦しい 動勞の 

自己の^ 神狀 態に も 不安の 念 を 感じ 出して 同院を 返き、 九月、 マサ チュ， セッッ 州の ハァヴ ァ，' ド大 おの 大 

^院 攻 科に 入り、 歷史 及び 經濟學 を iel:. 攻 したが り 興味がなかった。 唯、 モ，' ァ 博士の 中世 鈀趙築 史には 深 

い 研究心 を 起した。 エマ スン を讀 み、 ホ ヰット マンの 詩に 親^し、 ブランデスと ツル ゲ， ネフに 傾倒した = 此窕 

では 或る 米國 人と 共同生活 をした。 

金子 喜 一 と 知った。 

二十 八 歳 一九 〇 五 年 (明治 三十 八 年〕 —— 思 ふやうな 收據 もな く 大學を 去り、 その Is は-一 ュ，' ハ ンプ -V  ，州の 或る ss^- で 

働いた。 

バルチ モア で 暫く 森 本 厚士：： と同捷 した。 

九：：； ワシントン 市 ES:: 附蹈 阅窗館 に 於て 歴史 及 ひ 文^ を^ 攻 した" 渡米 以,^ 、 最も 興呋： を もって 勉强を やり 出 

した" イブセン、 トルストイ- ク：： ボト キン 等の 著 lis を 心 した。 

年  譜  五一 二 七 


有 島武 郞仝桀 十卷  .  五三 八 

百姓に な， らう か、 敎育 者に ならう か、 文學 者に ならう かとい ふ實際 Si: 題に ぶッ つかった。 

ブランド (5)、 一九 〇 五、 六 年に 涉 つて 「校友 會雜 誌」 に發 表、 一 九 一九 年 四月 「白樺」 に 再揭。 

二十 九 歳 一 九 〇 六 年 (明治 三十 九 年) 11 ある 友人の 態 愛 事件に 坐し 短銃 を 以て 生命 を 脅かされた。 極度の 神經： お 弱に 陷 

つて 農家に 遁れた U 

九月 一 日、 歐洲歷 遊の 途に 上り、 九月 十三 日 ナポリで 弟 生 馬と 落 合 ひ、 それから イタ リイ、 スイス、 ドイツ.、 

オランダ、 ベル ジュ 》■ ム、 フランス、 イギリスと あわた どし い 旅を續 けた。 

四月、 「 イブセン 雜感」 を 執 鼙、 一 九 〇 八 年 三月 「文武 會報」 に揭 載。 

かんく 蟲 (1)、 ワシントンに 於て 執筆。 一九 一 〇 年 十月 「白樺」 所揭" 

三十 歲 一 九 〇 七 年 (叨治 四十 年り 11- 二月、 ロンドンで ク ロボ ト キンに 會 つた。 四お 十一 日神戶 著、 歸 朝。 

九月から 豫備 見習 士官と して. 再び 軍隊生活に 人った。 

十二月 五日、 東北 帝 國大舉 農科 大學の 英語の 講師と なった。 

志賀直 哉、 武者 小路 實 篤と 知った。 

三十 一 歳 一 九 〇 八 年 (明治 四十 一 年) 11 一  月 七日、 舉長附 、王事 を 命ぜられた。 三月 六日、 學生監 部 勤務 を 命ぜられた" 

五月 六日， 明治 四十 一年 度大 is 科，" 農學寶 科、 十； 木工 學 科、 林舉 科、 及び 水 產學科 生徒 入 舉試驗 委員 を 命ぜ . 

られ た。 六月 一日、 陸軍 歩兵 少尉に 任ぜられた。 六月 四： n. 英語 講：！ 囑託を 解かれ、 大學豫 科 敎授に 任ぜられ 

た。 敍 高等官 六 等 七 級 俸ド賜 U 十月 十日、 舉半： 監部 勤務 を 解かれた。 十月 二十日、 叙 正 八 位。 十月 三十日. 叙 

正 七 位。 

吹 田 順 助、 神 尾 安子と 知った。 

三月 -—— イブ セ ン雜感 (5  、、 「文武 會報」 第五 三號所 10 


四月 ！- 米^の 田 園 生活 (5)、 「文^!^會報」第：，？！四號所ザ^ 

十二月 11 札 幌獨立 敎ぉ沿 T 卓 「11 立 敎會」 第三 七號 所揭。  ， 

H 記より (5)、 「文武^ 報」 第五 四、 五號所 揭。 

一月 二十 八日、 镯. 一 ル敎會 二十 五 年祭に 際して、 敎會史 を 朗讀。 

三十 二 歳 一 九 〇 九年ハ S ^治 四十 二 年) —— 三月、 神 尾 光臣の 二 女 安子と 結婚した。 E: 月 三十 B 、明治 四士 一年 度大 f 豫科、 

c« ^赏 科、 土木 ェ舉 科、 林 r ま 科、 及び 水 窗學科 半： 徒 入 學試驗 委員 を 命ぜられた。 

七月 三日、 ：：： 英 博覽會 出：： i 委員 を 命ぜられた。 

十！：：^^八！！；、 大學豫 科 第二 年學級 主任 を 命ぜられた。 

十月 一 一十 七 nl,  n 英博覽 會 出品 英文 大學 一 覽 編慕委 員 を 命ぜられた。 

柳 宗悅と 知った。 

二月 11 半日 (ー)、 札輕に 於て 執筆。 

三十 三 歳 一 九 ； 〇 年 (is 四十 三年) 11 五月 十三 日、 明治 四十 三年 度 大學豫 科、 農學 實科、 土木 Hms:、 及び 水 科 

^^：徙入^試驗-杂員を命ぜられた。 八月 十六 日、 陞叙 高等官 五 等。 十月 六 臨時 特別 取調 委 员 を 命ぜられた" 

卜-月 二十 一日、 敍從六 位 U 

武郞 文^的 活動 は此 年から 始まった。 四月、 inr お、 王 義に對 し 人道主義 を 提唱して 雜誌 r.{I:tt」 が 創刊され た。 

^^牛：馬、 と共に 同誌の 同人 となる。 

四月 11 西方 古 傅 (ー〕 「白樺」 所揭。 

五" 11 二つの 道 (5〕 「白樺」 所？ r 

七月— -老 船長の 幻覺 (4) 「白 ,」 所 

年  譜  五； 二 九 


有 鳥 武郞八 vl 築 i が十卷  五 四 〇 

1 へ 月 —— もう； 度 「二つの 道」 に 就て (5〕 「白樺」 所揭 Q 

十月 il - かんく 蟲 (1) 「白樺」 所揭。 

十一月 -! 叛逆 者 (5) 「白樺」 口 ダン 記念 號 所揭。 

三十 n 歳 一九 一 一年 (叨治 四 十 EI 年〕 11 五月 四 u、 明洽 四十 四. 年度 大學豫 科、 農學實 科、 林學實 科、 土木 工^科 及び 水 

裔^ 科 生徒 入舉試 驗委負 を 命ぜられた。 

長男 行 光が 生れた。 結婚 生活の 危機が 来た。 夫婦 共に 露 i 離婚 を眞 面目に 考 へた。 

獨 立 敎會を 去り 從來の 基督 敎的 信仰 を 捨てた。 危險 人物と して 北海道 廳 から 監視 を 受けた。 

一 月 11 或る 女の グリンプス、 後に 「或る 女」 (2) と 改題、 「白樺」 に 連載し はじむ。 

二月 1 -泡鳴 氏への 返事 (5  ；> 「白樺」 所揭。 

四月 11 「お 目 出た き 人」 を讀 みて (5) 「白樺」 所揭。 同級生 C5〕 所載 場所 不明。 

一一！ 十五 歳 一 九  一 二 年 (s^ 治 四十 五 年) —— 五月 四日、 明治 四十 五 年度 大學豫 科、 農學實 科、 林學實 科、 土木 H 學科、 及び 

水 摩學科 生徒 入 舉試驗 委員 を 命ぜられた。 

大正 元年、 次男 敏 行が 牛： れた。 

ーー一 月 11 小さい 夢 (40 「白樺」 所揭。 

三卡カ 歳 一 九 一 三年 (大正 二 年〕 11 三男 行 nr が 生れた。 

五月 十七 日、 大正 二 年度 大學豫 科、 農學實 科- 林學實 科、 士 木工 舉科、 及び 水 產舉科 生徒 入學 試驗 委員 を 命ぜ 

られ た。 九月 十 I 日、 .K 學年 間 大學豫 科 第 一 年 學鈒主 住 を 命ぜられた。 

二月 —— 或る 女の グリンプス 「白樺」 連載の もの 完了。 「或る 女」 前編 (2) の 二十 一まで. レ 

六月 11 ワルト .ホ ヰプト マンの 一 斷面 00) 「文武 會報」 所揭" 一九 一九 年 一月 「大 觀」 再 揭> 


七月 ii 革の 紫 (5) 「白樺」 所揭。 

八月 I 故 田屮稳 氏に 就いて (5) 「獨立 新報」 所揭。 .f^ 學の 過去 「東北 帝 國大舉 記念 集」 所揭。 

三 .4« 七 If^ 一  九 一 四 年 (大正 三年) 11 四月 三十 u、 大舉豫 科、 農舉資 科、 林攀赏 科、 セ. 木工 學科、 及び 水產 科 生徒 入學 

試 il 委員 を 命ぜられた〕 

九：：； 十  一 口、 太 學年閒 大學豫 科 第一 一 年學級 主任 を 命ぜられた。 

夏 父 ほと 共に 一家 を 擧げて 九州へ 旅行し、 久留 米に 師團 長たり し 神； If 家を訪 ひ、 又 初めて 父の 鄉 に 至った。 

秋 安子が 肺 を 犯された。 冬、 一 家 を擧げ て札幌 から 東京に 移った。 幼年より 生家に 留まった ことの 少ぃ 武郞は 

今や 心.！？^ を盡し て兩 親に 孝 一 ま を營ん だ。 

1 月 一 日 11 眞 夏の 夢 (3〕 「小 樽 新聞」 所揭" 

二 月 廿 三日 —— 新しい 翬 派からの 暗示 (5) 「小潭 新聞」 所揭。 

四月 —— An  Incident  (3) 「白樺」 所揭" 

七 =； 11 内部生活の 現象 (5〕 發表 個所 不明、 講演 篆 記？ 

八月 —— 幻想 (1〕 「白樺」 所揭。 

一二 十八 歳 一 九 一 五 年 (大正 四 年) —— 農科 大學 の敎 職を辭 した。 

安子 は 鎌 倉 の 轉地先 から 平 塚の 杏 雲 堂 病院 に 入院 し た。 

三月 11 首途 (「迷路」 の序篇 XI) 「白樺」 所揭。 

七月 11 十二； ：！；、 宣言 (1〕 「白樺」 所揭。 

九月 .11 サム ソ ンとデ リラ (未定稿 X40 「白樺」 所揭" 

三十 九？^ 1 九 一 六 年 (大正 五 年) 11 五月 生 馬 離^ 問题 起り、 八月 二日 愛妻 を 失 ひ、 十二 四日 父 を 失った。 それが ため 


冇 •  几 武 郞仝： 第十卷  五 g  二 

生涯の 「大轉 期と なった。 

五月、 慶應大 if 敎授 就任の 議 ありし も、 不調に 終る。  • 

與謝野 晶子と 知った。  ， 

1 月 11 お 末の 死 (To 「白樺」 所揭。 大 洪水の 前 (40 「白樺」 所揭。 

三 月 —— フ ランセ ス の顏 (1) 「新 家庭」 所揭。 

四月. I 惠迪^ 々 歌集 序 Oo  〕 

七月 —— ク&ボ 卜 キンの 印象 C5) 「新潮」 所揭。 潮 霧 (1) 「時事 新報」 所載" 

八月 i 松蟲 (5 附錄) の 序と 跋。 

四 十 一九 一 七 年 C 大正 六 年 } —— 此の 年 左に 列記す る 多くの 作ゃ發 表し、 文壇の 地位 名聲 漸く 確固たる ものと なる。 

十月、 初めて 武郞 著作 集 第 一 輯 「死」 を 新潮 社から 出版した。 

十一月、 中央 公論 は 兄弟 號を 出し、 有 島 三 兄弟、 谷 崎 兄弟の 作を揭 載した。 又 十一月に 正宗 白鳥， 島 崎 藤 村と 共 

に 「新 愛知」 懸賞 小說の 選者と なる。 

1 月 —— 「聖書」 の權威 (5) 「新潮」 所載。 

二月 十 一 日 11 再び ロダン 先生に 就て (5) 「讀寶 新聞」 日曜 附錄 所揭。 (前の 日曜に も 執筆せられ たもの 

らし。) 

三月  、レ ー 禮讃 (5) 「新 小說」 所載。 

五月 11 死と 其の 前後 (4) 「新 公論」 所載。 

六月 II 惜しみな く 愛 は _ ^ふ (5) 「新潮」 所 揭> 

七月 11 平凡 人 の 手紙 (1 ) 「新潮」 所揭。 力 インの 末裔 (1 ) 「新 小說」 所揭" 


八月 I 「平凡 人の 手紙 一 に 就いて GO 「讀彎 新聞」 所揭" ，Jbve,  the  Plunderer ズ？)  "The  New  East" 

所 揭り 

九月 II クララの 出家 (I) 「太陽」 所 指。 寶驗室 (1) 「中央 公論」 所揭" 

十月 — 凱旋 (1) 「文章 世界」 所揭。 奇蹟の 詛ひ (4) 「東方 時論」 所揭" 私の 母 (5) 「新 家庭」 所載。 藝 

術 を 生む 胎 (S) 「新潮」 所揭。 私の 創作の 寶際 (7) 「文章 世戶ご 所揭" 

十一月 II 迷路 (1) 「中央 公論」 所揭" 云 ひたい 事 二つ 00) 「中外」 所揭。 氣 分で 生きて 行く 人 (5) 「新 

潮」 所揭。 白 己 主義の 考察 「北海 タイ ムス」 所載。 

十二月 — 四つの 事 (5) 「新潮」 所載" ロダン 先生の 藝 術の 背景 「中央 美術」 所揭。 嘗てない 多作 を 

した 年 (7) 「新潮」 所搨" 

十二月 十七 日 —— 岩 野 泡 鳴 氏に (5)  r 國民 新聞」 所載。 

講演 I 十一月、 我の 考察 5〕 札 幅 農科 大學辯 論 部 講演 會に 於て。 その他 神戶 女舉院 (四月)、 救世軍 九月) 

に 於て 講演 U 

著作 第 1^ (十月) 「死」 11 お 末の 死" 死と 其の 前後。 平凡 人の 手紙。 第二 輯 (十二月) 「宣言」。 

四十 一歳 一九 一 八 年 (大正 七 年) —— 毎月 諸 維 誌に 創作 や 感想 を發 表し 且つ 著作 集 を五册 出した。 (第三 輯 より 第 七輯ま 

で )o 但し 第六轔 以下 は 薦友足 助 素 一 の 要望に より、 その 新ら しく 1. 營 せる 叢文閣 から 出版され る ことにな つた Q 

從 つて 新潮 社との 契約 を 改めた。 三月、 「新潮」 に 大正 六 年 迄の 「有 島武郞 年譜」 が 載った。 

十月に 同志. 1^ 大學、 京都 キリスト B1 円年會 館に て 講演す る 外、 Hi 招かれて 講演した。 

又 十月 三 曰から 五日 間、 牛 込^ 橫寺 町の 藝術 俱樂 部で、 藝術 座硏究 劇と して 「死と 其の 前後」 が 上演され た。 

これよ" 先き、 八月. 島 村 抱 月、 松 井須 磨 子と 相 知る。 又 秋 田 雨 雀. 藤 森成吉 等と 相 知れる も、 この 年の 事で. 

年  譜  五 四 三 


有 鳥 武郞八 K| 集 第十卷  .  五 四 四 

ある。 - 

一 月 11 曉圏 (「 迷路」 の續 編) 新 小說」 所揭。 小さき 者 へ (1) 「新潮」 所揭" 動かぬ 時計 (ir 中央 公論」 所揭" 

二月 11 藝術家 を 造る もの は 所謂 實 生活に 非ず Go) 「新潮 所揭リ 

三月 —— 死 を 畏れぬ 男 T) 「新時代」 所搨。 

四月 —— 生れ 出 づる惱 み (3)  r 大阪每 日 新聞」 に I 部所 載。 石に ひし がれた 雜草 (Co) 「太陽」 所載。 想片 

(5) 「新潮」 所揭" 林檎の 野 00〕 「新 小說」 所揭。 

七月 11 ある 六月の 日記 00) 「新潮」 所揭。 武者 小路 兄へ (5) 「中央 公論」 所揭。 

八月 11 私の 友達 60) 「文 軍俱樂 部」 所揭。 若き 友に 00) 「秀才 文壇」 所搨 0 藝術 製作の 解放 (5) 「新 公 

論」 所揭。 大 なる 健全 性 (5) 「文章 世 B^」 所揭。 自己と 世界 (5〕 「新 小說」 所揭。 

九月 11 讀 者に (5) 「白樺」 及び 「新しき 村」 所褐" 旅の 心 9  X 後に 「旅する 心」 と 改題 〕、 「讀覽 新聞」 

に 連載 

十月 11 蓮 命と 人 00) 「中外」 所揭。 予に對 すろ 公開 狀の答 (5) 「新潮」 所揭。 

十二月 11 私の 父と 母 (S) 「中央 公論」 所搨ひ 

著作 集 11 第 111 輯 「力 インの 末裔」 (二月〕 I -カ インの 末裔 0 凱旋。 實驗 室。 クララの 出家。 第四輯 「叛逆 者」 

(四月〕 11 叛逆 者 0 草の葉" ミレ ー 禮讃- 第五 輯 「迷路」 (六月 〕0 第六輯 「：JH れ出 づる惱 み」 (九月). I 生れ 

出 づる惱 み。 石に ひし がれた 雜草。 第七輯 「小さき 者へ」 (十 一 月) 11 An  Incident- 幻想。 小さき 者へ。 潮 霧- 

動かぬ 時計。 老 船長の 幻覺。 

四十 二 歳 一 九 一 九 年 C 大正 八 年〕 11 二月、 九、 十の 兩日、 木 田 金 次郞の 習作 展覽會 を 弟 生 馬の 靈 室で 開いた。 

三月 一一 一 十 一 日， 後備 役滿 期" 


三月 三十 一日から 四月 二十 一日 迄、 「或る 女」 後編 執筆の 爲 め圓覺 寺の 塔 頭の 一 つの 松嶺院 とい ふ 無住の 寺に 引 

m つて ゐた" 同月 二十 七日、 柬京 出發、 一： i 都に 赴き、 同志 社で 昨年の 續 ざの 藝術 論と ホヰ r マン を 講じた。 又 

この 旅行の 閑暇に、 京都 左 京 油 小路の 北 向 不動 堂の 一 室に 於て 「或る 女」 後編 を 執 鋒 完成した。 

四月、 朝日 新聞社 员 たる 事 をす >f めら れ しも、 斷る。 

八月、 H 人の子 供と 共に 北海道 を 十六 七 H 問 旅行し な 歸路、 輕 井澤に 立 寄り、 大學擴 張 講演 會にホ ヰット マン 

を 講じた。 十月 末から 同志 社で イブセン を 講ずる 爲め京 都に 赴いた。 母 を 伴った" 

此年 は、 輕 井澤、 同志 社の 外、 東京 高等 女舉校 聯合 同窓 會、 東京 女子大 學、 大阪 十日 會、 京都 PL 會、 第二 高 

等 女 i 校 同窓 會 等で 講演した。 

八月、 白樺 演劇 社 成立の 記念と して、 武者 小路 背 篤， 長與 寧郞、 千家 元 磨. }^ 藤經 一、 犬奏 健と 合著で 「白樺 

脚本 築」 を 出した。 此年、 秋の 末、 京都 エラン • ビタルの 同人に よって 「死と 其の 前後」 が 公演され た。 

一月 （1 小さき 影 (Co) (五日 —— 十二 日 r 大阪毎 曰 新聞」 所褐) 自己 を 描出した に 外なら ない 「力 インの 

末裔」 (S) 「新潮」 所揭。 ワルト .ホ ヰット マンの ー斷； 曲、 「大 觀」 (再 揭、 一九 一 三年 一月 號)。 

二月 11 御嶽 敎の 中敎 冗と なった 祖母 (6) 「中央 文學」 所揭) 批評と いふ もの (6) 「早 稻田 文學」 所揭" 

松 井须磨 子の 死 (6) 「新潮」 所揭" 和 辻 兄に (6) 「BK 新聞」 (二月 九日 所 揭)" 維信 一束 (7) (今月よ 

り 一九二 一  年 四月まで 「我等」 に 連載)。 「或る 女」 前編の 書 後 (6)u 

三月 11 「リビングストン 傳」 の 序 (6) 「一 见方 時論」 ニ號 より ！ 後に 第 四 版の 序 J 將來の 新劇 國に對 す 

る 二 II！ の： 文 (り) 「早稻 田 文學」 所褐" 聖 フランシス 「完全の 鏡」 の 序文 (e) 執 擎0 

四月 —— W 「新 小. 說」 所？ r 「鮮 性の 呼聲」 の あとがき (e) 「ブランド」 「白樺」 S: 揭、 一 九 〇 五 年〕" 

五月 ！ 往來雜 記 (6) 「大阪 朝日 新聞」 所揭" 「或る 女」 後編 書 後 (6) 
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六月 —1 藝 術的氣 分に 生きよ (6 )  r 讀賣 新聞」 所揭" 

七月 11 若き 友の 訴 へに 對 して (6) 「新潮」 所揭" 「題言」 (6) 「中央 文學」 所揭" 

九月 — f リビングストン 傳」 の 序 (第五 版 X6) 

十 【月 11 文學は 如何に 味 ふべき か (6) 「女 if 世界」 所揭。 「三部 曲」 書 後 (6)。 帝展の 日本 畫 より 石山 氏 

の それへ、 「太陽」 所揭" 

著作 集 11 第八輯 「或る 女」 前編 (三 月)。 第九輯 「或る 女」 後編 (六月)" 第十輯 「三 部 曲」 (ナ 二月〕 11 大洪 

永の 前 (4)、 サム ソンと デ リラ (40、 聖餐 (40、 三 作 共に 十月に 完稿" 

四月に、 whitmans  PGeticd  Work?,  selected  by  T.  Arishima を 警醒 社から 發.， する。 

四十 三歲 一 九 二 〇 年 〔大正 九 年) 11 創作 物と して は 武郞. 目 身 曰く  r 德田、 田 山兩氏 祝賀 記念 小說集 (『現代 小說 選集』) に 

『卑怯者』 と 云 ふ 小說を 一 っ謦 いただけです。 その外 一 つ 長い もの を 企て ましたが 全然 失敗に 歸 しました。 『卑 

怯 者』 に 就いては 別にい ふべき もの を 持ちません。 然し 何 か 私の 心の中が 變 化して 行きつ \ ある やうに 思 ひま 

す。 本當に 創作す る やうな 氣 持が 近い 中に 來る ことです か、 來 ない ことです か、 それすら 自分に ははつ きりし 

てゐ ません」 と。 

四月、 柬洋大 學の文 襲 講演 會で 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 と 題して 講演" 五月、 同志 社 大學で 課外 講演。 七月、 上 

宮敎會 で文藝 講演。 その他 輕 井澤 夏期 大學、 玄文 社主 催の 劇に 關 する 講演 會、 「_!1曲2^」主催の^^リ曲に關する講 

演會 及び 新人 會 主催の 講演 等に 出た" 十月、 北海道の 農場 視察に 行った。 

一月 11 內部 生活の 現象 (6) 「婦人の 友」 所揭" 文藝と 「問題」 00〕 「新潮」 所揭。 ル ベックと イリ ー ネ 

の その後 00) 「文章 世 B^」 所揭。 美術 鑑賞の 方法に 就いて 00) 「太陽」 所揭" 

二 HT— イブセン 研究 (6〕  r 大舉 評論」 (三 月 號に涉 る)。 


n 一月 11 自分に 言 ひ 聞かせる 言葉？) 「改造」 所揭" 惜 みなく 愛に 窓 ふ (6) (十五 曰 i 三十 一 日に 涉っ 

て 執 飾)。 短篇 小說に 就て (二月 十五 日 執 筆) 「大阪 朝日」 夕刊 所揭" 

四月 —— 美術 鑑赏の 方法に 就いて 再び 「雄 辯」 所祸 0 藝 術に 就いての f 考察 (6) 「中央 公論」 所揭。 

婦 入 解放の 問題 (6) 「改造」 所揭。 ケ， ベル 博士 小品集 (6) 「著作 評論」 所揭" 水 録仙子 氏の 作品に つ 

いて (6) (二十 五 曰 執筆 y 半： 活 と文學 (6) 「文化 牛： 活 研究」 所揭。 (一 九 ニー 年 ni 月に 涉 つて 連載) 

五月 —— 溝 を 塊め よ 「婦人 公論」 所揭" 價 値の 否定と 固定と 移動 00) 「入 問」 所揭。 r 惜 みなく 愛 は jj^ ふ」 

の書谈 (6  X 八日 夜 完成 )0 

六月 11 再び 本 間 氏に、 「早 稻田文 學」 所 r> 信 濃 日記 (6) 「新 家庭」 所揭。 

七月 11 イブセンの 仕事 振り (6) 「新潮」 所褐。 三つの 希 望， 「婦 入惧樂 部」 所揭。 

八月 —— 槐 多の 敬へ る (6〕 「著作 評 論」 所 招 0 愛 II 米 川 正 夫 氏に (G) 「時事 新報」 (二十 九日 )0 

十月！ 悲^のお 理 (6) 「著作 評論」 所揭。 一 つの 提案 (6) 「女性 日本 入」 所揭。 自分自身の 覺醒 11 文 

Si9 の 女性 觀レ 「婦入 公論」 所揭 。ホヰ "トマ ンに 就いて (cox 新入 會 第二 囘凑術 講： 漸會に 於いて 講 sor 旅 

する 心. ft 後 (十 IT 執筆)。 怯 者 (3) 「現代 小說選 ilff 所載 (二十 nilT 完； i)- 

十 一 月 -—— 文^家と 社會 主義 同盟に 就いて、 「人間」 所揭" 

その他に 「運命の 訴へ」 00 なる 一九二 〇 年 春 作の 未完： f の 創作 あり。 又、 r 讀賢 新聞」 所載の 「クロ ボト 

キンの 印 と 彼の 主義 及び 思想に 就いて」 (6) なる 一 文 あり。 

著作 芽 第 十一 輯 「惜み なく 愛 は f ぶ」 (六月) —— 惜 みなく 愛 は f ふ" 惜 みなく 愛 は 5 餘錄 11 四つの 事、 

薛 i 家 を 造る もの は 所謂 資 生活に あらず、 想片、 犬なる 健全 性へ、 自己と 世界、 批評と いふ もの、 若き 友の 訴 

へ に對 して、 美術 鑑赏の 方法に ついて、 美術 鑑賞の 方法に ついて 再び、 藝術を 生む 胎。 第 十二 輯 「旅する 心」 
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(十 一 月)。 

四十 四 歳 . 一 九 ニー  年 (大正 十 年) 11 創作 物と して は武郞 自身 曰く 「小說 として は 『白 官舍』 戲曲 として は. 『御 ian この 

二つが ある だけです。 これほどに 自分の 創作 愁が退 縮した こと を恥づ る。 その外に 申す やうな こと はあり ませ 

ん。 但し 胸の 中の ものが 無くなつ たわけで はない のです から、 執筆に 氣乘 りの する 時機が 近い 未來に 来ない も 

ので もない と 思って ゐ ます。 自分に 絕望 など は 全くして ゐ ません」 と〕 

文部省の 國語 調査 會 委員に 選ばれた" 同 恋 社大學 で バイ C ンを 講義。 

九月、 有 樂麼で 舞 臺協會 によって 「死と 其の 前後」 が、 十月、 新 富 座で 中 村 吉右衞 門 等に よって 「御 柱」 が、 

十 一 月 * 牛 込區 若松 町 飯 嫁耶で 合唱 小 劇場 第 一 囘室內 劇 試演と して 「老 船長の 幻 ご、 が いづれ も 上演され た。 

1 月 11 自已の 要求 (7) 「改造」 所 根。 秋 (乙 「婦女 界」 所 辯 藝 術の 不變性 (7) 能樂ダ 藝協會 講演、 「諮 

曲」 所揭" 白官 一 八 一 頁 11 二  七 S- 「新潮」 所載 = 

二月 —— 「聖餐」 に 就いて (7)  r 讀寶 新聞」 所載) 御 柱 (4) 「白樺」 所揭" 

三 月 （！ 一  人の 人の 爲 めに (7) 「自由 敎育」 所 指。 生活と 文 舉>(6)( 一  九 二 〇 年 四月より 「文化 生活 研究」 

に 連載され しもの 完結)。 

四月 11 雜信 一 束 (7)( 一  九 一 九 年 二月より 「我等」 に 連載 中の もの 完結 ヒ 「小さな 灯」 霤後 (7)0 

五月 ！ ％ 方の 靑年 諸君に (7)  r 寸鐵」 所揭" 美 を 護る もの (7). 泉ハ 7)、 いづれ も 文化 生活 講演 集、 「私 

共め 主張」 所揭" 

六月 11 餘裕と 文化 (7) 「文化^ 活」 所揭。 

七月 11 紅海 を 離れて (7) 「週刊 朝 g」 所揭。 

八月 11 维頭語 (7) 「新 文學」 所 摘。 自然と 入 (7) 「文化 生活」 所揭 0 北海： 追に 就いての 印象 (7〕 「解放」 


所 . 

十月 —— 柱」 上演に 就いて (7)  fiw 、新聞」 R: 曜附錄 (二十 一日)。 

十一月 11 生活と 言 ふこと (？) 「文化 生活」 所揭" 薩術 家の 生活に 就いて (to 「文章 倶樂 部」 所？ r 「御 柱」 

劇餘談 (7) 「中^ 文舉」 所揭。 

著作 集、 0£0 「小さな 灯」 (四月) ——壁 音。 北光" i? 護る 者へ。 喫茶。 卷と 秋。 . 

十： に、 ホ， ト マン 詩集 第一 卷 (40 を 叢文閣 から 發 行す。 

この 外に r 1 房の 葡萄」 9)、 「溺れ かけた 兄妹」 o/ 「基石 を 乔んだ 八つち やん」 (.0)、 「僕の m 子のお 話」 00 

の 四篇の 童話 ある 創作 月日 不明" 

四十 五 歳 一 九 ニニ 年 (大 ffi 十 一 年) 11 二月、 新しき 村 後援の 爲め 志賀直 哉と 共編で 「現代 三十； 一 一人 集」 を 出した。 

七月 十六 m、 岩 内に 遠び 同夜 町會 議事堂で 「惜 みなく 愛は簿 ふ」 を 講演、 同 十七 日 岩 內小學 校で 男女 生徒の 爲 

めに 「一人の 人の 爲 めに」 1- 講演した。 八月 十七 日、 き 己 所有の 農場 放に 就いて 小作人に^ 別の 辭を 述べた。 

この la 信 州 木 崎 湖畔の 夏期 大學で 「新 舊藝 術の 交渉」 (to と 題して 講演。 

八月、 北海 痕狩 太の 有 島 農場 開放の 宣言 をす る。 

十月、 個人 雜誌 「泉」 叢文閣 より 創刊し、 他雜誌 新聞への 寄稿 を 一 切斷 る。 十 一 月、 狩 太 共 牛； 農園 (萄有 島 農 

& 記念碑 建立 さる。 

十二月 下句、 報知 51 で r ドモ 又の 死」 が 新劇 座に よって 初めて 上演され た) 

1 月 11 宣言 一 つ (7) 「改造」 所褐 0 廣津 氏に 答 ふ C7X 十九 曰) rsas 曰 新 問」 所載。 魏添 について 思 

ふこと (7) 「大 勸」 所揭。 自由 は與 へられず (7) 「文化 生活」 所揭。 1 7W 「文化 半： 活 j 所, 滿韓 

旅行と 個 八雜誌 (10 「新潮」 所损 U 第四^級の^ 術 (7 X 一日〕 rfrsB: 新^」 所, 片輪 者 rifts の 
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友」 所揭- 

二月 11 生活より ジ 71 ナ リズム を排 せよ (？) 「文化 生活】 所揭 野 尻 湖 (7:; 「婦女 界」 所揭。 雪の 日の 思 

ひ 出 (7) 「母の 友」 所揭。 

Ili 月 ——片信 (7) 「我等」 所揭" 謠曲 「綾 鼓」 (7) 「新潮」 所揭リ 主義 はない (7) 「野 依 雜誌」 所褐リ 

四月 11 私の 態度 (7) 「文章 俱樂 部」 所揭。 小兒 の寢顏 (7) 「文化 生活」 所揭。 「淚の 底から」 の 序 (7)0 

反 キリスト 敎 問題より 一般 宗教 批判へ (7)  r 讀 ま、 新聞」 所載 0 藝 術と 革命の 關係 (7X1、 二日) 「時事 

新報」 所揭。 星座 (完 稿)。 

五月—子供の世戶^；孑) 「報知 新聞」 所揭。 想片 (7〕 「新潮」 所揭" 互 ひの 立場 を 認めよ (7)r 文化 生活」 

所揭" ホ ヰット マンに 對 する 一英 陶 婦人の 批評 (7) 「學 藝」 所揭" マルクス 女史の 「女」 に 就いて (ァ) 

(發表 個所 If 明)。 教育者の 藝術的 態度 (7〕 「帝 國敎 育」 所揭リ 

f 〈月 11 己れ を 主と する もの (7) 「文化 生活」 所揭" 繰り返しの 生活 を 僧む、 7) 「報知 新聞」 所揭。 生活 

の歐 化と 文化 生活 (7) 「婦人 公論」 所揭。 言葉と 文字 0^)  r ォ ヒサ マ」 所揭。 「太陽の沈みゅく時」の^1^ 

(7) (二十 九日 朝 完成)。 

七月 —— 描かれた 花 (7) 「改造」 所揭" 生命に よって 書かれた 文章 (7〕 「文化 生活」 所掲リ 子供の 素樸 さ 

(？) 「新潮」 所搨。 「米國 if 生々 活」 の 序？ X 二十 六日 午後)。 「藝 術と 生 さ 書 後？) a 一 一 十一 曰 夜)。 獨 

り 行く 者 「文化 生活」 所？ r  ni 大 偉人の 纖悔 (7) 「婦人 世界」 所揭" 

八月 —— 心に 沁みる 人々 (7) 「中央 公論」 所揭" 木 曾 山中 Y〕 「婦女 界」 所揭 0 上田 博士の 就任 を 機に 漢 

字 制限に 就いての 意 1^ を徵 された のに 答 ふ (？)( 三日) r 讀賢 新聞」 所載 ひ 火事と ポチ (00) 「婦人 公論」 

所揭。 新舊藝 術の 交渉 ハ 7) 木 崎 夏期 大 il- に 於け る 講演。 


九月 11 文^に 就て、 「婦女 界」 所揭リ 

十月 11 個人 雜誌 「泉」 創刊り 「泉」 を 創刊す るに あたって (？)、 ホ ヰプト マンの 「言葉の 歌」 から、 ドモ 又の 

死 (4)、 小作人への 告別？)， いづれ も 「泉」 第一 卷 第一 號所 揭" 愛に 就いて (7)、 大 阪每； II 新聞社 主 

催 文化 大^ 講座に 於け る 講演。 卽 .Mct^y 愛知 縣立 第一 IHE 等女學 校に 於け る 講演。 道德と 道理 0) 國民 

婦人 會 講演 會に 於いて。 

十一月 I. 十二月、 「靜 思」 を 讀んで 倉 田 氏に (7) 「泉」 第一 卷 第二 號 及び 三 號 所揭。 

著作 集、 第 十四 輯 「星座」 (f^ 月)。 第 十五 輯 「藝 術と 生活」 (九月 )-— 藝術 について 思 ふこと、 藝 術の 不變 性、 

描かれた 花， 生命に よって 書かれた 文章、 心に 沁みる 人々、 小兒の 寢顏、 餘裕と 文化、 筆頭 語、 互 ひの 立場 を 

認めよ、 己れ を 主と する もの， 生活と いふ こと、 自然と 人、 宣言 一 つ、 片信、 想片。 

六月に、 意 話 集 「 一 房の 葡萄」 を 叢文閣 より 發行、 前年 創作の 四篇 を收 む。 

四十 六 i 一九二 三年 (大正 十二 年) .-— 二月 十九 rn 發 行の f 讀寶 新聞」 に 「革命 心理の 前に 橫 はる 二 岐路」 と 題す る 談話 

筆記が 掲載され た。 その 一 節に 曰く 「私の 立場から 云へば 11 私 は 自分自身 を-決して ボルシェ. ゥ.. キの條 文の 中 

に當て はめよう とも 考 へない し、 また アナ， キズム の 中に 見出さう とも 思って ゐな いが、 I 從 つて それ 等の 

すべ て を 肯定し すべて を 否定す る もので もな く、 要は 各個 人の テンペ ラメ ント に據る ものであると 信ずる が 故 

に、 自分自身の 行くべき 道に 順應 して 進 返しつ \ ある ものであるが、 强 ひて その 何れに 屬す るか を 問 は るな 

らば、 アナ， キ ストで あると 答へ るに 躊踡 しない ものである ：：： 一 と" 

六月 八日 (午後 三時 頃) 蓊物 を着替 へ、 袴 を はき、 小 W 呂敷 一 つ を 持って、 趣 町 下六番 町の 家 を 出て、 九日 早曉、 

信 州 輕 井澤 三 笠 山の 別莊^ 月^ 階ドの 一室で、 波 多 野 秋 子と 共に 死す。 

七月 七！ 0、 兩 人の 死 體が發 兌され た" 同夜 火葬に 附し、 翌 早朝、 骨 上げ をした 

年  讃  ゴ L1 


笫十卷  五 五 二 

九日 午前 十 時から 十一 時の 間に 下 六番町 本邸で 告別式 擧行。 田 島. 進が 故人の 著書 を朗讀 した。 同！！！ 午後 H 時、 

靑山 墓地 有 島 行 ま 家の 籠の 中に 永へ に 葬られた 0 行 光、 敏行、 行 三、 外 親戚 友人 會葬リ 

一月 11 酒 狂 (3)、 文化の 末路 (7)、 愛の 表現 (ホ ヰプ トマ ン譯 詩)、 ぉ斷り (7)、 いづれ も 「泉」 第二 卷 

第一 號所 揭. ワルト. ホヰ ウトマン 「草の葉」 所搨" 

二月 11 或る 施療 患者 (3) 「泉」 第二 卷 第二 號所 揭- 

ni 月 11 斷橋 〔4)、  r ホ. トマ ン 詩集」 第二 輯を 出す に當 つて (7)、 永遠の 叛逆 (f)、 いづれ も 「泉」 第二 

卷第 三 號 所揭。 「濕 地の 火」 の 序 (7)" 「斷 橋」 の 題材 (7)  r 演藝繫 報」 所揭。 

四月 11 骨 (3)。 瞳な き 眼 (3〕 その 一 、 詩への 逸脫、 いづれ も 「泉」 第二 卷第 四號 所揭。 生活 革命の 動機 

(7〕 「文化 生活 I 所搨- ； 1^ 有 農場から 共生 農園へ (7) 「文章 世界」 所搨 U 農村 問題の 歸結 (7)， 「靑 年」 

所揭" 農場 解放 顚末 (7) 「帝 國大 if 新聞」 所揭。 

五月 11 親子 (3)、 瞪 なき 跟 (3) その 二、 いづれ も 「泉」 第二 卷第 五號 所揭) 文化 生活の 基礎 「文化 生活」 

所揭。 藝 術敎晉 私見 (7)  r 藝術敎 育」 所載。 

六月 —— 獨斷 者の 會 話：？)、 バ ルビユ スの 「ク ラルテ」 の譯 文を讀 みて？〕、 いづれ も 「泉」 第二 卷第 六號 

所？ r 農民 文化と いふ こと テ) 「文化 生活」 所搨" 時評 三 つ 7〕 「女性 改造」 所揭" 文化に 就いて (？) 

「文化 講演 集」 所載。 

七月 11 行き 詰れる ブ ル ジョァ (7  ) 「文化 生活」 所揭。 

八月 11 絕筆、 和歌 卞首 (7) 「泉」 終刊 號所 揭〕 

備考 -—— その他 創作 年代 不明の もの あれ ど 一 々 これ を擧げ ず。 

尙第 一 卷 所載、 「夕 暮海邊 に 立ちて」 はこれ を 除く。 
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